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混 度 。 明 度 。 温 度 。 便 度 。 拘 束 度 。 味 張 度 。 そ れ ら の 、 感 覚 
と 知覚 。 そ れ ら の 、 社 会 心理 分 析 へ の 応用 。 


Iwao Otsuka 


ドラ イ さ 。 ウェット さ 。 混 度 
の 感覚 。 混 度 の 知覚 。 性格 の 
湿度 。 社 会 の 湿度 。 


(/77/ お 読み に な る 前 に 、 ご 注意 下さ い ! 
本 書 の 内 容 構 成 。/////) 


この 度 は 、 こ の 書籍 を 入手 し て 下さ り 、 あ り が と う ご ざ いま 
宣 1 


この 書籍 は 、 そ の 内 容 が 、 順 不同 で 、 バ ラバ ラ で 、 ほ ぼ ラ ン 
ダム に 並ん で いま す 。 

この 書籍 の 内 容 の 構成 は 、 普 通 1 先頭 か ら 順 番 に 
読ん で いく 読み 方 に は 、 2 2 向 し て いま せん 。 申し訳 ご 
ざい ませ ん 。 

読者 の 斬 様 は 、 ど うか 、 こ の 書籍 の 目次 か ら 、 ご 興味 の あり 
そう な 項目 を 、 そ の 都度 ピッ クア ッ プ し て 、 ご 覧 下さ い 。 


それ で は 、 ど う ぞ 、 内 容 を お 楽し み 下 さい ! 


要約 


ドラ ジイ ぎ き 、 ウ ワウ ョ ッ ド き :。 (太い だ 、 浸 っ た こと 。) 

上 記 に つい て の 混 度 感覚 、 混 度 知覚 に 関す る 知見 。 

この 文書 は 、 そ れ ら を 集め た も の で す 。 

それ は 、 和 健 者 が 作成 し た web サ イト 上 に あっ た 多数 の ドキ ュ 


メン ト 群 を 1 つの 文書 に まとめ て 整理 し た も の で す 。 

この 文書 は 、 ド ライ な 、 ウ ェ ッ ト な 湿度 感覚 、 湿 度 知覚 ( 乾 
混 の 知覚 ) と 物理 的 な 気体 、 液 体 の 性 質 と の 関連 に つい て 詳 
し く 人 迷 べ て いま す 。 


この 文書 は 、 WWW で の アン ケー ト 調 査 を まとめ て いま す 。 


ー ロ 説明 - ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト か 感覚 ・ 性 
格 ・ 社 会 に つい て - 


(c)1992-2003 初 出 
動画 付き の 説明 」 


以下 の 動画 は 、 「 分 子 の お も ちゃ 箱 」 (mike さ ん の サイ ト ) 
の 分 子 運動 プロ グラ ム を 元 に 作成 され て いま す 。 
無断 転用 は 、 し な いで 下さ い 。 


表 1 


どう いう 感覚 や 性 格 が 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト と 感じ られ る の で 
し つの 。 
在 感 的 に つか む に は 、 上 の 動画 (「 動 作 パ ター ン D」 「 動 作 


パタ ー ン W」) を ご 覧 下さ い 。 
動画 が 見 られ な い 方 は 、 次 ペー ジ の 図 を ご 覧 下さ い 。 


人 間 は 、 人 や 物 が 、 動 作 パ ター ン D で 動く 、 存 在 す る の に 出 
会 うと ドラ イ に 、 動 作 パ ター ン W て 動く 、 存 在 す る の に 出 会 


うだ ウェ エッ トド ト に 感じ ます 。 


皮膚 の 感覚 に お いて は 、 皮 膚 に ベタ ベタ くっ つい て 酎 れ な い 
も の は ウェ ッ ト と 感じ られ 、 手 離れ 、 切 れ が よい も の は ドラ 
イ と 感じ られ ます 。 


対人 関係 で ウェ ッ ト な 性 格 の 人 は 、 以 下 の 性 質 を 持っ て いま 
9 

( 1 ) 周囲 の 他 の 人 と の 間 で 、 相 手 に 近づき 、 ベ タ ベ タ くっ 
つい て (近接 ・ 粘 着 ・ 融 合 し て ) 離れ よう と し な い 、 「 引 
力 」 な いし 「 結 合力 」 の よう な ( 主 に 心理 的 な ) 力 を 、 働 か 
2 の 

( 2 ) 一 カ所 に 止ま っ て 動か な い 「 定 着 ・ 定 住 作 」 を 有する 
0 


一 方 、 ド ライ な 性 格 の 人 は 、 以 下 の 性 質 を 持っ て いま す 。 

( 1 ) 心理 的 な 「 引 力 」 な いし 「 結 合力 」 を 、 周 囲 の 他 の 人 

と の 間 に 、 あ まり 働か せよ うと し な い = 相 手 に 近づい た り 

0 互 い に バ ラバ ラ に 離れ る の を 好む こと 。 
ー カ 所 に 止ま ら ず に 活発 に 動き 回 ろう と する 「 運 動 ・ 

町 移動 性 」 を 有する こと 。 


要約 すれ ば 、 以 下 の よ うに な り ま す 。 
「 ド ライ = 相互 離散 、 移 動 」= 「 動 作 パ ター ン D」 
「 ウ ェ ッ ト = 相 互 近 接 (一 体 化 ・ 融 合 ) 、 定 着 (定住 ) 」= 
人 ン W」 
上 記 動 画 参照 ) 


心理 的 な 「 引 力 、 結 合力 」 の 実体 は 、 人 間 の 心 の 中 に 備 わ 
る 、 互 い に 周 囲 の 相手 へ と 心理 的 に 近づこ う (心理 的 距離 を 
縮め て ゼロ に し よう 、 接 続 ・ 結 合 し よう 、 一 つ に な ろう こ 

) と する 「 心 理 的 近接 指向 」 で ある と 考え られ ます こ 
と 。 な つく 子供 と それ を 抱き し め る 母親 な ど 、 互 い に ベ タ ベ 
タ く っ つく 感じ の 人 間 関 係 に お いて は 、 彼 ら の 間 に 、 こ の 
「 心 理 的 近接 指向 」 が 働い て お り 、 ウ ェ ッ ト な 人 間 関 係 で ある 
る と いえ ます 。 


農耕 、 母 性 (女性 ) 中 心 で 動く 、 日 本 や 東 ア ジア の 社会 の 人 


た ちら は 、。、 ワ モッ トド で あめ ある と ざれ て いま す 。 
遊牧 ・ 牧 弟 、 父 性 (男性 ) 中 心 で 動く 欧米 社会 の 人 た ち は 
ドラ イ で ある と され て いま す 。 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 性 格 の 人 に な る 方 法 を 手 っ と り 早 く 知 る 
に は 、「 表 形式 で の 分 類 一 覧 - ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 性 格 の 人 
に な る に は - (199911>) 」 の 項目 を ご 覧 下さ い 。 





に ー 倫 [ドラ イ な 人 ・ 物 体 ] 
ョ ーー バラ バラ に 離れ る 〇 
よく 動き 回 る 
[パタ ー ン D ロ ] 


。 \ 


へ 、 
ざ 
人 @- キャ - テ 
1 / N | ウ ェ ッ ト な 人 * 物 体 」 
1 ベタ ベタ < くっ つく 
参 人 … 定 着 し て 動か な い 


ラ [バタ ー ン W 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 人 ・ 物 体 の 説明 











(解説 : 基本 編 ) ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 成 
覚 ・ 性 格 ・ 社 会 に つい て 


【 総 括 】 


パタ ー ン D と パタ ー ン W - ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト (湿度 ) 知覚 の 
法則 - 


2003.09 初 出 


人 間 や 物体 の 動き や 行動 。 

それ は 、 和 気体 分 子 運動 相当 の パタ ー ン (動作 パタ ー ン D ) = 
高速 で 離 れる と ドラ イ に 感じ ます 。 

それ は 、 液 体 分 子 運動 相当 の パタ ー ン (動作 パタ ー ン W) = 
低速 で 近づく と ウェ ッ ト に 感じ ます 。 

これ は 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト (湿度 ) 知覚 の 法則 と 呼べ ます 。 
動作 パタ ー ン D、 動 作 パ ター ン W が どの よう な も の か 、 動 画 
再生 で すぐ に 体験 で きま す 。 


分 析 対 象 ( 群 ) の 動き の パタ ー ン を 、 以 下 の 動作 パタ ー ン D 
と 、 動 作 パ ター ン W と に 区 別 す る こと 。 

D は 、 ド ライ =Dry。 (乾い た こと 。) 、W は 、 ウ ェ ッ ト = 
Wet。 ( 淫 っ た こと 。) 

それ ぞ れ の 頭 文字 で ある こと 。 


筆者 は 、 以 下 に 、 動 作 パ ター ン D、 動 作 パ ター ン W の 動き 
を 、 動 画 で 示し ます 。 


以下 の 動画 は 、 「 分 子 の お も ちゃ 箱 」 (mike さ ん の サイ ト ) 
の 分 子 運動 プロ グラ ム を 元 に 作成 され て いま す 。 
無断 転用 は 、 し な いで 下さ い 。 


表 _2 


(上 記 動 画 は 、 元 は 、 動 作 パ ター ン W は 液体 分 子 運動 、 動 作 


パタ ー ン D は 気体 分 子 運 動 の コン ピュ ー タ シミ ュ レ ーション 
か ら 作 成 し た も の で ある 。) 


動作 パタ ー ン D、 動 作 パ ター ン W の 特徴 を 、 言 葉 で 表現 する 
で 、 MP の よう に 0 3 こと 。 


表 4 


分 析 対 象 の (知覚 され る ) 湿度 は 、 動 作 パ ター ン D に 近づく 
に 従っ て 代 く (ドラ イ に ) な り 、 動作 パタ ー ン W に 匠 づく に 
寺泊 人 


対象 の 動く 速度 は 、 動 作 パ ター ン D に 近づく ほど と 高く 、 動 作 
パターン W に 岳 づ つく ほど と 供 い 。 

対象 の 動く 方 向 は 、 動 作 パ ター ン D に 近づく ほど 互い に 引力 
が 働か ず 離 れ 離 れ に な り 、 動 作 パ ター ン W に 近づく ほど 互い 
に 引力 が 働く た め 、 近 づき 、 く っ つく 。 


よっ て 、 分 析 対 象 の (知覚 され る こと 。) 

・ 対 象 の 動く 速度 が 、 高 速 で 動く ほど 低く 、 低 速 で 動く ほ と 
高く な る 。 

・ 対 象 の 動く 方 向 が 、 互 い に 離 れる ほど 低く 、 近 づく < くっ 


つく ほど 高く な る 。 


これ は 、 分 析 対 象 が 自然 、 大 然 の も の で も 、 人 間 社 会 で も 共 
通 で ある 。 


人 間 の 皮 膚 触覚 、 視 聴覚 で の 物体 知覚 に お いて 。 

動作 パタ ー ン D 。 (互い に バラ バラ に 離れ て 、 く っ つか ず 、 
個別 に 散ら ば り 、 高 速 で 動く こと 。) 

それ ら の 分 子 群 < 物体 群 が 肌 に 当たる (接触 する ) 、 見 え 

る 、 耳 で 存在 を 確か め ら れる と 、 ド ライ に 感じ られ る こと 。 
動作 パタ ー ン W。 (互い に くっ つい て 離れ ず 、 高 密度 、 集 団 
で 分 布 し 、 低 速 で 動く こと 。) 

それ ら の 分 子 群 < 物体 群 が 肌 に 当たる (接触 する ) 、 見 え 

る 、 耳 で 存在 を 確か め ら れる と 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ る こ 

の 


人 間 に よ る 、 人 付き 合い の 中 で 。 

動作 パタ ー ン D の 人 間 関 係 。 (互い に バラ バラ に 離散 、 自 立 
し て 、 別 々 に 自由 に 高速 で 動き 回 る こと 。) 

それ に 対し て 当たる (接触 する ) と 、 心 の 内 部 で ドラ イ に 感 
じ め 科 る こと 。 

動作 パタ ー ン W の 人 間 関 係 。 (互い に くっ つき 一 体 化し て 離 
れ な い 、 一 緒 に 低速 で 動く こと 。) 

それ に 対し て 当たる (接触 する ) と 、 心 の 内 部 で ウェ ッ ト に 
感じ られ る こと 。 


動作 パタ ー ン D、 動 作 パ ター ン W を 見 出す 元 と な っ た の は 、 
実際 の 気体 ・ 液 体 分 子 運 動 パ イタ ー ン で ある 。 


動作 パタ ー ン D と 動作 パタ ー ン W。 そ れ が 、 皮 膚 触覚 、 視 
覚 、 対 人 関係 ・ 心 理 的 距離 知覚 と いっ た 異な る モー ド の 知覚 
で 生起 し た 場合 。 それら は 、 神 経 償 内 の 共通 の パタ ー ン 誰 識 


野 (動作 パタ ー ン D と 動作 パタ ー ン W を 装 別 する 分 野 ) を 活 
性 化 さ せ 、 湿 度 鹿 定 出 力 を も た ら す 。 


2003.09 初 出 


簡単 な 要約 (ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 感覚 ・ 性 格 ) 


(c)1999-2003 初 出 


[概観 ] ドラ イ 。 (乾い た こと 。) ウェ ッ ト 。 (湿っ た 、 浦 
だ 、 ジ メジ メ し た こと 。) 

筆者 は 、 そ れ ぞ れ の 物体 (それ は 分 子 を 含む ) ~ 人 に 共通 す 
る 運動 ・ 行 動 パ ター ン に つい て 、 以 下 の 図 に まとめ まし た 。 





[ドラ イ な 人 ・ 物 体 ] 


ョ ーー ーー 一 旬 バラ バラ に 離れ る @ 
よく 動き 回 る SNS 
[パタ ー ン D ロ ] le で 
負 ヽ | 
| 
AM | 
@、 〇 
アー 人 em み 
Te 
4 し アプ [ウェ ッ ト な 人 ・ 物 体 ] 
多 _ \ / ヽ < ココ ベタ ベタ くっ つく 
一 葵 一 - 一 多 定着 し て 動か な い 
[バタ ー ン WJ」 
ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 人 ・ 物 体 の 説明 











ドラ ライ ( 二 い た こと ) ウェット な か こと 。 (浸っ た 。 証 
7 2 ジグ し だ とい) 

当 ホ ー ム ペー ジ の 内 容 は 、 人 間 の 性 格 ・ 態 度 が どの よう な と 
き 信 、 学 つう し た 感じ を 、 まね おり いひ に いる 大人 たち に に と の よう な 
し くみ で で える か に つい て 、 明 ら か に し た も の で すこ と 。 


この 、 人 間 の 性 格 ・ 態 度 に お いて 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 感じ 
が 、 ど うい う 場 合 に 感じ られ る か に つい て は 、 従 来 あ まり 分 
の CUy ま せん で だ 。 

(いろ いろ な 文献 を 調べ た の で す が 、 載 っ て いま せん で し 

| 

筆者 は 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 感じ が 、 も と も と どう いう と き 
に 、 感 じ ら れ て いる の か に つい て 、 ま ず 調 べ ま し た 。 

その 結果 、 

(1 ) ウェ ッ ト な 感じ は 、 人 間 の 皮膚 が 、 水 な どの 液体 に ふ 
れ た と き に 感じ られ る 、。 

( 2 ) ドラ イ な 感じ は 、 人 間 の 皮膚 が 、 空 気 な どの 気体 に ふ 、 
れ た と き に 感じ られ る ,。 

こと を まず 確か め ま し た こと 。 


そし て 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 感じ を 人 間 の 皮膚 に 与え る 、 気 
体 と 液体 と は 、 ど の よう に 区 別 さ れる か に つい て 、 調 べ ま し 
5 

その 結果 、 両 者 の 違い を 知る に は 、 分 子 レ ベル と いう ミク ロ 
の 世界 まで 降り る 必要 が ある こと が 分 か り ま し た 。 

分 子 レ ベル で の 両者 の 違い を 調べ た と ころ 、 液 体 分 子 と 気体 
分 子 と の 性 質 の 違い は 、 以 下 の 点 に ある こと を 確か め ま し 

7 だら 

[1] 動き の 度合 い の 違 い 

(1 ) 液体 で は 、 動 き 回 る 度合 い (運動 エネ ルギー) が 小さ 
い 。 (あま り 動 きま 回ら な いこ と 。) 

( 2 ) 気体 で は 、 動 き 回 る 度合 い (運動 エネ ルギー) が 大 き 
い 。 (よく 動き 回 る こと 。) 


[2] 「 分 子 問 力 」 の 働く 度合 い の 違 い 
(1 ) 液体 で は 、 分 子 同士 の 間 に 、 互 い の 距 離 を 縮 小 し 、 互 


い に 引 き 付 け く っ つき 合い 、 足 を 引っ 張り 合っ た り 、 畜 制 し 
合っ た りす る 、「 分 子 間 力 」 と いう 力 が 、 大 きく 働い て い 
5 
( 2 ) 気体 で は 、 分 子 同士 の 間 に 、 上 記 の 、 互 い に 相 手 と 
くっ つき 、 結 合 、 接続 し 合う 「 分 子 間 力 」 と いう 力 が 、 ほ と 
ん ど 働 いて いな い 。 


「 分 子 間 力 」 の 働く 度合 い が 、 液 体 で 大 きく 、 気 体 で 小さ い 
の は 、 以 下 の 理由 で す 。 

( 1 ) 液体 分 子 で は 、 動 き 回 る 度合 い (運動 エネ ルギー) が 
小さ いた め 、 も と も と 分 子 間 に 存在 する 、 相 互 に 近づき 、 引 
きつ け 合 う 力 (分 子 間 力 ) を 振り 切っ て 動き 回 る こと が で き 
ず 、 互 い に く っ つき 、 結 合 し 合う 力 (分 子 間 力 ) の いい な り 
に に 人 が つて いる こと 。 

( 2 ) 気体 分 子 で は 、 動 き 回 る 度合 い (運動 エネ ルギー) が 
大 きい た め 、 分 子 問 の 、 相 互 に 近づき 、 引 きつ け 合 う 力 (分 
子 間 力 ) を 振り 切っ て 動き 回 る こと が で き 、 「 分 子 間 力 」 の 
影 絡 か ら 自 由 に な っ て いる 。 


(ここ まで は 、 日 本 の 高校 レベ ル の 物理 ・ 化 学 の 教科 書 に 
載っ て いる 話 で す 。 ) 


液体 は 、 分 子 同士 が 互い に 引き 寄せ 合い 、 く っ つき ます 。 そ 
の 応用 で 、 人 間 の 皮膚 の 感覚 受容 体 に 対し て も 、 く っ つく 、 
接着 する 、 手 離れ が 悪い の で す 。 

気体 は 、 分 子 同 士 が 離れ て 動き ます 。 そ の 応用 で 、 人 間 の 放 
唐 の 感覚 受容 体 か ら も 離れ て 、 く っ つか ず 、 手 離れ が 良い の 
で す 。 


婦 者 は 、 水 の よう な 液体 、 空 気 の よ うな 気体 が 、 人 間 の 皮膚 
ほ 対 | で ウエ ッ ド トド ・ ドラ イ が 感じ を 用 える し くみ が 。 店 《 物 
体 一 般 に お いて 成り 立つ と 考え まし た 。 

( 1 ) 物体 の 、 運 動 ・ 活 動 ・ 移 動 性 が 高く 、 想 問 に 働く 引 
力 、 結 合力 が 小さ い 場合 、 ド ライ で ある (乾い て いる こ 


こり 

2 ) 物体 の 、 運 動 ・ 活 動 ・ 移 動 性 が 低く 、 相 班 間 に 働 く 引 
力 、 結 合力 が 大 きい 場合 、 ウ ェ ッ ト で ある ( 淫 っ て いる こ 
ce り 
と いう 法則 が 成立 する 、 と 考え まし た 。 


乾い た (ドラ イ な ) 砂 は 、 触 っ て も 手 に くっ つか ず サ ラサ ラ 
0 才 D HP (接着 ・ 粘 着 性 が あり 
ませ ん 。) こと 。 ま た 、 風 が 骨 ぐ と それ に 和 讐 っ て サラ サラ と 
移動 し ます 。 

淫 っ た 、 濡 れ た (ウェ ッ ト な ) 砂 は 、 触 る と 手 に くっ つい て 
その まま 離れ よう と し ませ ん (接着 ・ 粘 着 性 が あり ます 。) 
の: また だ た 、 団 手 状 に ひと か だ まり に な っ て 、 時 が 了 兵 い て も 
動 こ うと し ませ ん (移動 性 が あま りあ り ま せん 。) 。 


ある い は 、 旧 球 用 プラ スチ ッ ク ボ ー ル や バレ ー ボ ー ル は 、 そ 
の まま で は 手元 れれ よく 一 つ す つ パ ラパラ に な っ て 動き 回 り Ba 
す が 、 接 着 剤 を 表面 に 広く 塗り 付け た り 、 両 面 粘着 テー プ を 
全面 に 巻き 付け る と ベタ ベタ 互い に くっ つき 、 結 合 し 合っ て 
離れ ず 、 一 つ ず つ バ ラバ ラ に 独立 させ る こと が 難し いし 、 活 
発 に 動か そう 、 飛 ば そう と し て も すぐ 別 の と ころ に 接着 し て 
し まっ て あま り 動 こう と し ませ ん 。 


この 場合 、 こ うし た 物体 に お ける 互い に ネバ ネバ 、 ベ ト ベ ト 
ど 太 KN くち つこ Ne 粘着 ・ 結 合 性 が 、 物 体 相互 
の 間 に 働 く 引 力 (互い の 距離 を 縮め よう 、 互 い に 離れ ずく っ 
つき 合わ お うと する 力 ) を 大 きく し 、 物 体 の 運動 ・ 活 動 ・ 移 動 
性 を 奪う (動き に くく する ) 形 で 、 物 体 に ウェ ッ ト さ を も た 
ら す こと に な り ま す 。 


上 記 の 考え を 分 か りや すい 言葉 で まとめ る と 、 一 般 に 、 粘 り 
気 ・ 接 着力 が あり 、 互 い に ベ タ ベ タ くっ つき 合っ て 、 あ まり 
動か な い 物 体 は ウェ ッ ト 、 手 離れ よく 、 互 い に サ ラサ ラ と 離 
れ て 動き 回 る 物体 は ドラ イ に 感じ られ る 、 と 言え る で し ょ 

ブ 。 


筆者 は 、 次 に 、 上 記 の 物体 レベ ル の 法則 が 、 人 間 同 士 人 付き 
合い で 、 互 い に 相 手 に 対し て 、 ウ ェ ッ ト ・ ド ライ な 感じ を 互 
える し くみ に つい て も 、 共 通 に 当て は まる の で は な いか と 、 
2 まじ た 

当 者 (は 。 つま り 、 以 下 の よ うに 考え まし た 。 

仙 開 

ある 人 が 、 (ウェ ッ ト な 感じ を 石 える 液体 に 見 られ る よう 

に ) 一 カ所 に 定着 ・ 定 住 し て あま り 動 きま 回 ろう うと し な いこ 


この 

その 人 が 、 周 囲 の 他 の 人 と の 間 で 、 互 い の 距 離 を 縮め て 近 づ 
き 合 い 、 引 き 付 け 合 っ て 離れ よう と せ ず 、 足 を 引っ 張り 合っ 
た り 、 率 制 、 東 績 し 合っ た りす る こと 。 (心理 的 な 引力 、 結 
合 放 みた だ た いな も の を 、 天 きく 働か せよ うと し て いる こと 。 ) 
その 時 に 、 そ の 人 の こと が 、 肖 っ た (ウェ ッ ト ) と 感じ られ 
5 

(2 

ある 人 が 、 (ドラ イ な 感じ を 難 え る 気体 と 同じ よう に ) 一 カ 
所 に 定着 せ ず に 移動 し よう 、 活 発 に 動き 回 ろう と する こと 。 
その 人 が 、 周 囲 の 他 の 人 と の 間 で 、 互 い に バ ラバ ラ に 離れ 

て 、 く っ つこ うと せ ず 、 自 律 的 に 独立 し て 動い て いる こと 。 
(心理 的 な 引力 を 行使 し な いこ と 。) 

その 時 に 、 そ の 人 の こと が 、 乾 いた (ドラ イ ) と 感じ られ 

る 。 


そし て 上 記 の 仮説 (「 運 動 エ ネル ギー」 「 分 子 間 力 」 の 大 小 
が 、 分 子 レ ベル で の 液体 ・ 気 体 と の 違い の も と と な る の と 同 
表 に 、「 一 力 所 に 止ま ら ず あちこち 活発 に 動き 回 る 運動 ・ 活 
動 ・ 移 動 性 」「 あ る 人 が 相手 と の 間 に 働か せよ うと する 引力 
< 接着 ・ 結 合力 みた いな 力 。 (分 子 間 力 相当 の 力 ) 」 の 大 小 
が 、 人 間 レ ベル で の 性格 や 態度 の 、 ウ ェ ッ ト ・ ド ライ さ の 違 
い の 作 と と が か つて いる 。) が 下 し いこ ご と を 。 アン ケー ト 調 査 
を し て 、 実 際 に 確か め ま し た 。 


以上 の 説明 を 分 か りや すい 言葉 で まとめ る と 、 対 人 関係 に お 
いて 、 


( 1 ) 心理 的 に 相手 に 一 体感 を 持っ て ベタ ベタ くっ つい て 離 
れ よ うと し な いこ と 。 (粘着 ・ 接 着 ・ 接 続 ・ 結 合 性 を 持っ た 
ご と 。) 。、 分 し て 、 の まま 動 こ うと し な いこ と 。 .( 定 看 
定住 性 を 持っ た こと 。) 


( 2) 相手 に 対し て 近づこ う 、 く っ つこ う 、 深 入り し よう と 
せ ず 、 す ぐ サ ラリ と 離れ る こと 。 ( 手 粘 着 ・ 壮 接着 ・ 切 断 性 
の ) 、 そ し て 、 あ ちこ ち 活 発 に 動き 回 っ て 移動 する こと 。 
(運動 ・ 活 動 ・ 移 動 性 を 持っ た こと 。) 
あえ られ ます こと 。 


この 場合 、 一 体 化 ・ 粘 着 ・ 接 着 ・ 接 続 ・ 結 合力 は 、 互 い に 近 
づき 、 引 きつ け 合 い 、 く っ つき 合う こと を 指向 する 点 、 液 体 
分 子 の 分 子 間 力 同様 引力 の 一 形態 と 考え られ ます 。 ま た 、 人 
や 物 を その 場 に 引き 止め て 離さ ず 、 動 け な く する 丘 移 動 ( 活 
動 、 運 動 、 流 動 ) 化 = 定 着 ・ 定 住 化 の 効果 も 併せ て 持っ て い 
まま 9 


人 間 の 皮膚 感覚 に せよ 、 対 人 感覚 に せよ 、 以 下 の よ うに 推定 
され ます 。 

それ が 、 ベ べ ベタベタ と 粘着 的 に ま と わ り つ い て 接続 ・ 結 合 し た 
まま 一 体 ・ 融 合 化 し て 離れ ず 、 そ の まま 静止 し て 動 こ うと し 
な い 場 合 は 、 萌 共通 に ウェ ッ ト に 感じ られ る 。 

その 逆 (サラ ッ と 離れ て よく 動き 回 る 場合 ) は 共通 に ドラ イ 
に 感じ られ る 。 

その 点 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な か な 放 膚 感覚 と 、 対 人 感覚 と は 、 神 
経 林 に お いて 、 感 覚 野 の 同じ 部 位 を 共通 に 活性 化し て いる も 
の 9 思わ れれ ます 


で は 、 対 人 感覚 に お いて ウェ ッ ト な 成 覚 を 后 える 心理 的 な 引 
力 、 結 合力 の 実体 は 何で し ょ うか ? それ は 、 人 間 に 内 在 す 
る 、 以 下 の 指向 性 で す 。 「 周囲 の 他 者 と 心理 的 に 近く な ろ 
う 、 近 い 状 態 を 保 と うと する 指向 。 (心理 的 近接 指向 。) 」 
互い に 相手 に 対し て 心理 的 近接 指向 を 持つ 者 同士 か ら 、 地 理 


的 、 経 済 的 ・・ 等 の 諸 条 件 、 東 縛 を 取り 外し 、 自 由 行動 を 許 
す と 、 彼 ら は 、 自 然 と 「 物 理 的 に 」 近 づき 、 く っ つき 合っ て 
ー 体 化し ます 。 こ の 点 で 、 心 理 的 近接 指向 は 、 液 体 分 子 、 
ウェ ッ ト か 物体 の 持つ 物理 的 近接 ・ 一 体 化 指向 と 共通 の 基盤 
を 持つ 現象 だ と 言え ます 。 
すなわち 、 (心理 的 に ) 相互 に 引き 合う と いう こと は 、 以 下 
2 0 
の の CT つの る だ 6 二 休 作 の 
る 、 融 合 す る こと 。 3 拉 S く の 章 人 の 人 有 だ Nbe 
き 、 陸生 け に つなが ろう と する 指向 が 強い 
それ が 互い の 間 で あたかも 引力 の よう に 感じ られ 、 対 人 
県 お いく ウエット な 感じ を もたらす 、 と いえ る で し ょ 
9 記 


例え ば 、 母 親 に な つく 子供 と それ を 喜ん で 抱き し め る 母親 

や 、 思 師 を 慕う 学生 と それ を 受け 入れ る 思 師 、 恋 愛 関係 に あ 
る 男女 な ど 、 互 い に ベ タ ベ タ くっ つく 感じ の 人 間 関 係 に お い 
て は 、 彼 ら の 間 に 、 こ の 引力 に 相当 する 心理 的 近接 指向 が 働 
いて お り 、 ウ ェ ッ ト な 人 間 関 係 で ある と いえ ます 。 


以上 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 人 <~^ 物 体 < 分 子 と いっ た サイ ズ の 
異な る 各 粒 子 は 、 粒子 の サイ ズ が 違っ て いて も 、 ドラ イ な 場 
合 、 ウ ェ ッ ト な 場合 と で 、 そ れ ぞ れ 共 通 の 行動 ・ 運 動 様式 を 
持っ て いる こ と を ホホ すず すこ と が "でき ます 、 


各 粒 子 の 動き が 、 気 体 分 子 の 運動 パタ ー MM 
間 に は 、 粒 子 の 動き が 、 分 子 こ > 人間 まで 共通 に 、 ド ライ に 成 
じ ら れ ます 。 


一 方 、 各 粒子 の 動き が 、 液 体 分 子 の 運動 パタ ー ン と 同じ 場合 
は 、 人 間 に は 、 粒 子 の 動き が 、 分 子 > 人 間 ま で 共通 に 
ウェ ッ ト に 感じ られ ます 。 


ここ で 、 筆 者 は 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン を 、 ド ライ な (乾い 
た Dry) 感覚 を 紀 える た め 、 頭 文字 の D を 取っ て 、 動 作 パ 
ーー だ UE を し ます 


また 、 健 者 は 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 、 ウ ェ ッ ト な ( 浅 っ 
た Wet) 感覚 を 丘 え る た め 、 頭 文字 の W を 取っ て 、 動 作 パ 
2 ジンク WUNN こ と し ます 。 


こう 略す こと で 、 例 えば 、 液 体 分 子 群 や 、 日 本 人 の 行動 様式 
が 共通 の 「 動 作 パ ター ン W」 に 洛 っ て お り 、 和 気体 分 子 群 や 、 
欧米 の 人 々 の 行動 様式 は 共通 の 「 動 作 パ ター ン D 」 に 沿っ て 
いる 、 な ど と 簡便 に 表現 する こと が で きま す 。 


当 サ イト で 実施 し て いる 心理 テス ト は 、 上 記 の 考え 方 に 基 づ 
いて 、 回 答 項目 を 作成 し 、 運 用 し て いま す 。 


(c)1999-2003 初 出 


湿度 感覚 に お ける 複数 性 (社会 性 ) 原理 


2007.06 初 出 


ウェ ッ ト 、 ド ライ な 混 度 感覚 は 、 単 一 の 粒子 、 個 体 で は 起こ 
すこ と が で きず 、 必 ずく っ つく 、 離 れる 他 者 、 相 手 が 必 要 で 
ある 。 要 は 、 混 度 感覚 の 源 は 、 複 数 の 粒子 、 個 体 間 の 関係 
(社会 関係 ) と し て 捉え られ る こと 。 説明 する の に 、 複 数 の 
粒子 、 個 体 の 存在 、 な いし 、 複 数 粒子 、 個 体 間 の 相互 作用 が 
必要 で ある 。 


これ は 「 混 度 感覚 に お ける 複数 性 (社会 性 ) の 原理 」 と 呼ぶ 
こと が で きる 。 


【 物 理 分 野 と の 関連 】 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 対人 行動 と 気体 ・ 液 体 分 子 運 動 と の 関連 
に つい て 


1992-2008 初 出 


人 間 行 動 へ の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ の 視点 の 導入 は 、 今 まで ほ 
と ん ど 接 点 の な か っ た 、 人 々 の 対人 ・ 社 会 行動 と 、 分 子 や 物 
体 運 動 に 関す る 物理 学 と を 結び つけ る 効果 を も た ら す 。 


要する に 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 人 ^ 物 体 < 分 子 と いっ た サイ 
ズ の 異な る 各 粒 子 は 、 粒 子 の サイ ズ が 違っ て いて も 、 ド ライ 
な 場合 、 ウ ツェ ッ ト な 場合 と で 、 そ れ ぞ れ 共 通 の 行動 ・ 運 動 様 
式 を 持っ て いる こと を 示す こと が で きる の で ある 。 


各 粒 子 の 動き が 、 気 体 分 子 の 運動 パタ ー YE 
間 に は 、 粒 子 の 動き が 、 分 子 こ > 人 間 ま で 共通 に 、 ド ライ に 成 
じ ら れ る 。 


一 方 、 各 粒子 の 動き が 、 液 体 分 子 の 運動 パタ ー ン と 同じ 場合 
は 、 人 間 に は 、 粒 子 の 動き が 、 分 子 こ 人間 ま で 共通 に 
ツウ ド に 感じ られ る 。 


( 注 ) 上 記 の アイ デア を 筆者 が 最初 に 思い つい た の は 、1992 
年 頃 で す 。 
上 記 の 、 液 体 ・ 気 体 分 子 運動 パタ ー ン と いう 言い 方 


注 ) 
より 簡略 化し て 呼び や すく 、 覚 え や すく する 必要 が あ 


( 
0 
る 。 


以下 で は 、 健 者 は 、 気 体 分 子 運 動 パ ター ン を 、 ド ライ な ( 乾 
いた Dry) 感覚 を え る た め 、 頭 文字 の D を 取っ て 、 動 作 パ 
ター ン B と 賠 、 ご と に する 。 


一 方 、 筆 者 は 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン を 、 ウ ェ ッ ト な (湿っ 
た Wet) 感覚 を 丘 え る た め 、 頭 文字 の W を 取っ て 、 動 作 パ 
ダーン W と 呼 い こと に すず する こと 。 


こう 略す こと で 、 例 えば 、 液 体 分 子 群 や 、 日 本 人 の 行動 様式 
が 共通 の 「 動 作 パ ター ン W」 に 洛 っ て お り 、 和 気体 分 子 群 や 、 
欧米 の 人 々 の 行動 様式 は 共通 の 「 動 作 パ ター ン D 」 に 洛 っ て 
いる 、 な ど と 箇 便 に 表現 する こと が で き る 。 


筆者 は 、 上 記 の 説明 が 正しい こと を 、web で の アン ケー ト 詩 
査 (2005.03 下 旬 実 施 ) に より 確認 し た 。 


(上 記 の 内 容 の 詳細 に つい て は 、 資 料 編 を 参照 し て 下さ 
MS。 ) 


上 記 の 気体 分 子 運動 パタ ー ン (動作 パタ ー ン D ) 、 液 体 分 子 
運動 パタ ー ン (動作 パタ ー ン W ) は 、 言 葉 で 言い 表す な ら 
ば 、 以 下 の よ うな 単語 ~ 短 文 で 表現 で きる と 考え られ る 。 
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上 記 の 表現 が 、 本 当 に 、 そ れ ぞ れ 動 作 パ ター ン D な ら よ り ド 
ライ に 、 動 作 パ ター ン W な ら よ り ウ ェ ッ ト に 感じ られ る か ど 
うか 、2003 年 9 月 頃 、 ア ン ケ ー ト 調査 を 行っ た 。 


(上 記 の 内 容 の 詳細 に つい て は 、 資 料 編 を 参照 し て 下さ 
い 。 ) 


ここ で 、 気体 、 液 体 分 子 運動 パイ ター ン に 従っ た 粒子 の 動き 
は 、 従 来 の 社会 学 や 心理 学 に お ける 概念 表現 に 合わ せる な ら 
ば 、 そ れ ぞ れ 、 以 下 の よ うに 表せ る 。 


表 6 
より 詳細 に は 、 以 下 の 表 を 参照 され た い 。 


ドラ イ (気体 的 ) ・ ウ ェ ッ ト (液体 的 ) な 分 子 ・ 粒 子 の 運動 
パタ ー ン を 整理 し た 表 。 


表 7 


上 記 気 体 ・ 液 体 の 分 子 運 動 を 、 人 間 の 行動 に 食し て 捉え た も 
の と し て は 、 以 下 の 表 を 参照 され た い 。 


分 子 > 人 間 に 共通 な 、 粒 子 の 行動 パイ ター ン を 、 人 間 個 人 の 性 
格 と し て 整理 し た 表 。 


皆さん は 、 ド ライ な いし ウェ ッ ト な 性 格 の 人 に な ろう と 思っ 
た ら 、 以 下 の 表 に 書か れ て いる よう な 態度 を 、 日 頃 取 る よう 
に 心がけ まし ょ う 。 
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この こと か ら 、 気体 ・ 液 体 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン と 相似 
の 方 法 に よっ て 、 ド ライ な 社会 、 ウ ェ ッ ト な 社会 の 人 々 の 行 


動 を 、 コ ンピュータ で シミ ュ レ ー ト で きる 、 と 喜 え る こと 。 


例え ば 、 日 本 、 東 アジ ア の 人 た ち が ウ ェ ッ ト で 、 欧 米 の 人 た 
ち が ド ライ だ と いう の は 、 農 耕 、 女 性 主体 の 、 日 本 、 東 アジ 
ア 社 会 の 人 た ちの 行動 様式 が 、 本 質 的 に 液体 分 子 運動 に 似 て 
お り 、 一 方 、 遊 牧 ・ 牧 弟 、 男 性 主体 の 、 欧 米 社会 の 人 た ちの 
行動 様式 が 、 気 体 分 子 運 動 に 似 て いる こと を 示し て いる 。 


遊牧 ・ 牧 弟 、 男 性 中 心 の 欧米 社会 。 (人 々 の 動き が 、) 空気 
の よう な 気体 に 近く 、 気 体 分 子 運 動 (動作 パタ ー ン D ) で シ 
ミュ レー ト で き 、 「 気 体型 社会 」 と 呼べ る こと 。 

農耕 、 女 性 中 心 の 日 本 、 東 アジ ア 社 会 。 (人 々 の 動き が 、) 
水滴 の よう な 液体 に 近く 、 液 体 分 子 運 動 (動作 パタ ー ン W ) 
で シミ ュ レ ー ト で き 、 「 液 体型 社会 」 と 呼べ る こと 。 


この よう に 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ の 視点 を 世界 の 社会 文化 の 
分 析 へ と 導入 する こと は 、 物 理学 で 発達 し て いる 物体 の 動き 
を コジ ピュ ー 久 で シミ レー トド ト す る ノウ ハウ を 、 その まま 社 
会 学 、 心理 学 で 生か せる よう に な る 効果 を も た らし 、 社 会 

学 、 心 理学 の 発展 に 寄 王 する 度合 い が 大 きい と 言え る 。 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト か 物体 (分 子 を 含む こと 。) ~ 人 に 共通 す 
る 運動 ・ 行 動 パ ター ン に つい て 、 以 下 の 図 に まとめ た こと 。 
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ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ の 分 子 ~ 物 体 - 人 間 レ ベル の 間 の 相互 関 
連 に つい て の より 詳し い 説 明 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 





1 気体 ・ 液 体 分 子 運動 パタ ー ン の 説明 


人 間 の どの よう な 行動 様式 が 、 な ぜ ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 対人 
感覚 を 生む か に つい て は 、 ま ず 、 本 来 人 韻 に ドラ イ ・ ウ ェ ッ 
ト な 感覚 の 相違 を 盛 える 、 物 理 的 な 気体 ・ 液 体 の 性 質 の 相違 
を 生み 出す メカ ニズム を 、 改 め て 確認 する 必要 が ある 。 ド ラ 
イ な 感覚 を 三 え る の が 、 気体 で 、 ウ ェ ッ ト な 感覚 を 弓 える の 
が 、 液 体 で ある 。 両 者 の 相違 を 見 る に は 、 和 視点 が 、 分 子 レ ベ 
ル ま で 小さ く な る 必要 が ある 。 


具体 的 に 気体 分 子 と 液体 分 子 の 、 両 者 の 相違 を 生み 出し て い 
る の は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

[1] 運動 エネ ルギー の 大 き さ (動き の 度合 い ) の 違い 
液体 で は 、 動 き 回 る 度合 い (運動 エネ ルギー) が 小さ い 。 
(あま り 動 き 回 ら な い 、 低 速 で ある こと 。) 
気体 で は 、 動 き 回 る 度合 い (運動 エネ ルギー) が 大 きい 。 
(よく 動き 回 る 、 高 速 で ある こと 。) 

[2] 「 分 子 間 力 」 の 働く 度合 い の 違 い 
液体 で は 、 分 子 同士 の 間 に 、 互 い の 距 離 を 縮め て 、 互 い に 引 
き 付 け 合 い 、 く っ つき 合い 、 足 を 引っ 張り 合っ た り 、 制 し 
合う 、「 分 子 間 力 」 と いう 引力 が 、 大 きく 働い て いる 。 
気体 で は 、 分 子 同士 の 間 に 、 上 記 の 、 互 い に 相 手 と 近づき 、 
引き つけ 合う 「 分 子 間 力 」 が 、 ほ と ん ど 働 いて いな い 。 


「 分 子 間 力 」 の 働く 度合 い が 、 液 体 で 大 きく 、 気 体 で 小さ い 
の は 、 以 下 の 理由 で ある 。 

1 ) 液体 分 子 で は 、 運 動 エ ネル ギー が 小さ いた め 、 も と も 
と 分 子 間 に 存在 する 、 相 互 に 引き つけ 、 く っ つき 、 麟 制 し 合 
う 力 (分 子 間 力 ) を 振り 切っ て 動き 回 る こと が で きず 、 分 子 
間 力 の いい な り に な っ て いる 。 

) 気体 分 子 で は 、 動 き 回 る 度合 い (運動 エネ ルギー) が 
大 きい た め 、 分 子 間 力 を 振り 切っ て 動き 回 る こと が で き 、 
分 子 間 力 」 の 影響 か ら 自 由 に な っ て いる 。 








分子 間 力 」 の 働く 度合 い が 、 液 体 で 大 きく 、 気 体 で 小さ い 
2 以下 の 理由 で ある 。 
) 液体 分 子 で は 、 運 動 エ ネル ギー が 小さ いた め 、 も と も 


と 分 子 間 に 存在 する 、 相 互 に 近づき 、 引 きつ け 、 記 制 し 合う 
力 (分 子 間 力 ) を 振り 切っ て 動き 回 る こと が で きず 、 分 子 間 
力 の いい な り に な っ て いる 。 

( 2 ) 気体 分 子 で は 、 動 き 回 る 度合 い (運動 エネ ルギー) が 
大 きい た め 、 分 子 間 力 を 振り 切っ て 動き 回 る こと が で き 、 

「 分 子 間 力 」 の 影響 か ら 自 由 に な っ て いる 。 


2 物体 一 般 へ の 適用 


液体 の 水 は 、 指 先 で 触れ る と 、 濡 れ て 皮膚 に くっ つき 、 ま と 
わり つい て 離れ よう と し な い 。 そ の 点 、 液 体 の 水 と 指先 と の 
間 に は 互い に くっ つい た まま の 状態 で いよ うと する 引力 が 働 
いて いる と 吉 え る 。 ま た 、 液 体 の 水 は 指先 を 動か さ な い 限 

り 、 い つま で も 同じ と ころ に 男 ま っ て 動か な い 。 そ の 人 点 、 液 
体 の 水 は 、 気 体 の 水蒸気 な ど に 比べ て 、 運 動 ・ 活 動 性 が 低い 
ど 衣 る 。 


そこ で 、 さ ら に 考え を 拡張 する と 、 物 体 一 般 に お いて 、 以 下 
の 法則 が 成立 する 、 と 推定 され る 。 

(1 ) 物体 (分 子 こ 人間 ) の 、 運 動 ・ 活 動 ・ 移 動 ・ 流 動 性 が 
高く 、 相 互 問 に 働く 引力 (結合 力 ) が 小さ い (互い に 離れ る 
こと 。) 場合 、 ド ライ で ある こと 。 (乾い て いる こと 。) 

( 2 ) 物体 (分 子 こ 人間) の 、 運 動 ・ 活 動 ・ 移 動 ・ 流 動 性 が 
低く 、 相 奄 問 に 働く 引力 (結合 力 ) が 大 きい (互い に 離れ な 
いこ と 。) 場合 、 ウ ェ ッ ト で ある こと 。 ( 学 っ て いる 、 清 れ 
で の ご だ) 


この 推定 が 正しい こと を 説明 する に は 、 分 子 よ り も ずっ と 人 
間 に 近 い サ イズ の 物体 に お いて 推定 が 成立 する こと か 必要 と 
な る 。 そ うし た より 人 間 寄 り の サイ ズ の 物体 と し て は 、 例 え 
ば 、 海 岸 や 河川 、 砂 漠 に 分 布 す る 砂 の 粒 や 、 人 間 (特に 女 

性 ) の 髪の毛 、 大 豆 を 発酵 させ て 作る 納豆 、 溶 けた 糖分 を 冷 
や し て 固め て 作っ た 菓子 の キャ ン デ ィ 、 よ り 大 き な も の と し 


て は 、 千 球 用 の プラ スチ ッ ク ボ ー ル や 、 バ レー ボー ル な ど が 
あげ られ る 。 


乾 いた (ドラ イ な ) 砂 は 、 触 っ て も 手 に くっ つか ず サ ラサ ラ 
と 一 粒 ず つ バ ラバ ラ に 離れ て 落ち る こと 。 (接着 ・ 粘 着 性 が 
な いこ と 。) また 、 風 が 吹く と それ に 従っ て サラ サラ と 移動 
する こと 。 (流動 価 が ある こと 。) これ に 対し て 、 混 っ た 、 
濡れ た こと 。 (ウェ ッ ト な こと 。) 砂 は 、 触 る と 手 に くっ つ 
いて その まま 離れ よう と し な いこ と 。 (接着 ・ 粘 着 性 が ある 
の ) また 、) 国 天 状 固 ひ と か た だ まり に な っ て 、 放 が 居 UYC 
も 動 こ うと し な いこ と 。 (流動 性 が な いこ と 。) 


水 に 濡れ た 愛 は 、 髪 の 毛 同士 が ひと まとまり に な っ て な か な 
か バラ バラ に な っ て くれ な いし 、 風 が 吹い て も な び い て 動 こ 
うと し な い 。 一 方 、 乾い た 髪 は 、 風 に な び い て サラ サラ ・ バ 
ラバ ラ と 一 本 ずつ 個別 に 分 離し て 動き 、 流 動 性 が ある 。 


催 豆 は 、 か き 回 す と ネバ ネバ と し た 糸 を 引い て 互い に 糸 で 接 
続 し 、 く っ つい て 一 つ に まとまっ た 状態 で 静止 し よう と す 
る 。 そ の 際 、 一 粒 の 豆 と 豆 と の 間 を 引力 が 糸 を 引く 形 で 働い 
て お り 、 分 子 間 力 相当 の 力 に 相当 する と 考え られ る 。 


表面 が 溶け た (液体 化し た こと 。) キャ ン デ ィ の 粒々 は 、 指 
先 や 他 の キャ ン デ ィ と ベタ ベタ くっ つい て 取れ な い 。 一 粒 ず 
つ 動 か ぞう と し で も 、 与 CV に くつ つい て 且 が すこ と が で き な か 
人 


ある い は 、 旧 球 用 プラ スチ ッ ク ボ ー ル や バレ ー ボ ー ル は 、 そ 
の まま で は 手 本 れ よく 一 つ ず つ パ ラパラ に な っ て 動き 回 る 

が 、 接 着 剤 を 表面 に 広く 塗り 付け た り 、 両 面 粘着 テー ブ 全 面 
に 巻き 付け る と ベタ ベタ 互い に くっ つき 、 結 合 し 合っ て 離れ 
ず 、 一 つ ず つ バ ラバ ラ に 独立 させ る こと が 難し いし 、 活 発 に 
動か そう 、 飛 ば そう と し て も すぐ 別 の と ころ に 接着 し て し 

ま の 6 動 ウ る し が い 。 


この 場合 、 こ うし た 物体 の 接着 ・ 粘 着 性 (いっ た ん くっ つく 
と 離れ よう と し な い 性 質 ) が 、 互 い の 間 に 働 く 引 力 (互い に 
離れ ずく っ つき 、 接 続 し 合 お うと する 力 ) を 大 きく し 、 運 


動 ・ 活 動 ・ 移 動 ・ 流 動 性 を 奪っ て いる と 考え られ る こと 。 す 
な わ ち 、 物 体 に お ける 互い に ネバ ネバ 、 ベ ト べ ベト と 互い に 
くっ つこ うと する 接着 ・ 粘 着 性 が 、 物 体 同士 を 互い に 引き 合 
わせ 、 動 き に くく する 形 で 、 物 体 に ウェ ッ ト さ を も た ら す こ 
と に な る 。 こ れ は 、 例 えば 接着 剤 が 人 長 時 間 外 部 に 露出 し 続け 
溶剤 が 琉 け で ベタ ベタ し な く な る と 、 乾い た 、 ドラ イ に 
な っ た と 感じ られ る こと か ら も 例証 され る 。 


上 記 の 考え が 正しい か どう か 確認 する た め に 、web 質 問 紙 調 
査 を 、2002 年 4 月 下旬 お よび 10 月 上 旬 に 実施 し た 。 調査 は 、 対 
に し た 、 物 体 が も た ら す 感覚 に つい て 説明 し た 2 つの 文章 の 
どちら が より ドラ イ に 感じ られ る か 尋ね る も の で 、1 質 問 項 
目 当 た り 約 200 名 の 回 答 者 と いう 規模 で 行っ た 。 
( 1 ) 触る と サラ サラ と し て 手 か ら す で ぐ 離れ る (粘り 気 が な 
い ) 物体 の 方 が 、 ベ タ ベ タ くっ つく ( 触 る と ネバ ネバ し て い 
る ) 物体 より も 、 よ り ド ライ に 感じ られ る 。 な いし 、 互 い に 
離れ る こと で 、 間 隔 が 開い て 風通し の よい 状態 の 物体 の 方 
が 、 互 い に く っ つい て 風通し の 悪い 状態 の 物体 より も 、 よ り 
ドラ イ に 感じ られ る 。 
( 2 ) バラ バラ に 自由 に 動き 回 る 物体 の 方 が 、 互 い に く っ つ 
合っ て 動か な い 物 体 よ り も 、 よ り ド ライ に 感じ られ る 。 な 
いし 、 動 き の あ る 物体 の 方 が 、 動 か ず に 停滞 し た 状態 の 物体 
より も 、 よ り ド ライ に 感じ られ る 。 
こと か が 実際 に 確認 され た 。 


以上 の 考え を 分 か りや すい 言葉 で まとめ る と 、 一 般 に 、 粘 り 
気 ・ 接 着力 が あり 、 互 い に ベ タ ベ タ くっ つき 合っ て 動か な い 
物体 は ウェ ッ ト 、 反 対 に 、 手 か ら サ ッ と 離れ て 、 互 い に サ ラ 
サラ と 離れ て 動き 回 る 物体 は ドラ イ に 感じ られ る 、 と 言え 

る 。 


この 場合 、 ウ ェ ッ ト か な 物体 は 、 互 い に 他 の 物体 と くっ つき 合 
お うと し 、 ド ライ な 物体 は 互い に 離れ よう と する 点 、 両 者 
は 、 物 体 間 の 相互 作用 、 社 会 関係 の 面 か ら 見 て 、 対 照 的 な 性 
格 を 持つ と 吉 え る 。 


こう し た 、 分 子 レ ベル より も ずっ と 大 きい 物体 サイ ズ の 事例 
か ら 、 前 記 の 分 子 レ ベル で の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト 感 の 範囲 を 物 
体 一 般 に 広げ る こと が 可能 だ と 考え られ る 。 


3 対人 関係 へ の 応用 


この 物体 一 般 に お ける ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト 感 覚 を さら に 人 間 レ 
ベル まで 拡張 し て 捉え た 場合 、 水 の よう な 液体 、 空 気 の よ う 
な 気体 が 、 人 間 に 対 し て ウェ ッ ト ・ ド ライ な 感じ を 丘 える し 
くみ と 、 人 間 同 士 が 、 人 付き 合い で 、 互 い に 相 手 に 対し て 、 
ウェ ッ ト ・ ド ライ な 感じ を 世 える し くみ と は 、 互 い に 共通 な 
の で は な いか 、 と 考え られ る 。 


すなわち 、 物 体 一 般 レ ベル で 見 られ る 、 運 動 ・ 移 動 性 お よび 
引力 の 概念 を 人 間 に 当て は め る こと に より 、 

( 1 ) 人 間 が 、 一 カ所 に 止ま っ て あま り 動 こう と せ ず (活発 
に 動き 回 る 度合 い が 小さ く 。) 、 周 囲 の 他 者 と 互い に 近 づ 
き 、 く っ つき 合い 、 離 れ よ うと し な い 場 合 。 (引力 が 大 きく 
働い て いる 場合 。) 対人 関係 に 、 (運動 エネ ルギー が 小さ く 
分 子 間 力 の 大 きい 液体 分 子 同様 の ) ウェ ッ ト な 感覚 が 生ま れ 
Co 
( 2 ) 人 間 が 、 一 カ所 に 止ま ら ず に あちこち 移動 ・ 流 動 し 
(活発 に 動き 回 る 度合 い が 大 きく ) 、 周 囲 の 他 者 と の 間 に 互 
い に 近 づい た り 、 く っ つき 合っ た り せ ず 、 離 れ よ うと する 場 
合 。 (引力 が あま り 働 いて いな い 場 合 。) 対人 関係 に 、 ( 運 
動 エ ネル ギー が 大 きく 分 子 間 力 の 小さ い 気 体 分 子 同様 の ) 
ライ な 感覚 が 生ま れる 。 

と 考え られ る こと 。 


この 場合 、 物 体 サ イズ を 分 子 サ イズ か ら 人 間 サ イズ へ と 捕え 
て 眺め る こと に より 、 両 者 に 共通 し て 働く 、 物 体 の 動き 回 る 
エネ ルギー を 「 運 動 エ ネル ギー (分 子 レ ベル ) 」= 「 運 動 ・ 
活動 ・ 移 動 ・ 流 動 性 (物体 - 人 間 レ ベル ) 」、 物 体 間 で 互い 
に くっ つき 、 接 続 ・ 結 合 ・ 集 合 し 合い 、 牽 制 ・ 東 縛 し 合う 力 
を 「 分 子 間 力 (分 子 レ ベル ) 」= 「 引 力 、 結 合力 (物体 - 人 


間 レ ベル ) 」 と し て 、 同 様 に 捉え る 事 が 可能 と な る 。 


上 の 説明 を 一 斉 で まとめ る と 、 活 動 や 運動 面 で の 活発 さ の 
差 、 お よび それ に よっ て も た ら さ れる 、 分 子 間 力 相 当 の 引力 
の 大 小 か ら 、 そ れ ぞ れ ウ ェ ッ ト ・ ド ライ な 対人 感覚 の 分 化 が 
生じ る 、 と いう こと に な る 。 (この 説明 を 考案 し た の は 1991 
<1992 年 頃 。 ) 


この 場合 、 人 間 に お いて は 、 物 理 的 な 肉体 に よる 活動 ・ 運 動 
や 身体 同士 の 引っ 張り 合い と 並ん で 、 具 体 的 な 物理 運動 を 伴 
わな い 心 理 的 な 活動 ・ 運 動 や 相互 牽制 、 接 近 を も 同時 に 考え 
る 必要 が ある 。 例 えば 、 机 の 前 に 座っ た まま で 、 知 的 好奇 心 
に 満た され て 様々 な 分 野 の 書籍 を 読み あさ っ た り 、 い ろ い ろ 
活発 に 物事 を 考え た り し て いる 状態 で は 、 物 理 的 に は 不 活発 
だ が 、 心理 的 に は 活発 に 動き 回 っ て いる と 捉え る こと が で き 
る 。 あ る い は 、 物 理 的 に 離れ た 地点 に 暮らし て いる 恋人 同士 
が 電話 に よる コミ ュ ニ ケー ショ ン で 強い 心理 的 一 体感 を 抱い 
て いる 状態 で は 、 物 理 的 に は 遠い まま で も 、 強 い 心 理 的 引力 
が 両者 の 間 に 働い て いる と 提 え る こと が で きる 。 


この よう に 、 人 間 の 活動 ・ 運 動 や 引力 に つい て は 、 物 理 的 な 
も の と 心理 的 な も の に 分 けら れる が 、 以 下 で は この うち 心理 
的 な 方 を 主 に 取り 上 げ る 。 人 間 の 身体 の 物理 的 な 活動 ・ 運 重 
や 身体 同士 の 引っ 張り 合い は 、 あ くま て 身体 内 部 の 神経 の 
活動 を 反映 し た 表面 的 な も の に 過ぎ ず 、 神 経 系 の 働き に 基 づ 
く 心 理 的 な 活動 ・ 運 動 や 引力 の 方 が 、 人 間 の 行動 を より 根源 
的 に 決定 し て いる と 考え る た めで ある 。 


対人 感覚 で ドラ イ な 感覚 を 著 える 運動 ・ 活 動 性 の 実態 は 、 人 
間 に 内 在 す る 、 以 下 の 指向 性 で ある 。 

あちら こち ら の 互い に 離れ た 地点 間 を 活発 に 移動 し よう と す 
る 心 的 指向 。 (空間 移動 指向 。) 

今 ま で 行っ た こと の な い 地 点 ・ 地 域 へ も 進ん で 拡散 し て いこ 
う 、 新 天地 を 積極 的 に 切り 開 こ う (新規 対象 を 開拓 し よう ) 
と する 心 的 指向 (拡散 指向 ) 。 

この 場合 、 以 下 の 欲 求 や 衝動 が 、 運 動 ・ 活 動 性 の 原動力 と 
が の: で いる 。 


物理 的 居場所 や 心理 的 に 興味 ある 分 野 を 変え る こと で 生活 上 
の 雰 囲 気 を 一 新 し 、 新 た な 刺激 を 得 た いと いう 欲求 。 

今 ま で 出 会 っ た こと の な い 未 知 の も の こ : と に 対す る 好奇 心 、 
言い 換え れ ば ( 今 ま で > ここ し ば らく の 間 ) 経験 し た こと の 
な い 新 た な こと (新鮮 な こと ) 情報 に 接し た いと いう 心 的 衝 
動 (新規 情報 受信 衝動 ) 

これ と は 反対 の 、 一 カ所 に 静止 し て 動 こ うと し な い 定 住 ・ 定 
着 ・ 不 拡散 指向 は 、 運 動 ・ 活 動 性 の 欠如 を 意味 し 、 対 人 感覚 
で は ウェ ッ ト な 感覚 を 紀 え る 。 


一 方 、 対 人 感覚 に お いて ウェ ッ ト な 成 覚 を 与え る 心理 的 な 引 
力 、 結 合力 の 実体 は 何で ある か ? それ は 、 以 下 の 指向 性 で あ 
る 。 

0 0 0 
態 で いよ うと する 指向 。 (心理 的 近接 指向 。 


(心理 的 に ) 相互 に 引き 合う と いう こと 。 そ れ は 、 す な わ 
ち 、 の 守 で お 
互い の (心理 面 で の ) 半生 近づけ て いき 、 最 終 
6 は 抱き 合っ て 一 つ に な る こと 。 (一 体 化す る 、 融 合 す る 
NE だ も ED 
721 すき 最終 的 に は ゼロ に し 
よう 、 接 続 し よう 、 つ な が ろう と する 指向 が 強い と 、 そ れ が 
互い の 間 で あたかも 引力 の よう に 感じ られ 、 対 人 感覚 に お い 
Cm ツ 下 な が 必 じ を も た ら す 、 と いし りえ る 。 


筆者 は 、 以 上 の 説明 を 、 分 か りや すい 言葉 で まとめ て みる 。 
それ は 、 対 人 関係 に お いて 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

) 心理 的 に 相手 に ベタ ベタ くっ つい て 離れ よう と し な い 
こと 。 (粘着 ・ 接 着 ・ 接 続 ・ 結 合 ・ 集 合 性 を 持っ た こと 。) 
そし て 、 そ の まま 動 こ うと し な いこ と 。 (定着 ・ 定 住 性 を 
持っ た こと 。) 

2 ) 相手 に 対し て あっ さり と し て 深入り せ ず 、 す ぐ サ ラリ 
RNN HER 
。) そし て 、 あ ちこ ち 活 発 に 動き 回 っ て 移動 する こと 。 
性 和 活動 ・ 移 動 ・ 流 動 性 を 持っ た こと 。) 

CS 


この 場合 、 粘 着 ・ 接 着力 は 、 互 い に 近づき 、 引 きつ け 合 い 、 
くっ つき 合う こと を 指向 する 点 、 引 力 の 一 形態 と 斉 え る 。 こ 
の 粘着 ・ 接 着力 は 、 ま た 、 人 や 物 を その 場 に 引き 止め て 離さ 
ず 、 動 け な く する 丘 移 動 (活動 、 運 動 ) 化 = 定 着 ・ 定 住 化 の 
効果 も 併せ て 持っ て いる 。 


分 子 に せよ 、 物 体 に せよ 、 人 間 の 心理 に せよ 、 相 手 に ベタ ベ 
タ と 粘着 的 に ま と わ り つ い て 離れ ず 、 そ の まま 動 こ 0 
い 場 合 は 、 紀 共 通 に ウェ ッ ト に 感じ られ 、 そ の 逆 は 共通 に ドド 
ライ に 感じ られ る と 詩 え る 。 


4 . 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 性 質 と いう の は 、 欄 子 単独 を 見 た だ け で 
は 見 えて こない 。 複数 粒子 の 形成 する 社会 、 個 体 群 を 見 る こ 
と で 初め て 見 えて くる こと 。 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト の 相違 は 、 粒 子 と 他 粒 子 と の 相互 作用 の あ 
り 方 の 違い で ある 。 互 い に 他 粒 子 と くっ つく 、 一 体 化す る 、 
相互 束縛 する の が ウェ ッ ト で 、 他 粒子 と バラ バラ に 離れ て 自 
由 に 動く の が ドラ イ で ある 。 


こう し た 性 質 は 、 粒 子 を 複数 同時 に 見 な いと 分 か ら な い 性 質 
で ある 。 そ の 点 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ の 検討 を . 行 うに は 、 粒 
子 単独 の 動き 、 単 独 者 の 心理 を 見 る だ け で は ダメ で 、 極 め て 
社会 的 視点 が 必要 な の で ある 。 


この 場合 、 相 互 作 用 する 粒子 の 種類 や サイ ズ は 、 互 い に 同 じ 

と は 限ら な い 。 サ イズ に 関し て は 、 一 方 が 極小 サイ ズ で も う 
5 還 も ある 。 例え ば 、 和 (巨大 ) 
の 皮膚 に くっ つく 液体 の 水 の 分 子 ( 群 ) (極小 ) が 、 種 類 と 
サイ ズ が 異な る 例 に 当たる 。 粒 子 の サイ 所 も 、 粒 
子 相互 の 間 に 働く ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 性 質 は 観察 可能 で あ 
る 。 


(c)1992-2008 初 出 


【 皮 膚 感覚 、 対 人 感覚 に つい て 】 
ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト 皮 膚 感覚 、 視 聴覚 、 対 人 感覚 OHP 


2003.2-2008.9 初 出 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト 
皮膚 感覚 ・ 視 聴覚 ・ 対 人 知覚 
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大 塚 い わ お 

















皮膚 感覚 


(1) ウェ ッ ト ( 湿 っ た ) 一 付着 


還 GE 


9r/ ① 皮 虐 感 賞 官 | 





(分 子 受容 吾 ) 


分 子 が 、 友 上 に くっ つい て 
軸 が 上 Li て も 郊 れ な し 。 





出 が 史 く と 、 分 子 が 友 具 上 
を 動く 。 


指先 の 水滴 








ーー 


人 


@ 成 赴 癌 覚 百 官 (分 子 受容 碧 ) 


① と ② を 郊 そ う 、 広げ よう と 思っ て も 、 
郊 れ な し 1。 切れ な し 1。 
分 子 同士 が 互い に 引き 付け 合う 。 
その 結果 、 指先 が 引っ 張ら れる 。 

の 成夫 感覚 百 官 ( 分 子 受容 碧 ) 


力 


つの 区 に HU た 、 玉 の 提 基 





皮膚 感覚 


(1) ド ライ (乾い た ) 一 分 離 


ee 


分 子 が 、 友 慮 か ら 離 れ て お り 、 | 
肌 が W く と 、 そ の まま 飛ん で 行く 。 | 


Oo 
グー Q① 記 目 感 覚 器 官 
(分 子 受容 器 ) 








ee 


カ 
上 感 賞 志 

(分 子 受 守 器 ) 
+ 


い 
ー- ① と ② が すぐ 部 れ る 、 切れ る 。| 
力 が いら な い 。 | 
人 2 子 
ー イ 上記 党 器 官 
昌 (分 子 受 容器 ) 
カ 


mntーーーーーー ツ ーーーmーーーーーーーーーーーーー…… フ 











皮膚 感覚 
(2) ウェ ッ ト ( 湿 っ た ) 一 汗 


液体 

分 子 
① 友 感覚 官 
(分 子 受容 器 ) 


汗 が 共 発 せ 才 に 、 記 慮 め 上 に 載っ た まま で お る 。 
次 の 汗 が 出 て 行か ず 、 溜まっ た まま と な る 。 
汗 隊 が 詰まっ た 状態 が 続く 。 

成 虜 感覚 が いつ まで も 濡れ て 、 ス ッ と し な し 。 


皮膚 感覚 
(2) ド ライ (乾い た ) 一 汗 
へ 


江 体 分 子 の の 

気体 化 
① 友 上 感 覚 器官 
(分 子 受容 吾 ) 


汗 が 蒸発 し 、 成 謀 か ら ど ん どん 柚 れ て 行く 
次 の 汗 が どん どん 出 て 行き 、 溜まら な し 1。 
汗腺 が 開い いた 捧 態 に な る 。 

成 上 感覚 が スッ と する 。 











と っ 


皮膚 感覚 
(3) ウェ ッ ト ( 湿 っ た ) 一 高密 度 


湊 体 分 子 


成 虜 の 一 定 面積 上 に 、 分 
子 が 沢山 高密 度 で 分 布 す 
る 。 





皮膚 感覚 
(3) ド ライ (乾い た ) 一 低 密度 


気 人 分子 


成 具 の 一 定 面積 上 に 、 分 
子 が 少な い 画 、 低 密度 で 
分 布 する 。 








成 虜 の 上 を 、 分子 が 


不動 
ー_ 震 成 虎 感覚 吉 官 人 
1 也 容 拉 ) ゆっ くり 進む か 、 成 誠 


の に くっ つい て 、 止 まっ 
ーー 人 抵 了 速 て 還 が な し (。 

友 慮 感覚 器官 

(分 子 受容 器 ) 


皮膚 感覚 


(4) ド ライ (乾い た ) 一 高速 


分 子 
成 誰 の 上 な 、 分 子 が 
高速 で 進む 、 か する 。 

















対人 行動 (ソン オグ ラム ) と 感覚 


(1) 近 


⑧ 温 っ た (ウェ ッ ト ) 


末 ^ 
6 


互い に 惹か が れ 合 いい 、 く っ つく 。 
対人 の 心理 的 下 離 を な くす 。 


上 


液体 分 子 の 振る 舞い と 同様 の 図 


- 分 離 


② 電 いた 中 ライ ) 


、 @ い 
の 


互い に 無関心 で 、 関 騎 が 切れ る 。 
対 入 の 心理 的 下 離 が 開く 。 


量 


気 本 分 子 の 掘る 舞い と 同様 の 図 


対人 行動 (ソシオ グラ ム ) と 感覚 


(2) 低速 ・ 高 速 





の 温 っ た (ウェ ッ ト ) 
@ い 
^@ 


低速 で ゆっ くり 移動 する 。 


上 


液体 分 子 の 振る 舞い と 同様 の 図 


⑳ 載 いた ドラ イ ) 


入 ] 隊 
商 速 で 素早 く 移動 する 。 


上 


気分 子 の 掘る 舞い と 同様 の 図 








皮膚 一 対人 共通 感覚 
ウェ ッ ト ( 液 体 的 ) 一 近接 ・ 付 着 
分 子 - 個 人 分子 ー 個 人 


(て ナー 一 ( 〇 ) 一 互い に 近づき 、 く っ つく 


感覚 受容 器 
くっ つい た WWO ーー 体 だ - く っ つい て い 
_- る と 感じ られ る 
バネ (伸び た ) 
き 引 っ 張る 。 バネ を 〇 
伸ばす 。 


皮膚 一 対人 共通 感覚 
ドラ イ ( 気 体 的 ) 一 離反 、 無 関係 


メト イー ー 王 い に 離れ 、 舞 閉 係 
て 症 Le 分 子 一 個人 


一 時 的 に 凍る が 、 


くっ つか な い WWO 
感覚 受容 器 
っ 郊 れ た 、 関 係 が 切れ 
た と 感じ られ る 
人 バネ 変化 な し ) 


その まま 何 も な く 郊 こ 人 ⑩ 
れる 











② 低 速 ・ 高 束 


セト 
ー ト 
< ト パ 


js 人 


低速 で ゆっ くり 移動 する 。 商 速 で 素平 く 移動 する 。 


温 っ た (ウェ ッ ト ) 乾い た ドラ イカ 


ウェ ッ ト 感 覚 知覚 ル ー ト 説明 図 
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ドラ イ 感 覚 知 覚 ル ー ト 説明 図 
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ウェ ッ ト 感 覚 知覚 ルー ト 説 明 較 
(2) 不動 低速 
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3 感光 覚 ル ー ト 説明 図 
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流動 性 を 残す 














皮膚 で の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ の 知覚 - 「 分 子 運 動 パ ター ン 選 
元 ア プロ ー チ 」 


2005.03-2010.10 初 出 


皮膚 で の 乾湿 感覚 知覚 に つい て 知る に は 、 物 理学 と 知覚 心理 
学 の 橋渡し が 必要 で ある 。 


気体 分 子 ・ 液 体 分 子 の 動く 、 飛 ぶ 速 度 が より 高速 に な る と 、 
皮膚 で は 、 よ り 熱 く 、 著 く 感 じ る 。 

気体 分 子 (冷風 、 温 風 、 熱 風 ) 、 液 体 分 子 (冷水 、 湯 ) の 温 
度 の 違い に よっ て 、 靖 0 ビ コ ) が 、 そ れ ら 
の 分 子 運動 を 区 別して いる 。 


それ と 同様 に 、 気 体 分 子 (乾い た こと 。) 、 液 体 分 子 (湿っ 
た 、 濡 れ た こと 。) の 違い 、 す な わ ち 、 湿 度 の 違い に よっ 
て 、 放 膚 の 混 覚 (湿度 セン サー) が 、 そ れ ら の 分 子 運 動 を 区 
別して いる と 考え られ る 。 


従来 の 心理 学 、 生 理学 に お ける 湿度 知覚 研究 は 、 以 下 の ア プ 


還 誠 を 取る で きき 夫 。 


( 1 ) 「 知 覚 の 数 値 化 アプ ロー チ 」 混 度 を 数 値 化 し 、 異 な る 
湿度 数 値 に よっ て 、 人 間 の 皮膚 が 湿度 の 違い を 検知 出来 る 
か 、 あ る い は 湿度 が 何 パ ー セ ント な ら 湿 っ て いる と 知覚 する 
か を 知 ろ うと する 。 


( 2 ) 「 混 度 専用 受容 器 発見 アプ ロー チ 」 混 度 を 選択 的 に 知 
覚 す る 、 混 度 専用 の 感覚 受容 器 、 生 体 肖 度 計 み た いな も の 
を 、 人 間 、 生 物 の 皮膚 上 に 見 い だ そ うと する こと 。 湿度 数 値 
が 高く な る と 活性 化す る 受容 区 を 探す 。 例え ば 、 ゴ キ ブ リ 
が 、 専 用 の 湿度 感覚 受容 器 を 持っ て いる こと を 発見 し た 、 と 
【N う の が これ に 当たる 。 


( 3 ) 「 快 適 ・ 健 康 湿度 分 析 ア プロ ー チ 」 エ アコ ン や 肌着 に 
お ける 快適 湿度 研究 や 、 混 度 と 皮膚 病 発生 と の 関連 を 調べ る 
研究 の よう に 、 混 度数 値 と 人 間 の 快 不快 感 と の 関連 、 病 気 発 
生 と の 関連 を 調べ 、 人 間 に と っ て 快適 、 健 康 な 混 度 環境 は ど 
の 辺り に ある か と いう の を 見 い だ そ うと する 。 例 えば 、 高 温 
多 混 の 室内 は 不快 な の で 、 エ アコ ン に よる 調節 が 必要 で ある 
と か 、 反 膚 の 保 淫 を 行う こと で 、 皮 膚 の カサ カサ や 皮膚 炎 を 
予防 で きる 、 と いう 研究 成果 が これ に 当たる 。 


これ に 対し て 、 筆 者 は 、 よ り 物 理 運動 原則 と 湿度 知覚 と の 関 
連 に 着目 し た 、「 分 子 運動 パタ ー ン 選 元 アプ ロー チ 」 を 提案 
する 。 こ れ は 、 気 体 ・ 液 体 の 分 子 運 動 と その 違い の 皮膚 知覚 
が 、 混 度 知覚 の 本 質 で ある 、 と 捉え る も の で ある 。 気体 分 子 
群 と 液体 分 子 群 と で 、 分 子 運動 の 皮膚 へ の 働き か け の あり 方 
が 違い 、 そ の 違い を 人 間 の 皮膚 は 、 前 者 を ドラ イ (乾い た こ 
と 。) 、 後 者 を ウェ ッ ト (湿っ た こと 。) と 区 別して 知覚 す 
る の だ と 考え る こと 。 気体 ・ 液 体 分 子 運 動 パ ター ン の 相違 が 
皮膚 で の 乾湿 人 弁別 に 結び つく メカ ニズム に 着目 する 。 

気体 ・ 液 体 の 分 子 運 動 パ ター ン 、 特 徴 の 相違 が 、 皮 膚 上 の 触 
覚 受 容 叶 に も た ら す 刺激 の あり 方 を 解明 する 。 ド ライ な 気体 
分 子 運 動 が 、「 各 分 子 が 高速 で 動き 、 バ ラバ ラ に 離れ る 、 散 
る 、 く っ つか な い 」 と いう パタ ー ン で 皮膚 に 向かっ て 働き か 
け 、 一 方 、 ウ ェ ッ ト か 液体 分 子 運動 が 「 各 分 子 が ゆっ くり 動 


き 、 ベ タ べ ベタ くっ つい て 集まる 」 と いう パタ ー ン で 働き か け 
る 、 と いう 違い が あり 、 そ の 違い の 皮膚 に よる 区 別 、 人 弁別 が 
湿度 知覚 の 本 質 だ と 捉え る 。 


この 「 分 子 運 動 パ ター ン 選 元 ア プロ ー チ 」 で は 、 以 下 の よ う 
な 捉え 方 を する 。 


・ 分 析 の 視点 を 、 混 度数 値 に いき な り 落 と すこ と は し な い 。 
分 析 の 視点 を 、 湿 度数 値 の 違い を も た ら す 気体 ・ 液 体 分 子 運 
動 の 物理 的 メカ ニズム の 相違 と いう 根本 原因 へ と 深め る 形 で 
提 え る こと 。 


・ 人 間 の 皮膚 に お いて 、 混 度 知覚 専用 の 受容 器 の 存在 を 必須 
と し て 想定 し な いこ と 。 混 度 知覚 は 、 様 々 な 触覚 が 組み 合わ 
され て 実現 する と いう 見 方 も 取っ て お く 。 も し も 、 混 度 知覚 
専用 の 受容 器 が ある と し た ら 、 そ れ は 、 気 体 ・ 液 体 分 子 群 の 
皮膚 へ の 働き か け パ ター ン の 相違 に 反応 する 受容 器 だ と 提 え 
る 。 


・ 気 体 ・ 液 体 分 子 運動 パタ ー ン の 皮 膚 へ の 働き か け を 見 る 際 
に 、 視 点 を 、 極 小 な 分 子 レ ベル だ け に 限る の で は な く 、 様 々 
な 大 き さ の 物体 に 一 般 化 し て 捉え る こと 。 分子 以外 の 、 例 え 
ば 目 に 見 える 大 き さ の 粒子 、 物 体 群 (例え ば ビー 玉 や ピン ボ 
ン 球 の 粒々 と か ) に つい て も 、 そ れ ぞ れ 気 体 ・ 液 体 分 子 群 と 
同じ 運動 パタ ー ン を 取っ た ら 、 皮 膚 で は それ ぞ れ 乾い た ( ド 
ライ ) 、 混 っ た (ウェ ッ ト ) と 感じ られ る と 捉え る こと 。 


気体 相当 な ら 「 各 粒子 、 物 体 が 高速 で 、 低 密度 で バラ バラ に 
離散 し て 動き 、 く っ つか な い 。.」 

液体 相当 な ら 「 各 粒子 、 物 体 が の っ くり と 動き 、 高 密度 で 
ぐっ 9 つく /。 1 


・ 淫 っ た 、 ウ ェ ッ ト な 感じ の 発生 を 、 物 理 的 な 水分 、 水 蒸気 
の よう な 液体 に 限定 し な いこ と 。 例 えば 、 高 密度 な ビロード 
の 布 に 触れ た と き 、 ウ ェ ッ ト に 感じ る よう に 、 物 理 的 な 水 と 
か で 実際 に 濡れ て いな く て も 、 ウ ェ ッ ト に 感じ る こと が ある 
の に 着目 する 。 


分 子 行動 学 各 分 子 の 動く パタ ー ン を 調べ る こと 。 
分 子 社会 学 分 子 集団 の 動き 、 分 子 間 の 相互 作用 を 調べ る こ 


ia 
分 子 化学 分 子 の 化学 変化 を 調べ る こと 。 


分 子 行動 学 、 社 会 学 の 観点 か ら は 、。 
気体 分 子 行動 は 、 個 人 主義 、 自 由 主義 、 
液体 分 子 行動 は 、 集 団 主義 、 規 制 指向 、 
と 捉え られ る こと 。 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 皮 膚 感覚 は 、 気 体 と 液体 と を 分 別して 知 
覚 す る こと で ある 。 

ドラ イ な 気体 は 、 皮 膚 に くっ つか な い 。 ウ ェ ッ ト な か 液体 は 、 
皮膚 か ら 離 れ な い 。 

気体 と 液体 の 違い は 分 子 レ ベル の 動き の 違い で あり 、 分 子 レ 
ベル の 動き の 違い を 皮膚 の 感覚 受容 器 が 区 別 す る の が 、 ド ラ 
イ ・ ウ ェ ッ ト の 区 別 で ある 。 


液体 分 子 運 動 が 、 皮 膚 に は 、 気 体 の それ と は 異な っ て 感じ ら 
れる 。 そ の 違い が 、 ド ライ 、 ウ ェ ッ ト の 知覚 差 と な っ て 現れ 
の 。 


皮膚 は 、 分 子 レ ベル の 粒子 の 運動 の 差異 を 知覚 で きる 。 員 覚 
の 分 子 受容 体 の よう に 、 温 度 や 混 度 に つい て も 、 同 様 の 分 子 
受容 体 を 持っ て いる 。 

皮膚 上 の 湿度 セン サー は 、 分 子 が 自分 と くっ つ 

Ke "の の! と ウェ ッ ト と 感じ 、 離れ る 、*・・・・ と 
ドラ イ と 感じ る 。 


表 _9 


分 子 運 動 パ ター ン と 、 分 子 が 皮膚 に 七 える 感覚 と は 互い に 関 
連 し て いる 。 


液体 は 、 ウ ェ ッ ト で あり 、 分 子 同士 が 互い に 引き 寄せ 合い 、 
くっ つく 。 そ の 応用 で 、 人 間 の 皮膚 (の 感覚 受容 器 ) に 対し 
て も 、 く っ つく 、 接 着 す る 、 手 離れ が 吉 い 。 

気体 は 、 ド ライ で あり 、 分 子 同士 が 離れ る 。 そ の 応用 で 、 人 
間 の 皮膚 (の 感覚 受容 閉 ) か ら も 離れ て 、 く っ つか な い 、 手 
離れ が 良い 。 


液体 分 子 運 動 パ ター ン 。 (互い に くっ つい て 離れ ず 、 高 密 
度 、 集 団 で 分 布 す る こと 。) その 分 子 群 < 物体 群 が 肌 に 当 た 
る (接触 する ) と 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ る こと 。 

気体 分 子 運 動 パ ター ン 。 (互い に バラ バラ に 離れ て 、 個 別に 
散ら ば る こと 。) その 分 子 群 < 物体 群 が 肌 に 当たる (接触 す 
る ) と 、 ド ライ に 感じ られ る こと 。 


( 注 ) 動作 パタ ー ン D と 動作 パタ ー ン W 


今後 は 、 液 体 ・ 気 体 分 子 運 動 パ ター ン と いう 言い 方 を 、 よ り 
簡略 化し て 呼び や すく 、 覚 え や すく する 必要 が ある 。 


気体 分 子 運 動 パ ター ン は 、 ド ライ な (乾い た Dry) 感覚 を 五 
える た め 、 頭 文字 の D を 取っ て 、 動 作 パ ター ン D と 呼べ る こ 
1o 


一 方 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン は 、 ウ ェ ッ ト な (湿っ た Wet、 
Humid) 感覚 を 名 える た め 、 頭 文字 の W (H) を 取っ て 、 動 作 
パタ ー ン W と 呼べ る こと 。 


こう 略す こと で 、 例 えば 、 液 体 分 子 群 や 、 日 本 人 の 行動 様式 
が 共通 の 「 動 作 パ ター ン W」 に 治っ て お り 、 気 体 分 子 群 や 、 
欧米 の 人 々 の 行動 様式 は 共通 の 「 動 作 パ ター ン D」 に 洛 っ て 


いる 、 な ど と 重 便 に 表現 する こと が で きる 。 


皮膚 で の 湿度 知覚 は 、 以 下 の ひよ うに な る と 考え られ る 。 
湿度 が 高い の が ウェ ッ ト と 感じ られ 、 混 度 の 低い の が ドラ イ 
と 感じ られ る 。 


人 間 に お いて は 、 皮 膚 上 で 混 度 を 知覚 する 専用 の 感覚 受容 問 
は 未だ 発見 され な いと され て いる 。 実際 の と ころ 、 人 間 の 場 
合 、 乾 湿 感 覚 は 、 湿 度 の 高低 を 感知 する 湿度 計 の よう な 特殊 
な 受容 半 が 皮膚 上 に 存在 する の で は な く 、 普 通 の 触覚 と 同 
ー、 共 通 の 感覚 受容 閉 に よっ て 感知 され る も の で ある 可能 性 
が ある 。 実際 に は 、 以 下 の よ うな 複数 の 異な る 種類 の 触覚 を 
絞り 込ん で 複合 させ た も の と し て 、 異 な る 種類 の 皮膚 刺激 が 
神経 償 の 同一 感覚 野上 で 一 つ に 合成 され た 形 で 捉え られ て い 
る の か も 知れ な い 。 


(1 ) タッ チ 容 度 


湿度 が 高い 、 ウ ェ ッ ト な 室 気 は 、 皮 膚 受容 器 に 密度 濃く 、 
定 面積 で た くさ ん の 数 の 水気 体 分 子 が ぶつ か る 。 一 方 、 混 
の 低い 、 ド ライ な 空気 は 、 空 気 中 の 水気 体 分 子 が 、 皮 膚 受容 
益 に 低 密 度 で 、 一 定 面積 の 皮膚 上 に 、 少 な く ぶ つか る 。 


本 | 


気体 分 子 群 が 高密 度 で 皮膚 上 を 舐め る 、 触 る と 、 も わっ と し 
た 、 濃 い 感 じ を 皮膚 に 世 え る 。 こ れ は 、 ウ ェ ッ ト 感 に つなが 
る 。 一 方 、 低 密度 の 気体 分 子 群 は 、 皮 膚 に タッ チ す る 度合 い 
が 少な く 、 薄 い 、 淡 い 、 爽 や か な 感じ を 皮膚 に 与え る 。 こ れ 
は 、 ド ライ 感 に つなが る 。 


この こと と 関連 し て 、 度 慮 上 を 高密 度 の ピン 群 で タッ チ し て 
離し た 場合 と 、 低 密度 の ピン 群 で タッ チ し て 離し た 場合 と で 
(は 、 高 密度 の 方 が より ウェ ッ ト と 感じ る と 考え られ る 。 


ある い は 、 皮 膚 上 を 、 滑 ら か で すべ すべ な 表面 = 極め て 高密 
度 な 表面 の 絹 布 や ベル ベッ ト で 触っ た 場合 、 低 密度 の 粗い 表 
面 を 持つ 麻布 で 触っ た 場合 に 比べ て 、 高 密度 の 前 者 が より 


ウェ ッ ト に 、 低 密度 の 後者 が より ドラ イ に 感じ られ る と 考え 
られ る 。 例 えば 、 夏 場 に 使う ドラ イ な 質感 の シー ツ は 、 同 じ 
綿 素 材 で も 、 生 地 の 凹 凸 の 区 別 が は っ きり し て いて 、 皮 膚 に 
再 接 接触 し に くい 部 分 が 多く 、 放 膚 接触 窟 度 の 低 さ 、 粗 さ を 
感じ させ る よう に な っ て いる 。 あ る い は 、 塩 化 ビ ニー ル の 
シー ト で も 、 平ら で 滑ら か な シー ト の 方 が 、 凸凹 の た くさ ん 
付い た シー ト よ り も 、 手 触り が より ウェ ッ ト に 感じ る 。 


ある い は 、 一 つつ の ピン 突起 が 小さ く 、 木 目 細 か い 方 が 、 
ー つ 一 つの ピン が 大 きく 、 木 目 が 粗い 場合 より 、 手 触り が よ 
り ウ ェ ッ ト に 感じ る 。 


( 2 ) タッ チ 時 間 の 長 さ 


分 子 群 が 皮 膚 上 に くっ つい た まま の 状態 を 続け て 、 そ の まま 
離れ な い の が ウェ ッ ト で 、 放 膚 に 一 時 的 に くっ つい て も 、 す 
ぐに 離れ る の が ドラ イ な か 成 覚 を 据え る と 考え られ る 。 


長く その まま タッ チ 状 態 を 続け た 場合 、 タッチ し た ら す ぐに 
離す 場合 に 比べ て 、 前 者 の タッ チ を 長く 続け る 場合 が より 
ウェ ッ ト に 感じ られ 、 後 者 の すぐ 離す 場合 が より ドラ イ に 感 
じ ら れ る と 考え られ る 。 


( 3 ) タッ チ 後 の 皮膚 へ の くっ つき こと 。 


分 子 群 が 、 皮 膚 に くっ つい た 後 、 引 き 離 そう と する と 抽 抗 し 
て 、 友 膚 を 持ち 上 げ る の が 、 ウ ェ ッ ト で 、 何 事 も な く 度 膚 か 
ら 取 れる 、 離 れる の が ドラ イ な 感覚 を 名 える と 考え られ る 。 


皮膚 に 接触 させ た 後 の ビ ピン 群 あ る い は テー プ ブ など が 、 放 膚 と 
接触 する 先端 に 接着 剤 と か が 付い て いて 、 皮 膚 か ら 引 き 上 げ 
る 際 に 、 皮 膚 か ら 取 れ な い 、 離 れず に 、 放 膚 を 引っ 張り 上 げ 
る の が 、 ウ ェ ッ ト で 、 ピ ン 群 や テー プ な ど が 、 何 事 も な く 皮 
上 護 か ら 取 れる 、 離 れる 、 皮 膚 を 引き 上 げ な い の が 、 ド ライ だ 
と 考え られ る 。 


( 4 ) タッ チ 時 の 皮膚 へ の フィ ッ ト 、 和 柔軟 さ 


分 子 群 や 物体 が 、 可 動 で あっ て 、 皮 膚 に 対し て 柔軟 に 変形 し 
て 密着 する の が ウェ ッ ト な 感じ を 七 え 、 皮 膚 と 離れ て な じ ま 
な い の が ドラ イ な 感じ を 世 える と 考え られ る 。 密 着 し て くっ 
つく の が 、 ウ ェ ッ ト な 感じ を 芋 え る 原因 と な り 、 離 れ て くっ 
つか な い の が ドラ イ な 感じ を 石 える 原因 と な る 。 


ゲル や 絹 布 、 低 反発 ウレ タン 枕 の よう に 、 皮 膚 に 張り つく 感 
じ で 、 度 膚 の 形状 に 合わ せ て 柔軟 に 隙間 を 埋め る 形 で 変形 ・ 
密着 し て フィ ッ ト す る の が ウェ ッ ト な 感じ を 七 え 、 一 方 、 固 
い プ ラス チッ ク 板 の よう に 、 剛 性 を 持っ て お り 、 皮 膚 に な じ 
まず に 、 皮 膚 表面 の ライ ン に 合わ せ て 変形 する こと な く 、 皮 
上 唐 と の 間 に 隙 間 が で きる の が 、 ド ライ な 感じ を 芋 え る と 吉 え 
る 。 そ の 点 、 素 材 の 柔軟 さ は ウェ ッ ト さ に つなが り 、 固 さ は 
ドラ イ さ に つなが る と 言え る 。 


( 5 ) タッ チ 時 の 皮膚 摩擦 


分 子 群 や 物体 が 、 滑 ら か な 感じ で 、 皮 膚 に 摩擦 を え な い の 
が ウェ ッ ト な 感じ を 右 え 、 皮 膚 と こす れ て 摩擦 を 七 え る の が 
ドラ イ な 感じ を 孔 え る と 考え られ る 。 

皮膚 に 滑ら か に 密着 し て 一 体 融合 ・ 和 合 す る の が ウェ ッ ト な 
感じ を える 原因 と な り 、 放 膚 と 離れ た 別々 の 物体 と し て 皮 
膚 に 刺激 を 孔 え る の が ドラ イ な 感じ を える 原因 と な る 。 


乾 布 摩擦 の よう に 、 布 が 乾い て いる と 、 度 膚 に 摩擦 を 丘 える 
事 が で きる の に 対し て 、 布 が 濡れ て いる と 、 放 膚 に 対し て 滑 
ら か な 感じ と な っ て 摩擦 を 了 え ず 、 度 膚 と 「 和 合 」 す る 。 こ 
れ は 、 人 間 関 係 に お いて 、 和 合 を 重 ん ず る の が ウェ ッ ト と 提 
えら れる の と 一 緒 で ある 。 


( 6 ) 皮膚 上 の 移動 速度 


分 子 群 や 物体 が 、 皮 膚 上 に くっ つい た まま 、 余 り 動 か な い 
か 、 ゆ っ くり 動く の が ウェ ッ ト で あり 、 度 膚 上 を さっ と 素早 


く 移動 し て 立ち 去っ て いく の が ドラ イ な 感じ を 七 え る と 考え 
られ る 。 低速 で 皮膚 に くっ つく の が ウェ ッ ト で 、 高 速 で 皮膚 
に 付か な い の が ドラ イ で ある 。 


同じ ピン 群 や 布 の 表面 等 を 、 皮 膚 上 を 高速 で 動か す と ドラ イ 
に 感じ られ 、 ゆ っ くり 動か すか 余り 動か さ な い と ウェ ッ ト に 
感じ られ る と 考え られ る こと 。 


( 7 ) タッ チ の 頻度 


分 子 群 や 物体 の 、 皮 膚 に 対す る タッ チ の 頻度 が 高い の が 
ウェ ッ ト で あり 、 頻度 が 低い の が ドラ イ な 感じ を 芋 え る と 考 
えら れる 。 

高密 度 で 動き 回 っ て 皮膚 に 働き か ける た め 、 度 膚 へ の タッ チ 
頻度 が 高く な る の が ウェ ッ ト で 、 密 度 が 低い た め 皮 膚 に 接触 
する 頻度 が 低い の が ドラ イ で ある 。 


ピン 群 や 布 の 表面 等 を 、 小 刻み に 高 頻度 で 皮膚 に 接触 させ る 
と ウェ ッ ト に 感じ られ 、 タ ッ チ する 間隔 を 空け る と 、 ド ライ 
に 5 られ る こと 。 


くっ つく 頻度 が 高い ほど 、「 仲 良し 」「 く っ つき や すい 」 と 
感じ られ る 。 人 間 の 場合 で も 、 メ ー ル の や り と り の 頻度 の 高 
い 恋 人 同士 ほど 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ る こと 。 


(8 ) タッ チ 時 の 当たる 速 さ 、 タ ッ チ 時 の 衝撃 


分 子 や 物体 が 、 皮 膚 に 対す る タッ チ 時 の 速度 が 速く 、 皮 膚 に 
強い 衝撃 を 攻 え る の が ドラ イ で あり 、 低 速 で 当たる た め 、 衝 
撃 が 小さ く 、 軽 い の が ウェ ッ ト な 感じ を え る と 考え られ 
る 。 


ピン 群 や 布 の 表面 等 を 、 軽 く ソ フト な 感じ で ゆっ くり 度 膚 に 
当て る と 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ 、 高 速 で パー ン と 当て る と 、 
ドラ イ に 感じ られ る こと 。 こ れ は 、 ド ライ な 気体 分 子 が 高速 
で 、 ウ ェ ッ ト か 液体 分 子 が 低速 な の と 根 が 同じ と 考え られ 


る 。 


( 9 ) タッ チ 時 の 形状 


分 子 群 や 物体 の 、 皮 膚 に 対す る タッ チ 時 の 形状 が 、 ピ ビン ポイ 
ント で 鋭く 失っ て いる 、 切 れ て いる 場合 は ドラ イ で あり 、 円 
や か に な っ て いる 場合 は 、 ウ ェ ッ ト な 感じ を 所 える と 考え ら 
れる 。 

月 物 や ペン 先 の よう な も の を 皮膚 に 当て る と 、 切 れる 、 刺 さ 
る 感じ で ドラ イ に 感じ b、 ク ッ シ ョ ン の よう な も の を 当て る 

と 、 円 い 感じ で ウェ ッ ト に 感じ る こと 。 切 れる 、 刺 す 感 じ の 
物 は 、 対 象 と の 関係 を 断ち 切る た め 、 ド ライ に 感じ 、 円 い 感 
じ の 物 は 、 対 象 と の 関係 を 円 満 に 維持 する た め 、 ウ ェ ッ ト に 
感じ る と 言え る 。 

ちな み に 、 愛 撫 は 、 ゆ っ くり や さ し く ソフ ト に 撫で る の で 、 
接触 時 間 が 長く 、 皮 膚 上 を ゆっ くり 動き 、 人 肌 な の で ソフ ト 
で 柔らか く 、 フ ィ ッ ト し て 、 高 密度 で きめ 細か い 肌 触り で あ 
る 。 こ れ ら は 、 上 の 説明 が 正しけれ ば 、 ウ ェ ッ ト な 性 質 を 満 
た し て いる 。 愛撫 は 、 愛 撫 さ れる 側 の 人 の 心 を 安心 させ た 

り 、 和 ませ た り 、 開 か せ た り する 効果 を 持ち 、 愛 撫 す る 人 と 
の 間 に 強 い 一 体感 、 依 存 感 が 生ま れる 点 、 そ の 本 質 は ウェ ッ 
KSC ある と 言え る 。 


分 子 が 皮膚 の 感覚 受容 閉 上 に 載っ た まま 、 動 く が 、 離 れ な い 
と 、. ウエ ツ ッ ト に 感じ る 。 

分 子 が 皮膚 の 感覚 受容 閉 か ら 離 れ て 飛ん で 行く と 、 ド ライ に 
感じ る 。 


分 子 運 動 が ウェ ッ ト に 感じ る 場合 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 
・ 分 子 が 皮膚 に くっ つい て 、 風 が 吹い て も 離れ て 飛ん で 行か 
な い 。 分子 が 皮膚 と 一 体 と な か っ て いる 。 


・ 互 い に 分 子 が くっ つい た 指先 同士 を 離 そ う 、 広 げ よ うと 
まっ で て も 。 分 子 が 与 い に くっ つい て 、 相 き 合っ て 、 飛 所 すず 
る 。 

・ 分 子 は 固まっ て お ら ず 、 風 が 吹く と 度 膚 上 を 動く 余地 が あ 
る 。 


・ 汁 が 蒸発 せ ず 、 皮 膚 上 に 光 ま る 。 
・ 高 温 時 、 汁 腺 は 空 か ず 、 詰 まっ た まま で ある た め 、 体 内 の 
熱 が 放出 され ず 、 蒸 し 著 く 感じ る 。 


・ 分 子 群 が 皮 膚 に 対し て 、 よ り 高 密度 で 接触 、 付 着 する 。 低 
温 時 に 混 度 が 高い 場合 、 皮 膚 か ら の 空気 中 の 水蒸気 へ の 熱 伝 
導 に よる 放熱 が 増加 し て 寒冷 感 を 増す 。 


分 子 運 動 が ドラ イ に 感じ る 場合 は 、 以 下 の 通り で ある 。 

・ 分 子 が 皮膚 か ら 離 れ て お り 、 風 が 吹く と 、 飛 ん で 行く 。 

・ 互 い に 分 子 が くっ つい た 指先 同士 を 離 そ うと する と 、 無 抵 
抗 で 離れ る 。 


・ 汁 が 蒸発 し 、 次 の 汗 が どん どん 出 て 行く 。 気 化 熱 を 奪わ れ 
で ツウ と する と: 

・ 高 温 時 、 汁 腺 が 常時 開い て 、 体 内 の 熱 が どん どん 蒸発 し 、 
涼し く 感 じ る 。 


・ 分子 群 が 、 皮 膚 に 対し て 、 低 密度 で 接触 する 。 低 温 時 に 混 
度 が 低い と 、 皮 膚 か ら の 空気 中 の 水蒸気 へ の 熱 伝導 に よる 放 
熱 が 少な く 、 温 か く 感 じ る 。 


皮膚 上 の 水分 は 、 体 温 に よっ て 飛ぶ 、 す な わ ち 、 皮 膚 か ら 離 
れ て 気化 する 。 夏 の 軒 い と き 、 汗 が 出 て 、 乾 く 間 も な く 、 
次 々 と 流れ て 、 濡 れ て 湿 る 。 雨 が 降 っ て いる と き と か 、 蒸 す 

は 、 水 分 が 皮膚 上 か ら 飛 びに くい 、 気 化し に くい た め 
UE く 2 か の 


こう し た 点 、 ウ ェ ッ ト な 、 混 っ た 状態 と いう の は 、 液 体 ( 水 
分 ) が 、 皮 膚 上 に 付い て 気化 し に くい 状態 で ある と 言え る 。 


液体 の 水分 が ダラ ダラ 皮膚 上 を 流れ て 乾 か な い 、 目 の 涙 が ど 
ん どん 後 か ら 供給 され て 皮膚 上 を 流れ る 、 湖 も ろ い の は 
ウェ ッ ト で ある 。 


湿度 感覚 ( 湿 感 ) は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

( 1 ) 物理 的 に (皮膚 上 に ) 、 あ る い は 心理 的 に (対人 的 
に ) 、 く つつい て 飛ば な が ない 、 一 佑 化 し で 酔 れ な いこ と 。 
皮膚 上 に 乗っ か っ て 、 放 膚 上 か ら 離 れ な いこ と 。 引 き 離 そう 
と する と 拓 抗 する こと 。 こ れ が 、 度 膚 上 の 感覚 受容 著 を 引っ 
張っ て 刺激 する 。 


(1) くっ つい て 飛ば な いも の 。 ( 肖 、 汗 な ど 。) 液体 分 。 
それ ら が 次 々 と 供給 され 、 皮 膚 上 か ら な く な ら な い 。 

( 2 ) くっ つき 、 か つ 流 動 性 が ある 。 固 まっ て いな いこ と 。 
流れ る 、 動 く こ と 。 


それ ら が 同時 に 成立 する こと で 、 ウ ェ ッ ト 感 に つなが る こ 
と 。 


夏 の 太平 洋 高気圧 の 蒸し 蒸し し た 、 湿 気 の 多い 空気 が 、 皮 膚 
上 の 汗 が 蒸発 し に くく 、 い つま で も 滞 れ た 水分 と し て 止ま っ 
て いる 状態 を 作り 、 ウ ェ ッ ト さ を 生み 出す 。 

空気 中 の 混 度 の 高 さ が 、 感 覚 的 な ウェ ッ ト さ を 生み 出す こと 
に つが が っ て いる 。 


皮膚 に 付い た の が 固体 の 場合 、 ギ プス の よう に 、 皮 膚 を 固定 
し て 、 動 か せな い 。 払 っ た り 、 度 膚 を 動か し た り 、 先 が す 

と 、 沙 ちる こと 。 

乾い た シャ ツ の よう に 、 度 膚 を 動か せる 場合 も ある 。 シ ャ ツ 
の 布 は 、 固 体 だ が 、 柔 軟 で あり 、 可 動 で ある 。 着 て いて も 体 
を 動か すこ と が で きる 。 そ の 点 、 体 を 動か せな い ギ ブス や コ 


ルセット 、 甲 表 と は 異な り 、 液 体 に 近い 。 た だ し 、 シ ャ ツ は 
乾 いた 状態 で は 、 皮 膚 に くっ つか ず 、 離 れ て いる 。 濡 らち すこ 
と で 、 初 め て 皮膚 に ぴっ た りく っ つく よう に な る こと 。 


液体 は 、 皮 膚 を 動か し て も 、 付 着 し た まま 、 離 れ な い 。 皮 膚 
を 動か せる こと 。 

皮膚 上 を 水滴 の よう に 動く 、 可 動 性 が 、 固 体 に は な い 液 体 の 
特徴 で ある 。 


気体 は 、 皮 膚 か ら 、 自 発 的 に 離れ る 。 


粘着 面 で 「 貼 る カイ ロ 」 を 皮膚 上 に 貼り 付け る と 、 粘 着 面 の 
る JR で ミウ トド と な る こと 。 


発汗 で シャ ツ と 皮膚 が くっ つき 、 液 体 の 水 が 間 に 挟ま っ て 
シャ ツ が 友 膚 と 連続 化す る と ウェ ッ ト で ある 。 


混 布 楽 は 、 ベ タ ベ タ 皮膚 に 貼り 付い て 、 く っ つい て いて 、 度 
劇 と 一 体 化し 、 身 体 の 一 部 に な っ た よう に 感じ る 。 貼 っ て か 
ら 時 間 が 経つ と 、 皮 膚 と 区 別 が 付か な い 。 


ー 方 、 乾 布 摩擦 は 、 布 が 淫 っ て いる と 、 摩 擦 が 起き な いた 
め 、 で き な い 。 摩 擦 が 起き る の は ドラ イ で ある 証拠 で ある と 
斉 える 。 


由 


れ た 下着 や 布団 が 、 ど の よう に 、 濡 れ て いる 、 湿 っ て いる 
と 知覚 する か ? 。 

乾い て いる が 、 皮 膚 に 触れ て いる 布団 ・ 下 着 と どの よう に 区 
別 す る か ? 。 

温度 が 体温 と 同じ だ と 区 別 し に くい 、。 

ウェ ッ ト な 湯 に あふ れ た 湯船 に つか る 場合 、 体 温 と 湯 温 が 同 
じ だ と 、 湊 の 存在 を 感じ な い 。 

液体 の 湯 で は 、 気 化 熱 で 、 体 や 物 の 熱 が 奪わ れ て 、 準 える の 
で 、 気体 と 区 別して 、 ウ ェ ッ ト に 感じ る 。 


同じ 皮膚 に べた べた くっ つい て 離れ な い 接 着 判 で も 、。 
セメダイン の よう な 接着 剤 は 、 溶 剤 が 気化 し て すぐ 乾く 。 
一 方 、 細 は 、 な か な か 乾 か な い 、 保 混 的 で ある 。 


皮膚 に お ける ウェ ッ ト な 混 度 感覚 は 、 以 下 の 場 合 に 起き る と 
考え られ る 。 

( 1 ) ある 領域 内 の 複数 の 隣り 合う 触覚 素子 が 同時 に 接触 を 
感じ た と き 。 

( 2 ) 単 一 の ある い は 複数 の 素子 が 継続 的 に 接触 を 感じ た と 
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複数 の 隣り 合う 素子 が 同時 に 感じ も ゃ と いう こと は 、 接 触 し て 
くる 相手 が 高密 度 、 凸 止 が な く 滑 ら か で ある こと を 示し て い 
る 。 


長期 に わた っ て 総 続 的 に 接触 する こと は 、 相 手 が 皮 膚 と くっ 
SD く と を を 示し て いる 


高密 度 、 継 続 的 に 接触 する こと が 、 ウ ェ ッ ト さ の 元 に な っ て 
いる 。 


逆 に 、 候 密度 で 凸凹 が あり 、 す で ぐ 離れ た り 、 そ も そ も 接 触 し 
な い の が ドラ イ さ の 元 に な っ て いる 。 
これ に 加え て 、 ( 3 ) 昔 か ら 言 われ て きた stickiness、 く っ つ 
いた 物 が 離れ る と き 、 皮 膚 を 引っ 張る 感じ を 、 皮 膚 の 素子 が 
提 え た と き に 、 ウ ェ ッ ト と 感じ る と 言え る 。 逆 に さっ と 引っ 
張ら ず に 取れ る と ドラ イ で ある こと 。 


2005-2010 初 出 


視聴 覚 等 の 知覚 と ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ 


- 同類 ・ 異 類 、 連 続 ・ 離 散 、 低 速 ・ 高 速 の 視点 より - 
2003.03-2008.08 初 出 


皮膚 以外 の 感覚 で も 、 対 象 と の 心理 的 距離 の 知覚 と それ に 基 
づく ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ の 知覚 が 存在 する 。 


例え ば 、 同 じ 色 の 玉 同 士 は 、 違 う 色 の 玉 同 士 よ り も 、 互 い に 
心理 的 に 近い 存在 と 認知 され る 。 


視聴 覚 や 喰 覚 、 味 覚 に お いて 、 互 い に 違 う 色 、 形 状 、 音 、 位 
綱 、 匂 い 、 味 の 物 同士 は 、 心理 的 に 遠く 、 そ れ ゆ え ド ライ に 
感じ られ 、 同 じ 物 同士 は 、 近 く 、 そ れ ゆ え ウ ェ ッ ト に 感じ ら 
れる 。 


要 は 、 人 間 の 知覚 で 、 互 い に 同類 に カテ ゴ ラ イ ズ さ れる 物 同 
士 、 互 い に 共 通 性 、 同 質 性 が 高い 物 同士 は 、 距 離 が 近く 、 
淫 っ た 、 ウ ェ ッ ト な 感覚 を 引き 起こ す と 考え られ る 。 

ある い は 、 同 じ 属 性 を 持っ た 物体 < 人 間 同士 は 、 互 い に 、 同 
じ カ テ ゴ リ 、 内 集団 に 属す る と し て 、 心理 的 距離 が 近く 、 一 
体 化し て 捉え られ 、 そ れ ゆ え 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ る 。 

一 方 、 違 う 、 異 な る 属性 を 持っ た 物体 - 人 間 同 士 、 異 類 の 物 
同士 は 、 心理 的 距離 が 遠く 、 ド ライ に 感じ られ る 。 


同種 の 玉 同 士 (例え ば 30 円 玉 便 貨 ) で 、 場 所 が 互い に 近接 し 
た 位 帝 に ある 玉 同 士 は 、 より ウェ ッ ト に 、 互 い に 離 れ た 位 資 
に ある 玉 同 士 は 、 より ドラ イ に 感じ られ る と 考え られ る 。 


同じ < 似通っ た 色 の 玉 同 士 は 、 ウ ェ ッ ト に 、 大 きく 違う 色 の 
玉 同 士 は ドラ イ に 感じ られ る と 考え られ る 。 


同じ < 似通っ た サイ ズ の 玉 同 士 は 、 ウ ェ ッ ト に 、 大 きく 違う 
サイ ズ の 玉 同 士 は ドラ イ に 感じ られ る と 考え られ る 。 


また 、 互 い に 連 続 し た 、 つ な が っ た も の と し て 捉え られ る 物 
同士 (連続 物 ) は 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ 、 互 い に 切 り 離 され 


た 物 同 士 (離散 物 ) は 、 ド ライ に 感じ られ る 。 


例え ば 、 色 が 虹 の よう に 連続 し て 変化 し て 見 える 場合 は 、 
ウェ ッ ト に 感じ られ 、 段 階 的 に 違う 色 に 途切れ る 感じ で 一 気 
に ガタ ッ と 変わ る 場合 は ドラ イ に 感じ られ る と 考え られ る 。 


ある い は 、 聴 覚 の 音 で 、 連続 音 (チャ イコ フス キー の 弦楽 
レナ ー ド の 流 表 な 弦楽 合奏 みた いな 曲 ) 、 連 続 音程 の 曲 は 
ウェ ッ ト に 感じ られ 、 離 散 音 (プッ プッ プッ の 時 報 や 弦楽 器 
の ピチ カー ト 演 奏 と か の よう に 、 途 切れ 途切れ の 音 ) は ドラ 
イ に 感じ る と 考え られ る 。 


同様 に 、 音 で 、 連 続 、 隣 接し た 音程 で 次 第 に 流れ る 場合 、 あ 
る い は 同一 音程 が 続く 場合 = 連続 、 同 一 音程 は ウェ ッ ト に 成 
じ ら れ 、 音 程 が 大 きく バラ バラ に 変わ る 場合 = 離散 音程 は ド 
ライ に 感じ る と 考え られ る 。 例 えば 、 シ ョ スタ コー ヴィ チ の 
「 黄 金 時 代 」 組曲 の 第 3 曲目 (ポル カ ) が 、 評 散 音 程 の 曲 に 当 
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これ は 、 音 の 強 さ で も 同様 で ある 。 強 さ が 少 し ずつ 、 前 の 強 
さと の 連続 性 を 保持 し な が ら 変 化す る 場合 は 、 ウ ェ ッ ト に 、 
急 に 大 きく な っ た り 、 小 さく な っ た りす る 場合 に R。。 ド ラ に 
感じ る と 考え られ る 。 


人 間 に よ る カテ ゴリ 分 け の 心理 に お いて 、「 共 通 ・ 同 類 
続 = 近い 、 く っ つい た = ウェ ッ ト 」、「 相 違 、 無 関連 、 門 * 類 
= 離散 = 遠い 、 離 れ た 、 バ ラバ ラ の = ドラ イ 」 と いう 関係 
が 、 人 間 の 感覚 一 般 、 対 象 と な る 物体 - 人 間 一 般 に つい て 生 
じ て い る と 考え られ る 。 


な ぜ 、 そ の よう に 感じ る か は 、 人 間 の 神経 条 に お いて 、 共 通 
の ニュ ー ロ ン の 発火 を も た ら す 物体 - 人 間 同 士 は 互い に 近 
く 、 く っ つい て 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ 、 共 通 の ニュ ー ロ ン の 
発火 を も た ら さ な いり い 物体 - 人 間 同 士 は 遠く 離れ て 、 ド ライ に 
感じ られ る し くみ が ある た め と 推定 され る 。 


これ を 人 間 に 当 て は め て 考え る と 、 互 い に 似 た 行動 を 取る 、 
同じ 神経 回 路 、 価 値 観 、 思 考 、 体 験 を 共有 する 者 同士 は 


有 し な い 者 より も 、 相 手 と 相互 作用 、 コ ミュ ニケ ーション を 
取っ た 場合 に 、 相手 の こと が より 近く 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ 
る 。 


ある い は 、 思 考 上 、 近 い 概 念 や 意味 同士 は 、 互 い に ウ ェ ッ ト 
な 関係 に ある と 考え られ る 。 す な わ ち 、 ニ ュー ロン の 発火 伝 
播 上 、 互 い に 近 い 伝播 位置 上 に ある ニュ ー ロ ン に 対応 する 概 
念 、 意 味 同 士 は ウェ ッ ト な 関係 に ある 。 あ る い は 、 複 数 の 
ニュ ー ロ ン が 同時 に 発火 する こと で 、 互 い の 間 に 結 合 関係 を 
作る 場合 も 、 そ れ ぞ れ の ニュ ー ロ ン に 対応 する 概念 、 意 味 同 
士 が ウェ ッ ト か 関係 に ある 。 こ の 場合 、 ニ ュー ロン 同士 が 、 
発火 伝播 上 、 互 い に 密 接 に 関係 ・ 連 絡 し 合う ウェ ッ ト か 関係 
に ある と 言え る 。 

上 記 の 他 、 視 聴覚 (視覚 的 な 位 費 、 音 程 等 ) に お いて 、 

( 1 ) 上 、 高い 物 は ドラ イ 。 下 、 低 い 物 は ウェ ッ ト 。 

( 2 ) 肖 い 、 低 密度 の 物 は ドラ イ 。 濃 い 、 高 密度 の 物 は 
ウエ ドド 。 

( 3 ) 離散 量 、 デ ィ ジ タル な 物 は ドラ イ 、 連 続 量 、 ア ナ ロ グ 
が 物 は ウェ エッ ド 。 


等 の 関係 が 成り 立つ と 考え られ る 。 


これ と 関連 し て 、 タ ー ゲ ッ ト が は っ きり 明瞭 に 、 輪 郭 が くっ 
きり し て 見 える 、 聞 こえ る と ドラ イ に 、 ぼ ん や り 不 明瞭 に 霞 
ん で 見 える 、 半 こえ る と ウェ ッ ト に 感じ られ る と 考え られ 
る 。 


知覚 面 で 、 タ ー ゲ ッ ト が 、 周 囲 か ら 明 確 に 切り 離さ れ て 見 え 
る 、 聞 こえ る 場合 、 ド ライ と 感じ られ 、 切 れ 目 が 曖昧 で 連続 
し て つなが っ て いる よう に 見 える 、 聞 こえ る 場合 、 ウ ェ ッ ト 
と 感じ られ る と 考え られ る 。 


空 に 見 える 月 が 、 冬 の 晴天 と か で は っ きり 明瞭 に 見 える と ド 
ライ に 、 春 居 と か 雲 天 で お ぼろ げに 居 ん で 見 える と ウェ ッ ト 
に 感じ られ る 。 


一 方 、 目 に 見 えた り 、 耳 で 聞こ えた りす る ター ゲッ ト の 速度 
が 気体 分 子 同様 に 高速 だ と ドラ イ に 、 液 体 分 子 同様 に 低速 だ 
と ウェ ッ ト に 感じ られ る と 考え られ る 。 

高速 で 飛ぶ 弾丸 は ドラ イ に 、 低 速 で ゆっ くり 動く か た つむ り 
は ウェ ッ ト に 感じ られ る 。 

ある い は 、 速 い 曲 や 演奏 は ドラ イ に 、 ゆ っ くり 居 い 曲 や 演奏 
は ウェ ッ ト に 感じ られ る 。 


2005-2008 初 出 


対人 感覚 と ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ 


2005.03-2005.10 初 出 


相手 と の 心理 的 一 体感 、 抱 き 合 う 感じ は 、 ウ ェ ッ ト な 感じ と 
し て 捉え られ る 。 

例え ば 、 場 の 共有 と いう こと で 、 互 い に 同じ 会 席 で 宴会 ・ 食 
事 を し 、 盛 り 上 が る と 、 人 02 

ある い は 、 同 じ 話題 (例え ば 、 ア ニ メ 、 音 楽 ・・・) で 意見 
0 

基本 的 に な 価値 観 、 互 い に 思 っ て いる こと が 同じ だ と 、 一 体 
感 を 感じ 、 結 婚 と か に 踏み 切り や すく な る 。 

心理 的 距離 感 は 、 同 じ 情 報 、 興 味 、 関 心 、 価 値 観 を 持っ て い 
る と 近く 感じ られ る 。 す な わ ち 、 相 手 と 同じ 神経 回 路 を 共有 
し て いる 、 相 手 も 持 っ て いる と 感じ られ る と 、 距 離 が 近い 
一 体 だ と 感じ られ 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ る 。 

ある い は 、 皮 膚 の 色 や 顔つき の 類似 性 の よう に 、 相 手 と 同じ 


遺伝 子 を 持っ て いる 、 共 有 し て いる と 感じ られ る と 、 相 手 が 
近く 感じ られ る 。 


相手 と 同じ 興味 、 価 値 観 を 持 と うと する 、 相 手 と 興味 、 関 心 
を 合わ せよ うと する こと で 、 心理 的 距離 を 縮め よう と 努力 す 
る こと が 、 相 手 と 心理 的 に くっ つこ うと する こと に つなが 
り 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ る 。 


相手 と 進行 方 向 、 ベ クト ル 、 内 容 が が 合う 、 同 じ で ある と い 
う 、「 合 同性 」 が 、 相 手 と 距離 が な い 、 一 体 で ある と 感じ ら 
れる こと に つなが り 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ る 。 


対人 感覚 、 印 象 に お いて は 、。 
1 ) 相手 と 意見 が 同じ 、 価 値 観 が 共通 だ と 分 か る と 、 相 手 
と 近く な っ た 、 く っ つい た 、 一 体 に な っ た 、 心理 的 距離 が 名 
まっ た 。 ウエ ッ ド ト と 感じ る 。 
) 相手 と 情報 を 共有 する と 、 相 手 と 近く な っ た 、 ウ ェ ッ 
ド と しるこ と 。 


* 雀 理 的 くっ つき 感 、 一 体感 - 心理 的 対人 距離 - 


o 小 埋 的 くっ つき 感 、 ウ ェ ッ ト 感 は どう や っ て 生ま れる 
の 


互い が 心理 的 に 同一 で ある こと の 知覚 は 、。 

) まず 相手 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取る 、 開 始 す る こ 
3 
( 2 ) 互い に 自分 の 心 の 中 の 意見 を 相手 に 公開 する 、 表 出す 
Ne CS 
(3 ) 意見 交換 を する 、 話し 合っ た ら 、 同 じ 意 見 、 考 え に つ 
いて 互い に 同時 に 貧 成 ・ 反 対 で ある こと 、 意見 が 合う こと 、 
価値 観 が 合う こと が 分 か る 。 互 い に 同 一 ・ 類 似 の 神経 回 路 
(促進 ・ 抑 制 シ ナ プ ス = 価値 シナ プス ) を 持っ て いる こと を 
確認 する こと 。 


( 4 ) 互い に 同じ で ある こと を 前 向き に 受け 入れ る こと 。 


人 の の 040 人 血 属性 に つい て 一 93②、 自分 と 同 

近い か どう か 状 定 し て いく こと 。 同 一 、 近 いな らく っ つ 
SGN の CU こと 村人 の り の エッ ツ ド と が る こと 。 ある い 
は 、 魅 力 あ る 相手 (異性 と か ) に 引か れ 、 く っ つき た いと い 
う 場 合 、 身 分 の 違い と か 、 自 分 と は 共通 で な い 属 性 の 相手 に 
惹か れる こと も ある 。 


ある い は 、 自 分 の 欲し いも の 、 所 有 し た いも の が 、 自 分 に 
と っ て ウェ ッ ト か 関係 に ある 。 フ ァ ン 、 マ ニア と その 対象 

(アニ メ 作 品 の DVD を 所 有 し た い マ ニア と その DVD と の 関 
係 ) が それ に 当たる 


o ど の よう な 行動 が 、 ウ ェ ッ ト さ に 結び つく か ?。 

1 ) 物理 的 に 近辺 を まとわりつく 、 学 校内 と か を 一 緒 に 行 
動 す る 、 物 理 的 な 一 体感 が あげ られ る 。 

( 2 ) 口 を 聞い た り 、 話 す 時 間 や 頻度 が 高い 、 あ る い は 、 電 
庄 を 頻 向 に か け て きた り 、 メ ー ル を 頻 筐 に 送っ て くる と いっ 
た よう に 、 互 い の 心 の 中 の 状態 や 心 の 動き を 相手 に 伝え る コ 
ミュ ニケ ーション を 頻繁 に 取 ろ うと する の が ウェ ッ ト さ に 結 
(だ つく 。。 
その 根 許 に は 、 相 手 に 親近 感 、 一 体感 、 共 感 を 持っ て いる 。 


コミ ュ ニ ケー ショ ン 、 会 話 は 、 相 手 と の 、 感 情 や 状況 の や り 
と り に より 、 相 手 と の 心理 的 くっ つき 感 を 生じ させ る 。 


以下 の よう な 対人 関係 の 進展 が 、 相 手 と 離れ な い 、 ウ ェ ッ ト 
と 感じ られ る 。 

1 ) 相手 が 自分 に 近づい て くる 。 自 分 が 相手 に 近づく 。 物 
理 的 接触 な いし 、 電 話 ・ メ ー ル 、 征 接 対面 と いっ た コミ ュ ニ 
ケー ツン ョ ヨン に よる こと 。 


) 相手 が 自分 に 危害 ・ 攻 撃 を 加え な い 。 自 分 の 意思 に 反 
旨 と を し な いこ と 。 自 分 に マイ ナス に な る こと を し な い 
NSP 

3 ) 相手 が 自分 と 同じ 位 連 に 止ま ろう と する 。 同 じ 位 置 を 
2 用 よう.、 し 続け よう と する ご と 。 物理 的 に いつ まで も 一 
緒 の と ころ に いよ うと する 。 心理 的 興味 ・ 価 値 空間 内 の 趣 
味 ・ 意 見 の 多 次 元 分 布 (鉄道 が 好き 、 ジ ャ ズ が 嫌 
い ・・・。) の 中 の 心理 的 位 賀 を 共有 し よう と する こと 。 


) 相手 に 愛着 し 、 引 き 離 そう と する と 拓 抗 し て 、 い つま 
で も 離れ よう と し な い 。 


o ど うい っ た 時 、 対 人 関係 に ウェ ッ ト 感 が 生じ る か ? 。 
心理 的 に ベタ ベタ くっ つい て 離れ な いと 感じ させ る 対人 関係 
が ウェ ッ ド トド で ある 。 

心 の 動き の 相手 と の 共有 に よっ て 、 相 手 と の 距離 が 近く 、 短 
く な る 。 こ れ が ウェ ッ ト に 感じ られ る 。 相 手 の 心 の 理解 や 、 
相手 と 同じ 信条 の 共有 の よう に 相手 と 同じ 神経 回 路 を 持つ こ 
と が 、 距 離 を 近く する 。 


相手 と の 親近 感 は 、 相 手 と 自分 が 同じ 、 同 一 で ある 、 同 じ 穴 
の ムジ ナ で ある と 感じ られ た と き に 起き る 。 


親近 感 は 、 そ れ と は 別に 、 相 手 は 自分 と は 違う が 、 惹 き 付 け 
られ る 魅力 が ある と 感じ られ た と き に も 起き る 。 相 手 が 有 能 
な リー ダー で あり 、 相 手 の 下 で 働き た いと か 、 相 手 に 付い て 
いき た いと 想っ た と き に 起き る 。 あ る い は 、 性 的 な 魅力 に 惹 
き 付 けら れ た 恋愛 で も 起き る 。 


感 は 、 相 手 と 一 緒 に いる と 心 が 落 ち 着 く と いっ た よう 
、 相 手 が 「 良 い 」 性 格 の 持ち 主 で ある 場合 に も 起き る 。 


いずれ も 親近 感 を 感じ た 当 人 に は 、 ウ ェ ッ ト な 感情 を 呼び 起 
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o 他 者 と の 近 さ は 、 ど の よう に 分 類 さ れる か ? 。 


(1 ) 感覚 的 な 近 さ と いう の が ある 。 

あの 人 と は 、 感 覚 的 に うま が 合う 、 相 性 が いい と いう の は 、 
意味 カテ ゴリ と は 和 便 接 結び つか な い 、 成 芝 的 な 共通 性 、 距 離 
の 近 さ で ある 。 例 えば 、 究 囲 気 が 共通 ・ 一 緒 だ と か 、 同 じ よ 
うな 服装 を し て いる と か で ある 。 そ うし た 感覚 的 同一 性 や 共 
感性 が 、 感 覚 距 離 の 短 さ に 結び つき 、 ウ ェ ッ ト な 感じ を え 
る 。 こ れ は 、 相 手 と の 一 体感 と いっ た 対人 感覚 の 間 題 で あ 

る 。 


) 意味 的 な 、 分 類 上 の 近 さ と いう の が ある 。 
寺 の Pi 共通 の カテ ゴリ に 属す る 、 と いう 場合 、 例 え 
ば 、 同 じ 会 社 で 働い て いる と か 、 体型 が 似 て いる と か 、 着 て 
いる 服 の デザ イン が 同じ で ある と か いう 場合 、 そ れ が 相手 と 
の 意味 や 、 概 念 上 の 距離 の 短 さ に 結び つき 、 ウ ェ ッ ト な 感じ 
を える 。 


o 相 手 と の くっ つき を 引き 起こ す 誘 因 に は どの よう な の が あ 
と 4 
) 興味 、 価 値 観 同一 型 互い に 意見 が 合う こと で 相手 と 

CeDDEK 
( 2 ) フェ ロモ ン 、 魅 力 振り まき 型 性 的 等 の 誘引 力 、 誘 引 物 
質 で 、 あ る い は 魅力 で 、 相 手 を 自分 の も と に 集め る 、 一 体 化 
二 0 つの 本 る 、 と りこ に ぴる こと 

) 利益 誘導 型 互い に 相手 が 自分 に と っ て 利益 と な る 。 相 
夫人 の 0 の 2 6 読 うつ だ 。 
この うち 、 (2) (3) は 、 相 手 と の 一 体感 を 持つ こと が 、 
一 時 的 な も の で あり 、 ま た 一 体感 が 何ら か の 利己 的 な 目標 を 
達成 する た め の 道 具 、 手 段 に 過ぎ ず 、 終 了 す れ ば さっ さと 別 
れ て し まう た め 、 本 来 は ウェ ッ ト な 関係 と は 呼べ な い 。 


o 現 実 の 対人 関係 の うち 、 例 えば どう いう 関係 が ウェ ッ ト 
の 


一 卵 性 クロ ー ン の 双子 は 、 相 手 が 互 い に 自 分 自身 で あり 、 完 
極 の 一 体感 を 持つ 。 そ の 点 、 こ の 双子 の 対人 関係 は 、 究 極 の 
ウェ ッ ト か 関係 で ある 。 


いつ も 一 緒 に 行動 する 友人 同士 は 、 互 い に い つも くっ つい て 
いる と いう 点 、 液 体 的 な 行動 を 取っ て お り 、 ウ ェ ッ ト な 感覚 
を も た ら す 。 彼ら 友人 同士 は 、 い つも 一 緒 に 行動 する と いう 
点 で 、 物 理 的 に 近接 し て お り 、 相 手 と の 距離 が 乱 い 。 ま た 、 
友人 同士 は 、 同 一 の 価値 観 や 神経 回 路 を 共有 し て お り 、 竜 味 
的 な カテ ゴリ 分 け の 距離 が 短く 、 同 一 坊 味 カテ ゴリ に 属し て 
いる 。 そ うい う 点 で 、 心理 的 に 接着 し て いる こと 。 人 と 人 と 
の 距離 や 仲 は 、 互 い の 価値 観 の 共有 な し に は くっ つか な い 。 
価値 観 の 共有 か が ウェ ッ ト な 感覚 を 生み 出し て いる 。 


相思 相愛 の あつ あつ の カッ プル は 、 相 手 と 同じ 価値 観 を 持 と 
うと し て 、 抽 い の 服 や 本 を 持 と うと する 。 互 い に べ た べた 

くっ つき 、 抱 き 合 い 、 手 を つなぎ 、 キ ス を し 、 セ ックス を す 
る こと 。 そ の よう に 物理 的 接触 を 頻繁 に 行い 、 心理 的 に も 一 
体 化す る 。 こ れ は 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ る 。 


嫌がる 相手 に 無理 や り ま と わり つく スト ー カ ー も 、 相 手 に ど 
こま で も 近づき た いと いう ウェ ッ ト か 心情 の 持ち 主 で ある 。 
無限 の 親密 さ を 相 手 に 求め る ウェ ッ ト な 人 は 、 え て し て 相手 
に つき ま と どう スス トー カー に な りや すい 。 


相手 と 血縁 、 地 銀 関係 に ある 場合 。 (コネ が ある 場合 。) 親 
密 で ある 場合 。 彼ら 同士 も 、 ウ ェ ッ ト で ある 。 


の 6 の を SS 人 は 用 つく の が 6 
人 間 同 士 が 近づい て 、 ウ ェ ッ ト か な 関係 に 入る の は 、 相 手 と 自 


分 が 、 同 類 、 共 通 で ある 場合 と 、 相 手 が 互 い に 自分 に な い 長 
所 を 持っ て いる と いう 相補 関係 に ある 場合 と が ある 。 あ る い 
は 、 男 女 関係 の よう に 、 遺 伝 的 に 互い を 吸引 する 関係 に 入る 
こと が 決ま っ て いる 場合 も ある 。 


o ど うす れ ば 相手 と ウェ ッ ト な 親密 な 関係 に 入れ る か ? 


相手 と の 価値 観 、 興 味 、 癖 等 、 行 動 面 で の 同一 性 は 、 よ り 根 
本 的 に は 、 そ の 相手 と の 神経 回 路 の 同一 性 に 基づく と 考え ら 
れる 。 


行動 の 同一 性 は 、 以 下 に 分 けら れる こと 。 

1 ) 生理 的 身体 の 同一 性 。 (これ は 、 同 じ 遺 伝 子 を 持つ 、 
遺伝 的 同一 性 に 基づく 。) 

2 ) 文化 的 (後天 的 ) 同一 性 。 


相手 に 自分 と 同じ も の を 見 い だ す 、 見 出 そ う と し た り 、 相 手 
と ベク トル を 合わ せ 、 距 離 を 縮め る 方 向 に 持っ て いく 、 す な 
わ ち 、 相 手 と 同一 に な ろう と する こと 。 (同一 性 を 実現 し よ 
うと する こと 。) それ ら を する の は 、 ウ ェ ッ ト で ある 。 相 手 
と 共通 の 神経 回 路 を 持 と うと する こと が 、 行動 面 で の ウェ ッ 
ト さ に つなが る 。 


他人 と 同じ 神経 回 路 を 持 と うと する の が ウェ ッ ト で あり 、 他 
人 と 培う 神経 回 路 を 持 と うと する の が 、 ド ライ で ある 。 


互い に 、 趣 味 や 価値 観 、 意 見 で 同じ か 似 た 要素 、 共 通 の 基盤 
を 持っ て いる と 、 距 離 が 近く 、 ウ ェ ッ ト で あり 、 恋 人 、 友 人 
に な りや すい 。 逆 に 、 こ うし た 共通 の 基 毅 を 持っ て いな いと 
償 大 、 友 大 に は かり に くい 。 


恋愛 に お いて は 、 片 思い で は 、 実 質 的 に ウェ ッ ト な 関係 に は 
入れ な い 。 相手 が 逃げ て いて は 、 互 い に く っ つけ な いか ら で 
ある 。 片 思い し て いる 方 は 、 相 手 と の 距離 を 縮め よう と し て 
いる 分 ウェ ッ ト で ある が 、 想 われ て いる 方 は 何と も 思っ て い 


な が い の で 、 ド ライ が まま で ある 。 
両 思い と な る こと で 、 互 い に く っ つく の で 、 初 め て ウェ ッ ト 
に が る こく て 。 


相手 と の 心理 的 一 体感 は 、 感 動 と か 情緒 で 感じ られ る 。 
対人 関係 で ウェ ッ ト さ を 感じ る の は (対人 的 な 湿り 気 の 知覚 
は 。) 、 神 経 条 で は どの よう な 仕組 み で 感じ られ て いる か 、 
神経 の 機能 地図 の 中 の どの 部 位 で 感じ る か 、 を 明らか に す 
る 必要 が ある 。 ウ ェ ッ ト 感 を 感じ る と 活性 化 さ れる 神経 償 の 
部 位 は 、 皮 膚 で ウェ ッ ト と 感じ る 時 活性 化す る の と 共通 の 部 
位 だ と 考え られ る 。 


対人 関係 に お ける ウェ ッ ト 感 の 発生 に は 、 恐 らく 情動 系 が 絡 
ん で いる 。 

泌 が 出る と か 、 感 動 す る と か 、 心 を 動か され る と いっ た 感覚 
は 、 ウ ェ ッ ト で ある 。 情動 、 感 情 を 表 出 する と 、 ウ ェ ッ ト と 
感じ られ る こと 。 

泌 もろい 、 同 情 ・ 共 感 し や すい 人 は 、 ウ ェ ッ ト で ある と 感じ 
られ る 。 同 情 、 共 感 す る と 涙 が 出る 。 

感動 し な い 、 心 を 動か さ な い 、 淫 を 流さ な い の は 、/ 冷 た いと 
同時 に 、 ド ライ で ある 。 


感動 に は 、 虹 や 滝 の よ うな 美しい 自然 物 や 景色 、 物 体 を 見 て 
感動 する 場合 (対物 感動 ) と 、 実 宮 映 画 や アニ メ な ど に 登場 
する 人 間 の 行動 に 感動 する 場合 (対人 感動 ) と に 分 けら れる 
細 和 0 

この うち 対人 感動 が 、 ウ ェ ッ ト な 感覚 を 生み 出す 。 一 方 、 対 
物 感動 は 、 す っ と し た 、 爽 や か な ドラ イ な 感覚 を 伴う 場合 も 
あり 、 対 人 感動 と は 異質 で ある 。 


対人 感動 は 、 対 人 関係 (実際 に 人 と 会 うだ け で な く 、 人 物 が 
活躍 する 映像 記録 を 見 る 場合 も 含む 。) で 生ま れる こと 。 


対人 的 に 、 他 人 と くっ つく 、 一 体感 を 感じ る と き に 、 感 情 、 
情動 が 生じ る 。 ま た 、 親 密 だ っ た 他人 か ら 関 係 を 切ら れ て 
ショ ッ ク を 受け た と き ( 失 恋 等 、 他 人 と の 一 体感 の 喪失 時 ) 
に も 、 ( 主 に ネガ ティ ブ な こと 。) 感情 、 情 動 が 生じ る 。 
心 の 奥底 で 感動 する と 、 心 を 揺り 動か され る と 、 他 人 と 心理 
的 に 一 体感 を 持っ た と き と 同 じ 感 覚 が 起き る 。 

他人 の 言動 に 感動 する と 、 目 頭 が 、 心 が 熱く な り 、 淫 が 出 
る 。 対 象 に 心 の 底 か ら 「 共 感 」 し た と き 、 感 動 す る こと 。 思 
い が け ず 、 予 想 外 に 共感 し た と き 、 意外 性 が 、 心 の 動き ( 動 
揺 ) を 生み 出す こと 。 


共感 で きた と いう ウェ ッ ト な 感じ を 持つ の は 、 対 象 に 、 強 い 
一 体感 、 自 分 と 同じ だ と いう 感じ 、 同 質感 を 持っ た と き で あ 
る 。 

共感 、 一 体感 を 感じ る 問 官 、 神 経 内 の 受 、 対 人 乾湿 
感覚 閉 で ある 。 


感動 は 、 共 感 + 動揺 で ある 。 
動揺 は 、 以 下 か ら 成 る こと 。 
折 ) 意外 感 (斬新 性 ) 

2 ) 振幅 の 大 き さ (刺激 の 強 さ ) 


意外 性 の な い 、 定 石 ど お り の 展開 で も 、 感 情 面 に 与え る 振幅 
が 大 きい と 、 そ れ な り に 感動 する 。 

感動 で 、 ウ ェ ッ ト な 感じ の 起き る 原因 は 、 共 感 に ある 。 
相手 と の 心理 的 接触 、 コ ミュ ニケ ーション は 、。 

1 ) 単に ビジ ネス 上 の 情報 を 交換 する だ け で は 、 表 面 的 な 
付き 合い に 過ぎ ず 、 ウ ェ ッ ト で は な いこ と 。 (ドラ イ で ある 
に を) 

( 2 ) 心 の 表層 の 当たり 障 り の な い 知 識 を 伝え る だ け で な 
く 、 深 層 の 心 の 奥深 く の 感情 や 情動 を 相手 に 包み 隠さ ず 伝 え 
る の が ウエ キッド で あめ る 。 


心 の 奥底 で 感動 する 、 感 情 を 出す の が 、 ウ ェ ッ ト で あり 、 
情 が な い 、 感 動 し な い 、 冷 静 で ある の が ドラ イ で ある 。 
アニ メ と か の 登場 人 物 へ 共感 する 、 一 体感 を 持つ 、 感 心 する 
の が ウェ ッ ト で あり 、 そ うし た も の が な い の が 、 ド ライ で あ 


* 好 き 嫌 い 


情動 的 ・ 感 情 的 な 好き 嫌い は 、 相 手 に 関心 が ある こと を 示 
す 。 「 嫌 い 」 と いう の は 、 相 手 と は 離れ る 関係 に ある に も 関 
わら ず 、 実 際 に は ウェ ッ ト な 感情 を 呼び 起こ す 。 例 えば 、 ネ 
チ ネ チ し つこ く 嫌 が ら せ を する と か 、 趣 意 を も っ て つき ま と 
うと か いっ た よう に 、 相 手 を 突き 放し て 冷静 に な っ て 見 る こ 
と が で きず 、 和 視点 の 接近 や 関心 の 一 体 性 が 見 られ る 点 、 
ウェ ッ ト で ある 。 ド ロ ド ロ と し た 愛憎 劇 と いっ た 表現 を する 
場合 、 そ れ は 、 相 手 を 憎む 気持 ち が 、 相 手 と すっ きり 離れ た 
ドラ イ か 関係 と は 対極 の ウェ ッ ト な 感じ を も た ら す こと を 示 
し て いる 。 相手 と プラ ス の 一 体感 を 持つ 「 愛 」 と 、 マ イナ ス 
の 一 体感 を 持つ 「 憎 部 」 と は 、 相 手 を 突き 放し て 客観 的 に 見 
る こと が で き な い 点 、 両 方 と も ウェ ッ ト で ある 。 


対象 を 、 客 観 的 に 、 自 分 か ら 突 き 放 し て 准 静 に 見 る こと は 、 
対象 か ら 離 れる こと に つなが り 、 ド ライ で ある 。 

一 方 、 対 象 を 、 主 情 的 ・ 主 観 的 に し か 見 る こと が で き な い 、 
心 の 奥 庶 の 情動 が 働い て 気持 ち が 動 転 し て 対象 を 突き 放し て 
捉え る こと が で き な い 場合 は 、 対 象 を 突き 放せ ずく っ つく こ 
と に だ なり 、 ツ ウェ エッ ンド で ある 。 


対象 を 突き 放し て 客観 的 に 捉え られ な い 場 合 に は 、 対 象 が 嫌 
いな 場合 も 含ま れる 。 嫌 いと いう 感情 も 、 対 象 に 関心 が 向い 
て いる 、 の め り 込 ん で いる 点 で は 、 好 き な 感 情 と 共通 で あ 
り 、 ウ ェ ッ ト で ある 。 ド ライ な の は 、 無 関心 な 、 冷 淡 な 場合 
で ある 。 


2005-2006 初 出 


対物 湿度 感覚 と 対人 湿度 感覚 の 共通 性 


2005.03-2005.10 初 出 


本 文 で は 、 乾 混 (ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト ) の 次 元 に お いて 、 物 体 
知覚 と 、 対 人 知覚 と が 「=」 で ある こと を 明らか に する 。 
物体 接触 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト 感 覚 と 、 対 人 接触 の ドラ イ ・ 
ウェ ッ ト 感 覚 と が 共通 の メカ ニズム で 起き て いる こと を 明 ら 
か に する 。 


人 と 出会っ た り 、 コ ミュ ニケ ーション を 取っ た と き の 対 人 印 
象 ・ 感 覚 (ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト ) の 知覚 は 、 肌 で の 触覚 に よる 
知覚 が 起き た と き と 、 神 経 内 で 、 感 覚 野 の 共通 の 同じ 額 域 
を 活性 化 さ せる た め 、 同 様 に 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト と 感じ られ 
る と 考え られ る 。 


これ は 、 ド ライ ・ ウェ ッ ト の 昌 混 感 見 に 限ら た こと で な がく 、 
明暗 、 温 冷 感覚 の 知覚 に つい て も 、 対 人 感覚 の 知覚 と 、 目 、 
了 征 、 肌 の 感覚 受容 閉 に よる 知覚 と で 、 神 経 共 の 同じ 部 位 が 刺 
激 さ れ 発火 する た め 、 共 通 に 、 明 暗 、 温 冷 と 捉え られ る と 考 
えら れる 。 

皮膚 、 対 人 関係 共通 な 乾湿 知覚 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


粒子 は 、 皮 膚 の 場合 、 気 体 ・ 液 体 分 子 、 対 人 関係 の 場合 、 他 
者 で ある 。 


表 10 


で は 、 な ぜ 、 神 経 償 の 同じ 部 位 が 活性 化す る の か 、 皮 膚 感覚 
と 対人 感覚 の 共通 性 を 探る 必要 が ある 。 液 体 の 紀 え る 皮膚 感 
覚 ( 混 っ た 感覚 ) 、 気 体 の える 皮膚 感覚 (乾い た 感覚 ) 、 
すなわち 、 気 混 と 、 個 人 が 他人 に 与え る 対人 感 芝 で ある ドラ 
イ さ 、 ウ ェ ッ ト さ と の 相関 関係 を 明らか に する 必要 が ある 。 


その 際 、 例 えば 、 対 人 関係 を 図示 し た ソシオ グラ ム や 対人 相 
関 図 の よう な 図 で は 

・ 人 と 人 が 、 互いに 愛着 し 合い 、 惹 か れ 合い 、 く っ つき 続け 
る 人 間 関 係 。 (友人 関係 な ど 。) その 場合 、 粒 子 (人 ) 同士 
が くっ つき 合い 、 互 い の 心 理 的 距離 が 最小 化す る 図 で 表現 す 
る 。 こ の 図 は 、 液 体 分 子 同 士 が くっ つき 合う の と 同じ 図式 表 
現 と な る 。 こ の 関係 は 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ る 。 


・ 人 と 人 が 、 互 い に 冷 湾 で 、 無 関心 な 、 す ぐ 切 れる 人 間 関 係 
の 場合 、 粒 子 (人 ) 同士 が 離れ た 、 互 い の 心 理 的 距離 が 縮 ま 
ら な い 図 で 表現 する 。 こ の 図 は 、 気 体 分 子 の 動き と 同じ 図式 
表現 と な る 。 こ の 関係 は 、 ド ライ に 感じ られ る 。 


気体 ・ 液 体 分 子 運 動 図 と 、 ド ライ ・ (MM も 
示し た 対人 行動 図 な か いし ソシオ グラ ム は 、 共通 で ある 。 
ソシオ グラ ム で 個人 を 表す 粒子 が 、 他 人 0 
に ベタ ベタ くっ つき 、 ま と わり つい て 離れ な い 様 は 、 互 い に 
くっ つい て 離れ な い 液 体 分 子 の 粒子 と 同じ よう に 表す こと が 
で きる 。 両 者 は 、 共 通 に ウェ ッ ト と 感じ られ る 。 


逆 に 、 ソ シオ グラ ム の 個人 を 表す 粒子 が 、 他 人 (他人 相当 の 
粒子 ) と 無関係 に 、 互 い に 離 れ て 独立 に 動き 回 る 様 は 、 気 体 
分 子 の 粒子 と 同じ よう に 表す こと が で き る 。 両 者 は 共通 に ド 
ライ と 感じ られ る 。 こ の こと は 、 感 覚 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ 
で 、 皮 膚 知覚 レベ ル と 、 対 人 関係 レベ ル と を つなぐ 手がかり 
に が る 。 


気体 ・ 液 体 分 子 運動 図 を 見 せ て 、 素 知ら ぬ 顔 で 「 これ は 、 対 


人 行動 図 な いし ソシオ グラ ム で す 。 こ の 人 間 関 係 は 、 ド ライ 
で すか 、 ウ ェ ッ ト で すか ? 」 と 聞け ば 、 回 答 者 は 、 そ れ が 本 
当 に 各個 人 の 行動 、 人 間 関 係 を 描い た 図 だ と 思い 込ん で 、 回 
答 す る と 考え られ る 。 そ し て 、 度 膚 に ドラ イ な 感覚 を え る 
気体 の 図 に つい て は 、 この 人 間 関 係 は ドラ イ で すね 」 と 答 
え 、 皮 膚 に ウェ ッ ト な 感覚 を 避 え る 液体 の 図 に つい て は 、 

「 この 人 間 関 係 は ウェ ッ ト で すね 」 と 真顔 で 回 答 す る と 考え 
られ る 。 


( 注 : 上 記 に つい て 、 実 際 に web サ イト で 、 気 体 ・ 液 体 の 分 子 
運動 の ビデ オ を 、 「 こ れ は 、 人 々 の 行動 を 早送り で 表示 し た 
も の で す 」 と ウソ を つい て 見 せ て 、「 ど の 程度 ドラ イ 、 
ウェ ッ ト と 感じ られ ます か ? 」 と 質問 し た と ころ 、 気 体 分 子 
運動 は ドラ イ 、 液 体 分 子 運動 は ウェ ッ ト と 、 有 意 差 を も っ て 
感じ られ る と いう 回 答 を 得 た 。) 


分 子 運動 図 を 、 ソ シオ グラ ム 図 に 薄 き 換え る 際 に は 
1 ) 分 子 の 動き か ら 、 人 の 動き に 薄 き 換え る こと 。 
) 皮膚 感覚 か ら 、 よ り 内 面 的 な 心 の 奥 の 感覚 へ 旨 き 換え 
と 
) 物理 的 な 動き か ら 、「 相 手 に 近づき た い 」 と いう 心 の 
動き に 、 濱 き 換 える こと 。 
と いっ た 点 に 留意 する 必要 が ある 。 


ソシオ グラ ム で 人 と 人 と が 互い に 心理 的 に 近づい て いる 、 
くっ つく 、 接 近 し て いる 、 親 近 感 を 持っ て いる こと は 、 皮 膚 
感覚 で は 捉え きれ な い 。 

ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ の 知覚 は 、 皮 膚 と いう 表面 レベ ル ( 表 
層 ) と 、 対 人 情動 の 発生 と いう 奥 診 の レベ ル (深層 ) に 分 か 
の の 


人 間 が 、 人 づき あい の 中 で 、 以 下 の 内 容 に 当たる (接触 す 
る ) と 、 心 の 内 部 で ウェ ッ ト に 感じ られ る 。 

液体 分 子 運 動 パ ター ン の 人 間 関 係 。 (互い に くっ つき 一 体 化 
し て 離れ な い 、 一 緒 に 動く こと 

人 間 が 、 人 づき あい の 中 で 、 以 下 の 内 容 に 当たる (接触 す 
る ) と 、 心 の 内 部 で ドラ イ に 感じ られ る 。 


気体 分 子 運 動 パ ター ン の 人 間 関 係 。 (互い に バラ バラ に 離れ 
て 、 別 々 に 動き 回 る こと 。) 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 混 度 知覚 は 、 よ り 詳 細 に は 、 皮 膚 知覚 、 
心理 的 な 対人 距離 知覚 、 意 味 距離 知覚 、 情 動 ・ 感 情 体験 と 
Co た 異な る モー ド に 分 けら れる 。 それ ぞ れ の モー ド で 、 
共通 に 、「 く っ つく 、 同 一 化す る 、 一 体 化す る 、 離 れ な い 」 
か つ 「 可動 性 、 流 動 人 性 が ある 」 と いう 共通 の (ドラ イ ・ 
ウェ ッ ト な こと 。) 混 度 感覚 が 生み 出さ れる 。 


皮膚 感覚 知覚 に お いて は 、 分 子 が 皮膚 に 接着 し 、 蒸 発し な い 
場合 に 、「 くっ つい た 、 離 れ な い 、 一 体 化し た 」 と 感じ ら 
れ 、 か つ 、 度 膚 を 動か す の に 伴っ て 、 分 子 が 自分 も 皮膚 上 を 
動く 場合 に 「 可 動 性 、 流 動 性 が ある 」 と 感じ られ る 。 こ れ が 
ウェ ッ ト な 感覚 の 元 と な る 。 


対人 距離 知覚 に お いて は 、 個 人 が 他 者 の も と に ベタ ベタ 甘え 
て 、 な つき 、 ま と わり つく 行動 を 取る こと で 、 対 人 距離 が 最 
小 に な る こと 、 あ る い は 、 物 理 距離 的 に 離れ て いて も 、 同 じ 
価値 観 を 共有 する 同士 で ある こと が 、 当 の 個人 の 動き が 

「 く っ つく 、 同 一 化す る 、 一 体 化す る 、 離 れ な い 」 と 互い に 
感じ られ る 。 か つ 、 生 き 物 と し て の 人 間 と し て 「 可 動 性 、 流 
動 性 が ある 」 と 感じ られ る 。 こ れ ら は 、 ウ ェ ッ ト な 成 覚 の 元 
WAS 


意味 距離 知覚 で は 、 神 経 系 内 で は 、 意 味 や 概念 、 内 容 が 同 
じ 、 近 いも の 同士 、 連想 する も の 同士 は 、 距 離 が 短い 、 く っ 
つい て いる と 感じ られ る 。 互い に 距離 が 短く 、 一 体 化 し て い 
る の で 、 同 一 脳 内 神経 カテ ゴリ と し て 、 互 い に ニ ュー ロン 同 
士 が 連結 し あっ て いる と し て 、 ひ と くく り に まとめ て 同一 化 
し て 提 え る こと が で き 、 ウ ェ ッ ト な か 感覚 の 元 と な る 。 


対人 情動 ・ 感 情 体験 に お いて は 、 相 手 に 対す る 関心 (好き 嫌 
い ) の 強 さ 、 相 手 へ の 同情 、 愛情 (ある い は 裏返し の 憎 
十 ) 、 共 感 、 感 動 と いっ た 体験 が 、「 (相手 に 対し て ) くっ 


つく 、 同 一 化す る 、 一 体 化 する 、 離 れ な い 」 と 感じ られ 、 
ウェ ッ ト な か 感覚 の 元 と な る こと 。 


以上 の それ ぞ れ 異な る モー ド に 共通 する 「 く っ つく 、 同 一 化 
する 、 一 体 化す る 、 離 れ な い 」 か つ 「 可 動 性 、 流 動 性 が あ 
る 」 と いっ た 性 質 は 、 い ずれ も 液体 (液体 分 子 ) の 持つ 性 質 
で あり 、 そ うい う 点 で 、「 ウ ェ ッ ト 」 と は 「 液 体 的 」 と いう 
この 7 が で きる 。 


一 体感 、 同 一 感 、 接 着 感 、 共 感 は 、 混 っ た ウェ ッ ト な 感じ を 


王 える 。 
一 体感 、 接 着 感 が 、 ウ ェ ッ ト な 感じ の 、 皮 膚 と 対人 関係 で 共 
通 か 核心 で ある 。 


相手 と 神経 回 路 が 共通 で ある 、 同 じ も の を 共有 し て いる と 感 
じ ら れ る こと が 、 ウ ェ ッ ト 感 に つなが る 。 

ある い は 、 互 い に ベ クト ル が 合っ て 同じ 方 向 に 進み 、 接 近 す 
る の は 、 人 で も 物 で も 共通 な 、 ウ ェ ッ ト な (湿っ た こと 。) 
感覚 の 原型 で ある こと 。 一 方 、 互 い に ベ クト ル 合 わ ず 、 和 無 関 
係 な 方 向 に 進む の が 、 ド ライ な (乾い た こと 。) 感覚 の 原型 
で あめ る だ 。 


乾 混 、 温 冷 、 便 軟 と いっ た 感覚 は 、 皮 膚 感覚 以外 に 、 対 人 感 
覚 で も 生じ る の で あり 、 そ れ ぞ れ 、 体 内 の 異な る 感覚 受容 器 
に 対応 し て いる と 考え られ る 。 

相手 と の 心理 的 距離 が 近づき 、 心 理 的 に 一 体 で 離れ な いこ と 
を 知覚 する と 、 ウ ェ ッ ト に 感じ る 。 神 経 内 で 、 他 者 と の 心 
理 的 一 体感 を 知覚 する と ころ が 、 対 人 乾湿 感覚 受容 史 で ある 
こと 。 心理 的 一 体感 = ウェ ッ ト 感 は 、 相 手 と 自分 と の 間 に 共 
通 部 分 が 増え る と 、 ウ ェ ッ ト と 感じ る 。 対 人 感覚 受容 器 は 、 
相手 と の 共通 性 の 高 さ を 知覚 する 。 

皮膚 感覚 受容 史 で は 、 刺 激 さ れる と 、 く っ つい た 、 離 れ た と 
感じ る 。 物 が くっ つい た 、 離 れ た の 半 定 を 行う 。 触 覚 で 、 皮 
劇 に くっ つい て 離れ な い 、 持 続 的 に 何 か が 触れ て いる 、 か つ 
移動 する と 感じ る と 、 浅 っ た 、 ウ ェ ッ ト と 感じ られ る 。 


対人 感 芝 受 容器 で は 、 神 経 砂 の どこ か に 、 度 膚 の よう に 体外 


の 外界 に 便 接 触れ な い 内 部 に 、 感 覚 受 容 次 が ある 。 自 分 に 近 
dE 
の 


皮膚 感覚 と 対人 感覚 と は 、 皮 膚 と 心 の 奥底 の 、 異 な る 感覚 
モー ド を 超え た 、 共 通 の 感覚 と し て 、 同 じ 「 混 っ た 」 と いう 
に モー ド は 違う が 、 神 経 系 の 内 部 の 、 乾 湿 
覚 に 関わ る 共通 の 神経 回 路 を 活性 化 さ せる 。 
ee 「 く っ つい た 」 「 離 れ た 」 (離合 ) を 計 定 す 
る 、 乾 混 閉 定 回 路 の 活性 化 が 起き る 。 


時 
本 触覚 皮膚 に くっ つい て 触っ た まま 離れ な いと 
「 淫 っ た 」、 放 膚 に 一 時 的 に 触っ て すぐ 離れ る と 「 乾 いた 」 
と 痢 定 する こと 。 

( 2 ) 視覚 ( 目 ) 自分 の 子供 の よう に 、 い つも 自分 の そば に 
いて 離れ な い 、 ま と わり つく 、 甘 える こと が 目 で 見 て 分 か る 
と ウェ ッ ト に 感じ る 。 

( 3 ) 心 の 奥底 (対人 ) 周り の 意見 に 同調 し た り 、 電 話 で 親 
密 な 対話 を 交わ し た り し て 、 他 者 と 心理 的 に 近接 し た り 、 感 
動 し た と 知覚 する と 、 ウ ェ ッ ト に 感じ る こと 。 

4 ) 温度 感覚 と の 関連 で は 、 自 分 に 触れ て くる 相手 の 身体 
の 温か さ を 知 覚 す る と ウェ ッ ト 、 感 じ な いと ドラ イ に 感じ 
る 。 


「 あ の 人 と あの 人 は 、 仲 良し だ 、 親 密 だ 」 と か 、 「 恋 愛 で 誰 
と 誰 と が くっ つい た 」 み た い に 、 対 人 関係 に お いて も 、 親 
「 近 」 感 と か 疎 「 遠 」、「 あ の 人 と お 近づき に な る 」 と いっ 
た 表現 が 存在 する こと で 、 対 人 的 に も 遠近 感 が 成り 立っ て い 
る こと が 分 か る 。 一 方 、 互 い に 皮 膚 で 触れ 合う こと は 、 そ れ 
だ け 互 い に 接 触 す る ほど 距離 が 近い こと を 示し て いる 。 


人 間 が 脳 の 中 に 作る 、 テ レビ ドラ マ や アニ メ の 登場 人 物 間 の 
相関 図 に 表 さ れる よう な 「 対 人 関係 地図 」 上 の 人 と 人 と の 近 
さ 、 距 離 感 が 、 対 人 関係 上 の 遠近 感 に 証 結 する 。 


この 点 、 対 人 距離 感覚 と 皮膚 感 賞 と は 、 脳 の 中 で 、 距 離 の 近 
さ を 知 覚 す る 領域 を 共通 に 活性 化し て いる と 吉 え る 。 距 離 感 
覚 と 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ の 感覚 と は 、 互 い に 、 「 距離 が 離 
れ た 、 遠 い = ド ライ 」 「 距 離 が 近い 、 く っ つい た = ウェ ッ 
ト 」 と いう 相関 に よっ て 、 大 きく 関係 し て いる と 言え る 。 


こう し た 場合 、 心 理 的 な 距離 が 近い 、 親 密 な ウェ ッ ト な 仲の 
人 同士 は 、 出 会 えば 、 あ る い は 自由 に 放っ て お け ば 、 自 然 の 
成行 で 、 物 理 的 に 一 緒 に くっ つい て 行動 する 、 一 体 化 、 密 着 
し て 行動 し た が る と 言え る 。 (例え ば 、 濃 厚 な キス や セッ ク 
ス を し ょ っ ちゅ う 繰 り 返 す 恋 人 同士 な ど 。) 


と いう か 、 本 来 、 人 間 に は 、 相 手 と 、 物 理 的 に ずっ と 一 緒 

に 、 く っ つい て 、 一 体 化し て いた いと いう 物理 的 近接 へ の 欲 
求 が まず 存在 する が 、 互 い に 別々 の 生命 と し て 生き て いく 以 
上 、 ず っ と どこ 行く の も 一 緒 と いう 訳 に も 行か か いか ら 、 や 
む を 得 ず 時 々 離れ 離れ に な る 。 し か し 、 そ の 間 も 、 相 手 の こ 
と を 絶え ず 思 っ て いて 、 で きれ ば また 物理 的 に 一 緒 に な り た 
い 、 く っ つき た いと 思う 。 そ うし た 、 物 理 的 近接 が 叶わ な い 
状態 で の 相手 へ の 想像 上 の 疑似 近接 、 物 理 的 近接 の 心理 的 シ 
ミュ レー ショ ン が 「 心 理 的 近接 」 と し て 現れ る と 考え られ 
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要する に 、 物 理 的 近接 と 心理 的 近接 は 互い に 大 きく 関係 し て 
お り 、 本 来 な ら 、 物 理 的 に 互い に ずっ と 近接 し て 、 一 緒 に い 
た いけ れ ど 、 用 事 や や む を 得 な い 事 情 で 離れ 離れ に な っ て い 
る 人 々 が 、「 自 分 た ち は 、 現 状 で は 、 や む を 得 ず 離れ 離れ な 
ん だ けれ ども 、 本 当 は 、 ず っ と 物理 的 に 一 緒 に くっ つい て 、 
ー 体 化し て いた いん だ 」 と いう 思い を 、 「 心 理 的 近接 」 と い 
う 言葉 で 、 物 理 的 近接 の 不足 を 補償 する も の と し て 、 用 いて 
いる と 考え られ る 。 


ある い は 、 相 手 へ の 物理 的 近接 を 実現 し よう と いう 欲求 、 動 
因 が 、 心理 的 近接 で ある と も 言え る 。 


その 点 、 物 理 的 な 相互 の 近接 、 密 着 の 実現 と いう 「 物 理 的 近 
接 」 が メイ ン で あり 、「 心 理 的 近接 」 は その 不足 を 補う サブ 
の 役回り に ある と 考え られ る 。「 あ の 人 と (心理 的 に ) お 近 
づき に な り た い 」 と いう と き 、 当 人 は 、 相 手 と 、 本 当 は 物理 
的 に ずっ と くっ つい て いた い 、 触 れ 合 っ て いた い の で ある 。 


相手 と 一 緒 に いる の が 楽し いと か 、 一 緒 に いる と 心 が 妻 ら か 
に な る と か 、 相 手 と の 物理 的 近接 を 望む 心理 的 原因 に は いろ 
いろ な も の が 考え られ る が 、 そ れ ら が 、 人 の 心 に ウェ ッ ト さ 
を も た らし て いる の だ と いう こと に な る 。 あ る い は 、 自 分 と 
相手 と が 同質 で ある と 思う ほど 、 互 い に 物 理 的 に くっ つい て 
ー 体 化し て も 違和感 が な いと いう ウェ ッ ト な 感じ が 生ま れ 
る 。 


一 方 、 相 手 が 皮 膚 に 触る 、 愛 撫 す る 、 く っ つく と いう の は 、 
吉 う まで も な く 、 相 手 が 皮 膚 に 近接 、 密 着 し て いる = 物理 的 
に 近接 し て いる こと を 表し て いる 。 


こう し た 点 、 皮 膚 の 湿度 感覚 と 、 対 人 湿度 感覚 は 、 互 い に 、 
以下 の よう に まとめ られ る 。 「 対 象 の 自分 へ の 物理 的 近接 、 
ー 体 化 。 そ の 指向 。 そ の こと の 知覚 。」 

それ ら は 、 共 通 に 、「 物 理 的 近接 (へ の 指向 ) = ウェ ッ ト 

( 混 っ た こと 。) 」 「 物 理 的 遠隔 (へ の 指向 ) = ドラ イ ( 乾 
いた こと どり と し で 一 殺人 り に し て 所 える こと が で きる 。 


ソシオ グラ ム な いし 対人 関係 相関 図 等 に お ける 人 間 粒 子 同士 
の 対人 関係 上 の 遠近 は 、 そ の 根底 に 、 粒 子 (人 間 ) 同士 の 物 
理 的 な 遠近 へ の 指向 を 内 蔵 し て いる 点 、 気 体 ・ 液 体 分 子 運 動 
の よう な 物理 的 な 粒子 (分 子 ) 同士 の 遠近 と 、 本 質 的 に 同一 
0 の の の 久志 。 


それ ゆえ 、 人 間 の 行動 も 、 分 子 運 動 も 、 共 通 に 、 「 気 体 的 = 
粒子 の (物理 的 な こと 。) 相互 遠 同 化 = ド ライ 」 「 液 体 的 = 
粒子 の (物理 的 な こと 。) 相互 近接 化 = ウ ェ ッ ト 」 と いう 、 
物理 的 な 共通 の パタ ー ン で 表す こと が で きる と 土 える 。 





ここ で 、 通 勤 用 満員 電車 の 乗 容 た ちの よう に 、 物 理 的 に や む 
を 得 ず 近接 、 密 着 し て いる こと 。 (ウェ ッ ト さ 。) それ が 、 


心理 的 に は お 互い 無関係 で 、 本 当 は で きる だ け 離 れ て いた い 
と いう ドラ イ な 欲求 を 持っ て いる 場合 も 考え られ る 。 


この 場合 、 満 員 電 車 の 乗 容 は 、 通 勤 先 の 最寄り 駅 に 到着 し て 
電車 の ドア が 開く や 人 否や 、 電 車 か ら 一 斉 に 飛び 出し て バラ バ 
ラ に 散ら ば っ て いく 。 要 する に 、 や む を 得 な い 理 由 で 一 時 的 
に 物理 的 に 近接 し て も 、 最 終 的 に 、 電 車 車両 と いう 拘束 を 解 
か れる (自由 に 放任 され る ) と 、 自 発 的 に 物理 的 に 分 散 し 、 
拓 ざ が っ つて いくこ と 。 


満員 電車 の 乗客 は 、 互 い に 皮 膚 と 皮膚 が 触れ 合う 状態 に あ 
り 、 そ の 点 で は ウェ ッ ト な の で ある が 、 そ れ は 彼ら に と っ て 
一 時 的 な や む を 得 な い 現 象 で ある 。 乗 窒 た ち は 心 の 中 で は 肌 
と 肌 が 触れ 合う 状態 を 不快 に 思い 、 そ の 状態 が 続く こと を 望 
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肌 と 肌 が 触れ 合う ウェ ッ ト さ 。 (物理 的 近接 。) それ は 、 生 
計 を 立て る た め に 勤務 先 に 行く の に 必要 な 強制 され た ウェ ッ 
ト さ で あり 、 彼 ら は 本 心 で は 物理 的 遠 富 を 指向 し て お り 、 ド 
ライ な の で ある 。 そ れ ゆ え 、 目 的 地 の 駅 に 到着 し て 、 行 動 の 
自由 を 獲得 する と 、 彼 ら は 互い に バラ バラ に 離れ て いく 。 


電車 乗 容 は 、 根 底 に 相互 の 物理 的 遠隔 へ の 指向 を 持っ て い 
る 。 こ うし た 周囲 他 者 と の ドラ イ な 物理 的 遠隔 を 実現 し よう 
と いう 欲求 、 動 因 が 、 心理 的 遠隔 (な いし 心理 的 貴 遠 ) で あ 
る と 吉 え る こと 。 


も し も 、 和 勤務 先 オフ ィ ス ピル が 都心 に 集中 し て いる た め 、 そ 
こ に 定時 に 一 斉 に 向かわ ざる を 得 な いと いう 、 現 実 の 東 縛 か 
ら 仮 に 自由 に 解き放た れ た ら (テレ コミ ュー ティ ング 、 フ 

レッ クス タイ ム 通 勤 が 実現 し た ら 。) 、 乗 窒 た ち は 、 も は や 
満員 電車 に 一 斉 に 乗ら な いで 、 バ ラバ ラ な 目的 地 へ と 互い に 
離れ て 好き な 時 間 に 通 勤 す る で あろ う 。 


結局 、 自 由 に 放っ て お か れ た 時 。 (自由 な 行動 を 許さ れ た 
時 。) ある い は 、 現実 の 人 々 の 行動 を 東 縛 す る 条件 (経済 
的 、 身 体 的 ・・・) が 解消 され た と 仮定 し た 時 。 人 々 に 本 心 
の 発露 が 許可 され た と 仮定 し た 時 。 人 々 が 互い に 物理 的 に 近 


づく か 遠ざかる か 、 ど ちら の 行動 を と ろう と する か に よっ 
て 、 そ の 人 が 、 本 当 は ドラ イ な 性 格 (物理 的 遠 了 へ の 指向 を 
持つ こと 。) か 、 ウ ェ ッ ト な 性 格 (物理 的 近接 へ の 指向 を 持 
つこ と 。) か 、 ど ちら な の か が 初め て 見 えて くる と 言え る 。 


この よう に 、 心 理 的 遠隔 ・ 近 接 ( ド ライ さ ・ ウ ェ ッ ト さ ) 
を 、 物 理 的 な 境 隔 ・ 近 接 状 態 実 現 へ の 欲求 ・ 動 機 付け と 捉え 
る こと に よっ て 、 対 人 関係 上 の ドラ イ さ (疎遠 に な る こ 

と 。、) ) ウ エッ トド ト さ ( 規 宙 に か な る こと 。) と 、 物理 守 問 旧 で 
の ドラ イ さ (人 透 ざ が か る と 。) で 必 エッ ド き ( 必 づ くそ 

と 。) と を 互い に 結び つけ る こと が で きる 。 


自由 に 放任 され た 状態 。 (自由 行動 を 許可 され た 、 自 主 半 
断 、 自 由 意 思 に よる 行動 が 可能 な 状態 。) そこ で は 、 対 人 関 
係 的 に 疎 棚 な ドラ イ な 関係 に ある 人 は 、 そ の まま で は 物理 的 
に 近づこ うと し な いし 、 心理 的 に 親密 な か ウェッ ト な 関係 に あ 
る 人 は 、 自 ず と 互い に 物理 的 に 近づき 、 く っ つき 、 一 体 化す 
る どう に が る 。 


物理 的 な 遠 仙 ・ 近 接 は 、 そ れ ぞ れ 反 膚 感覚 に 、 非 接触 、 離 反 
に よる ドラ イ さ 、 接 触 、 密 着 に よる ウェ ッ ト さ を 各 える 。 


以上 より 、 対 人 関係 上 の 遠隔 (ドラ イ さ ) ・ 近 接 (ウツ ウェット 
さ ) は 、 人 々 に 自由 意思 に よる 行動 を 許可 し た 条件 下 で は 互 
い の 物 理 的 な 遠隔 (ドラ イ さ ) ・ 近 接 (ウェ ッ ト さ ) を も た 
ら す 。 そ れ が 、 皮 膚 に 対し て 以下 の 感覚 を 三 え る こと 。 離れ 
た こと 。 (ドラ イ さ ) 接触 し 密着 し た こと 。 (ウェ ッ ト 

さ 。) そう し た 、 相 互 連 関 が あ る こと 。 そ れ が 分 か る 。 一 見 
互い に 無関係 な 、 対 人 関係 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と 、 度 膚 感 
覚 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と は 、 単 な る 比 只 と し て の 関係 で は 
な く 、 実 は この よう な 形 で 密接 に つなが っ て いる の で ある 。 


(c)2003 初 出 


ドラ イ な 、 ウ ェ ッ ト な パー ソナ リティ と 行動 速度 、 方 向 と の 
関係 に つい て 


2008.03 初 出 


人 間 の パー ソナ リティ 、 性 格 の ドラ イ さ 、 ウ ェ ッ ト さ と 、 人 
間 の 行動 速度 、 行 動 方 向 と の 関連 に つい て 、 詳 細 に 検証 し て 
み ま し た こと 。 行動 が 気体 分 子 運動 相当 の 、 高 速 で 離れ る と 
ドラ イ に 、 液 体 分 子 運動 相当 の 、 低 速 で 近づく と ウェ ッ ト 
に 、 そ れ ぞ れ 感 じ ら れ る こと が 分 か り ま し た 。 こ れ は 人 間 だ 
け で な く 、 物 体 、 物 質 一 般 に 共通 に 成り 立つ と 考え られ ま 
す 。 


気体 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン の どの よう な 点 が パー ソナ リ 
ティ と し て ドラ イ 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ て いる か を 明らか に 
する た め 、web で の 調査 を 行っ た 。 粒 子 の 運動 速度 (低速 、 
高速 ) 、 方 向 (近づく 、 離 れる こと 。) を 変化 させ た ムー 
ビー4 種 類 を 研究 参加 者 207 名 に 対し て 見 せ て 、 各 ムー ビー 
で 、 粒 子 の 動き が 個人 の 対人 行動 と し て どの 程度 ドラ イ 、 
ウェ ッ ト に 感じ られ る か を 評価 し て も ら っ た 。 そ の 結果 、 
ムー ビー 上 の 各 粒 子 を 個人 に 見 立て た 場合 、 個 人 が 他 者 か ら 
享 れる と ドラ イ 、 近 づく と ウェ ッ ト な パー ソナ リティ と 認知 
され る こと が 分 か っ た 。 ま た 、 個 人 が 高速 で 動く と ドラ イ 、 
低速 で 動く と ウェ ッ ト な パー ソナ リティ と 認知 され る こと が 
人 が っ た 。 


「 間 題 と 目的 」 


最近 、 人 間 の パー ソナ リティ の ドラ イ さ 、 ウ ェ ッ ト さ と 物理 
的 な 気体 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン と の 間 に 関 連 が ある こと が 
明らか に され て いる 。 大 塚 (2008) で は 、 物 理 的 気体 が 人 間 


に ドラ イ な 感覚 を 了 え 、 液 体 が ウェ ッ ト な 感覚 を 紀 え る こと 
に 着目 し 、 気 体 分 子 運 動 の シミュレーション を 人 間 の 動き に 
見 立て て 観察 させ た 場合 、 各 分 子 の 動き が 人 間 に 見 立て る と 
ドラ イ な パー ソナ リティ と 認知 され 、 一 方 、 液 体 分 子 運 動 に 
お ける 各 分 子 の 動き は 人 間 に 見 立て る と ウェ ッ ト な パー ソナ 
リティ と 認知 され る こと を 、 ア ン ケ ー ト 調査 に よっ て 確認 し 
て いる 。 す な わ ち 、 気体 分 子 運動 パタ ー ン と 同様 に 振る 舞う 
人 の パー ソナ リティ は ドラ イ に 、 液 体 分 子 運動 パタ ー ン と 同 
様 に 振る 舞う 人 で は ウェ ッ ト に 感じ られ る こと を 確認 し て い 
る 。 


し か し 、 そ うし た 気体 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン の どの よう な 
点 が 人 間 の パー ソナ リティ と し て ドラ イ 、 ウ ェ ッ ト に 感じ ら 
れ て いる か は 、 ま だ 明らか に され て いな い 。 


物理 学 辞 典 編集 委員 会 (1992) に よれ ば 、 和 気体 分 子 は 、 大 き 
な 運動 エネ ルギー を 持っ て いる た め 、 各 分 子 が 互い に 及ぼ し 
合う 引力 (分 子 間 力 ) を 振り 切っ て 自由 に 飛び 回 り 、 容 器 に 
閉じ 込め て お か な いと 体積 が いく ら で も 膨張 し て し まう 。 こ 
れ に 対し て 、 液 体 分 子 で は 、 分 子 の 間 に 相 互 に 引力 (分 子 間 
力 ) が 働い て お り 、 体 積 を 一 定 に 保ち つつ 自由 に 形 を 変え て 
運動 する 、 と され て いる 。 


ある い は 、 池 内 (2002) の 作成 し た 気体 、 液 体 分 子 運動 シ 
ミュ レー ショ ン で は 、 和 気体 で は 、 各 分 子 が 、 高 速 に 、 互 い に 
ー つ 一 つ 独 立 し て 離れ て 個別 に バラ バラ に 自由 に 飛び 回 る の 
に 対し て 、 液 体 で は 、 各 分 子 が 互い に くっ つき 寄せ 集まっ 
て 、 一 まとまり に 集団 を 作り 、 低 速 で ゆっ くり 動く 様子 が 見 
て 取れ る 。 


上 記 か ら 、 気 体 分 子 と 液体 分 子 と で は 、 動 き の 面 で 少な く と 
も 以下 の 点 が 異な る と 考え られ る 。 


( 1 ) 運動 速度 が 違う 。 分 子 の 運動 エネ ルギー は 、 気 体 分 子 
で 大 きく 、 液 体 分 子 で 小さ い 。 運動 エネ ルギー は 、 分 子 の 質 
量 と 速度 の 積 で 表 さ れ 、 仮 に 各 分 子 の 質量 を 条件 統一 の た め 
に 一 定 に 揃え た 場合 、 気 体 分 子 は 高速 で あり 、 液 体 分 子 は 低 
速 で ある 。 


) 運動 方 向 が 違う 。 分 子 相互 の 間 を 引き 付け 、 近 づけ る 
働き を 持つ 引力 (分 子 間 力 ) は 、 気 体 分 子 で は ほとん ど と 働か 
な い 。 そ の た め 、 気 体 分 子 は 互い に バラ バラ に 離れ て 拡散 す 
る 。 そ の 結果 、 気 体 は 体積 が 膨張 する 。 
これ に 対し て 、 液 体 分 子 は 、 相 互 の 間 に 引 力 (分 子 間 力 ) ヵ カ 
働く た め 、 互 い に 近 づい て 、 扱 散 し な い 。 そ の 結果 、 液 体 の 
体積 は 一 定 に 止ま り 、 自 由 に 変形 する が 膨張 は し な い 。 ま と 
め る と 、 運 動 方 向 で は 、 気体 分 子 は 互い に 離れ る 方 向 に 動く 

に 対し て 、 液 体 分 子 は 互い に 近づく 方 向 に 動く 。 


この 気体 分 子 と 液体 分 子 の 動き の 違い が 、 人 間 に お ける ドラ 
イ な 、 ウ ェ ッ ト な パー ソナ リティ の 違い と 仮に 関連 が ある と 
する な ら ば 、 人 間 の パー ソナ リティ と し て は 以下 の こと が 考 
えら れる 。 


1 ) 行動 速度 の 面 で は 、 気 体 分 子 の よう に 高速 で 行動 する 
の を 好む 人 は 、 ド ライ な パー ソナ リティ の 持ち 主 と 感じ られ 
る 。 一 方 、 液 体 分 子 の よう に 低速 で 行動 する の を 好む 人 は 
ウェ ッ ト な パー ソナ リティ の 持ち 主 と 感じ られ る 。 


2 ) 行動 方 向 の 面 で は 、 気 体 分 子 の よう に 互い に 離れ る の 
を 好む 人 は 、 ド ライ な パー ソナ リティ の 持ち 主 と 感 じ ら れ 
る 。 一 方 、 液 体 分 子 の よう に 互い に 近づく の を 好む 人 は 
ウェ ッ ト な パー ソナ リティ の 持ち 主 と 感 じ ら れ る 。 

上 記 の 考え を 表 に まとめ る と 、Tabletl の よう に な る こと 。 


この 考え が 正しけれ ば 、 人 間 の ドラ イ な 、 ウ ェ ッ ト な パー ソ 
ナリ ティ は 、 少 な く と も 、 行 動 速度 (高速 - 低速 ) と 行動 方 
向 (離れ る こと 。- 近 づく こと 。) の 二 つ の 要因 に よっ て 説 
明 で き 、 人 が 高速 で 動き 、 互い に 郊 れ る と その パー ソナ リ 
ティ が ドラ イ に 感じ られ 、 低 速 で 動き 、 互 い に 近づく と 
ウェ ッ ト に 感じ られ る 可能 性 が ある 。 


そこ で 、 こ の 考え が 正しい か どう か を 確認 する た め に 、 実 際 
に 研究 参加 者 に 、 粒 子 の 速度 と 運動 方 向 を 調節 し た 粒子 運動 
シミ ュ レ ーション ムー ビー を 見 せ て 、 粒 子 の 動き を 人 の 動き 
と 見 立て た 場合 それ ぞ れ どの 程度 ドラ イ 、 ウ ェ ッ ト と 感じ る 


か 調べ る こと に し た 。 


分 析 手 続き と し て は 、 行 動 速 度 (低速 - 高速 ) 、 行 動 方 向 
(近づく こと 。 - 離 れる こと 。) 、 混 度 (ウェ ッ ト - ドラ 
イ ) の 3 要因 に よる 分 散 分 析 を 行う こと に し 、 そ の た め の 詩 
査 デ ー タ を 収集 する こと に し た こと 。 


行動 速度 (低速 - 高速 ) 、 行 動 方 向 (近づく こと 。 - 離 れる 
こと 。) に つい て 別々 に 調査 を 行う の で は な く 、 調 査 の 条件 
と し て 組み 合わ せる こと に し た の は 、 行 動 速度 (低速 - 高 

速 ) 、 行 動 方 向 (近づく こと 。 - 離 れる こと 。) の 相互 の 間 
の 影響 、 交 互 作用 が 存在 し な いか どう か 確認 する た めで あ 

る 。 


実験 計画 と し て は 、3 有 要因 被験 者 内 計画 を 採用 し た 。 被 験 者 内 
計画 を 採用 し た の は 、 同 一 の 研究 参加 者 内 で 異な る 条件 間 の 
デー タ の 差 を 互い に 効果 的 に 比較 で きる よう に する た めで あ 
る 。 


(上 記 の 内 容 の 詳細 に つい て は 、 資 料 編 を 参照 し て 下さ 
い 。 ) 


ドラ イ ・ イ メー ジ 、 ウ ェ ッ ト ・ イ メー ジ 
- 色彩 と 密度 の 視点 より - 
2008.08 初 出 


物体 、 物 資 は 、 そ の 色 や 密度 の 違い に よっ て 、 ド ライ 、 
ウェ ッ ト に それ ぞ れ 見 えま す 。 ど の よう な 場合 に ドラ イ 、 
ウェ ッ ト に 見 える か 、 イ メー ジ の 違い を まとめ て み ま し た こ 
と 。 ま た 、 人 の 性 格 の 場合 と の 相違 に つい て 、 一 部 触れ て い 
表 お 





ドラ イ ・ イ メー ジ 
ウェ ッ ト ・ イ メー ジ 
2008 年 8 月 
大 塚 い わ お 


Densi 補 度 の 原理 Color 色彩 の 原理 物質 、 物 体 ) 


〇 欠 
〇 坦 


青 ・ 緑 系 の 色 三 水分 、 植物 自生 
可能 ニ ロ ェ ッ ト 


攻 ・ 地 率 の 色 三 砂漠 ・ 熱 


低 密度 = ドラ イ = 水分 の 欠如 ニ ド ラ イ 




















董 ・ 地 率 の 色 三 砂漠 ・ 熱 
= 水分 の 欠如 ドラ イ 





芋 ・ 赤 系 の 色 二 刻 浪 熱 
ー 水 分 の 欠如 ニ ド ラ イ 


商 密 度 な 方 が 、 乾 謙 有 感 、 
和 熱 避 が 、 よ り 視 覚 的 

に 弟 調 され る こと | に な り 、 
低 密度 に 比べ て ドラ イ さ 
が 向上 する ? 














物体 ) 


ウェ ッ ト ・ イ メー ジ (物質 ・ 





ドラ イ ・ イ メー ジ 、 ウェッ ト ・ イ メー 


Densi 密 度 の 原理 





商 密 度 ニ ウェッ ト 


X 


青 ・ 緑 系 の 色 三 水分 ニ ウ ェ ッ ト 


ジ 原 理 ( 人 間 の 性 格 ) 


Color 色 彩 の 原理 (人 間 の 性 格 ) 


赤色 系 の 色 三 肌 の 温もり 、 
血 ニ ウェ ッ ト 


( 〇 
〇 


水色 ・ 青 色 系 の 色 三 冷た い 肌 の 
温もり の 欠如 》 ド ライ 











ドラ イ ・ イ メー ジ ( 人 間 の 性 格 ) 


ウェ ッ ト ・ イ メー ジ (人 人間 の 性 格 ) 


辻 











物体 、 物 資 は 、 そ の 色 や 密度 の 違い に よっ て 、 ド ライ 、 
ウェ ッ ト に それ ぞ れ 見 える 。 


物体 、 物 資 が 、 低 密度 で 、 黄 色 、 赤 色 糸 統 の 色 の 場合 、 ド ラ 


イ に 乾い て 感じ られ る 、 
2 


ドラ イ ・ イ メー ジ と し て 提 え られ 


低 密 度 だ と 、 気 体 分 子 群 同様 、 分 布 す る 点々 の 間 が 開く た 
め 、 ド ライ に 感じ られ る 。 

また 、 黄 色 は 、 水 の な い 砂 漠 や 、 水 を 蒸発 させ 、 乾 燥 させ る 
太陽 光 を 連想 させ 、 赤 色 は 、 水 を 蒸発 させ 、 乾 燥 させ る 熱 、 
太陽 光 を 連想 させ る た め 、 ド ライ に 感じ られ る 。 

た だ し 、 ド ライ ・ イ メー ジ に 関し て は 、 黄 色 、 赤 色 系 統 の 色 
で 、 高 密度 な 方 が 、 乾 燥 感 、 移 熱 感 が 、 よ り 視 覚 的 に 強調 さ 
れる こと に な り 、 低 密度 に 比べ て ドラ イ さ が 向上 する 、 と い 
う よ う な 対立 し た 考え 方 を 取る こと も 可能 で ある 。 


ーー 方 、 物 体 、 物資 が 、 高 密度 で 、 水 色 - 青色 、 緑 色 系 統 の 色 
の 場合 、 ウ ェ ッ ト に 混 っ て 感じ られ る 、 ウ ェ ッ ト ・ イ メー ジ 
と し て 捉え られ る 。 

高密 度 だ と 、 液 体 分 子 群 同様 、 分 布 す る 点々 が 互い に 近づく 
た め 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ る 。 

また 、 水 色 ~ 青 色 は 、 液 体 の 水 を 連想 させ る た め 、 緑 色 は 、 
水分 の ある と ころ に 生え る 植物 の 葉 の 色 を 連想 させ 、 そ れ ゆ 
え 水 の 存在 を 連想 させ る た め 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ る 。 


一 方 、 人 間 の 性 格 と し て は 、。 

・ 低 密度 で 水色 青色 な の が 、 ド ライ と 感じ られ 、 ド ライ ・ 
イメ ー ジ と し て 提 え られ る 。 

これ は 、 低 密度 だ と 、 人 と 人 と の 間 に 隙 間 が 空き 、 他 者 の 温 
か な 体温 を 肌 に 感じ る こと が で きず 、 冷 た い 隙 間 風 を 感じ る 
た め と 考え られ る 。 

また 水色 ~ 青 色 が ドラ イ な の は 、 水 色 ~ 青 色 が 冷た い 水 を 連 
想 し 、 他 者 の 温か な 体温 を 肌 に 感じ る こと が で きず 、 準 た い 
感じ を 持つ た め と 考え られ る 。 


・ 高 密度 で 赤色 な の が 、 ウ ェ ッ ト と 感じ られ 、 ウ ェ ッ ト ・ イ 
パー ジン と し て 所 えら れる 。 

これ は 、 高 密度 だ と 、 人 と 人 と の 間 が 密接 し 、 他 者 の 温か な 
体 濁 を 肌 に 感じ る こと が で きる た め と 考え られ る 。 

また 赤色 が ウェ ッ ト な の は 、 赤 色 が 他 者 の 血 や 温か な 体温 を 
連想 し 、 他 者 の 温か な 体温 を 肌 に 感じ る こと が で き 、 他 者 の 


血 の 通っ た 状態 を 身近 に 感じ も ゃ こと が で きる た め と 考え られ 
る 。 


こう し て 見 て くる と 、 物 資 、 物 体 と 、 人 間 の 性 格 に お いて 
は 、 色 に 関し て 、 ド ライ さ 、 ウ ェ ッ ト さ の イメ ー ジ の 逆転 が 
起き て いる こと が 考え られ る 。 

物資 、 物 体 で は 、 赤 色 は ドラ イ な の に 対し て 、 人 間 の 性 格 で 
は ウエ ツ ド で ある 

物資 、 物 体 で は 、 水 色 ~ 青色 は ウェ ッ ト な の に 対し て 、 人 間 
の 性 格 で は ドラ イ で ある 。 


動画 の 場合 は 、 速 度 で 、 高 速 だ と ドラ イ に 感じ られ 、 低 速 だ 
と ウッ ト に 感じ られ る の で 、 。 


動画 に よる ドラ イ ・ イ メー ジ 、 ウ ェ ッ ト ・ イ メー ジ の 表現 
は 、。 

物質 、 物 体 の 場合 は 、。 

・ 低 密度 (互い に 離れ る こと 。) 

* 高 密度 ( 与 い に 近づく こと 。) 

人 間 の 性 格 の 場合 は 、。 

・ 低 密度 (互い に 離れ る こと 。) 

・ 高 密度 (互い に 近づく こと 。) 


と な る と 考え られ る こと 。 


2005-2008 初 出 


【 性 格 、 能 度 に つい て 】 
ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 行動 様式 に つい て - 0HP 図 


(c)1999.9-2003.3 初 出 


n 呈 少 ド 宏 
行動 様式 に つい て 


ドラ イ な 個体 (気体 分 子 的 〕 


媒 ウェ ッ ト な 個体 (液体 分 子 的 ) 





1999.9-2003.5 大 塚 い わ お 


VS 気体 分 子 





ーー 一 一 栓 [気体 分 子 (ドラ イ ) ] 
運動 エネ ルギー ( 矢 Eh の 長 さ ) 
が 大 きい 


分 子 間 力 (相互 問 の 引 カ ) が 
ほとん ど な い Oo。 


6 [液体 分 子 【 ウ ワウ ェ ッ ト ) ] 
SS、 條 運動 エネ ルギー が 小さ い 
分 子 間 カ 引力 ) が 大 きい 


(まあ ) | カ (引き 合う 力 ) 





Ui 小 


1 
SS 
呈 肪 MA 


くっ つか な い 





リア ウェ ッ ト VS ドラ イ な 人 ・ 物 体 


ーーー [ドラ イ な 人 入 ・ 物 体 ] 
バ パラ バラ に 離れ る 
よく 動き 回 る 


N、・ 物体 」 


定着 し て 動か な い 


A. 心理 的 近接 指 知 
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s ト アト を [ウェ ッ ト な 人 ・ 物 体 ] 
し 8 指 和 大 
We 近 ウ 二 ペタ ペタ で 
た 3 に 





み A11. 集 団 主 義 vs 個人 主義 











の 1 人 団 主 半 ] 
JI た す Se の re 
" 集団 が 自然 に 形成 され る 


p A12. 集 指向 Vs 広域 分 散 指 固 


[広域 分 散 指 [ 
互い に 近づき 合わ ず 、 互 い 
に 広い 領域 に 散ら ば る 

















[密集 指向 ] 
互い に 近づき 合い 、 狭 い 領 
域 に 密集 する 





了 A13. 画 一 (同質 ) 指向 


し 

















[多様 性 の 末 重 ] 
互 い に 近 づき 合わ ず 、 存 在 す 
る 位置 (地点 ) が 多様 で ある 


ーー ご 3 


号 員 Eee 邊 20eGUSSEIUU 細 IE 古 
する 位置 (地点 ) が 、 互 い に 近 い ・ 同 
じ ( 画 一 的 ) で ある 


を A14. 同 調 指向 vs 非 同 調 指向 


テーーーーーー 1 Ph 
: [ 非 同 調 指 各 」 


互い に 近づき 合わ ず 、 存 在 す 
る 位置 (地点 ) を 互い に 合わ せ ”^ へ 、、 
申 Ne PHSS 

















へ 
Sd 


[同調 指向 ] 
人 倫 王 い に 近づき 合 


* 
1 
1 


在 す る 位置 (地点 ) を 、 
せよ うと する 





了 a 15. 
Vs 非 主流 指向 ( 反 権 威 主義 ) 





ーー 一 代 [ 非 主流 指向 ( 反 権 威 主義 ) ] 
存在 位置 に 関し て 少数 派 で か ま 坦 
わな い (主流 派 に 追 耳 し よう と on 
際 誠 伺 ) 


や 
主流 洲 の 枝 . 
在 R * に が ee ビー ここ 
集まり 夫人 存在 位置 に 関し て 、・ 


、 追 随 す る 


p A21. vs 非 関係 指向 





[ 非 関係 指向 


互い に 、 他 者 の 存在 し な い ( 第 三 者 
的 ) 空 間 を 指向 する ge 
\ e 


EESEIgl 
互い に 他 者 を 指向 する 

















み A22. 経 故 指向 vs 非 弘 指向 


[ 非 縁故 指向 ] 
互 い に 、 他 者 と 、 慣 れ た 結び つき プア 


を 持た な い PE 
ル 互い に 離れ る 方 
/、 回 < 














Et 


[縁故 指向 ] 
互い に 、 他 者 と 、 慣 れ た 結び つき 


ノ し! に 相手 を 指 
ど I ロ ES 基 引 
れ な い 


を 持つ 


み A31. 規制 主義 vs 目 由 主義 














由記 世 計 唐 
互い の 間 に 働く 引力 に よる 東 縛 が 
な く 、 自 由 に 動き 回 れる 

















[規制 主義 ] 
互い の 間 に 働 く 引 力 に よっ て 、1 
縛 し 合っ て 、 和 目 由 に 動け な い 


2 
et 





み A41. 相互 依存 指向 vs 目 立 指 知 














[自立 指 向 」 
互 い の 間 に 引力 が 働か 
ず 、 各 上 自 が 自立 し て 動 

















影 人 


ウ み 
[相互 依存 指向 附 の 


互い の 問 に 働く 引 カ に より で ( 
に も た れい 寄り か か "で ぐ -S 
り 合 う 関 係 に 入る 


み A42. 他 律 指向 vs 目 律 指向 











上 EE3 だ | 
0 引力 が 働か な いた め 、 
分 で 目 分 の 進行 方 向 を 決め られ sz 


上 

















EE は IE 
互い の 間 に 引 力 が 働き 、 自 分 の 進 
行方 向 を ひと り で は 決め られ な い 


2 
et 





了 臣 1. 反 プラ イバシー vs プラ イバシー 尊重 


[ブラ イバシー 尊重 ] 
互い に 離れ る た ゆ 、 ブ ライ バシ ー ,.--…-- 
を 侵害 し 合う こと が な い 7 
自分 の 周 団 に ブラ イベ ー ト な ね 2 守 間 

を 大 きく 保つ こと が で きる 還 





[ 反 ブ ライ バシ ー] 
に DD: 
仙人 ツー を 侵害 
分 の 周囲 に ブラ イベ 
半生 FM 


2 “ 
(1 人 
*@) : 


了 A61. あい まい 指向 vs 反 あ いま い 指 向 





| 避 あ L 1 ヨコ 上 1 指 回 


] 

互い の 間 に 引 力 が 働か な いた め 、 

自分 の 進行 方 向 を 率直 ・ 明 快 な 状 ンー 
態 に 保てる 


/ 

















[あい まい 指向 ] 
互い の 間 に 引 力 が 働く こと 


で 、 選 
分 の 進行 方 向 が あい まい (多義 的 ) 


5 





み A62. 非合理 指向 vs 合理 指向 


























[合理 指 条 」 
互 い の 間 に 働く 引力 を 断ち 切っ て 、 


目 分 の 進行 方 向 を 合理 的 に 、 割 り 切 
っ た も の に で きる ル 


[非合理 指向 ] 8 
互い の 間 に 働く 引力 を 断ち 切れ ず 、 
進行 方 向 の 面 で 、 割 り 切 れ な い 

、 2 


全 > 











ma 
[開放 指 司 ] 
形成 する 集団 が 外部 に 対し て 
開い て いる (表面 が な い ) 

















表面 張力 に よ 0 
跳ね 返さ れる 


[ 閑 宮 指向 
形成 する 集団 が 外部 に 対し 
て 閉じ て いる (表面 張力 が 
働い て いる )】 





・ 活動 ・ 移 動 指 知 

















[ウェ ッ ト な 人 ・ 物 体 ] 
指 回 一 小 
ー カ 所 に 定着 し て 動か な い 


ぁみ B11. 静 的 指向 vs 動 的 指向 


[ 動 的 所 和 回 」 
互い の 間 に 働 く 引力 を 振り 切っ て 、 
目 発 的 に 動き 回 れる 

















[ 静 的 指向 ] 
互 い の 間 に 働く 引力 を 振り 切れ ず 、 
自発 的 に 動き 回 る こと が で き な い 


2 
et 





p P12 定 彰 指 阿 
vs 非 定 誠 (移動 ・ 拡 英 ) 指向 


[ 非 定 着 (移動 ・ 拡 散 ) 指 各 ] 
今 い る 地点 に 定着 し よう と せ ず 、 
絶え ず 移 動 、 拡 散 し よう と する 









































[定着 指向 ] IS 
今 い る 地点 に 定着 し よう と する 6 


す 


を B13. 前 例 指 向 vs 独創 指向 








[独創 指 回 」 
今 ま で いた 領域 か ら 飛 び ば 出 し て 、 
未知 の 領域 に 進 も うと する 

















[前 例 指向 ] 
今 ま で いた 領 壇 に と とどまる ろう と す 


(。 り 


代 シ 





(c)1999-2003 初 出 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 性 格 の 人 に な る に は 。 


2000-2003 初 出 


皆さん が 、 ド ライ な いし ウェ ッ ト な 性 格 の 人 に な ろう と 思っ 
た ら 、 以 下 の 表 に 書か れ て いる よう な 態度 を 、 日 頃 取 る よう 
に 心がけ る こと を お 勧め し ます 。 


表 11 


ドラ イ ウェ ッ ト ょ 人 - 六 人 





ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 行動 様式 詳細 分 類 と 説明 


(c)1999.7 こ 2005.2 初 出 


筆者 が 抽出 し た 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト の 次 元 上 に 乗っ て いる と 
想定 され る 対人 行動 の 様式 は 、 以 下 の 表 の よう に 分 類 可能 で 
ある 。 


表 12 


以下 で は 、 上 記 整 理 結 果 を も と に 、 具 体 的 に どの よう な 人 間 
2 表 式 が 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ と 関連 が ある か に つい 

、 詳 細 に 説明 する 。 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 行動 様式 の 詳細 な 
間 還 0 の に 移動 性 の 有無 、 心 理 的 に 
近接 する 指向 の 強弱 に よっ て 説明 で きる か も 含め 、 一 通り 迷 
べ る 。 


A . 心 理 的 近接 指向 (ウェ ッ ト ) - 非 近接 指向 (ドラ イ ) 
他 者 と 心理 的 に 近づく こと 。 (距離 を 縮め る こと 。) くっ つ 
いて 、 離 れ よ うと し な い 指 向 の 強 さ に 関す る こと 。 


〇 ⑨A 1 . 他 者 と の 心理 的 位 殴 の 同一 ・ 共 通化 (ウツ ウェット) - 
相違 ・ 差 異化 (ドラ イ ) 

心理 的 に 他 者 の いる と ころ へ 行こ う ・ 集 まろ うと する か どう 
か に つい て の 次 元 が 存在 する 。 す な わ ち 、 他 者 と 心理 的 に 近 
接する た め に は 、 他 者 と 同じ と ころ (心理 的 位置 ) を 占め る 
必要 が あり 、 そ の た め に 人 々 は 集団 を 作っ た り 、 密 集 し た 
り 、 同 調 行動 を 取っ た りす る 。 


oA1 . 1 集団 主義 (ツェ ッ ト ) - 個 人 主義 (ドラ イ ) 


[説明 ] 


各個 人 に 、 心理 的 な 引力 、 他 者 へ と 心理 的 に 近接 し よう と す 
る 考え が 働い て いる 状態 で は 、 個 人 同士 は 、 互 い に く っ つき 
含 う こと で て 上 王 い に まとまり を 作る 。 一 つ に 集まる こと 。 


(それ を 好む こと 。) 心理 的 に 互い に 接近 し 合う こと 。 そ の 
こと で 、 各 人 が 一 つの 集団 ・ 団 体 の 中 で 、 互 い に 心 理 的 に 
くっ つい て 一 体 化 し 、 融合 する こと に な る 。 い っ た ん くっ つ 
合っ て 集団 を 作る と 、 そ の 中 で 互い に 引き 合い 、 ま と まり 
合う 力 が 働い て 、 み ん な 一 緒 に いよ うと する 。 集団 を 作っ て 
互い で ひと まとまり で いる 状態 を 維持 し よう と し 、 集 団 を 割 
ろう と する 力 を 舎 定 し よう と する こと 。 こ うし た 集団 内 で 
は 、 人 々 を 集団 に 引き 止め る 力 (集団 江 集 性 ) が 働い て お 
り 、 集 団 ・ 団 体 で い 続 け よ うと し 、 集 団 全体 の 動き を 、 自 分 
個人 の 動き より も 車 要 視 す る よう に な る 。 こ れ は 、 集 団 全体 
の 利益 を 、 自 分 個人 の それ より も 、 優 先 し よう と する こと に 
つなが る 。 中 に いる 個人 が 外 に 独り で 出 よ うと する こと 。 
(脱退 し よう と する こと 。) それ と 、 そ れ と 反対 方 向 に 力 が 
働い て 、 集 団 の 中 に 引き 戻 そ うと する 。 こ の よう に 、 互 い に 
集まり 、 ま と まっ て 動 こ うと する こと を 、 集 団 主 義 と 呼ぶ な 
ら ば 、 集 団 主義 は 、 互 い に 心 理 的 に 近接 し ひと まとまり に な 
0 と を 指向 する 点 、 ウ ェ ッ ト な 行動 様式 と 言え る 。 


一 方 、 各 個人 に 、 他 者 へ と 近接 し よう と する 考え が あま り 働 
か な いと 、 個 人 同士 は 、 互 い に 近 づき 合っ て 集まる こと な 
く 、 互い に パラ バラ に 離れ た まま で いよ うと する 。 互いに 

人 ずつ 個別 に パラ バラ に 動 こ うと する こと 。 し た が っ て 、 集 
・ 団 体 は 、 目 的 が な い 限 り 自 然 に は 発生 し な い 。 い っ た ん 
で きた 集団 を 割る こと も 平気 で ある 。 個 々 人 は 、 以 下 の こ と 
が で きる 。 周 囲 か ら の 引力 を 気 に せ ず に 、 単 独 (ひと り ) で 
自由 に 動き 回 る こと 。 (自分 自身 の 動き や 進行 方 向 を 決定 す 
る こと 。) 個々 人 は 、 周 囲 の 他 者 と は 別 の 道 を 突き 進む こと 
が で きる 。 そ の 点 で 、 自 分 個人 の 動き や 利益 を 優先 する こと 
が 可能 で ある 。 集団 外 に 抜け 出 そ う と する と き に 、 周 囲 の 他 
者 か ら 、 そ れ を 引き 止め よう と する 引力 が 働か な い の で 、 簡 
単に 脱退 で きる 。 こ の よう に 、 互 い に 一 人 ずつ 単独 ・ 個 別に 
バラ バラ に 存在 し よう と し た り 動 こう と する こと を 、 個 人 主 
義 と 呼ぶ な ら ば 、 個 人 主義 は 、 互 い に 離 れ て 、 心 理 的 に 近接 
する こと を 指向 し な い 点 、 ド ライ な 行動 様式 と 斉 える 。 


oA 1 . 2 密集 指向 (ウェ ッ ト ) - 広域 分 散 指向 (ドラ イ ) 


[説明 ] 


各個 人 に 、 他 者 へ と 心理 的 に 近接 し よう と する 考え が 働い て 
いる 状態 で は 、 各 人 は 互い に 近づき 、 く っ つき 合う こと で 、 
相手 と の 距離 が な く な る 方 向 に 進む 。 相 互 に 隅 て の な い 方 向 
義人 と で 、 互 い に 、 大 部 屋 の よう に 、 了 て の な 

、 狭 い 空 間 に 、 互 い に ひ と まとまり に な っ て 密集 する よう 
5 の の 0 昌 お m り に し 生 箇 の ピロ 
こと に な り 、 視 野 が 狭く な る 。 あ る い は 、 互 い の 間 に 十分 な 
距離 を と っ て 眺め る こと が で き な い た め 、 客 観 性 に 欠け る こ 
と に な る 。 互いに より 高い 密度 で まとまる こと を 指向 する た 
め 、 権 限 な ど が どん どん 皆 が 集まる 中 央 に 集中 する こと 。 
(中 央 集権 。) それ が 、 周 辺 に 広がっ て 行こ うと し な いこ 
と 。 こ の よう に 互い の 距離 を 小さ くす る 指向 は 、 密 集 指 向 と 
いう 言葉 で まとめ る こと が で き 、 ウ ェ ッ ト な 行動 様式 と 言え 
る 。 


一 方 、 各 個人 が 他 者 へ と 心理 的 に 近づこ うと する 度合 い が 小 
さい 場合 、 互 い に 近 づき 合っ て まとまり 合う こと が 少な い 

分 、 よ り 低 い 密 度 で 広い 空間 内 に 、 互 い に 分 散 し て (距離 を 
大 きく 取っ て 、 離 れ て ) 存在 する こと 。 仮 に 分 布 可能 な 領域 
が 狭い 場合 、 人 々 は 、 個 室 に いる こと 、 す な わ ち 、 壁 や ドア 
還 つ (6。 他 者 の いる 空 “ 間 か ら 隔 離さ れる こと 。 ( 他 者 の い 
る 場所 か ら の 距離 を 大 きく 取る こと 。) それ ら の こと を 指向 
する こ と 。 邊 (の 、 一 度 に 広い 範囲 の 
も の ご と を 見 る こ と が で き 、 視 野 が 広い 。 互い の 間 に 十 分 な 
距離 を と っ て 眺め る こと が で きる た め 、 も の の 見 方 に 客観 性 
が ある 。 互いに より 低い 密度 で 周辺 に 広がっ て いく こと を 指 


向 す る た め 、 権限 な ど が どん どん 地方 に 分 散 し て いく こと 。 
(地方 分 権 。) この よう に 、 互いに 距離 を 大 きく と っ て 、 分 
散 し て 分 布 す る こと へ の 指向 は 、 広 域 分 散 指向 と いう 言葉 で 
まとめ る こと が で き 、 ド ライ な 行動 様式 と 斉 え る 。 


oA1 .3 画 一 (同質 ) 指向 (ウェ ッ ト ) - 多 様 性 の 条 重 ( 異 
質 指 向 ) (ドラ イ ) 


表 15 


[説明 ] 


各個 人 に 、 他 者 へ と 心理 的 に 近づこ うと する 考え が 働い て い 
る 場合 、 心 理 的 に 近接 し よう と する こと で 、 互 い に 心 理 的 に 
同じ と ころ (同じ 位 賞 ・ 場 所 ) に 集中 し て いる よう に し よう 
と する こと 。 互い に 存在 する 位 帝 を 同じ に し よう と する こと 
(共通 に し よう と する こと ) 。 物理 的 ・ 心 理 的 に 互い に 同一 
の 位 連 を 集中 し て 占め よう と する こと で 、 互 い に 画 一 的 な 状 
態 で 横並び する こと に な る こと 。 存在 位 莉 が 画 一 化し た 状態 
で ひと まとまり に な る 。 そ の た め 、 そ こ か ら 一 人 別 の 位 交 に 
行こ うと する こと 。 (存在 位 賞 の 点 で 個性 的 あろ うと する こ 
と 。) そう し た こと を し な いこ と 。 ( 没 個性 的 で ある こ 

と 。) また 、 画 一 的 な 自分 た ちの 中 で 個性 的 に な ろう と する 
こと 。 (自分 た ちと は 別 の 仁 賞 を 占め よう と する こと 。) そ 
うし た 個人 の 存在 。 そ れ ら を 、 認 め よ うと せ ず 、 自 分 た ちの 
いる 位 首 へ 引っ 張り 込 も うと する こと 。 (異な る 意見 の 持ち 
主 に 対し て 覧 容 で な いこ と 。) この よう に 、 互 い に 心 理 的 に 
同一 の 存在 位置 に いる こと を 指向 する こと は 、 画 一 指向 ( 同 
質 指向 ) と いう 言葉 で まとめ る こと が で き 、 ウ ェ ッ ト な 行動 
様式 と 言え る 。 牙 が 同じ 心理 的 存在 位置 を 取る こと は 、 そ の 
位 首 に 旨 が 密集 する こと で あり 、 そ の 点 、 密 集 指向 と も 関係 


が ある 。 


一 方 、 各 個人 が 他 者 へ と 心理 的 に 近接 し よう と する 上 度合い が 
小さ い 場 合 、 人 々 は 相互 に 引き 付け 、 ま と まり 合う 度合 い が 
少な く 、 存 在 する 位 連 が 、 互 い に バ ラバ ラ に 離れ て いる こ 

と 。 (多様 で ある こと 。) それ ら を 許容 する こと 。 空 間 内 で 
の 分 布 の は ずれ 値 が 多い こと 。 (分 布 の 幅 が 大 きい こと 。) 
互い に 相手 と は 異な る 独自 の 位置 に 存在 する 、 と いう 思い か 
ら 、 自 分 と は 異な る 意見 の 持ち 主 の 存在 に 対し て 芽 容 で あ 

る 。 こ の よう に 心理 的 に バラ バラ ・ 多 様 な 位 軸 を 占め る こと 
を 指向 する こと は 、 多 様 性 の 尊重 な いし 異質 指向 と いう 言葉 
で まとめ る こと が で き 、 ド ライ な 行動 様式 と 吉 え る 。 各 自 が 
互い に 離れ た 別々 の 心理 的 存在 位 連 に いよ うと する こと は 、 
各自 の 居場所 が 心理 的 に 広く 分 散 し て いる と 言え 、 広 域 分 散 
指向 と も 関係 が ある 。 


oA1 . 4 同調 指向 (ウェ ッ ト ) - 反 同調 指向 (ドラ イ ) 


表 16 


[説明 ] 


自分 の 行動 や 進行 方 向 を 周囲 の 他 者 に 合わ せよ うと する こ 

と 。 (互い に 同じ に し よう と する こと 。) 同調 へ の 指向 。 そ 
れ ら は 、 周 囲 の 他 者 と 心理 的 な 位 連 を 同じ くし よう と し て 、 
近づき 合う こと を 意味 する 。 同 じ 心 理 的 位 賀 を 共有 する 仲間 
の 数 が より 多く 集まる こと で 、 そ の 心理 的 位 連 に お ける 人 口 
密度 が 高まる 。 そ れ は 、 個 人 間 に 心 理 的 引力 が 働い て 、 そ の 
結果 、 同 一 の 心理 的 位 連 に 各 人 が 密集 し た こと を 指す 。 周 囲 
の 他 者 と 同じ こと を し よう と する こと 。 (周囲 の 他 者 の 真似 
を する こと 。) それ ら は 、 以 下 の こ と を 意味 する 。 心理 的 に 
互い に 同質 化し て 近づこ うと する こと 。 (同一 の 位 資 を 占め 


よう と する こと 。) 意見 の 同じ 者 だ け で ま と ま ろ うと すず する の 
も 、 相 互 の 心理 的 同質 性 を 確保 し て 、 心理 的 に 同じ 位 置 を 持 
つこ と で 、 互 い に 一 体 ・ 融 合 化し よう と する 次 勢 の 現れ で あ 
る 。 一 人 だ け 孤 立 す る の を 避 け て 没 個性 的 で あろ うと する の 
も 同じ 行動 様式 で ある 。 こ うし た 指向 の 持ち 主 は 、 だ れ か と 
一 緒 に いな いと 不安 で 仕方 が な い 。 孤 独 に 耐え られ な いこ 

と 。 こ れ ら の 行動 様式 は 、 い ずれ も 、 心 理 面 引 力 を 働か せ 

て 、 互 い に ひ と まとまり に な っ て 心理 的 に 同じ と ころ に いよ 
うと する 動機 を 含ん で いる 。 こ の よう に 、 周 囲 の 他 者 と 行動 
を 同調 させ る こと へ の 指向 、 す な わ ち 同調 指向 は 、 周 囲 の 他 
者 と 互い に 心理 的 に 同一 の 位 連 を 保持 する こと に つなが り 、 
ウェ ッ ト な 行動 様式 と 言え る 。 


各自 が 他 者 へ と 心理 的 に 近接 し よう と する 度合 い が 小 さい 環 
境 下 で は 、 個 人 は 、 心 昌 面 で 、 表 い に ひと まとまり に な ろう 
と する 引力 か ら 自 由 に な っ て 、 互 い に 別 々 の (違っ た こ 

と 。) 、 独 自 の (個性 的 な こと 。) 位置 を 確保 する こと が 可 
能 で ある 。 周 囲 の 他 者 と 心理 的 位置 を 共有 する 方 向 へ の 引力 
が 働か な い の で 、 行 動 を 周囲 の 他 者 に 合わ せよ うと する こと 
が な い (周囲 の 旨 と 違っ た こと を する 、 他 人 の 真似 を し な い 
こと 。 周 閉 か ら の 孤立 を 菅 れ な いこ と 。) この よう に 、 周 囲 
の 他 者 に 行動 を 同調 させ な いこ と へ の 指向 ( 反 同 調 指向 ) 
は 、 周 囲 の 他 者 と 心理 的 な 近接 を 行 せ うと し な い 点 、 ド ライ 
な 行動 様式 と 言え る 。 


oA 1 . 5 主流 指向 (権威 主義 ) (ウェ ッ ト ) - 非 主流 指向 
( 反 権威 主義 ) (ドラ イ ) 
[ 例 ] 


表 17 


[説明 ] 


主流 と は 、 相 対 的 に より 多数 の 人 々 が 既に 集まっ て いる 方 の 
集団 の こと で ある 。 そ うし た 主流 を 指向 する の は 、 皆 が 既に 
大 勢 集まっ て いる と ころ (メジ ャ ー な と ころ ) に 自分 も 行っ 
て その 仲間 に 加わ ろう と する こと を 意味 する 。 そ うし た 、 婚 
に 人 数 が た くさ ん いる 多数 派 ・ 主 流派 と 一 緒 に な ろう と する 
主流 、 メ ジャ ー 指 向 は 、 心理 的 に は 、 既 に 人 々 が 沢山 密集 し 
て いる 位 連 と 、 自 分 の いる 位 連 を 合わ せよ う 、 同 じ に し よう 
と する こと に な り 、 よ り 大 勢 と 互い に 近接 し 、 く っ つこ うと 
する 点 、 ウ ェ ッ ト な 行動 と 言え る 。 


権威 ある 者 (例え ば 、 有 名 大 学 医 学部 の 教授 や 、 高 級 ブ ラン 
ド 品 の デザ イナ ー) は 、 そ の 周囲 に 既に 心理 的 追従 者 が 沢山 
集まっ て お り 、 そ の 存在 を 上 既 に 揺るぎない も の と し た 多数 派 
(主流 派 ) の 中 で の 中 心 人 物 と し て 位 連 づ けら れる こと 。 そ 
うい う 意 味 で 、 権 威 あ る 者 の いる 辺り は 、 最 も 心理 的 な 人 口 
密度 が 高い 。 権 威 を 合 じ る こと は 、 心理 的 な 高 人 口 密度 の 中 
こ 参 加 で きる こと を 約束 する も の で ある 。 権威 ある と され る 
者 の いう こと を 値 じ た り 、 後 追い を し た り し や すい こ 
(権威 ある 商品 ブラ ン ド に 対す る 信仰 な ど 。 ) それら は 、 心 
理 的 距離 補 SD お 2 
いと ころ に 自分 も 行き た い 、 密 集 し た いと 考え や すい こと を 
指し 、 互 い に 集まり 合う と いう 、 心 理 的 引力 を 行使 する こと 
に つなが る 点 、 主 流 指向 の 一 形態 で あり 、 ウ ェ ッ ト な 行動 様 
表 あ の 詰 和夫 る 。 


主流 を 指向 し な いこ と 。 ( 手 主 流 で あろ う 、 マ イナ ー 指 向 で 
あろ うと する こと 。) それ ら は 、 少 数 派 で 構わ な か いと いう 行 
動 様 式 で ある 。 人 が あま り 集 まっ て いな い 、 閑 散 と し た 方 に 
行こ うと する こと で ある 。 閑 散 と し た と ころ は 、 人 口 密度 の 
低い 、 人 々 が あま りお ら ず 、 互い に 離れ て いる と ころ を 指 
し 。、 補 うし だ と どころ に 行く こと を 垢 向 ず る 、 非 手 流 、 マ イ 
ナー 指向 の 行動 様式 は 、 ド ライ な 行動 様式 で ある と 喜 え る 。 


権威 を 信じ な いこ と は 、 権 威 に 引き 寄せ られ た 多数 派 (主流 
派 ) の 人 々 の 中 に 進ん で 入ろう と し な いこ と で あり 、 あ えて 


主流 に 入ら な い 、 集 まろ うと し な いで 、 独 自 の 道 を 歩も うと 
する 行動 様式 で ある こと 。 心理 的 距離 空間 内 に お いて 、 以 下 
の と ころ に 集 ま ろ うと し な い 、 距 離 を 取 ろ うと する 行動 で あ 
る 。 

他 者 が 密集 し て いる と ころ 。 (権威 ある 者 や 彼ら が 作っ た 商 
品 の ある と ころ 。) 

その 点 、 丘 主 流 指向 の 一 形態 で ある と 言え る こと 。 こ れ は 、 
ドラ イ な 行動 様式 で ある 。 


(追記 ) 

な お 、 身 分 と の 関係 に つい て は 、 上 流 階 級 が 、 そ の 社会 の 中 
で より 主流 の 重要 な 位 暫 を 占め て お り 、 一 方 下層 隊 角 は 、 マ 
イナ ー な 、 目 立た な い 疾 主 流 の 地位 に 追い や られ て いる 。 


上 流 階 作 を 指向 する こと 。 (例え ば 、 上 流 階 級 の 文化 を 自分 
も 真似 よう と する 高級 指向 。) そう し た 行動 は 、 社 会 的 主流 
派 に 属し よう と する 、 す な わ ち 、 隅 が 憧れ 行き た が る 、 集 ま 
り た が る 社会 的 位 資 に 自分 も 行う と する 行動 で や あり 、 そ の 
記 ウ ェ ッ ト で ある と 言 える 。 


また 、 身 分 の 上 下 に うる さく こだわ り 区 別 す る 態度 は 、 自 分 
が 社会 的 に 停 い = 権威 が ある 、 主 流 で ある か どう か に こだわ 
る こと で あり 、 主 流派 の 価値 観 に 染まっ て いる こと を 示す 。 
その 点 、 主 流 指向 で あり 、 ウ ェ ッ ト で ある と 言え る こと 。 


こう し た 身分 の 上 下 を 区 別 す る こと へ の 指向 の 強 さ と 、 当 人 
が 実際 に 属し て いる 身分 の 高 さ と は 、 必 ず し も 一 致し な いと 
見 られ る 。 例 えば 、 日 本 に お いて 、「 お 上 」 = 官公 庁 の 権威 
に 対し て 恭順 する 態度 を 取る 下層 階級 の 庶 攻 は 、「 お 上 」 = 
「 官 」 と いう 組織 が 持つ 、 主 流 の 価値 を 無 批 刈 に 受け 入れ 、 
それ に 合わ せよ うと し て いる 点 、 例 え 、 そ の 所 属 が 非 主流 で 
あっ て も 、 主 流 指向 で あり 、 ウ ェ ッ ト で ある 。 


⑨ A 2 . 他 者 と の 関係 ・ 縁 故 の 構築 (ウツ ウェット) - 丘 構築 
(ドラ イ ) 

他 者 と の 間 に 関 係 ・ 経 故 を 積極 的 に 築 こ うと する か どう か に 

つい て の 次 元 が 存在 する 。 互 い に 心 理 的 引力 に よっ て 他 者 を 

指向 する 者 同士 が 、 互 い に 指向 し 合っ た 他 者 と 新た に 心理 的 
に 結合 ・ 接 続 し た 状態 を その まま 維持 する こと で 、 縁 故 を 作 
り 出 す 。 


oA 2 . 1 関係 ・ 接 続 指 向 (ウェ ッ ト ) - 疾 関 係 ・ 切 断 指向 
(ドラ イ ) 


表 18 


[説明 ] 


各個 人 に 、 他 者 へ と 心理 的 に 近接 し よう と する 考え が 働い て 
いる 状態 で は 、 個 人 は 互い に 自分 が 他 者 を 引力 に よ っ て 自分 
の も と へ と 引き 寄せ る 、 あ る い は 他 者 に 近づく こと で 、 互 い 
に 他 者 を 指向 する こと に な る 。 他 者 と 互い に 引き 付け 合い 、 
近づき 合う 関係 に 入る こと を 重視 する よう に な る こと 。 (人 
間 関係 その も の を 重視 する こと 。) 相互 に 中 き 付 け 合う こ 

時 の に の PHー 
と で 、 触 れ 合 う よ う に な る こと を 好み 、 そ の 結果 、 相 互 の 関 
係 は 親密 か も の と な る 。 互い に 近 い 距 離 に いる 、 同 じ 位 置 を 
共有 する よう に な り 、 心 理 的 な 面 か ら は 互い に 共感 し 合う 状 
態 に な る 。 自 分 と 他 者 と が 、 互 い に 引 き 付 け 合 っ て 心理 的 ・ 
物理 的 に 一 体 化す る こと を 望み や すく な る こと 。 ( 愛 と いう 
言葉 を 使う の を 好む こと 。) 互い に 心理 的 に 近い 存在 に な ろ 
うと する た め に 、 周 囲 の 他 者 に 気に入ら れ よ うと し た り 、 よ 
い 印 象 を 紀 え よう と 気 に し た りす る こと 。 あ る い は 、 自 分 の 
内 面 を 他 者 に 対し て 積極 的 に 開示 し て 、 互 い に 相 手 と 関心 を 
共有 し よう と する こと 。 (その こと で 心理 的 に 同じ 位 買 を 占 


め よ う 、 心理 的 に 近づこ うと する こと 。) この よう に 相手 と 
の 関係 を 積極 的 に 築 こ うと する こと 。 (結合 、 接 続 し よう 、 
科す 
う 言葉 で まとめ る こと が で き 、 ウ ェ ッ ト な 行動 様式 と 言え 

る 。 関係 指向 は 、 他 の 人 間 を 証 接 の 指向 対象 と する こと か 

ら 、 人 間 指 向 と いう こと も で きる 。 


各個 人 が 、 周 囲 の 他 者 と 心理 的 に 近づこ うと し な い 状 態 で 

は 、 互 い を 引力 に よっ て 引き 寄せ 、 近 づき 合う 、 互 い に 他 者 
(人 間 ) を 指向 する と いう 契機 に 欠け る こと 。 そ の 点 で 、 人 
間 関 係 を 何 か の 手段 と し て し か みな いこ と 。 相互 に 引き 付け 
合っ て 近づく こと が な いた め 、 他 人 と の 触れ 合い を 好ま ず 、 
人 付き 合い の あり 方 が よそ よそ し い 。 互い に 心理 的 に バラ バ 
ラ な 位 盗 に いる の で 、 互 い に 共感 し 合う こと が 少な いし 、 相 
理 間 の 配慮 も 少な い (足り な いこ と 。) こと 。 互いに 相 手 と 
関心 を 共有 し よう と いう こと が な いた め 、 自 分 の 内 面 を 相手 
に 開示 し た が ら な いし 、 相 手 に あえ て 気に入ら れ よ うと する 
こと も な い 。 自 分 た ち 人 間 と は か け 離 れ た 、 和 無機物 を 指向 す 
る 。 こ の よう に 、 王 い に 旬 的 に 陵 れ た まま で いよ うと し 

て 、 他 者 と の 関係 を 築く こと を 指向 し な いこ と 。 (な いし 、 
相手 と の 関係 を 切る 、 断 つこ と を 指向 する こと 。) それ ら 

は 、 疾 関係 指向 な いし 切断 指向 と いう 言葉 で まとめ る こと が 
で き 、 ド ライ な 行動 様式 と 埋 え る 。 


oA 2 . 2 縁故 指向 (ウェ ッ ト ) - 間 経 故 指向 (ドラ イ ) 


[説明 ] 


個人 同士 が 互い に 心理 的 な 引力 に よっ て 、 く っ つき 合う こ 
と 。 (心理 的 に 一 体 化し 合う こと 。) そう し た 状態 に な る の 


を 繰り 返す こと に よっ て 、 人 と 人 と の 間 の 結合 connection 自 体 
に 慣れ が 生じ る こと 。 (結び つい た 状態 が 日 常 化し 、 癒 着 が 
生じ る こと 。) 人 間 同 士 が 互い に 慣れ た 結び つき を 持っ て 、 

互い に 引力 を 及ぼ し て いる 状態 が 「 縁 故 が ある 」 こ と に な 

る 、 と 考え られ る 。 相 互 に 心理 的 に 近づく お か げ で 人 間 同 士 
が 強い 紐 帯 、 癒 着 を 持つ に 至る こと が 可能 と な る 。 相互 問 の 
引力 に よっ て 互い に 結び つい て いる こと が 当然 と な っ た 人 間 
同士 の 関係 は 、 血 縁 関係 で 結ば れ た 家族 同様 の レベ ル ま で 深 
まる こと も し ば し ば で あり 、 そ の と き に は 、 家 族 的 な 雰囲気 
を 現す よう に な る 、 と 考え られ る こと 。 ( 実 の 親子 と 擬制 す 
る 親分 子 分 関係 な ど ) この よう に 相互 問 の 強い 結合 が 日 常 

化 ・ 長 期 化 する こと を 指向 する の は 、 経 故 指向 と いう 言葉 で 
まとめ る こと が で き 、 ウ ェ ッ ト な 行動 様式 と 言え る 。 


各自 の 持つ 、 他 者 に くっ つこ うと する 引力 が 小さ いと 、 他 者 
と の 結合 connecton が 生ま れ に くく 、 縁 故 が で き に くい 。 人 間 
同士 の 紐 帯 、 癒 着 が 弱い 。 あ る い は 、 人 付き 合い の レベ ル が 
浅く 、 家 族 的 で な い 。 相 互 問 の 結合 が 生じ に くい 状態 を 指向 
する の は 、 疾 縁故 指向 と いう 言葉 で まとめ る こと が で き 、 ド 
ライ な 行動 様式 と 斉 える 。 


⑨⑤ A 3 . 行動 決定 の 自由 (ドラ イ ) - 不 自由 (ウェ ッ ト ) 
自分 の 思っ た 方 向 に 自由 に 行く こと が で きる か どう か に つい 
て の 次 元 が 存在 する 。 互 い の 間 に 心理 的 に 近接 し よう と する 
引力 が 働い て いる と 、 そ の 引力 が し が ら み と な っ て 、 人 々 は 
心理 的 に 自由 に 動け な く な る 。 


oA3 . 1 規制 主義 (ウェット) - 自 由 主義 (ドラ イ ) 


表 20 


[説明 ] 


各個 人 が 他 者 に 対し て 心理 的 に 近づこ うと し て 働か せる 引 カ 
が 大 きい と 、 そ の 引力 が し が ら み と な っ て 、 各 人 は 、 自 分 の 
当初 進み た いと 思う 方 向 へ 向かっ て 、 自 由 に 動き 回 る こと が 
で き な く な る 。 心理 的 引力 は 、 個 人 同士 の 互い の 動き を 、 互 
い に 近 づき 合っ て 、 牽 制 ・ 人 0 
る こと 。 ( 足 を 引っ 張り 合う ) こう し た 相互 の 動き を 
縛り 合 PP 1h 「 規制 」 が ある 状 
態 で ある 。 人 間 関 係 に お いて 、 互 い の 間 に 引力 が 働い て いる 
と 、 そ れ が 人 間 同 士 の 自由 な 行動 を 抑え 込む 力 と な っ て (し 
が ら み と な っ て ) 、 身 動き が 取れ な く な る 。 
個人 同士 の 間 に 引 力 が 働い て いる 状態 で は 、 一 人 が 周囲 か ら 
外れ た 行動 を 起こ そう と する と 、 周 囲 の 他 者 か ら の 、 相 手 が 
一 人 本 れ て 行く こと を 許さ な い 、 一 緒 に くっ つい た まま で い 
よう と する 引力 に よっ て 、 そ の 行動 を 規制 され る 。 こ れ が 、 
中 の 引っ 張り 合い や 、 し が ら み が ある 、 行 動 の 自由 が な い 、 
と 行動 を 起こ し た 本 人 に 感じ られ る も と と な る 。 
心理 的 引力 の 存在 する 状態 で 、 一 人 が 行動 を 起こ す と 、 引 カ 
が 働い て いる た め 、 周 囲 の 他 者 が つい で に 引っ 張ら れ て し ま 
うな ど 影 響 が 広く 及ぶ た め 、 行 動 を 起こ し た 結果 (例え ば 失 
敗 ) に つい て の 責任 は 、 行 動 を 起こ し た 本 人 一 人 の み に 限 定 
され ず 、 周 囲 の 費 の 連 淀 責任 と 見 な すこ と に な る 。 こ うし た 
状況 で は 、 個 人 が 単独 で 自由 行動 を 完遂 する の は 不可 能 で あ 
る 。 そ の た め 、 周 囲 の 他 者 が 同意 し な い 限 り 行 動 を 起こ さ な 
い 、 と いっ た 方 策 が 取ら れる こと に な る 。 
心理 的 引力 が ある 集団 内 で は 、 一 人 だ け の 抜け 駆け が で き な 
く な る 。 一 人 が 抜け 又 け し よう と する と 、 引 力 が 、 抜 け 駐 け 
し よう と する 本 人 と 周囲 の 他 者 と の 問 に 働い て 、 周 囲 の 幾 人 
か も それ に つら れ て 動い て し まっ た り 、 周 囲 の 他 者 が 抜け 駆 
けし よう と する 本 人 に 対し て 、 自 分 た ちの 中 に 引き 戻 そ うと 
する 力 を 働か せよ うと する た めで ある 。 一 人 だ け で 動 こ うと 
し て も 、 周 囲 の 他 者 と の 間 に 働く 、 複 数 の 互い の 近 さ を 維持 
し よう と する 心理 的 引力 が し が ら み と な っ て 、 自 由 に 動け な 
9 
この よう に 互い の 動き を 規制 し 合う 状態 を 指向 する こと は 


規制 主義 と いう 吾 葉 で まとめ る こと が で き 、 ウ ェ ッ ト な 行動 
様式 と 吉 え る 。 


一 方 、 個 人 が 他 者 に 対し て 働か せる 心理 的 引力 が 小さ いと 、 
個人 同士 は 、 互 い に 近 づき 合っ て 、 東 縛 ・ 牽 制 し 合う こと が 
あま りな い (人 間 関 係 の し が ら み が な く 、 自 由 に 身動き で き 
る 。) こと 。 月 分 が ある 方 向 に 硬 こ ご うと し た と き に 、 い に 
引力 で 相手 の 足 を 引っ 張り 合う こと な く 、 だ れ に も 規制 され 
ず に 自由 に 動き 回 る こと が で きる 。 一 人 一 人 が 、 互 い に 周 囲 
の 状況 か ら 独立 し て (抜け 駆け し て な ど ) 、 自 由 に 自分 の 行 
きた い 方 向 へ と 、 常 に 進む こと が で きる こと 。 (互い に 自由 
に 行動 する こと を 許す こと 。) そう し た 行動 を 起こ し た 結果 
に 対す る 責任 は 、 行 動 し た 本 人 に の み 限 定 す る こと が 可能 で 
ある 。 こ の よう に 互い に 自由 に 動き 回 れる 状態 を 指向 する こ 
と は 、 自 由 主 義 と いう 吉 葉 で まとめ る こと が で き 、 ド ライ な 
行動 様式 と 言え る 。 


〇 A 4 . 行動 の 自己 決定 (ドラ イ ) - 疾 決定 (ウツ ウェット) 
自分 の 行動 の 決定 が 自分 だ け で で き る か どう か ( 他 者 の 意 同 
に 沿う 必要 が ある か どう か 。) に つい て の 次 元 が 存在 する 。 
心理 的 な 引力 が 働い て いる と 、 互 い に 自分 の 行動 が 自分 一 人 
で は 決め られ ず 、 周 囲 の 他 者 の 動向 次 第 に な っ て くる 。 


oA 4 . 1 相互 依存 指向 (ウェ ッ ト ) - 独 立 ・ 自 立 指 向 (ドラ 
イ ) 


表 21 


[説明 ] 


各個 人 が 周囲 の 他 者 に 対し て 心理 的 に 近づこ うと し て いる 状 
態 で は 、 互 い に 引 き 付 け 、 く っ つき 合う こと で 、 互 い に 相 手 
に 寄り か か りあ う 、 す な わ ち 、 相 互 に も た れ 合 う 関 係 に な 

る 。 心理 的 引力 が 強い と 、 自 分 の 行動 が 相互 に 相手 の 行動 次 
第 で 決ま る よう に な る 。 自 分 の 行動 が 相手 の 動き に 依存 す 

る 。 自 分 の あり 方 を 決め る の に 、 相 手 へ 心理 的 に 寄り か か る 
度合 い が 増 える 。 相 互 に 寄り か か りあ うこ と で 、 互 い に 相手 
の 状態 に 依存 し 合う こと に な る こと 。 互い に 、 相 手 に 寄り す 
が ろう と する こと に な り 、 そ の 点 依頼 心 (甘え ) が 強く な 

る 。 言 い 換 えれ ば 、 心理 的 引力 が 強い と 、 自 分 の 行動 が 相互 
に 相手 の 行動 次 第 で 決ま る よう に な る 。 そ の 人 点 、 自 分 の 行動 
が 相手 の 動き に 依存 する 。 す な わ ち 、 行 動 が 相互 依存 的 に な 
る 。 ま た 、 自 分 の あり 方 を 決め る 相手 へ と 心理 的 に 寄り 掛か 
る 度合 い が 増 えて 、 依 頼 心 が 強く な る こと に な る 。 こ れ は 、 
以下 の 行動 に も つなが る 。 各自 が 互い に 依存 し 合う 状態 で 、 
ひと まとまり に な る こと 。 (= 派閥 を 作る こと 。) 外部 に 対 
じ C で 。 一 つ に まとまっ た 自分 だ た ちの 勢力 を アビ ー ル し よう と 
する こと 。 こ の よう な 相互 に も た れ 合 うう 関係 へ の 指向 は 、 相 
互 依存 指向 と いう 言葉 で まとめ る こと が で き 、 心 理 的 引力 に 
基づく 指向 で ある こと か ら 、 ウ ェ ッ ト な 行動 様式 と 埋 え る 。 


一 方 、 各 個人 が 周囲 の 他 者 に 対し て 心理 的 に 近づこ う 、 心 理 
的 引力 を 行使 し よう と し な い 場 合 、 個 人 が 自分 の 動き を 決定 
0 周囲 の 他 者 の 動き の 影響 を 受け る こ と が 少な く な 

自分 の こと は 自分 で 決定 し て 行動 で きる こと 。 (周囲 の 
二 還 介し と 。 周囲 の 他 者 に 自分 の 行 
動 を 決定 され る 度合 い が 少 な い 。 ) その 点 、 周 囲 の 他 者 か ら 
は 独立 ・ 自 立 し て いる 。 互い に 寄り か か り 合 うこ と が な く 、 
依頼 心 ( 填 え ) は 少な い 。 こ うし た 独立 ・ 自 立 へ の 指向 は 
陣 互い に 無関係 に 動き 回 る 場合 に 顕著 と な 
る こと か ら 、 ド ライ な 行動 様式 と 斉 え る 。 


oA 4 . 2 他 律 指向 (ウェ ッ ト ) - 自 律 指向 (ドラ イ ) 


[説明 ] 


他 者 と 互い に 心理 的 に 近接 し よう と する 引力 の 内 中 に いる 個 
人 は 、 自 分 の 行動 や 進行 方 向 を 、 周 囲 の 他 者 に よっ て 決定 さ 
れる こと を 指向 する こと 。 (な いし 、 そ う せ ざる を 得 な いこ 
と 。) 引力 の 働い て いる 状態 で は 、 各 人 が 周囲 の 他 者 か ら の 
相手 を 自分 か ら 離 れ よ うと させ な い 引 力 の 影響 。 (牽制 な 

ど ) を 受け て 、 自 分 の 動く 方 向 を 好む 好ま ざる と に か か わら 
ず 変 える 必要 に 迫 ら れる こと 。 (自主 性 が 保 て な いこ と 。) 
自分 の 進路 は 、 自 分 の 周囲 に 存在 する 他 者 由来 の 引力 と の 兼 
ね 合い で 決ま り 、 自 分 一 人 だ け で 決め る こと は で き な い 。 そ 
の 意味 で 、 周 囲 の 他 者 に よ る 影響 が 大 きい 。 す な わ ち 、 自 分 
の 動き が 単独 独立 で 決ま ら ず 、 周 囲 と の 文 有 浅 に よっ て 決定 さ 
れる 「 文脈 依存 的 」 な 行動 を 取る こと に な る 。 


周囲 の 流行 に 振り 回 され る と いう こと は 、 周 囲 か ら 発 せら れ 
る 心理 的 な 引力 。 そ れ に 引か れる まま に 動く こと で ある こ 

と 。 ( 例 。 友 人 に よる 「 私 は 既に oo し た わ 。 あ な た も oo し 
が いで (ぞう する こと で 私 と 一 和 に か ら か が い が ? ) 」 と いっ 
た 勧誘 。) 引力 は 、 そ の 中 に いる 個人 に 対し て 、 起 こす 行動 
に お ける 主体 性 の 欠如 し た 、 周 囲 の 意見 に 左右 され や すい 

(自分 の 意見 を 持っ て いな いこ と 。) 状態 を 引き 起こ すこ 

と 。 こ の よう に 、 周 囲 の 他 者 か ら の 引力 に 自分 の 行動 や 進行 
方 向 を 任せ た こと 。 (ある い は 、 預 けた こと 。) そう し た 状 
態 に な る の を 指向 する こと は 、 他 律 指向 と 言う 言葉 で まとめ 
る こと が で き 、 ウ ェ ッ ト な 行動 様式 と 斉 え る 。 


一 方 、 他 者 と の 間 に お ける 心理 的 近接 の 度合 い が 小 さい 場 

合 、 各 人 は 、 自 分 の 行動 や 進行 方 向 を 、 周 囲 の 他 者 か ら の 引 
力 に 影響 され ず 、 自 分 一 人 で 決定 する こと が で きる 。 ( 各 人 
は 、 自 主 性 を 保てる 。) 各 人 は 、 自 分 の 動く 方 向 を 、 周 囲 の 


他 者 の 動き に 合わ せ て 変え る 必要 が な い 。 周囲 の 動向 (流行 
な ど ) に 振り 回 され ず 、 自 分 の 意見 を 持ち 続け る こと が 可能 
で ある 。 自 分 の 行動 ・ 進 行方 向 を 周囲 の 他 者 か ら の 引力 に 影 
響 さ れず に 一 人 で 決め る こと が で きる 状態 を 指向 する こと 
は 、 自 律 指向 と いう 言葉 で まとめ る こと が で き 、 ド ライ な 行 
動 様式 と 言え る 。 


②③ A 5 . プ ライ バシ ー の 確保 (ドラ イ ) - 不 確保 (ウェ ッ 
議 

自分 の 私 事 を 秘密 に する こと が で きる か どう か に つい て の 次 
元 が 存在 する 。 他 者 に 対し て 心理 的 近接 を 試み る こと は 、 そ 
の 分 他 者 お よび 自己 の プラ イベ ー ト な 領 域 を 侵害 する 可能 性 
を 絶 え ず は らん で いる 。 ( 他 者 に 近づく 分 、 自 分 の 状態 が 、 
他 者 に 丸見え に な る 。) また 、 相 手 と の 距離 を 近く 保 と うと 
二 8 還 昌 P の C RE ょ 、 互 い に 他 者 に 対し て 
何ら か の 行動 を 起こ すこ と で 、 反 作用 と し て 、 他 者 か ら 、 他 
者 自身 が 何 を 考え て いた か フィ ー ド バッ ク を 得る こと が で 
き 、 互 い の プ ライ バシ ー は 侵害 され る 。 


SA5 。 1 反 プ ライ バシ ー (ウエット) = プラ イバシー 専 軍 
(ドラ ヲイ) 


表 23 


[説明 ] 


他 者 と 心理 的 に 近づく こと に よっ て 、 頻 和敬 に くっ つき 合い 、 
接触 し 合う こと は 、 互 い の プ ライ ベー ト な 空 前 人 
い 侵 入 を 引き 起こ すこ と に つなが り 、 他 者 (な いし 自己 ) 


プラ イバシー へ の 干渉 (私 事 へ の 介入 ) に 結び つく こと 。 他 
人 の うわ さ 話 を する の を 好む 、 な いし 当局 に 他人 の 動向 を 密 
告 し よう と する こと 。 自 分 が ( 話 や 密告 の 種 と な る こと 。) 
他 者 の こと を 臣 視 し 、 他 者 の プラ イバシー に 介入 する の を 好 
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自分 が 他人 に どう 見 られ る か を 気 に す る こと 。 そ れ は 、 周 囲 
の 他 者 か ら の まな ざし に よる 牽制 ・ 臣 視 を 通じ て 、 互 い に 何 
を し て いる か 、 互 い に 自 分 か ら 離 れ て 何 か 変 な こと を 起こ し 
は し な いか を 気 に す る こと 。 互 い の プ ライ ベー ト な 領域 に 侵 
淡 し 合 の こと (アラ イバシー に ガ が 合う こと ) う し 
た 引力 の 存在 を 感じ る か ら で あ る こと 。 化粧 を し た り 、 容 

次 、 服 飾 に 気 を つか う の は 、 そ うし た 他 者 に よる 、 自 分 の こ 
と を を 牽制 する 視線 の 存在 を 予め 意識 し て 、 自 分 の 外観 ( 顔 
や 服装 ) を 他 者 に 効果 的 に 映る よう に ( 他 者 を 逆 に 牽制 する 
形 で ) コン トロ ー ル する こと で ある こと 。 こ うし た 化粧 、 服 
飾 行動 は 、 他 者 の 視線 を 一 自 に 集め る こと で 、 他 者 を 心理 的 
に 自分 の 身の回り に 近づけ 、 積 極 的 に プラ イバシー を 放棄 す 
る こと に つなが る 。 見 栄 を 張る の も 、 他 者 に 自分 が よく 見 え 
る よう に 、 自 分 の 見 た 目 を つく ろう こと で あり 、 他 者 の 視線 
に よる 牽制 を 前 提 と し た 行動 で ある 。 

こう し た 相互 跡 視 ・ 相 互 牽 制 に よる プラ イバシー へ の 十 渉 が 
起き や すい こと は 、 互 い の 間 に 心 理 的 引力 が 働い て いる こと 
と 相関 関係 に あり 、 ウ ェ ッ ト な 行動 様式 で ある と 吉 え る 。 


一 方 、 他 者 に 心理 的 に 近づく 度合い が 小さ いと 、 以 下 の こ と 
が 無い 。 互 い に く っ つき 合う こと 。 (接触 し 合う こと 。) そ 
の た め 、 互 い の プ ライ ベー ト な 空間 へ と 侵入 を 引き 起こ すこ 
と が な く な り 、 プ ライ バシ ー が 尊重 され た 状態 が 保 た れる 。 
この 状態 で は 、 互 い に 視 線 の 送り 合い や うわ さ 話 、 密 告 な ど 
で 、 相 手 を 息 視 ・ 牽 制 し 合う 、 と いっ た こと が な く な る 。 こ 
うし た 状態 を 好む の は 、 心 理 的 引力 を 働か せよ うと し な い 

点 、 ド ライ な 行動 様式 で ある と 言え る 。 


③A 6 行動 の 明快 さや 合理 性 の 確保 (ドラ イ ) - 不 確保 


(ウェ ッ ト ) 

自分 の 行動 に 明快 さや 合理 性 を 保つ こと が で きる か どう か に 
つい て の 次 元 が 存在 する 。 個 人 が 、 当 初 単 独 で 明快 ・ 合 理 的 
に 行動 し よう と 思っ て も 、 周 囲 か ら 引 力 と いう 名 の 棋 や り が 
入っ た り 、 周 囲 の 人 々 の 動向 が 気 に な る と 、 行 動 は いつ の ま 
に か あい まい で 手合 理 的 な も の に な っ て し まう 。 


oA6 . 1 あい まい 指向 (ウェ ッ ト ) - 反 あい まい (明快 ) 
指向 ( ドラ ウイ) 


oA 6 . 2 手合 理 指向 (ウツ ウェット) - 合 理 指 向 (ドラ イ ) 


二 - 33 


[説明 ] 


ある 個人 が 特定 の 方 向 に 進 も うと し た と き 、 自 分 の 周囲 の 多 
方 面 か ら 引 力 を 受け る と 、 そ の 影響 で 、 進 行方 向 が あい まい 
と な る 。 す な わ ち 、 心理 的 引力 が 働く 対人 関係 に お いて は 、 
当初 明確 な 意図 を 持っ て 動 こ うと し た と し て も 、 周 囲 の 他 者 
か ら の 引力 に よる 介入 ・ 調 整 の 繰り 返し に より 、 い つ し か 進 
行方 向 が あい まい 、 不 明瞭 (玉虫 色 ) と な る こと 。 物 の 言い 
方 も 、 率 衣 さ に 欠け た 遠回し ・ 競 曲 な も の に な る 。 

また 、 他 者 と の 相互 問 に 引力 が 働く 玉 境 下 で は 、 周 囲 の 他 者 
か ら の 、 相 互 の 近 さ を 保 と うと する 引力 に よる 介入 を 断ち 切 
れず 、 割 り 切 っ た 行動 を 取れ な いた め 、 自 分 の いっ た ん 決め 


た 方 向 に 向かっ て まっ すぐ 進む こと が で きず 、 合 理 的 な 論理 
や 計画 が 、 曲 げ ら れ て し まう 。 進 む 方 向 が 、 そ の 場 の 周囲 か 
ら の 引力 の 働く 方 向 ( 容 囲 気 ) に 紙 え ず 影 響 さ れ て 、 一 時 の 
感情 に まかせ て 、 気 まで れ に アト ラン ダム に 変わ っ て し まう 
た め 、 自 分 で 論理 的 な 方 針 を 組み 立て る こと が で きず 、 合理 
的 な 方 向 へ と 進ん で いく こと が で き な い 。 

この よう に 、 人 が 周囲 に 対し て あい まい ・ 皇 合理 的 な 行動 様 
式 を 取る こと は 、 心理 的 引力 が も た ら す と ころ の ウェ ッ ト さ 
に 2 の く 。 


他 者 と の 間 に 働 く 心理 的 引力 が 少な い 状 態 で は 、 個 人 の 動き 
(それ は 、 今 後 の 進路 を 含め る 。) が 、 周 囲 の 他 者 か ら の 引 
力 に よる 十 渉 を 受け て 曲がる こと が な い の で 、 ま っ すぐ ( 率 
衣 ) ・ は っ きり (明快 ) な 状態 を 続け る こと が 容易 で ある 。 
当初 明確 な 意図 を 持っ て 動 こ うと し た と き 、 周 囲 の 他 者 か ら 
の 心理 的 引力 に よる 介入 ・ 調 整 が な い の で 、 進 行方 向 が は っ 
きり し た 、 ピ 明確 な 状態 を 続け る こと が で きる こと 。 (あい ま 
いさ が 生じ な いこ と 。) 物 を 斉 うに 当たっ て 、 的 に 向かっ て 
ずばり 直球 を 投げ 込む ひよ うに 、 率 盲 さ を 保てる こと 。 

また 、 他 者 と の 間 に 心 理 的 引力 が 働か な い 状態 で は 、 周 囲 の 
他 者 か ら の 引力 に よる 介入 か ら 自 由 に な る こと が で き 、 割 り 
切っ た 行動 を 取れ る た め 、 自 分 の いっ た ん 決め た 方 向 に 向 

か っ て まっ すぐ 進む こと が で き 、 合 理 的 な 論理 や 計画 が 、 曲 
げ ら れる こと な く 貴 徹 可能 で ある 。 進 む 方 向 が 、 引 力 に 影響 
され る こと が な いた め 、 自 分 で 論理 的 な 方 針 を 組み 立て る こ 
と が 可能 で あり 、 合 理 的 な 方 向 へ と 進ん で いく こと が で き 

る 。 
この よう に 、 人 が 周囲 に 対し て 明確 な 、 あ いま いで な い 、 合 
理 的 ・ 論 理 的 な 行動 様式 を 取る こと は 、 心理 的 引力 か ら 自 由 
な ドラ イ さ に 基づく 。 


③A 7 . 集団 の 開放 性 の 確保 (ドラ イ ) - 不 確保 (ウェ ッ 
9 


集団 の 表面 を 閉じ よう と する 力 (表面 張力 ) が 働い て いる か 
どう か に つい て の 次 元 が 存在 する 。 集 団 内 部 に 互い に 引き 付 
け 合 っ て ま と ま ろ うと する 力 (集団 江 集 性 ) が 強けれ ば 、 集 
団 は 外部 に 対し て 門戸 を 閉ざさ すこ と と な る 。 


oA 7 . 1 閉鎖 指向 (ウェ ッ ト ) - 開 放 指向 (ドラ イ ) 


表 26 


[説明 ] 


各個 人 が 他 者 に 近づこ うと する 心理 的 引力 が ある 状態 で は 

各 人 の 間 に 、 互 い に 距 離 を 縮め る 方 向 へ と スク ラム を 組み 、 

自分 の 属す る 集団 の 表面 積 を 互い に 手 を 取り 合っ て で きる だ 
け 小 さく し よう する 力 が 対人 関係 に お いて 働い て お り 、 他 者 
は 形成 済 の 集団 の 表面 か ら 中 に 入る こと が で き な い 。 こ うし 
た 力 は 、1。) 外部 の 者 を 中 に 入れ よう と し な い 、2) 集団 内 
の 仲間 が 表面 か ら 外 に 出 よ うと する と 中 に 引き ずり 込 も うと 
する も の で あり 、 物 理 的 液体 に お ける 「 表 面 張力 」 に 相当 す 
る 。 こ うし た 状態 で は 、 人 々 は 閉鎖 的 な 対人 関係 を 好み 、 自 
分 が 属す る 集団 ・ 仲 間 内 の 相手 と し か 付き 合わ お うと し な い 

(自分 の 属す る 集団 内 の こと に し か 関心 が な い 。) こと 。 こ 
うし た 表面 張力 の よう な 力 が 働い て いる 閉鎖 指向 は 、 心 理 的 
引力 に 基づく ウェ ッ ト な 行動 様式 で ある と 吉 え る 。 


他 者 に 近づこ うと する 心理 的 引力 が な い 状 態 で は 、 集 団 の 表 
面部 分 < 内 部 の 各 人 が 互い に 手 を 取り 合っ て 結託 し 、 よ そ 者 
を 入れ よう と し な い 表 面 張力 の よう な も の は 、 対 人 関係 に お 
いて 存在 せ ず 、 形 成 済 の 集団 の 表面 か ら 中 に 入る こと が 容易 
に 可能 で ある (外部 の 者 に 対し て 中 が 開放 され て いる 。 集団 
内 の 仲間 が 表面 か ら 外 に 出る の も 自由 で ある 。) こと 。 開 放 
的 な 対人 関係 を 好み 、 自 分 が 属す る 集団 ・ 仲 間 外 の 相手 と も 
付き 合 お うと する こと 。 (自分 の 属す る 集団 外 の こと に も 関 


心 を 持つ こと 。) こう し た 表面 張力 が 存在 し な い 開 放 指 向 
は 、 心理 的 引力 と は 無縁 の ドラ イ な 行動 様式 で ある と 言え 
る 。 


B . 心 理 的 運動 ・ 活 動 ・ 移 動 ・ 流 動 指向 (ドラ イ ) - 静 止 ・ 
考 活 動 ・ 定 着 ・ 定 住 指向 (ウェ ッ ト ) 
あちこち 活発 に 動き 回 ろう 、 移 動 し よう と する 指向 の 強 さ に 
関す る こと 。 


⑨B 1 . 動 的 エネ ルギー・ 移 動 性 の 確保 (ドラ イ ) - 不 確保 
いみ 昌 ツ ド ト ) 

心理 的 な 運動 エネ ルギー が 大 きい か どう か に つい て の 次 元 が 
存在 する 。 自 分 か ら 進ん で 積極 的 に 動き 回 ろう 、 拡 散 し よう 
と する 心理 的 な 運動 エネ ルギー が 大 きい と 、 他 者 か ら の 心理 
的 な 引っ 張り や 牽制 か ら 自 由 に な れる 。 


oB 1 . 1 静 的 指向 (ウェ ッ ト ) - 動 的 指向 (ドラ イ ) 


表 27 


[説明 ] 


も し も 、 各 人 の 自分 か ら 進 ん で 自発 的 に 積極 的 に 動き 回 ろう 
と する 活動 性 (運動 エネ ルギー) が 、 相 対 的 に 小さ い (速度 
が ゆっ くり で ある 。) と 、 当 人 は その 場 に 静止 し て と ど ま る 
こと に な り 、 人 と 人 と の 間 の 心理 的 引力 を 振り 切っ て 動き 回 
る こと が で き に くい 。 運 動 エ ネル ギー が 小さ く て 、 対 人 間 に 
働く 心理 的 引力 に 囚われ が ちな 静 的 状態 へ の 指向 。 ( 静 的 指 
向 。) それ ら は 、 ウ ェ ッ ト な 行動 様式 と 訓 え る 。 


一 方 、 各 人 の 、 自 分 か ら 進 ん で 自発 的 に 積極 的 に 動き 回 ろう 
と する 、 活 動 性 (運動 エネ ルギー) が 、 (気体 分 子 同様 ) 相 
対 的 に 大 きい (速い ) と 、 当 人 は その 場 に 静止 する こ 和 
動き 回 る こと に な り 、 個 人 間 の 心理 的 引力 を 振り 切る だ け の 
運動 エネ ルギー に あふ いふ れ て いる 。 こ の よう に 、 運 動 エ ネル 
ギー が 大 きく て 、 対 人 間 に 働 く 心 理 的 引力 に 囚われ な い 動 的 
状態 へ の 指向 は 、 動 的 指向 と いう 言葉 で まとめ られ 、 ド ライ 
な 行動 様式 と 吉 え る 。 


oB 1 . 2 定着 指向 (ウェ ッ ト ) - 三 定着 (移動 ・ 拡 散 ) 指向 
(ドラ イ ) 


表 _28 


[説明 ] 


自分 か ら 進ん で 動 こ うと する 運動 エネ ルギー に 欠け て いて 、 
か つ 、 心理 的 引力 の 只 中 で 、 自 分 が ある 方 向 に 移動 し よう と 
する と 必ず それ に 対す る 引き 戻し の 力 が か か る 状態 で は 、 個 
人 は 、 い つま で も 上 存 の 、 今 まで 、 自 分 が その 場所 に 存在 し 
た り 、 そ の 中 に 所 属し て いた 、 集 団 な どの 対人 関係 (組織 ) 
の 中 に 、 外 に 拡散 する こと が で きず に 、 現状 維持 の まま と ど 
まり 続け る こと 。 (定着 、 定 住 し 続け る こと 。) 人 間 関 係 が 
固定 的 (例え ば 、 人 事 が 停滞 的 。) だ っ た り 、 相 手 と の 取引 
関係 が 長期 に わた る よう に な る 。 こ れ は 、 定 着 指向 と いう 言 
葉 で まとめ られ る 。 


自分 か ら 進 ん で 動 こ うと する 運動 エネ ルギー に 満ち て いて 、 
心理 的 引力 が 小さ い 状 態 で は 、 個 人 は 、 自 由 に 、 今 まで いた 
場所 や 、 所 属し て いた 集団 を 離れ て 、 一 力 所 に 定着 する こと 
な く 、 新 し い 境 地 へ と 紙 え ず 動き 回 る こと が 可能 で ある 。 こ 
の 状態 で は 、 人 間 関 係 は 、 流 動 的 な (短期 胡 約 的 で 、 す ぐ 切 


れ や すい ) も の と な り 、 短 期間 で 次 々 所 属す る 組織 を 変わ る 
こと に な る こと 。 こ れ は 手 定 着 指向 と いう 言葉 で まとめ られ 
る 。 


oB 1 . 3 前 例 指 向 (ウェ ッ ト ) - 独 創 指向 (ドラ イ ) 


表 29 


[説明 ] 


念 ま で いた と ころ に 、 い つま で も 、 居 全 け よう と する こと 。 
(一 力 所 に 定住 ・ 定 着 す る こと 。) そう し た 状況 下 で は 、 個 
人 は 、 新 境地 ( 新 分 野 ) へ の 移動 ・ 拡 散 性 が 欠如 し て いる こ 
と 。 (冒険 し よう と し な いこ と 。) その 行動 の 基準 を 、 従 来 
か ら 存 在 す る し きた りや 前 例 に 求め る こと 。 し きた りや 前 例 
は 、 定 住 先 で 生活 する た め に 従来 必要 で あっ た 知識 の 蓄積 で 
あり 、 そ の 有効 性 に 関し て チェ ッ ク を 行わ な いま まで ある こ 
と 。 ( 今 ま で と 同じ 環境 下 に 居 続 ける の で あれ ば 不要 で ある 
こと 。) それ ら を 、 無 批 則 に その まま 受け 入れ る こと に な る 
こと 。 (現状 の 追認 を 好む こと 。) 新天地 へ 積極 的 に 出 よう 
と する 姿勢 が 欠如 し て いる た め 、 自 分 の アイ デン ティ ティ 確 
立 を 、 既 に 定評 の ある 、 前 例 に 当たる 知識 や 方 法 と の 、 暗 記 
に よる 一 体 化 を 行う こと で 果たす 。 し きた り ・ 前 例 に 関す る 
知識 の 暗記 量 で 人 間 の 価値 を 推し 量 ろ うと する こと 。 ( 心 の 
中 で の 前 例 薔 積 量 や 質 に よっ て 人 間 の 価値 が 決ま る こと 。) 
人 間 関係 を 、 前 例 を 沢山 蓄積 し て いる 先輩 と 、 若 積 量 が 少な 
い 後 募 と の 差別 に よっ て 把握 する 、 年 功 序列 が 常識 化す る 。 
年 功 序列 で 上 位 の 人 間 が 、 下 位 の 人 間 を 、 た だ それ だ け の 理 
由 で 支配 する 、 先 墓 後 募 関係 を 重視 し よう と する 。 こ れ は 、 
前 例 指 向 と いう 言葉 で まとめ られ る 。 


今 ま で いた と ころ か ら 絶 え ず 動 き 回 ろう うと する 状況 下 で は 、 


個人 は 、 新 境地 ( 新 分 野 ) へ の 移動 ・ 拡 散 性 に あふ ヽ ふれ て いる 
こと 。 (冒険 し た が る 、 前 人 未踏 の こと に 挑戦 し た が る 

) その 行動 の 基準 を 、 従 来 に な い 新 規 の 独創 的 な か アイデ 
ア に 求め る こと 。 し きた りや 前 例 の 暗記 より も 、 新 た な 知識 
の 創造 や 、 現状 の 変革 を 重んじ る 。 こ うし た 行動 様式 は 、 独 
創 指向 と いう 言葉 で まとめ られ る 。 


上 記 の うち 、 静 的 ・ 定 着 ・ 前 例 指向 の 行動 様式 は 、 ウ ェ ッ ト 
な 感覚 を 革 える 液体 分 子 群 ( 水 な ど ) に お いて 、 コ ッ プ な 

ど 、 ふ た の な い 容 器 に 入れ て お いて も 、 い つま で も その 中 に 
いて 、 外 に 拡散 し て いく こと が な い (蒸発 は 、 気 体 分 子 に な 
る こと で 初め て 可能 に な る 。) 現象 と 、 同 様 で ある と 考え ら 
れ 、 PS EAI と を 。 


一 方 、 動 的 ・ 疾 定 着 ・ 独 創 指向 の 行動 様式 は 、 ド ライ な 成 覚 
を 世 え る 気体 分 子 群 (空気 な ど ) に お いて 、 い っ た ん 容 避 に 
閉じ 込め て お いた 状態 で ふた を 取る と 、 す ぐに 外 に 拡散 し て 
そこ か らい な く な っ て し まう 現象 と 同様 で ある と 考え られ 、 
ドラ イ な 行動 様式 と 言え る こと 。 


上 記 の 今回 整理 し た 内 容 か ら 、 性 格 、 行 動 様 式 な ど びに お ける 
ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ の 概 金 が 、 集 団 主義 ・ 個人 主義 、 自 由 主 
義 ・ 規 制 主義 、 プ ライ バシ シー 尊重 の 有無 な ど 、 こ れ ま で 個別 
に バラ バラ に 議論 され て きた 、 社 会 学 、 心 理学 や 政治 学 上 の 
表 々 な 概念 を まとめ 、 関 連 づ ける 上 位 概念 と し て 、 今 後 よ り 
有 思 視 、 征 要 視 され る よう に な る こと が 予想 され る 。 


例え ば 、 行 動 様式 や 文化 の 分 類 に つい て 、 上 位 概念 と し て の 
ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ を 作 入 する こと で 、 従 来 は 別々 に 提 え ら 
れ て きた 集団 主義 - 個人 主義 、 規 制 主義 - 自由 主義 の 概念 が 
互い に 「 集 団 主義 と 規制 主義 と は 、 ど ちら も ウェ ッ ト で あ 

る 」、 「 個 人 主義 と 自由 主義 c ヒ と は 、 ど ちら も ドラ イ で ある 」 
の よう に リン ク 付 け て 提 え られ る よう に な る 。 そ し て 、 こ の 
こと か ら 、 例 えば 、 「 個 人 主義 と 自由 主義 と は (両方 と も ド 


ライ で あり こと 。) 互い に 関連 し 合っ て 同時 に 起こ る 、 見 ら 
れる 」、 7 あの お の 伯 生 の 還 (個人 主義 の 人 ) 
は 、 同 時 に 自由 主義 の 国 (自由 主義 の 人 ) で ある 」 と いう こ 
と が 詩人 る よう に か る 。 


つま り 、 今 回 抽出 し た 、 集 団 主義 - 個人 主義 、 規 制 主義 - 自 
由 主 義 c と いっ た 、 様 々 な が ドライ ・ ウ ェ ッ ト な 性 格 ・ 行 動 様式 
は 、 互 い に 独 立 ・ バ ラバ ラ に 発生 する の で は な く 、 以 下 に お 
いて 、 互 い に 関連 し 合っ て 同時 並行 的 に 発生 する 、 観 察 され 
お の 86 ある あ 言 える こと 。 

ドラ イ に 属す る も の 同士 。 (個人 主義 、 自 由 主 義 、 プ ライ バ 
シー 尊重 ・・・) 

ウェ ッ ト に 属す る も の 同士 。 (集団 主義 、 規 制 主義 、 反 プラ 


ツー 。 ・) 


抽出 し た 行動 様式 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ に つい て の 確認 

上 記 の 抽出 し た 行動 様式 が 本 当 に ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト と 感じ ら 
れる か どう か に つい て 、 個 別 の 行動 様式 項目 毎 に 「 こ の 行動 
様式 は 、 ウ ェ ッ ト ・ ド ライ の どちら に 感じ られ ます か ? 」 と 
尋ね る web 質 問 紙 調査 を 1999 年 ? こ 7 月 に か け て 、1 質 問 項 目 当 
た り 約 200 名 の 回 答 者 と いう 規模 で 行い 、 当 方 の 上 記 の 考え 
方 が ほぼ 正しい こと を 確認 し た 。 


上 記 の 内 容 の 詳細 に つい て は 、 資 料 編 を 参照 し て 下さ 
い 。 ) 


まとめ 


上 記 結 果 か ら 、 

(1 ) ドラ イ な 行動 様式 の 人 は 、 対 人 関係 に お いて 、 運 動 ・ 
活動 性 が 高く 、 相 手 へ と 近接 し よう と する 指向 が 層 い 人 で あ 
る 。 


( 2 ) ウェ ッ ト な 行動 様式 の 人 は 、 対 人 関係 に お いて 、 運 
動 ・ 活 動 性 が 備 く 、 相 手 へ と 近接 し よう と する 指向 が 強い 人 
で ある 。 

と まとめ られ る こと 。 


分 か りや すく 言い 換え れ ば 、 対 人 関係 で 、 互いに 他 者 と ベタ 
べ ベタ くっ つき 合っ て 動か な い の が 好き な 人 が ウェ ッ ト で 、 他 
者 と パラ バラ に 離れ て 活発 に 動き 回 る の が 好き な 人 が ドラ イ 
と いう こと に な る 。 要約 す れ ば 、 「 相互 離散 ・ 移 動 = ド ラ 
イ 、 相 互 近接 ・ 定 着 = ウ ェ ッ ト 」 と いう こと に な る こと 。 


人 間 が 、 対 人 関係 の 中 で 他 者 に 与え る ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト か 感 
覚 は 、 運 動 エ ネル ギー の 大 小 や 、 引 力 ・ 粘 着力 (分 子 間 力 相 
当 ) の 強弱 と いう 点 で 、 そ れ ぞ れ 気 体 ・ 液 体 分 子 や 、 乾 い 

た ・ 湿 っ た 物体 一 般 が 人 間 に も た ら す 感覚 (ドラ イ さ ・ 

ウェ ッ ト さ ) と 、 本 質 的 に 同じ 起源 を 持つ 、 と 考え られ る こ 
の 


(c)1999-2004 初 出 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 対人 行動 と 気体 ・ 液 体 分 子 運 動 と の 関連 
に つい て 


1992-2008 初 出 


人 間 行 動 へ の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ の 視点 の 導入 は 、 今 まで ほ 
と ん ど 接 点 の な か っ た 、 人 々 の 対人 ・ 社 会 行動 と 、 分 子 や 物 
体 運 動 に 関す る 物理 学 と を 結び つけ る 効果 を も た ら す 。 


要する に 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 人 ^ 物 体 < 分 子 と いっ た サイ 
ズ の 異な る 各 粒 子 は 、 粒 子 の サイ ズ が 違っ て いて も 、 ド ライ 
な 場合 、 ウ ェ ッ ト な 場合 と で 、 そ れ ぞ れ 共 通 の 行動 ・ 運 動 様 
式 を 持っ て いる こと を 示す こと が で きる の で ある 。 


各 粒 子 の 動き が 、 気 体 分 子 の 運動 パタ ー 0 
間 に は 、 粒 子 の 動き が 、 分 子 こ > 人間 まで 共通 に 、 ド ライ に 成 
じ ら れ る 。 


方 、 各 粒子 の 動き が 、 液 体 分 子 の 運動 パタ ー ン と 同じ 場合 
は 、 人 間 に は 、 粒 子 の 動き が 、 分 子 こ 人 間 ま で 共通 に 
ウエ ツ 下 に 感じ られ る 。 


( 注 ) 上 記 の アイ デア を 筆者 が 最初 に 思い つい た の は 、1992 
年 順 で す 。 


( 注 ) 上 記 の 、 液 体 ・ 気 体 分 子 運動 パタ ー ン と いう 言い 方 
を 、 よ り 簡 略 化 し て 呼び や すく 、 覚 え や すく する 必要 が あ 
る 。 


NN 気体 分 子 運 動 パ ター ン は 、 ド ライ な (乾い た 
) 感覚 を え る た め 、 頭 文字 の D を 取っ て 、 動 作 パ ター 
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一 方 、 液 体 分 子 運 動 パ ター ン は 、 ウ ェ ッ ト な (湿っ た Wet) 
感覚 を 避 える た め 、 頭 文字 の W を 取っ て 、 動 作 パ ター ン W と 
KNSERCSES の さだ 。 


こう 略す こと で 、 例 えば 、 液 体 分 子 群 や 、 日 本 人 の 行動 様式 
が 共通 の 「 動 作 パ ター UDG つ CPU RE お 
欧米 の 人 々 の 行動 様式 は 共通 の 「 動 作 パ ター ン D 」 に 沿っ て 
いる 、 な ど と 往 便 に 表現 する こと が で きる 。 


上 記 の 説明 が 正しい こと を 、web で の アン ケー ト 調 査 
(2005.03 下 旬 実 施 ) に より 確認 し た こと 。 


(上 記 の 内 容 の 詳細 に つい て は 、 資 料 編 を 参照 し て 下さ 
い 。 ) 


以上 の 結果 に より , 気体 分 子 運動 の シミ ュ レ ーション を 人 に 
見 立て て 観察 させ る と ドラ イ な 性 格 と 認知 され , 一 方 , 液体 
分 子 運 動 は ウェ ッ ト な 性 格 と 認知 され る こと が 分 か っ た 。 気 
体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 の パー ソナ リティ は 
ドラ イ に に , 液体 分 子 運 動 パ ター ン と 同様 に 振る 舞う 人 で は 
ウェ ッ ト に 感じ られ る と 考え られ る 。 


上 記 の 気体 分 子 運 動 パ ター ン (動作 パタ ー ン D ) 、 液 体 分 子 
運動 パタ ー ン (動作 パタ ー ン W) は 、 斉 葉 で 喜 い 表す な ら 
ば 、 以 下 の よ うな 単語 短文 で 表現 で きる と 考え られ る 。 


表 30 


上 記 の 表現 が 、 本 当 に 、 そ れ ぞ れ 動 作 パ ター ン D な ら よ り ド 
ライ に 、 動 作 パ ター ン W な ら よ り ウ ェ ッ ト に 感じ られ る か ど 
うか 、2003 年 9 月 頃 、 ア ン ケ ー ト 調査 を 行っ た 。 


(上 記 の 内 容 の 詳細 に つい て は 、 資 料 編 を 参照 し て 下さ 
い 。 ) 


ここ で 、 気体 、 液 体 分 子 運動 パイ ター ン に 従っ た 粒子 の 動き 
は 、 従 来 の 社会 学 や 心理 学 に お ける 概念 表現 に 合わ せる な ら 
ほ 。、 それ で ぞ で れ 、 以 上 の ポ う に 表せ る こと 。 


表 31 


より 詳細 に は 、 以 下 の 表 を 参照 され た い 。 


ドラ イ (気体 的 ) ・ ウ ェ ッ ト (液体 的 ) な 分 子 ・ 粒 子 の 運動 
パタ ー ン を 整理 し た 表 。 


表 32 


上 記 気 体 ・ 液 体 の 分 子 運 動 を 、 人 間 の 行動 に 往 し て 捉え た も 
の と し て は 、 以 下 の 表 を 参照 され た い 。 


分 子 こ > 人間 に 共通 な 、 粒 子 の 行動 パターン を 、 人 間 個人 の 性 
格 と し て 整理 し た 表 。 


皆さん が 、。 ド ライ な いし ウェ ッ ト な 性 格 の 人 に な ろう と 
思っ た ら 、 以 下 の 表 に 書か れ て いる よう な 態度 を 、 日 頃 取 る 
上 の DA まし まう 。 


表 33 


この こと か ら 、 気体 ・ 液 体 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン と 相似 
の 方 法 に よっ て 、 ド ライ な 社会 、 ウ ェ ッ ト な 社会 の 人 々 の 行 
動 を 、 コ ンピュータ で シミ ュ レ ー ト で きる 、 と 斉 える こと 。 


例え ば 、 日 本 、 東 アジ ア の 人 た ち が ウ ェ ッ ト で 、 欧 米 の 人 た 
ち が ド ライ だ と いう の は 、 農 耕 、 女 性 主体 の 、 日 本 、 東 アジ 
ア 社 会 の 人 た ちの 行動 様式 が 、 本 質 的 に 液体 分 子 運動 に 似 て 
お り 、 一 方 、 遊 牧 ・ 牧 弟 、 男 性 主体 の 、 欧 米 社 会 の 人 た ちの 


行動 様式 が 、 気 体 分 子 運動 に 似 て いる こと を 示し て いる 。 


遊牧 ・ 牧 畜 、 男 性 中 心 の 欧米 社会 は 、 人 々 の 動き が 、 空 気 の 
よう な 気体 に 近く 、 気 体 分 子 運動 (動作 パタ ー ン D ) で シ 
ミュ レー ト で き 、 気体 型 社会 」 と 呼べ る こと 。 農 耕 、 女 性 
中 心 の 日 本 、 東 アジ ア 社 会 は 、 人 々 の 動き が 、 水 滴 の よう な 
液体 に 近く 、 液 体 分 子 運 動 (動作 パタ ー ン W) で シミ ュ レ ー 
ト で き 、 「 液 体型 社会 」 と 呼べ る こと 。 


この よう に 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ の 視点 を 世界 の 社会 文化 の 
分 析 へ と 導入 する こと は 、 物 理学 で 発達 し て いる 物体 の 動き 
を コン ピュ ー タ で シミ ュ レ ー ト する ノウ ハウ を 、 そ の まま 社 
会 学 、 心理 学 で 生か せる よう に な る 効果 を も た らし 、 社 会 

学 、 心 理学 の 発展 に 寄 す る 度合 い が 大 きい と 言え る 。 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト か 物体 (分 子 を 含む こと 。) ~ 人 に 共通 す 
る 運動 ・ 行 動 パ ター ン に つい て 、 以 下 の 図 に まとめ た こと 。 





章 了 [ドラ イ な 人 * 物 体 ] 
Ps バラ バラ に 離れ る 〇 
よく 動き 回 る Pa 
ラ [パタ ー ン D] ee 
介 | 
NN | 〇 O 
時 
央 、。 〆 
/ 1 ゲ / % [ウェ ッ ト な 人 * 物 体 ] 
@ 4 も 人 ベタ ベタ くっ つく 
介 一 一 欠 定着 し て 動か な い 
ララ [パタ ー ン WJ] 
ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 人 ・ 物 体 の 説明 











ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ の 分 子 ~ 物 体 - 人 間 レ ベル の 間 の 相互 関 
連 に つい て の より 詳し い 説 明 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


1 気体 ・ 液 体 分 子 運動 パタ ー ン の 説明 


人 間 の どの よう な 行動 様式 が 、 な ぜ ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 対人 
感覚 を 生む か に つい て は 、 ま ず 、 本 来 人 間 に ド ライ ・ ウ ェ ッ 
ト な 感覚 の 相違 を 盛 える 、 物 理 的 な 気体 ・ 液 体 の 性 質 の 相違 
を 生み 出す メカ ニズム を 、 改 め て 確認 する 必要 が ある 。 ド ラ 
イ な 感覚 を 三 え る の が 、 気体 で 、 ウ ェ ッ ト な 感覚 を 世 える の 
が 、 液 体 で ある 。 両 者 の 相違 を 見 る に は 、 和 視点 が 、 分 子 レ ベ 
ル ま で 小さ く な る 必要 が ある 。 


具体 的 に 気体 分 子 と 液体 分 子 の 、 両 者 の 相違 を 生み 出し て い 
る の は 、。 

[1] 運動 エネ ルギー の 大 き さ (動き の 度合 い ) の 違い 
液体 で は 、 動 き 回 る 度合 い (運動 エネ ルギー) が 小さ い ( あ 
まり 動き 回 ら な い 、 低 速 で ある こと 。) こと 。 

気体 で は 、 動 き 回 る 度合 い (運動 エネ ルギー) が 大 きい ( よ 
く 動き回る 、 高 速 で ある こと 。) こと 。 

[2] 「 分 子 間 力 」 の 働く 度合 い の 違 い 

液体 で は 、 分 子 同士 の 間 に 、 互 い の 距 離 を 縮め て 、 互 い に 引 
き 付け 合い 、 く っ つき 合い 、 足 を 引っ 張り 合っ た り 、 市 し 
合う 、 「 分 子 間 力 」 と いう 引力 が 、 大 きく 働い て いる 。 
気体 で は 、 分 子 同士 の 間 に 、 上 記 の 、 互 い に 相 手 と 近づき 、 
引き つけ 合う 「 分 子 間 力 」 が 、 ほ と ん ど 働 いて いな い 。 

2 の の 

「 分 子 間 力 」 の 働く 度合 い が 、 液 体 で 大 きく 、 気 体 で 小さ い 
の (ば 、 。 

(1 ) 液体 分 子 で は 、 運 動 エ ネル ギー が 小さ いた め 、 も と も 


と 分 子 間 に 存在 する 、 相 互 に 引き つけ 、 く っ つき 、 記 制 し 合 
う 力 (分 子 間 力 ) を 振り 切っ て 動き 回 る こと が で きず 、 分 子 
間 力 の いい な り に な っ て いる 。 

( 2 ) 気体 分 子 で は 、 動 き 回 る 度合 い (運動 エネ ルギー) が 
大 きい た め 、 分 子 間 力 を 振り 切っ て 動き 回 る こと が で き 、 
分 子 間 力 」 の 影響 か ら 自由 に な っ て いる 。 

た めで ある こと 。 

「 分子 問 力 」 の 働く 度合 い が 、 液 体 で 大 きく 、 気 体 で 小さ い 
0 の の ば 、。 

( 1 ) 液体 分 子 で は 、 運 動 エ ネル ギー が 小さ いた め 、 も と も 
と 分 子 間 に 存 在 す る 、 相 互 に 近づき 、 引 きつ け 、 畔 制 し 合う 
力 (分 子 間 力 ) を 振り 切っ て 動き 回 る こと が で きず 、 分 子 間 
力 の いい な り に な っ て いる 。 

( 2 ) 気体 分 子 で は 、 動 き 回 る 度合 い (運動 エネ ルギー) が 
大 きい た め 、 分 子 間 力 を 振り 切っ て 動き 回 る こと が で き 、 

「 分 子 間 力 」 の 影響 か ら 自 由 に な っ て いる 。 

た めで ある こと 。 








2 物体 一 般 へ の 適用 


液体 の 水 は 、 指 先 で 触れ る と 、 濡 れ て 皮膚 に くっ つき 、 ま と 
わり つい て 離れ よう と し な い 。 そ の 点 、 液 体 の 水 と 指先 と の 
間 に は 互い に くっ つい た まま の 状態 で いよ うと する 引力 が 働 
いて いる と 吉 え る 。 ま た 、 液 体 の 水 は 指先 を 動か さ な い 限 

り 、 い つま で も 同じ と ころ に 留まっ て 動か な い 。 そ の 点 、 液 
体 の 水 は 、 気 体 の 水蒸気 な ど に 比べ て 、 運 動 ・ 活 動 性 が 低い 
と 言え る 。 


そこ で 、 さ ら に 考え を 拡張 する と 、 物 体 一 般 に お いて 、 以 下 
の 法則 が 成立 する 、 と 推定 され る 。 

( 1 ) 物体 (分 子 こ 人 間 ) の 、 運 動 ・ 活 動 ・ 移 動 ・ 流 動 性 が 
高く 、 相 互 問 に 働く 引力 (結合 力 ) が 小さ いこ と 。 (互い に 
離れ る こと 。) その 場合 、 ド ライ で ある こと 。 ( 連 い て いる 
ES 

( 2 ) 物体 (分 子 こ 人間) の 、 運 動 ・ 活 動 ・ 移 動 ・ 流 動 性 が 


低く 、 想 間 に 働く 引力 (結合 力 ) が 大 きい こと 。 (互い に 
離れ な いこ と 。) その 場合 、 ウ ェ ッ ト で ある こと 。 (湿っ て 
いい の 、| 清 柳 で いる と ど 。)) 


この 推定 が 正しい こと を 説明 する に は 、 分 子 よ り も ずっ と 人 
間 に 近 い サ イズ の 物体 に お いて 推定 が 成立 する こと か 必要 と 
な る 。 そ うし た より 人 間 寄 り の サイ ズ の 物体 と し て は 、 例 え 
ば 、 海 岸 や 河川 、 砂 漠 に 分 布 す る 砂 の 粒 や 、 人 間 (特に 女 
性 ) の 髪の毛 、 大 豆 を 発酵 させ て 作る 納豆 、 溶 けた 糖分 を 冷 
や し て 固め て 作っ た 菓子 の キャ ン デ ィ 、 よ り 大 き な も の と し 
て は 、 千 球 用 の プラ スチ ッ ク ボ ー ル や 、 バ レー ボー ル な ど が 
あげ られ る 。 


乾 いた (ドラ イ な ) 砂 は 、 触 っ て も 手 に くっ つか ず サ ラサ ラ 
と 一 粒 ず つ バ ラバ ラ に 離れ て 落ち る 。 (それ は 、 接 着 ・ 粘 着 
性 が な い 。) また 、 そ うし た 砂 は 、 風 が 吹く と それ に 従っ て 
サラ サラ と 移動 する 。 (それ は 、 流 動 性 が ある 。) これ に 対 
し て 、 浅 っ た 、 濡 れ た (ウェ ッ ト な ) 砂 は 、 触 る と 手 に くっ 
つい て その まま 離れ よう と し な い 。 (それ は 、 接 着 ・ 粘 着 性 
が あめ る 。) また だ た 、 そ うし た 砂 は 、 団 須 状 に ひと か あり に 
な っ て 、 風 が 吹い て も 動 こ うと し な い 。 (それ は 、 流 動 性 が 
NN 


水 に 濡れ た 愛 は 、 有 髪の毛 同士 が ひと まとまり に な っ て な か な 
か バラ バラ に な っ て くれ な いし 、 風 が 吹い て も な び い て 動 こ 
うと し な い 。 一 方 、 乾い た 髪 は 、 風 に な び い て サラ サラ ・ バ 
ラバ ラ と 一 本 ずつ 個別 に 分 離し て 動き 、 流 動 性 が ある 。 


納豆 は 、 か き 回 す と ネバ ネバ と し た 糸 を 引い て 互い に 糸 で 接 
締 じ し 、 く つつ いて 一 つづ に まとまっ た 状態 で 龍 引 し よう と す 
る 。 そ の 際 、 一 粒 の 豆 と 豆 と の 間 を 引力 が 糸 を 引く 形 で 働い 
て お り 、 分 子 間 力 相当 の 力 に 相当 する と 考え られ る 。 


表面 が 溶け た (表面 が 液体 化し た ) キャ ン デ イィ の 粒々 は 、 指 
先 や 他 の キャ ン デ ィ と ベタ ベタ くっ つい て 取れ な い 。 一 粒 ず 
つ 動 か そう と し て も 、 互 い に く っ つい て 動か すこ と が で き な 
し 


ある い は 、 旧 球 用 プラ スチ ッ ク ボ ー ル や バレ ー ボ ー ル は 、 そ 
の まま で は 手 離 れ よ く 一 つ ず つ バ ラバ ラ に な っ て 動き 回 る 
が 、 接 着 剤 を 表面 に 広く 塗り 付け た り 、 両 面 粘着 テー ブ 全 面 
に 巻き 付け る と ベタ ベタ 互い に くっ つき 、 結 合 し 合っ て 離れ 
ず 、 一 つ ず つ バ ラバ ラ に 独立 させ る こと が 難し いし 、 活 発 に 
動か そう 、 飛 ば そう と し て も すぐ 別 の と ころ に 接着 し て し 
まま 9536 虹 選 うら し が い 。 


この 場合 、 こ うし た 物体 の 接着 ・ 粘 着 性 (いっ た ん くっ つく 
と 離れ よう と し な い 性 質 ) が 、 互 い の 間 に 働く 引力 (互い に 
離れ ずく っ つき 、 接 続 し 合 お うと する 力 ) を 大 きく し 、 運 
動 ・ 活 動 ・ 移 動 ・ 流 動 性 を 奪っ て いる と 考え られ る こと 。 す 
な わ ち 、 物 体 に お ける 互い に ネバ ネバ 、 ベ ト ベ ト と 互い に 
くっ つこ うと する 接着 ・ 粘 着 性 が 、 物 体 同 士 を 互い に 引き 合 
わせ 、 動 き に くく する 形 で 、 物 体 に ウェ ッ ト さ を も た ら す こ 
と に な る 。 こ れ は 、 例 えば 接着 剤 が 長 時 間 外 部 に 赴 出 し 続け 
て 溶剤 が 抜け て ベタ ベタ し な く な る と 、 乾 いた 、 ド ライ に 
な っ た と 感じ られ る こと か ら も 例証 され る 。 


(上 記 の 内 容 の 詳細 に つい て は 、 資 料 編 を 参照 し て 下さ 
い 。) 


以上 の 考え を 分 か りや すい 言葉 で まとめ る と 、 一 般 に 、 粘 り 
気 ・ 接 着力 が あり 、 互 い に ベ タ ベ タ くっ つき 合っ て 動か な い 
物体 は ウェ ッ ト 、 反 対 に 、 手 か ら サ ッ と 離れ て 、 互 い に サ ラ 
サラ と 離れ て 動き 回 る 物体 は ドラ イ に 感じ られ る 、 と 言え 

る 。 


この 場合 、 ウ ェ ッ ト か な 物体 は 、 互 い に 他 の 物体 と くっ つき 合 
お うと し 、 ド ライ か 物体 は 互い に 離れ よう と する 点 、 両 者 
は 、 物 体 間 の 相互 作用 、 社 会 関係 の 面 か ら 見 て 、 対 照 的 な 性 
格 を 持つ と 吉 え る 。 


こう し た 、 分 子 レ ベル より も ずっ と 大 きい 物体 サイ ズ の 事例 
か ら 、 前 記 の 分 子 レ ベル で の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト 感 の 範囲 を 物 
体 一 般 に 広げ ける こと が 可能 だ と 考え られ る 。 


3 対人 関係 へ の 応用 


この 物体 一 般 に お ける ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト 感 覚 を さら に 人 間 レ 
ベル まで 拡張 し て 捉え た 場合 、 水 の よう な か 液体 、 空 気 の よ う 
な 気体 が 、 人 間 に 対 し て ウェ ッ ト ・ ド ライ な 感じ を 丘 える し 
くみ と 、 人 間 同 士 が 、 人 付き 合い で 、 互 い に 相 手 に 対し て 、 
ウェ ッ ト ・ ド ライ な 感じ を 世 える し くみ と は 、 互 い に 共 通 な 
の で は な いか 、 と 考え られ る 。 


すなわち 、 物 体 一 般 レ ベル で 見 られ る 、 運 動 ・ 移 動 性 お よび 
引力 の 概 念 を 人 間 に 当て は め る こと に より 、 

( 1 ) 人 間 が 、 一 カ所 に 止ま っ て あま り 動 こう と せ ず (活発 
に 動き 回 る 度合 い が 小さ く 。) 、 周 囲 の 他 者 と 互い に 近 づ 

き 、 く っ つき 合い 、 離 れ よ うと し な いこ と 場合 。 (引力 が 大 
きく 働い て いる 場合 。) そう し た 場合 、 対 人 関係 に (運動 エ 
ネル ギー が 小さ < 分 子 間 力 の 大 きい 液体 分 子 同様 。) ウェ ッ 
ト な 感覚 が 生ま れる 。 

( 2 ) 人 間 が 、 一 カ所 に 止ま りら り ず に あちこち 移動 ・ 流 動 す る 
場合 。 (活発 に 動き 回 る 度合 い が 大 きい 場合 。 ) 周囲 の 他 者 
と の 間 で 、 互 い に 近 づい た り 、 く っ つき 合っ た り せ ず 、 離 れ 
よう と する 場合 。 (引力 が あま り 働 いて いな い 場 合 。) そう 
し た 場合 、 対 人 関係 に (運動 エネ ルギー が 大 き < く 分 子 間 力 の 
小さ い 気体 分 子 同様 。) ドラ イ な 感覚 が 生ま れる 。 

と 考え られ る こと 。 


この 場合 、 物 体 サ イズ を 分 子 サ イズ か ら 人 間 サ イズ へ と 捕え 
て 眺め る こと に より 、 両 者 に 共通 し て 働く 、 物 体 の 動き 回 る 
エネ ルギー を 「 運 動 エ ネル ギー (分 子 レ ベル ) 」= 「 運 動 ・ 
活動 ・ 移 動 ・ 流 動 性 (物体 - 人 間 レ ベル ) 」、 物 体 間 で 互い 
に くっ つき 、 接 続 ・ 結 合 ・ 集 合 し 合い 、 牽 制 ・ 東 縛 し 合う 力 
を 「 分 子 間 力 (分 子 レ ベル ) 」= 「 引 力 、 結 合力 (物体 - 人 
間 レ ベル ) 」 と し て 、 同 様 に 捉え る 事 が 可能 と な る 。 


上 の 説明 を 一 斉 で まとめ る と 、 活 動 や 運動 面 で の 活発 さ の 


差 、 お よび それ に よっ て も た ら さ れる 、 分 子 間 力 相当 の 引力 
の 大 小 か ら 、 そ れ ぞ れ ウ ェ ッ ト ・ ド ライ な 対人 感覚 の 分 化 が 
生じ る 、 と いう こと に な る 。 (この 説明 を 考案 し た の は 1991 
<1992 年 頃 で ある 。) 


この 場合 、 人 間 に お いて は 、 物 理 的 な 肉体 に よる 活動 ・ 運 動 
や 身体 同士 の 引っ 張り 合い と 並ん で 、 具 体 的 な 物理 運動 を 伴 
わな い 心 理 的 な 活動 ・ 運 動 や 相互 牽制 、 接 近 を も 同時 に 考え 
る 必要 が ある 。 例 えば 、 机 の 前 に 座っ た まま で 、 知 的 好奇 心 
に 満た され て 様々 な 分 野 の 書籍 を 読み あさ っ た り 、 い ろ い ろ 
活発 に 物事 を 考え た り し て いる 状態 で は 、 物 理 的 に は 不 活発 
だ が 、 心理 的 に は 活発 に 動き 回 っ て いる と 捉え る こと が で き 
る 。 あ る い は 、 物 理 的 に 離れ た 地点 に 暮らし て いる 恋人 同士 
が 電話 に よる コミ ュ ニ ケー ショ ン で 強い 心理 的 一 体感 を 抱い 
て いる 状態 で は 、 物 理 的 に は 遠い まま で も 、 強 い 心 理 的 引力 
が 両者 の 問 に 働い て いる と 提 え る こと が で きる 。 


この よう に 、 人 間 の 活動 ・ 運 動 や 引力 に つい て は 、 物 理 的 な 
も の と 心理 的 な も の に 分 けら れる が 、 以 下 で は この うち 心理 
的 な 方 を 主 に 取り 上 げ る 。 人 間 の 身体 の 物理 的 な 活動 ・ 運 重 
や 身体 同士 の 引っ 張り 合い は 、 あ くま て 身体 内 部 の 神経 償 の 
活動 を 反映 し た 表面 的 な も の に 過ぎ ず 、 神 経 系 の 働き に 基 づ 
く 心 理 的 な 活動 ・ 運 動 や 引力 の 方 が 、 人 間 の 行動 を より 根源 
的 に 決定 し て いる と 考え る た めで ある 。 


対人 感覚 で ドラ イ な 感覚 を 著 える 運動 ・ 活 動 性 の 実態 は 、 人 
間 に 内在 す る 、 あ ちら こち ら の 互い に 離れ た 地点 間 を 活発 に 
移動 し よう と する 心 的 指向 (空間 移動 指向 ) 、 お よび 、 今 ま 
で 行っ た こと の な い 地 点 ・ 地 域 へ も 進ん で 拡散 し て いこ う 、 
新 大 地 を 積極 的 に 切り 開 こ う (新規 対象 を 開拓 し よう と する 
こと 。) と する 心 的 指向 (拡散 指向 ) で ある こと 。 こ の 場 

合 、 物 理 的 居場所 や 心理 的 に 興味 ある 分 野 を 変え る こと で 生 
活 上 の 究 囲 気 を 一 新 し 、 新 た な 刺激 を 得 た いと いう 欲求 や 、 
念 ま で 出会っ た こと の な い 未 知 の も の ご と に 対す る 好奇 心 、 
言い 換え れ ば ( 今 ま で ここ こし ば らく の 間 ) 経験 し た こと の 
な い 新 た な 情報 (新鮮 な 情報 ) に 接し た いと いう 心 的 衝動 

(新規 情報 受信 衝動 ) が 運動 ・ 活 動 性 の 原動力 と な っ て い 


る 。 こ れ と は 反対 の 、 一 力 所 に 静止 し て 動 こ うと し な い 定 
住 ・ 定 着 ・ 不 拡散 指向 は 、 運 動 ・ 活 動 性 の 欠如 を 意味 し 、 対 
人 感覚 で は ウェ ッ ト な 感覚 を 皇 え る 。 


一 方 、 対 人 感覚 に お いて ウェ ッ ト な 感覚 を 后 え る 心理 的 な 引 
力 、 結 合力 の 実体 は 何で ある か ? それ は 、 人 間 に 内 在 す る 、 
周囲 の 他 者 と 心理 的 に 近く な ろう 、 近 い 状 態 で いよ うと する 
指向 (心理 的 近接 指向 ) で ある こと 。 


すなわち 、 (心理 的 に ) 相互 に 引き 合う と いう こと は 、 互 い 

の (心理 面 で の ) 9 介 6 近づけ て いき 、 最 終 的 に 
OM 人 っ う て ー つ に な る こと 。 (一 休 化 まる 、 琴 合 する こ 

> か を UGCBN く の つい で て 林 れ か いと いう こと で あめ る と 
了 相手 へ の 心理 的 な 距離 を 縮小 し て いき 、 最 終 的 に は ゼロ 
に し よう 、 接 続 し よう 、 つ な が ろう と する 指向 が 強い と 、 そ 
れ が 互い の 間 で あたかも 引力 の よう に 感じ られ 、 対 人 感覚 に 
お いて ウェ ッ ト な 感じ を も た ら す 、 と いえ る 。 


以上 の 説明 を 分 か りや すい 斉 葉 で まとめ る と 、 対 人 関係 に お 
MC、 MR の よう に 言え る 。 

( 1 ) 心理 的 に 相手 に ベタ ベタ くっ つい て 離れ よう と し な い 
こと 。 (粘着 ・ 接 着 ・ 接 続 ・ 結 合 ・ 集 合 性 を 持っ た こと 。) 

そし て 、 そ の まま 動 こ うと し な いこ と 。 (定着 ・ 定 住 性 を 

持っ た こと 。) 

2 ) 相手 に 対し て あっ さり と し て 深入り せ ず 、 す ぐ サ ラリ 
と 離れ る こと 。 ( 手 粘 着 ・ 導 接着 ・ 切 断 ・ 離 散 性 を 持っ た こ 
と 。) そし て 、 あ ちこ ち 活 発 に 動き 回 っ て 移動 する こと 。 

運動 ・ 活 動 ・ 移 動 ・ 流 動 性 を 持っ た こと 。) 


この 場合 、 粘 着 ・ 接 着力 は 、 互 い に 近づき 、 引 きつ け 合 い 、 
くっ つき 合う こと を 指向 する 点 、 引 力 の 一 形態 と 言え る 。 こ 
の 粘着 ・ 接 着力 は 、 ま た 、 人 や 物 を その 場 に 引き 止め て 離さ 
ず 、 動 け な く する 丘 移 動 化 ( 疾 活 動 化 、 疾 運動 化 ) = 定着 ・ 
定住 化 の 効果 も 併せ て 持っ て いる 。 


分 子 に せよ 、 物 体 に せよ 、 人 間 の 心理 に せよ 、 相 手 に ベタ ベ 


タ と 粘着 的 に ま と わ り つ い て 離れ ず 、 そ の まま 動 こ 生 
い 場 合 は 、 紅 共通 に ウェ ッ ト に 感じ られ 、 そ の 逆 は 共通 に ド 
ライ に 感じ られ る と 言え る 。 


4 . 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 性 質 と いう の は 、 欄 子 単独 を 見 た だ け で 
は 見 えて こない 。 複数 粒子 の 形成 する 社会 、 個 体 群 を 見 る こ 
と で 初め て 見 えて くる こと 。 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト の 相違 は 、 粒 子 と 他 粒 子 と の 相互 作用 の あ 
り 方 の 違い で ある 。 互 い に 他 粒 子 と くっ つく 、 一 体 化す る 、 
相互 束縛 する の が ウェ ッ ト で 、 他 粒子 と バラ バラ に 離れ て 自 
由 に 動く の が ドラ イ で ある 。 


こう し た 性 質 は 、 粒 子 を 複数 同時 に 見 な いと 分 か ら な い 性 質 
で ある 。 そ の 点 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ の 検討 を . 行 うに は 、 粒 
子 単独 の 動き 、 単 独 者 の 心理 を 見 る だ け で は ダメ で 、 極 め て 
社会 的 視点 が 必要 な の で ある 。 


この 場合 、 相 互 作 用 する 粒子 の 種類 や サイ ズ は 、 互 い に 同 じ 

と は 限ら な い . サイ ズ に 関し て は 、 一 方 が 極小 サイ ズ で も う 
02246 と も ある 。 例え ば 、 人 間 (巨大 ) 
の 皮膚 に くっ つく 液体 の 水 の 分 子 ( 群 ) (極小 ) が 、 種 類 と 
サイ ズ が 異な る 例 に 当たる 。 粒 子 の サイ BR も 、 粒 
子 相互 の 間 に 働く ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 性 質 は 観察 可能 で あ 
る 。 


(c)1992-2008 初 出 


「 気 体 ・ 液 体型 行動 様式 . に つい て の 検討 - 人 間 行 動 の 分 子 
運動 論 的 把握 


1992 年 05 月 24 日 。 初 出 。 
気体 と 液体 の 統合 版 。 


(2022 年 04 月 。 私 は 、 文 章 の 表現 を 、 自 動 徳 訳 サ ービス に 、 
より 適合 し た 表現 と な る よう に 、 よ り 分 か りや すく 改め まし 
た 。 文 章 の 内 容 そ れ 自 体 は 、 オ リ ジ ナ ル の まま と な っ て いま 
す 。) 


双 
人 間 行 動 を 説明 する レベ ル 。 そ れ は 、 基 礎 的 な も の か ら 順 
に 、 下 記 の よう な 内 容 が 、 考 えら れる 。 

1 物理 化学 レベ ル (物体 の 運動 ) 

2 生理 学 な いし 生物 学 の レベ ル (神経 細胞 か ら 動 物 ま で 。 遺 
枝 。) 

3 人 間 固 有 レ ベル (大 脳 の 前 頭 葉 。 それ が 生み 出す 、 文 化 や 
文明 。) 


今 ま で の 、 人 間 行 動 を 扱う "行動 科学 "に お いて 。 そ れ は 、 下 
記 の よう な 現状 で ある 。 

1 社会 学 や 社会 心理 で は 、 人 間 固 有 レ ベル し か 、 扱 わな いこ 
と 。 (そこ で は 、 動 物 実験 すら 、 殆 ど な さ れ な いこ と 。) 

2 心理 学 で も 、 せ い ぜ い 生物 学 レ ベル まで で ある こと 。 ( 動 
物 行動 学 の 応用 。 生 理 心理 学 に み ら れ る 神経 細胞 研究 。) 


物理 化学 的 考え 方 を 、 比 較 と し て 、 行 動 科学 へ と 、 応 用 する 
こと 。 そ うし た 例 は 、 か な り 存 在 す る 。 

例 。 

// 

心理 学 精神 物理 学 (ウェ ー バ ー。 フ ェ ヒ ナー。) 

社会 心理 学 集団 力学 。 (レヴ ィ ン な ど 。) ソシオ メト リー。 
(モレ ノ 。) 

社会 学 社会 シス テム 論 や 自己 組織 理論 (パー ソン ズ な ど 。) 
// 


の * じ 。 

人 間 を 、 単 な る 比較 で は な く 、 物 理 的 存在 や 物体 と し て 、 扱 
うこ と 。 そ の 行動 を 、 物 体 の 運動 と し て 捉え る こと 。 そ うし 
た 、 最 も 基礎 的 な 物理 化学 レベ ル へ の アプ ロー チ 。 そ れ は 、 
未だ 、 あ まり 検討 され て いな い 。 

こう いっ た 状況 は 、 喜 わ ば 、 基礎 工事 を し な いま ま 、 高層 ビ 
ル を 建て て いる よう な も の で ある 。 そ れ は 、 研 究 を 進め る 手 
順 と し て 、 適 当 か どう か 疑わ し い 。 

の 

従来 、 よ り 高 次 の 人 間 固 有 レ ベル の も の と し て 研究 され て き 
た 事項 。 (例え ば 、 対 人 関係 や 民族 性 な ど 。) それ ら が 、 よ 
り 基 礎 的 な 物理 化学 レベ ル て 説明 で き な い か どう か 、 検 討 し 
主 す 必要 が ある 。 


の 
個々 の 人 間 。 彼 ら を 、 宇 宙 ・ 地 球 レ ベル の 極め て マク ロ 的 な 
視点 か ら 眺 め た 時 。 彼 ら を 、 物 理化 学 的 な 分 子 程度 の 大 き さ 
と し て で て 、 極 小 化し て 提 え る こと が で きる こと 。 

し の と し 。 

分 子 レ ベル に まで 極小 化 さ れ た 、 物 理化 学 的 存在 と し て の 人 
間 。 な いし 、 そ うし た 人 間 集 団 の 行動 様式 。 そ れ ら を 、 ど の 
よう が か が 形 で G 更 える こと が で きる が に つい て 。 それ に 3 いい < 
は 、 目 立っ た 研究 は 、 現 状 で は 、 行 われ て いな い 。 

(人 間 を 分 子 レ ベル まで 極小 化し て 捉え る 、 物 理化 学 的 アプ 
ロー チ 。 そ れ 自 体 が 、 そ も そ も 、 社 会 科学 の 興味 の 対象 に 
な が っ つ C も が が い 。) 

分 子 化 さ れ た 物理 化学 的 存在 と し て の 、 人 間 な いし 人 間 集 
団 、 そ れ ら の 、 遺 伝 的 ある い は 文化 的 行動 様式 。 (民族 性 や 
社会 的 性 格 。) それ ら が 、 物 理化 学 に お ける 現実 の 分 子 運動 
法則 と 、 胡 接 の 関連 を 持つ か どう か ? その こと に つい て も 、 
既存 の 研究 で は 、 不 明 の まま で ある 。 (物理 学 を 、 社 会 心理 
分 野 に 応用 し た 研究 。 そ の 例 と し て は 、K.Levin ら の 集団 力学 
理論 な ど が ある 。 し か し 、 そ れ ら の 内 容 は 、 い ずれ も 比 只 
区 穴 江 民 、 此 ま る で いる 。 

も し も 、 人 間 の 遺伝 的 ・ 文 化 的 行動 様式 が 、 分 子 運 動 法 則 と 
頁 接 の 関連 を 持つ こと を 、 立 証 で きた 場合 

現在 、 物 理化 学 で 使わ れ て いる 、 コ ンピュータ を 用 いた 分 子 


運動 シミ ュ レ ーション 技術 。 そ うし た 技術 を 、 人 間 (集団 ) 
の 研究 に 、 そ の まま 応用 で きる 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 
に 、 繋 が る 。 社 会 科学 分 野 で の コン ピュ ー タ 活用 の レベ ル 。 
それ を 、 飛 躍 的 に 向上 させ る こと 。 

この 文章 の 目的 。 

1 従来 の 、 民 族 性 や 社会 的 性 格 と いっ た 、 社 会 学 や 心理 学 や 
文化 人 類 学 固有 の 研究 テー マ と し て 扱わ れ て きた 対象 。 そ う 
し た 対象 を 、 物 理化 学 の 分 子 運 動 論 そ の も の と し て 扱え る こ 
と 。 そ れ が 可能 で ある こと を 示す こと 。 

2 分 子 化 さ れ た 物理 化学 的 存在 と し て の 人 間 な いし 人 間 集 団 
の 遺伝 的 な いし 文化 的 行動 様式 。 そ れ ら が 、 流 動 性 を 持つ 液 
体 気体 分 子 の 運動 法則 に 、 大 局 的 に は 従っ て いる こと 。 そ れ 
を 示す こと 。 

上 記 の 内 容 に より 、 下 記 の 内 容 が 、 (単なる 比 隊 と し て で は 
な く 、) 看 接 可能 で ある こと を 示す こと 。 社 会 科学 へ の 、 物 
理化 学 的 アプ ロー チ 。 社 会 科学 に 対す る 、 コ ンピュータ を 用 
いた 分 子 シ ミュ レー ショ ン 技 術 の 応用 。 


3 . 
(1 ) 人 間 行動 を 、 マ クロ 的 な 視点 か ら 眺 め た 場合 。 そ れ ら 
は 、 社 会 ・ 文 化 的 行動 を 含め て 、 (本 人 が 自覚 する し な い に 
関わ ら ず 、) 物理 化学 的 な 液体 気体 の 分 子 運 動 法則 に 従っ て 
と 

人 間 は 、 茂 密 に は 、 物 理化 学 的 分 子 と は 、 知 覚 や 連合 や 運動 
の 機能 を 内 蔵 す る 点 で 、 異 な る 動き を 示す 。 し か し 、 彼 ら 

は 、 大 局 的 に は 、 物 理化 学 的 な 存在 と し て 振る 舞う 。 

(2) 遺伝 的 な 側面 。 女 性 な いし 男性 の 行動 様式 。 そ れ ら 

が 、 以 下 の ( 1 ) の 内 容 に 従っ て 、 以 下 の (2 ) の 内 容 に 相 
当 す る 。 ( 1 ) それ ぞ れ の 持つ 生物 学 的 貴重 性 。 そ の 度合 

い 。 そ の 大 小 。 ( 2 ) 液体 な いし 気体 の 分 子 運動 法則 。 

(3) 文化 的 な 側面 。 適 応 先 の 自然 環境 に お ける 、 液 体 優位 
な いし 気体 優位 の 、 度 合い 。 ( 肖 潤 な いし 乾燥 の 度合 い 。) 

そう し た 度合 い に 従っ て 、 以 下 の 内 容 が 、 液 体 な いし 気体 の 
分 子 運動 に 相当 する 。 上 農耕 社 会 。 (定住 的 で 集約 的 。) な い 
し 、 人 遊牧 社会 。 (移動 的 で 粗 放 的 。) それ ら の 社会 の 行動 様 
式 。 (民族 性 。) 

(文化 的 な 人 間 行 動 様式 の 、 乾 混 の 度合 い 。 そ れ は 、 自 然 環 


境 の 乾湿 の 度合 い に 、 正 相関 し て いる 。) 

(4) 遺伝 的 な 、 女 性 な いし 男性 の 行動 様式 。 文 化 的 な 、 自 
然 環 境 の 乾湿 に 由来 する 、 農 耕 社会 な いし 遊牧 社会 の 行動 様 
式 。 上 記 の 両者 の ベア は 、 相 互 に 対応 関係 に ある 。 自 然 環境 
へ の 適応 度 か ら 見 た 場合 。 女 性 は 、 液 体 優位 環境 (湿潤 環 

境 ) の 下 の 農 耕 社会 に お いて 、 優 位 と な る 。 男 性 は 、 気 体 優 
位 環 境 (乾燥 壇 境 ) の 下 の 人 遊牧 社会 に お いて 、 優 位 と な る 。 


4 . 
人 間 行 動 に は 、 相 互 作用 面 で の 流動 性 が 絶え ず 存 在 する 。 
従っ て 。 人 間 行 動 を 、 物 理化 学 的 に 捉え る 場合 。 そ の 比較 の 
対象 と な る も の 。 そ れ は 、 流 動 性 の ある 、 和 気体 液体 の 分 子 運 
動 で ある 。 (流動 性 の な い 固体 。 そ れ は 、 比 較 の 対象 か ら 外 
され る 。) 

この 節 で は 、 以 下 の 内 容 に つい て 、 ま と め る 。 液体 な いし 気 
体 の 分 子 運 動 。 そ れ ら の 基礎 的 な 性 質 。 

まず 、 分 子 問 力 に つい て 説明 する こと 。 次 に 、 分 子 運 動 の 原 
理 を 、 分 子 間 力 中 心 に 、 動 作 次 元 (M) と 、 分 布 次 元 (D) と 
に 分 け で 。、 博 理 ずる こと 。 

次 に 、 基 本 原理 の 各 項 目 に つい て 、 液 体 気 体 分 子 運動 の 比較 
を 、 分 子 間 力 中 心 に 行い 、 表 に 整理 する こと 。 

この 説明 文 の 中 に は 、 以 下 の 内 容 が 、 含 まれ る 。 分 子 を 擬人 
化し た 表現 。 社 会 科学 で 用 いら れ て きた 概念 を 、 積 極 的 に 流 
用 し た も の 。 

その 内 容 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 目 的 と し て いる 。 従来 の 
物理 化学 と 、 社 会 科学 と の 、 用 語 面 で の 橋渡し 。 


| 分 子 間 力 

各 分 子 は 、" 分 子 間 力 ” (相互 に 引き 合う 力 ) を 持つ こと 。 

"分 子 間 力 "の 作用 する 度合 い 。 (複数 分 子 相互 の 引力 の 働き 
や すさ 。) それ は 、 下 記 の 内 容 に 負 相 関す る こと 。 

(1 ) 各 分 子 間 の "距離 "。 

(2) 各 分 子 個体 の 、 相 互 の 引力 を 振り 切る "運動 エネ ル 
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M 動作 次 元 


各 分 子 の 動作 と 、" 分 子 間 力 "と の 関係 に つい て 、 ま と め る こ 
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M 1 各 分 子 の 動作 エネ ルギー に つい て 。 そ れ は 、 下 記 の 名 項 
目 の 積 と し て 、 表 され る 。 

流動 性 の ある 分 子 は 、 各 自 、 中 計 レ ベル か ら 高 位 レ ベル の 、 
運動 エネ ルギー を 持っ て いる 。 

各 分 子 の 動作 時 の エネ ルギー。 そ れ は 。 

0 1 "質量 " 


0 2 % 速 度 ” 


各 分 子 の 動作 エネ ルギー。 そ れ は 、 以 下 の 各 項 目 の 内 容 に 、 
正 相関 する 。 

1 1 動作 の "スケ ー ル "の 大 き さ 

2 1 動作 の "能動 性 ” (自発 的 に 動き 回 る 度合 い ) 

3 1 相互 接触 時 の "当たり "の ハー ド さ ・ 破 壊 的 で ある 度合 い 
3 2 相互 接触 時 の 傷つき や すさ 

3 3 現状 打破 や 変革 ヘス へ の エネ ルギー 


"分 子 間 力 " が 作用 する 度合 い 。 そ れ は 、 各 分 子 の 運動 エネ ル 
キー に 負 相 関す る 。 

し た が っ て 、 以 上 の 0 1 ~ 3 1 の 指標 の 値 は 、" 分 子 間 力 "に 
負 相 関す る 。 


M 2 各 分 子 の 動作 決定 の あり 方 。 そ れ は 、 下 記 の 内 容 に よっ 
て 、 表 され る 。 


M2 1 1 各 分 子 の 各々 に つい て 。 

0 1 "自由 度 ” (周囲 分 子 の 物理 的 束縛 を 受け ず に 決定 で き 
る 、 度 合い 。) 

0 2 "自律 度 ” (周囲 と は 独立 し て 決定 で きる 、 度 合い 。) 
0 3 "独創 度 ” (周囲 分 子 と 異な る 、 自 分 だ け の 決定 が で き 
る 、 度 合い 。) 


これ ら の 値 は 、 下 記 の 度合 い を 表す 。 各 分 子 が 、 そ の 引力 を 
振り 切っ て 、 自 由 に 動き 回 れる 度合 い 。 な いし 。 各 分 子 が 、 
動作 決定 時 に 、 周 囲 個体 の 引力 の 影響 を 結果 的 に 配慮 し な く 
て 済む 、 度 合い 。 そ れ ら の 度合 い 。 そ れ ら の 値 は 、" 分 子 間 


力 ” (分 子 間 相 互 の 引力 ) に 負 相 関す る 。 
分 子 間 力 が 大 きい ほど 、 下 記 の 度合 い が 、 強 まる 。 各 分 子 に 
お ける 、" 自 由 か ら の 逃走 ?。 BE.Fromm。〕 


M 2 1 2 分 子 間 に つい て 。 そ れ は 、 下 記 の 内 容 に よっ て 、 表 
され る 。 

0 1 "相互 依存 度 ” (相互 に 、 他 分 子 の 動作 決定 の 影響 を 被る 
こと 。 そ の 度合 い 。) 

0 2 "相互 牽制 度 ” (相互 に 、 他 分 子 の 動作 を 規制 し 東 縛 し 合 
うこ と 。 そ の 度合 い 。 相 互 に 、" 足 を 引っ 張り 合う "こと 。 そ 
の 度合 い 。) 

0 3 " 画 一 度 ” (個別 に バラ バラ に 動く こと が で き な く な る こ 
と 。 そ の 度合 い 。) 

半纏 ee の 
6 その 傾向 。 そ の 強 さ 。 

(同類 ) 他 者 指向 度 ” (動作 タタ 9 同類 の 他 分 
人 と 。 そ の 傾向 。 相 互 の "温もり "を 求め る こと 。 そ 
の 傾向 。) 

0 5B "擬人 化 度 ” ( 考 同 類 の 無機 物 な ど を 、 同 類 の 他 者 に 準 

える こと 。 そ の 度合 い 。) 

0 6 "相互 和合 度 ” (相互 が 、" 仲 民 く "親しみ 合う "こと 。 度 

合い 。) 

この 値 に つい て は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 で ある 。 以下 

の 0 6 1 か ら 、 以 下 の 0 6 3 へ と 、 細 分 化し て 表す こと 。 こ 

の 値 は 、 ま た 、 分 子 の 相互 融合 や 相互 一 体 化 の 度合 い に 正 相 

関す る 。 (D22-11。) 

O 6 1 "引力 追認 度 ” (相互 の 間 で 引力 が 作用 する こと 。 そ の 

こと を 、 (積極 的 に ) 追認 する 度合 い 。) 

0 6 2 ” 奈 力 抑止 度 ” (相互 の 間 で 、 圧 力 (反発 力 ) の 作用 を 

抑止 する こと 。 周囲 と 反対 方 向 へ の 動作 の 存在 を 許さ な いこ 
"満場 一 致 " を 指向 する こと 。 そ れ ら の 度合 い 。) 

0 6 3 "引力 無効 化 抑止 度 ” (相互 の 間 で 、 (周囲 の ) 引力 

を 、 振 り 切 る こと 。 (そう し た 引力 を 、 無 効 化す る こと 。) 

その こと で 、 自 由 に 動き 回 る こと 。 そ れ ら の 実現 を 抑止 する 

こと 。 そ の 度合 い 。) 


これ ら の 値 は 、 各 分 子 動 作 の "自由 度 " に 負 相 関す る 。 従 っ 


て 。 こ れ ら の 値 は 、" 分 子 間 カ "と 正 相関 し て いる 。 


M 2 1 3 対 周 囲 に つい て 。 そ れ は 、 下 記 の 内 容 に よっ て 、 表 
され る 。 

0 1 ” 同 調度 ” (周囲 と の 、 動 作 面 で の 調和 。 そ の 実現 を 求め 
る 度合 い 。) 

0 2 ” 恥 の 感じ や すさ ” 【R.Benedict] (相互 に 、 周 囲 の 他 分 
子 に 注目 され 、 視 され て いる こと 。 そ の こと を 、 感 じ る 度 
合い 。) 

0 3 "周囲 の 目 の 気 に し や すさ ” (相互 に 、 以 下 の 内 容 を 、 考 
慮 する こと 。 周 囲 の 他 分 子 が 、 彼 自身 に つい て 、 ど う 感 じ て 
いる か ? そう し た 考慮 の 、 度 合い 。) 

0 4 “根回し の 必要 性 ” ( 彼 自身 の 動作 に 対す る 事前 の 承 諸 。 
相互 に 、 そ の 実現 を 、 周 囲 に 対し て 、 求 め る こと 。 そ の 度合 
Mo 


これ ら の 値 は 、 以 下 の 内 容 を 示す 。 各 分 子 の 動作 が 、 周 囲 他 
分 子 の 動作 に 規定 され る 度合 い 。 従 っ て 。 こ れ ら の 値 は 、 分 
子 間 力 に 正 相 関す る 。 

これ ら の 値 は 、 各 分 子 動 作 の "自由 度 ” に 、 負 相関 する 。 


M 2 2 各 分 子 の 動作 方 向 (進路 ) 。 そ れ ら の あり 方 。 そ れ 
は 、 下 記 の 内 容 に よっ て 表 さ れる 。 

0 1 "一 定 度 "年 進度 ” 

0 2 ” 明 確度 ” (物事 の 白黒 が は っ きり する こと 。 そ の 度合 
い 。 ) 


これ ら の 値 は 、 分 子 間 力 に 負 相 関す る 。 

そう し た 動作 方 向 。 そ れ は 、 分 子 が 相互 に 引き 合う こと で 、 
ジ ツク ザク で 電 き た だり 有 的 で ファ ンー と な が る 。 で の こと で 、。 その 
明確 度 が 、 減 少 する 。 

その 結果 。 動 作 の "目的 指向 "性 。 (目的 対象 に 向かっ て 一 重 
線 に 進む 度合 い 。) その 度合 い が 、 減 少 する 。 


M 2 3 各 分 子 自 身 の 動作 に 対す る 責任 の 取り 方 。 そ れ は 、 下 
記 の 内 容 に よっ て 、 表 され る 。 

0 1 分散” ( 他 の 分 子 と の 間 へ と 、 拡 散 よ する こと 。 そ の 度合 
い 。 ) 


0 2 "連帯 化 度 ” ( 他 の 分 子 と 共同 で 、 取 っ た り 、 持 ち 合 っ た 
りす る こと 。 そ れ ら の 度合 い 。) 


これ ら の 値 は 、 分 子 間 力 に 正 相関 する 。 

相互 に 引き 合う 度合 い が 、 増 大 する こと 。 そ の こと で 、 下 記 
の 度合 い が 、 増 大 する 。 各 自 の 動作 を 、 彼 自身 と いう 1 分 子 
の み で 、 決 定 で き な く な る 度合 い 。 そ の こと で 、 下 記 の 度合 
い が 、 減 少 す る 。 彼 自身 の 動作 に 対す る 責任 を 、 個 別に 負う 
度合 い 。 

その 結果 。 動 作 に 対す る "集団 的 無責任 "の 度合 い 。 そ うし た 
度合 い が 、 そ の こと で 、 増大 する 。 


D 分 布 次 元 
各 分 子 (集団 ) の 分 布 に つい て 、 分 子 間 力 と の 関係 を 中 心 
く 説明 ある こる 。 


D11 相 奄 距離 

流動 性 の ある 分 子 は 、 相 互 に 、 中 席 な 距離 、 な いし 、 大 き な 
距離 を 、 保 っ つて いる 。 

分 子 相互 の 引力 が 有効 な か こと 。 そ の 度合 い 。" 分 子 間 力 "が 作 
用 する こと 。 そ の 度合 い 。 そ れ ら の 度合 い は 、 各 分 子 間 の 距 
本 に 、 負 相関 する 。 


D 2 1 分 子 各 々 の 分 布 に つい て 。 そ れ は 、 下 記 の 内 容 に よっ 
て 、 表 され る 。 

0 1 "individuality”( 各 分 子 が 、 相 互 に 分 離 独立 する こと 。 そ 
の 度合 い 。" 個 人 主義 的 "で ある こと 。 そ の 度合 い 。) 

1 1 "視点 の 客観 度 ” (相互 に 相手 を 突き 放し て 見 る こと 。 そ 
の 度合 い 。 相 手 を 見 る 眼 に お ける 、 義 近眼 性 。) 

2 1 ツテ リト リー の 広 さ " ( 各 分 子 が 確保 する 、 彼 自身 専用 

の 、 空 間 。 そ れ ら の 広 さ 。) 

2 2 "視界 の 広 さ ”( 各 分 子 が 確保 する 視界 。 そ れ ら に お け 

る 、 広 さや 遠 さや 見 通し の 良さ 。) 

2 3 ” プ ライ バシ ー” ( 各 分 子 が 、 相 互 に 、 相 手 に よっ て 、 彼 
自身 の 動き を 臣 視 され な いこ と 。 そ の 度合 い 。) 

2 4 "個室 指向 度 ” ( 各 分 子 が 相互 の 間 に 衝 立 を 設け る こと 。 
彼 が 、 そ の こと で 、 彼 自身 の 空間 を 、 周 囲 か ら 独 立 さ せる こ 


と 。 そ の 度合 い 。) 
31 ” ( 対 環境 ) 露出 度 ” ( 各 分 子 が 、 外 部 環境 に 対し て 、 他 
分 子 の 介在 な く 、 青 接 十 出す る こと 。 そ の 度合 い 。) 


これ ら の 値 は 、 分 子 間 の 相互 距離 に 正 相 関す る 。 従 っ て 、 こ 
れ ら の 値 は 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 人 負 相関 する 。 


D 2 2 分 子 間 の 分 布 に つい て 。 そ れ は 、 下 記 の 内 容 に よっ 
て 、 表 され る 。 

0 1 "相互 接近 度 ” ( 各 分 子 が 、 相 互 に 、 距 離 的 に 近づこ うと 
する こと 。 そ の 度合 い 。) 

1 1 "融合 や ー 体 化 の 指向 度 ” ( 各 分 子 が 、 相 互 に 、 融 合 し 一 
体 化し よう と する こと 。 そ の 度合 い 。) 

1 2 "も た れ あ い 度 ” ( 各 分 子 が 、 相 互 に 、 相 手 に も た れ た 
り 、 相 手 か ら も た れ ら れ た りす る こと 。 そ れ ら の 度合 

い 。" 甘 え " 指 向 度 。 {土居 健郎 。〕 ) 

1 3 "触れ 合い 度 ” ( 他 分 子 と の 接触 。 そ れ ら に お ける 、 期 間 
や 頻度 や 面 数 の 、 多 さ 。 他 分 子 と 、 べ た べた くっ 付き 合う こ 
と 。 そ の 度合 い 。) 

これ ら の 値 。 そ れ ら は 、 以 下 の 値 に 、 正 相関 する 。 分 子 が 相 
互 に 引力 を 働か せ 合 うこ と 。 そ の 度合 い 。 そ れ ら は 、 従 っ 
て 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 、 正 相関 する 。 

これ ら の 値 は 、 下 記 の 度合 い に 、 正 相関 する 。 各 分 子 間 の 相 
互 作 用 が 、 よ り ” 全 人 格 的 "家族 的 "に な る こと 。 そ の 度合 
3 

2 1 ツテ リト リー 不明 瞭 化 度 ” (相互 の テリ トリ ー の 境界 。 そ 
れ ら が 、 ぼ や け て 不明 確 に な か る こと 。 そ れ ら の 度合 い 。) 
この 値 は 、 各 分 子 の 相互 一 体 化 の 度合 い に 、 正 相関 する 。 
(D22-1 1 項 。) この 値 は 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 、 正 相 
関す る 。 

" 間 人 性 ”〔 浜 口 恵 償 。) その 度合 い は 、 こ の 値 に 正 相 関す 
る 。 


D 2 3 分 子 集合 レベ ル で の 分 布 に つい て 。 そ れ は 、 ト 下記 の 内 
傘 に よっ て 、 表 され る 。 

0 1 “分 散 ” (分 布 叙 域 の 、 空 間 的 な 散ら ば り 。) 

0 2 "スケ ー ル " (分 布 叙 域 の 、 会 間 的 広がり や 、 室 間 的 な ス 


ケー ル の 、 大 き さ 。) 

これ ら の 値 は 、 下 記 の 値 に 、 正 相関 する 。 分 子 間 に お ける 、 
相互 距離 の 大 き さ 。 分 子 間 に お ける 、 引 力 の 働き に くさ 。 
これ ら の 値 は 、 し た が っ て 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 、 負 相関 す 
3 
1 1 "集中 度 。 活 集 度 。” (分 布 が 、 一 箇所 に 固まる こと 。 そ 
の 度合 い 。) 

1 2 "連続 度 ” (分 布 が 、 ア ナ ロ グ 的 に 繋が る こと 。 そ の 度合 
KN  ) 

13” (相互 ) 保護 度 ” (外部 環境 に 対し て 、 相 互 に 、 相 手 の 
衝立 と か る こと 。 そ の こと で 、 訓 出 を 防止 する こと 。 そ の 度 
合い 。) 

これ ら の 値 は 、 以 下 の 値 に 、 正 相関 する 。 分 子 間 の 相互 距離 
の 小さ さ 。 分子 間 に お ける 引力 の 働き や すさ 。 

これ ら の 値 は 、 し た が っ て 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 、 正 相関 す 
る 。 


2 1 "外れ 値 許容 度 ” (分 布 面 に お いて 、 周 囲 へ の 同調 度 の 低 
い 分 子 が 存在 し 得る こと 。 そ の 度合 い 。) 

2 2 "地方 分 権 度 ” (分 布 に お ける 、 各 部 分 の 、 他 部 分 に 対す 
る 、 分 離 独立 。 そ の 度合 い 。) 

これ ら の 値 は 、 分 布 の 分 散 の 大 き さ に 、 正 相関 する 。 (>D 
2 3 - 0 1 項 。) 

これ ら の 値 は 、 し た が っ て 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 、 負 相関 す 


と る 
3 1 "密度 ” (相互 に 密着 する 度合 い 。 相 互 に 、 過 密 状 態 を 指 
向 す る 度合 い 。) 


3 2 "地上 指向 度 ” (重力 の 影響 が 強まっ て 、 空 間 的 に 下方 を 
指向 する 度合 い 。 大 地 へ の 指向 。 そ の 度合 い 。) 

これ ら の 値 は 、 分 布 の 集中 ・ 洛 集 度 に 正 相関 する 。 (>D 2 
3 - 1 1 項 。) 

これ ら の 値 は 、 し た が っ て 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 、 正 相関 す 
る 。 


MD 動作 x 分 布 次 元 
M . 動作 。 D . 分 布 。 そ れ ら の 向 者 が 関連 する 項目 に つい 
て 、 分 子 間 力 と の 関係 を 中 心 に 、 ま と め る こと 。 


MD 1 拡散 性 

1 1 * 拡 散 度 ” ( 各 分 子 の 分 布 賃 域 が 、 次 第 に 拡散 よ する こと 。 
その 度合 い 。) 

1 2 “分 布 枠 疾 限 定 度 ” (分 布 空間 を 限定 し な いこ と 。 そ の 度 
合い 。" 枠 や 型 に 囚われ な い " こ と 。 そ の 度合 い 。 体 積 一 定 で 
無い こと 。 そ の 度合 い 。) 

1 3 "未知 領域 指向 度 ” ( 各 分 子 が 、 他 の 分 子 が 未だ 分 布 し な 
い 賃 域 へ と 、 積 極 的 に 挑戦 し 飛び 出し て いく こと 。 そ の 度合 
Ne) 

1 4 "オリ ジ ナ リティ 度 ” (目的 と する 償 域 に 、" 最 初 に "入る 
こと 。 そ の 領域 に お いて 、 何 か 、 新 た に 、 発 見 や 発明 を 行う 
こと 。 そ の 度合 い 。) 

1 5 " 異 分 野 交流 指向 度 ” (異な る 領域 へ と 出 て 行き 、 他 分 子 
(集団 ) と 相互 交流 する こと 。 そ の 度合 い 。) 

これ ら の 値 は 、 下 記 の 値 に 、 正 相関 する 。 動 作 エ ネル ギー の 
大 き さ 。 相 互 距 離 の 大 き さ 。 

これ ら の 値 は 、 し た が っ て 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 、 負 相関 す 
る 。 
これ ら の 値 は 、 分 布 に お ける 、 下 記 の 値 に 、 正 相関 する 。 
間 ”/ セ クシ ョ ナリ ズム " 度 。 手 " 晴 毒 " 度 。 〔 和 丸山 真 男 。〕 


2 1 “表面 存在 度 ” (分 布 領域 の 表面 や 界面 。 そ れ ら が 存在 す 
る こと 。 そ の 度合 い 。) 

2 2 "内外 区 別 度 ” (分 布 叙 域 に お ける 、 内 部 と 外部 と の 区 
別 。 そ うし た 賃 域 に お ける 、 境 界 。 そ の 内 容 を 、 は っ きり さ 
せる こと 。 そ の 度合 い 。) 

2 3 "縁故 ・ 剛 指向 度 ” (相互 作用 の 相手 を 、 領 域内 の 同類 分 
子 へ と 、 (仲間 の 内 部 に ) 限定 する こと 。 そ の 度合 い 。) 
これ ら の 値 は 、 下 記 の 度合 い を 、 示 す 。 各 分 子 が 、 相 互 に 分 
子 問 力 が 働き 合う 同士 だ け で 、 か た まり 引き 止め 合う こと 。 
その 度合 い 。 

これ ら の 値 は 、 す な わ ち 、 以 下 の 内 容 を 示す 。 分 布 領域 に お 
ける "拡散 度 "'。 (MD1-11<14。) それ ら の 低 さ 。 そ 
れ ら の 値 は 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 正 相関 する 。 


3 1 "表面 張力 ” (分 布 釧 域 の 表面 面積 を 、 最 小 化 する こと 。 


その 実現 に 掛け る エネ ルギー の 大 き さ 。 そ の 度合 い 。) 

3 2 "表面 回 避 度 ” ( 各 分 子 が 、 以 下 の 状況 を 、 避 ける こと 。 
その 傾向 。 領域 の 表面 に 出 て 、 領 域 の 外部 に 対し て 、 和 謀 接 赴 
出す る こと 。) 

3 3 "対内 指向 度 ” ( 各 分 子 が 、 領 域内 部 に 入り た が る こと 。 
その 傾向 。) 

3 4 "排他 度 ” (外部 に 対す る 窓口 (領域 表面 ) を 、 最 小 化す 
る こと 。 そ の 度合 い 。) 

35" (対内 ) 閉塞 度 ” (領域 内 か ら 外部 へ の スピ ン ア ウト 。 
その 実現 が 、 困 難 に な る こと 。 そ の 度合 い 。" 集 団 活 集 

性 。”) 

36" (対外 ) 閉鎖 度 ” (領域 外 か ら 内 部 へ の 参入 。 そ の 実現 
が 、 困 難 に な る こと 。 そ の 度合 い 。) 

これ ら の 値 は 、 下 記 の 度合 い を 、 示 す 。 相 互 に 分 子 間 力 が 働 
合う 分 子 同士 。 彼ら が 、 そ う で な い 分子 を 、 部 外 者 扱い す 
る こと 。 そ の 度合 い 。 

これ ら の 値 は 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 正 相 関す る 。 


MD 2 流動 性 

1 1 "移動 ・ 流 動 度 ” (分 布 空間 を 自主 的 に 変え る こと 。 そ の 
度合 い 。) 

1 2 "視野 の スケ ー ル "” (視野 が 、 行 動 範囲 の 広がり に より 、 
拡大 する こと 。 そ の 度合 い 。) 

1 3 "視野 の 多角 性 "(複数 の 視点 か ら 、 対 象 を 捉え る こと 。 
その 実現 が 、 可 能 な こと 。 そ の 度合 い 。) 

これ ら の 値 は 、 下 記 の 各 項 目 に 、 正 相関 する 。 動 作 エ ネル 
ギー の 大 き さ 。 分 子 相互 の 引力 と いう 、 動 作 面 に お ける ブ 
レー キ 。 そ の 掛か り に くさ 。 

これ ら の 値 は 、 従 っ て 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 負 相 関す る 。 


2 1 * 定 住 度 ” (相互 に 引力 と いう ブレ ー キ を 掛け 合っ て 、 ほ 
ぼ 同 一 位 賞 に 静止 する こと 。 そ うし た 傾向 。” 植 物化 "の 傾 

向 。) 

2 2 "現状 維持 度 ” ("外圧 "が 加わ ら な い 限 り 、 現 在 位 賀 に 停 
潤し 続け る こと 。 そ うし た 傾向 。) 

2 3 ? ス トック 指向 度 ” ( 各 分 子 の 軌跡 が 、 著 積 さ れる こと 。 
そう し た 傾向 。) 


2 4 "前 例 有 効 度 ” ( 各 分 子 の 軌跡 が 、 以 前 に 他 分 子 が 通っ た 
地点 を 繰り 返し な で ぞ る こと 。 そ うし た 傾向 。) 

これ ら の 値 は 、" 流 動 性 "の 項 の 逆 を 行く 。 こ れ ら の 値 は 、 分 
子 間 力 の 大 き さ に 正 相関 する 。 


C 液体 気体 分 子 運 動 の 比較 

以上 の 原理 や 法則 の 面 で の 説明 を も と に 、 液 体 気 体 の 分 子 運 
動 を 相互 に 比較 する こと 。 

液体 気体 分 子 は 、 各 々 、 流 動 性 を 持ち 、 運 動 エ ネル ギー を 
持っ て いる 。 

"運動 エネ ルギー" の 度合 い 。 

1 分 子 当 た り の 質量 を 両者 等 し いと 仮定 し た 場合 。 

動作 速度 は 、 気 体 分 子 が 、 液 体 分 子 に 比べ て 、 格 段 に 大 き 
(0 

"分 子 間 力 "の 作用 する 度合 い 。 (分 子 相 互 の 引力 の 働き や す 
さ 。) 

1 各 分 子 間 の 距離 が 、 気 体 の 方 が 、 液 体 に 比べ て 、 格 段 に 遠 
NE 

2 各 分 子 の 運動 エネ ルギー が 、 気 体 の 方 が 、 液 体 に 比べ て 、 
格段 に 大 きい 。 

そう し た 度合 い は 、 上 記 の 理由 より 、 液 体 分 子 の 方 が 、 気 体 
分 子 に 比べ て 格段 に 大 きい 。 

その 結果 。 上 記 の 原理 や 法則 。 そ の 説明 文 。 そ れ ら の 内 容 。 
それ は 、 下 記 の 内 容 に よっ て 、 表 され る 。 

1 液体 分 子 (集団 ) の 運動 は 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 正 相関 す 
る 項目 に 、 適 合 する 。 

2 気体 分 子 (集団 ) の 運動 は 、 分 子 間 力 の 大 き さ に 負 相 関す 
る 項目 に 、 適 合 する 。 


表 1 は 、 以 下 の (1 ) と 、 以 下 の (2 ) と の 関係 を 、 ま と め 
だ も の で あめ る こと 。 

(1 ) 

上 記 で 迷 べ た 原理 や 法則 。 そ れ ら の 説明 文 の 、 各 項目 。 
(2) 

下記 の 、 各 項目 。 

/ 


1 分 子 間 力 と の 、 正 相関 な いし 負 相 関 。 そ の 度合 い 。 
2 液体 分 子 運 動 と の 、 適 合 な いし 不適 合 。 そ の 度合 い 。 
3 気体 分 子 運 動 と の 、 適 合 な いし 不適 合 。 そ の 度合 い 。 
/ 


上 記 で 人 巡 べ た 原理 や 法則 。 そ れ ら の 内 容 が 、 現 実 の 液体 気体 
分 子 運動 と 対応 が 取れ て いる こと 。 そ の こと を 示す 例 を 、 以 
下 に 錦 げ る 。 

| 分 子 間 カ 

液体 内 の 分 子 間 力 を 無効 に する こと 。 す な わ ち 、 液 体 を 気 
体 に 変え る こと 。 そ の 実現 の た め に は 、 膨 大 な 量 の エネ ル 
ギー を 、 外 部 か ら 供 給 す る 必要 が ある 。 

M 動作 次 元 

動作 方 向 の 一 定 度 や 主 進 度 。 そ れ ら の 度合 い は 、 気 体 分 子 
の 方 が 、 液 体 分 子 に 比べ 格段 に 大 きい 。->M211-01。 
D 分 布 次 元 

分 布 の 密度 は 、 液 体 は 、 気 体 に 比べ て 格段 に 大 きい 。 ( 1 
0 0 0 倍 。) ->D22-31。 

同じ 数 の 分 子 集団 が 必要 と する 領域 の 大 き さ 。 (体積 。) 
それ は 、 液 体 に お いて 、 よ り 小 さい 。 
例 。 

空気 を 抜い た 風船 の 中 に 、 液 体 の 水 を 入れ て 、 沸 騰 し た 湯 に 
入れ た 場合 。 そ れ は 、 水 が 気化 し た 分 、 急 激 に 膨張 する 。-> 
か 85 。 

分 布 の 空間 的 な 上 下 に つい て 。 気体 は 天上 方 向 に 浮上 す 
る 。 液 体 は 地上 方 向 に 隆 下 する 。->D 2 3 - 3 2。 

MD 動作 次 元 と 分 布 次 元 と の 掛け 合わ せ 。 

液体 は 、" 体 積 一 定 " で ある 。 液体 に お いて は 、" 拡 散 "は 、 
ほとん ど 見 られ な い 。 
例 。 
仮に 、 液 体 の 水 を 封入 し た 容器 の 蓋 を 開け た 場合 。 そ れ は 、 
気化 し た 水蒸気 の よう に は 、 出 て いか な い 。->MD 1 - 1 

邊 a 

分 布 作 域 の "表面 や 界面 "。 そ れ ら は 、 液 体 に の み 存 在 す 
る 。 ( 例 。 箕 明 な コッ プ に 水 を 注ぐ と 、 境 界 線 が 見 える こ 
と お MID シタ 。 

"表面 張力 "は 、 液 体 に の み 存 在 す る 。 ( 例 。 水 面 に 浮か ぶ 


1 円 玉 。、) ->MD1-31。 

液体 は 、 分 布 領域 の 移動 や 流動 の 傾向 に 、 欠 ける 。 
例 。 
水滴 を 、 い っ た ん 水平 面 上 に 垂らし た 場合 。 そ れ は 、 外 か 
ら 、 (外圧 ) を 吹き 掛け 無い 限り 、 い つま で も その 場 に と 
ど ま る 。->MD2-11。 
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心理 的 近接 に つい て 


(c)1999.9-2005.10 初 出 


行動 様式 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ を 解明 する 上 で キー と な る 、 
個人 同士 の 心理 的 な 近 さ ・ 遠 さ を 示す 概念 に つい て 、 図 説 入 
り で まとめ まし た こと 。 態度 が ウェ ッ ト に な る ほど 、 他 者 に 
心理 的 に 近づこ うと する 度合 い が 強 く な り ま す 。 


1 心理 的 距離 室 間 と は 何 か ? 。 

元 来 、 互 い に 同 じ 考 え を 持つ も の 同士 は 、「 同志 」 な ど と 互 
い に 呼 び 合 うな ど し て 、 互 い の 間 の 距離 (mental distance) が 
小さ い ・ 近 いと 考え られ る 。 一 方 、 互 い に 異な る 、 な いし 、 
反対 の 考え を 持つ も の 同士 は 、 互 い の 間 の 距離 が 大 きい ・ 遠 
いと 考え られ る 。 

こう し た 、 対 人 関係 に お ける 距離 感 の 大 き さ は 、 従 来 、 例 え 
ば 、 山 根 一 郎 (1987) な ど に お いて 、 (対人 的 ) 心理 的 距離 
と いう 概念 で 捉え られ て きた こと 。 


この 個人 間 (対人 的 ) 心理 的 距離 を 説明 する た め に 、 以 下 で 
は 、「 心 理 的 距離 空間 。 (mental space) 」 と いう 概念 を 、 以 
下 の 内 容 で ある と し て 、 旨 入 す る こと 。 


「 人間 の 関心 ・ 興 味 の 領 域 を 、n 次 元 空間 の 広がり に お いて 提 
え 、 か つ そ の 中 の どの 位 軟 に 、 各 人 が 存在 する か を 明示 可能 
と し た も の 。 ( 各 人 の 存在 位 軟 は 、 各 人 の 興味 分 野 の 相違 に 
cp (9 に 0 が 


な いし 、 


「 個 人 同士 が 、 心 理 的 に 互い に 間 遠い 位置 
に いる か を 表す た め の 多 次 元 空間 。 


2. 門 理 的 距離 補間 内 の 分 布 位 置 に つい て 

心理 的 距離 室 間 内 に お ける 、 複 数 の 人 間 の 分 布 位 軒 
(mentalposititon) に つい て 考え る こと 。 人 間 が 導 理 的 距離 空 
間 内 に お いて どこ に いる か を 知る と いう こ と ( は 、 そ の 人 が 何 
に 興味 を 持っ て いる か 、 ど の よう な 思想 に 傘 成 し て いる か を 
知る の と 同じ で ある 。 

例え ば 、A さ ん と B さ ん と が 同じ 鉄道 と いう 趣味 を 共有 し て 
いる と き 、2 人 の 心理 的 距離 室 間 内 に お ける 分 布 位 壮 は 、 鉄道 
と いう 概念 の 近く に 存在 し 、 ほ と ん ど と 同じ で ある (近接 し て 
CE り と ー と 。 

C さ ん が 、 鉄 道 に 近い バス (両者 と も 、 公 共 交 通 機関 と いう 
こと で ひと まとめ に で きる こと 。) と いう 趣味 を 持っ で いる 
と き 、C さ ん の 心理 的 距離 空間 内 に 人 5 生 の A さ ん 
B さ ん の それ より 少し ずれ て いる (離れ て いる ) が 、 大 分 近 
い 。 D さ ん が クラ シッ ク 音 楽 と いう 、 鉄 道 の が 
な る 趣味 の み を 持っ て いる と き 、D さ ん の 分 布 位 軟 は 、A,B,C 
さん の それ と は 大 きく 離れ て いる 





ある い は 、 消 費 税 率 引き 上 げ 人 賛成 ・ 反 対 に 関し て 、 心理 的 距 
人 2 A さ ん と B さ ん と が 、 
に 消費 税率 引き 上 げ を 支持 し て いる と き 、A さ ん と B さ ん 
と の OWN “ 間 内 に お ける 分 布 位 軟 は 互い に 近い 。 こ の 
6 軸 E い の ん B さ ん は 互い に 親近 感 を も っ 
1 本 ー 体 化 ・ 集団 化す る 時 作 が 高い 。C さ ん 
と D さ ん が 共 に 消費 税率 引き 上 げ に 反対 し て いる と き 、 C さ 
0 貧 成 し て いる A さ ん B さ 
ん と は か け 離 れ た 位置 に いる こと 。 (遠い こと 。) この 場 
合 、 互 い に 近 い 者 同士 の 間 で 引き つけ 合う 力 が 、C さ ん と D さ 
ん の 間 に 働 く 可 能 性 が ある 。 


互 い に 近 い (引き で 
ト ヽ EE CN Ni ず に 


互い に 達 くに 開 た っ て いる で へ 、、 


1 IE 
例 (消費 税率 引き 上 げに 関す る 上 度 ) kmlzi 





ここ で C さ ん が 消費 税率 引き 上 げ 反 対 を や め 人 賛成 に 近づい た 
と する と 、C さ ん は 心理 的 距離 空 F 間 内 を 移動 し て (消費 税率 
引き 上 げ 貧 成 の ) A さ ん B さ ん の いる と ころ に 近づく こと に 
が る こと 。 


3. 心 理 的 距離 室 間 内 の 距離 に つい て 
心理 的 距離 空間 内 に お ける 距離 の 出し 方 は 、 以 下 の 通り で あ 
5 

) ある 概念 ( = 属す る 者 が あっ た と し て 、 その 概念 に 近い 
な 近く に 、 そ の 概念 に 遠い 者 は 、 遠 くに ある も の と し 

、 計算 する 。 

に 概念 に つい て 、 互 い に 同 意見 の 者 同士 は 、 近 く 
に 、 互 い に 反 対 の 意見 の 者 同士 は 、 遠 くに ある も の と し て 、 
計算 する 。 

( 3 ) 結び つき の 強い 者 な いし 結び つき の 個数 の 多い 者 同士 
は 、 近 くに 、 玉 い (少な い ) 者 同士 は 、 遠 くに ある も の と し 
2 計算 する 。 
こう し た 、 心理 的 距離 室 間 内 に お ける 距離 は 、 脳 神経 系 内 に 
昌和 (刺激 伝達 
時 間 で 計る こと 。) と 関係 が ある も の と 考え られ る 。 


4. 物 理 的 空間 と の 関連 に つい て 

人 間 同 士 、 物理 的 に 互い に 近く て も 、 心理 的 距離 補間 内 で は 
互い に 離れ て いる こと 。 (な いし その 逆 。) そう し た こと が 
起こ る 。 例 えば 、 消 費 税 率 引き 上 げ 支 持 者 と 反対 者 と が 、 同 
じ マ ンション に 同時 に 住ん で いる よう な 場合 で ある 。 


5 導 理 的 存在 位置 


心理 的 距離 室 間 内 で 、 各 人 が 占め る 位 連 は 、「 心 理 的 存在 位 
直 (mental position) 」 と し て 提 え られ る こ 8 


心理 的 存在 位 連 は 、。 
) 領域 ・ 分 野 ・ 次 元 (興味 ・ 関 心 、 好 み ・ 趣 味 ・ イ デオ ロ 
Ne 


Na 

) 水準 (知識 ・ 知 能 ・ 学 習 ・ 能 力 な ど ) 、 階 角 ・ 地位 (組織 
和議 隊 2 泊 き R 6 
4) パタ ー ン (思考 、 行 動 、 習 慣 ) 
と いう た 、 2 どこ に いる か 、 属 する か を 指示 する 概念 ・ 
用 語 で 説明 する こと が 可能 で ある 。 自 分 と 相手 と の 間 で 、 そ 
れ ぞ れ の 概念 に お いて 、 共 通 性 が 高い ほど 、 互 い の 心 理 的 存 
在 位 連 が 近く 、 心 理 的 距離 が 近い と 言 える 。 例 えば 、 同 一 の 
悪 味 を 持つ 者 同士 は 、 そう で な い 者 同士 に 比べ て 、 心 理 的 に 
互い に 近い 位 半 を 占め る 。 逆 に 、 互 い の 価値 観 が 異な る よう 
に な る 、 興 味 ・ 関 心 を 共有 し な く な る 、 能 力 水準 や 成績 が 離 
れる と 、 心理 的 に 遠く な る 。 
本 以下 の 二 種 類 が ある 。 

) 遺伝 的 に 決ま っ て いる も の 。 (男女 の 性 差 ) 

っ 日 本 に 住ん で いる 場合 と 、 

メリ カ に 住ん で いる 場合 の 生活 習慣 の 差 ) に 基づく も の 


心理 的 存在 位 綿 が 、 互 い に 相違 する と 、 互 い に バ ラバ ラ に 分 
酔 し て いる と し て ドラ イ に 感じ られ 、 共 通 だ と 互い に ひと ま 
と まり に 一 体 化 ・ 融 合 し て いる と し て ウェ ッ ト に 感じ られ 
る 。 


心理 的 存在 位置 が 互い に 近い 、 心 理 的 距離 の 近い 者 同士 は 
当初 は 見 知ら ぬ 赤 の 他人 で も 、 い ざ 付 き 合い 始め る と ほど な 
く お お 同士 よ 」 と いう こと で 、 親密 に 作 民 く な れる 。 ま 
た 、 友 人 、 恋 人 と し て 長続き する こと 。 一 方 、 心 理 的 存在 位 
中 が 互い に 離れ た 、 NN は 、 知り 合っ た 
当初 は 親密 で も 、 付 き 合い が 進む に 従っ て 、 互 い の 考え の 相 
違 が 次 第 に 気 詰 まり に 思う よう に な り 、 だ ん だ ん 付き 合い が 
肖 れ る と 考え られ る 。 


6 心理 的 近接 指向 


人 間 が 取る 態度 に お いて 、 互 い の 心理 的 存在 位 暫 を 同じ な い 
し 近く し よう と する 指向 は 、 「 心 理 的 近接 指向 」 と いっ た 言 
葉 で 表す こと が で き る 。 


この 場合 、 接 近 で は な く 近 接 と いう 言葉 を 使う 理由 。 そ れ 
は 、 以 下 の 通 り で ある 。 

接近 は 、 単 に 相手 に 近づく の み で ある こと 。 

近接 は 、 接 近 の 結果 相手 と ベタ ベタ くっ つい た 状態 を その ま 
ま 維 持 す る こと 。 (相手 の も と に 留まる こと 。) その こと も 
含む か ら で あ る 。 


(心理 的 に ) 相互 に 引き 合う と いう こと 。 そ れ は 、 電電 
本 全 9 近づけ て いき 、 最 終 的 に ( 
本 っ て 一 つ に な る こと 。 (一 体 化す る 、 融 合 す る こ 

) 相手 へ の 心理 的 な 人 し て いき 、 最 終 的 に は ゼ 
間 2N2Eoa の おら 
引力 の よう に 感じ られ 、 対 人 感覚 に お いて ウェ ッ ト な 感じ を 
も た ら す 、 と いえ る 。 
この よう に 、 相手 と 互い に 、 心理 的 ・ 物 理 的 に 近づこ うと す 
る 、 な いし 近く に いつ づけ よう と する 心理 的 近接 指向 が 、 相 


手 に ウェ ッ ト か 感覚 を 避 え る 心理 的 引力 の 実体 で ある 。 人 間 
が 取る 態度 に お いて 、 こ の 心理 的 近接 指向 が 強く 、 相 手 に 
くっ つい て 離れ よう と し な いと ウェ ッ ト に 、 そ うし た 指向 が 
弱く 、 相 手 か ら サ ラッ と 離れ て 構わ か いと する と ドラ イ と な 
8 


例え ば 、 母 親 に な つく 子供 と それ を 喜ん で 抱き し め る 母親 

や 、 因 師 を 慕う 学生 と それ を 受け 入れ る 思 師 、 恋 愛 関係 に あ 
る 男女 な ど 、 互 い に ベ タ ベ タ くっ つく 感じ の 人 間 関 係 に お い 
て は 、 彼 ら の 間 に 、 こ の 引力 に 相当 する 心理 的 近接 指向 が 働 
いて お り 、 ウ ェ ッ ト な 人 間 関 係 で ある と いえ る 。 


相手 と 心理 的 に 接近 する 、 す な わ ち 心理 的 距離 を 縮小 する に 
Sa 

1) 「 攻 め 」 相 手 の も と に 、 自 分 か ら 動い て 心理 的 に 近づこ 
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2) 「 引 き 」 相手 を 自分 の も と へ と 心理 的 に 引き 寄せ よう と 
する こと 。 自 分 か ら 離 れ て 行こ うと する 相手 を 自分 の いる 心 
理 的 位 帝 に 止め て お こう と する こと 。 

の 2 つの 方 略 が 考え られ る 。 両 方 と も 、 当 該 行 為 を 行っ て い 
る 最 中 に 、 相 手 と の 間 に あ た か も 心理 的 に 引力 が 働い て いる 
よう に 感じ られ る こと か ら 、 共 に 相手 に 対し て ウェ ッ ト な 対 
人 感覚 を も た ら す 。 

「 攻 め 」 方略 の 例 と し て は 、 例 えば 、 共 感 ・ 同 意 や な つき ・ 
共 い な ど が あげ られ る 。 

共感 ・ 同 意 ・ 同 情 は 、 相 手 に 対し て 、「 自 分 も あな た と 同じ 
こと を 感じ まし た 、 考 えま し た 」 と 伝達 する こと で あり 、 相 
手 と 心理 的 に 共通 な 面 を 持ち 、 心 理 的 に 近い こと を 示す 態度 
で ある 。 こ れ は 、 相 手 へ の 心理 的 な 距離 を 、 自 分 か ら 相手 に 
近づく こと で 小さ くし よう と する 心理 的 な 指向 で ある 。 

「 な つく 」 こ と は 、 心理 的 に 離れ て いる 相手 に 対し て 積極 的 
に 近づこ うと し 、 あ る い は 、 近 づい た 状態 を その まま 維持 し 
よう と し て 相手 に べた べた まとわりつく 行動 で ある 。 親 に 対 
し て 愛着 し くっ つき た が る 子供 が 、 こ の 例 に 当たる 。 「 基 

う 」 こ と は 、 主 に 目 上 の 人 に 対し て 、 そ ば に いた い 、 行 きた 
いと 思う こと で ある 。 教師 に 対し て 明 敬 の 念 を 持っ て 近づこ 
うと する 生徒 が 、 こ の 例 に 当たる 。 こ の よう に 「 な つく .」 





「 慕う 」 こ と で 、 そ の 時 々 の 相手 と の 心理 的 位 革 を 、 自 分 が 
相手 の いる と ころ へ と 進ん で 動く こと で 、 近 づけ よう と する 
か 、 近 い 状態 を 保持 し つづ ける 行動 は 、 傍 目 か ら 見 る と 、 当 
人 と 相手 と か 心理 的 に 引き 合っ て 近づく 、 「 心 理 的 引力 」 が 
働い て いる よう に 見 える 。 


「 攻 め 」 方 略 の 中 に は 、 水 準 面 で 、 さ ら に 。 

1) 「 上 り 」 自 分 より 上 位 の レベ ル に いる 相手 に 追い つこ う 
の 92 くら 2 
2) 「 下 り 」 自 分 より 下位 の レベ ル に いる 相手 と 同じ レン レベル 
に まで 洛 ち よう と する こと 。 

と の 2 種類 が 考え られ る 。 

「 上 り 」 の 例 と し て は 、 も と も と 学習 成績 の よく な い 者 が 、 
勉学 に 励ん で 、 婚 存 の 成績 優秀 者 の 仲間 に 入ろう と する こ 
も 
「 下 り 」 の 例 と し て は 、 グ ルー プ で の 登山 で 一 番 体 力 の 翌 い 
者 の ペー ス に 合わ せ て 登る こと 。 





一 方 、「 引き 」 方略 の 例 と し て は 、 勧 誘 ・ 誘 惑 、 化 粧 ・ 服 飾 
や 、 や きも ち 、 妖 婦 、 援 助 な ど が あげ られ る 。 


勧請 ・ 誘 惑 は 、「 あ な た も 、 私 と 同じ よう に oo し な い ?」 と 
いっ た よう に 、 相 手 を 自分 と 共通 の 状態 に か る よう に 、 誘 導 
し よう と する 行動 で や る 。 こ れ は 、 相 手 が 自 分 と の 心理 的 距 
離 を 縮め る 方 向 に 相手 の 動き を 持っ て いこ うと する 指向 に 基 
づく も の で あり 、 相 手 に ウェ ッ ト な 感覚 を 右 える 。 

化粧 ・ 服 飾 は 、 外 見 を 目立た せる こと で 、 そ の まま 放っ て お 
く と 、 自 分 と は 無関係 な 方 向 に 離れ て いく 相手 (特に 異性 ) 
を 、 自 分 の いる 方 へ と 振り 向 か せ よう 、 注 意 を 向け させ よう 
と する 行動 で ある 。 (自分 へ と 引き つけ よう と する 行動 で あ 
る こと 。) その まま で は 自分 に 関心 の な い 相手 を 、 自 分 の い 
る 方 向 へ と 心理 的 に 引き つけ よう 、 近 づけ よう と する た め に 
取る 行動 で ある 。 そ こ に 、 相 手 の 「 気 を 引く 」 力 、 す な わ ち 
心理 的 な 引力 が 働い て いる こと は 明白 で ある 。 こ れ は 、 相 手 
へ の 心理 的 距離 を 、 相 手 が 自 分 に 近づく よう に 仕向 ける こと 
で 小さ くし よう と する 心理 的 な 指向 で あり 、 相 手 に ウェ ッ ト 
な 感覚 を 世 え る 。 


や きも ち jealousy は 、 自 分 か ら 離 れ て 、 誰 か 他 の 人 と 接近 し よ 
うと する 相手 (特に 異性 ) に 対し て 、 他 人 へ の 接近 を じゃ ま 
し て 、 自 分 の も と ち 引 き 戻 そう と する 行動 で あり 、 相 手 が 自 
分 の も と へ と 心理 的 に 戻っ て くる よう に 引き 寄せ る 点 で 、 相 
手 に 対し て 心理 的 な 引力 を 働か せ て いる と 見 る こと が で き 
る 。 
「 引 き 」 方 略 の 中 に は 、 水 準 面 で 、 さ ら に 。 
1) 「 上 げ 」 自 分 より 下位 の レベ ル に いる 相手 を 、 自 分 と 同 
レベ 人 ルル に まで 引き 上 け よ うと する こと 。 
2) 「 下 げ 」 自 分 より 上 位 の レベ ル に いる 相手 の 足 を 引っ 
張っ て 、 自 分 と 同じ ン レベル に まで 引き 下げ よう と する こと 。 
と の 2 種類 が 考え られ 、「 上 げ 」 の 例 と し て は 、 他 者 に 対す 
る 援助 ・ 救 い 、「 下 げ 」 の 例 と し て は 、 奴 始 心 に より 他 者 の 
足 を 引っ 張る こと 、 が あげ られ る 。 
婚 始 は 、 も と も と 自分 と 同じ レベ ル に いて 、 互 い に 心 理 的 に 
近かっ た 相手 が 、 何 ら か の 理由 で 、 自 分 より も より よい 、 よ 
り 上 位 の レベ ル ま で 向上 し よう と し た (例え ば 、 相 手 が 職 場 
で の 上 位 職 階 へ の 昇進 を 実現 し よう と し た 。) た め 、 自 分 が 
靖 量 EN 昌 DDS に の 
を 、 今 自分 が と ど ま っ て いる 下位 の レベ ル へ と 、 相 手 の 足 を 
引っ 張る こと 。 (例え ば 、 相 手 の ス キャ ンダ ル を 耕 く こ 
と 。) その こと で 、 相 手 を 再び 引き 戻す こと 。 (相手 を 引き 
ずり 下ろ すこ と 。) その こと で 、 も う 一 度 相手 と 自分 と で 同 
じ 心 理 的 な レベ ル を 共有 させ よう と する こと 。 (例え ば 、 相 
手 の 職 階 を 自分 と 同じ に し よう と する こと 。) そう し て 、 自 
分 と 相手 と の 心理 的 な 距離 を 縮め よう と する こと 。 そ うし た 
心 の 働き 。 こ うし た 心理 的 位置 の 共有 化 へ の 指向 が 強い と 
ウェ ッ ト な 感覚 が 生じ る 。 
援助 は 、 自 分 より も (例え ば 教科 の 学習 水準 な ど が 。) 下 の 
レベ ル に 甘んじ て いる 相手 に 対し て 、 何 ら か の レベ ル 向 上 に 
役立つ 用 具 や 機能 の 提供 を 行う こと 。 (例え ば 、 教 科 の 内 容 
を 分 か りや すく 教え て あげ る こと 。) その こと で 、 自 分 に 近 
い レ ベル まで 相手 を 向上 させ る こと に より 、 自 分 と 相手 と の 
心理 的 共通 性 (例え ば 、 当 該 教 科 で 互い に 高 得点 を マー ク す 
る こと 。) の 度合 い を 高め て 、 相 手 を 、 よ り 心 理 的 に 自分 の 
も と へ と 近づけ よう と する こと 。 (例え ば 、 当 屯 教科 に 関し 
て 共通 の レベ ル の 話題 を 持て る こと 。) 





こう し た 心理 的 接近 に は 、 プ ラス の 面 と マイ ナス の 面 が あ 

る 。 プ ラス の 面 と し て は 、 友 情 ・ 愛 情 の よう に 、 温 か さ 、 

「 人 間 ら し さ 」 を も た ら す 点 が あげ られ る 。 自 分 に 対し て な 
つい た り 、 自 分 の こと を 慕っ た りす る 相手 か ら は 、 か わい 

い 、 親 し み が 持 て る と いっ た よう な 、 プ ラス の 印象 を 受け る 
も の で ある 。 一 方 、 マ イナ ス の 面 と し て は 、 相 手 に ベタ ベタ 
まとわりつか れ た り 、 甘 えら れ た りす る こと に よっ て 起き る 
東 縛 ・ じ ゃ まな 感じ ・ 燃 わし さ が あ げ ら れる 。 こ うし た プラ 
ス ・ マ イナ ス の 面 は 、 その まま 、 ウ ェ ッ ト な 性 格 ・ 態 度 を 持 
つ 人 の 長所 ・ 短 所 に 読み 替え る こと が で き る 。 

相手 に ベタ ベタ まとわりつか れ た り 、 や きも ち を 焼 か れ た り 
する こと で 感じ る 東 縛 や じゃ まな 感じ は 、 相 手 か ら の 心理 的 
引力 が 働い た 結果 で あり 、 心 理 的 し が ら み 感 が 生ま れ て 自由 
に 動け な く な る こと 。 (心理 的 な 自由 が 奪わ れる こと 。) そ 
の こと に より 生ま れる こと 。 こ うし た 東 縛 ・ 拘 東 感 の 強 さ を 
アン ケー ト 調 査 や 面接 で 計測 する こと で 、 目 に 見 えな い 力 で 
ある 、 ウ ェ ッ ト さ の も と に な る 心理 的 引力 を 実際 に 測定 する 
こと が で きる 。 あ る い は 、 相 手 に し つこ くつ きま と っ た り 、 
べた べた くっ つい た り 、 一 度 話し 始め る と ペラ ベラ し ゃ べり 
つづ け て 話 を 切ら な い 、 と いう よう に 相手 と 近接 状態 が 続く 
よう に (ある い は 、 相 手 と の 関係 が 切れ な いよ うに ) 、 維 持 
し よう と する 行動 を 取る 時 間 の 長 さ 、 頻 度 が 、 そ の まま 心理 
的 引力 の 強 さ と し て 測定 で きる 。 


7. 心 理 的 近接 へ の 原動力 

相手 と 心理 的 な 近 さ を 確保 ・ 保 持 し よう と する エネ ルギー 

は 、 相 手 と の 心理 的 距離 を 短く 保つ 働き を 持つ 。 こ うし た 対 
人 関係 上 の 相互 近接 化 指向 こそ が 、 物 理 的 な 分 子 間 力 相当 の 
心理 的 引力 に 当たる 。 

人 間 は 、 心理 的 に 近い 相手 (友人 、 恋 人 、 家 族 ..…) を 互い に 
求め る 傾向 が ある 。 あ る い は 、 会 っ た 相手 に 対し て 自分 と 共 
通 の 部 分 を 多く し よう と する こと 。 (心理 的 接近 。) また 、 
相手 と 自分 と で 共有 する も の が 多い 状態 を 保 と うと する こ 

と 。 (心理 的 近接 性 の 維持 。) 互い に 心理 的 に 引力 が 働い て 


いる よう な 状態 。 そ れ ら を 求め る 点 で 、 人 間 は 根源 的 に 
ウェ ッ ト か な 存在 と いえ る 。 

人 間 は 、 相 手 に 受け 入れ られ る と 快感 が 得 ら れ 、 相 手 に 拒絶 
され る と 不快 感 が 得 ら れる 。 人 間 は 、 自 分 と 共通 の 意見 を 持 
つ 相 手 に 出会う の を 好み 、 自 分 と は 異な る 、 反 対 の 意見 を 持 
つ 相 手 と 一 緒 に いる の を 好ま な い 。 相 手 に 受け 入れ られ る こ 
と は 、 相 手 が 自 分 と 心理 的 位 連 が 同じ こと を 示す こと で あ 

り 、 相 手 が 拒 絶する こと は 、 相 手 が 自 分 と 心理 的 位 殴 が 違う 
こと を 示す こと で ある 。 

自分 と 同じ 意見 の 人 な いし 自分 と 意見 の 合う 人 は 、 自 分 に 近 
く 感 じ る も の で ある 。 自 分 と 意見 が 同じ 人 は 、 心理 的 距離 補 
間 上 で 存在 位 綿 が 近い (心理 的 距離 が 小さ い 。) こと 。 な い 
し 、 自 分 と 存在 位置 を 共有 し て いる こと 。 

人 間 は 、 自 分 と 似 た 考え の 人 、 す な わ ち 心理 的 に 近い 人 と 一 
緒 に いる の を 好み 、 結 果 と し て 自分 と 同類 だ け で まとまる 傾 
向 を 生み 出す 。 (同類 指向 。) それ は 、 自 分 に 近い 考え の 人 
が 自分 の こと を 青 定 し て 受け 入れ て くれ る こと が 、 心理 的 に 
快感 と し て 感じ られ る か ら で あ る 。 こ の 快感 を 追求 する た 
め 、 人 間 は 、 周 囲 の 他 者 と 心理 的 に 近接 し よう と する 。 す な 
わ ち 、 周 囲 の 他 者 と 互い に 考え を 共通 化し よう と し て 、 考 え 
を 周囲 に 合わ せよ うと する こと 。 自 分 に 似 て いた り 、 好 意 を 
も っ て くれ る 人 、 味 方 に な る 人 に 接近 し 、 喜 ん で 協力 し た 
り 、 好 意 の 交換 を 行 お うと する 親和 欲求 や 、 同 調 ・ 流 行 へ の 
追従 と いっ た 人 間 の 社会 行動 は 、 周 囲 の 他 者 と の 心理 的 近接 
が も た ら す 快感 が 原動力 と な っ て 引き 起こ され る 。 

一 方 、 自 分 と 違っ た 考え の 人 、 す な わ ち 、 自 分 の 興味 の ある 
こと に 対し て 無関心 で 冷 洒 だ っ た り 、 自 分 の 持つ 意見 を 償 定 
する 人 と 一 緒 に いる と 不快 感 (違和感 が あっ て 楽し く な いな 
ど 。) を 感じ 、 こ れ 以 上 相手 と 一 緒 に いた く な いと 思う 傾向 
が 人 間 に は ある 。 自 分 と 心理 的 な 距離 が 遠い 人 と 付き 合っ て 
も 和 面白く な い の は 、 人 間 の 心 の 中 に 、 相 手 と の 心理 的 距離 に 
比例 する 形 で 、 相 手 の こ と を 不快 に 思う 機構 が ビル トイ ン さ 
れ て いる 証拠 で ある 。 

この よう に 、 人 間 は 互い に 心理 的 に 近接 し よう と する 原動力 
を 心 の 基幹 部 分 に 持っ て お り 、 そ うい う 点 で 本 質 的 に は 
ウェ ッ ト な 存在 で ある 。 こ の 原動力 が 、 複 数 の 人 間 同 士 を 互 
い に 心 理 的 に 近接 させ よう と し 、 ひ いて は 心理 的 に 近い 者 同 


士 が まとまっ て で きる 、 集 団 ・ 社 会 を 作り 出す と 考え られ 


る 。 

人 間 が 自分 と 心理 的 な 位 殴 が 同じ か 近い 相手 と 出会う の を 好 
み 、 自 分 と 心理 的 位置 が 遠い 相手 と 一 緒 に な る の を 嫌がる こ 
と は 、 相 手 と の 心理 的 近接 が 「 快 く 感 じ る 」 こ と の 証拠 で あ 
る 。 相 手 と 心理 的 に 接近 する と 快く 感じ る 心理 的 な 仕組 み 

は 、 人 間 に 共 通 に ビル ドイ ン さ れ た も の で あり 、 後 天 的 な 学 
習 に よる も の で は な く 、 遺 伝 的 に 予め 決ま っ て いる 、 と 考え 
られ る 。 

相手 と の 心理 的 近接 は 、 心 理 的 に 「 温 か く 」 感 じ る も の で あ 
る 。 こ の 温か さ は 、 物 理 的 に 近接 し た 場合 、 相 手 の 体温 に 

よっ て 「 温 か く 感 じ る 」 メ カニ ズム と 同じ で あり 、 人 間 に 

と っ て 最も 自然 で 快い も の で ある 。 

進化 心理 学 的 視点 か ら は 、 互 い に 近 接し て いた 方 が 、 互 い に 
いざ と いう と き に 助け 合い の 行動 を 起こ し や すい た め 、 和 危険 
か ら 身 を 守り や すく 生き 延び や すい 。 人 間 が 心理 的 に 互い に 
近接 し て いる と 安心 する の は 、 互 い に 近 接する こと を 好む 者 
が 、 好 まな い 者 より も 難 酷 な 環境 の 中 で 生き 延び や すか っ た 
た め 、 そ うし た 性 質 が 受け 継が れ た 者 の み が 生 き 残 っ た 結果 
と 考え られ る 。 

周囲 の 他 者 と 心理 的 に 一 緒 で な いと 寂し い 、 孤 独 だ と いう 、 

不快 な 感じ が も た ら さ れる 。 心理 的 に 近い 人 が いる と 安心 ・ 
頼り に な る 、 と いっ た 感覚 が 生ま れる の も 、 そ うし た 感覚 が 
生ま れる 方 が 、 生 物 と し て の 生存 し や すさ が 確保 で きる か ら 
で あり 、 そ うい う 心 理 的 近接 を 快い と 感じ る 感覚 を 持つ 個体 
が 、 心理 的 に 一 緒 の 相手 と 互い に 援助 が 受け や すく 、 よ り 生 
き 延 び や す か っ た か ら と 考え られ る 。 

また 、 生 物 学 的 視点 か ら は 、 以 下 の よ うな 説明 も 可能 で あ 

る 。 

相手 と 心理 的 に 近接 し て いる 場合 、 相 手 は 、 自 分 と 共通 な 物 
の 感じ 方 ・ 考 え 方 が ある こと に な る 。 そ こ で 、 相 手 の こ と を 
自分 と 同類 で あり 、 相 手 の 存在 を 、 自 分 の 身体 の 延長 ・ 拡 張 
が 起き て いる か の よう に 提 え る 。 


生物 に は 、 自 分 自身 の 複製 を で きる だ け 広 い 男 囲 へ と 、 長 い 
間 持 続 す る よう に 、 広 め よ うと する 根源 的 な 衝動 が ある 。 遺 
伝 子 の 振る 舞い は まさ に その 通り で ある 。 


し か し 、 遺 伝 と は 古 接 関係 の な い 後天 的 ・ 文 化 的 な 側面 で 

も 、 自 分 の 考え 方 や 感じ 方 を 長期 に わた っ て 広く 伝え よう と 
する 衝動 が ある 。 遺 伝 的 だ け で な く 、 文 化 的 に も 、 相 手 に 自 
分 と 共通 な 部 分 が ある と 、 自 分 自身 の 複製 を 相手 の 中 に 見 

て 、 安 心 す る 。 こ れ は 、 遺 伝 的 に 近い 親子 関係 だ け で な く 、 

遺伝 的 に は 関係 の な い 友 人 ・ 同 好 者 関係 に も 見 られ る 傾向 で 
ある 。 

遺伝 的 に 互い に 共通 な 者 同士 (親子 ) に は 、 心理 的 な 物 の 考 
え 方 に お いて も 、 共 通 の 遺伝 的 背景 が 考え られ る こと か ら 

心理 的 に 相手 を 自分 自身 の 延長 と 見 や すい 。 こ うし た 心理 的 
に 近い 相手 を 互い に 自己 拡張 の 対象 と 見 な す 傾向 は 、 遺 伝 的 
に 血 の つ な が っ た 者 同士 に 限定 され る も の で は な く 、 互 い に 
共通 の 話題 や 価値 観 を 共有 し 合う 者 同士 、 例 えば 共通 の 趣味 
を 持つ 者 同士 の 間 に 広 く 分 布 す る と 詩 える 。 

例え ば 同じ 鉄道 と いう 趣味 を 持つ 人 同士 は 、 居 住地 域 、 年 齢 
を 超え て 、 鉄 道 に つい て は 話 が 互い に 通じ る 、 と いう こと 

で 、 相 手 と 連帯 感 を 持ち や すい と 考え られ る 。 話 が 互い に 通 
じ る と いう の は 、 互 い に 心 理 的 に 共通 な 面 を 持っ て いる か ら 
で あり 、 そ うし た 相手 と の 心理 的 共通 性 を 感じ る こと は 、 相 
手 の 中 に 自分 の 延長 ・ 複 製 を 見 る こと に な り 、 自 己 と の 同一 
性 ・ 自 他 の 区 別 の 不要 さ を 確 認 で き て 、 自 己 と 相手 と の 心理 
的 距離 を 小さ くす る こと に つなが る 。 

相手 と 心理 的 に 近づく こと は 、 相 手 と 共感 で きる 部 分 を 増 や 
すこ と に つなが る 。 相 手 と の 心理 的 に 共通 な 部 分 を より 増 や 
すこ と で 、 相 手 の 中 に 見 い だ す こと で きる 自分 自身 の 分 身 も 
増え 、 し た が っ て 自分 自身 の 複製 が 相手 の 中 に 増え る 計算 に 
な る 。 互い に 相手 と の 心理 的 距離 を 小さ くす る こと へ の 心理 
的 欲求 、 す な わ ち 、 心 理 的 近接 化 へ の 欲求 は 、 生 物 の 自己 複 
遇 へ の 動機 に 広く 基づい た も の な の で ある 。 

こう し た 人 間 が 本 来 持 つ 自 己 複製 ・ 拡 張 へ の 指向 が 、 心 理 的 
に 互い に 相手 と 同一 化し よう 、 相 手 の も と に 近づこ うと する 
指向 を 生み 出す 。 こ れ が 、 相 手 と 互い に 引き 合っ て 一 緒 に な 
ろう と する 「 相 互 間 引 力 」 の 心理 的 根拠 な の で ある 。 そ うい 
う 点 で 、 こ うし た 人 間 が 本 来 持 っ て いる 自己 複製 ・ 拡 張 へ の 
指向 が 、 ウ ェ ッ ト な 「 相 理 問 引力 」 を 働か せる 原動力 と な っ 
て いる 、 と た いえ る 。 

この よう に 、 ウ ェ ッ ト さ は 、 人 間 同 士 が 互い に 集まり 、 関 係 


し 合わ お うと する 原動力 と な っ て いる 。 人 間 の 性 格 の ウェ ッ ト 
さ が 、 人 間 が 社会 を 形成 する 原動力 の 根本 に ある 。 ウ ェ ッ ト 
な 人 は 、 そ の まま で は バラ バラ ・ 無 関係 に 動く ドラ イ な 人 同 
士 を くっ つけ て 関連 づけ よう と する 「 社 会 の 棚 」 の 役目 を 果 
た し て いる の で ある 。 
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上 記 に 述べ た こと と 友 盾 する よう で は ある が 、 実 は 人 間 に は 
同時 に 、 生 得 的 に 互い に 離れ て ドラ イ に な り た いと いう 和 動 
も 持っ て いる と 考え られ る 。 す な わ ち 、 人 と 違っ た こと を し 
だ い *。 と か い に ペタ ベタ くつ つく の (は 伴 だ 。 と いう 作家 
が 存在 する の で ある 。 


流行 を 追う な ど 、 他 人 と 同じ こと を し て 心理 的 な 近 さ ・ 共 通 
性 を 保 と うと する と 、 そ の まま で は 互い の 間 に 画 一 化 ・ 無 個 
性 化 が 進み 、 個 人 は 全体 の 中 に 埋没 し て し まう 。 こ れ は 他 者 
と は 違う 自分 自身 の 存在 を 目立た せ た い 、 個 性 的 で あり た い 
と いう 、 人 間 が 本 来 社会 に 自分 の 名 前 を 広め る こと 。 (社会 
的 名 声 を 得る 、 後 天 的 な 文化 面 に お いて 自分 の オリ ジ ナ ル な 
子孫 を 社会 に で きる だ け 多 く 行 き 渡ら せる こと 。) その た め 
に 持つ 欲求 と 矛 下す る こと 。 (この 欲求 も 菅 らく 生得 的 な も 
の で ある こと 。) 


また 、 対 人 面 で 周囲 か ら あ まり に ベタ ベタ され る と 、 プ ライ 
バシ ー を 侵害 され る と か 、 自 分 独自 の 領域 を 持ち た いと か 、 
自分 の 行き た い 方 向 に 一 人 で 進み た いと か いっ た ドラ イ さ を 
指向 する 欲求 が 自然 に 出 て くる も の で ある 。 


この 場合 、 人 間 は 一 人 で は 生き て は いけ な い の で 、 い くら ド 
ライ な 独立 独歩 の 観 金 を 標 構 し て も 、 結 局 は 、 他 者 と の 相互 
依存 関係 に 入る こと に な る 。 そ の 際 、 ウ ェ ッ ト さ を 指向 する 
者 同士 が 心理 的 に 共通 な 領域 を 広げ 、 距 離 を 短く 取 ろ う 、 互 
い に く っ つき 合 お うと する 「 近 接 指向 」 に より 「 相 互 同一 ・ 
共通 化 」 の 方 向 へ と 動く の に 対し て 、 ド ライ さ を 指 向 する 者 


同士 は 、 互 い に 自分 に な いも の 、 自 分 に 不足 し て いる も の を 
相手 に 求め る こと で 、 互 い に 異 質 な まま 「 相 互 補完 」 の 方 向 
NANA 
隔 た っ た 者 同士 が 助け 合う 場合 は 、 社 会 的 分 業 の 形 を 取る の 
量 和 の の 0 昌 昌 の P ラ の 

現れ と 言え る 。 


9. 同 族 嫌 趣 と 心理 的 葛藤 


上 記 と は 少し 性 質 が 違う が 、 自 分 と 同類 の 者 が 、 自 分 に と っ 
て 望ま し く な い 行 動 を 取っ て いる 場合 、 自 分 が その 者 と 同類 
で ある こと を 償 定 し た く な る 心理 が 生じ る 。 同 族 嫌悪 が それ 
で ある 。 


例え ば お と な し い の が 好き な 鉄道 ファ ン の 場合 、 自 分 と 同類 
の 者 た ち が 駅 と か で 珍し い 車 軸 ) の 周り で 限度 を 超え て は し や 
いで いる の を 見 る と 、 何 と な く 不 快 に な っ て 、 自 分 は 同類 と 
は 思わ れ た く な いと いう 気持 ち が 生 じ て 、 そ の 場 を 無関心 な 
振り を し て 一 人 立ち 去 ろ うと する こと が 起き る 。 


こう し た 心理 的 葛藤 は 、 自 分 と は 一 面 同 類 で 、 心 理 的 距離 の 
近い と 思わ れる 者 が 、 他 面 で は 、 自 分 が 償 定 し た い 、 心 理 的 
に 遠ざけ た い タ イプ の 価値 観 を 同時 に 持っ て いる こと で 起き 
る と 考え られ る 。 


二 人 を 取り 出し た と き 、 あ る 一 つの 関心 の 側面 (鉄道 趣味 ) 
で は 同類 で 、 距 離 が 近い が 、 別 の 関心 の 側面 (静か な の が 好 
きか 、 騒 ぐ の が 好き か 。) で は 、 正 反対 の 意見 を 持っ て い 

て 、 距 離 が 遠い と いう こと が 、 奄 人 ・ 友 人 同士 と か で も 頻繁 
に 起こ り 得 る 。 


複数 の 様々 な 関心 と それ に 対す る 様々 な 価値 観 を 同時 に 持つ 
人 間 同 士 は 、 あ る 一 つの 関心 で は 距離 が 近い が 、 別 の 関心 で 
は 距離 が 近い と は 限ら な いた め 、 同 じ 人 と 付き 合う 中 で も 、 
相手 の こと を 、 あ る 時 は 、 意 見 が 合う 距離 が 近い 同士 と 感じ 


て 親密 で ウェ ッ ト な 気分 に な り 、 別 の 時 に は 、 意 見 が 衝突 す 
る 距離 が 遠い 赤 の 他人 と 感じ 、 疎 外 感 で ドラ イ な 気分 に な る 
こと に な る 。 こ うし た 心理 的 距離 に 関す る 心理 的 矛盾 、 葛 藤 
は 、 他 人 と 付き 合う 上 で は 、 誰 に で も 起こ り 得 る こと で あ 
る 。 


(注記 ) 

この 場合 、 各 価値 観 を 、1 つ 1 つの ドミ ノ と し て 表現 し 、 各 人 
を 価値 観 の ドミ ノ の 配列 と し て 提 え る こと が で きる 。 

別項 を 参照 され た いこ と 。 


10. 中 心 的 ・ 周 辺 的 関心 事項 と 、 総 合 的 な 対人 心理 的 距離 の 決 
定 ア 如 形 区 

で は 、 人 間 は 、 関 心 に よっ て いろ いろ 変わ る 相手 と の 心理 的 
距離 を 、 ど う や っ て 最終 的 に 総合 的 に 決定 づけ る の で あろ う 
か か? 。 


この 場合 、 人 間 に は 、 中 心 的 、 主 要 関 心 事項 と 周辺 的 、 副 次 
的 関心 事項 が あり 、 中 心 的 関心 の 方 は 、 自 分 が 主 に 関心 の あ 
る 、 と いう か 、 い ふだん 大 切 に 思っ て いる 関心 事項 で ある 。 一 
方 、 周 辺 的 、 副 次 的 関心 の 方 は 、 関 心 が が いと いう わけ で は 
な い が 、 自 分 に と っ て 中 心 的 で は な く 、 そ れ ほ ど 大 事 、 重 要 
で は な い 、 ど う で も よい 関心 事項 で ある 。 


同じ 中 心 的 関心 事項 を 共有 し 、 そ の 中 心 的 関心 事項 に つい 
て 、 互 い に 同 じ 考 え だ 、 距 離 が 近い と 感じ た 者 同士 は 、 周 辺 
的 関心 事項 で 多少 意見 が 異な っ て 、 距 離 が 遠く て も 、 基 本 的 
に 自分 た ち は 同 類 だ 、 距 離 が 近い ん だ と 感じ る こと 。 (互い 
の 中 心 的 関心 に 変更 が な い 限 り 。) そし て 、 友 人 ・ 恋 人 同士 
と し て 親しく 、 仲 民 く 付き 合い 続け る と 考え られ る こと 。 


一 方 、 い くら 周辺 的 関心 事項 で 意見 が 同じ で も 、 肝 心 の 中 心 
的 関心 事項 が 共有 で き て いな か っ た り 、 互 い の 中 心 的 関心 事 
項 で 意見 が 合わ な い 、 距 離 が 遠い 者 同士 は 、 所 診 自 分 た ち は 


赤 の 他人 だ と 認識 し て 、 別 離し て 別々 の 道 を 歩む こと に な る 
可能 性 が 高い と 考え られ る 。 


要 は 、 あ る 人 間 に と っ て 、 相 手 と の 、 中 心 的 関心 事項 の 共有 
の 有無 と 、 中 心 的 関心 事項 に つい て の 相手 と の 考え の 近 さ 、 
価値 観 の 近 さ が 、 相 手 と の 総合 的 な 心理 的 距離 を 主 に 決定 付 
ける と 考え られ る 。 


相手 と の 総合 的 な 心理 的 距離 の 算出 方 法 は 


1 ) 各自 の 関心 事 を $ こ 6 個 程度 あげ て も らい 、 そ れ ぞ れ の 
あげ た 2 人 分 の 関心 事 を 総 ざ ずら いし 、 互 い に 、 自 分 と 相手 の 
各 関 心 事 に つい て 、 関 心 の 度合 い (中 心 こ 周辺) と 、 そ の 関 
心 事 項 に つい て 持っ て いる 価値 観 (好き 嫌い な ど ) を 記入 し 
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IE 
了 、 二 人 と も 「 自 動車 」 に 中 心 的 な 関心 を 共 
1 は 、 合致 度 が 高く な る 。 


(3a) 今回 2 人 の あげ た 自分 と 相手 の 各 関心 事 に つい て 、2 人 
の 間 の 意見 、 価 値 観 の 合致 度 を 計算 する こと 。 例 えば 、 2 
が 同じ 「 自 動車 」 に つい て 関心 を 持っ て いた と し て も 、 

6 時 二 が ら ら い S の m 和 なら た に 
が 好き 。) 」 と 思い 、 他 方 が 「 自 動車 の 排気 ガス が 嫌い で 、 

地球 温暖 化 防止 の た め に 自動 車 に 乗ら な いよ うに する 運動 を 
推進 し た い (自動 車 が 嫌い 。) 」 と 思っ て いる 場合 は 、 意 

見 、 価 値 観 の 合致 度 は 低い 。 


b) 各 関 心 事 に つい て の 、2 人 の 間 の 意見 、 価 値 観 の 合致 度 
の 値 に 、 各 自 の 関心 の 度合 い を 掛け 合わ せ た 値 を 合計 し た も 
の を 、 各 自 の 複数 関心 に つい て の 合致 度 点数 と する こと 。 


上 記 の ( 2 ) と 上 記 の ( 3 ) の それ ぞ れ の 合致 度 点数 が 高い 
ほど 、 相 手 に 対し て 距離 が 近い と 感じ る 度合 い が 強 い 。 


な お 、 上 記 の ( 3 ) の 複数 関心 の 合致 度 点数 の 合計 に つい て 
( 議 、 0 相手 と 合計 点数 


が 異な る 場合 が 生じ うる 。 一 方 の 者 は 、 自 分 に と っ て 中 心 的 
関心 事項 (だ が 、 そ れ は 、 相 手 に と っ て は 、 周 辺 前 関心 事項 
で ある 。) に つい て 合致 度 点数 が 高かっ た た め 、 高 い 合致 度 
合計 点数 を 持っ て 相手 と の 距離 が 近い と 感じ て いる こと 。 そ 
れ に 対し て 、 他 方 の 者 は 、 自 分 に と っ て 中 心 的 関心 事項 に つ 
いて 、 相 手 と の 合致 度 点数 が 低い こと 。 (自分 に と っ て の 周 
辺 的 関心 事項 に つい て 、 相 手 と の 合致 度 点数 が 高い こと 。) 
その 結果 と し て 複数 関心 の 合致 度合 計 点 数 が 低 く な り 、 相 手 
と の 距離 が 遠い と 感じ る こと が 起こ りう る 。 


な の で 、 相 手 と の 総合 的 心理 的 距離 の 装 定 に 当たっ て は 、 上 
記 の (3) だ け で は 不足 で 、 上 記 の ( 2 ) を 併用 する こと が 
必要 で ある と 考え られ る 。 


た だ 、 人 間 の 中 心 的 な 関心 事項 は 、 時 と 共に 、 あ る い は 環境 
の 変転 と 共に 変化 し て いく も の で ある 。 一 時 期 、 中 心 的 関心 
事項 を 共有 、 意 見 が 一 致し て いた 仲の 良かっ た 友人 同士 も 、 
時 が 経つ に つれ て 、 互 い に 別 々 の こと に 興味 が 移っ て 話 が 合 
わな く な り 、 疎 速 に な る こと は よく ある こと で ある 。 人 間 同 
士 の 心理 的 距離 も 、 そ うし た 関心 の 移り 変わ り に 伴っ て 、 
刻々 と 変化 し て いる と 言え る 。 
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ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト 行 動 様 式 の 抽出 


1992-2003.03 初 出 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト の 次 元 に 乗っ て いる と 考え られ る 人 間 の 行 
動 様式 が 具体 的 に どの よう な も の で ある か を 詳細 に 抽出 する 
作業 を 行っ た 。 


抽出 に 当たっ て は 、 ま ず 、 人 間 の ドラ イ ・ ウ ェ , ッ ト な 行動 様 
式 が 、 そ れ ぞ れ 気 体 ・ 液 体 分 子 運 動 パ ター ン と 対応 づけ られ 
る と いう 仮説 を 立て た 。 人 間 を 分 子 並 の 小さ な 粒子 に 例え た 
場合 ドラ イ な 人 々 の 行動 は 気体 分 子 運 動 と 司 じ で あり 、 
ウェ ッ ト な 人 ん 々 の 行動 は 液体 分 子 運 動 と 同じ で ある と する 見 
地 か ら 、 分 子 > 人 間 共 通 の 行動 様式 を 「 気 体 的 = ドラ イ 」 

「 液体 的 = ウツ ウェット 」 と し て 整理 、 分 類する 作業 を 行っ た 
(1992 年 頃 、 当 時 の 資料 へ の リン ク は こち ら 。) こと 。 


一 方 、 従 来 の 日 本 ・ 欧 米 文化 比較 論 に お いて は 、「 日 本 文化 
= ウェ ッ ト 、 欧 米 文 化 ヨ ドライ 」 と する 説明 が し ば し ば な さ 
れ て きた (例え ば 、 松 山幸 雄 (1978) 、 西 尾 幹二 (1969) な 
由 隊 者 は 61E PVZPHE マオ 
ア (1982) の よう な 「 日 本 が ドラ イ で 、 欧 米 が ウェ ッ ト で あ 
る 」 と いう 反論 も あり 、 別 途 確 認 が 必要 で ある が 、 日 本 ・ 欧 
米 文化 を 比較 する 際 に 、 そ の 視点 を ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト の 軸 で 
捉え る こと に つい て 、 現 在 ま で 特に 異論 は 出 て いな い 。 


そこ で 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 行動 様式 の 抽出 に 当たっ て は 

人 間 の 行動 様式 を 「 気 体 的 = ドラ イ 」 「 液 体 的 = ウェ ッ ト 」 

と する 基盤 に 立ち つつ 、 日 本 を 含め た 東 ア ジア の 人 々 の 行動 
様式 が ウェ ッ ト で 、 欧 米 的 な 行動 様式 が ドラ イ と いう 印象 が 
一 般 に 持た れ て いる と いう 視点 に 立っ て 、 幅 広く 日 本 ・ 欧 米 
文化 比較 論 の 文献 調査 を 20 こ 30 冊 程度 (研究 者 の 書い た 学術 
書 に 限ら ず 、 新 聞 記 者 や ビジ ネス マン な ど が 書い た エッ セイ 
も 含む 。) に つい て 行い 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 行動 様式 が 具 
体 的 に どの よう な も の で ある か を 把握 し た 。 
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秋 ) 


この 調査 結果 を も と に 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト と 想定 され る 行動 
様式 を 、 ま ず 30 程 度 大 ま か に 抽出 し た こと 。 (1993 年 頃 。) 
こと 。 そ の 後 、 よ り 具 体 的 で 詳細 な 内 容 を 持つ 行動 様式 を 、 
で きる だ け 多 様 で 網 維 的 と か る よう に 、60<70 程 度 抽出 し た 
こと 。 (1996<97 年 頃 。) この 間 、 互 い に 内 容 面 で 近い 、 重 
な る 項目 同士 を マク ロ な 視点 か ら グ ルー プ 化 ・ 分 類する 作業 
を KJ 法 を 用 いて 継続 的 に 行い 、「 個人 主義 - 集団 主義 」 「 自 
由 主 義 - 規制 主義 」 と いっ た 、 行 動 様式 の 大 ま か な 分 類 項 目 
を 抽出 し た こと 。 (<1999 年 頃 。) 


な お 、 既 に 存在 する 大 分 類 と 内 容 面 で 似 て いて も 、 ニ ュ ア ン 
ス や 視点 が 違う と 半 断 し た 行動 様式 に つい て は 、 多 様 な 分 析 
視点 を 持つ 上 か ら も 区 別 し た 方 が よい と 考え 、 別 の 分 類 項目 
と し て 立て た 。 ま た 、 分 類 項目 抽出 作業 自体 は KJ 法 を 用 いて 
筆者 独り の 力 で 簡単 に 行え 、 ま た 10 以 上 の 十分 な 分 類 項 目 数 
を 最初 の 作業 で すぐ に 得 ら れ た の で 、 因 子 分 析 な ど 分 類 項目 
抽出 の た め の 統 計 的 解析 手法 は 特に 使用 し な か っ た 。 (その 
後 、 因 子 分 析 を 行う 機会 を 得 た こと 。) 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト と 考え られ る 行動 様式 の 分 類 や 詳細 項目 の 
抽出 を 行なっ た 主 な 期間 は 、1992~1999 年 の $~ 6 年間 で ある 
が 、 そ の 後 も 断続 的 に 項目 追加 や 分 類 の 見 依 し を 行っ て い 

る 。 抽出 ・ 分 類 は 、 全 て 筆者 一 人 で 行っ た (抽出 ・ 分 類 に 当 
だ っ て の 英 同 作業 者 まい な が い 。) こと 。 


具体 的 な 行動 様式 項目 の 抽出 過程 に お いて は 、 分 類 を 、 更 に 
階層 化 ・ 細 分 化す る な ど 見 衣 し て 修正 し た 方 が よい 場合 も い 
くつ か 生じ た の で 、 そ の 都度 、 分 類 の あり 方 を 柔軟 に 変更 し 
た 。2001 年 3 月 現在 で は 、2 つ の 大 分 類 、8 つ の 中 分 類 の 下 に 、 
17 の 小 分 類 が 存在 する 形 に まとめ て いる 。 


この よう に 収集 ・ 分 類 し た ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 行動 様式 が 、 
現実 の 気体 ・ 液 体 分 子 運動 パタ ー ン と の 類推 、 具 体 的 に は 、 
活動 ・ 移 動 性 の 有無 、 心 理 的 に 近接 する 指向 の 強弱 に よっ て 
ー 通 り 説 明 で きる こと を イン ター ネッ ト 上 で の 質問 紙 調査 で 
確認 し た 。 詳細 に つい て は 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 行動 様式 の 
詳細 分 類 と 説明 へ の リン ク を 参照 され た い 。 
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価値 観 ド ミノ 配列 に つい て 


2006.9 初 出 


個人 同士 の 心理 的 な 近 さ ・ 遠 さと 関連 し て 、 各 人 の 持つ 価値 
観 、 意 見 の 1 つ 1 つ を 、1 つ 1 つの ドミ ノ と し て 提 え 、 各 人 を 、 
それ ら の ドミ ノ の 配列 、 集 合体 と し て 捉え る 見 方 を 提供 し ま 
0 


人 間 は 、 同 時 に 複数 の 側面 ・ 関 心 に つい て 様々 な 価値 観 ・ 意 
見 を 抱い て お り 、 こ れ は 、DNA 配 列 に な ら っ て 、 価 値 観 ・ 意 
見 の ドミ ノ 配 列 と いっ た 形 で 把握 可能 で ある 。 


要 は 、 人 間 の 持つ 1 つ 1 つ の 価値 観 、 意 見 と いっ た も の を 、1 
つ 1 つ の ドミ ノ と し て 並べ て 表現 する の で ある こと 。 


各 人 は 、1 つ 1 つの 価値 観 、 意 見 の ドミ ノ の 集合 体 で ある と 提 
える こと が で きる 。 


この ドミ ノ 配 列 は 、 引 っ 込み 思案 な 性 格 の よう に ある 程度 遺 
伝 的 に 決ま る も の も あれ ば 、 鉄 道 好 きか どう か の よう に 後天 
的 に 決ま る も の も ある 。 


まず 、 人 間 に は 、 所 有 し て いる 価値 観 と 、 所 有 し て いな い 価 
値 観 が あり 、 こ れ は 、 ド ミノ の 有無 で 表 さ れる 。 ド ミノ が あ 
る の が 、 所 有 し て いる 価値 観 で 、 で ドド ミノ が な い の が 、 備 えて 
いな い 価 値 観 で ある 。 


ある 分 野 に 関心 を 持つ 人 は 、 そ の 分 野 の ドミ ノ を た くさ ん 並 
べ て 持っ て お り 、 関 心 の な い 人 は 、 そ の 分 野 の ドミ ノ が ご っ 
そり 抜け て いる 。 


次 に 、 同 じ ド ミノ で も 、 色 が 違う と いう こと が ある 。 互 い に 
同じ 事柄 (例え ば 原子 力 発電 ) に 関心 を 持っ て いて も 、 実 際 
に は 、 一 方 の 人 は 、 そ の 事柄 (原子 力 発電 ) に 貧 成 で あり 、 
他方 の 人 は 、 そ の 事柄 に 反対 で ある と いう こと が ある 。 


この 場合 、 一 方 の 賛成 者 は 白色 の ドミ ノ を 、 反 対 者 は 黒色 の 
ドミ ノ を 持っ て いる と いう こと で 表現 し うる 。 


二 人 の 間 で の 、 価 値 観 共 有 は 、 同 じ 分 野 で 互い に ドミ ノ を 
持っ て お り 、 か つ そ の 持っ て いる ドミ ノ の 色 が 同じ で ある 、 
と いう こと で 表現 され る 。 


人 に よっ て 、 持 っ て いる ドミ ノ の 配列 は ば ら ば ら で あ り 、 あ 
る 分 野 で は 、 互 い に 同じ 色 の ドミ ノ を 持っ て いて も 、 他 の 分 
野 で は 、 一 方 が そもそも 持っ て いな か っ た り 、 持 っ て いた と 
し て も 、 違 っ た 色 の ドミ ノ で ある 、 と いう こと が 普通 だ と 考 
えら れる 。 


そし て 、 二 人 の 間 で の 、 所 有する ドミ ノ の 共通 性 が 、 二 人 の 
心理 的 距離 を 決め る と 言え る 。 


ドミ ノ を 共有 し て いれ ば 、 互 い の 心 理 的 距離 は 近く 、 共 有 し 
て いな けれ ば 遠い 。 


同じ ドミ ノ を 共有 し て いる 者 同士 は 、 ウ ェ ッ ト な 関係 に 入 
り 、 共 有 し て いな い 者 同士 は 、 ド ライ な 関係 に 入る 。 


互い に 同じ ドミ ノ を 持 と うと する の が ウェ ッ ト な 動機 で 、 互 
い に 守 な る ドミ ノ を 持 と うと する の が ドラ イム な 動機 で ある 。 


中 に は 、 ド ミノ を た くさ ん 持っ て いる 人 も いれ ば 、 少 な い 人 
も いる 。 


また 、 あ る ドミ ノ は 、 人 の 生存 に 役立ち 、 あ る ドミ ノ は 役 に 
立た な いと いう の が ある 。 ド ミノ は 、 環 境 に より 光 汰 され 
る 。 こ の 点 、 ド ミノ の 扱い は 遺伝 子 と 一 緒 で ある 。 


価値 観 ド ミノ の 実体 は 、 そ れ が 人 の 遺伝 に 証 結 し て 遺伝 子 と 
一 緒 の こと も あれ ば 、 神 経 償 内 の ひと まとまり の 学習 され た 
ニュ ー ロ ン 回 路 で ある こと も ある と 考え られ る 。 


2006 初 出 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 態度 の 長所 ・ 短 所 


(c)2002.12 初 出 


ドラ イ な いし ウェ ッ ト な 態度 の 持つ 、 長 所 と 短所 に つい て 以 
夫 ま どの 0 まし ここ と 。 
o 印 が 長所 、xEH が 短所 で す 。 
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ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト 性 格 の 4 タイ プ ブ 分 類 に よる 把握 


性 格 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ は 、 従 来 考 えて きた よう に 一 次 元 
に 並ん で いる の で は な く 。、 ド ライ さと ウェ ッ ト き さと が 和 々 


に 独立 ・ 並 行 す る 形 で 同時 に 個人 の 性 格 上 に 存在 し て お り 、 
ドラ イ さ ・ ウ ェ ッ ト さ の 両方 を 持ち 合わ せる 人 も いる の で は 
な いか 、 と いう 観点 か ら の 新た な 性 格 分 類 方 法 に つい て 新た 
に ま と この まし た 。 


当 サ イト に お ける 従来 の 研究 (2001 年 春季 以前 ) に お いて 
は 、 性 格 を 、 ド ライ - ウェ ッ ト の 一 次 元 上 に 当て は め て 、 

「 あ な た の 性 格 は 、 と て も ドラ イ - や や ドラ イ - 中 立 - や や 
ウェ ッ ト - と て も ウェ ッ ト 」 と いう よう に 半 定 する や り 方 を 
上 es て きた だ 。 
この 場合 、 実 は 、 中 立 的 と いう の に は 2 種類 あっ て 、「 ド ラ 
イ ・ ウ ェ ッ ト の どっ ち つ か ず (どちら と も いえ な い 。) 」 の 
答え が 多く て 中 立 に な る 場合 と 、「 と て も (か な り ) ドラ 
イ 」「 と て も (か な り ) ウェ ッ ト 」 の 答え が 半々 で 中 立 に な 
る 場合 と が 考え られ る 。 前 者 は 「 (ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト ) 未 分 
化 型 」、 後 者 は 「 (ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト ) 複合 ・ 葛 藤 型 」 と で 
も 呼べ ば いい か も 知れ な いこ と 。 後者 の 場合 は 、 自 己 の 中 で 
ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 行動 の どちら を 選べ ば いい か 葛藤 が 起き 
や すい と 考え られ る 。 
この 考え 方 を 突き 詰め る と 、 性 格 上 の ドラ イ さ と ウェ ッ ト さ 
は 、 実 は 従来 考え て きた よう に 一 次 元 上 に 並ん で いる の で は 
な く 、 ド ライ さと ウェ ッ ト さ と が 別々 に 独立 ・ 並 行 す る 形 で 
同時 に 個人 の 性 格 上 に 存在 し 、 ド ライ さ ・ ウ ェ ッ ト さ の 両方 
を 持ち 合わ せ て いる 人 の 場合 、 行 動 選 択 時 に 、 両 者 が 互い に 
矛盾 ・ 葛 有 栗 し 合う こと 。 ( 相 争 うこ と 。) そう し た 状態 で 表 
面 に 出 て くる 、 と いう こと が あり 得る と 喜 え る 。 
今後 は 、 ド ライ さ 、 ウ ェ ッ ト さ を 別々 に 独立 し て 測定 する 形 
で 提 え た 方 が より 正 確 な 性 格 分 類 が で きる と 考え られ る 。 


表 _ 35 


の 4 類型 の いずれ か に 沙 と し 込む こと が で きる と 考え る 。 


(上 記 の 内 容 の 詳細 に つい て は 、 資 料 編 を 参照 し て 下さ 
い 。 ) 


メン タル ヘル ス の 観点 か ら は 、 ド ライ さ ・ ウ ェ ッ ト さ の ど ち 
ら か カー 方 の 態度 を 取ら な けれ ば な ら な い 局 面 に お いて 、 簡 単 
に 一 方 を 選ぶ こと が で きる 純粋 ドラ イ 、 純 粋 ウェ ッ ト の 融 方 
が 一 番 良 好 で あり 、 一 方 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ の 両方 が 同時 
に 相 矛 盾 する 形 で 噴出 する 複合 ・ 葛 藤 型 は 、 大 き な 間 題 が あ 
る と 考え られ る 。 


(c)2001.8 初 出 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 性 格 ・ 態 度 の 因子 分 析 
2001.03-2003.04 初 出 


ここ で は 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト と 想定 され る 性 格 ・ 態 度 の 分 類 
を 、 手 動 で は な く 、 既 に 確立 され た 統計 手法 に 基づい て 行っ 
た 結果 に つい て 説明 する 。 すなわち 、 心理 テス ト の 形 で イン 
ター ネッ ト 利 用 者 に 回 答 し て も ら っ た 結果 か ら 、 因 子 分 析 を 
行っ て 、 抽 出し た 因子 の 内 容 を 説明 する こと 。 

従来 の 、 手 作業 に よる 、 分 析 上 の 視点 が 分 類 間 で 互い に 重 な 
り 合 っ て いる 主観 的 な 分 類 の あり 方 が 果たし て 六 当 か どう 
か 、 ま た 、 作 業 上 見 落と し て いる 分 類 が な いか どう か を 検証 
する た め に 、 そ れ ぞ れ が 互い に 完全 に 独立 し て いる 分 析 上 の 
視点 を 抽出 可能 な 因子 分 析 に か ける 必要 が あっ た 。 

そこ で 、 従 来 抽 出し た 、 詳 細 な 性 格 ・ 態 度 を 表す 項目 群 に つ 
いて 、 実 際 に 心理 テス ト の 形 で まとまっ た 数 (項目 数 の 1 0 
倍 愉 上) の 回 答 者 に 回 答 し て も らい 、 そ の 回 答 結果 を 因子 分 
選 が る こと に し た こと 。 


心理 テス ト の 回 答 項 目 は 、 以 前 行っ た 調査 の 結果 、 有 意 で ド 
ライ ・ ウ ェ ッ ト の 差 が ある と 半 定 され た 項目 66 個 に つい て 、 
ラン ダム に 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト の いずれ か ーー 方 の 記述 を 選択 
表示 し た 。 和 名 項目 は 、3 段 階 の 評定 法 (と て も 当て は まる 。 

や や 当て は まる 。 ど ちら で も な い 。 あ まり 当て は ま ら な い 。 
ほとん ど 当 て は ま ら な い 。) で 回 答 し て も らい 、 全 項目 に 回 
答 し て も ら う 毎 に 、 各 回 答 結 果 に 5 段階 の 得点 (と て も ドラ 
イ 2 点 。 や や ドラ イ 1 点 。 ど ちら で も な い 0 点 。 や や ウェ ッ 

ト -1 点 。 と て も ウェ ッ ト -2 点 。) を 付け て 、 回 答 者 に フィ ー 
ドッ ク の る と と も 選 、 伺 ( 較 号 点 を 回 答 デ ー タ ファ イル に 
保存 し た こと 

回 答 者 の 個人 識別 を する た め に 、 回 答 時 に は ニッ ク ネ ー ム の 
記入 を 求め た 。 示 湊 へ 故意 に 生還 人 
現す る こと を 想定 し 、 荒 らし 行為 を 起こ そう と する 原因 を 断 
つた め 、 心理 テス ト 回 答 時 に 裏 で デー タ を 集め て いる こと は 
一 切 表 示し な か っ た 。 

心理 テス ト は 、 2001 年 2 月 中 旬 の 約 1 週間 実施 し 、 1046 名 の 回 
答 者 か ら 回 答 が 得 ら れ た 。 得 られ た 回 答 デ ー タ を 、 統 計 分 析 
ツジ トド ト ウェア デア ee に か け て 、 因 子 分析 に よる 因子 
抽出 を 行っ た こと 。 回 答 者 の 項目 毎 の 回 答 傾向 が 似 て いる 項 
目 同士 が 、 同 じ 因 子 に 属す る 、 と 考え られ る 。 

因子 抽出 は 、 主 因子 法 に よる も の で あり 、 値 の 変換 は 主 交 ・ 
バリ マッ クス 回 転 を 用 いた 。 因 子 は 、 固 有 値 1.0 以 上 に 限定 し 
て 分 析 し た 。 各 回 答 項目 は 、 因 子 負荷 量 が 0.400 以 上 の 場合 に 
限定 し て 分 析 対 象 と し た 。 


因子 分 析 の 結果 抽出 され た 、 固 有 値 1.0 以 上 の 因子 は 、 全 部 で 
16 あ っ た 。 

全般 に 、 手 動 で 分 類 ・ 抽 出し た 場合 と 、 だ いた い 同 じ か 、 よ 
り 詳 し い 内 容 の 因子 が 抽出 され た 。 

手動 分 類 で 出 て き て 、 因 子 分 析 で 出 て こ な か っ た の は 、 同 調 
指向 、 多 様 性 の 尊 宣 、 定 着 指向 、 独 創 指向 に 関す る 因子 で 

2 つり に 。 

一 方 、 因 子 分 析 で 出 て き て 、 手 動 で は 出 て こ な か っ た の は 、 

集団 優先 - 個人 優先 (因子 6) と いっ た 「 優 先 」 性 に 関す る 視 
点 、 身 内 限定 - 対外 関心 の 保持 (因子 7) と いっ た 「 限 定 」 性 
避 関す る 視点 、 人 間 へ の 興味 - 旧 人 間 物 質 へ の 興味 (因子 9) 


と いっ た 「 興 味 」 に 関す る 視点 辺り で あっ た こと 。 
以下 に 、 抽 出さ れ た 因子 の 内 容 に つい て 、 表 形式 で 詳 迷 する 
Oo 
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(c)2001-2003 初 出 


【 育 長 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 行動 様式 を 知る 意義 に つい て 


2003.12-2004.10 初 出 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 行動 様式 を 知る こと が な ぜ 重 要 な の か 、 
な ぜ 意 義 の ある こと な の か を まとめ て み ま し た 。 具 体 的 に 
は 、 以 下 の こ と に と っ て 、 役 立ち ます 。 世 界 各国 の 社会 的 性 
格 の 把握 。 (日 本 ・ 欧 米 の 文化 比較 な ど 。) 男女 の 社会 行動 
面 で の 性 差 を 知る こと 。 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 行動 様式 を 知る こと こと が な ぜ 重 要 な の 
か 、 そ の 意義 に つい て 、 以 下 に まとめ た 。 


) 世界 各国 の 国民 性 や 社会 的 性 格 を 心理 的 側面 か ら 分 析 
し て いく 場合 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ の 次 元 が 重要 な 役割 を 果 
た し て いる 。 例 えば 、 各 文化 を 取り 巻く 自然 環境 と の 関連 で 
は 、「 乾 燥 環境 = 遊牧 ・ 牧 文 化 (欧米 な ど ) = ドラ イ な 行 
動 様式 が 主流 。 混 潤 環 境 = 農耕 文化 (日 本 、 東 アジ ア な ど ) 
= ウェ ッ ト な 行動 様式 が 主流 。」 と いう 相関 が 成立 する こと 
で 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ の 次 元 が 、 世 界 の 文化 の 分 類 把 握 を 
より 容易 に する 効果 を 持つ 。 


例え ば 、 従 来 の 日 本 ・ 欧 米 文化 比較 論 に お いて は 、 「 日 本 文 
化 = ウ ェ ッ ト 、 欧 米 文化 = ドラ イ 」 と する 説明 が し ば し ば な 
され て きた 。 (例え ば 、 松 山幸 雄 (1978) 、 西 尾 幹 二 
(1969) な ど 。) 


今 ま で 日 本 (欧米 ) 的 行動 様式 と し て あげ られ て きた も の 
は 、 集 団 主義 (個人 主義 ) 、 周 囲 へ の 同調 ( 壮 同 調 ) 、 情 
緒 ・ 壮 合理 性 (科学 ・ 合理 性 ) 、 対 外 閉 鎖 性 (開放 性 ) 、 征 
功 序列 ・ 前 例 や し きた り の 重視 (独創 性 の 車 視 ) 、 規 制 好 き 

(自由 主義 ) 、 外 圧 が な いと 動か な い (能動 的 ) と いっ た も 
HP ラウ どの けつ 
に 収まっ て いる 。 要 する に 、 日 本 (欧米 ) 的 行動 様式 は 、 現 
状 で は その ほとん ど が ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ の 観点 で 綱 縮 的 に 
説明 可能 で ある 。 


日 本 = ウェ ッ ト 、 欧 米 = ド ライ と する 印象 が 本 当 に 正しい か 
どう か は 、 杉 本 ・ マ オア (1982) の よう な 「 日 本 が ドラ イ 
で 、 欧 米 が ウェ ッ ト で ある 」 と いう 反論 も あり 、 別 途 確 認 が 
必要 で ある が 、 日 本 ・ 欧 米 文 化 を 比較 する 際 に 、 そ の 視点 を 
ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト の 軸 で 捉え る こと に つい て 、 現 在 ま で 特に 
異論 は 出 て いな い 。 


( 2 ) 男性 、 女 性 の 持つ 社会 心理 的 な 行動 様式 を 一 通り 説明 


可能 で ある こと 。 それぞれ 男性 = ドラ イ 、 女 性 = ウェ ッ ト と 
し て 所 え られ る こと 。 


・ 女 性 が グル ー プ を 作っ て グル ー フ 単位 で 行動 し た が る 。 
(トイ レ ま で 一 緒 に 付い て いく の を 好む こと 。) それ に 対し 
て 、 男 性 は 単独 行動 を より 好む 。 (集団 主義 - 個人 主義 ) 

・ 女 性 は 、 周 囲 の 流行 に 敏感 で 、 フ ァ ッ ショ ン 雑 誌 を 読む こ 
と を 好む 。 女 性 は 、 周 囲 に 自分 の 行動 を 同調 させ る こと を 好 
む 。 (調和 させ る こと 。) それ に 対し て 、 男 性 は 特に 周囲 に 
合わ せ ず 、 独 自 の 道 を 歩も うと する 。 (同調 指向 - 疾 同 調 指 
向 ) 

・ 女 性 が 人 間 に 興 味 を 強く 持ち 、 周 囲 の 他 者 と の 関係 を 構 
築 ・ 維 持 す る こと に 心 を 砕く 。 そ れ に 対し て 、 男 性 は 、 丘 人 
間 的 な 物質 や メカ に 興味 を 持ち 、 他 者 と の 関係 は 、 あ くま で 
何 か 目 的 を 達成 する た め の 手 段 と し て 構築 する 。 (人 間 関 係 
指向 - 旧 人 間 関 係 指向 ) 

・ 女 性 は 、 自 ら は 未知 の 領域 に 進む の を 好ま ず 、 前 例 ・ し き 
た り の 世界 に 生き よう と する 。 そ れ に 対し て 、 男 性 は 、 未 知 
の 危険 が 潜む か も 知れ な い 領 域 に 、 自 ら モ ル モ ッ ト し て 積極 
的 に 挑み 、 独 創 的 な 成果 を あげ る 。 (前 例 指 向 - 独創 指向 ) 
・ 女 性 が 親しい 他 者 に 対し て 、 積 極 的 に 自己 開示 を し て プラ 
イバシー を さら け 出 す 。 そ れ に 対し て 、 男 性 は 、 自 己 開示 を 
し な い 。 (プラ イバシー の 欠如 - 尊重 ) 

・ 女 性 が 取る 行動 が 受け 身 で ある 。 (自分 か ら は 動か な 
い 。) それ に 対し て 、 男 性 は 自分 か ら 進ん で 動く 。 ( 静 的 指 
向 - 動 的 指向 ) 


今 まで 男女 の 社会 的 行動 の 性 差 と し て 考え られ て きた 行動 欄 
pit ドラ イマ ウェ エッ ツ ド の 軸 下 に っ 下り 系 てく お り 、 ポラ 
イ 、 ウ ェ ッ ト さ の 人 視点 か ら 綱 維 的 に 説明 可能 で ある 。 


要する に 、 ドラ イー ウェ エッ ト な 行動 を 知る メリ ツ ト は 。 人 ま 
で 個別 、 バ ラバ ラ に あげ られ て きた 、 欧米 (遊牧 ・ 牧 凛 

糸 ) 文化 - 日 本 ・ 東 アジ ア (農耕 和 ) 文化 」、「 男 性 文化 - 
女性 文化 」 の 様々 な 特徴 を 、「 ド ライ - ウ ェ ッ ト 」 の 一 言 で 


要約 、 説明 可能 で ある と いう こと に 尽き る こと 。 


0 la 集団 主義 - 個人 主義 、 規 制 主義 - 自由 主 

義 ・・・・ と いっ た 、 雑 多 な 分 析 視 点 が バラ バラ に 個別 に 取 
り 上 ( げ ら れ て きた 。 それ ら を 一 つ に 東 ね る 概念 が 、 こ れ ま で 
は 存在 し な か っ た 。 


LVE 様 な パラ バラ な 分 析 條 点 を 、 イー ウェ エッ 
ト 」 と いう 一 言 で 総括 し て 一 ほ まとめ に 縛っ て 、 ま と め て 、 東 
ね て 持ち 運 還 び が 可 BE に な る 。 そ の 点 、「 ド ライ - ウェッ ト 」 
の 機 は 、 今 ま で の 集団 主義 - 個人 主義 、 規 制 主義 - 本 
義 ・・・・ と いっ た バラ バラ な 概念 を 一 ほ とめ に し て 運 

と を 可能 と する コン テ ナ の 役目 を 果たす 。 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ は 、 従 来 の 、 男 女 差 、 東 洋 と 西洋 の 文化 
差 を 説明 する 上 で の 主要 概念 で あっ た 個人 主義 、 自 由 主 

義 ・・・ と いっ た 概念 を 一 通り 綱 維 、 総 括 、 包 含 す る 、 よ り 
上 位 の 概念 で ある と 言え る 。 


ドラ イ - ウェ ッ ト と いう 一 つの 軸 へ と 要約 する こと で 、 視 点 
が バラ バラ で まとまり に 欠け て いた 「 定 住 - 移動 」、「 農 耕 
(日 本 ・ 東 アジ ア ) - 遊牧 ・ 教 (欧米 ) 」、「 女 性 - 男 
性 」 (な いし 「 母 性 - 父性 」) に つい て の 文化 把握 が 、 い と 
も 容易 に な る 効果 が ある 。 


つま り 、 ド ライ - ウェ ッ ト と いう 分 析 軸 を 用 意 す る こと で 、 
集団 主義 - 個人 主義 、 規 制 主義 - 自由 主義 ・…・ ・・ と いっ た 
バラ バラ に 提唱 され て いた 諸 概念 が 、。 


表 _38 


と いつ うた だ 形 で 、 ワ シンセ ッ ト で MK 扱う こと が で きる 。 で の 


康 、 分 析 視 点 が 、 ドラ イー ウェ ッ ト 」 と いう 一 つの 軸 へ と 
焦点 が まとまっ て 、 よ り 社 会 文化 の 分 析 が し や すく な る 。 


が "つう 、 


・ 集 団 主 義 - 規制 主義 - 反 プ ライ バシ ー・・・・ の Sv Ce れれ 0 の 
れ ウ ェ ッ ト 軸 で 互い に 連動 し 、 ワ ン セ ッ ト で 同時 に 成立 、 生 
起す る 、。 
・ 個 人 主義 - 自由 主義 - プラ イバシー 尊重 ・・・・ が 、 そ れ 
ぞ れ ドラ イ 軸 で 互い に 連動 し 、 ワ ン セ ッ ト で 同時 に 成立 、 生 
起す る 、。 


と いっ た よう に 、 ド ライ な 軸 に 属す る 諸 概 人 金 (個人 主義 、 自 
由 主 義 ・・・) 同士 、 ウ ェ ッ ト な 軸 に 属す る 諸 概 念 (集団 主 
義 、 規 制 主義 ・・・) 同士 が 、 互 い に 一 まとまり に 連動 し て 
お り 、 共 時 的 に 成立 する こと を 明示 で きる 。 


この 点 か ら 、 上 記 の ドラ イ 軸 、 ウ ェ ッ ト 軸 の 各 ワ ン セ ッ ト は 
同時 に 揃 っ て 成立 する こと 。 例 えば 、 個 人 主義 の 社会 は 、 必 
ず 自 由 主義 で ある こと 。 (共に ドド ライ 。) 集団 主義 の 社会 は 
必ず 反 プ ライ バシ ー で ある こと 。 (共に ウェ ッ ト 。) それ ら 
を 、 説明 する こと が で きる 。 


ある い は 、 上 記 の ドラ イ 軸 、 ウ ェ ッ ト 軸 の 各 ワ ン セ ッ ト に 志 
盾 する 組み 合わ せ の 概念 を 持つ 社会 。 例 えば 、 集 団 主義 的 
(ウェ ッ ト ) か つつ 自 由 主 義 的 (ドラ イ ) な 社会 。 そ れ が 成立 
し な いこ と 。 プ ライ バシ ー を 尊重 する (ドラ イ な ) 集団 主義 
の (ウェ ッ ト な か な) 社会 が 存在 し 得 な いこ と 。 そ れ ら を 説明 す 
る こと が で きる 。 


以上 の よう に 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ の 視点 は 、 世 界 の 文化 を 
大 きく 二分 する 、「 定 住 文化 。 農 耕 文化 。 (ウェ ッ ト ) - 移 
動 文化 。 遊牧 ・ 牧 首 文 化 。 (ドラ イ ) 」、 お よび 「 女 性 文化 
(ウェ ッ ト ) - 男 性 文化 (ドラ イ ) 」 の 次 元 を それ ぞ れ 説明 
する こと が で き 、 そ の 点 、 世 界 の 文化 を 分 析 す る 上 で 大 き な 
分 析 力 を 発揮 する と 言え る 。 


この 場合 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ の 視点 は 、 単 に 、 世 界 の 社会 


文化 の 分 析 を 容易 に する 効果 だ け で な く 、 今 まで ほとん ど 接 
点 の な か っ た 、 人 ん 々 の 社会 行動 と 、 分 子 や 物体 運動 に 関す る 
物理 学 と を 結び つけ る 効果 を も た ら す 。 


要する に 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 人 < 物体 < 分 子 と いっ た サイ 
ズ の 異な る 各 粒 子 は 、 粒 子 の サイ ズ が 違っ て いて も 、 共 通 の 
行動 ・ 運 動 様式 を 持っ て いる こと を 示す こと が で きる の で あ 
5 


日 本 、 東 アジ ア の 人 た ち が ウ ェ ッ ト で 、 欧 米 の 人 た ち が ド ラ 
イ だ と いう の は 、 定 住 生活 、 農 耕 、 女 性 主体 の 、 日 本 、 東 ア 
ジア 社会 の 人 た ちの 行動 様式 が 、 本 質 的 に 液体 分 子 運 動 に 似 
て お り 、 一 方 、 移 動 生活 、 遊 改 ・ 牧 畜 、 男 性 主体 の 、 欧 米 社 
会 の 人 た ちの 行動 様式 が 、 気 体 分 子 運 動 に 似 て いる こと を 示 
じ て い る 。 


すなわち 、 気 体 、 液 体 分 子 運 動 は 、 そ れ ぞ れ 、 以 下 の 通り で 
ある 。 


表 39 


この こと か ら 、 気体 ・ 液 体 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン と 相似 
の 方 法 に よっ て 、 ド ライ な 社会 、 ウ ェ ッ ト な 社会 の 人 々 の 行 
動 を 、 コ ンピュータ で シミ ュ レ ー ト で きる 、 と 斉 える こと 。 


すなわち 、 移 動 生活 、 遊 牧 ・ 牧 凛 、 男 性 中 心 の 欧米 社会 は 
気体 分 子 運 動 で と ミュ レー ト で きる 。 定住 生活 、 農 耕 、 女 性 
中 心 の 日 本 、 東 アジ ア 社 会 は 、 液 体 分 子 運 動 で ン ミ ュ レ ー ト 
で きる 。 


この よう に 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ の 視点 を 世界 の 社会 文化 の 
分 析 へ と 導入 する こと は 、 物 理学 で 発達 し て いる 物体 の 動き 
を コン ピュ ー タ で シミ ュ レ ー ト する ノウ ハウ を 、 そ ぞ その まま 人 社 
会 学 、 心理 学 で 生か せる よう に な る 効果 を も た らし 、 社 会 

学 、 心 理学 の 発展 に 寄 王 する 度合 い が 大 きい と 言え る 。 


参考 文献 
松山 幸雄 (1978) 「 勉 編 」 の すす め 朝 日 新聞 社 
西尾 幹二 (19699) ヨー ロッ パ の 個人 主義 講談 社 


半生 マオ ア (1982) 日 本 人 は 「 日 本 的 」 か - 特殊 
論 を 超え 多元 的 分 析 へ 、 - Ni 新報 社 。 


(c)2003-2004 初 出 


上 記 の 内 容 の 詳細 に つい て は 、 資 料 編 を 参照 し て 下さ 
い 。 ) 


(解説 : 応用 偏 }) ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な か 感 


覚 ・ 性 格 ・ 社 会 に つい て 
感覚 ・ 知 覚 心理 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と 温 冷 ・ 明 暗 感 と の 関連 に つい て 


(c)2002.2-10 初 出 


感覚 面 で の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ (乾湿 ) と 、 温 准 ・ 明 暗 の 感 
覚 と の 関連 を 検討 し た 結果 、「 ド ライ = 冷た い = 明 る い 」、 
「 ウェット = 温か い = 暗 い 」 と いう 相関 を 導き 出し まし た こ 
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[要約 ] 


の ょ 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 成 覚 と 、 温 か さ ・ 準 た さ 、 明 
る さ ・ 暗 さと の 関連 2N ら で いつの に つの 


乾 肖 ・ 湯 冷 ・ 明 暗 の 感覚 は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 感覚 の モー ド に 
よっ て 知覚 され る が 、 そ れ ら の 間 に は 、 以 下 の 相 関 関係 が 成 
り 立 つと 考え られ る 。 


表 _40 


1. ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ と 温 準 感 


人 間 は 自分 の 体温 に 近い 温度 の 存在 物 を 「 温 か い 」 と 感じ 、 
体温 より 大 分 下がる と 「 冷た い 」 と 感じ る 。 


「 温 か さ 」 を 感じ させ る 体温 を 持つ 相手 が 自分 の 身近 に くっ 

つい て いる = 互い に 近い 距離 に ある と 、 相 手 の 体温 を 身近 に 

感じ て 、「 温 か い 」 と 感じ る 。 相 手 と の 間 に 隙 間 が な く ぴ っ 

た り 密 着 し て いる と 、 互い の 間 に ある 体温 で 温め られ た 空 “ 気 

が 逃げ な い 。 一 方 、 互 い に 離 れ て いる と 、 相 手 と 間隔 が 空 
0 両者 の 隙間 に 冷た い 風 が 入り 込む 余地 が で きる た め 
「 浴 た い 」 と 感じ る 。 


これ は 、 物 理 的 な 距離 だ け で な く 、 心 理 的 な 距離 に も 当て は 
まる 。 相 手 と の 間 に 距 離 が な く な り 、 心 理 的 な 一 体 ・ 融 合 
感 、 密 着 感 を 強く 持つ 場合 に 相手 の こと が 「 温 か い 」 と 感じ 
られ る 。 そ し て 、 そ の まま そこ に 定住 ・ 定 着 す る こと で 互い 
に 心理 的 に 近い 、 互 い に 「 温 か い 」 と 感じ る 状態 を 維持 し 続 
ける こと が で きる 。 こ こ で 各自 が その 場 に 静止 せ すず に バラ バ 
ラ に 独自 の 方 向 に 動く と 、 相 互 の 間 の 一 体感 が 失わ れ 、「 準 
た い 」 と 感じ る よう に な る 。 


対人 関係 が も た ら す 心理 的 な 温か さ ・ 冷 た さ に 関し て は 


温情 」 イ ンタ フェ ー ス ・ デ ザイ ン の ペー ジ へ の リン ク を 参 
照 さ れ た い 。 


この 場合 、 相 手 と の 間 の 心理 的 な 一 体 ・ 融 合 や 密着 、 そ の 状 
態 の 現状 維持 と いっ た キー ワー ド は 、 ド ライ - ウェ ッ ト さ の 
次 元 か ら は 、 互 い に 心 理 的 に 近づき 合う こと 、 近 づき 合っ た 
まま その 場 に 定着 する こと を 指向 する 点 、 全 て 「 ウ ェ ッ ト 」 
さと 関連 が ある 。 


ず な ね わ ち 、 市 理 的 に 字 つ に が ろう と する こと は ほ 、 王 い に 近 づ 
き 、 引 きつ け 合 お うと する 、 引 力 の よう な 力 が そこ に 働い て 
いる こと を 示し て お り 、 こ の 力 は 、 人 間 に 対 し て 「 ウ ェ ッ 
ト 」 な 感覚 を も た ら す 現実 の 液体 分 子 間 に 働 く 分 子 間 力 と の 
が だ ロジ クー で 選 る こと の で きる の る 。 


また 、 心理 的 に ひと まとまり に な っ た 状態 で 定着 し 、 そ こ か 
ら 動 こう と せ ず に 相互 の 温か い 関 係 を 維持 し よう と する こと 
は 、 あ ちこ ち 動 きま 回 る た め に 必要 な 運動 エネ ルギー が 小さ い 
こと を 示し て いる 。 ド ライ な 感覚 を 人 間 に 五 える 気体 分 子 が 
絶え ず 方 々 へ と 大 きく 動き 回 っ て 、 互 い の 間 の 隙間 を 大 きく 
取る の に 対し て 、 ウ ェ ッ ト な 感覚 を 皇 え る 液体 分 子 は 、 互 い 
に くっ つき 合っ た 状態 で あま り 動 き 回 ら な い 。 こ れ は 、 液 体 
分 子 の 運動 エネ ルギー が 小さ いこ と を 示し て お り 、 「 温 か 

い 」 状態 を 保つ た め の 定 着 に つい て も 、 ウ ェ ッ ト か な 液体 分 子 
運動 と の アナ ロジ ー で 提 え る こと が で きる 。 


こう し た 「 近 さ = ウ ェ ッ ト さ 」 が も た ら す 「 温 か さ 」 は 、 遺 
伝 的 な 「 近 さ 」 に も 関係 する 。 例 えば 、 親 子 関係 は 、 互 い の 
間 の 遺伝 子 の 共通 性 の 高 さ 、 す な わ ち 遺伝 的 な 「 近 さ 」 に 
よっ て つなが る 、 強 固 な 温か さ を 備 えた 人 間 関 係 で ある 。 


相手 と の 共通 性 の 高 さ が 心理 的 近 さ = 温か さ を も た らし 、 ひ 
いて は 互い に 相手 に 対し て 魅力 を 感じ て 近づき 合い 、 そ の 状 
態 を その まま 維持 する こと で 心理 的 引力 = ウェ ッ ト さ を も た 
Io だ 填 の 


以上 迷 ぶ べた 、「 温 か さ = ウ ェ ッ ト さ 」、「 準 た さ = ド ライ 
さ 」 の 相関 は 、1999 年 度 に 筆者 が 行っ た 、 性 格 ・ 態 度 の ドラ 


イ ・ ウ ェ ッ ト さ に 関す る アン ケー ト 調 査 結果 か ら も 支持 され 
て いる 。 

(上 記 の 内 容 の 詳細 に つい て は 、 資 料 編 を 参照 し て 下さ 

い 。) 


2. ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ と 明暗 感 


明る さ ・ 暗 さ は 、 地 球 上 で の 人 類 の 生活 に お いて は 、 太 陽 の 
日 差し の 有無 と 大 きく 関わ っ て いる 。 一般に 、 太 陽 の 日 差し 
が 注ぐ 晴天 は 「 明 る い 」、 太 陽 の 日 差し が 届か な い 圭 大 ~ 雨 
天 は 「 暗 い 」 感 じ が する 。 


雨 が いっ た ん 降っ て か ら 止 ん だ 後 し ば らく 経つ と 、 了 雨水 は 太 
陽 の 熱 に よっ て 基 発 し 地上 か ら 消 えて いく 。 こ の 場合 、 肖 っ 
た 水たまり は 、 日陰 の 暗い 場所 に ずっ と 残り や すい 、 明 る い 
日 向 は 乾い て いる 、 と いう こと は 経験 上 広く 知ら れ て いる こ 
SC のめる 。 


こう し た 説明 か ら は 、 人 間 の 生活 上 の 感覚 と し て は 、「 暗 い 
= 日 陰 = 「 水 た まり 。 (水分 の 蒸発 が 少な い 。) 」= ウ ェ ッ 
ト 」「 明 る い = 日 向 = 水分 の 蒸発 = ドラ イ 」 と いう 相関 関係 
が 成り 立つ 、 と 吉 え る 。 


また 、 日 本 語 で は 、 人 間 の 性 格 を 表す の に 例え ば 「 陰 混 」 と 
いう 言葉 が 頻繁 に 使わ れる 。 こ の 言葉 は 、「 陰 = 暗 さ 」 と 
「 混 = ウェ ッ ト さ 」 と が 互い に 強く 結び つい て いる 、 相 関 関 
係 に ある こと を 示し て いる 。 

以上 の 説明 か ら 、「 明 る さ = ド ライ さ 」、「 暗 さき = ウェ ッ ト 
きど まとめ る こと が で きる 。 

な お 、 こ れ と 関連 し て 、 人 間 の 性 格 の 明る さ ・ 暗 さ に つい て 
は 、「 明 る い 」 性 格 に つい て の ペー ジ へ の リン ク を 参照 され 
た い 。 基 本 的 に は 、「 明 る い 性 格 = ド ライ な 性 格 」 と 捉え ら 
れる 、 と 吉 え ぞう で ある 。 


すなわち 、 ピ 明るい 性 格 の 方 が 、。 
1) 対人 関係 が 、 引 きこ も ら ず 、 外 に 積極 的 に 出る と いう こ 
と で 、 開 放 的 で ある 点 、 ド ライ で ある 。 


2) 態度 が 、 よ り 元 気 、 快 活 、 活 動 的 で ある と いう こと で 、 
よく 動く 点 、 ド ライ で ある 。 

3) 物 の 捉え 方 が 、 物 事 を より 明瞭 に 、 ク リア に 捉え よう と 
する と いう こと で 、 合 理 的 で ある 点 、 ド ライ で ある 。 

と 所 えら れる こと 。 


以上 迷 べ た 、「 暗 さき = ウェ ッ ト さ 」、「 明 る さ = ド ライ さ 」 
の 相関 は 、2002 年 10 月 に 筆者 が 行っ た 、 性 格 ・ 態 度 の ドラ 

イ ・ ウ ェ ッ ト さ に 関す る アン ケー ト 調 査 結果 か ら も 支持 され 
て いる 。 

(上 記 の 内 容 の 詳細 に つい て は 、 資 料 編 を 参照 し て 下さ 

い 。 ) 


3. 明 る い 性 格 と 温か い 性 格 と の 不 両立 


上 記 結 果 を 文字 通り 解釈 する と 、「 明 る い 性 格 (= ドラ イ な 
性 格 ) = 冷た い 性 格 」「 暗 い 性 格 (= ウェ ッ ト な 性 格 ) = 温 
か い 性 格 」 と いう 相関 が 成り 立つ こと に な る 。 こ れ は 「 明 る 
い 、 か つ 、 温 か い 性 格 」 と いう 人 間 に と っ て 望ま し い 性 格 同 
士 の 間 に 矛 盾 が 存在 する こと を 示し て いる 。 明 る く か つ 温 か 
い 心 を 備え た 人 間 と いう の は 理想 的 で は ある が 、 現 実に は 成 
立 し 難い も の で ある 、 と 言え る 。 要 する に 、「 明 る い 」 性 格 
と 、「 温 か い 」 性 格 と いう の は 、 両 立 し な い の で ある 。 


4. ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ の 表現 と 色彩 コー ディ ネー ト 


以上 か ら 、 色 彩 を 用 いて ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ を 衣服 や 生活 用 
品 上 に 表現 し よう と する 場合 、 ド ライ さ は 、「 塗 や か な 、 明 
る い 」 色 を 、 ウ ェ ッ ト さ は 「 温 か い 、 暗 い 感 じ の 」 色 を 用 い 
れ ば 効果 的 と 考え られ る 。 


具体 的 に は 上 記 [要約 ] の 項目 内 に ある 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト 
さと 温 冷 、 明 暗 感 と の 相関 を まとめ た 表 の 色 使 い を 参照 され 
Se 


(c)2002.2-10 初 出 


ウェ ッ ト ・ ド ライ さと 甘辛 感 、 鋭 さと 円 さ 


2002.11 初 出 


感覚 面 で の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ (乾湿 ) と 、 味 覚 や 分 析 面 で 
の 甘 さ 、 辛 さと の 関連 を 検討 し た 結果 、「 ド ライ = 辛口 = 鋭 
い 」、「 ウ ェ ッ ト = 甘 昌 = 円 い 」 と いう 相関 を 導き 出し まし 
7 


「 チ ュー ハイ 」 の よう な アル コー ル 飲 料 の 缶 な ど に は 、 味 覚 
の 段階 の 表示 が し ば し ば 見 られ る 。 そ こ に は 、「 ド ライ 5-4- 
3-2-1 ス ウィ ー ト 」 と いっ た 表示 が な され て お り 、 こ の こと か 
ら 、 ド ライ さ が 、 ス ウィ ー ト (甘口 ) の 反対 の 辛口 に 当たる 
SO の 2 が る 


己 の こと が か が ら 考 える と 、「 ド ライ = 壮 還 ながら ば 、 の 反対 
の ウェ ッ ト さ は 、 甘 口 に 当たる と 想定 され る 。 こ の 推論 が 正 
し い の で は な いか と いう 証拠 と し て 、 了 臨床 心理 学 に お ける 
「 甘 え 」 の 概念 が 上 挙 げ ら れる 。 


[土居 、1971] に お いて は 、「 甘 え 」 を 、 欧 米 で は 見 られ な 
い ゆい 目 柄 語 特有 の 語 菓 で ある と し て クロ ー ズ アッ プ し て いる 。 
その 際 、「 甘 え 」 の 概念 を 、 対 人 関係 に お ける 一 体感 を 前 提 
と し た 幼児 的 な 依存 願望 で やあ る 、 と し て いる こと 。 


この 場合 、「 相 手 と の 一 体感 を 求め る 」 「 相手 に 依存 し よう 
と する 」 と いっ た 「 甘 え 」 を 特徴 づけ る 態度 は 、 い ずれ も 、 
相手 に 心理 的 に 近づい て 、 一 体 化 ・ 融 合 し 、 相 互 依存 関係 に 
入る と いっ た 点 で 、 筆 者 が 解明 し た 、 ウ ェ ッ ト な 態度 の 内 容 


と 合致 し て いる 。 


上 記 の 結果 か ら 、「 甘 」 と いう 字 が ウェ ッ ト さ と 関連 づけ ら 
れ 、 そ の 反対 の 「 辛 」 の 字 が ドラ イ さ と 関連 づけ られ る こと 
は 、 ほ ぼ 間 違い な いと 考え られ る 。 味覚 面 で は 、 「 ド ライ = 
EK で ウ 半 次 届 紀 導 EI の NOS の に な る 。 


この 場合 、 味 覚 と 対人 感覚 と で 、「 甘 い = ウ ェ ッ ト 」「 辛 い 
= ドラ イ 」 と いう 、 単 一 の 感覚 モー ド を 超え た 共通 の 乾湿 感 
覚 が 生じ て いる と 言え る 。 


な お 、「 甘 さ 」「 辛 さ 」 は 、 味 覚 に 止ま ら ず 、 妨 物 と か 、 さ 
ら に は 批 衛 の 切れ 味 の 表現 に も 使わ れる 。 


例え ば 、「 詰 め が 甘 い 」 と いっ た 場合 は 、 分 析 の 包 先 が 丸く 
て 、 四 角 に 切れ た 隅 ま で 入り 込む こと が で き な い こと を 示し 
て いる 。 そ うし た 点 で 、「 甘 さ 」 は 、 ま ろ や か さ (円 型 
性 ) 、 そ し て それ が も た ら す 、 角 張っ て いな い 、 角 が 鈍い た 
め 、 対 象 を 鋭く 切断 で き な い 性 質 と 関係 が ある と 吉 え る 。 


一 方 、「 辛 口 の 、 壮 天 な 批 午 で 、 人 や 社会 を 斬り まく る 」 と 
Cg 放 表 直 が ある まう の に に 、、 / 考 ざ は ほ 、 じりじり リ し た だ カミン 
リ の 妃 の よう な 切れ 味 や 、 対 象 を 切断 する 分 析 の 包 先 の 鋭さ 
と 関係 が ある と 言え る 。 


ご うん ル ん た " 圭 自 。 『「 半 団 j とい っ た 局 目 と ど 、 ド ライ ウェ ッ 
ト と いっ た 乾 混 感覚 と が な ぜ 、 ど の よう な 仕組み で 結び つい 
て いる の で あろ う が ? 。 


例え ば 、 対 象 が 人 間 関 係 の 場合 、「 甘 さ 」 は 、 関 係 を 切ら ず 
に 円 く 収 め 維持 する 方 向 に 向かう 。 そ れ は 、 対 人 関係 や 縁故 
の 維持 と 関連 し 、 相 手 と ベタ ベタ くっ つい て 離れ な い ウ ェ ッ 
ト な 態度 に つなが る と 言え る 。 


一 方 、「 辛 さ 」 は 、 銚 い 辺 先 で 関係 を バッ サリ 斬る 方 向 に 向 
か う 。 そ れ は 、 対 人 関係 の 切断 と 関連 し 、 相 手 か ら サ ッ と 離 
れる ドラ イ な 態度 に つなが る と 吾 え る 。 


こう し た こと か ら 、 「 甘 口 = 分 析 等 の 妃 先 の 円 や か さ が も た 
ら す 、 相 互 の つなが り の 疾 切 断 、 維 持 = ウ ェ ッ ト 」、「 辛 昌 
= 紀 先 の 切れ 味 の 鋭さ が も た ら す 、 相 互 の つなが り の 切断 、 
分 離 = ド ライ 」 と いう 相互 関係 が あり そう な こと が 分 か る 。 


味覚 に お いて も 、「 甘 さ 」 は 舌触り の 円 や か さ 、「 辛 さ 」 は 
古 触り の ピリ ッ と 切れ る よう な 鋭さ と 関係 が ある と いえ 、 そ 
うい う 点 で 、 古 触り に お ける 切れ 味 (対象 の 切断 能力 ) の 有 
義人 R 
JiS す 且 了 き a り タ 和 が 0 と ど 。 (0 を) 
ウェ ッ ト 」 と それ ぞ れ 関連 が ある と 言え る 。 


参考 文献 
土居 健郎 、「 甘 え 」 の 構造 、1971、 弘 文 堂 
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ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と 濃淡 感 と の 関連 に つい て 

(c)2002.11-2006.9 初 出 

感覚 面 で の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ ( 乾 浸 ) と 、 濃 さ 、 淡 さ 
科 と の 関連 を 検討 し た 結果 、 「 ド ライ = あっ さ 


り (淡い 、 薄 い ) 」、「 ウ ェ ッ ト = 濃い 」 と いう 相関 を 導き 
nM: の jo 


一 般 に 、 「 濃 さ 」 は 、 一 定 の 体積 内 に 含ま れる 成分 の 量 が 多 


いこ と 、 あ る い は 、 物 質 が 、 場 所 を 隙間 な く 埋 め る 度合 い が 
の に と を 示す 。 

濃 さ 」 の 反対 の 感覚 は 、「 湊 さ 」「 薄 さ 」「 あ っ さり 感 」 
60 
うに 、 一 定 体積 に 占め る 成分 が 薄い 分 、 刺 激 が 少な く 、 し つ 
KR だ に つ な か が の る 。 


この 濃淡 の 感 賞 と 、 ド ライ 、 ウ ェ ッ ト さ と の 間 に は 、「 淡 
い 、 あ っ さり し た = ドラ イ 」、 「 濃 い = ウ ェ ッ ト 」 と いう 関 
係 が 成り 立つ と 考え られ る 。 


「 果汁 30% 」 の ジュ ー ス は 、 「 果 汁 70% 」 の ジュ ー ス より も 
注い と 感じ られ る が 、 こ れ は 、 一 定 体積 内 に お いて 、70% の 
ジュ ー ス の 方 が 、30% の ジュ ー ス よ り も 、 果 汁 成 分 が 沢山 
入っ て いる た め 、 よ り 味 覚 面 で の 刺激 が 多く な っ て いる こと 
を 示す 。 こ の こと は 、 濃 い ジ ュー ス の 方 が 、 果 汁 成 分 が 、 一 
定 体積 内 に お いて 密集 し て お り 、 存 在 す る 密度 が 高く な っ て 
いる こと を 示す 。 


濃 さ と 密度 の 高 さ は 比例 関係 に ある 。 一 方 、 存 在 密度 の 高 さ 
と 、 ウ ェ ッ ト さ も 、 ま た 比例 関係 に ある 。 


9 の 8、 物体 同士 は 、 密 度 が 高い ほど 、 互 い に 近 くく っ つ 
う ウ ェ ッ ト か 関係 に な る 。 密度 が 高く 、 互 い に く っ つい 

二 PNURIPPO ト さ を 、 密 度 が 供 く 、 互 い に 遠 く バ 

ラバ ラ に 離れ る 感じ が ドラ イ さ に 結び つく 。 

一 方 、 密 度 が 高い と 濃い 感じ が 生ま れ 、 密 度 が 低い と 淡々 と 

し た 、 あ っ さり し た 感じ が 生ま れる 。 


この 2 つの 関係 か ら 、 「 濃 厚 = 高 密度 = 互い に 近く くっ つき 
合う = ウェ ッ ト 」 に 、「 淡 々 、 あ っ さり 、 潤 い = 低 密度 = 遠 
く 互 い に 離 れ た = ミド ライ 」 と いっ た よう に それ ぞ れ 結び つく 
と 吉 え る こと 。 


この こと を 実証 する 実験 と し て は 、 例 えば 、1Scm 平 方 の 透明 
な 正方 形 の 中 に 、 そ れ ぞ れ 三 径 1cm の 中 立 色 (黒色 ) の 玉 10 
個 と 20 個 を 投入 し て ラン ダム に 配置 し た 場合 、 密 度 の 低い 10 
個 の 方 が 、20 個 の 方 より も 、 よ り ド ライ な 感 覚 を 視覚 的 、 触 


覚 的 に 芋 え 、 密 度 の 高い 20 個 の 方 が 、 よ り ウ ェ ッ ト な 感覚 を 
王 える と 考え られ る 。 


上 記 の 考え は 、2002 年 10 月 に 筆者 が 行っ た 、 性 格 ・ 態 度 の ド 
ライ ・ ウ ェ ッ ト さ に 関す る アン ケー ト 結 果 か ら も 支持 され て 
いる 。 

上 記 の 内 容 の 詳細 に つい て は 、 資 料 編 を 参照 し て 下さ 
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この 知見 を さら に 拡張 する と 、 人 間 の 性 格 に お いて 、 「 雅 、 
0 ウェ ッ 

ト 」、「 癖 が 薄い 、 ア ク が な い = 生 える 刺激 が 弱い = 味わい 
が あっ さり と い = ライ 」 と いう 関係 も 成り 立つ と 考え ら 
れる 。 


例え ば 、「 あ の 人 は 趣味 が 濃い 、 オ タク だ 」 と いっ た よう な 
場合 、 そ の 人 は 趣味 に 熱中 し て 余り に も 深入り し て いる こ 

と 。 (その 人 は 、 趣 味 と 一 体 化 し て いる こと 。) 彼 は 、 周 り 
か ら 偏 っ た 考え の 持ち 主として 奇異 の まな ざし で 見 られ て い 
る こと 。 そ の こと を 示す 。 「 あ の 人 は 考え が あっ さり と し て 
いる 」 と いっ た 場合 、 そ の 人 は 、 一 つの 考え に 深入り せ ず 、 
サッ と 離れ て 、 次 の 考え に 移る こと を 示す 。 


対象 と 一 体 化し て 離れ な い の が ウェ ッ ト で 、 サ ッ と 離れ る の 
が ドラ イ で ある か ら 、 人 間 の 趣味 や 思想 一 般 に お いて 、 「 濃 
い (深い ) = ウェ ッ ト 、 あ っ さり (淡い 、 薄 い 、 浅 い ) = ド 
PB の 計る の こと に 人 の ここ とこ 。 


ある い は 、 思 想 の 濃 さ や 思想 に 対す る 思い 入れ の 深 さ は 、 そ 
の まま 思想 の (一 般 ・ 普 通 の 考え の 持ち 主 か ら の ) 偏り 、 癖 
の 大 き さ に つなが る こと か ら 、 「 思 想 の 偏っ た 、 藻 の ある 、 
オタ ク な こと 。 ( 濃 いこ と ) = ウェ ッ ト 」、「 常 識 的 な こ 

と 。 (思想 面 で あっ さり し て いる こと 。 思 考 に 藻 が な いこ 

と 。) = ドラ イ 」 と いう と いう 結び つき も 成り 立つ の か も 知 
れ な い 。 


(c)2002-2006 初 出 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と ディ ジタル ・ ア ナ ロ グ 指向 


2003.2 初 出 


物事 を 0 か 1 か の 離散 量 と し て 捉え る ディ ジタル 指向 は 、 相 互 
分 離 、 切 断 を テー ゼ と する ドラ イ な 物 の 見 方 に 適し て お り 、 
ー 方 、 物 事 を 連続 量 と し て 捉え る アナ ログ 指向 は 、 相 互 接 
続 、 関 係 構築 を テー ゼ と する ウェ ッ ト な 物 の 見 方 に 適する と 
提 え ます 。 


今 で こそ 、 音 楽 CD や DVD の よう に 情報 が ディ ジタル 化 さ れ 
て 流通 する の は 当たり 前 と か っ た が 、 し ば らく 前 まで は 、 流 
通 の 主体 は し P レ コー ド に 代表 され る よう な アナ ログ が 主流 で 
あっ た 。 


ディ ジタル の 世界 は 、 物 事 を 全て 0 か 1 か の どちら か て で 記録 す 
る 。 そ れ は 、 物 事 を 論理 的 な 「Yes」 か 「No」 か の どちら か 
一 方 で の み 捉 える と いう 行き 方 で あり 、 そ の 中 間 の どっ ち つ 
か ず の 態度 を 取る こと は 許さ れ な い 。0 か 1 か 両者 の 間 に 深 い 
溝 が あり 、 切 断 が 起き て いる 。 

すなわち 、 デ ィ ジ タル 化 を 指向 する 場合 、 物 事 を 0 か 1 か の 苑 
散 量 で 捉え る こと に な り 、 そ れ は 、 あ た か も 、 物 事 を サラ サ 
ラ と 動く 0 と 1 の 数 字 か ら な る 四角 い 砂 粒 の 集まり と と し て 見 
る こと に つなが る 。 こ の よう に 、 物 事 を 互い に バラ バラ に 分 
離し た 、 切 り 離 され た も の と し て 提 え る こと は 、 そ の まま 相 
互 に バラ バラ に 離れ る 「 離 散 、 切 断 」 を テー ゼ と する ドラ イ 
な 物 の 見 方 に つなが っ て いく 。 


一 方 、 ア ナ ロ グ の 世界 で は 、 物 事 を 0 か 1 か の 両 極端 で 捉え る 


こと は せ ず 、 そ の 中 間 に 当 た る 存在 を 許す 。 そ うし た 点 、 非 
論理 的 な 側面 を 持つ こと 。 こ うし た 、 物 事 を 連続 し た つなが 
り と し て 捉え る アナ ログ 的 な 見 方 は 、 物 事 相 互 の 連続 、 縁 

故 、 関 係 づ け を 重視 する こと に つなが る 。 す な わ ち 、 物 事 を 
相互 に 切断 する こと な くつ な げ て 捉え る こと で 、 相 互 に ベタ 
べ ベタ くっ つく 「 接 続 、 関 係 構 築 」、 を テー ゼ と する ウェ ッ ト な 
物 の 見 方 に つなが っ て いく と 言え る こと 。 


以上 まとめ る と 、「 デ ィ ジ タル ・ 論 理 的 = 離散 ・ 切 断 = ドラ 
イ 」、「 ア ナ ロ グ ・ 手 論理 的 = 接続 ・ 関 係 構築 = ウェ ッ ト 」 
0 ちの RS 


テレ ヒビ 放送 な ど に 見 られ る 情報 の ディ ジタル 化 は 、 「 Yes」 
「No」 い ずれ か カー 方 の み の 離 散 的 な 態度 を 取る 論理 回 路 か ら 
構成 され る ノイ マン 型 コ ンピュータ を 使っ た 情報 処理 の 行わ 
れる 度合 い を 高め る 方 向 に 向かう 。 そ うし た 点 、 情 報 の ディ 
ジタル 化 や ノイ マン 型 コ ンピュータ 利用 の 加速 は 、 人 間 文 明 
を ドラ イ 化 する 方 向 に 導い て いる と 言え る 。 


一 方 、 人 間 の 行動 を 司る 神経 系 は 、 神 経 細胞 = ニュ ー ロ ン 同 
士 が 結合 、 関 係 づ け 、 縁 故 を 持つ こと で 行動 を 制御 する アナ 
ログ な ニュ ー ロ コン ピュ ー タ と し て 捉え る こと が 可能 で あ 

り 、 そ うし た 点 、 人 間 の 神経 は ニュ ー ロ ン 同 士 の 相互 関 

連 ・ 接 続 を 基本 と する 、 本 質 的 に ウェ ッ ト な 存在 と し て 捉え 
の に RC きる 。 


この よう に 、 デ ィ ジ タル 化 を 加速 さ サ る ドラ イ な か 情報 を 、 今 
まで どおり アナ ログ ・ ウ ェ ッ ト な 人 間 の 神経 が 扱い 続け る 
と いう 点 で 、 両 者 の 間 に 亀 裂 、 溝 が 次 第 に 深まっ て いく 方 向 
に 向かっ て いる と 言え る 。 遠 か ら ぬ 格 来 、 両 者 の 関係 は 深刻 
な 調整 局面 に 入る と 考え られ る 。 


(c)2003.2 初 出 


暑 さ ・ 涼 し さと ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ 


2005.7-2005.10 初 出 


感覚 面 で の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ ( 乾 混 ) と 、 暑 さ ・ 涼 し さと 
の 関連 を 検討 し 、「 暑 い = ウ ェ ッ ト 」、「 涼 し い = ド ライ 」 
と いう 相関 が 生ま れる 理由 に つい て 、 手 短 に 考察 し まし た 。 


人 間 の 肌 の 感覚 は 、 周 囲 の 空気 中 の 気体 分 子 数 が 同数 な ら 、 
気温 が 高い = 暑い と ウェ ッ ト に 、 涼 し いと ドラ イ に 感じ られ 
る 。 


その 理由 と し て は 、 以 下 の 2 点 が 考え られ る 。 

1 ) 著 い と 、 発 汗 に より 、 皮 膚 上 を 液体 、 水 分 の 汗 が 流れ 
の 7 こ @、 リプ エ ツ トト に MM 9 

2 ) 牙 い と 、 時 間 当 た り 、 空 気 中 の 同一 数 の 気体 分 子 群 の 
肌 に 当たる 回 数 が 、 涼 し い 場 合 に 比べ て 多く な り 、 当 た る 密 
度 が 高く 感じ られ る た め 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ る 。 


の つう あ 、。 (2) 代 つ いで 、 以下 詳し く 読 用 す る こと 。 


空気 の 気体 分 子 が 、 皮膚 に 時 間 当たり 当たる 数 は 、 分 子 数 が 
同じ な ら ば 、 分 子 の 運動 エネ ルギー が 高い 、 高温 な 方 が 、 
り 多 く 当たる 。 肌 に 時 間 当 た り 分 子 が 当たる 密度 が 、 高 温 な 
方 が より 多い 。 つ まり 、 高 温 だ と 、 分 子 群 の 皮膚 に 当たる 密 
度 が 高い 、 濃 いた め 、 ウ ェ ッ ト に ( 淫 っ た よう に ) 感じ られ 
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一 方 、 涼 し い 場 合 、 一 定時 間 で 皮膚 に 当たる 分 子 の 数 が 少な 


く 、 皮 膚 に 当たる 密度 が 低い 、 少 な いた め 、 ド ライ に 感じ る 
と 旨 え る 。 


エア コン の 除湿 に より 、 空 間 内 の 水 の 気 体 分 子 を 除去 し て 、 
屋外 に 排出 する こと で 、 気体 分 子 の 分 布 密度 を 下げ る と 、 皮 


劇 に 当たる 分 子 の 数 が 少な く な り 、 当 た る 密度 が 低く な る 。 
その た め 、 よ り 温 度 が 代 く な っ た の と 同じ 効果 を も た らし 、 
皮膚 に 涼し さ 、 ド ライ さ を 感 じ る 。 


エア コン の 冷房 は 、 空 間 内 の 気体 分 子 の 運動 速度 を 下げ る こ 
と で 、 時 間 当 た り 皮 膚 に 当たる 分 子 の 数 を 減ら す 、 こ と を し 
て いる と 考え られ る 。 


気体 分 子 が 皮膚 に 当たる 密度 を 下げ る と いう 点 で は 、 除 混 と 
冷房 は 共通 し て お り 、 エ アコ ン で 除湿 する と 涼し いと 感じ る 
原 央 と な っ て いる と 考え られ る 。 


逆 に 、 暖 房 は 、 空 間 内 の 気体 分 子 の 運動 速度 を 上 げ る こと 
で 、 時 間 当 た り 皮 膚 に 当たる 分 子 の 数 を 増やす こと を し て い 
る と 考え られ る 。 


また 、 冬 場 の 加湿 叶 に よる 加 混 は 、 空 間 内 の 気体 分 子 の 数 を 
増やす こと で 、 時 間 当 た り 、 皮 膚 に 当たる 分 子 の 数 が 増え 
て 、 よ り 温 か く 感 じ る 効果 を も た らし て いる 。 


気体 の 分 子 運動 の 状態 (分 子 の 一 定 皮 膚 面積 お よび 一 定時 間 
当たり の 分 子 の 衝突 数 ) と 、 皮 膚 に よる ウェ ッ ト ・ ド ライ さ 
の 知覚 と は 、 大 き な 関 連 が ある と いう こと に な る 。 本 
数 は 、 分 子 が 速い ほど 、 分 子 数 が 多い ほど 、 増 加 す る 。 

衝突 数 が 多 い ほ ど 温 か く ( 閉 く ) WWF 


表 _41 


人 間 の 皮膚 に は 、 こ れ が 適度 、 快 適 と いう 、 空 気分 子 の 衝突 
密度 が 予め 存在 し 、 そ れ に 合わ せ て 、 エ アコ ン に よる 、 空 気 
の 冷 ・ 暖 房 、 加 ・ 除 混 が 行わ れ て いる と 言え る 。 日 本 の 夏 が 
往々 に し て 肌 に は 不快 な の は 、 太 平 洋 高気圧 配下 の た め 
気 の 湿度 が 高く 、 か つつ 高温 な た め 、 空 気 の 気体 分 子 の 皮膚 に 
当たる 密度 が 高 す ずる = ウェ ッ ト 過 ぎる た め と 言え る 。 


2003 初 出 


重 さ ・ 軽 さ 、 上 下 、 高低 と 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ 


2006.04-2006.10 初 出 


感覚 面 で の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ ( 乾 浅 ) と 、 重 さ ・ 軽 さと の 
関連 を 検討 し 、「 重 い = ウ ェ ッ ト 」、「 軽 い = ド ライ 」 と い 
う 相関 が 生ま れる 理由 に つい て 、 手 短 に 考察 し まし た 。 


一 般 に 、 同 じ 物 質 の 同じ 体積 な ら 、 気 体 の 方 が 液体 より も 重 
い 。 


ドラ イ な 感覚 を 人 間 に 互 える 気体 の 方 が 、 物 質 と し て の 分 子 
分 布 密度 が 低く 、 一 定 体積 当たり の 分 子 数 が 少な く 、 そ れ ゆ 
え 軽 く 感 じ ら れ る 。 


一 方 、 人 間 の 感覚 に ウェ ッ ト さ を える 液体 は 、 気 体 に 比べ 
て 、 物 質 と し て の 分 子 分 布 密度 が より 高く 、 一 定 体積 当たり 
の 分 子 数 が 多く 、 そ れ ゆ え ぇ 重く 感じ られ る 。 


重い 液体 は 、 重 力 に よっ て 、 大 地 、 地 上 を 指向 する 。 一 方 、 
軽い 気体 は 、 重 力 の 影響 を 余り 受け ず 、 上 空 、 天 空 を 指向 す 
る 。 


それ ゆえ 、 軽 さ は ドラ イ さ と 、 重 さき は ウェ ッ ト さ と 、 そ れ ぞ 
れ 相 関す る と 吉 え る 。 

また 、 上 室 、 天 識 指向 は ドラ イ き と 、 大 地 、 地上 上 、、 下 指向 は 
ウェ ッ ト さ と 、 そ れ ぞ れ 相 関す る と 吉 える 。 


例え ば 、 同 じ 体 積 で も 重い 鉛 の 玉 は より ウェ ッ ト に 、 軽 い ビ 
ン ボ ン 球 は より ドラ イ に 感じ られ る と 考え られ る 。 


同じ 物 で も 、 上 、 高 いと ころ に 浮い て いる 物 は ドラ イ に 、 
下 、 低 いと ころ に 沈ん で いる 物 は ウェ ッ ト に 感じ られ る と 考 
えら れる 。 


ある い は 、 音 程 で 、 よ り 高 い 上 の 音 は 、 軽 く ド ライ に 、 よ り 
低い 下 の 音 は 重く ウェ ッ ト に 感じ られ る と 考え られ る 。 


人 間 で も 、 軽い フッ トワ ー ク の 人 は ドラ イ に 感じ られ 、 鈍重 
な 人 は ウェ ッ ト に 感じ られ る と 考え られ る 。 


身軽 さ を 還 ん じ 、 上 空 、 大 上 を 指向 する 人 (遊牧 民 と か ) 
は 、 ド ライ に 感じ られ る 。 一 方 、 重 々 し さ を 還 ん じ 、 下 の 大 
地 を 指向 する 人 (農耕 居 と か ) は 、 ウ ェ ッ ト に 感じ られ る 。 


ちな み に 、 軽 さ は 、 密 度 が 少な い 分 、 薄 く 感 じ ら れ 、 重 さ 
は 、 密 度 が 大 きい 分 、 濃 く 感 じ ら れ る と 言え る 。 「 軽 薄 さ 」 
と いう 単語 の 存在 は 、 こ の 辺 の 事情 を 説明 し て いる と 言え 
る 。 


また 、「 準 深 」 と いう 言葉 が ある よう に 、 人 当たり の 薄 さ 、 
決 さ と 冷た さと の 間 に も 関係 が ある 。 


以上 、 ま と め る と 、 人 間 の 感覚 に は 、 
「 ド ライ 」=「 軽 い (上 、 高い ) 」 
「 交 た い 」) 
「 ウ ェ ッ ト 」=「 重 い ( 下 、 低い ) 」=「 濃 い 」 (=「 温 か 
Yih 

と いう 相関 が 成り 立っ て いる と 言え る 。 


ー「 蒲 い ( 炎 い ) 』」 (= 








2006 初 出 


未 ら か さ (ソフ ト さ ) 、 固 さ (ハー ド さ ) と ドラ イ 、 ウ ェ ッ 
ト さ 


2006.04 初 出 


感覚 面 で の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ ( 乾 混 ) と 、 和 柔らか さ 、 固 さ 
と の 関連 を 検討 し 、「 和 柔らか い (ソフ ト ) = ウェ ッ ト 」、 

「 固い (ハー ド ) = ドラ イ 」 と いう 相関 が 生ま れる 理由 に つ 
いて 、 手 短 に 考察 し まし た 。 


人 間 に ソ フト な 感覚 を 与え る 、 布 団 、 ク ッ シ ョ ン 、 人 衣類 は 、 
人 の 肌 に 和 柔らかく フィ ッ ト し 、 肌 と の 間 の 隙間 を 埋め る 。 
ウォ ー タ ー ベ ッ ド や 、 持 ち 手 が ジェ ル に な っ た シャ ー プ ペン 
と か も 、 肌 と 密着 し 、 そ の 感じ が 快い 。 


この よう に 、 ソ フト な 相手 は 、 自 分 の 肌 と の 隙間 を 埋め て 、 
柔軟 に 一 体 化 する た め 、 そ の 点 で は ウェ ッ ト で ある と 言え 
る 。 


た だ し 、 乾 いた 布団 や クッ ショ ン の よう に 、 自 分 の 肌 か ら 引 
き 離 す と き に 、 挑 抗 な く 、 さ っ と 離れ て くれ る 場合 は 、 肌 に 
心地 よく フィ ッ ト す る ウェ ッ ト さ と 同時 に 、 手 離れ の よい ド 
ライ さ を 保 っ て いる と も 詩 える 。 


一 方 、 棚 付き テー プ の よう に 、 最 初 に 人 肌 に 触れ る と き 柔 ら 
か く フ ィ ッ ト す る 一 方 、 肌 に ベッ タリ くっ つい て 、 は が そう 
と する と 挑 抗 す る 「 粘 着く ん 」 の 場合 は 、 真 正 の ウェ ッ ト で 
ある と 言え る 。 


自分 に か か る 時 は 、 和 柔らか く て 適度 に フィ ッ ト し て 自分 と の 
隙間 を 埋め て くれ る こと 。 (ウェ ッ ト な こと 。) 一 方 、 離 れ 
る 時 ば サッ ツ と 本 れ て くれ る こと 。.( ド ライ な こと 。) それ 
が 、 一 番 、 人 間 に と っ て は 、 快 いと 考え られ る 。 


一 方 、 人 間 に ハ ー ド な 感覚 を 三 え る 、 人 硬質 プラ スチ ッ ク の 板 
な ど は 、 人 の 肌 に フィ ッ ト せ ず 、 人 隙間 を 大 きく 作っ た り 、 あ 
る い は 、 ゴ ツ ゴ ツ と 度 膚 を 強引 に 固く 機械 的 に 圧迫 する 。 こ 
うし た 感じ は 、 人 間 に 、 一 体感 の 欠如 を 感じ させ 、 ド ライ に 
感じ られ る 。 


人 間 の 場合 で も 、 融 通 の 利 か な い 「 お 固い 」 法 律 家 、 役 人 
は 、 相 手 に 、 ド ライ な 干からび た 、 和 面白 み の な い 感 じ を え 
2 


一 方 、 相 手 に 対し て 柔軟 に 対応 を 変え ん 、 思 いや り を 持っ て 接 
する 客室 乗務 員 と か は 、 適 度 に ウェ ッ ト な 感じ =「 潤 い 」 を 
相手 に え る と 言え る 。 社 会 を 円 滑 に 動か す に は 、 こ の 「 潤 
い 」 が 必要 で ある 。 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と 、 青 線 性 、 曲 線 性 


2006.9 初 出 


感覚 面 で の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ ( 乾 混 ) と 、 青 線 性 、 曲 線 性 
と の 関連 を 検討 し 、「 青 線 的 = ドラ イ 」、「 曲 線 的 = ウェ ッ 
ト 」 と いう 相関 が 生ま れる 理由 に つい て 、 手 短 に 考察 し まし 
た 。 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 成 覚 と 、 物 体 等 の 対象 の 進行 方 向 に つい 
て は 、 以 下 の 関係 が 成り 立つ と 考え られ る 。 


年 線 的 に 、 ま っ すぐ 進む 対象 は ドラ イ に 感じ られ る 。 


な ぜ な ら ば 、 進 むと き に 周囲 の 影響 を 受け ず 、 当 初 目指 し た 
方 向 を 、 そ の まま 自然 に 維持 し 続け る こと が で きる 自由 さ 、 
周囲 か ら の 独立 性 を 備え て いる か ら で あ る 。 


一 方 、 ふ らぶ ふ 、 ら 曲がっ て 進む 、 進 路 が ゆら ゆら 、 な よ な よ 
れ て その 都度 変わ る 、 和 柔軟 に 方 向 を 変え る 対象 は ウェ ッ ト に 
感じ られ る 。 

な ぜ な ら ば 、 進 むと き に 周囲 の 影響 、 千 渉 を 受け て 、 当 初 目 
指し て いた 方 向 を どん どん 変え て お り 、 そ の 点 、 周 囲 に 依存 
し 、 規 制 を 受け る 存在 と な っ て いる か ら で あ る こと 。 


人 間 の 性 格 に つい て も 、 ま っ すぐ 、 率 真 、 剛 衣 な 感じ の 人 は 
ドラ イ に 感じ られ 、 和 柔軟 に 意見 を 変え る 、 曲 げ ける 人 は ウェ ッ 
ト に 感じ られ る と 吉 え る 。 


(c)2006 初 出 


滑ら か さ 、 凸 凹 ・ 突 起 と ウェ ッ ト 、 ド ライ さ 


2009.1 初 出 


感覚 面 で の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ ( 乾 浅 ) と 、 滑 ら か さ 、 凸凹 
と の 関連 を 検討 し 、「 凸 凹 、 突起 = ドラ イ 」、 「 滑 ら か = 
ウェ ッ ト 」 と いう 相関 に つい て 考察 し まし た こと 。 


ピカ ピカ 、 ツ ルツ ル に 、 傷 一 つ な く 、 微 細 な と ころ まで 乾 念 
に 磨き 上 げ ら れ た 、 滑 ら か な 表面 の 工芸 品 と か は 、 そ の 表面 
が 、 放 膚 と ぴっ た り 隙 間 な く 当 た る 連続 性 、 凸 凹 の 無 さ 故 


に 、 皮 膚 表面 と 強い 一 体感 を 持っ て 感じ られ 、 そ れ ゆ え 
ウェ ッ ト な 感じ を 人 に 世 え る と 吉 え る 。 


一 方 、 角 の 立っ た 、 和 失 り 、 突 起 、 凸 凹 、 傷 の ある 、 滑 ら か さ 
に 欠け る 物体 は 、 皮 膚 表面 と の 一 体感 が 欠如 し て お り 、 そ れ 
ゆえ ドラ イ な 感じ を 人 に 芋 え る と 吉 え る 。 


これ は 、 人 間 の 個 休 と か に も 拡張 され 、 個 性 の 突出 、 失 り が 
な い 人 は ウェ ッ ト に 、 食 角 み た い に 和 失っ た 、 出 っ 張り の ある 
個性 的 な 人 は ドラ イ に 感じ られ る と 言え る 。 


これ ら と 関連 し て 、 表 面 を 滑ら せる 、 円 滑 化す る 働き を 持つ 
グリ ス や 潤滑 油 、 円 滑 剤 の 液体 も 、 ウ ェ ッ ト な 感じ を 芋 え る 
と 吉 え る 。 


リン ク 、 ド ッ キ ング 、 切り離し と ウェ ッ ト 、 ド ライ さ 


2009.1 初 出 


感覚 面 で の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ ( 乾 混 ) と 、 リ ンク (連結 、 
結合 ) と の 関連 を 検討 し 、「 リ ンク 、 ド ッ キ ング = ウェ ッ 

ト 」、「 切 り 離 し = ドラ イ 」 と いう 相関 に つい て 考察 し まし 
の 


人 と 人 と を つなぐ 、 あ る い は 物 と 物 と を つなぐ 、 連 結 、 リ ン 
ク (link) 、 ド ッ キ ング (dock) の 行為 を する 、 機 能 を 持っ 

て いる 人 や 物 は 、 そ の 本 質 に お いて 、 ウ ェ ッ ト と 感じ られ 

と で 肖 


人 と 人 と を 仲介 する 、 仲 を 取り 持つ 仲介 者 の 役割 は 、 ウ ェ ッ 
ト な 役割 で あり 、 そ うし た 役割 を 好む 人 は 、 ウ ェ ッ ト で ある 
計る 。 

人 間 の 男女 が 結合 、 ド ッ キ ング する セッ クス に つい て も 、 そ 
の 本 質 は ウェ ッ ト で ある と 言え る 。 


また 、 電 車 の 車両 と 車両 を 連結 する カプ ラー や 、 ロ ケッ ト の 
ドッ キン グ ス テ ーション 、 有 船舶 の 波止場 (ドッ ク ) と か 、 全 
て ウェ ッ ト な か 性質 を 持つ と 言え る こと 。 


一 方 、 切 り 離し (unlink,undock) の 行為 は 、 ド ライ で ある と 


本 匠 索 < 


粘り と ウェ ッ ト さ 


2009.1 初 出 


感覚 面 で の ウェ ッ ト さ ( 浅 り ) と 、 粘 液 と の 関連 を 検討 し 、 
「 粘 る = ウェ ッ ト 」 と いう 相関 に つい て 考察 し まし た こと 。 


周囲 に べた べた くっ つく 、 粘 着 す る 液体 で ある 、 粘 液 は 、 
ウェ ッ ト な 感じ を 人 に 五 え る 。 


粘液 は 、 物 と 物 と を くっ つけ る 役割 を 持ち 、 そ の 際 、 物 の 形 
に 合わ せ て 柔軟 に 形 を 変え る と ころ が ウェ ッ ト で ある と 吉 え 
る 。 


接着 液 や め 、 セ ックス の 時 男女 の 性 器 か ら 出 る 愛液 と いっ た 粘 
液 は 、 物 と 物 と を 結合 、 一 体 化 さ せる 役割 を 持つ 点 、 ウ ェ ッ 
ト で ある 。 


この 点 、 べ た べた と くっ つい た り 、 一 度 対象 と くっ つく と 離 
れず に あき ら め な い 粘 り は 、 本 質 的 に ウェ ッ ト で ある と 言え 
る 。 


陰湿 さ に つい て 


2006.07 初 出 


陰湿 さ の 概念 を 、 感 覚 面 で の 暗 さ ( 陰 ) と 、 ウ ェ ッ ト さ ( 湿 
り ) が 合成 され た も の と し て 捉え 、 整 理 し て み ま し た 。 


陰湿 さ は 、 暗 さき ( 除 ) と ウェ ッ ト さ ( 混 り ) の 合体 、 合 成 し 
た 感覚 5 


日 常 生活 に お いて は 、 水 た まり と か は 、 暗 いと ころ で は 、 日 
光 が 当 た ら な い の で 、 乾 き に くく 、 い つま で も ウェ ッ ト な 液 
体 の 水 の ま まで あり 、 明 る いと ころ で は 、 日 光 が 当 た っ て 乾 
き 、 ド ライ に な る と いう 関係 が ある 。 


要 は 、 明 る い = ド ライ 、 暗 い = ウ ェ ッ ト と いう 関係 が 成り 立 
ce 


陰 混 さ は 、 次 の 複数 の 要素 か ら な る と 考え られ る 。 


( 1 ) [ウェ ッ ト ] 相手 に 対し て 、 ベ タ ベ タ 粘着 的 で あり 、 
絆 り 返し 頻繁 に ネチネチ し つこ く 働 きか け を 行う こと 。 


( 2 ) [暗い ] 相手 に 対し て 、 相 手 に と っ て マイ ナス 、 ネ が ガ 
ティ ブ 、 逆 機能 な こと を する こと 。 い じ め 、 い や が ら せ の よ 
うに 、 相 手 が い や が る こと を する 。 


( 3 ) [暗い ] 壮 合 法 な こと 、 や っ た こと を 表 に 出す と 疾 難 
され る こと 、 や っ て は いけ な いと され る こと を 行う 。 胡 力行 
為 、 金 を 奪う 行為 、 強 姦 等 の 人 権 侵害 行為 を 行う と か いう の 
が それ で ある 。 


( 4 ) [暗い ] 裏 で こっ そり 隠れ て 行う こと 。 秘 密 に する こ 
と 。 表 に 出さ な いこ と 。 表 面 的 に は 、 い いこ と 、 何 で も な い 
こと を し て いる よう に 振る 舞う 。 表 面 を きれ い に 飾 り た て 
て 、 見 た 目 に は 問題 な いよ うに 見 せ か ける 。 あ る い は 、 表 面 
的 に は 仲の いい 振り を し て 、 裏 で 陰口 を 叩く 。 


こう し た 対人 関係 の 陰湿 さ は 、 高 湿度 で 、 湿 気 で ジメジメ し 
た 日 本 の 社会 風土 、 ム ラ 社 会 で は 、 会 社 で も 学校 で も 普通 に 
み ら れ る こと で あり 、 日 本 文化 の 特徴 で やる と いえ る 。 


また 、 対 人 接触 を 頻繁 に 行い 、 表 面 を きれ い に 飾 る こと が 好 
き な 、 女 性 優位 な 特徴 で る る と 見 る こと も で きる 。 


2006 初 出 


加湿 、 除 混 こ と 


2009.11 初 出 


加湿 と 除 混 に つい て 、 単 位 体積 当たり の 分 子 数 の 増減 の 観点 
か ら 、 人 間 の 感覚 に 避 え る 影響 を 整理 し て み ま し た こと 


単位 体積 当たり の 分 子 数 を 増やす 、 高 密度 に する の が 加湿 で 
ある 。 

単位 体積 当たり の 分 子 数 を 減ら す 、 低 密度 に する の が 除湿 で 
ある 。 

従来 の 除湿 和 閉 、 加 湿 凌 の 役割 が これ に 当たる 。 


分 子 速 度 を 上 げ る と 、 

2 これ は 除 淫 に 当たる 。 

皮膚 等 へ の 衝突 回 数 が 増え る 。 こ れ は 加湿 に 当たる 。 高 温 の 
夏 に 蒸し 暑 さ 凍ら れ に 当たる 


皮膚 へ の 分 子 衝突 回 数 を 増やす こと 。 こ れ は 、 加 混 に 当 た 
る 。 
皮膚 へ の 分 子 衝突 回 数 を 減ら すこ と 。 こ れ は 、 了 除湿 に 当 た 
と 9 人 


分 子 進行 方 向 を 相互 に 他 と 近づく よう に する こと 。 こ れ は 、 
加 混 に 当たる 。 皮膚 と か に くっ つく こと 

分 子 進行 方 向 を 相互 に 他 と 離れ る よう に する こと 。 こ れ は 、 
除湿 に 当たる 。 上 度 膚 か ら さ ら っ と 離れ る こと 。 分 子 進行 方 向 
を 相互 に 近づく 、 離 れる よう に する の を 、 ど う や っ て 機械 で 
コン トロ ー ル する か が 問題 で ある 。 

コジ ンジ ピュー タプ ログ ラム と ウ ヴァーチャル リア リティ で 実現 す 
の ご で 。 


磁石 で 、N と N 同 士 、S と S 同 士 は 反発 し 合い 、 離 れ て ドラ イ 
で ある 。N と S と は 引き 合い 、 く っ つい て ウェ ッ ト で ある 。 
帝 電 イオ ン で 、 プ ラス と プラ ス 同 士 、 マ イナ ス と マイ ナス 同 
士 は 離れ て ドラ イ で ある 。 マ イナ ス と プラ ス と は くっ つい て 
エッ ツ トド で の め る 。 


不快 指数 と 湿度 感覚 


2009.11 初 出 


不快 指数 は 、 夏 に 蒸し 暑く 、 高 い 。 高 温 多 混 だ と 高い こと 。 


高温 だ と 、 分 子 の 粒子 速度 2 NN 
多 肖 だ と 、 分 子 の 粒子 数 が 多 


皮膚 に 一 定時 間 当 た り 当 た る 、 空 気 中 の 分 子 粒子 数 が 一 定 以 
上 に 増え る と 不快 に な る 。 


長 時 間 連 続 接触 だ と ウェ ッ ト に 感じ 、 短 時 間接 触 だ と ドラ イ 
る こと 。 

汗 が 乾 か な いと 不快 に 感じ る 。 汗 が 蒸発 し な い の は 、 高 湿度 
で あり 、 汗 の 水分 を 空気 が 受け 止め られ る だ け の 余裕 が な 

い 。 婚 に 空中 で 水蒸気 が 飽和 し て いる 。 


2009.11 初 出 


どう すれ ば 、 湿 度 感 覚 の シミ ュ レ ーション が 可能 か 、 視 聴 
覚 、 触 覚 の 観点 か ら 考 察し て み ま し た 。 


触覚 で は 、 皮 膚 相当 の 壁 に 当たる 、 一 定時 間 当 た り の 粒子 の 
個数 に 比例 - 双 曲線 で 、 よ り ウ ェ ッ ト = 混 度 が 高い と 感じ ら 
れる 。 

視覚 で は 、 目 に 飛び 込ん で くる 、 一 定時 間 当 た り の 粒子 の 個 
数 に 比例 < 双曲線 で 、 よ り ウ ェ ッ ト = 湿度 が 高い と 感じ られ 
る 。 

聴覚 で は 、 耳 に 飛び 込ん で くる 、 一 定時 間 当 た り の 音 の 個数 
に 比例 < 双曲線 で 、 よ り ウ ェ ッ ト = 湿度 が 高い と 感じ られ 

る 。 


粒子 の 速度 が 大 きい と 沢山 当たる 。 速 度 が 小さ いと 少し し か 
当たら な い 。 同 じ 粒 子 数 で は 高温 の 方 が 湿度 が 高い と 感じ ら 
れる 。 


粒子 の 数 が 多い と 沢山 当たる 。 数 が 少な いと 少し し か 当たら 
2 


圧力 が 高い ほど 、 混 度 が 高い 。 圧 力 と 湿度 は 比例 - 双 曲線 の 
関係 に ある 。 

同じ 分 子 数 な ら 、 体 積 が 小さ い ほ ど 、 温 度 が 高い ほど 、 圧 力 
が 高く な り 、 湿 度 が 高く な る 。 


ドラ イ 、 | ウエ ツ ッ ド モー ン ョ シン パタ ー シ 


2009.11 初 出 


ロジ ッ ク 和 全線 で 階段 杖 が な の は ドラ イ で ある 。 
曲線 アナ ログ は 、 ウ ェ ッ ト で ある 。 


高速 な の は ドラ イ で ある 。 
低速 な の は ウェ ッ ト で ある 。 


離れ る 、 平 行 線 を た どる の は ドラ イ で ある 。 
JE つく の ( ま ウエ ツ ド で ある 。 


気体 ・ 液 体 人 性 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ と 拡張 、 非 拡張 指向 


2009.11 初 出 


ドラ イ さ は 拡張 、 拡 大 指向 に 関連 が あり 、 ウ ェ ッ ト さ は 拓 撤 
大 、 体 積 一 定 指向 と 関連 が ある と 説明 し て いま す 。 


ドラ イ な 気体 分 子 は 放っ て お く と 、 体 積 が 膨張 し 、 四 方 八方 
の 新天地 に どん どん 拡散 、 拡 大 し 、 広 まっ て いく 。 そ の 点 、 
気体 は 、 い の 一 番 に 、 新 天地 に 進出 し よう と する パイ オニ ア 
精神 に 溢れ て いる 。 


その 点 、 ド ライ な 気体 の 本 質 は 、 拡 大 、 拡 張 、 膨 張 路線 で あ 
り 、 布 教 者 の 如く どん どん 広まっ て 、 辺 り 一 面 を 自分 の 植民 
地 化 じ て で て いく こと に ある と 衣 え る 。 

ドラ イ な 気体 分 子 は 、 世 界 中 、 地 球 中 に あま ね く 広 が る こと 
を 指向 する 分 、 グ ロー バル で あり 、 普 遍 的 = ユニ ヴァ ー サ ル 
で ある 。 

ドラ イ な 気体 分 子 は 、 バ ラバ ラ に 拡張 し て いく 分 、 個 人 主義 
的 で まとまり が 青い 。 


ドラ イ な 気体 分 子 の 性 質 は 、 男 性 優位 で あり 、 欧 米 的 で あ 
る 。 


これ に 対し て 、 ウ ェ ッ ト な 液体 は 、 体 積 一 定 で あり 、 非 拡 
大 、 丘 拡 張 で 現状 維持 的 で ある 。 放 っ て お く と 、 元 の 場所 か 
ら 広 が ろう と し な いこ と 。 ロ ー カ ル 、 局 所 的 、 地 域 限 定 的 
に 、 ま と まり 、 縄 張り 、 一 体 性 を 維持 し よう と する こと 。 共 
同体 的 と いう か 、 分 子 同士 が 互い に 近づき 合っ て 、 こ じん ま 
り と 小さ く 、 表 面積 を 最小 に する 形 で ま と ま ろ うと する 。 身 
内 だ け で 閉鎖 的 に 寄せ 集 ま ろ うと する こと 。 分 子 同士 が 互い 
に 一 致 団 結 し 合っ て 、 ユ ニオ ン (まとまり ) 、 集 団 を 形成 す 
と 


ウェ ッ ト な か な 液体 分 子 の 性 質 は 、 女 性 優位 で あり 、 伝 統 日 本 的 
で ある 。 


近代 に 入っ て か ら の 日 本 は 、 欧 米 流 の ドラ イ な 拡大 路線 に 追 
随 し 、 自 ら も 拡大 路線 を 歩も うと し て きた 。 

欧米 の 影響 力 を 差し 引い て も 、 日 本 や 中 国 に 若干 の 拡張 傾向 
が ある の は 、 ウ ェ ッ ト な 女性 一 辺 倒 で な く 、 ド ライ な 男性 の 
影響 力 が 少し だ け 残っ て いる せい だ と も 吉 え る 。 


アロ マ 、 硝 水 、 和 府 り と ドラ イ 、 ウ ェ ッ ト さ 


2009.11 初 出 


員 覚 に も ち 、 ド ライ 、 ウ ェ ッ ト の 感覚 が ある の で は な いか と 考 
えら れる 。 

ミン ト の 和 り は ドラ イ な 感覚 を も た ら す 。 

ある い は 、 栄 養 ド リン ク の よう な 楽 物 感 の 強い 飲み 物 は 、 ド 
ライ な 感覚 を も た ら す 。 


災 出 汁 の 箇 り は ウェ ッ ト な か 感覚 を も た ら す 。 
桃 の 甘 い 香 り は 、 ウ ェ ッ ト な 感覚 を も た ら す 。 


心理 一 般 
性 格 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と アイ デン ティ 


| 
へ 


2004.7 初 出 


性 格 の ドラ イ / ウ ェ ッ ト さ と 、 ア イデ ン テ ィ テ ィ (自己 同一 
性 ) の 確立 し や すさ と の 関連 を 考え て み ま し た こと 。「 ド ラ 
イ = ェ アイデンティティ が 確立 し や すい 」 「 ウ ェ ッ ト = 確立 し 
に くい 」 と 考え られ ます 。 


アイ デン ティ ティ (identity) の 概念 は 、 も と も と 、 心 理学 者 
の Erikson,E.H. に よっ て 提唱 され た 。 
「 自己 同一 性 」 と 訳 さ れる こと が 多く 、 一 貫 し た 自己 意識 を 


連続 し て 保ち 続け る こと を 指し て いる 。 


欧米 に お ける 個人 の アイ デン ティ ティ の 確立 は 、 乳 児 期 の 自 
他 分 離 か ら 起 きる と され る 。 


自 他 分 離 が 起き る と 、 自 分 は 他人 と は 違う 、 独 立 し た 一 つの 
存在 で あり 、 他 人 か ら 独 立 し て 、 一 通り の 意思 決定 を 行わ な 
けれ れれ ば な か ならない 。 そこ か がら 、 自然 に 、、 自 短 は こういう 電 向 
に 、 自 分 自身 の 鹿 断 と 責任 に 基づい て 進 も うと いう 、 自 立 し 
た 意思 が 成長 し 、 青 年 期 に か け て 確立 する 。 


その 点 、 個 人 の アイ デン ティ ティ の 確立 に は 、 自 分 と 他人 と 
を 別々 な 、 相 互 に バラ バラ に 動く 独立 し た 存在 と し て 提 え よ 
うと する ドラ イ さ か が 必須 と な る 、 と 言え る 。 


逆 に 、 確 固 と し た アイ デン ティ ティ が 確立 され て お ら ず 、 常 
に 周囲 の 他 者 の 動向 に 流さ れ て 、 同 調 し て いく の は 、 周 囲 と 
の 一 体 ・ 融 合 感 を 紙 え ず 維 持 し よう と する ウェ ッ ト な 性 格 の 
持ち 主 と 吉 える 。 


自ら 自分 を 律 し 、 自 分 の 進行 方 向 を 自分 の 意思 と 責任 で 決定 
する 精神 の 持ち 主 を 、 ア イデ ン テ ィ テ ィ 確 立 者 と 呼ぶ な ら 
ば 、 そ の アイ デン ティ ティ の 維持 に は 、 自 我 が 他 人 か ら 独 立 
し 、 周 囲 か ら 分 離し て バラ バラ に 動く こと の で きる ドラ イ さ 
が 前 提 と な る と 詩 え る 。 


アイ デン ティ ティ の 機 念 は 、 欧 洲 の よう な ドラ イ な 社会 で 成 
立 し や すく 、 周 囲 と の 同調 、 周 囲 へ の 埋没 を 絶え ず 求め られ 
る 日 本 や 東 ア ジア の よう な ウェ ッ ト な 社会 で は 、 成 立 し に く 
いと 言え る 。 


アイ デン ティ ティ の 概 念 が 欧米 由来 の も の で あり 、 日 本 に 未 
だ に し っ くり 来る 訳語 が な い の も 、 日 本 の よう な ウェ ッ ト な 
雰囲気 の 社会 で は 、 確 固 た る アイ デン ティ ティ が 確立 し た 個 
人 が 存在 し な か っ た (し に く か っ た こと 。) 証拠 で ある と 言 
レ 人 9 へ 


(c)2004 初 出 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と 愛 


2003.03-2005.03 初 出 


愛 は 、 相 手 と の 一 体 ・ 融 合 感 、 く っ つき 感 、 癒 着 ・ 接 続 感 を 
放 え る も の で あり 、 そ の 点 、「 愛 は ウェ ッ ト で ある 」 と 言え 
る と 考え ます 。 


愛 と は 、 一 般 に 、 人 間 愛 と か 、 男 女 愛 、 同 性 愛 な ど を 示す 。 


発 は 、。 

(4) 人 を 好き に ひる こと 、 の 人 に 用 つき た こと 。 
好き な 人 と 、 い つま で も 「 一 緒 に 」 い た い 。 好 き な 人 を 「 独 
EC 選 あ 。 


( 2 ) 好き な 人 の た め に 何で も する こと 。 (援助 ・ 奉 仕 ) こ 
と 。 好 き な 人 の た め に 全て を 捧げ る 、 投 げ 出 すこ と 。 (犠牲 
を する こと 。) 


( 3 ) 好き な 人 と 、 気 持ち の ' つ な が り 」 を 持ち た いこ と 。 


( 4 ) 好き な 人 と 、 い つま で も 一 緒 に いて 、 離 れ た く な い 
(愛着 ) こと 。 周 囲 が 引き 離 そう と する と 、 必 死に な っ て 的 
抗 する 。 


こう し た 愛 は 、 全 て 、 相 手 と の 一 体 ・ 融 合 感 、 く っ つき 感 、 
癒着 ・ 接 続 感 を 紀 え る も の で ある 。 そ の 点 、「 愛 は ウェ ッ ト 
で ある .」、 と 言え る 。 


ーー 方 、 愛情 は 、 ウ ェ ッ ト な も の ば か り で な く 、 ド ライ な 愛情 
も ある と 考え られ る 。 


ドラ イ な 愛情 は 、 相 手 の プ ライ バシ ー や 自由 意思 を 尊重 し 、 
相手 に 対し て 干渉 し た り 、 東 縛 せ ず 、 相 手 の 好 き な よ うに さ 
せ て あげ る 、 と いう 相手 に 対す る 思い や り と し て 表 さ れる 。 


ウェ ッ ト な 愛情 は 、 と も すれ ば 、 相 手 と の 一 体感 (相手 と 一 
緒 に いる こと ) を 望む 分 、 相 手 を 自分 の 元 へ と 引き 寄せ よう 
と する あま り 、 相 手 を 東 縛 し 、 不 自由 な 思い を させ る こと に 
も つなが る 。 そ の 対極 と し て 、 相 手 に 自分 の 世界 を 大 切 に 持 
た せ 、 自 由 に 、 自 分 の 意思 を 貫徹 させ よう と する 、 相 手 に 意 
思 決 定 の 自由 を 丘 え 、 思 い 通 り に させ て あげ よう 、 相 手 の 思 
い を か な えて あげ よう と する の が 、 ド ライ な 愛情 で ある 。 


[ 注 ] この 稿 は 、2004 年 度 末 に 放送 され た アニ メ 「 神 無 月 の 
巫女 」 最終 話 を 見 た 感想 を 土合 に し て いま す 。 


(c)2003 初 出 


「 天 国 」、 と ドラ イ 、 ウ ェ ッ ト さ に つい て 


2005.03-2006.01 初 出 


「 天 国 (桃源 卿 ) 」 の 概念 は 、 人 間 が も と も と 心 の 中 に も っ 
て いる 、 憧 れ の 最適 環境 で あり 、 そ こ で は 、 混 度 が 最適 化 さ 
れ で いる と 言え ます 。 


人 間 の 愛情 の 源 は 、 全 て の 心 が 女 ら ぐ 、 本 当 の ぶる さと 、 桃 


源 卿 、 大 国 で ある 。 
心 の 身 診 で 罰 ん で いる 感情 で あり 、 心 を 動か す 温か な 感情 で 
あり 、 感 動 の 源 で ある こと 。 


人 間 の 心 は 、「 心 の 奥底 に ある ウェ ッ ト な か 核 」 と それ を 守る 
「 ド ライ な 鼓 」 か ら な る 。 

ウェ ッ ト な か 核 は 、 温 か く 和 柔らか く 、 心地 よい 感覚 の 源泉 で あ 
り 、 感 動 や 愛情 を 生み だ す も の で ある 。 そ こ が 「 ( 心 の 中 
の ) 大 国 」 で ある こと 。 


「 天 国 」 は 死後 の 世界 に ある と いう より は 、 も と も と 人 間 の 
心 の 中 に その 原 風景 が 存在 する も の と 言え る 。 


「 天 国 (桃源 卿 ) 」 の 概念 は 、 人 間 が も と も と 心 の 中 に も っ 
て いる 、 憧 れ の 最適 環境 で ある 。 


天国 」 は 、 ナ イー ブ プ で 傷つき や すい も の で あり 、 ド ライ な 
殻 に よっ て 守ら れる 必要 が ある 。 


ドラ イ な 鼓 は 、 ウェット な 核 を 守る も の で あり 、 冷 た い 、 沙 
ち 着 いた 、 冷 静 で 客観 的 な 視点 を 心 に 弓 える も の で ある 。 


ウェ ッ ト な 核 が 大 きい 人 は 、 女 性 優位 で あり 、 ド ライ な 誤 が 
厚い 人 は 、 男 性 優位 で ある 。 


人 に 安らぎ を 芋 え る 、 本 当 の 天国 、 オ アシ ス 、 な いし 天国 の 
原 風景 は 、 人 の 心 の 中 に ある 。 

天国 、 オ アシ ス は 、 愛 情 の 仲 に いる 時 に 感じ る 。 

天国 、 オ アシ ス は 、 水 と 緑 に あふ ヽ ふれ て いる 点 、 ウ ェ ッ ト で あ 
る 。 ま た 、 他 者 と の 一 体感 、 一 緒 に いる 感じ 、 く っ つい て い 
る 感じ を 伴う 点 、 ウ ェ ッ ト で ある こと 。 

人 NRN 


人 ラル bCGU い の 。 2 の の 6002 し ZN の つと の ルル 
な い 感 覚 に 溢れ る 点 、 ド ライ で ある 。 


天国 は 、 人 間 に と っ て 、 最 適 環境 と 知覚 され る 環境 で あり 、 
天国 (と 感じ られ る 場所 ) の 湿度 が 、 人 間 に と っ て の 最適 湿 


度 で ある 。 適 度 に ドラ イ 、 か つ ウ ェ ッ ト で ある こと 。 


[ 注 ] この 稿 は 、2004 年 度 末 に 放送 され た アニ メ 「 神 無 月 の 
巫女 」 最終 話 を 見 た 感想 を 土合 に し て いま す 。 


2005-2006 初 出 


既存 社会 心理 学説 と の 照合 


ドラ イン ウェ ッ ト の 軸 の 上 に 乗っ て いる こと が 確か め ら れ た 
社会 的 行動 様式 に つい て 、 従 来 の 社会 心理 学 に お ける 学説 と 
の 照合 を 行っ た 。 


(上 記 の 内 容 の 詳細 に つい て は 、 資 料 編 を 参照 し て 下さ 
い 。 ) 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と 、 パ ー ソ ナリ ティ 5 次 元 ビ ッ グ ・ フ ァ 
イプ と の 関連 


2006.9 初 出 


ウパ メージ ツ ナリ ディ イ の リッ クマ ファ インノ bp ie と は 、 パ ー ン ナリ 
ティ の 特性 論 の 一 つ で 、 主 要 な $ つ の 特性 次 元 で パー ソナ リ 
ティ を 色 括 的 に 説明 する こと が で きる と する 考え 方 で ある 。 


ビッツ クツ ャ ン ア イス ば 、 パー ツナ リ テ と イ の 対価 を 表す 秒 多 く 
の 単語 を 因子 分 析 に か け て 、 出 て きた 因子 で ある 。 


この ビッ グ ・ フ ァ イ ブ と ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と の 関連 は 、 以 
下 の よ うに まとめ られ る と 考え られ る 。 


1 ) 神経 質 Neuroticism 対 人 面 で 閉鎖 的 、 排 他 的 な 場合 は 
ウェ ッ ト 。 対 人 関係 の 進展 を 指向 し な い 、 乗 り 気 で な い 場 合 
(ドラ シイ 


) 外向 性 Extroversion 他 の 人 を 指向 する 場合 は ウェ ッ ト 。 
2 の NRC い 2 上 が は ドラ イ 。 


村人 EAI 
の は ドラ イ さ に 通じ る 。 


) 協調 性 Agreeableness 対 人 関係 の 発展 ・ 維 持 、 他 の 人 と 
の 結び つき の 強化 を 指向 し て お り 、 ウ ェ ッ ト 。 


( 5 ) まじ め さ 、 恨 心 Conscientiousness 他 者 の 有無 に か か わら 
ず 真 琉 な 態度 を 保持 し よう と する 場合 は 、 自 律 的 で あり 、 ド 
ライ 。 他 者 と の 良好 な 関係 を 築く こと を 目的 と し て 、 ま じ め 
な 態度 を 保持 し よう と する 場合 は 、 ウ ェ ッ ト 。 


2006 初 出 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 対人 関係 と スト レス 


(c)2002.3 初 出 


会 社 や 学校 な ど に お ける メン タル ヘル ス の 観点 か ら 、 ド ラ 
イ ・ ウ ェ ッ ト な 対人 関係 が 、 ど の よう な 精神 上 の スト レス に 
結び つく か に つい て 考察 し て み ま し た 。 


ここ で は 、 会 社 や 学校 な ど に お ける メン タル ヘル ス の 観点 か 
ら 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 対人 関係 が 、 ど の よう な 精神 上 の ス 
トレ ス に 結び つく か に つい て 考察 する 。 


対人 関係 が ドラ イ な と き に 感じ る スト レス と し て は 、。 


( 1 ) 〔 個 人 主義 〕 他 者 か ら 浴 た く 突 き 放 され 、 自 分 は ひと 
り ぼ っ ち だ と いう 孤独 感 を 感じ た り 、 誰 も 自分 の こと を 助け 
て くれ な いと いう helpless な 感情 に 朋 わ れ 、 そ れ か 心 理 的 な ス 
トレ ス 有 要因 に な る 。 


( 2 ) 〔 独 創 指向 〕 仕事 を 進め る 上 で 、 今 まで 誰 も や っ た こ 
と の な い 未 踏 の 作業 手順 な ど に 積極 的 に 挑戦 し な く て は な ら 
ず 、 そ うし た 未知 の 領域 に 足 を 踏み 込む こと や 試行 錯 問 の 過 
程 で 失敗 を 犯す こと へ の 恐 怖 心 が 、 心理 的 な スト レス 要因 に 
iMZ3 羽 


ー 方 、 対 人 関係 が ウェ ッ ト な と き に 感じ る スト レス と し て 
は 、。 


( 1 ) [相互 依存 指向 ] 互い に 相手 の 動き を 鷺 視 ・ 牽 制 し 合 
うた め 、 い ざ 相 手 か ら 足 を 引っ 張ら れる と ダメ ー ジ が 大 きい 
し 、 い つ さ れる か 分 か ら な い の で 不安 に な り 、 そ れ が 精神 的 
疲労 に つなが る 。 あ る い は 、 自 分 が ちょ っ と 成功 し た り 、 い 
い 思 い を し た りす る と た ち ま ち 周 囲 か らし っ と され る の で 、 
精神 的 な 解放 感 が な か な か 持て ず 、 そ れ が スト レス に つなが 
る 。 


(2) 【 同 調 ・ 他 律 指向 ] 何 を する に も 周囲 の 意向 を 気 に し 
な が ら 行 動 す る 必要 が あり 、 気 配り し 過ぎ と な っ て 疲れ て し 
9ja 


(2-1) 職場 で 同僚 が 残業 し て いる と きい や いや 付き 合い 残業 
せ ざ る を 得 な いな ど 、 周 囲 か ら 一 緒 に 行動 せよ と いう 圧力 が 


絶え ず か か る の で 、 そ れ に いち いち 合わ せる の が 精神 的 に 負 
担 と か り 、 ス トレ ス に つなが る 。 


(2-2) 自分 が 周囲 の 流行 に 乗り 遅れ る と 、 た ち ま ち 周 囲 か ら 
馬鹿 に され る た め 、 乗 り 遅 れ て いな いか 絶え ず 気 に な り 、 精 
神 的 な 圧迫 感 が 生ま れ や すい 、。 


( 3) 〔 関 係 指向 〕 相手 と の 一 体感 や 愛情 を 求め る 度合 い が 
強く な る た め 、 相 手 と 気持 ち が 合 っ て いる か どう か 絶え ず 確 
認 し た く な り 、 そ れ が 強迫 的 に な る と スト レス に つなが る 。 


( 4 ) 〔 反 プラ イバシー]〕 職場 で 大 部 屋 勤務 の よう に 、 周 囲 
の 他 者 と 互い に 自分 の 行動 を 紙 え ず 牙 視 し 合う の が 普通 で あ 
る ( 各 人 の 目 が 「 生 ける 息 視 カメ ラ 」 と し て の 役割 を 果 た 
す 。) こと 。 そ の た め 、 プ ライ バシ ー が 侵害 され て いる と 感 
じ ら れ 、 そ れ が スト レス に つなが る 。 


(5) 【 規 制 主義 〕 校則 な ど 、 行 動 す る 上 で の 規則 や 制限 が 
きつ く 、 不 自由 な 思い を する こと が スト レス に つなが る 。 


(6) 〔 集 団 主 義 〕 何事 も 集団 ペー ス で 物事 が 進む た め 、 そ 
れ に 絶え ず 合 わせ て いか な けれ ば な ら な いこ と が 、 特 に 団体 
生活 が 苦手 な 場合 スト レス に つなが る 。 ま た 、 集 団 の 利益 
や 存続 を 自分 の それ より 優先 する こと を 求め られ る た め 、 私 
生活 を 犠牲 に し な けれ ば な ら な いこ と が スト レス に つなが 
る 。 


以上 の 検討 結果 か ら 鎧 みる に 、 対 人 関係 が ウェ ッ ト な 方 が 、 
感じ る スト レス は 多い と 考え られ る 。 対 人 関係 は 、 あ る 程 
度 、 適 度 に ドラ イ な 方 が スト レス 無く 過ごし や すい 。 そ の 意 
味 で 、 社 会 全般 の 対人 関係 で ウェ ッ ト さ を 取り 除く 「 社 会 的 
除湿 」 が 必要 で ある 。 


(@2002 初 出 


2 つの 自由 


2009.11 初 出 


自由 に は 、 ド ライ な 自由 と ウェ ッ ト な 自由 の 2 種類 が ある と 
考察 し ます 。 


自由 に は 、。 

・ 液 体 的 、 ウ ェ ッ ト な クッ ショ ンタ イプ 
・ 気体 的 、 ド ライ な バラ バラ タイ プ 

の 2 種類 が ある 。 


クッ ショ ンタ イフ の 自由 は 、 自 分 を 包む 周囲 と の 温もり ある 
ーー 体感 を 保ち な が ら 、 わ が まま 、 甘 え で 、 自 分 の 周囲 を 自由 
に 変形 させ て 自由 に 動け る 、 東 縛 は ある が 融通 が 利く 自由 で 
ある 。 た だ し 、 一 定 以 上 の 圧力 を か け す ぎる と 、 ク ッ シ ョ ン 
の 限界 を 超え て し まい 、 人 遊泳 が で き な く な る 。 


バラ バラ タイ プ の 自由 は 、 相 互 に 離散 し て 、 相 互 に 束縛 無く 
自由 に 動け る 自由 で ある 。 


リラ ックス と ドラ イ 、 ウ ェ ッ ト さ 


2009.11 初 出 


ラッ クズ し は は 。 ド ライ な が リラ ッ ク ズ べべ と ウェ エン ッ ンド ト な が な リラ ッ ク 
ス の 2 種類 が ある と 考察 し ます 。 


第 と 一 緒 に いる と リラ ックス する の が 、 ウ ェ ッ ト な リラ ッ ク 
ス で ある 。 

三伏:C で いる と り リラ ックス する の が 、 ド ライ な り ラ ックス え で あ 
る 。 


工学 

製品 設計 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ に つい て 

2003.6-2004.7 初 出 

会 社 が 設計 ・ 製 造 する 製品 に つい て 、 会 社 の 組織 風土 が ドラ 


イ な 場合 と ウェ ッ ト な 場合 と で 、 製 品 設計 上 どの よう な 違い 
が ある か 、, 手 知 に まとめ まし た 。 





家電 機器 、 情 報 機器 、AV 機 器 な どの 製品 は 、 大 きく 分 け て 、 
ドラ イ な か 作り の 製品 と 、 ウ ェ ッ ト な 作り の 製品 と に 分 か れ 
る 。 
ウェ ッ ト か 作り の 製品 は 、 以 下 の よ うな 特徴 を 持つ 。 


(1 ) [閉鎖 指向 な 作り ] 自社 内 部 で 閉じ た 作り に な っ て い 
る こと 。 部 品 が 各社 独自 の 部 品 を 使用 し て お り 、 他 社 と の 互 
換 性 が な い 。 イ ンタ フェ ー ス が 外部 に 対し て 義 公 開 と な っ て 
いる 。 周 辺 機器 は 、 そ の 会 社 の 製品 に し か 応用 が 効か ず 、 他 
社 の 製品 に は 規格 が 合わ ず に 取り 付け る こと が で き な い 。 部 
品 交 換 は 、 自 社 修理 の み で ある 。 


(2) [集団 主義 な 部 品 ] 部 品 が 、 作 り 付け ・ 一 体 に な っ て 


いて 、 ひ と まとまり に 一 体 融合 化し て いる 。 部 品 同士 が くっ 
つい て お り 、 バ ラバ ラ に 分 解す る の に 肖 が 折れ る 。 例 えば 、 
デジ タル カメ ラ の よう に 、 精 密 部 品 が 互い に 分 和解 困難 な 形 で 
接合 し 合う 製品 が この 代表 例 で ある 。 


ウェ ッ ト な 組織 風土 の 会 社 が 設計 し 、 生 み 出 す 製 品 は 、 
ウェ ッ ト な か 作り の 製品 と な る こと が 多い 。 例 えば 、 ウ ェ ッ ト 
な 国民 性 を 持つ 日 本 の 電機 メー カー が 、 欧 米 メ ー カ ー の 規格 
に 影響 され ず に 設計 ・ 製 造 す る 、 家 電 製 品 (エア コン 、 掃 除 
機 、 冷 蔵 庫 な ど ) 、 情 報 ・ 通 信 機 器 (デジ タル カメ ラ 、 携 帯 
電話 ) 、AV 機 器 (DVD レコ ー ダ ) 、 そ の 他 シ ステ ムキ ッ チ 
ン な が など が この ウェ ッ ト な 作り と な る こと が 多い 、 


一 方 、 ド ライ な 作り の 製品 は 、 以 下 の よ うな 特徴 を 持つ 。 


(1 ) [開放 指向 の 作り ] 社外 に 開い た 作り に な っ て いる こ 
と 。 部 品 が 他社 と 共通 化 、 標 準 化 され て お り 、 互 換 性 が あ 
る 。 余 所 の 赤 の 他人 の 作っ た 部 品 を 持っ て き て 交換 可能 で あ 
る こと 。 イ ンタ フェ ー ス が 外部 に 対し て 公開 され て いる 。 


( 2 ) [個人 主義 的 な 部 品 ] 製品 の バラ バラ 分 解 が 容易 に 行 
える 。 分 解 が モジ ュー ル 単 位 で 簡単 に 行え る 。 


要する に 、 ド ライ な 製品 は 、 い ろ い ろ な 外部 会 社 が 作っ た 共 
通 規 格 の バラ バラ か な 部品 を 集め る こと で 、 素 人 で も 簡単 に 製 
品 が 組み 立て られ る 点 が 特徴 で ある 。 


ドラ イ な 組織 風土 の 会 社 が 設計 し 、 生 み 出 す 製 品 は 、 ド ライ 
な 作り の 製品 と な る こと が 多い 。 欧 米 の 電機 メー カー が か 設計 
し た パソ コン (IBM PC) や 、 欧 米 の 住宅 機器 メー カー が 製造 
する シス テム キッ チン と か が その 代表 例 で ある 。 


た だ し 、 一 見 、 標 準 規格 に 見 える ドラ イ な 感じ の する 規格 で 
も 、 あ る 一 社 の 製品 が 勢力 を 伸長 させ て 、 他 社 の 規格 を 死滅 
させ た こと に よっ て 生み 出さ れ た 場合 が か な り 多 い (例え 

選 。 VIS ビ デオ デー グ 規格 な が どう) こと 。 そう いう 京 で は 、 現 
在 、 全 世界 に 向かっ て 開か れ て いる か に 見 える 、 ド ライ な 標 
準 規格 も ち も 、 あ る 一 社 の 閉鎖 的 ・ 独 自 の 規格 = ウェ ッ ト な 規格 


の 発展 形 と も 吉 え る の で ある 。 


(c)2003-2004 初 出 


ウェ ッ ト ・ イ ンタ フェ ー ス ・ デ ザイ ン 


(c)2001-2002 初 出 


従来 と か く ド ライ だ と 批 さ れ て きた コン ピュ ー タ や ロボ ッ 
ト の ユー ザイ ンタ フェ ー ス (ユー ザ と の 接点 の あり 方 ) を 、 
ウェ ッ ト に 改良 する 方 法 に つい て 、 具 体 的 な 設計 原則 の 形 へ 
と 簡単 に まとめ まし た こと 。 


本 文 は 、 従 来 ま と め ら れ た 対人 関係 の ウェ ッ ト さ に つい て の 
知見 を 、 コ ンピュータ の ユー ザ ・ イ ンタ フェ ー ス に 応用 する 
こと を 目的 と し て いる 。 


介 来 の コジ ピュ ヨー テー タ の イシ タン ェ ー ス (ヨー ザ と じかに 接 ず 
る 部 分 ) の 使い 心地 は 、 と か く ド ライ な 印象 が 付き まとう も 
の で あっ た 。 すま が か わ ち 、' 便 来 の コン ピュ ー タ は メカ ニッ ク で 
疾 人 間 的 で あり 、 ユ ー ザ と の 間 に 築 いた 関係 も リセ ッ ト ス 
イッ チ を 押す こと で 全て 初期 化 さ れ 、 よ そよ そし い 「 赤 の 他 
人 」 と し て 振る 舞っ て きた 。 コ ンピュータ は また 、 論 理 的 な 
計算 を 得意 と し 、 合 理性 ・ 科 学 性 の 権化 と し て 、 人 間 社 会 に 
君 谷 し て きた の で ある 。 


し か し 、 コ ンピュータ の 持つ そう し た 性 質 は 、 人 間 で ある 
ユー ザ が も と も と 根 深 く 持つ 心理 的 な ウェ ッ ト さ と は 相 容 れ 
な いも の で あっ た 。 そ れ ゆ え コ ンピュータ は 、 そ の 振る 舞い 
が 根本 的 に 「 考 人 間 的 」 で ある 、 と し て 丘 難 され て きた の で 
ある 。 


し か し 、 こ の コン ピュ ー タ の イン タフ ェ ー ス が ドラ イ 過 ぎる 
と いう 問題 は 、 こ れ ま で 長い 間 放 賞 さ れ て きた 。 従来 の コン 
ピュ ー タ の 使い 心地 を 改良 する 技術 と し て の ユー ザビ リティ 
工学 は 、 と か く コ ンピュータ の 合理 的 ・ メ カニ ッ ク な か 側面 を 
洗練 させ 、 無 機 質 な 道具 と し て 人 間 に 一 方 的 に 使わ れる 、 奉 
仕 す る 能力 を 向上 させ る こと に の み 重 点 を 費 い て きた の で あ 
る 。 


以下 に お いて は 、 上 に 館 べ た 問題 を 解決 する 方 法論 と し て 、 
新た に 「 ウ ェ ッ ト ・ イ ンタ フェ ー ス 」 を 提案 する 。 す な わ 
ち 、 コ ンピュータ が どの よう に 振る 舞 えば 、 ウ ェ ッ ト な 感じ 
な エー ザ に える こと が で きる か に つい て 、 考 察する 。 


従来 、 人 間 同 士 の 対人 関係 に お いて 、 ウ ェ ッ ト な 感 覚 を 石 え 
る こと 。 そ れ に は 、 以 下 か 必要 で ある 。 他 者 と 心理 的 に 近接 
し よう と する 指向 を 持つ こと 。 (心理 的 近接 指向 。) お よび 
他 者 と 近接 し た 状態 で 林 れ て 動き 回 る こと が な いこ と 。 そ ぞ それ 
ま 。 で の よう に まとめ る こと が で きる 。 こ の 基本 的 な 考え 亡 
どこ コン ピュ エー タ の 使い 子 を ど と うす 松 ば よく する こと が で 
きる か に つい て の 原則 = ユー ザビ リティ 原則 と を 、 内 容 的 に 
リシン ク きせ る ご と が 可能 で ある 。 コン ピュ ー タ に ウェ ッ ト か な 
感じ を 名 える 、 ウ ェ ッ ト ・ ユ ー ザ ・ イ ンタ フェ ー ス の 基本 原 
則 ほ 。 リコ ヨン ビュー スタ が ユー ザ に 汗 し て 改正 的 に 退 の こう 、 
くつ つこ うと する 、 肉 れ よ うと し が いこ と で ある 、 と 所 え 
の この でき る 。 


コン ピュ ー タ に ウェ ッ ト さ を 芋 え る ユー ザビ リティ 原則 を 導 
き 出す に 当たっ て は 、 健 者 が 従来 の 研究 で 明らか に し た 、 他 
者 に ウェ ッ ト な 感覚 を 石 える 行動 様式 が どの よう な も の で あ 
る か の まとめ の 表 を 参照 し な が ら 、 そ れ を コン ピュ ー タ の 
ユー ザ に 対す る 動作 レベ ル へ と 翻訳 する 、 と いう 手順 を 踏ん 
の に 


な お 、 コ ンピュータ に 移植 する に 当たっ て は 、 ウ ェ ッ ト な 行 
動 様式 そ て の も の は 、 も と も と 人 間 同 士 の 間 で は 必ず し も 望ま 


し いも の と は 考え られ て いな い 場 合 が ある 。 ( 類 わ し さや 上 皿 

苦し さ を 感 じ さ せる 弊害 も 多く ある 。) その た め 、 コ ン 
ピュ ー タ の 動き と し て どう すれ ば ウェ エット で か つ 、 一 縛 に 付 
合 つ て いく 上 で 時 まし い 、 好ま し い ! キ ャ ラク タタ (人 

格 ) 」 と する こと が で きる か と いう よう に 、「 望 まし さ 」 を 

前 提 と し た 原則 と な る こと を 心がけ た 。 


以下 に 、 コン ピュ ー タ に ウェ ッ ト さ を える ユー ザビ ピリ ティ 
上 の 基本 原則 を 表 の 形 で 示す こと 。 


表 _42 


こう し た ウェ エット ャ イン タフ ェ ー ス 原則 は ほ は 、 コ ヨン ピュ ョ ー タ 上 
に いる 仮想 人 格 と し て の エー ジェ ント や 、 物 理 的 空間 を 自力 
で 移動 する ロボ ッ ト に も 応用 可能 で ある 。 


ユー ザ の こと を 慕い 、 な つい て くる 、 ウ ェ ッ ト な 態度 の ロ 
ボッ ト は 、 ユ ー ザ に 対し て 、 従 来 の ペッ ト 同 様 親しみ や 安 ら 
ぎ を 七 える こと に な り 、 ド ライ な 態度 の ロボ ッ ト と 比較 し 
て 、 ユ ー ザ は は る か に 強い 愛着 や 大 事 に し た い 、 一 緒 に いた 
い 気 持ち を 感じ る で あろ う 。 こ うし た ロボ ッ ト の 持つ ウェ ッ 
ト な 性 質 は 、 単 に 仕事 が で きる と か 壊れ に くい と か いっ た 従 
来 の 道具 や 下僕 と し て の ロボ ッ ト と は また 別 の 「 使 用 時 の 快 
適さ 」 を ユー ザ に 対し て 提供 する 。 


ウエ ツ ド トイ シタ フェ エー ス は 、 ョ ヨン ピュ ー タ や 日 ポ ッ ト が 

ユー ザ に 対し て 心理 的 に 接近 し 愛着 を 持 と うと する イン タ 

フェ ー ス と 捉え る こと か 出来 、 そ の 点 「 温 か さ 、 心理 的 な 温 
も り 」 を ユー ザ に える 「 温情 イン タフ ェ ー ス 」 と も 深く 関 
連 す る と 言え る 。 


また 、 上 記 原 則 を 応用 する こと で 、 従 来 ウ ェ ッ ト と され て き 
た 、 日 本 的 、 な いし 女性 優位 な 態度 を 取る コン ピュ ー タ や ロ 
ボッ ト を 開発 する こと が 新た に 可能 と な る と 吉 え る 。 


今後 は 、 こ うし た ユー ザビ リティ 原則 を も と に 、 具 体 的 な コ 
ンピュータ や 由 ポ ボット の ハー ドウ エア ツン ドウ エア の 作 様 
を 設計 し て いく デザ イン 過程 に 即時 に 使え る ウェ ッ ト ・ イ ン 
タタ フェー ス ・ ガ イド ライ ン を 整備 し て いく 作業 が 必要 と な ろ 
う 。 


(c)2001.9-2002.6 初 出 


ドラ イノ ウェ ッ ト ・ エ ー ジ ェ ン ト に つい て 


(c)2000.8-2001.6 初 出 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 人 ん 々 の 社会 的 な 動き を 、 コ ンピュータ 上 
で 、 実 現す る 方 法 に つい て 、 手 短 に 考察 し まし た こと 。 

「 エ ー ジ ェ ン ト 」 と は 、 コ ンピュータ 上 で 実現 され た 仮想 的 
な 人 格 の こと で す 。 


筆者 は 、 ド ライ ノン ウェ ッ ト な 態度 を 取る 人 の 、 社 会 的 な 動き 
(行動 の 取り 方 ) を 、 コ ンピュータ 上 で 、 シ ミュ レー ト し た 
の きい る の 。 

コン ピュ ー タ 上 で 仮想 的 に 実現 され た 、 ド ライ な 人 格 を 、 

「 ド ライ ・ エ ー ジ ェ ン ト 」、 ウ ェ ッ ト な 人 格 を 、「 ウ ェ ッ 
送還 志和 光 Ni の ご で (NN こと に ポ まる 

例え ば 、 日 本 人 の 伝統 的 な 行動 様式 は ウェ ッ ト で ある か ら 、 
コシ ジ ピ ュー タ 上 で 、 彼 ら の 動き を シミ ュ レ ー ド する に は 、 
貴光 下 ゃ ギ デ ジェ ンド 」 を 夫 現 よれ ば よい こと に が る 。 


まず 、 筆 者 の 考え た 「 人 間 同 士 が 他 者 に ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 
感覚 を 右 える 仕組 み と 、 物 体 で ある 気体 ・ 液 体 が ドラ イ ・ 


ウェ ッ ト な 感覚 を 人 間 に 五 える 仕組 み と が 共通 で ある 。 運 動 
エネ ルギー が 小さ く 、 相 互 の 間 に 働く 引力 が 大 きい ほど 
ウェ ッ ト に 感じ られ る 。 

(1 ) ドラ イ な 人 (ドラ イ ・ エ ー ジ ェ ン ト ) の 動き は 、 和 気体 
分 子 運 動 に 似せ れ ば よい 。 

(2) ウェ ョ ツン トド ト な 人 (ウェ エッ トド ト く エージェント ) の 動き は 、 
液体 分 子 運 動 に 似せ れ ば よい 。 

NO 思 と が る と 。 

まず 、 複 数 の ドラ イ ・ エ ー ジ ェ ン ト の 動き に つい て 考え て み 
づ ど 。 

・ 運 動 エ ネル ギー が 大 きい の だ か ら 、 高 速 で 動か す 。 

・ 相 互 問 引力 (分 子 間 力 相 当 の 力 ) が ほとん ど 働 か な いか 
ら 、 各 自 を バラ バラ ・ 独 立 に 、 自 由 に 動か し て よい 。 

と いっ た 規則 に 従っ て 動か せ ば よい こと 。 

ドラ イ ・ エ ー ジ ェ ン ト の 動き の 場合 は 、 分 子 間 力 相当 の 力 を 
考え な く て よい の で 、 こ ちら は 、1 人 1 人 の 軌跡 を 、 相 互 干 渉 
を 考え に 入れ ず に 、 別 々 に 計算 し て 、 動 か す だ け で よく 、 簡 
単に 実現 で き る 。 

一 方 、 複 数 の ウェ ッ ト ・ エ ー ジ ェ ン ト の 動き に つい て 考え た 
場合 、 

・ 運 動 エ ネル ギー が 小さ め な の で 、 低 速 で 動か す 。 

・ 相 互 問 引力 (分 子 間 力 相当 の 力 ) が 大 きく 働く の で 、 各 自 
の 動き を 、 互 い に 引 き 合 い 、 和 干渉 し 合う よう に 動か さ な け れ 
(まい け な い 。 

と いっ た 規則 に 従っ て 動か す 必 要 が ある 。 

相互 問 引 力 は 、 エ ー ジ ェ ン ト 同士 が 互い の 存在 する 位 思 を 近 
接 化 させ る 形 で 現れ る 。 そ の 結果 、 相 互 問 引力 が 働く ウェ ッ 
ト な エー ジェ ント は 、 互 い に 親近 性 や 愛着 を 持っ て 、 寄 り 添 
い 合 う 存在 と な る 。 そう いう 県 で は 、 ウェ ッ ト な が エー ジェ エン 
ト は 、 互 い に 「 甘 える 」 エ ー ジ ェ ン ト と も 喜 え る 。 

ウェ ッ ト ・ エ ー ジ ェ ン ト の 動き に つい て は 、 周 囲 の 他 者 の 動 
き を 絶え ず 考 慮 に 入れ つつ 、 互い に 千 渉 し 合う 形 で 動か す 必 
要 が あり 、1 人 1 人 の 軌跡 を 、 他 者 と は 独立 に 決め る こと が で 
き な い 。 従っ て 、 各 自 の 動く 軌跡 の 計算 は 、 ド ライ ・ エ ー 
ジェ ント の 動き に 比べ て 、 非 常に 複雑 に な り 、 実 現し に く 
US 

ウェ ッ ト ・ エ ー ジ ェ ン ト 各 自 の 動き は 、 例 えば 、 以 下 の よ う 


に 簡略 化し て 、 プ ログ ラム する こと が で きる か も 知れ な い 。 
( 1 ) 1 回 の 処理 毎 の 移動 距離 ( 速 さ ) を 、 ま ず 決 定 す る こ 
と 
2 ) 自分 の 動い て きた 方 向 を 計算 する こと 。 こ れ か ら 初 め 
て 動く 場合 は 、 任 意 の 動作 方 向 を 設定 する 。 
3 ) 自分 の 位置 を 中 心 と し た 一 定 半径 内 に 、 他 者 が いる か 
どう か を 確か め 、 い た ら 、 そ の 位 連 を 記憶 する 。 
) 位置 を 記憶 し た 他 者 に つい て 、 自 分 と の 位置 関係 、 す 
な わ ち 、 自 分 か ら 見 て 、 そ の 他 者 が 、 ど の 方 角 に いる か を 、 
計算 する 。 
5 ) 位置 を 記憶 し た 、 各 他 者 の いる 方 向 と の 間 に 働 く 、 相 
0 人 3 の 
) 位 連 を 記憶 し た 他 者 の 数 だ ( ナ 設 宮 じ た 、 相 互 間 引 力 
前 9 自分 が 、 総 合 的 に 見 て 、 ど の 方 向 に 引か れ 
RA 
(7 ) それ まで 取っ て きた 自分 の 動く 方 向 と 、 相 五 問 引 力 で 
引か れる 方 向 と を 、 合成 し て 、 最 終 的 に 、 自 分 が どの 方 向 に 
動く か を 決定 する 。 
( 8 ) 最終 的 に 決定 し た 動く 方 向 に 、1 回 の 処理 毎 の 移動 距離 
8 by Ao 2 
上 記 の (1) < ( ) の 計算 を 、 各 人 に つい て 繰り 返す こと 
電 の RG トリ で ミリ 
る 、 と 考え られ る 。 し か し 、 そ こ に は 、 ま だ 残さ れ た 問題 
が 、 い くつ か 存在 する 。 
・ (3) に お いて 、 自 分 の 位 連 を 中 心 と し た 一 定 半径 内 に い 
る 他 者 を 確か め る に は 、 単 純 に や ろう と する と 、 空 間 内 に い 
る 全て の 他 者 の 位 連 情 報 を 入手 し て 、 一 定 半径 内 に 入っ て い 
る か どう か を いち いち 定 する 必要 が ある 。 他 者 の 数 が 少な 
い 時 は 問題 な い が 、 多 い 時 は 人 数 分 だ け 計算 し な く て は な ら 
ず 、 大 変 で ある 。 こ うし た 雑 さ を な くす に は 、 自 律 し た 各 
エー ジェ ント が 視覚 を 持っ て 、 自 分 の 目 に 見 える 範 囲 の 他 者 
だ ば は を ビック アツ フ する こと が 2 で きれ ば いい の で ある が 、 こ 
うし た 視覚 を コン ピュ ー タ 上 て で 実現 する と いう の も 、 考 え 三 
す と 、 結 構 大変 そ う で ある 。 
5 ) の 相互 問 引 力 の 計算 に お いて 、 他 者 と の 距離 の 大 小 
に よっ て 、 引 力 の 大 き さ を 変え る 必要 が ある の で は な いか 。 
・ (8) に お いて 、 最 終 的 に 決定 し た 方 向 に 動く 際 に は 


記 の 説明 だ と 、 ど の よう な 引力 が 働い た か に 関わ ら ず 、 一 定 
速度 で 動く よう に 仮定 し て いる が 、 本 当 は 、 引 きつ け 合 う 力 
の 大 小 に よっ て 、 速 度 を 変化 させ る 必要 が ある の で は な い 
か 

上 記 で 述べ た の は 、 複 数 の エー ジェ ント の 動き を 、 大 局 的 
な 、 烏 虹 図 的 な 見 地 か ら 眺 め た 場合 に つい て で ある 。 こ うし 
た 行き 方 と は 別に 、1 人 の エー ジェ ント の 動き に 的 を 絞っ 
て 、 そ の エー ジェ ント の 視覚 に 入る 、 他 者 (ある い は 、 他 者 
の 群れ ) の 塗 の あり 方 が 、 ド ライ な 場合 と ウェ ッ ト な 場合 と 
で どう 違う か を 調べ る こと で 、 性 格 ・ 態 度 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ 
ト さ を 、 よ り 現 実 の 人 間 関 係 に 近い 形 で 、 捉 える こと が 可能 
と な る 。 

ある い は ,、 エ ー ジ ェ ン ト が 、 複 数 の ユー ザー の 所 有する コン 
ピュ ー タ 間 を 自由 に 移動 し て 、 仕 事 を する 、 モ バイ ル ・ エ ー 
ジェ ント 概念 と の 組み 合わ せ に より 、 日 本 的 で ウェ ッ ト な 、 
ユー ザー と 、 画 面 な ど を 通し て 互い に ベタ ベタ くっ つき 合う 
こと 。 (利用 者 の 後 を 追っ て ネッ トワ ー ク を 渡り 歩き な が ら 
②③ い で くる こと 。 ) そう し た 形 の エー ジェ ント を な 生成 ずる こ 
と 。 そ れ も 、 ま た 列 の 研究 の 進め 方 で ある と 考え られ る 。 
一 般 的 に 吉 え ば 、 以 下 の の よう に な る 。 利 用 者 に 対し 親近 感 を 
抱き 、 少 し で も 利用 者 と の 間 の 距離 を 埋め て 近づこ うと し て 
国有 飾 山 民 か つづ つい VC で くる ウェ エッ トド な が エー ジェ ント 。、 デ れ は 、 
人 々 の 心 を 和 ま せ 、 癒 す 。 (それ は 、 人 々 の 心 を 、 温 か いも 
の に 変化 させ る 。) それ は 、 そ の よう に 考え られ 、 孤 独 感 に 
さい な まれ や すい 現代 人 に と っ て メン タル な ケア を も た ら す 
重要 な 要因 と な りう る こと 。 そ うい う 点 で 、 ウ ェ ッ ト な エー 
ジェ ント は 、 「 温 も り 」 の エー ジェ ント 、「 癒 し 」 の エー 
ジェ ント と いう 性 格 を も つと 言え る 。 な お 、 具 体 的 に どの よ 
うな 態度 を エー ジェ ント が 取る と 温か く 感 じ ら れ る か に つい 
て は 、 「 温情 イ ンタ フェ ー ス デザ イン 」 へ の リン ク を た どっ 
G'S に Ma 


今後 は 、 上 記 の 検討 結果 を も と に 、 ま ず は コン ピュ ー タ 上 
で 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 人 々 の 動き を 、 実 際 に シミ ュ レ ー ト 
し 2 くみ た いと ど 考 え で いる 。 例え ば は 、 コ ンピュータ の ハー デー ド 
ウェ ア に 依存 し な い 中 間 コ ー ド を 吐き 出す Java 言 語 で 実装 
すれ ば 、 コ ンピュータ の 種類 を 問わ ず 、 エ ー ジ ェ ン ト の 動作 


が 実行 可能 と な り 、 有 効 性 が 高い と 考え て いる 。 ま た 、 物 理 
的 形態 を 取っ た 「 具 体 性 の ある 」 エ ー ジ ェ ン ト と し て の 医 
療 ・ 福 祉 用 ロボ ポッ ト に ウェ ッ ト さ を 持た せる と 、 そ れ か 要 介 
護 者 に 心理 的 に 近い 存在 と な っ て 生き る 勇気 を 七 え 、 患 者 の 
リハ ビリ テー ショ ン や クラ イア ント の 社会 復帰 が 進む 度合 い 
が 大 きく 改善 され る か も し れ な い 。 そ うい う 点 で は 、 ロ ボッ 
ト に ウェ ッ ト さ を 持た せる こと も 、 今 後 の 重 要 な 研究 課題 で 
の る の 計る 


(c)2000.8-2001.6 初 出 


ドラ イ (気体 ) ・ ウ ェ ッ ト (液体 ) 分 子 運動 シミ ュ レ ー シ ョ 
ン 


2004.8-9 初 出 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 人 々 の 社会 的 な 動き を シミ ュ レ ー ト する 
と 、 そ れ ぞ れ 気 体 ・ 液 体 分 子 運 動 パ ター ン と 似 て いる と 考え 
られ ます こと 。 ここ で は 、 分 子 運動 に 詳し い 専 門 家 作成 の コ 
ンピュータ プロ グラ ム を お 借り し て 、 気 体 ・ 液 体 分 子 運 動 パ 
ター ン を 実際 に 比較 し て 眺め る こと が で きる よう に し まし 

の 


気体 、 液 体 の 分 子 運動 を 、Java ア プレ ッ ト で シミ ュ レ ー ト し 
た 結果 を 動画 で 表示 する と 、 以 下 の よ うに な り ま すこ と 。 比 
較 し て ご 覧 下さ いこ と 。 


ドラ イ な 気体 分 子 が 、 個 人 主義 的 、 自 由 主 義 的 、 関 係 切 断 

的 、 移 動 的 、 開 放 的 ・・・ で ある の に 対し て 、 ウ ェ ッ ト な か な 液 
体 分 子 が 、 集 団 主義 的 、 規 制 主義 的 、 関 係 構築 的 、 定 着 的 、 

閉鎖 的 ・・・ で ある こと が 分 か る で し ょ う 。 

ちな み に 、 気 体 = ド ライ な 方 が 、 遊 牧 ・ 牧 畜 、 男 性 中 心 の 欧 
米 社会 の 人 々 の 行動 に 似 て お り 、 一 方 、 液 体 = ウ ェ ッ ト か 方 
は 、 農 耕 、 女 性 中 心 の 日 本 、 東 アジ ア 社 会 の 人 々 の 行動 に 似 
て いる と 言え ます 。 


2004.8-9 初 出 


織 維 と ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ 


2006.07 初 出 


[ 要 冒 ] 

人 肌 に ドラ イ な 感覚 を え る 織 維 は 、 植 毛 が パ ター ン D に 
洛 っ た 「 散 西 」 で あり 、「 散 触 」 を 人 肌 に 丘 える 。 一 方 、 人 
肌 に ウェ ッ ト な 感覚 を 孔 え る 織 維 は 、 植 毛 が パ ター ン W に 
治っ た 「 密 植 」 で あり 、「 密 触 」 を 人 肌 に 王 え る 。 








タオ ルケ ッ ト や 毛布 、 シ ー ツ 、 シ ャ ツ な どの 衣類 、 織 維 類 
は 、 そ の 檜 毛 、 織 維 パ ター ン に よっ て 、 ド ライ な 感覚 を 芋 え 
る ドラ イ な 織 維 、 生 地 と 、 ウ ェ ッ ト な 感覚 を 名 える ウェ ッ ト 
な 織 維 、 生 地 と に 分 ける こと が で きる 。 


ドラ イ な 織 維 は 、 毛 先 が 太 く 、 植 所 に 隙間 が 空い て お り 、 柱 
い 網目 と な っ て お り 、 肌 と 繊維 と の 境界 が 明らか で ある 。 


その 肌 に 王 える 感覚 は 「 散 触 」 で あり 、 度 膚 に 当たる 凸 部 、 

生地 の 突起 が 低 密 度 で まばら で 空き が ある 感じ で ある 。 そ の 
植毛 、 繊 維 パ ター ン は 、 パ ター ン D の 「 散 西 」 タ イプ で あ 

る 。 夏 用 の ドラ イシ ー ツ と か は 、 こ の タイ プ で ある 。 


これ に よっ て 、 日 本 の 蒸し 嗜 い 夏 も 、 繊 維 の ドラ イ な 感触 で 
相殺 し て 乗り 切る こと が で きる 。 


一 方 、 ウ ェ ッ ト な 組 維 と は 、 毛 先 が 細く 、 植 毛 が 隙 間 な く 、 
びっ し り と 埋め られ て お り 、 毛 先 が 繊 細 で 細か く 、 皮 膚 の 上 
を 隙間 な く 覆 い 、 肌 と 織 維 と に 境界 が な い 。 


その 肌 に 所 える 感覚 は 「 密 触 」 で あり 、 皮 膚 に 当たる 凸 部 、 
生地 の 突起 が 細か く 高 密度 で 、 び っ し り と 空き な く 埋 まっ て 
いる 感じ で ある 。 そ の 植毛 、 織 維 パ ター ン は 、 パ ター ン W の 
「 密 西 」 タ イプ で ある 。 冬 用 の ビロード 生地 を 用 いた タオ ル 
ケッ ト と か は 、 こ の タイ プ で ある 。 


これ に よっ て 、 日 本 の 乾燥 し た 寒い 冬 も 、 織 維 の ウェ ッ ト な 
感触 で 相殺 し て 乗り 切る こと が で きる 。 


2006 初 出 


生物 
ウェ ッ ト な 存在 と し て の 生物 人間 


2002.12-2003.03 初 出 


生物 は 、 液 体 の 水分 が な いと 生き られ ませ ん 。 生 存 上 ウェ ッ 
ト な 液体 水分 を 必須 と する 生物 は 、 人 間 も 含 め て 、 本 買 的 、 
根源 的 に ウェ ッ ト な 存在 で ある 、 と 吉 え る の で は な いか と 考 
えま す 。 


生物 は 、 液 体 の 水分 が な いと 生き られ な い 。 人 間 を 含む 生物 
に お いて は 、 液 体 の 水分 は 不可 欠 で あり 、 そ の 点 、 生 物 は 、 
液体 の 水分 の 持つ 「 ウ ェ ッ ト 」 さ と 、 切 っ て も 切り 離せ な い 
存在 で ある と 言え る 。 生 存 上 水分 を 必須 と する 生物 は 、 人 間 
も 含め て 、 本 質 的 、 根 源 的 に ウェ ッ ト な 存在 で ある 、 と 言え 
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生物 は 、 体 内 の 大 半 を 液体 の 水分 が 占め て いる 。 人 間 の よう 
な 陸上 生物 に お いて も 、 海 か ら 陸 に 上 が る 進化 の 過程 で 、 そ 
の 体内 を 塩分 を 含む 液体 の 水 で 満た し た まま 陸上 で 生活 する 
よう に 進化 し た 。 そ の 点 、 陸 上 生物 は 、 体 内 に 「 海 」 を 持っ 
て いる こと に な る 。 海水 は 、 液 体 の 水分 で あり 、 そ の 点 、 人 
間 を 含む 陸上 生物 は 、 乾 いた 陸上 に あっ て 、 海 水 と いう 
ウェ ッ ト か 物質 を 体内 に 抱え な が ら 生 きる 点 、 存 在 そ の も の 
が ウェ ッ ト で ある と 吉 え る 。 


人 間 を 含む 生物 は 、 外 界 と の イン タフ ェ ー ス 部 分 に 、 粘 液 を 
持っ て いる こと が 多い 。 口 の 嘩 液 、 鼻 水 、 セ ックス 時 の 精 
液 、 愛 液 か な ど は 、 い ずれ も ベタ ベタ と 糸 を 引く 感じ = 粘着 性 
を 持ち 、 ウ ェ ッ ト な 感じ を 世 える 。 こ うし た 点 か ら も 、 生 物 
は ウェ ッ ト な 存在 で ある 、 と 吉 え る 。 


どん な ドラ イ な 性 格 の 人 も 、 生 物 で ある 以上 、 ウ ェ ッ ト な 感 


2 だ の できない 。 で の 
性 格 が ドラ イ な 人 も 、 根 源 を 突き 詰め れ ば ウェ ッ ト な 存 

0 ドラ イ な 態度 を 取る 人 も 、 そ の 基盤 の 奥 

底 は ウェ ッ ト さ が 支配 し て いる 、 と 言え る と 考え る 。 


(c)2002-2003 初 出 


地学 
気象 と 水分 、 湿 度 


2009.11 初 出 


気象 に お ける ウェ ッ ト な 水分 や 湿度 の 占め る 重要 性 に つい て 
ぶ べ て いま すこ と 。 


気象 ニュ ー ス の 大 半 は 、 温 熱 と 水 関連 で 占め られ て いる 。 
気象 に 占め る 水 や 湿度 の 役割 が 大 きい 。 


大 気 中 の 水分 は 

・ 気 体 水 蒸気 

・ 液 体 宏 、 邑 (気体 中 の 液体 。 小 粒 。 ) 
・ 液 体 雨 (大 粒 ) 

と 分 けら れる こと 。 


水中 の 気体 は 、。 
・ 気 体 気泡 (液体 中 の 気体 。 川 、 海 の 中 。) 
と が る だ 。 


天気 、 気 象 と 水 、 太 陽 、 空 気 


2009.11 初 出 


天気 、 気 象 の 構成 要素 に つい て 、 水 、 太 陽 、 空 気 に 分 類 し て 
2 たま し 7 だ ご. と 


・ 水 
固体 = 水 、 雪 
液体 = 雨 、 雲 、 邑 / 川 、 海 


気体 = 水蒸気 空気 中 湿度 
・ 太 陽 
熱 温度 


気 寺 風 


天気 、 気 象 と 分 子 粒子 表現 


2009.11 初 出 


大 気 や 気象 現象 を 説明 する 上 で 、 水 等 を 分 子 の 粒子 と し て 表 
現す る と 分 か りや すく な る の で は な いか と 提 埋 し て いま す 。 


大 気 、 気 象 現象 を 、 水 蒸気 - 空気 の 分 子 、 粒 子 で 表現 する こ 
ど 。 
雨 、 雲 、 前 線 、・・・ い ずれ も 粒子 表現 する こと で 本 買 が 分 


か りや すく な る 。 


解説 : 応用 編 }) ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 感 
覚 ・ 性 格 ・ 社 会 に つい て 


社会 一 般 


自然 環境 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と 、 社 会 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト 
さと の 関連 


- 農 業 (遊牧 ・ 農 耕 ) の 視点 か ら - 
1999.1-2005.8 初 出 


人 々 の 性 格 ・ 態 度 の ドラ イ / ウ ェ ッ ト さ と 、 人 々 が 生活 する 、 
自然 環境 の 乾燥 ・ 湿 潤 の 度合 いと の 関連 を 調べ まし た 。 そ の 
結果 、「 ド ライ な 環境 = 遊 政 = ドラ イ な 性 格 」、「 ウ ェ ッ ト 
な 環境 = 農耕 = ウェ ッ ト な 性 格 」 と いう 相関 関係 が 推論 され 
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ここ で は 、 環 境 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と 、 社 会 や 対人 関係 に 
お ける ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と の 関連 を 、 主 に 、 農 業 の あり 方 
を 軸 に 考察 し た 結果 に つい て まとめ る 。 


な ぜ 、 農 業 の あり 方 を 考察 の 軸 に 選ん だ か の 理由 で ある が 、 
0 。 

( 1 ) その 遂行 に お いて 、 和 接 自然 環境 と 接する 、 そ の 意味 
で 、 自 人 然 環境 の 影響 が 大 きい 産業 で ある 。 こ れ は 、 例 えば 、 
穀物 や 野菜 、 牧 草 の 栽 培 に お いて 、 気 温 の 寒暖 、 降 水量 、 風 
速 な どの 影響 を も ろ に 受け る 点 に 現れ て いる 。 


( 2 ) 食糧 の 確保 と いう 、 人 間 の 生活 を 支え る 上 で 最も 基本 
的 と 考え られ る 産業 で ある こと 。 人 間 社 会 の 基盤 ・ 土 台 部 分 
を 形成 し 、 社 会 風土 の 方 向 性 を 決定 する 上 で 影響 力 が 大 き 
い 。 こ れ は 、 例 えば 、 日 本 社会 で は 、 農 業 と 古 接 関係 の な い 
分 野 。 (例え ば 厚生 ・ 労 働 ) の 官庁 ・ 会 社 組 織 な ど に お いて 
も 、 上 農業 村落 の 特質 で ある 「 ム ラ 社 会 的 」 と いう 形容 が 広く 
使わ れる 点 に 現れ て いる 。 


自然 環境 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ が その 社会 に も た ら す 影響 を 
考え る 上 で は 、 自 然 環境 と の 関わ り が 大 きく 、 か つ 社 会 全体 
に 対す る 影響 力 が 大 きい 産業 で ある 農業 分 野 に お ける 社会 関 
係 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ に つい て 、 そ の 社会 を 代表 し て 考察 
すれ ば よい の で は な いか と 考え られ る 。 


農業 は 、 全 世界 的 観点 か ら 見 る と 、 遊 牧 ( 牧 背 ) と 農耕 に 2 
分 され る こと 。 


遊牧 ( 牧 弟 ) は 、 馬 や 牛 、 羊 な どの 動物 ( 家 才 ) と 共に 、 動 
物 の 食物 (牧草 ) や 水 な ど を 求め て あちら こち ら を 移動 し 、 
その 生産 物 ( 乳 、 肉 、 皮 な ど ) を 得 て 生 活 す る こと 。 移 動 可 
能 な 動物 と 一 緒 に 生活 する 分 、 そ の 生活 は 動 的 、 身 軽 で あ 

る 。 自 ら が 移動 で き な く な る よう な 物資 の 著 積 を 好ま ず 、 物 
資 の 流動 (フロ ー) を 指向 する こと 。 


農耕 は 、 穀 物 ( 稲 、 麦 な ど ) 、 野 菜 、 果 物 な ど 、 植 物 を 栽培 
し て 、 そ の 生産 物 ( 実 、 種 な ど ) を 得 て 生 活 す る こと 。 一 つ 
の 場所 に 生え た まま 移動 する こと の で き な い 植物 と 一 緒 に 生 
活 する 分 、 そ の 生活 は 静 的 、 身重 で あり 、 一 力 所 に 定着 し て 
動か ず (不動 ) 、 物 資 、 財 産 を 蓄積 (スト ッ ク ) する こと 

( 物 持ち ) を 指向 する こと 。 

遊牧 (牧畜 ) は 、 砂 漠 、 ス テッ プ 地 帯 の よう な 、 雨 の 比較 的 
少な い 、 ド ライ な 自然 環境 で 行わ れる 。 

農耕 は 、 モ ンス ー ン 地帯 の よう に 、 雨 が 沢山 降る 、 水 の 豊か 
な ウェ ッ ト な 自然 環境 で 行わ れる 。 (それ ら は 、 植 物 が 人 有 つ 


た め に 必要 で ある 。) 


1999.5 こ 7 に か け て 行っ た WWW を 用 いて 行っ た アン ケー ト 主 
査 結 果 に お いて は 、 態 度 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ に つい て は 、 

遊牧 = ドラ イ 、 農 耕 = ウ ェ ッ ト と いう 回 答 結 果 が 出 た (回 答 
者 数 約 200 名 ) こと 。 
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上 記 の 表 か ら 、 農 耕 社会 に お ける 対人 関係 が ウェ ッ ト で 、 遊 
牧 社会 に お ける 対人 関係 が ドラ イ で ある 、 と 言え る こと が 分 
の 5 。 

な で ぜ 、 農 耕 社会 の 対人 関係 が ウェ ッ ト となり 、 人 遊牧 社会 に お 
ける 対人 関係 が ドラ イ と 感じ られ る か ? に つい て の 考え られ 
る 説明 は 以下 の 通り で ある 。 


集団 主義 ・ 同 調 指向 (農耕 ) - 個人 主義 ・ 疾 同 調 指向 ( 遊 
牧 ) 〕 

農耕 は 、 稲 作 に お ける 田植 え や 稲刈り 作業 の よう に 、 周 囲 の 
皆 と 同じ 作業 を 団体 ・ 集 団 一 斉 に 行う 必要 が あり 、 周 囲 と の 
集団 と し て の 一 体 性 、 同 調 性 、 協 調 性 が 求め られ る 。 し た 

つて ウエ ッ ド で ある こと 。 

遊牧 は 、 各 自 が 個々 に バラ バラ な 違う 方 向 に 馬 や 和牛 を 連れ て 


行っ て 放牧 を 行う 農業 で あり 、 単 独 ・ 独 自 行動 が 多く 、 周 囲 
と の 同調 性 は 求め られ な い 。 し た が っ て ドラ イ で ある こと 。 
〔 定 着 ・ 縁 故 指向 (農耕 ) - 導 定 着 ・ 非 縁故 指向 (遊牧 ) ] 
農耕 は 、 一 力 所 に 定住 する 定着 指向 の 農業 で あり 、 固 定 し た 
地縁 関係 が 築 か れ や すく 、 し た が っ て ウェ ッ ト で ある 。 
遊 は 、 一 力 所 に 定住 せ ず あちこち 動き 回 る 疾 定 着 指向 の 農 
業 で あり 、 相 互 の 関係 は 切れ や すく 、 し た が っ て ドラ イ で あ 
る 。 


[関係 指向 (農耕 ) - 疾 関係 指向 (遊牧 ) 」 

農耕 は 、 定 住 し た 近所 同士 が 毎日 顔 を 突き 合わ せる 関係 に あ 
り 、 対 立 し て も 顔 を 合わ せる は め に 陥る 。 そ こ で 、 同 じ 場 所 
に 住ん で いる 者 同士 、 な る べく 互い に 仲良 くし よう 、 対 立 し 
な いよ うに し よう と し て 、 良 好 な 人 間 関 係 (和合 状態 ) の 構 
築 ・ 維 持 に 心 を 砕く こと 。 そ の 点 、 ウ ェ ッ ト で ある こと 。 
遊牧 は 、 今 日 互い に 近い 場所 に いて も 、 明 日 は バラ バラ に 離 
れ て 別々 の 場所 に 行く 。 意 見 が 対立 し 仲 が 悪く な っ て も 、 互 
い に 別 々 の 場所 に 移動 し て 離れ て し まえ ば それ で 互い に 顔 を 
合わ せる こと な く 済 ん で し まう 。 し た が っ て 、 良 好 な 人 間 関 
係 (和合 状態 ) の 維持 に は さほど と 関心 が な く 、 そ の 点 ド ライ 
で ある 。 


規制 主義 (農耕 ) - 自由 主義 (遊牧 ) 〕 

農耕 は 、 稲 作 に お ける 農業 水利 の よう に 、 携 わる 人 間 同 士 の 
相互 鷺 視 ・ 牽 制 が 不可 欠 で ある (例え ば 、 稲 作 社 会 に お い 
て 、 各 人 が 用 水 を 勝手 に 自分 の 田んぼ に た くさ ん 引か な いよ 
うに 互い に 見 張る こと な ど 。) こと 。 そ の 意味 で 規制 主義 的 
32549、、 し た が っ て ウェ エッ ド で ある こと 。 

遊牧 は 、 広 大 な 草原 を 、 他 者 に 束縛 され ず に 、 自 由 に 動き 回 
る 。 そ の 意味 で 自由 主義 的 で あり 、 し た が っ て ドラ イ で ある 
0 

[相互 依存 指向 (農耕 ) - 自立 指向 (遊牧 ) 〕 

農耕 は 、 稲 作 に お ける 農業 水利 の よう に 、 携 わる 人 間 同 士 が 
互い に 依存 し 合う 。 一 方 が 沢山 水 を 取る と 、 他 方 の 取る 水 が 
少な く な る 。 あ る い は 、 農 耕 に お いて は 、 水 路 、 道 路 の 雑 持 
や 収穫 作業 の よう に 、 独 力 で は 作業 が 不可 能 で 、 互 い に 助 け 
合う 形 の 集団 作業 が 必要 と な る 。 そ の 意味 で 、 相 互 依存 指向 


と いえ 、 対 人 関係 と し て は ウェ ッ ト で ある 。 

遊牧 は 、 携 わる 人 間 同 士 が 、 互 い に 一 人 で 自立 し て 動か な け 
れ ば な ら な い 。 彼ら は 、 広 い草 原 を た だ 独り で 馬 に 乗っ て 走 
り 回 り 、 放 牧 作業 を 自力 で こなす こと が 求め られ る 。 そ の 意 
味 で 自立 指向 と いえ 、 対 人 関係 し し て は ドラ イ で ある 。 


[密集 指向 (農耕 ) - 広域 分 散 指向 (遊牧 ) 〕 

農耕 は 、 集 約 的 農業 で あり 、 少 な い 和 面積 の 土地 に 集中 的 に 人 
的 ・ 物 的 資源 を 投入 する 。 そ れ に 携わる 人 間 が 住む 地域 は 
人 口 密度 が 高い 。 し た が っ て 、 密 集 (過密 ) 指向 と いえ 、 対 
人 関係 と し て は ウェ ッ ト で ある 。 

遊牧 は 、 粗 放 的 農業 で あり 、 広 い 面 積 の 土地 に 、 分 布 す る 人 
は わずか で ある 。 そ れ に 携わる 人 間 が 住む 地域 は 、 人 口 密度 
が 低い 。 し た が っ て 、 広 域 分 散 指向 と いえ 、 対 人 関係 と し て 
は ドラ イ で ある 。 

以上 の 説明 は 、 以 下 の 表 の よう に まとめ られ る 。 


表 47 


し た が っ て 、 自 人 然 環 境 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と 、 対 人 関係 の 
ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ は 、 正 の 相関 関係 に ある 、 と 吉 え そう で 
ある 。 


要する に 、 乾 いた 砂漠 、 草 原 の 民 (ユダ ヤ 、 ア ラブ と いっ た 
党 析 の 民 ) は ドラ イ で ある 。 格 呈 の 革 か に 生え る 取 決 な オア 
シス の 農耕 の 民 、 緑 の 民 ( 東 ア ジア 、 東 南ア ジア の 稲作 農耕 
因 な が など) は ウェ エッ トド ト で ある 。 そ うい うこ と に な る 、。 侯 況 ほど 
は 連 い て いな い が 、 農 耕 に 全面 的 に 頼れ る ほど 植物 が 生育 し 
な い 土 地 に 住ん で いて 、 家 畜 に 頼り な が ら 半 分 定住 、 半 分 移 
動 の 生活 を し て いる 牧畜 ・ 酷 農 の 民 。 (西欧 な ど 。) 彼ら 
は 、 両 者 の 中 間 と いう こと に な る の か も 知れ な い 。 


以上 の 図式 か ら は 、 日 本 は 、 典 江 前 な 稲作 農耕 因 疾 で あり 、 
モッ ド な が 枯 四 に 作る 。 時 欧米 は 、 遊 牧 条 に 近い 牧畜 の 


民 で あり 、 比 較 的 ドラ イ な 類型 に 入る 。 


この 点 、 世 界 の 各 民 族 の 民族 性 が ドラ イ か 、 ウ ェ ッ ト か を 装 
断 す る 上 で 、 そ の 民族 が 農耕 民 か 、 遊 牧 ・ 牧 弟 因 か を まず 知 
る こと が 有効 で ある と 吉 え る 。 


本 当 に 以上 の よう に 言え る か どう か 、 を 確認 する に は 、 世 界 
各地 (乾燥 ・ 湿 潤 両 方 ) の 社会 を 回 っ て 、 対 人 関係 が 乾燥 地 
欠 ' で ドラ イ 、 混 潤 地 帯 で ウェ ッ ト で ある こと を 、 フ ィ ー ル ド 
ワー ク で 確認 する 必要 が ある こと は 、 言 うま で も な い 。 


(c)1999.1-2004.8 初 出 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 態度 の どちら が 、 国 際 標 準 か ? (それ ら 
の どちら が 、 国 際 的 に 、 よ り 権 威 が ある か ? ) 


(c)2000707 初 出 


筆者 は 、 態 度 の ドラ イ / ウ ェ ッ ト さ と 、 国 際 標 準 と 考え られ る 
態度 と の 関連 を アン ケー ト 調 査 し まし た 。 筆 者 は 、 そ の 結 
果 、「 国 際 標 準 。 (国際 的 な 権威 が ある 。) = ドラ イ 」 と 
(現代 日 本 若年 層 に は ) 捉え られ て いる こと を 、 明 ら か に し 
中 kb 


(上 記 の 内 容 の 詳細 に つい て は 、 資 料 編 を 参照 し て 下さ 
Ks) 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 態度 の どちら が 、 よ り よ い (好ま し い 、 
望ま し い ) と 考え られ て いる か ? 


2000.11-2003.6 初 出 


人 筆者 は 、 態 度 の ドラ イ / ウ ェ ッ ト さ と 、 社 会 的 望ま ほし さと の 関 
連 を アン ケー ト 調 査 し た 。 健 者 は 、 そ の 結果 、「 よ り よ い 
(好ま し い 、 望 まし い ) = ドラ イ 」 と (現代 日 本 若年 層 に 
) 提 え られ て いる こと を 明らか に し た 。 


現代 の 日 本 の 若者 が 、 心理 テス ト で 、 自 分 の 性 格 に つい て 回 
答 す る 結果 が 、 ド ライ で ある こと が 多い と いう 調査 結果 が 出 
て いる 。 こ れ は 、 伝 統 的 に 捉え られ て 来 た 、「 日 本 的 = 
ウェ ッ ト 」 の 図式 と は 、 明 ら か に ずれ て いる 。 


Edwards,AL (1953) に よれ ば 、 性 格 検査 や 心理 テス ト に 用 い 
られ る あら ゆる 項目 の 内 容 が 「 社 会 的 哨 ま し さ 」 の 次 元 上 に 
位置 づけ られ て お り 、 社 会 的 に 望ま し い 内 容 を 含む テス ト 項 
目 ほ ど 、 回 答 者 が 「 自分 に 当て は まる 」 と 答え や すい 、 と さ 
れ て いる 。 

日 本 の 若者 が 、「 ド ライ 」 な 方 の 項目 を 選択 し が ちな の は 、 
性 格 ・ 態 度 が ドラ イ で ある こと が 、「 (社会 的 に ) より よ 

好ま し い 、 財 ま し い 」 と どき れ て で いる た め 、 そ れ に 自分 の 
姿 を 合わ せよ うと し て いる か ら で あ り 、 彼 ら の 本 当 の ( 無 

識 の ) 性 格 は ウェ ッ ト な の か も 知れ な い 、 と いう 可能 性 を 人 否 
EGG きい 

そこ で 、「 よ り よ い (好ま し い 、 望 まし い ) 、 と 日 本 の 若者 
に よっ て 捉え られ る の は 、 よ り ド ライ な 態度 の 方 で ある 」 と 
いう こと を 検証 する た め に 、 イ ンタ ーネット 上 で アン ケー ト 
調査 を 行っ た 。 

アン ケー ト 調 査 は 、「 あ な た の 性 格 が 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト の 

どちら か 、 心理 テス ト で 診断 し ます 」 と いう Web サ イト を 構 
築 し 、 そ の サイ ト に 診断 を 受け に や っ て くる 人 た ち に 、 関 所 





を 設け て 、「 対 に な っ て いる 態度 の うち どちら が 、 よ り よ い 

か 」 を 答え させ て 、 ち ゃ ん と 答え た ら 、 そ の 時 点 で 初め て 、 

本 来 の Web ペ ー ジ に 行け る 、 す な わ ち 心理 テス ト が 受け られ 

た り 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 態度 に つい て の 説明 が 読め た りす 

る の よう なぜ 形 で 行っ た 。 

調査 項目 は 、1999.$ >7 に 調査 し て 、 有 意 に ドラ イ (ウェ ッ 

ト ) と 感じ られ た アン ケー ト 項 目 全体 か ら 、 (原則 と し て Z 
得点 3.00 以 上 を 得 た こと 。) 40 程 度 の 項目 を 、 分 類 毎 に まん 

Em の 

回 答 期間 は 、2000.10 月 下旬 で あっ た 。 

[結果 ] 

回 答 者 総数 は 約 200 名 で あっ た 。 男 女 比 は ほぼ 243:$$ で 若干 女 

性 の 方 が 多かっ た 。 

ま ぼ 90 % を 占め 、 圧 倒 的 に 若い と いえ る こと 。 


回 答 結果 (どちら が より 良い 、 好 まし い 、 望 まし い 態 度 
か ?。) 

回 答 時 期 2000/10/24-23 
回 答 数 200 

男 44.000 % 

女 $6.000 % 

10 代 31.000 % 
20 代 $6.300 % 

30 代 11.500 % 
40 代 1.000% 

S0 代 0.000% 

60 代 0.000% 

70 代 0.000% 

回 答 比率 


表 _48 


生 ) 有意 水準 柳 の 「-. 一 」 表 示 は 、 仮 説 で ドラ イ と 仮定 し た 


項目 。 (左側 。) それ に つい て 、 実 際 の アン ケー ト に お い 

て 、 好 まし いと され た 割合 が 50% を 超え た が 、 有 意 水 準 0.10 
に は 達し な か っ た も の 、 

「x.xx」 表 示 は 、 仮 説 で ドラ イ と 仮定 し た 項目 。 (左側 。) 

それ に つい て 、 実際 の アン ケー ト に お いて 、 好 まし いと され 
た 割合 が 50% に 達し な か っ た も の 。 


結末 と し て は 、。。 

ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ を 示す 各 態 度 項 目 に つい て 、 各 々 「 よ り 
まま いこ と ( 条 ま し い 、 時 まし いこ と 。) 」『! よ り よ く な が な い 
人 E ま 2 いい 、 時 まし く か いこ と 。 ) 

・「 ド ライ 」 な 方 を 、 有 意 な 差 (水準 16) で 「 よ り よ い 」 
と し た 項目 一 87.8% (36/41) 

・「 ウ ェ ッ ト 」 か 方 を 、 有 竜 な 差 (水準 1%) で 「 よ り よ 
い 」 と し た 項目 つ 2.4% (141) 

・ 有意 な 差 (水準 1% ) が な い 項 目 一 9.8% 。 (4/41) 

と な り 、「 ド ライ 」 な 方 を 、 有 意 な 差 (水準 16) で 「 よ り 
よい (好ま し い 、 思 ま し い ) 」 と し た 項目 が 、 全 体 の 90% を 
占め 、 よ り 多 か っ た 。 逆 の 項目 は 、 ほ と ん ど な か っ た 。 
結果 と し て は 、「 よ り よ い (好ま し い 、 望 まし い ) = ドラ 
イ 」 と いう 仮説 は 、 十 分 支持 され た 。 

この 結果 か ら 考 える と 、 心理 テス ト で 「 ド ライ 」 と いう 間 定 
結果 を 得 た 回 答 者 は 、「 ド ライ な 方 が 望ま し い 」 か ら 、 ド ラ 
イ な 方 の 選択 肢 を 選ん で いる だ け で 、 本 当 は ウェ ッ ト な の か 
も 知れ な い 。 そ の 点 、 い か に し て 、 「 社 会 的 思 ま しさ 」 の バ 
イア ス か ら 自 由 に な っ た 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト 導 定 心理 テス ト 
SI さら な る 検討 が 必要 な よう に 思わ れ 


な ぜ 、 「 ド ライ 」 な 性 格 ・ 態 度 が 、 日 本 の 若者 に 
どっ で て 、 より よ NY (好ま し い 、 時 まし い ) る 所 え られ で いる 
の で あろ うか ? 

理由 と し て は 


) 戦後 の 、 ア メリ カ 占 領 軍 主 導 に よる 、 ド ライ な 「 日 本 
本 戦前 の 隣組 や 特 高 警 察 な ど を 特徴 と す 
る 、 相 互 路 視 と プラ イバシー 十 渉 、 言 論 の 自由 の 系 奪 と いっ 


た ウェ ッ ト な か 日 本 社会 の あり 方 を 償 定 する 風潮 の 高まり に よ 
り 、「 ド ライ = 望ま し い 」 と いう 見 方 が 広がっ た 。 日 本 の 若 
年 層 は 、 戦 前 の 日 本 に つい て 知ら ず 、 戦 後日 本 の 価値 の み に 
さら され て 育っ て きた の で 、「 ド ライ = 望ま し い 」 と 素 衣 に 
答え た と 考え られ る 。 


( 2 ) 現代 の 日 本 社会 に お いて は 、 従 来 の ウェ ッ ト さ の 源泉 
と な る 、 稲 作 農耕 由来 の 共同 体 規 制 が 、 社 会 の 工業 化 や 交通 
通信 網 の 発達 に より 、 解 体 さ れ 、 社 会 を 構成 する 人 々 の ドラ 
イ な 遊牧民 」 化 が 進ん で いる 。 こ の 日 本 社会 の ドラ イ 化 傾 
向 が 、 ド ライ な 性 格 ・ 態 度 を 社会 的 に 望ま し いも の に させ て 
WS. 

( 3 ) 現代 の 日 本 社会 に お いて は 、 従 来 より 引き 続き 、 以 下 
の 傾向 が 強い 。 先 進 国 と し て の 欧米 社会 を 指向 する こと 。 
(真似 よう 、 追 いつ こう と する こと 。) 例え ば 、 商 品名 に 欧 
米 風 の カタ カナ 読み や アル ファ ベッ ト を 進ん で 用 いる 、 と 
いっ た 現象 な ど が 、 こ の 現れ で ある と 考え られ る 。 了 欧米 社会 
は 、 ド ライ と 考え られ て いる た め 、 欧 米 社会 に 根本 面 で 追い 
つく < 抜き 去る に は 、 ド ライ な 態度 を 取る の が 望ま し い 、 と 
KN の か の 

と いっ た 点 が 考え られ る 。 

[参考 文献 ] 

Edwards,A.L. 1953 The relationship between judged desirebilhty of a 
trait and the plobabihty that the trait will be endowsed. Journal of 
Applied Psychology, 37.90-93 


(c)2000.11-2003.6 初 出 


社会 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と 近代 化 


1999.9-2006.6 初 出 


社会 の ドラ イ / ウ ェ ッ ト さ と 、 近 代 化 と の 関連 を 調べ まし た こ 
と 。 「 近 代 的 = ドラ イ 」 と いう 関係 を 明らか に する と と も 
に 、 日 本 の よう な ウェ ッ ト な 社会 の 近代 化 の あり 方 に つい 
て 、 「! 提 似 ド ライ 化 」 と いう 概 公 を キー に し で まとめ まし た 
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1. ウ ェ ッ ト な 社会 の 近代 化 

社会 学 関連 辞書 の 定義 に よれ ば 、 近 代 化 と は 、 社 会 が 、 合 理 
的 、 科 学 的 、 個 人 主義 的 に な る こと 、 人 間 の 評価 が 、 そ の 所 
属 より も 業績 に よっ て な され る こと 、 分 業 (官僚 制 ) が 進展 
する あご と 。 と いっ つた だ た さ うに 所 えら れ て いる 。 

筆者 が 、1999.5 こ 7 に か け て 行っ た ん 、 ア ン ケ ー ト 詩 査 結果 に よ 
れ ば 、 近 代 的 、 進 歩 的 、 合 理 的 、 科 学 的 と いっ た 用 語 は 、 い 
ずれ も ドラ イ な 成 覚 を 与え る こと が 鹿 明 し た 。 よ っ て 、「 近 
代 化 = 行動 様式 の ドラ イ 化 」 と 捉え られ る こと 。 


ドラ イ な 社会 は 、 考 え 方 が 合理 的 ・ 科 学 的 で あり 、 未 踏 の 分 
野 に 積極 的 に 拡散 し よう と する 、 独 創 的 で ある た め 、 ウ ェ ッ 
ト な 社会 の 個人 に 比べ て 、 よ り 先 進 的 な 考え を 持つ こと が で 
きる 。 近代 化 を 自ら 内 発 的 に 進め る 力 を 持つ こと 。 

それ に 比べ て 、 ウ ェ ッ ト な 社会 は 、 丘 合理 ・ 考 科学 的 で あ 
り 、 未 踏 の 分 野 に 自分 か ら 進 ん で 出 よ うと し な い 。 前 例 踏 誤 
的 で 、 独 創 性 を 軽 ん じ る た め 、 ド ライ な 社会 に 比べ て 、 よ り 
後進 的 な 考え 方 を 持つ こと に な る こと 。 (ドラ イ な 社会 と 自 
分 を 比べ る こと で 、 絶 え ず 、 後 進 性 の 東 縛 に 悩ま され る こ 
と 。) 近代 化 を 自ら 内 発 的 に 進め る 力 が な いこ と 。 近 代 化 
を 、 ド ライ な か 社会 が 独創 し た と ころ の 前 例 を 、 踏 襲 ・ 採 用 す 
る 、 上 真似 る こと に より 、 初め て な し と げ る こと 。 


ウェ ッ ト な 社会 が 近代 化 を 進め る に は 、 ド ライ な 社会 へ の 同 


調 が 不可 欠 で ある 。 
ウェ ッ ト な 社会 は 、 近 代 化 を な し と げた ドラ イ な 社会 の 諸 制 
ES 自分 た ち も 急 いで 近代 化 を な し と げ よ うと す 


の 「 同 調 」、 ド ライ な 文化 の 「 権 威 主義 」 的 
受容 は 、 い ずれ も 動機 が ウェ ッ ト な と ころ か ら 出 て いる 。 見 
か け は ドラ イ だ が 、 中 身 は ウェット の まま で ある 。 具 の ドラ 
イ 化 は 図れ な い 。 上 真 の ドラ イ 化 を 実現 する に は 、 同 調 指向 、 
権威 主義 を 捨て 去る 必要 が ある 。 


2. ド ライ か 文化 の 「 ウ ェ ッ ト な 」 や り 方 で の 受容 

近代 以降 の 世界 に お いて は 、 ド ライ な 欧米 文化 が 、 世 界 標 準 
で あり 、 望 まし いと され て いる 。 現在 行動 様式 の 世界 標準 
(globalstandard) は 、 欧 米 的 = ドラ イ で あり 、 世 界 的 に より 
権威 ある 行動 様式 は 、 ド ライ な 行動 様式 で ある と いえ る 。 
ウェ ッ ト な か 日 本 社会 は 、 欧 米 文化 に 同調 し て 、 自 由 主義 、 個 
人 主義 な む な ど ドラ イ な 行動 様式 を 真 似 よう と し て いる 。 

ドラ イ な 欧米 文化 が 、 世 界 標 準 で ある こと が 、 権威 と し て 便 
く 。 ウェット な 社会 の 成員 に は 、 自 分 た ち も そ の (世界 標準 
の ) 二見 に な の ろう と する に こと 。 (人 作 し まう と する こ 

と 。) 、 そ し て その こと で 世界 の 主流 派 の 中 に 入ろう (欧米 
並み に な ろう と する こと 。) と する 気持 ち を 起こ させ る こ 
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現代 日 本 社会 に お いて は 、 ド ライ か な 文化 の 、「 ウェット な 」 
や り 方 で の 受容 が 見 られ る 。 
ウェ ッ ト な 社会 の 成員 は 、 互 い に 「 同 調 し て (みん な 一 緒 
に ) 」 ド ライ な 社会 の 行動 様式 を 真似 る こと 。 例 えば 
(ウェ ッ ト な 社会 に 顕著 な こと 。) 「 集 団 主義 的 」 な や り 方 
一 斉 に 、 ド ライ な 社会 に 顕著 で ある と ころ の 「 個 人 主 
義 」 的 に 振る 舞 お うと する こと 。 (プラ イバシー の 末 重 を 訴 
ぐだ 
(周り の 紳 が そう し て いる よう に 。) 欧米 的 (例え ば 個人 主 
義 的 ) に 振る 舞 わ な いと 、 恥 ず か し い (周り の 目 を 気 に す る 
の 生ま 


し か る に 、 本 当 に ドラ イ か 文化 で は 、 人 々 は 、 こ うし た 同調 
を 好ま な い 。 


日 本 社会 は 、 最 初 は 、 自 分 の ウェ ッ ト な 行動 様式 を 変え ず 
に 、 ド ライ な 社会 の も た ら す 外面 的 な 技術 だけ を 取り 入れ よ 
うと し た (いわ ゆる 和 魂 洋 オ ナ ) こと 。 し か し 、 表 面 的 な 技術 
導入 だ け で は 、 い つま で た っ て も 完全 に 追い つく こと が で き 
な い 。 社 会 が ウェ ッ ト で ある こと 。 (合理 性 より も 、 精 神主 
義 を 重視 する な ど 。) それ が 、 真 正 の 近代 化 を 妨げ た 。 

日 本 社会 は 、 欧 米 社会 の あり 方 。 (globalstandard) に 、 よ り 
完全 に 同一 化す る た め に 、 行 動 様式 も ドラ イ な 社会 に 同調 さ 
せ て 合わ せよ うと し は じ め て いる 。 こ うし た 現象 が 顕著 に 
な っ た の は 、 戦 後 の 欧米 (特に アメ リカ ) を 社会 的 行動 の 手 
本 と する 教育 を 受け た 世代 の 子供 が 、 社 会 を 担う よう に な っ 
た か ら 、 と 考え られ る 。 

し か る に 、「 同 調 」 行為 (conformism) は 、 ド ライ な 欧米 社 
会 の 個人 の 嫌う と ころ で あり 、 互 い が 独 立 し た 、 自 律 的 な 振 
る 舞い を する こと を 望む 。 そ の 点 、 同 調 指向 が 社会 の 基本 と 
な っ て いる 日 本 社会 と は 、 た と え 見 か けが 互い に 同じ に な っ 
て き て いて も 、 な お 、 根 本 的 な と ころ で 仕組 み が 食い 違っ て 
いる 。 欧 米 社会 に 集団 主義 的 ・ 権 威 主義 的 に 同調 ・ 追 随 し 
て 、 横 並び に な ろう と する こと 。 (例え ば 、 個 人 主義 、 自 由 
主義 を 質 で 一 斉 に 真 伺 よう と する こと 。 ) その 京 、 現 代 日 本 
社会 と 、 人 々 が 反 権 威 主義 、 疾 同調 指向 、 横 並び より は バラ 
バラ に 自由 に 違 う 方 向 に 動く こと を 指向 する 伝統 的 な 欧米 社 
会 と は 、 見 か けが ドラ イ で ある 点 で 互い に 似 て いる に も か か 
わら ず 、 明 ら か に 根本 的 な と ころ で 、 今 な お 、 か み 合 わな い 
で ころ が ある 。 

本 質 的 に ウェ ッ ト な 社会 で ある 日 本 は 、 個 人 主義 、 自 由 主 義 
な ど を 、 欧 米 社会 が 、 世 界 的 に みて 勢い が ある 限り 、 
globalstandard の 地位 を 保っ て いる 限り に お いて 、 上 真似 よう 、 
同一 化し よう と する の で あり 、 欧 米 社会 の 勢い が 衰え た と き 
は 、 ま た 別 の 、 個 人 主義 、 自 由 主義 で な い 、 ウ ェ ッ ト な 社会 
制度 に 回 帰し よう (真似 する 対象 を 変え よう こと 。) と する 
と 考え られ る こと 。 そ の 点 、globalstandard で ある な し に か か 
わり な く 、 個 人 主義 、 自 由 主 義 的 で あり 続け よう と する 欧米 
社会 と は 、 社 会 の あり 方 が が 本 質 的 に 異な る 。 


3. ウ ェ ッ ト な 社会 の 擬似 ドラ イ 化 (ドラ イ な 社会 へ の 見 か け 
上 の 同一 化 ) 


上 記 の 、 ウ ェ ッ ト な 社会 の ドラ イ 化 と いう 現象 は 、 「 擬 似 」 
ドラ イ と 「 真 正 」 ドラ イ と の 区 別 、 と いう 用 語 で 説明 する こ 
が で きる 。 

(1) 「 擬 似 ド ライ 」 な 人 間 は 、 (本 当 は ウェ ッ ト な の だ 
が 。) 権威 主義 な ど に よっ て 、 ド ライ な 行動 様式 に 追従 ・ 同 
調 (真人 也 ) し 、 見 か け は ドラ イ に 見 える 。 

(2 ) 「 真 正 ド ライ 」 な 人 間 は 、 自 ら の 意思 で ドラ イ に 動い 
て いる 。 ド ライ さ が 、 自 然 に 身 に つい て いる 。 
擬似 ドラ イ が 真正 ドラ イ に な る に は 、 権 威 主義 、 同 調 指向 な 
ど 、 行 動 の 根底 に ある ウェ ッ ト さ を 、 捨 て 去る 必要 が ある 。 

「 擬似 ドラ イ 」 な 行動 様式 に お いて は 、 ド ライ に 振る 舞う 動 
機 が ウェ ッ ト な と ころ か ら 来 て いる こと 。 (権威 が ある か 
ら 、 自 分 も それ と 一 体 化 し よう 、 和 真似 よ うと する こと 。) 

「 擬 似 ド ライ 」 な 人 々 は 、 個 人 主義 的 な 動作 を 、 集 団 主義 的 
に 行う こと 。 (みん な で 同調 する こと 。) ある い は 、 反 権威 
的 な 社会 運動 に 、 権 威 主義 的 に (見 習う べき 手 本 と 見 な し 
て ) 追随 する こと 。 あ る い は 、 個 人 主義 や 自由 主義 の 欧米 生 
まれ の ドラ イム な 学説 を 権威 ある も の と し て 崇拝 し 、 一 体感 を 
の の の の の だ 。 


要 は 、 ウ ェ ッ ト な 自分 と は 正反対 の 行動 を し よう と し て いる 
の で ある 。 そ の 過程 で 、 無 意識 の うち に 精神 的 葛藤 が 起き て 
いる 。 自 分 の や っ て いる こと の 盾 ( 手 同 調 的 な 行動 様式 

に 、 同 調 す る 、 自 由 主 義 を 、 欧 米 に 追い つく た め に 、 官 民 一 
体 と な っ た 統制 の うち に 取り 入れ る .…) に 明示 的 に 気づく 

と 、 一 種 の 精神 分 裂 に 陥る 危険 が ある 。 


擬似 ド ライ 」 な 人 々 は 、 ド ライ な 行動 を 、「 ウェット さ . 
を 保っ つた まま 頁 似 よう と する 。 「 ウ ェ ッ ト 」 な 本 質 の まま に 
行動 する か ら こ そ 、 「 真 他 る 」 こ と に な る こと 。 例 えば 、 個 
人 主義 を 、「 集 団 主義 的 」 ( 皆 一 斉 ) に 、 取 り 入れ よう と す 


る こと 。 自 分 た ちと は 正反対 の 行動 様式 を 、 真 似 し て 同一 化 
し よう と し て いる 。 そ こ に は 、 深 刻 な 自己 矛盾 が 存在 する 。 


擬似 ドラ イ 化 (ウェ ッ ト な 社会 に よる 、 ド ライ な 社会 の 真 
似 ) 」 に よっ て 実現 され る の は 、 あ くま で 見 か け だ け の 「 擬 
似 個 人 主義 」 「 擬 似 自 由 主 義 」 で あり 、 「 真 正 個人 主義 」 
真正 自由 主義 」.… と は 区 別 さ れ な けれ ば な ら な い 。 自 分 た 
ち 本 来 の 行動 様式 と は 正反対 の 行動 様式 へ の 、 無 理 や り の 
(仕方 な し の ) 同調 に より も た ら さ れ て いる の で あっ て 、 同 
調 に 疲れ る と 、 も と の 集団 主義 、 規 制 主義 に 戻っ て し まう 可 
能 性 は 大 きい 。 自 分 た ちの 性 向 と は 反対 の 行動 様式 を 真似 る 
の は 、 疲 れる 。 


ウェ ッ ト な 社会 で ある 日 本 に お いて は 、 生 活 の 欧米 化 は 、 確 
か に 進ん だ が 、 社 会 が 完全 に 欧米 と 同質 化し た と は いい が た 
い 。 (個人 主義 、 自 由 主義 、 疾 同 調 、 独 創 性 の 重視 な ど 。 そ 
れ ら は 進ん で いな い 。) むし ろ 、 ド ライ な 欧米 社会 へ の 同調 
の 過程 で 、 自 分 た ちと 欧米 社会 と の 差異 が 紙 え ず 意 識 さ れ 、 
その ギャ ッ プ を 埋め る べく 、 よ り 完 全 に 、 手 本 と な る 欧米 の 
真似 (より すがる 條 き 権 威 と な る 欧米 の 真似 ) を し よう と 臣 
起 に な っ て いる さま が うか が える 。 そ し て 、 ギ ャ ッ プ は 永遠 
に 埋まら な い 。 な ぜ な ら 、 ド ライ な 欧米 社会 の あり 方 は 、 こ 
れ ま で の 日 本 社会 に お いて (欧米 社会 に 対す る 同一 化 へ の ) 
原動力 と な っ て きた 「 権 威 へ の 追随 」「 同 調 」 と は 反対 の 極 
人 致 に ある か ら で あ る 。 


ウェ ッ ト な 社会 は 、 ド ライ な 社会 が 優勢 で ある 限り に お い 

て 、 自 分 も それ を 真似 て ドラ イ に 感じ られ る 行動 を 取る が 、 

根 旅 に お いて は ウェ ッ ト さ を 「 温 存 」 し て お り 、 ド ライ な 社 
会 が 優勢 で な く な る 、 な いし 、 不仲 な どの 理由 で ドラ イ な 社 
会 と の 交流 が 途 紙 え る と 、 本 来 の ウェ ッ ト な (手合 理 、 集 団 
主義 ..) 本 性 が 頭 を も た げ る 。 


た だ し 、 も と は ウェ ッ ト な 社会 で あっ て も 、 い っ た ん ドラ イ 
な 自由 さ な ど の 味 を 知っ て し まう と 、 か っ て 身近 に 存在 し 

こ 、 共 同体 的 規制 が も た ら す 人 間 関 係 の 如 わ し さ の 再発 に 対 
の の 060 が 6 ドラ イル まま で いよ うと の 。 と いう こと も 


考え られ る 。 


4. も う 一 つの 「 擬似 ドラ イ 化 」 類型 


擬似 ドラ イ 化 に も 、 上 記 で 巡 べた 、 積 極 的 に 、 ド ライ な 社会 
に 同調 する 形 で な され る も の 以外 に 、 各 人 が 、 ウ ェ ッ ト な か 相 
互 牽 制 を も た ら す 共同 体 的 規制 か ら 、 何 ら か の 外 的 要因 に よ 
り 切 り 離 され る こと で 、 受 動 的 ・ 消 極 的 に な され る も の と が 
ある と いえ る 。 


消極 的 な 擬似 ドラ イ 化 。 そ れ は 、 共 同体 ( 主 に 農業 ) を 構成 
し て いた 各 人 が 、 以 下 の 状態 に な る こと 。 

1) 交通 ・ 通 信 の 発達 に より 、 バ ラバ ラ に 離れ て 居住 する こ 
の 
2) 分 業 化 の 進展 に より 、 別 々 の 異な る 業務 に 従事 し た り 、 

興味 を 抱い た りす る こと 。 

その こと で 、 共 通 の 話題 が な く な り 、 各 人 が 自分 の 世界 に 閉 
じ こ も る こと 。 そ の 形 で 進む 。 


こう し た 消極 的 ドラ イ 化 は 、 例 えば 、 家 族 関 係 に お いて 、 各 
人 が 、 別 々 の 時 間 に 帰 宅 し た り 、 食 事 を 取っ た りす る こと に 
より 、 場 を 互い に 共有 する こと な く 、 そ れ ぞ れ の 個室 に 閉じ 
こも っ て 自分 の 世界 を 追求 する 形 で 現れ る 。 


ウェ ッ ト な 社会 の 人 々 は 、 も と も と 共同 体内 で 自己 完結 する 
閉鎖 指向 的 な 世界 に 生き て きた た め に 、 共 同体 の 外 に 対し て 
積極 的 に 自ら 進ん で いく 気概 に 乏 し い 。 そ の た め 、 そ の まま 
で は 、 縁 故 の な い 見 知ら ぬ 他 人 に 対し て 、 信 頼 を お いて 、 コ 
ミニ グーン ジョン を る 取る と し いう こと が か かい 。 ニ で 、 見 知ら 
ぬ 他 人 に 取り 囲ま れ た 状態 (いわ ゆる 混 住 化 状態 ) で は 、 各 
人 が 自分 の 殻 を 作り 、 外 部 に 対し て 閉ざさ れ た 、 消 極 的 な 態 
度 を 取る こと に な る 。 共 同体 が 、 閉 鎖 的 な 性 質 を 保っ た ま 
ま 、「 個 人 化 」 し た 、 と も 言え る 。 


共同 体 規制 か ら 外 れ て 、 大 都会 の 団地 な ど 、 見 知ら ぬ 同 士 が 
隣り 合わ せ に 居住 する よう に な っ た 、 ウ ェ ッ ト な 社会 の 人 々 


は 、 互 い に 、 相 手 の 持 つ 閉 ざさ れ た (自己 完結 し た こと 。) 
世界 を 大 事 に し て 、 相 手 の と ころ に は 、 自 分 か ら 積 極 的 に は 
入っ て 行こ うと し な い (互い に 相手 の こと は 、 そ っ と し て お 
こう 、 と する 。) こと 。 こ れ は 、 互 い に 、 相 手 に 対す る 配慮 
(気配 り ) や 、 相 手 が 傷つか な いよ うな 優し さ を 保っ つた まま 
の 自 閉 化 で ある こと 。 


この 自 閉 的 態度 は 、 真 正 の ドラ イ な 態度 と は 、 個 人 の 世界 を 
大 切 に する 点 (個人 主義 ) で は 同じ で ある 。 し か し 、 真正 ド 
ライ な 人 々 の 取る 、 互 い に 相手 の 心 の 状態 を あま り 配 慮 し な 
い 態 度 ( 旧 人 間 指向 ) や 、 自 分 の 意見 を 、 相 手 に 対し て 率 三 
に 、 白 黒 を は っ きり させ る 形 で 、 相 手 が 傷 つく こと に お 構い 
な し で 述 べ る 態度 ( 反 あ いま い 指 向 ) 態度 と は 、 明 ら か に 異 
質 で ある 。 か と いっ て 、 従来 の 共同 体 規制 下 に お いて 見 られ 
た よう な 、 互 い の プ ライ バシ ー の 探り 合い ( 千 渉 ) が 行わ れ 
な い 点 、 従 来 の ウェ ッ ト な 対人 関係 と も 、 異質 で ある 。 


こう し た 点 で 、 現 代 の ウェ ッ ト な 社会 に お いて は 、 自 閉 的 個 
人 主義 etc- と いっ た 、「 消 極 的 な いし 自 閉 的 な 擬似 ドラ イ 
化 」. が 、 ド ライ な 社会 に 同調 する 形 で の 「 積 極 的 ・ 同 調 的 な 
擬 付 ドラ イ 化 」 と 並行 し て 、 進 行 し つつ ある 、 と 詩 え る 。 


以上 まとめ る と 、 擬 似 ド ライ 化 は 、1。) 積極 型 (同調 型 ) 
と 、2) 消極 型 ( 自 閉 型 ) と に 、 さ ら に 細か く 分 類 さ れる 、 
ど を いえ る こと 。 


5. ウ ェ ッ ト な 社会 が ドラ イ な 社会 より 優位 に 立つ た め の 条 
則 


ウェ ッ ト な 社会 は 、 い つも 、 ド ライ な 社会 より も 後進 的 で あ 
る か ら と いっ て 、 い つも ドラ イ な 社会 より も 劣勢 に 立た され 
で いる 訳 で は な が ない 。 

ドラ イ な 社会 に お ける 技術 の 発展 が 止ま る こと 。 (技術 的 に 
成熟 期 を 迎え る こと 。) する と 、 ウ ェ ッ ト な 社会 が ドラ イ な 
社会 を 上 回 る よう に な る 。 (例え ば 、 自 動車 産業 。) 

技術 が 急速 に 進歩 し て いる 間 は ドラ イ な 社会 が 優勢 だ が 、 技 


術 が 成 名 し 、 進 歩 が 滞 進 的 と な る ( 小 改良 の 積み 車 ね に な 
る ) と 、 ウ ェ ッ ト な 社会 が 優勢 と な る 。 ウ ェ ッ ト な 社会 は 、 
大 胆 な 技術 革新 に は 向い て いな い が 、 既 に ある 技術 的 前 例 を 
も と に し た 、 細 々 と し た 手 衣 し 、 技 術 同士 の 組み 合わ せ 変 更 
は 得意 だ か ら で あ る 。 

ドラ イ な 社会 が 技術 革新 を 続け て いる 間 は 、 ウ ェ ッ ト な 社会 
は 、 そ の catchup に 此 命 に 努め な けれ ば な ら な い (同調 型 の 擬 
似 ド ライ 化 が 必要 と な る 。) こと 。 し か し 、 ド ライ な 社会 の 
技術 水準 に 、 ウ ェ ッ ト な 社会 が いっ た ん 追い つく と 、 今 度 
は 、 ウ ェ ッ ト な 社会 が 、 技 術 の 小 改良 、 実 用 化 に (ドラ イ な 
社会 より も 。) 優れ て いる た め 、 ド ライ な 社会 より も 優位 に 
立つ こと に な る 。 た だ し 、 ド ライ な 社会 が 再び 新た な 大 規模 
な 技術 革新 に 成功 する と 、 ウ ェ ッ ト な 社会 の 成員 は 、 再 び 、 
ドラ イ な 社会 の 成員 に 比べ て 相対 的 に 後進 的 な 状態 に 逆戻り 
し 、 「 後 追い 」 を 行わ な けれ ば な ら な いこ と 。 こ れこ そ が 、 
ウェ ッ ト な 社会 を 1 悩ます 「 後 進 性 の 東 縛 」 で ある 。 

以上 を まとめ る と 、 近 代 化 (技術 革新 ) の 進行 に お いて 
(は 

1) 革新 期 ド ライ な 社会 に よる 、 独 創 的 で 急速 な 技術 革新 が 行 
われ る 時 期 つ ドラ イ な 社会 が 有利 で ある 。 (ウェ ッ ト な 社会 
は 、 追 いつ く の に 精 一 杯 で 、 「 後 進 性 の 東 縛 」 に 悩ま され 
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2) 成 誤 期 技術 革新 の 速度 が 鈍り 、 ウ ェ ッ ト な 社会 が ドラ イ 
な 社会 に 追い つい て 、 技 術 の 小 改良 、 実 用 化 を 行う 時 期 一 
ウェ ッ ト な 社会 が 有利 。 

の 2 つの タイ フ プ の 期間 が 、 循 環 式 に 、 革 新 (ドラ イ 有 利 ) 一 
成幸 (ウツ ウェット 有 利 ) 一 革新 (ドラ イ 有 利 ) 一 成 封 (ウツ ウェッ 
ト 有 利 ) .…… と いっ た 感じ で 、 繰 り 返 す と 考え られ る こと 。 
な お 、 ウ ェ ッ ト な 社会 は 、 合 理性 な ど よ り も 、 感 情 な ど 人 間 
の ウェ ッ ト な 部 分 に 訴え る 文化 を 生成 する 能力 (例え ば アニ 
メ 作 品 な ど を 生成 する 能力 ) に つい て は 、 も と も と ドラ イ な 
社会 を 上 回 っ て いる こと が 考え られ る 。 


1999.9-2006.6 初 出 


ドラ イ な 知性 、 ウ ェ ッ ト な 知性 


(c)1999.11 初 出 


社会 の ドラ イ / ウ ェ ッ ト さ と 、 知 性 の あり 方 (望ま れる 研究 者 
像 な ど ) と の 関連 を 考え て み ま し た こと 。 そ の 結果 、「 ド ラ 
イ = 独 創 型 」、「 ウ ェ ッ ト = 博 識 型 」 と いう 概念 で まとめ ら 
れる こと が 分 が り ま し た 。 


1. 社 会 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と 、 知 性 の あり 方 
ドラ イ な 社会 と 、 ウ ェ ッ ト な 社会 と で は 、 社 会 に 典型 的 な 知 
性 の あり 方 、 例 えば 、 望 まし いと され る 研究 者 (学者 ) の あ 
り 方 が 、2 つ の 異な る 社会 の タイ プ に 応じ て 、 変 わっ て くる 
と 見 られ る 。 

筆者 が 、1999.5 こ 7 に か け て 行っ た ん 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 性 
格 ・ 態 度 が どの よう な も の で ある か に つい て の 調査 結果 か ら 


は 

ドラ イ な 性 格 の 持ち 主 は 、 「 独 創 指向 。 (未知 の 領域 に 進 も 
うと する こと 。) 」 が より 強く 、 一 方 、 ウ ェ ッ ト な 性 格 の 持 
ち 主 は 、 「 前 例 指向 。 ( 今 ま で いた 償 域 に と ど ま ろ うと する 
こと 。) 」 が より 強い 、 こ と が 鹿 明 し た 。 


上 記 の 結果 を 、 知 性 の あり 方 と 関連 づけ て 考え る と 、 ド ライ 
な 知性 は 、 新 た な 分 野 へ の 拡散 を 指向 し 、 ウ ェ ッ ト な 知性 
は 、 前 例 と な る 知識 の 蓄 積 を 指向 する 、 と 言え そう な こと が 
分 か る 。 
ドラ イ な 知性 は 、 発 明 ・ 発 見 し た アイ デア の 斬新 さ で 勝負 す 
る の に 対し て 、 ウ ェ ッ ト な 知性 は 、 知 識 量 で 勝負 する 。 
以上 に つい て まとめ る と 、 ド ライ な 知性 は 、 「 独 創 的 。 
(innovative) 」 で あり 、 ウ ェ ッ ト な 知性 は 、 「 博 識 的 。 
(leamed) 」 で ある 、 と いう こと に か る こと 。 


2. 独 創 型 の 知性 の あり 方 

独創 型 の 研究 者 は 、 新 規 の アイ デア を 重んじ る 。 独創 型 の 知 
性 の 持ち 主 は 、 今 まで に な い 、 新 た な 未知 の 分 野 を 切り 開く 
こと に 心 を 奪わ れる 。 

独創 的 な 学者 は 、 今 まで 誰 も 挑ん だ こと の な い (な いし 挑ん 
だ が 失敗 し た 。) 方 面 へ 、 失 敗 し た り ダ メー ジ を 受け た りす 
る 危険 を 者 みず 、 積 極 的 に 進ん で いこ うと する こと 。 

そし て 、 自 分 が 世界 で 初め て 生み 出し た 成果 を 、 自 分 自身 の 
アイ デン ティ ティ 、 な いし 、 後 世 ま で 残る 生き た 証 と する こ 


の る 

独創 型 の 研究 者 は 、 婚 存 学説 か ら の 自己 切り 離し を 、 指 向 す 
る 。 「 自 分 は 、 婚 存 の 学説 に な い ( 婚 存 の 学説 か ら 、 こ れ だ 
け か け 離 れ た こと 。) 、 新 た な 考え を 見 い だ す こと が で き 

た だ りあ を 喜び > 

独創 弄 は 、 既 に 存在 する 学説 を 当て に で き な い 分 、 和 失敗 や 危 
険 に 遭遇 する 可能 性 が 、 次 に 述べ る 博識 型 に 比べ て 、 極 め て 
多い 。 そ の 点 、 よ り 男 性 向き と いえ る こと 。 独創 型 が 、 知 性 
の 多勢 を 占め る 社会 に お いて は 、 和 失敗 や 危険 に 対し て 積極 的 
に 立ち 向かっ て いく 、 男 性 の 力 が (女性 に 比べ て ) 強い 、 と 
も 考え られ る 。 


3. 博 識 型 の 知性 の あり 方 

博識 型 の 研究 者 は 、「 何 で も 知っ て いる 」 こ と を 還 ん じ る 。 
既存 の 前 例 や 学説 知識 に つい て の どん な 質問 に も 答え られ る 
よう に 常に 準備 し て お り 、 暗 記 力 に 優れ て いる 。 

彼ら は 既存 の 学説 を 消化 ・ 整 理 し 、 後 進 の 者 に 分 か りや すく 
紹介 する 。 婚 存 の 互い に 関連 する 学説 同士 を 組み 合わ せ て 、 
小 改 良 を 加え る こと 。 学説 を 自分 の 頭 の 中 に 、 な る べく 多く 
詳し く 著 積 し 、 生 きた デー タベース (生き 字 引 ) と な る こ 


と る 

博識 型 の 研究 者 は 、 自 己 と 、 婚 存 学説 と の 一 体 ・ 融 合 化 を 、 
指向 する 。 

學 存 の 学説 を 要 作 よ く 整 理 し た り ま と め た りす る 能力 は 、 


ウェ ッ ト = 博 識 型 の 知性 の 方 が 上 で ある 。 

博識 型 の 学者 は 、「 よ い 」「 優 れ た 」 と 、 権 威 あ る 学者 た ち 
に 評価 され た 学説 の み を 選別 し て 蓄積 する 。 

言い 換え れ ば 、 自 分 か ら は 、 前 例 の な い 、 新 た な 未知 の 学説 
の 当否 を 評価 し よう と し な い (評価 する 能力 が な い 。 ) こ 
の 6 
そこ で 、 以 下 の よ うな 既存 の 「 権 威 あ る 」 研 究 者 た ち 、 

1) 独創 型 の 場合 は 、 今 まで に 著名 な 業績 を あげ た 研究 者 。 
2) 博識 型 の 場合 は 、 新 学説 当否 の 半 断 材料 と な る 前 例 の 革 積 
量 の より 多い 、 年 長 の 研究 者 。 

の 半 断 に 従う こと 。 

博識 型 の 知性 の 持ち 主 は 、 自 分 か ら は 新しい 学説 を 出さ ず 、 
他人 (独創 型 の 研究 者 ) の 成果 を ひたすら 吸収 する こと の み 
に 没頭 する こと 。 

すなわち 、 独 創 型 学者 が 新た に 提案 し た 学説 の 追試 、 小 履 良 
( 他 の 学説 と 結び つけ た り 、 新 た に 細か い 学 説 を 付け 加え た 
りす る こと 。) に 明け 暮れ る こと 。 そ の 点 、 受 信 一 方 で あ 
り 、 受 動 的 で ある こと 。 

博識 型 の 研究 者 は 、 独 創 型 の 研究 者 の 最新 の 成果 を 、 自 ら の 
中 に 取り 込 も う ・ 吸 収 し よう と し て 、 そ の 後 を ひたすら つい 
て 走 ろ うと する 「 知 的 追っ 掛け 屋 」、 な いし 、 新 た に 生ま れ 
た 成果 に つい て 、 第 三 者 的 に コメ ント する の み の 「 学 説 評論 
屋 」、 と な りや すい 宿命 を 持つ 。 

博識 型 は 、 既 に ある 学説 に 頼る こと が で きる 分 、 独 創 型 に 比 
べ て 失敗 や 危険 が 少な い 。 そ の 点 、 よ り 女 性 向き と いえ る こ 
と 。 逆 に いえ ば 、 博 識 型 が 、 知 性 の 多勢 を 占め る 社会 で は 、 
(男性 に 比べ て ) 失敗 や 危険 を より 忌み 嫌う 、 女 性 の 力 が よ 
り 強 い 、 と も 考え られ る 。 て 博識 型 の 知性 は 、 た と え そ の 実際 
の 担い 手 が 男 性 で あっ て も 、 (研究 者 自身 が 。) 女性 ( 母 
親 ) の 強い 影響 力 下 で 育ま れ た と 考え る の が 自然 で ある 。 


4. 研 究 者 の 評価 の あり 方 に つい て 

従来 の 嘱 ま し い 研究 者 像 は 、 独 創 的 な 成果 を 出す 研究 者 の み 
を 取り 上 げ て きた 。 こ れ は 、 明 ら か に ドラ イ な 社会 向き の 加 
まし さ で あり 、 ウ ェ ッ ト な 社会 向け の 研究 者 像 に は 当て は ま 


ら な い 。 

例え ば 、 ノ ー ベ ル 賞 (経済 学 、 物 理学 ..) は 、 今 まで に な い 
新規 の 優れ た 業績 を あげ た 学者 に 贈ら れる も の で あり 、 ド ラ 
イ な 知性 = 独創 型 向 け の 賞 で ある 。 日 本 の よう な ウェ ッ ト な 
社会 か ら の 受賞 者 は 少な い 。 

今後 は 、 ウ ェ ッ ト な 社会 向け の 知性 = 博識 型 に 対す る 賞 、 す 
な わ ち 、 い か に 要 人 録 よく 、 婚 存 の 学説 を 整理 し 、 ま と め あ げ 
た か を 、 世 界 的 に 称 震 する 仕組 み が あ っ た 方 が よ い の で は な 
し が る 。 


(c)1999.11 初 出 


社会 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と イデ オロ ギー 受容 ・ 舘 人 


2004.6 初 出 


社会 の ドラ イ / ウ ェ ッ ト さ と 、 イ デオ ロ ギ ー (思想 、 宗 教 ) 
還 和 5 介 人 0 の お 0 の の 下 当 で の お に に の の 
果 、「 ウ ェ ッ ト = (思想 ・ 宗 教 提唱 者 へ の ) 人 格 的 帰依 」、 
「 ド ライ = (思想 ・ 宗 教 内 容 自体 へ の ) 理論 的 帰依 」 と ま と 
め ら れる こと が 分 か り ま し た 。 


日 本 や 中 国 、 韓 国 の よう な 東 ア ジア の ウェ ッ ト な 社会 に お け 
る イデ オロ ギー 受容 、 信 仰 に は 、 ま ず 提 唱 者 、 教 授 者 の 人 格 
へ の 帰依 が 第 一 で 、 理 論 は 二の次 、 と いう 点 が 特徴 で ある 。 


それ に 対し て 、 西 吹 、 ア メリ カ の よう な ドラ イ な 社会 に お け 
る イデ オロ ギー 受容 、 信 仰 は 、 提 唱 者 、 教 授 者 の 人 格 に よら 
な い 、 人 格 か ら 切 り 離 され た 、 理 論 そ の も の に 対す る 帰依 が 


特徴 で ある 。 


ウェ ッ ト な 社会 に お いて は 、 何 より も 人 と 人 と の 心情 的 な 結 
び つ き や 人 柄 が 重要 視 さ れる 。 宗 教 や 学説 の 信仰 に も 、 ま ず 
「 人 格 あ りき 」 で ある 。 


すなわち 、 ウ ェ ッ ト な 社会 の 人 々 は 、「oo 先 生 は で き て いる 
人 だ 、 す ば らし い 人 だ 。 人 格 者 だ こと 。 惚れ た こと 。」 「 自 
分 も oo 先生 の 後に 、 一 緒 に 付い て 行き た い 、 従 っ て 行き た 

い 。」 「 oo 先生 の 後ろ に 付い て 行け ば 間違い な いこ と 。」 と 
いっ た よう に 、 イ デオ ロ ギ ー、 宗 教 の 提唱 者 、 教 授 者 に 対し 
て 、 そ の 人 格 の 素晴らし さ 、 魅 力 に まず 重き を 貰 く 形 で 、 心 
理 的 に 感化 され 、 一 体 ・ 融 合 化 し よう と する こと 。 


要する に 、 ウ ェ ッ ト な 社会 の 人 々 は 、 イ デオ ロ ギ ー、 宗 教 の 
提唱 者 、 教 授 者 に 対し て 、「 人 格 的 帰依 」 を 引き 起こ す の で 
ある 。 


人 格 の 良さ 、 人 柄 を 最 優先 する 、 ウ ェ ッ ト な 社会 の 人 々 は 
「oo さ ん は 素晴らし い 人 だ 。」 つ ーー「oo さ ん は 人 へ へ と いう 思 思想 
を 持っ て いる 。」-…「 人格 的 に 優れ た oo さん の 言う こと は 間 
違い な い 。 そ れ に ぜひ 自分 も 合わ せよ う 。」 と いっ た 順序 で 
思想 、 イ デオ ロ ギ ー を 提 え る こと 。 要 する に 、 思 想 の 担い 手 
が 人 格 的 に 魅力 的 か どう か を 優先 する 余り 、 そ の 思想 の 内 容 
が 果たし て 芝 当 か どう か は 二の次 に し て し まう の で ある 。 


また 、 自 分 の 信ずる 思想 へ の 反対 者 へ の 対応 で も 、 「 (自分 
が 帰依 し た 。) oo さん の 意見 、 思 想 に 反する 人 は 、 自 分 に 
と っ て の 敵 だ 。」 と 、 思 想 対 思想 の 対決 で は な く 、 人 対人 の 
対決 に 持ち 込み が ち で ある 。 


要する に 、 ウ ェ ッ ト な 社会 の 人 々 に と っ て は 、 思 想 提唱 者 の 
人 格 が 一 番 の 関心 事 で 、 イ デオ ロ ギ ー の 内 容 は 二の次 な の で 
ある 。 


この こと か ら 、 ウ ェ ッ ト な 社会 で は 、 例 えば 、 オ ウム 真理 教 
事件 の よう に 、 最 先端 の 科学 を 履修 し た 、 そ うい う 点 で 非 宗 
教 的 な は ず の 学生 が 、 カ ルト 宗教 の 提唱 者 (教祖 ) の 見 か け 
の 人 格 的 深遠 さ に つい 引き 込ま れ て 、 そ の 宗教 の 熱心 な 信仰 
者 と な り 、 教 祖 と 共に 、 大 暴走 を 引き 起こ す 、 と いっ た 事態 
が 、 い と も 容易 に 発生 する 。 


ウェ ッ ト な 社会 の 人 々 は 、 例 え 最 先端 の 科学 を 習得 し て も 、 
科学 が 持つ 、 「 科 学 や 思想 の 理論 内 容 は 、 理 論 提 唱 者 の 人 格 
と は あく まで 別物 で あり 、 独 立 し た 、 そ れ 自 体 で 評価 され る 
べき も の 」 と いう 根本 的 な 考え 方 を 理解 する こと が で き な 
い 。 ウェット な 社会 の 人 々 は 、 理 論 ・ 思 想 内 容 と その 提唱 者 
の 人 格 的 魅力 と を 切り 離し て 考え る こと が 昔 手 で ある 。 


ウェ ッ ト な 社会 の 人 々 は 、 思 想 へ の 帰依 に つい て 、 ま ず 思 想 
提唱 者 の 人 格 的 魅力 を 最 優先 する の で 、 い っ た ん その 思想 提 
唱 者 の 人 格 が 素晴らし いと 思い 込む と 、 彼 に 強い 「 愛 情 、 一 
体感 」 を 感じ て 、 他 の 帰依 者 と の 間 で 、「 自分 の 方 が 、 他 人 
より も 、ooc 先 生 、 教 祖 様 に 対し て より 忠実 で 一 体 で す よ 」 と 
いう 、 (提唱 者 に 対す る ) 心理 的 忠誠 、 同 調 の 競争 を 始め て 
し まう の で ある こと 。 


彼ら 、 ウ ェ ッ ト な 人 ん 々 に と っ て 、 思 想 そ れ 自 体 の 習得 、 理 解 
は 、 思 想 提唱 者 に 対す る より 強固 な 心理 的 帰依 を 促進 し 、 他 
の 帰依 者 と の 間 で の 忠誠 競争 に 勝ち 抜き 、 思 想 提唱 者 に 「 一 
番 の お 近づき に な る こと 。 ( 愛 を 得る こと 。) 」 た め の 道 
具 、 オ マ ケ に 過ぎ な いこ と 。 


し か し 、 こ うし た 考え 方 が 、 結 果 的 に 、 思 想 提唱 者 と 一 体 に 
な っ て 、 衣 信 に 基づく 大 暴走 を 生み 出す の で ある 。 


要する に 、 こ うし た ウェ ッ ト な 人 々 の 、 思 想 ・ 宗 教 提唱 者 へ 
の 人 格 的 帰依 を 第 一 と する 考え 方 で は 、 思 想 内 容 の 危険 性 を 
チェ ッ ク で き な い し 、 気 づい て も 、 思 想 提唱 者 と の 一 体感 が 
強 す ぎ て 、 そ の まま 突っ 走っ て し まう 事態 を 引き 起こ す の で 
ある 。 


一 方 、 ド ライ な 欧米 社会 で は 、 思 想 や 宗教 の 内 容 と 人 格 と は 
切り 離さ れ て お り 、 思 想 や 宗教 の 信仰 に 際 し て 、 思 想 家 、 宗 
教 家 の 人 格 的 素晴らし さ は 二の次 で あり 、 あ くま で 、 思想 ・ 
宗教 の 内 容 そ の も の が 問題 と され る と 考え られ る 。 


要する に 、 ド ライ な 社会 に お いて は 、 思 想 や イデ オロ ギー そ 
の も の を 信 作 す る の で あり 、 思 想 家 の 人 格 の あり 方 は さほど 
間 題 と な ら な い 。 専 ら 、 そ の 思想 、 宗 教 で は 何 が 主張 され て 
いる か 、 そ の 内 容 は 正しい か どう か 、 信 仲 す る に 足る か どう 
か が 議論 され る の で ある 。 


その 点 、 ド ライ な 社会 に お ける 、 思 想 や イデ オロ ギー へ の 帰 
依 の あり 方 は 、「 手 人 格 的 、 理 論 的 な 帰依 。 (理知 的 な 帰 
依 。) 」 と 呼べ る こと 。 


(c)2004.6 初 出 


「 集 団 プ ライ バ パシ ー」 の 概念 に つい て 


(c)2001.9-2006.2 初 出 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 集団 と その 中 で 成立 する プラ イバシー の 
あり 方 の 違い に つい て 考察 し まし た こと 。 ウ ェ ッ ト な 集団 で 
は 、 個 人 単位 の プラ イバシー は 成立 し な い が 、 集 団 単位 の プ 
ライ バシ ー な ら 成 立 す る 、 と いっ た 内 容 に つい て 述べ て いま 
す 。 


公園 の よう な 、 外 部 の か ら の 不 特 定 他 者 に よる アク セス (内 
部 に 入る こと ) が 可能 な 空間 は 、 公 共 性 を 持っ て お り 、 外 部 


に 対し て 開か れ て いる 。 そ こ に いる 人 々 は 互い に 相手 が 今 何 
や っ て いる か 人 筒 抜け で あり 、 私 的 な 空間 な いし プラ イバシー 
が 欠如 し て いる 状態 に ある 。 


これ に 対し て 、 個 人 の 内 部 心理 は 、 基 本 的 に 外部 に 対し て 閉 
じ て お り 、 個 人 の 心 の 内 部 で 何 を 考え て いる か 、 外 に 向かっ 
て し ゃ べったり し ぐさ を 取っ た り し な い 限 り 分 か ら な い 。 こ 
れ は 、 個 人 レベ ル で の プラ イバシー で ある 。 


従来 、 こ の プラ イバシー の 概念 は 、 専 ら 個人 レベ ル (個人 単 
位 ) で の み 提 えら れ て きた こと 。 し か し 、 少 し 考え 方 を 変え 
て みる と 、 個 人 より 一 つ 大 き な 集 団 や 組織 の 単位 で も プラ イ 
バシ ー の 概念 が 成り 立つ 可能 性 が ある 。 


例え ば 、 日 本 の 行政 組織 の よう に 、 外 部 に 対す る 情報 公開 を 
十分 に 行わ ず 、 内 部 の 秘密 を 守 ろ うと する 集団 は 、 集 団 レ ベ 
ル で 外部 か ら の 進入 を 拒む 一 種 の プラ イバシー が 成立 し て い 
の の 計る 。 


集団 の 外部 に 知ら れ な い 秘 密 を 、 集 団 内 の 仲間 うち の みて で 共 
有 し て お り 、 そ の 秘密 に は ある 決ま っ た 特定 少数 の み が ア ク 
セス で きる 場合 に 、 そ の 集団 は プラ イバシー を 持っ て いる と 
言 科 3 る 。 


そう いう 点 で 、 プ ライ バシ ー の 概念 は 従来 考え られ て きた 個 
人 レベ ル だ け で な く 、 実 は 集団 レベ ル で も 成立 する 。 集団 レ 
ベル (集団 単位 ) で 成り 立つ プラ イバシー は 、「 集 団 プ ライ 
バシ ー。 (sgroup privacy) 」 と で も 呼ぶ こと が で きる 。 


集 田 プラ イバシー の 概念 は 、 集 団 が ウェ ッ ト か 場合 と ドラ イ 
な 場合 と で 若 十 異な る 様相 を 示す 。 


集団 が ウェ ッ ト な か 場合 、 液 体 の 表面 張力 みた いな 、 外 部 か ら 
の アク セス を 中 ね 返す 力 が 働い て いる 。 集 団 内 部 の 個々 人 は 
互い に ベタ ベタ くっ つき 合い 、 つ な が り 合 っ て いて 、 個 人 レ 
ベル で は プラ イバシー が な い 。 し か し 、 集 団 外 部 に 対し て は 


閉じ て いて 、 内 部 で 何 を や っ て いる か 明か そう と し な いた め 
秘密 で 分 か ら な い 状 態 で ある 。 そ うい う 意 味 で 、 集 団 自体 が 
外部 か ら の アク セス を 拒む 一 種 の プラ イバシー を 持っ て い 
る 。 


ウェ ッ ト な 集団 で は 、 個 人 の プラ イバシー を 犠牲 に し た 上 
で 、 集 団 単位 で の プラ イバシー を 確保 し て いる と 言え る 。 


ウェ ッ ト な 集団 で は 、 日 本 の 農村 に お ける 対人 関係 の よう 
に 、 集 団 内 で 各 人 が 長期 間 に わ た っ て 付き 合い を 続け る た 
め 、 周 囲 の 相手 の いろ いろ な 側面 が 多面 的 全面 的 に 分 か っ 
て し まい 、 互 い に 隠 そ うと する こと (私 的 領域 を 持 と うと す 
る こと 。) を し て も 、 そ の 内 容 が すぐ に 軒 見 し て し まう こ 
と 。 ( 或 出し て し まう こと ) 。 互いに 何 を 考え て いる か ( 何 
を し て いる か ) すぐ 周囲 に 伝わっ て し まい 、 隠 し よう が な 
い 。 そ れ は 、 周 囲 の 各 人 が 、 当 人 の 行動 様式 を 、「 彼 は こう 
KG でき は こう いつ こと を 孝 え て いる の 」 み たい に デ ー ズ ペー 
ス 化 し て 学習 し て いる た め に 可能 と な る 。 


ウェ ッ ト な 集団 内 部 で は 、 全 て の 情報 を 隠し 立て で せ ず に 共有 
する こと に な り 、 プ ライ バシ ー は 個人 単位 で は 存在 し な い の 
で ある 。 


この よう に 、 個 人 の レベ ル で は プラ イバシー が 成立 し な い 

(欠如 し て いる こと 。) の に 、 (1 ラン ク 上 の ) 集団 レベ ル 
に な る と な ぜ か プラ イバシー が 成立 する こと 。 (成立 可能 で 
ある こと 。) それ が 、 ウ ェ ッ ト な 集団 社会 が 持つ 重大 な パ 
ラド ックス で ある 。 


人 間 の 作る 組織 で は 、 組 織 内 で 同一 階層 に 属す る 異な る 集団 
同士 の 間 で 、 セ クシ ョ ナリ ズム に より 、 情 報 の 流通 が 行わ れ 
な いこ と が し ば し ば 起こ る 。 例 えば 、 同 じ 部 に 所 属す る 第 1 
齋 と 第 2 課 と の 間 が ライ バル 関係 に ある 場合 な ど 異 な る 課 同 
士 の 間 の 交流 が 妨げ られ て 、 互 い に 他 の 課 の 知ら な い 当 該 課 
員 の み の 秘 密 事 項 を 持つ こと に な る 。 


こう し た セク ショ ナリ ズム は 、 自 分 の 属す る 集団 の 内 部 の 他 


者 と の 間 に 一 体感 を 強く 持つ 場合 、 す な わ ち 集団 話 集 性 が 高 
い 場 合 に 、 集 団 外部 と 自分 た ちと を 明確 に 区 別 ・ 差 別 化し よ 
うと する た め に 起こ る 心理 的 現象 で ある 。 特 に ウェ ッ ト な 集 
団 内 に お いて は 、 成 員 各 自 の 心理 的 近接 と 相互 の 一 体 融合 化 
の 度合 い が 大 きく 、 そ の 分 、 よ り 集 団 内 の 一 体感 を 高め る た 
め に 、 集 団 内 外 の 区 別 を し よう 、 集 団 外 の 人 間 を よそ 者 扱い 
し よう と する 度合 い が 高 く な る 。 そう いう 京 で 、 ウェッ ト な 
紺 織 で は セク ショ ナリ ズム の 度合 い が 高 いと 吉 え る 。 ま た 、 
集団 サイ ズ が 大 きく な る と 、 内 部 で より 親しい 者 同士 の 間 で 
サフ 集団 が 生じ 、 サ プ フ 集 団 間 で セク ショ ナリ ズム が 発生 する 
こと に な る 。 こ の 場合 、 セ クシ ョ ナリ ズム が 存在 する 各 集 団 
内 部 に お いて 、 他 集団 の アク セス を 受け 入れ よう と し な い 、 
「 集団 プラ イバシー」 が 強固 に 成立 し て いる 、 と 喜 え る 。 


この 場合 、 一 つ 一 つの 集団 に 集団 プラ イバシー が 成立 し た 状 
態 で 、 各 集団 を 一 つ に まとめ て 有機 的 な 社会 を 形成 する に 

は 、 各 集団 の 代表 (例え ば 中 央 省庁 な ら 各 課 の 課長 ) 同士 が 
ー つ 上 の レベ ル (例え ば 部 ) に お いて 、 互 い の 集団 ( 課 ) の 
内 部 事情 に つい て 自己 開示 を 行う こと で 、 代 表 (課長 ) が 異 
な る 下位 集団 ( 課 ) 同士 の 交流 を 行う 役割 を 担う こと が 必要 
と な る 。 守 な る 下位 集団 ( 課 ) の 構成 上 員 (課員 ) 同士 は 互い 
に ライ バル 心 む き 出し で よそ よそ し く 仲 が 吉 い が 、 複 数 課 を 
まとめ る 代表 (部 長 ) と 各課 の 構成 員 が 互い に 打ち 解け 合い 
頻繁 に 交流 し 合う こと で 、 複 数 課 間 の 統合 が 図ら れ 、 各 課 の 
集団 プラ イバシー が 代表 経由 で 流出 する 、 と いう こと が 起こ 
る 。 要 する に 、 一 つ 上 の 階層 で ある 部 レベ ル か ら 見 た 場合 に 
は 、 課 の 集団 プラ イバシー は 成立 し な い が 、 同 一 階層 ( 課 ) 
の 集団 同士 の 関係 に お いて は 、 集 団 プ ライ バシ ー が 成立 する 
の で ある 。 


ウェ ッ ト な 組織 で は 、 組 織 を 1 階層 上 が る ご と に 、 下 位 集団 
の プラ イバシー が 消滅 する と 共に 、 一 つ 上 位 の 集団 の プラ イ 
バシ ー が 発生 する 。 例え ば 、 部 レベ ル で は 、 部 単位 で の 集団 
プラ イバシー が 成立 する 一 方 、 課 レベ ル の 集団 プラ イバシー 
は 存在 し な く な る 。 こ うし て 、 ど ん どん 階層 を 上 が っ て 行っ 
た と き 、 社 会 が 逆 ツ リー 状 の ヒエ ラル ヒー 構造 を し て いる こ 
と (いわ ゆる 「 タ テ 社 会 」 で あるこ と) 。 そ の た め 、 頂 点 の 


集団 以外 は 全て 集団 プラ イバシー が 消滅 する こと に な る 。 す 
な わ ち 、 社 会 の 個々 の 構成 員 が 何 を 考え て いる か 上 層 部 に 筒 
抜け に な る た め 、 社 会 全体 の 思想 統制 が 一 発 で 可能 と な る 。 
この メカ ニズム が 戦前 の 日 本 に お ける 密告 社会 を 成立 させ る 
温床 と な っ た と 吉 え る 。 


ウェ ッ ト な 社会 で の 個々 の 集団 ( 省 林 に お ける 課 ) に お ける 
集団 プラ イバシー の 確立 は 、 い っ た ん 階層 を (省庁 な ら 課 一 
部 一 局 と ) 昇る 段階 で 、 各 段階 より 一 つ 下 レベ ル の 集団 プラ 
イバシー を 無効 に し 、 一 番 上 の 階層 まで 昇り 切っ た 状態 で 再 
度 一 番 下 まで (局部 一 課 ) 降り て くる 再帰 的 な 過程 に お い 
て 、 社 会 全体 の プラ イバシー の 消滅 ・ 欠 如 を も た ら す と 言え 
と 


一 方 、 集 団 が ドラ イ な 場合 に も 、 集 団 プ ライ バシ ー は 成立 す 
る 。 ド ライ と され る 欧米 社会 に お いて も 、 例 えば 、 謀 報 機関 
の よう に 外部 か ら の アク セス を 完全 シャ ッ ト ア ウト し て 、 内 
部 情報 の 機密 性 を 確保 する 集団 は た くさ ん 存在 する 。 


し が し 、 ウエ ツ ド が 集団 と 夷 が り 、 ドド ライ な が 集 財 で は 、 集団 
レベ ル で の プラ イバシー の 個人 レベ ル へ の 分 解 (還元 ・ 細 分 
化 ) が 可能 で ある 。 ド ライ な 集団 内 で は 、 例 えば 仕事 を 周囲 
の 他 者 か ら 距 離 を 賀 い た パー ティ ショ ン 内 で 行う こと を 容認 
する と いっ た よう に 、 個 人 レベ ル の プラ イバシー が 重んじ ら 
れる 。 ド ライ な 集団 で は 、 個 人 の 心 の 中 に 勝手 に 立ち 入る こ 
と が 許さ れず 、 そ うい う 意 味 で 個人 の 内 部 心理 が 三公 共 性 を 
持つ と 言え る 。 


一 方 、 ウ ェ ッ ト な 集団 で は 、 個 人 の 心 の 中 は 、 集 団 内 の 人 間 
な ら 誰 で も 立ち 入る こと 、 覗 く こ と が で きる 。 ウ ェ ッ ト な 集 
団 内 で は 、 構 成員 の 心理 的 な 内 面 の 全面 的 な 自己 開示 が デ 
フォ ルト と な っ て お り 、 そ うい う 意 味 で 、 個 人 の 内 部 心理 が 
(その 集団 内 に 限っ て ) 公共 性 を 持つ と 言え る こと 。 


プラ イバシー を 持つ 集団 は 、 外 部 か ら の アク セス を 拒む 点 、 
公共 性 に 欠け る こと 。 ( 手 公 共 的 で ある こと 。) プラ イ バ 
シー を 持つ 集団 は 、 集 団 自体 「 私 的 」 領 域 を 確保 し て お り 、 
集団 の 持つ 私 的 利益 を 追求 する 。 


日 本 の 行政 組織 の 場合 に 問題 と な る の は 、 本 来 公 的 で だ れ に 
対し て も 開か れ て いる べき で ある (プラ イバシー 概念 の 成り 
立ち に くい は ず の ) 組織 が 、 集 団 ・ 組 織 単 位 で の 私 的 な プラ 
イバシー を 追求 し て いる 点 で ある 。 「 省 益 あ っ て 国益 な し 」 
みた い 感 じ で 、 省 庁 や さら に その 下 の 局 ・ 部 ・ 課 レベ ル で の 
「 私 的 」 利 益 を 追求 する 態度 は 、 日 本 の 行政 組織 の 抱え る 
[集団 プラ イバシー」 の 問題 点 を 浮き 彫り に し て いる 。 





(c)2001.9-2006.2 初 出 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と 都市 ・ 農 村 


(c)2001.9 初 出 


都市 ・ 農 村 の 人 間 関 係 の あり 方 の 違い と ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ 
と の 関係 に つい て 考察 し まし た こと 。 以 前 は 「 都 市 = ドラ 
イ 、 農 村 = ウ ェ ッ ト 」 と いう 関係 が 成立 し て いま し た が 、 交 
通 ・ 通 信 の 発達 に より 農村 も ドラ イ 化 し つつ ある 、 と 提 え ま 
拉 


都市 と 農村 と で 社会 の あり 方 を 比較 する と 、「 ド ライ = 都 
市 、 ウ ェ ッ ト = 農村 」 と いう 図式 が 成立 する 。 そ の 理由 を 以 
下 に 列 失 する こと 。 


1) 農村 は 、 住 民 の 職業 が 、 自 給 自 足 的 な 農業 と いう 点 で 共通 
し て お り 、 互 い に 同 質 で ある 。 少 な い 人 数 で 様々 な 異な る 作 


業 を こなさ な けれ ば な ら ず 、 分 業 (機能 分 化 ) が 不 活発 で あ 
り 、 そ の 点 、 各 人 の 職業 が 互い に 異質 な 都市 に 比べ て 、 各 人 
の 心理 的 位 連関 係 が 互い に 近接 し て お り 、 ウ ェ ッ ト な 感じ を 
世 える こと 。 (同質 指向 。) 


2) 農村 は 、 住 民 が 何 世代 に も わた っ て 同じ 一 カ所 に 定住 し 
続け る た め 、 定 着 性 が 極め て 高い (定着 指向 ) こと 。 そ の 
点 、 住 民 が どん どん 入れ 奉 わり 定着 性 が 低い 都市 に 比べ て 、 
ウェ ッ ト な 感じ を 五 える 。 


3) 農村 は 、 同 一 の 組み 合わ せ の 人 付き 合い が 、 何 世代 に も 
わた っ て 続き 、 住 民間 に 地縁 ・ 血 縁 の 縁故 関係 が 累積 し や す 
い (縁故 指向 ) こと 。 そ の 点 、 人 付き 合い が 一 時 的 で すぐ に 
切れ や すい 都市 の 人 間 関 係 に 比べ て 、 ウ ェ ッ ト な 感じ を え 
る 。 


4) 農村 の 居住 形態 は 、 物 理 的 に は 都市 より も 世帯 同士 が 互い 
に 分 散 し て いる 点 、 一 見 ドラ イ に 見 える 。 都 市 の 方 が 、 物 理 
的 に は 一 見 過密 で あり (密集 指向 ) 、 ウ ェ ッ ト に 見 える こ 
と 。 し か し 実際 に は 、 都 市 で は 、 オ フィ ス や 住居 毎 に 、 丈 夫 
で 分 厚い 壁 や 持ち 主 当 人 に し か 開か な い 鍵 が 存在 し 、 個 人 同 
士 を 大 きく 隔て る 効果 を 持っ て お り 、 心理 的 に は 農村 より も 
各 人 は 互い に 隅 離 され 分 散 し て いる こと 。 (広域 分 散 指 

向 。) 従っ て 、 実 際 に は 、 都 市 の 方 が より ドラ イ で ある 、 と 
青 え る 。 


$) 農村 は 、 人 間 同 士 が 長年 付き 合っ て いる の で 、 相 手 の 物 
の 考え 方 が 、 た と え ぇ 隠し て いる つも り で も すぐ に 赴 見 し て し 
まう 。 周 囲 の 相手 が 、 い ろ い ろ な 場面 で 具体 的 に どう 反応 す 
る か (どう 出る か ) に つい て た くさ ん 場数 を 踏ん で いる た 
め 、 周 囲 の 相手 の いろ いろ な 面 が 多面 的 - 全面 的 に 分 か っ て 
(見 えて ) し まう こと 。 互い に 何 を し て いる か 隠し よう が な 
く 、 匿 名 性 が 成立 し な い (あく まぐ て 実名 の 世界 で ある こ 

ど 。) ご と 。 学 う いう 県 で アラ イバシー が 欠 加 し で お あり 、 
ウェ ッ ト で ある 。 一 方 都市 で は 、 住 民 は 互い の プラ イバシー 
を 守る た め 、 互 い に 深入り し な い 放 相 的 ・ 匿 名 的 な 人 間 関 係 
を 形成 する 。 そ の 点 、 ド ライ で ある と 言え る こと 。 


6) 都市 の 方 が 、 外 部 か ら や っ て くる 様々 な 人 々 を 受け 入れ 
る 開放 性 に 富ん で お り 、 ド ライ で ある 。 農村 で は 「 部 落 根 
性 」 と いう 言葉 が ある よう に 、 よ そ 者 を 排除 し 、 自 分 た ちの 
間 だ け で 強固 な 結束 を 誇り が ち で あり 、 そ の 点 閉 鎖 的 で あ 
り )、 ウ エッ ツ ド で ある 。 


し か し 、 最 近 で は 農村 で も 、 交 通 手段 の 発達 に より 、 例 えば 
自家 用 車 が 高い 普及 率 を 誇る よう に な り 、 自 動車 に 乗っ て 舗 
装 整 備 さ れ た 道路 を 使っ て あちこち 出かけ る よう に な っ て い 
る 。 そ の 点 、 住 民 の 定着 性 が 薄れ 、 人 遊牧民 化し つつ ある 。 ま 
た 通信 手段 (イン ター ネッ ト な ど ) の 普及 に より 、 人 間 関 係 
の 村落 内 限定 の 度合 い が 薄 れ 、 他 地域 の 様々 な 人 々 と の 間 で 
交流 が 進み つつ ある 。 


現代 の 農村 で は 、 こ うし た 交通 ・ 通 信 の 発達 に より 、 各 自 が 
多様 な 価値 観 に 個別 に 出会う よう に な っ て 、 心 理 的 に 違い に 
別々 の 世界 に 属す る こと で 、 個 人 間 の 心理 的 距離 が 増大 し 、 
人 間 関 係 の ドラ イ 化 が 進ん で いる と 言え る 。 


(c)2001.9 初 出 


「 ド ライ か 機能 主義 」 の 提案 


- 自由 で 自立 し た 個人 の 視点 か ら - 
1998-2006 初 出 


ドラ イ な 機能 主義 は 、 社 会 学 に お いて 、 個 人 が 全体 に 従属 す 
る と 見 る 従来 の 全体 主義 的 で ウェ ッ ト な か 機能 主義 の 代わ り 
に 、「 機 能 」 を 、 個 人 が 環境 の 中 で 生存 し て いく の に 必要 な 
働き 、 と し て 提 え る 個人 中 心 の 視点 を 提供 し ます 。 


[ 要 冒 ] 
従来 の 社会 学 に お ける 、 個 体 、 個 人 を 包含 する 全体 、 シ ス 
テム か ら 出 発する 「 ウ ェ ッ ト か な 機能 主義 」 に 代わ っ て 、 互 い 
に 分 離し て 自由 に 動く 、 個 体 、 個 人 、 各 粒子 か ら 出 発する 
「 ド ライ か な 機能 主義 」 を 、 新 た に 提案 する こと 。 


ドラ イ か な 機能 主義 に お いて は 、 機 能 は 、 各 個体 、 個 人 、 粒 子 
の 生存 、 持 続 を 助け る 働き ほ と し て 捉え られ る 。 ド ライ な か 機能 
主義 に お いて は 、 各 個体 の 分 離 、 独 立 、 自 立 、 自 由 が 前 提 と 
な り 、 各 個体 、 個 人 、 粒 子 を 包み 込む 既存 の 上 位 体 系 ( 社 
会 、 組 織 、 企 業 ・・・) が 、 個 人 、 個 体 の 生存 に そぐわ な け 
れ ば 、 い っ た ん 破壊 、 初 期 化 し て 組み 廊 す 、 再 構成 し よう と 
する 。 そ の 点 、 社 会 、 組 織 、 企 業 等 に と っ て は 、 革 命 、 変 革 
指向 の 考え 方 で ある 。 


機能 主義 は 、 互 い に 分 離し て 自由 に 動く 、 個 体 、 個 人 、 各 粒 
子 か ら 出 発する ドラ イ な 見 方 と 、 個 体 、 個 人 を 包含 する 全体 
系 、 シ ステ ム か ら 出 発する ウェ ッ ト な 見 方 が ある 。 


以下 で は 、 前 者 を 、 ド ライ か 機能 主義 、 後 者 を ウェ ッ ト か 機 
能 主 義 と 呼ぶ こと に する 。 


ドラ イ な 機能 主義 に お いて は 、 機 能 は 、 各 個体 、 個 人 、 粒 子 
の 生存 、 持 続 を 助け る 働き ほ と し て 捉え られ る 。 ド ライ か 機能 
主義 に お いて は 、 各 個体 の 分 離 、 独 立 、 自 立 、 自 由 が 前 提 と 
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会 、 組 織 、 企 業 ・ 胡 、 あく まで 、 各個 体 、 個 人 、 粒 子 
の に の の ツー ル に 過ぎ ず 、 個 人 、 個 体 の 生存 
に そぐわ な けれ ば 、 い っ た ん 破壊 、 初 期 化し て 組み 衣 す 、 再 
構成 し よう と する 。 そ の 点 、 社 会 、 組 織 、 企 業 等 に と っ て 
は 、 革 命 、 変 革 指 向 の 考え 方 で ある 。 


一 方 、 ウ ェ ッ ト か 機能 主義 に お いて は 、 機 能 は 、 個 体 を 包む 
全体 系 の 維持 か ら 出 発する 。 婚 存 体 償 の 保守 、 保 存 が その 目 


的 と な る 。 ウ ェ ッ ト か 機能 主義 は 、 全 体 か ら 出 発し 、 個 体 を 
全体 と 一 体 と し て 、 個 体 の 全体 へ の 融合 、 埋 没 、 歯 車 化 、 個 
体 と 全体 と の 相互 一 体 ・ 調 和 を 前 提 と する 。 こ の 場合 、 体 系 
自身 が 、 個 人 と は 別 次 元 の 独立 し た 意思 や 動き を 持つ 。 い わ 
ば 、 個 人 より も 全体 を 優先 する 、 個 人 を あく まで 全体 を 維持 
する た め に 頁 献 する 部 分 的 存在 と し て 取り 扱う 、 全 体 主義 的 
な 考え 方 で ある 。 ま た 、 婚 存 体長 を 破壊 し な いよ うに 、 絶 え 
ず 調 整 ・ 変 革 し よう と する 点 、 現 状 維持 的 な 側面 を 持つ こ 
と 。 シ ステ ム の 崩壊 (企業 の 倒産 ) 、 自 殺 、 初 期 化 は 考慮 さ 
AN 

従来 の 社会 学 的 機能 主義 や 生態 学 的 機能 主義 の 理論 の よう 
な 、「 ウ ェ ッ ト か な 機能 主義 で は 、 機 能 を 、 個 々 の 人 間 が 属 
する 社会 や 生態 奈 シ ステ ム 全 体 の 維持 ・ 存 続 の た め に 必要 な 
も の と し て 捉え る こと 。 そ の 葛 味 で は 、 社 会 や 生態 償 シ ステ 
ム に 個人 が 従属 する と 捉え て いる と 言え る 。 社 会 学 的 な いし 
生態 学 的 機能 主義 の 課題 は 、 社 会 シス テム や 生態 奈 に お ける 
相互 に 連関 する 諸 要 素 な いし 諸 変 数 の 均衡 を 分 析 す る こと で 
ある (均衡 分 析 ) こと 。 社 会 学 的 ・ 生 態 学 的 機能 主義 の 最も 
基本 的 な 関心 は 、 社 会 シス テム や 生態 系 の 自己 維持 、 ま た は 
存続 に ある 。 こ の た め 、 シ ステ ム の 維持 ・ 存 続 に 必要 な 条件 
と し て 「 機 能 要件 」 (シス テム の 欲求 、 目 標 ) と いう 概念 を 
設定 する こと 。 そ し て 、 機 能 要 件 が シス テム の 維持 ・ 存 続 に 
と っ て 必要 か つ 十 分 で ある こと を 明示 する の が 、「 有 要件 分 
析 」 で ある 。 

ドラ イ な 機能 主義 で は 、 機 能 は 、 (社会 で は な く ) あく まで 
個々 の 人 間 自 身 が 自ら の 生命 を 維持 ・ 存 続 さ せる た め に 必要 
な も の と し て 提 え る 。 社 会 は 、 環 境 適応 水準 を 上 げ よ うと す 
る 個人 同士 が 、 協 力 し あう こと に よっ て 初め て 生成 され た 
り 、 維 持 さ れる も の で ある 。 も し も 、 各 人 に と っ て 十分 な 環 
境 適応 水準 が 、 社 会 を 作っ た こと で 得 ら れ な けれ ば 、 個 人 
は 、 そ の (生成 し た こと 。) 社会 を 破棄 ・ 消 去 し た り 、 脱 退 
し た りす る 自由 を 持つ こと 。 そ の 人 点 、 個 人 は 社会 に 従属 する 
も の で は な い 。 生 き 延 びる 主体 は 、 あ くま で 個人 で あっ て 社 
会 で は な いと 提 え る 。 

以下 の ドラ イ な 機能 主義 で は 、 そ うし た 従来 の 全体 主義 的 
な 、 社 会 学 的 、 生 態 学 的 機能 主義 と は 異な り 、「 機 能 」 を 、 
個体 が 環境 の 中 で 生存 し て いく の に 必要 な 働き 、 と し て 提 え 


る 視点 を 、 新 た に 提供 する 。 す な わ ち 、 「 機 能 」 は 、 個 体 が 
環境 と の 相 互 作用 の 中 で 、 光 汰 され な いよ うに 自己 保存 を は 
か る た め に 、 必 要 と され る 働き で ある 、 と 見 る 。 

ドラ イ か な 機能 主義 は 、 機 能 主義 を 、 以 下 の 視 点 か ら 捉 えな お 
そう と する も の で ある 。 (1 ) 社会 を 構成 する 個々 人 の 視点 
か ら 。 ( 2 ) 環境 と の 相互 作用 な いし 環境 へ の 適応 の 視点 か 
ら 。 

機能 は 、 人 間 が 環境 に 対し て 一 定 以 上 の 適応 水準 を 保つ た め 
に 必要 と され る も の で ある が 、 あ くま で 人 間 個 人 が 生き 残る 
た め に 必要 と する も の で あっ て 、 社 会 全体 の 維持 の た めで は 
な い 、 と 考え る 。 社 会 や 組織 は 、 人 間 個 々 人 が 生き 残る た め 
の あく まで 手段 、 道 具 に 過ぎ な いと 考え る 。 


表 _49 


e 従 来 の 社会 シス テム 理論 (T.JParsons,N.Luhmann, 吉 田 民 人 .… 
ら に よる ) と の 相違 点 は どこ か ?。 

ドラ イ か な 機能 主義 も 、 社 会 を 、 機 能 的 に 分 化し た 、 各 部 分 が 
互い に 依存 し 合う 、 一 つの シス テム 、 と 提 え る 点 で は 、 従 来 
の 社会 シス テム 理論 (ウェ ッ ト か 機能 主義 ) と 同じ で ある こ 
の 8 
ドラ イ か な 機能 主義 が 、 従 来 の 社会 シス テム 理論 と 異な る の 

は 、 視 点 を 、 個 々 の 人 間に合わ せ た 、 個 人 主義 を 取っ て いる 
点 に ある 。 個 人 の より よい 環境 適応 水準 を 求め て の 動き が 、 

社会 を 生成 、 分 化 、 変 動 さ せる 、 と 捉え る 点 は 、 視 点 を 最初 
か ら 全 体 社 会 に 功 き 、 社 会 シス テム の 分 析 を 進め る 上 で 、 個 
人 を 分 析 の 対象 と し よう と し な い 、 今 まで の 社会 シス テム 理 
論 と は 大 きく 美 な る 。 


(c)1998-2003 初 出 


義理 ・ 人 情 と ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ 


2003.7 初 出 


義理 は 相手 に 対す る 心理 的 束縛 感 、 不 自由 さ 、 人 情 は 、 相 手 
に 対す る 純粋 な 近接 と し て 捉え られ 、 共 に ウェ ッ ト な 感覚 を 
も た ら す と 言え ます 。 


従来 、 義 理 ・ 人 情 は 、 ウ ェ ッ ト な 感覚 を も た ら す と 捉え られ 
て きた 。 本文 で は 、 な せ ぜ 義理 ・ 人 情 が ウェ ッ ト と 感じ られ る 
か に つい て 、 説 明 す る 。 


要約 すれ ば 、 義 理 は 相手 に 対す る 心理 的 束縛 感 、 不 自由 さ 、 
人 情 は 、 相 手 に 対す る 純粋 な 近接 と し て 捉え られ 、 共 に 
ウェ ッ ト な 感覚 を も た ら す と 言え る 。 


まず 、 義 理 の 方 か ら 説明 する こと 。 
義理 は 、 社 会 的 互 酬 が も た ら す 東 縛 と し て 捉え る こと が で き 
る 。 


義理 に は 、 以 下 の 3 つ の 側面 が ある 。 
義理 を 持つ 相手 に 対し て 、 

(1 ) 本 当 は 、 相 手 と は 、 ふ 、 だ ん 意見 が 合わ な い 等 で 、 あ ま 
り 関 わり た く な い 、 相 手 と の 心理 的 距離 が 遠い 。 本 当 は 、 相 
手 と は ドラ イ か 関係 で いた い 。 本 当 は 、 相 手 と は 自由 で 、 無 
関係 で いた い 。 

( 2 ) 以前 、 相 手 に 助け て も ら っ た 、 わ が まま を 聞い て も 
ら っ た 等 で 、 相 手 に 借り が ある 。 相 手 に 返礼 を し な いと いけ 
な い が 、 何 ら か の 理由 で で き て いな いか 、 今 後 も 返礼 が で き 
る 当て が な い 、。 


( 3) 相手 と 付き 合い 続け な いと いけ な いこ と 。 相 手 の 前 で 
は 、 本 当 は 、 相 手 と 付き 合い た く な く て も 、 相 手 に 親密 な 振 
り を し な いと いけ な い 。 


本 心 で は ドラ イ に 付き 合い た い 相 手 と の 間 で 、 相 手 に 借り が 
ある 等 で 、 相 手 に 対し て 自分 が 下手 に 出る 必要 が あり 、 か つ 
相手 に 対し て 見 か け 上 親密 な (疑似 親密 の ) ウェ ッ ト な 人 間 
関係 を 、 や む を 得 ず 築く 必要 が ある 場合 、 そ の 人 間 関 係 が 東 
縛 と な っ て 感じ られ る 。 


義理 が ウェ ッ ト に 感じ られ る 所 以 は 、。 

(1) 表面 的 で あれ 、 相 手 に 対し て 少な く と も 見 か け 上 、 心 
理 的 に 親密 に な っ て 近づく こと 

( 2 ) 相手 と の 人 間 関 係 が 、 東 縛 、 不 自由 に 感じ られ る こ 
5 
に 集約 され る こと 。 


この 場合 、 相 手 に 対し て 借り が ある と いう こと は 、 相 手 の 思 
うま ま に 合 わせ な いと いけ な い 面 が あり 、 そ れ が 往々 に し て 
自分 の 本 意 に 合わ な いた め 、 不 自由 、 不 本 意 に 感じ られ る 。 
これ が 、 義 理 の 持つ マイ ナス 面 で ある 。 


か と いっ て 、 借 り の ある 相手 に 対し て 、 そ れ を 無視 する よう 
な 態度 を 取る こと は 、 自 身 の 社会 的 信用 を 失い 、 生 き て いけ 
な く な る こと を 意味 する 。 

この 場合 を 、 義 理 を 断ち 切っ て 、 自 由 に な る に は 、 相 手 に 対 
し て 、 全 て の 借り を 返す し か な い 、。 


こう し た 「 義 理 」 は 、 相 手 か ら 助 け て も ら っ た 、 相 手 か ら 何 
か を 受け 取っ た 側 、 借 り の ある 側 の 心理 で あり 、 そ の 京 、 相 
手 を 助け る 、 相 手 に 何 か を あげ る 、 え る 側 ( 貨 し を 作る 

側 ) の 心理 で ある 「 人 情 」 と は 、 同 じ ウ ェ ッ ト で あっ て も 、 
対極 的 な 心理 で ある 。 


人 情 は 、 相 手 を 、 相 手 か ら の 返礼 無し に 助け た い 、 相 手 に 、 
純粋 に 近づき 、 思 いや り を 互 えた いと いう 心理 で ある こと 。 
相手 か ら の 見 返り を 期待 せ ず に 、 純 粋 に 好意 で 、 相 手 に 援助 
を 七 えよ うと する こと 。 相 手 か ら 利 益 、 返 礼 を 得 よ うと いう 


下心 が な い の が 特徴 で ある 。 

これ は 、 相 手 に 、 他 意 な く 近 づこ う 、 助 け よ うと する 心理 で 
あり 、 そ の 点 、 人 情 は 、 相 手 へ の 心理 的 距離 を 短く する 、 相 
手 に 近づこ うと する ウェ ッ ト み な 心理 の 産物 と 斉 え る 。 


こう し た 人 情 に 基づく 無償 の 援助 行為 が 、 助 け を 受け 取っ た 
側 か ら は 、 往 々 に し て 義理 に 感じ られ る と いう の が 、 義 理 ・ 
人 情 の 持つ 矛盾 し た 側面 で ある と 言え る と 共に 、 義 理 と 人 情 
が 相互 に 裏返し の 、 ベ ペア に し て 一 体 と し て 捉え られ る 関係 に 
ある こと も 示し て いる と 言え る 。 
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日 本 や 東 ア ジア の よう な ウェ ッ ト な 社会 で は 、 全 て の 人 間 関 
係 が ウェ ッ ト で ある 、 と いう 訳 で は な く 、 首 し い 仲 間 や 身内 
に 対し て ウェ ッ ト な 態度 、 見 知ら ぬ 他 人 、 よ そ 者 に 対し て は 
ドラ イ な 態度 を 取る 、 と いっ た 二 面 性 が 存在 する と 考え ま 
すら 


ここ で は 、 日 本 や 東 ア ジア の よう な 、 ウ ェ ッ ト な 態度 が 主流 
と され る 社会 に お いて 、 な ぜ ド ライ な 対人 関係 が 、 ど の よう 
な メカ ニズム で 成立 する か に つい て 迷 べ る 。 


1. は じ め に 


従来 、 日 本 人 論 と され る 書物 で は 、 日 本 人 が 好む 態度 は 一 般 
的 に 集団 主義 的 で ある 、 プ ライ バシ ー の 観念 に 貴 い 、 周 囲 と 
同調 する の が 好き で ある 、 規 制 を 好む な ど と され て きた 。 こ 
うし た 態度 は 、 筆 者 の 調査 で は いずれ も ウェ ッ ト な 態度 で あ 
る と いう 結果 が 出 て いる 。 


し か る に 、 近 年 の 社会 心理 学 で は 、 [高野 、 縄 坂 、1997] に 
見 られ る よう に 、 心理 実験 室 に お ける 実験 に お いて 、 集 団 主 
義 的 と され て きた 日 本 人 の 被験 者 た ち が 取 る 態度 が 、 個 人 主 
義 的 で あり 、 欧 米 と 変わ ら な いと いう 結果 が 出 て いる 。 こ の 
こと は 、 従 来 の 社会 心理 学 に お いて 、 日 本 人 の 取る 態度 が 集 
団 主義 的 と は 詩 えな い 証 拠 で ある と され て きた 。 


上 記 の 現象 に つい て は 、 ウ ェ ッ ト な は ず の 日 本 人 の 対人 関係 
が ドラ イ に 変質 し た こと と 見 る べき で ある と いう 考え 方 が ま 
ず 成 立 する 。 


2. ウ ェ ッ ト な 社会 に お ける ドド ライ な 対人 関係 


し か し 、 実 は 、 ウ ェ ッ ト な 対人 関係 が 主流 な 社会 に お いて 
も 、 互 い の 人 間 関 係 が 全て ウェ ッ ト で ある と いう 訳 で は な 

く 、 あ る 領域 に お いて は 、 対 人 関係 は ドラ イ で ある 、 と いう 
見 方 が 成立 可能 で ある 、 と 健 者 は 主張 し た い 。 


この 場合 、 ウ ェ ッ ト な 社会 に お いて は 、 対 人 関係 が 、 そ の 場 
面 に 応じ て 、 ウ ェ ッ ト な 場合 と ドラ イ な 場合 と 二 通 り 成 立 

し 、 そ の 人 点 、 相 反する 二 面 性 を 同時 に 持つ と いう こと に な 

る 。 ウェット な 社会 に お いて は 、 ウ ェ ッ ト な 人 間 関 係 と ドラ 
イ な 人 間 関 係 と が 両方 同時 に 、 相 互 に 排他 的 な 形 で 存在 し て 
いる 。 

上 記 の 仮説 を 具体 的 に 説明 する と 、 次 の よう に な る こと 。 日 
本 や 東 ア ジア の よう な ウェ ッ ト な 社会 で は 、 親 し い 仲間 や 身 
内 に 対し て は 強い 一 体感 や 温もり を 求め 、 甘 え の 感情 を 持 

つ 、 と いっ た よう に ウェ ッ ト な か 態度 を 取る の に 対し て 、 見 知 
ら ぬ 他人 、 よ そ 者 に 対し て は 、 冷 た い 、 人 を 人 と も 思わ ぬ よ 
うな ドラ イ な 態度 を 取る 、 と いう こと が 考え られ る 。 


3. 対 人 関係 の ウェ ッ ト ・ ド ライ さ の 二 和 面 性 が 生じ る メカ ニ ズ 
As 


こう し た ウェ ッ ト な 社会 に お ける 対人 関係 の ウェ ッ ト ・ ド ラ 
イ さ の 二 面 性 は 、 以 下 の メ カニ ズム で 引き 起こ され る と 考え 
られ る 。 


ウェ ッ ト な 社会 の よう に 、 各 人 が 互い に 近づこ うと する 心理 
的 引力 が ある 状態 で は 、 各 人 の 間 に 、 互 い に 距 離 を 縮め る 方 
向 へ と スク ラム を 組み 、 自 分 の 属す る 集団 の 表面 積 を 互い に 
手 を 取り 合っ て で きる だ け 小 さく し よう する 力 が 対人 関係 に 
お いて 働い て お り 、 還 R 
SOS2AASE DK に (は ) 外部 の 者 を 中 に いれ 
2 だ b な いる 2) 軸 間 の PH ヴ 
る と 中 に 引き ずり 込 も うと する も の で あり 、 物 理 的 液体 に お 
ける 「 表 面 張力 」 に 相当 する 。 こ うし た 状態 で は 、 人 々 は 閉 
鎖 的 な 対人 関係 を 好み 、 自 分 が 属す る 集団 ・ 仲 間 内 の 相手 と 
し か 付き 合わ お うと し な い (自分 の 属す る 集団 内 の こと に し か 
関心 が な い 。) こと 。 


ウェ ッ ト な 社会 に お ける 、 所 属 集団 に こう し た 表面 張力 の よ 
うな 力 が 働い て いる こと で 生ま れる 閉鎖 指向 は 、 人 々 の 間 
に 、 自 分 の 所 属す る 集団 の 内 と 外 と を 唆 別 する 傾向 を 生み 出 
す 。 そ し て 、 所 属 集団 の 内 側 に 対し て は 、 互 い に 同じ 集団 に 
属す る 身内 と し て の 一 体感 や 温もり 、 同 じ 運 命 共同 体 に 属す 
る 者 同士 と し て 、 互 い に 相手 の こと を 自分 自身 の こと と 同様 
に し て 心配 し 気遣い 、 助 け 合 う 関 係 が 生成 され る 。 


こう し た 人 間 的 な 温か さと か 相互 扶助 に 満ち た ウェ ッ ト な 対 
人 関係 は 、 実 は 、 い ずれ も 外 に 向かっ て 閉ざさ れ た 身内 集団 
内 限定 の 関係 な の で ある 。 人 間 同 士 也 い に ベタ ベタ くっ つい 
て 、 一 つ に まとまり 合 お うと する 傾向 の 強い ウェ ッ ト な 社会 
に お いて は 、 物 質 レ ベル に お ける 液体 の 水 が そ う で ある よう 
に 、 生 成す る 集団 が 、 内 と 外 と を 区 別 す る 「 表 面 」 や 、 集 団 
の 外側 に いる 者 が 集団 の 中 に 入る の を 排除 し よう と する 「 表 


面 張 力 」 を を 自ずと 持つ よう に な る 。 


ウェ ッ ト な 社会 に お いて は 、 身 内 と 外 と を 明確 に 区 別 し 、 身 
内 に 対し て は ウェ ッ ト な 態度 を 基準 と し 、 外 の よそ 者 に 対し 
て は ドラ イ な 態度 を 基準 と する と いう 、 対 人 関係 上 の ダブ ル 
スタ ンダ ー ド が 、 生 成す る 集団 に 「 表 面 」 が 存在 する 以上 、 
自然 と 成立 する と 言え る 。 


こう し た 、 対 人 関係 の ウェ ッ ト さ の 所 産 で ある 、 所 属 集団 に 
よそ 者 が 入ろう と する の を ハネ る 「 表 面 張力 」 の よう な も の 
が 存在 し 、 よ そ 者 が 簡単 に 集団 内 に 心理 的 に 入り 込め な い 社 
会 は 、 対 人 関係 の 面 で 見 知ら ぬ 他 人 か ら 親 し い 身内 の 者 に な 
る の に 大 変 な 労力 を 必要 と する 社会 で ある 、 と 言え る 。 


以下 に 、 ウ ェ ッ ト な 社会 に お いて 、 身 内 集団 か ら な る ウェ ッ 
ト な 世界 て 、 よ そ 者 や 赤 の 他人 が バラ バラ に 行き 交 う ドラ イ 
な 世界 と が 区 別 さ れる 様子 を 、 図 に まとめ た 。 


ナー 





ロー 、 ト ナチ ュ ラ キリ ロー キミ リキ スマ コ オ 1 半 伝 の ドニ イエ / の ハミ 
ワ ェ ッ ト な 社会 に お ける 対人 関係 の ドラ イ さ の 説明 


(付記 ) ウェ ッ ト な 社会 に お ける 公共 空間 、 私 的 空間 


上 記 の よう に 、「 身 内 」 と 「 よ そ 者 」 を 骨 別 する ウェ ッ ト な 
社会 に お いて 、 公 共 空 間 (駅 電車 内 や 公園 ) は 、 不 特定 多 
数 の 見 知ら ぬ 他 者 が バラ バラ な 目的 を 持っ て 一 時 的 に 寄り 集 
う 、「 よ そ 者 」 の 場 で あり 、 冷 た い ド ライ な 態度 が 主流 の 場 
所 と な る 。 


ウェ ッ ト な 社会 に お いて は 、 人 々 は 、 地 理 的 に 離れ た 場所 に 

複数 の 所 属 「 内 部 」 集 団 を 持っ て いる 。 (例え ば 、 日 本 な 

ら 、 家 庭 、 職 場 、 学 校 、 趣 味 の サ ー ク ル な ど ) 、 そ の 際 、 公 

共 の 場所 は 、 あ る 内 部 」 集 団 から 抜け 出 て 、 別 の 内 部 . 

人 、 一 時 的 に 通過 する だ け に 過ぎ な 
、 手 人 間 的 な 空間 と し て 、 彼 ら の 前 に 立ち 現れ る 。 


公共 の 場所 は 、 そ れ ゆ え 、 ウ ェ ッ ト な 社会 で は 、 大 切 に され 
NN RG 
め の パ スポ ー ト = 「 縁 故 」 を 持た な い 者 (浪人 、 ホ ー ム レス 
の US の の の の の じい の れる 
か どう か 保証 され な い 、。 


上 記 の 考察 より 、 ウ ェ ッ ト な 社会 に お ける 、 公 共 空 間 と 対比 
され て 捉え られ る 「 私 的 室 間 」 と 6 
只 中 に 当たる と 考え られ る 。 「 私 的 空 “ 間 」( 引 ドラ イ な 社会 

で は 、 個 人 の プラ イベ ー ト な 空間 の こと を 指す が 、 ウ ェ ッ ト 
な 社会 で は 、「 私 」 の 世界 = 自分 が 所 属す る 身内 集団 の 世界 
を 指す 点 が 異な る 。 こ の 場合 、 ウ ェ ッ ト な 社会 で は 、 私 的 室 
間 で ある こと を 示す プラ イバシー を 身内 集団 自体 が 持つ こと 
避 太 の この 点 に つい て 詳し くば 、 1 集団 アラ イシ ー」 に 
関す る 別項 を 参照 され た い 。 


上 記 を 要約 する に 、 ウ ェ ッ ト な 社会 で は 、「 公 共 」=「 外 
部 。 (よそ 者 の 世界 。) 」、「 私 」= 「 内 部 。 (内 部 者 同士 
の 世界 。) 」 と いう 関係 が 広く 成り 立つ と 言え る 。 
(付記 ) 「 集 団 免疫 系 」 と し て の ウェ ッ ト な 集団 
ウェ ッ ト な 社会 に お いて は 、 生 成す る 集団 に 「 表 面 」 の よう 


な も の が 存在 し 、 身 内 と 外 と を 明確 に 区 別 し よ うと する 。 そ 
こ に は 、 所 属 集団 に よそ 者 が 入ろう と する の を ハネ る 「 表面 
張力 」 の よう な も の が 存在 し 、 よ そ 者 が 簡単 に 集団 内 に 心理 
的 に 入り 込め な い 。 


この 場合 、 ウ ェ ッ ト な 人 間 集 団 に お ける 「 表面 張力 」 の 働き 
は 、 実 際 に は 、 生 体 の 免疫 系 と 、 そ の 基本 的 な 考え 方 が 共通 
で ある と 考え られ る 。 


免疫 は 、 生 体 の 持つ 、 自 分 自身 と 同じ 仲間 は 生体 内 に 受け 入 
れる が 、 自 分 と は 違う 、 異 貨 な 者 は 、 攻 撃 の 対象 と し て 排除 
する 働き で ある 。 


一 方 、 ウ ェ ッ ト な 集団 に お いて は 、 自 分 た ちと 同じ 身内 の 者 
は 、 集 団 内 に 受け 入れ る が 、 自 分 た ちと は 属性 の 異な る よそ 
者 、 異 質 な 者 は 、 集 団 に 入ろう と する と ハネ る (拒絶 する こ 
の な の 


この よう に 、 自 分 た ちと 同じ 属性 を 持つ 身内 の 者 を 受け 入 
れ 、 異 質 な 者 を 排除 する の は 、 和 免疫 と 働き が 同じ で ある と 言 
える 。 こ の ウェ ッ ト な 集団 の 持つ この 性 質 は 、「 集 団 免疫 」 
と いっ た 用 語 で 喜 い 表す こと が で きる 。 ウ ェ ッ ト な 集団 は 、 
従来 の 生体 レベ ル を 超え た 、 集 団 レ ベル で の 免疫 = 「 集 団 
免 投 系 」 で ある と 考え る こと が で きる 。 


ウェ ッ ト な 集団 に お いて 、 他 者 を 中 に 受け 入れ る か ハネ つけ 
る どう か の 間断 基準 は 、 自 分 た ちと 共通 属性 = 「 縁 故 」 ( 同 
じ と ころ に 住ん で いる か 、 住 ん で いた こと と いう 地縁 。 同 じ 
血 が 流れ て いる こと と いう 血縁 。 そ れ ら に 代表 され る 属 

性 。) が ある か 谷 か で ある と 考え られ る 。 経 故 、 コ ネ が ある 
= 自分 た ちと 、 知 り 合 いな ど が 共通 で ある 場合 は 、 中 に 入っ 
て よい と し 、 一 方 、 コ ネ が な いよ そ 者 の 場合 は 、「 一 見 さん 
お 断り 」 と いっ た 感じ で 中 に 入る の を 拒 絶 する こと に な る 。 


4. 日 本 社会 に お ける 二 和 面 性 の 例 


例え ば 、 日 本 に お いて は 、 学 校 や 官庁 や 企業 の 採用 試験 が 異 
様 に 厳し い が 、 こ れ は 、 組 織 内 外 を 分 ける 表面 張力 が 、 赤 の 
他人 に 対し て 基本 的 に 門戸 を 閉ざし て いる か ら で あ り 、 閉 じ 
た 門 を 開く た め に 、 受 験 生 は 、 学 業 や 体育 面 で 大 変 な 努力 を 
強い られ る の で ある 。 


一 方 、 苦 労 し て 採用 試験 に 受かり 、 い っ た ん 身内 集団 の 一 員 
と し て 登録 され れ ば 、 そ こ に は 、 相 互 の 一 体感 や 温か さ に 満 
ち た 、 家 族 的 で ウェ ッ ト な 相互 兵助 、 協 力 関係 が 存在 し 、 そ 
の 関係 は 、 自 分 か ら 進ん で その 集団 か ら 出 な い 限 り 、 終 生保 
証 さ れる こと に な る 。 ま た 、 社 宅 の 提供 や 、 ビ ジネス 能力 向 
上 の た め の 研 修 、 組 織 を 定年 な ど で 退 職 す る 際 の 再 就職 の 世 
話 な ど 、 全 生活 面 で あら ゆる 融通 が 図ら れる こと に な る 。 


一 方 、 身 内 集団 以外 の よそ 者 に と っ て は 、 そ の 集団 と 何ら か 
の 縁故 (コネ ) が な い 限 り 、 集 団 内 に アク セス し て 、 便 宜 を 
図っ て も ら う こと は 至難 の 業 で ある 。 組 織 の 壁 に 守ら れ な い 
た め 、 外 か ら 吹 きす さぶ 寒風 に 衣 接 さら され る こと に な り 、 
その 生存 の た め の 環 境 は 厳し いも の が ある 。 こ の よう に 、 身 
内 集団 か ら 外れ た 者 (浪人 ) は 、 ド ライ で 冷た い 、 丘 人 間 的 
な 対人 関係 の 中 で 、 自 ら ひ と り の オ 覚 で 生き 延び て いく し か 
な い の で ある 。 


この よう に 、 従 来 の 日 本 社会 に お いて は 、 ウ ェ ッ ト な 身内 集 
団 と 、 よ そ 者 同士 が 作る ドラ イ な 一 時 的 な 群集 と が 対比 され 
る 形 で 存在 する と いえ る 。 


(付記 ) 他 の 東 ア ジア の 社会 (中 国 ) に お ける 二 和 面 性 の 例 


上 記 の 対人 関係 の 二 面 性 は 、 日 本 人 だ け で な く 、 他 の 東 ア ジ 
ア の 人 々 に も 共通 に 当て は まる と 考え られ る 。 


例え ば 、 [園田 、2001] に よれ ば 、 中 国人 は 、 そ の 取る 態度 
が 、 自 分 と 関係 の 無い 他人 に 対し て は 、 敵 対 的 な 、 人 を 人 と 
も 思わ な いも の に な る と され て いる 。 例 えば 、 バ ス や 地下 鉄 
で は 、 周 囲 を 蹴 落 と し て で も 自分 が 先 に 乗り 込 も うと する 
し 、 見 知ら ぬ 者 同士 が 席 を 譲り 合う こと は 稀 で ある と され 


る 。 ま た 、 公 の 場 を 、 見 知ら ぬ 他 人 が 主流 を 占め る ゆえ 、 大 
事 に せ ず 、 平 気 で 壊し た り 汚 し た りす る 。 一 方 、 同 じ 血 縁 で 
結び つい た 親族 関係 に ある 者 同士 は 、 互 い に 親 密 な 互助 組織 
を 作り 、 強 い 一 体感 を 持っ て 、 生 活 上 の 融通 を 行う 。 例 え 
ば 、 商 業 部 門 に 親戚 が いれ ば 不足 気味 の 商品 が 優先 的 に 買え 
た り 、 交 通 部 門 に 身内 が いれ ば 、 車 に 乗っ て 旅行 に 出かけ て 
も 切符 を 買わ ず に 済む な ど で あ る 。 


この 場合 、 中 国人 に お いて は 、 同 じ 血 縁 で 結合 し た 者 同士 の 
み の 間 で 成立 する 閉鎖 的 な 対人 関係 を 構築 し 、 そ の 中 で は 、 
人 間 的 な 温もり 、 一 体感 に 満ち た ウェ ッ ト な 対人 関係 が 追求 
され る 。 一 方 、 そ の 中 を 外れ た 、 赤 の 他人 に 対し て は 、 冷 た 
い 括 人 間 的 な ドラ イ な 対人 関係 が 幅 を 効か せる こと に な る 。 


$. 他 社会 と の 比較 に お ける 日 本 社会 の 二 面 性 の 特徴 


同じ ウェ ッ ト な 社会 で も 、 義和 韓国 か が かど と で は 、 上 
記 の 身内 と 外 と の 対人 関係 に お ける ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ の 点 
で 二 面 性 が 見 られ る と いう 点 で は 共通 し て いる も の の 、 組 間 
に わた っ て は 、 か な り の 和 違 い が 見 られ る 。 


例え ば 、 中 国人 、 韓 国人 の 場合 、 身 内 集団 に 入れ る 者 が 、 基 
本 的 に 父 系 の 血縁 で つなが っ て いる 者 同士 に 限ら れる 、 そ う 
いう 点 で 、 ど の 身内 集団 に 入る か が 生得 的 に 決ま っ て お り 、 
その 点 、 よ そ 者 は 血縁 の な いと いう だ け て で 身内 集団 に 入る 資 
格 が な い 。 


これ に 対し て 、 日 本 人 の 場合 に は 、 嫁 入り ・ 入 り の 際 に 当 
人 の 名 乗る 姓 が 、 入 る 側 の 家族 の 姓 へ と 変化 する 「 姓 変わ 
り 」 現 象 が 示し て いる よう に 、 血 縁 レ ベル に お いて も 、 身 内 
集団 に 入る た め に 、 い っ た ん それ まで の 人 間 関 係 を 白紙 に し 
て 、 一 か ら 新 人 と し て これ か ら 所 属す る 集団 の し きた り を 学 
び 始 め る と いう 態度 を 取れ ば 、 必 ず し も 生得 的 な 血縁 関係 に 
関係 な く 、 身 内 集団 の 者 と し て 迎え 入れ られ る 、 と いう 点 が 
違っ て いる 。 


また 、 日 本 で は 、 各 人 が 所 属す る (ある い は 、 所 属し た ) 学 
校 や 、 官 庁 、 会 社 と いっ た 血縁 と は 無関係 な 組織 が 、 場 合 に 
よっ て は 、 血 縁 と 同等 以上 の 重要 な 身内 集団 と し て 位置 づけ 
られ る こと が 普通 で ある 。 そ れ は 、 例 えば 、 大 学 レ ベル で の 
学閥 の 存在 と か 、 中 央 省庁 に お いて 「 農 林 一 家 」 と いっ た よ 
うに 、 組 織 の 中 で 濃厚 な 擬似 家族 的 対人 関係 が 主流 で ある こ 
と か ら も 裏付け られ る 。 


た だ し 、 日 本 に お いて も 、 当 初 よ そ 者 だ っ た 者 が 、 こ うし た 
ウェ ッ ト な 温か い 対 人 関係 を 適用 され る 内 部 集団 (企業 、 官 
庁 、 学校 な ど ) の 者 と し て 迎え 入れ られ る まで に は 、「 新 
人 」 と し て 入っ た 集団 に 馴染 むための それ 相応 の 努力 や 苦労 
(いじ め に 会 うな ど ) が 必要 と いう 点 で 、 身 内 集団 の 持つ 
「 表面 張 力 」 は 確実 に 存在 する 。 先 の 中 央 省庁 の 「 oo 一家 」 
と いう 擬似 家族 関係 の ウェ ッ ト さ も 、 苦 労 し て 採用 試験 に 受 
か っ た = 組織 の 表面 張力 を 突破 し て 中 に 入れ た 者 だ けが 体験 
で きる 親密 さ 、 ウ ェ ッ ト さ な の で ある 。 


また 、 日 本 に お いて 、 よ そ 者 が 何と か こう し た 、 企 業 や 官庁 
と いっ た 組織 に 入る こと を 許さ れる の は 、 彼 ら が 、 ま だ 特定 
の 組織 の 色 に 染まっ て いな い 「 白 紙 」 状態 の 者 (新規 学卒 

者 ) か 、 例 え 他 の 組織 を 経験 し て いて も 、 再 び こ れ か ら 所 属 
する 組織 の 色 に 自ら を 全面 的 に 塗り 替え る こと の で きる 年 齢 
の 若い 者 で ある 場合 に 限ら れる の が 普通 で ある 。 日 本 に お い 
て 、 高 浮 者 の 再 雇用 が 難し い の は 、 こ の 点 と 関係 が ある 。 


6 心理 実験 で 日 本 人 が ドラ イ な 態度 を 示す 理由 。 


で は 、 な ぜ ウ ェ ッ ト (集団 主義 的 ) な 日 本 人 が 、 心 理 実験 に 
お いて は ドラ イ で ある (個人 主義 的 で ある ) 、 と いう 結果 を 
も た ら す の か ? それ に 対す る 筆者 な り の 説明 は 以下 の よう に 
MM の 所 


心理 実験 室 に お ける 実験 に お いて は 、 実 験 者 と 被験 者 、 被 験 
者 同士 の 関係 は 、 急 き ょ 一 時 的 に 寄せ 集め られ た 、 互 い に 見 
知ら ぬ 他 人 の 関係 に な る こと が ほとん ど で 、 和 被験 者 に と っ て 


は 、 ド ライ と 感じ られ る 対人 関係 に 当て は まる 。 従 っ て 、 被 
験 者 は 、 実 験 者 や 周囲 の 同席 する 他 者 に 対し て 、 自 分 の 身内 
や 親しい 友人 に 対し て と 同様 に は 一 体感 や 温もり を 感じ られ 
ず 、 勢 い 、 互 い に よ そよ そし い 、 一 時 的 な 対人 関係 を 持 と う 
と する の で あり 、 そ の こと が 、 実験 に お いて 、 本 来 ウ ェ ッ ト 
な は ず の 被験 者 が ドラ イ な 態度 を 取る こと に 結び つく と 考え 
られ る 。 


で は 、 ど うす れ ば 、 心理 実験 に お いて 、 日 本 人 被験 者 に 
ウェ ッ ト な 態度 を 取ら せる こと が で きる で あろ うか ? 。 


基本 的 に は 、 被 験 者 が 既に 構築 し て いる 身内 関係 を 、 何 ら か 
の 形 で その まま 実験 室 に 持ち 込む こと に よっ て 実現 可能 で あ 
る 、 と 筆者 は 考え る 。 実験 室内 で も 、 和 被験 者 同士 が 、 互 い に 
親密 な 身内 同士 と な か る よう に 人 選 面 で 配慮 し 、 か つつ 実験 室内 
に 、 身 内 以外 の よそ 者 が 入り 込ま な いよ うに し て 、 和 被験 者 同 
士 の 温か い 一 体感 を 損なわ な いよ うに する と と も に 、 相 互 扶 
助 的 な 容 囲 気 へ と 、 実 験 の 場 を 持っ て いく こと で ある 。 


ある い は 、 身 内 関係 を その まま 実験 室 に 移植 する こと が 不可 
能 な 場合 に は 、 例 えば 、 被 験 者 問 の 関係 を 、 互 い に 気 の 合 
う 、 一 体感 を 生み や すい 者 同士 が 同じ 組 に な る よう に 組み 換 
える と 共に 、 実 験 の 期間 を 、 当 初 は よそ 者 同士 だ っ た 被験 者 
間 に 、 同 じ 運命 共同 体 に ある と いう ウェ ッ ト な 一 体感 を 醸成 
させ る に 十分 な 長 さ へ と 延長 する こと が 考え られ る 。 


(付記 ) 「 閉 鎖 的 ・ 限 定 的 信頼 (ウツ ウェット 社 会 ) 」vs「 開 放 
的 ・ 一 般 的 信頼 (ドラ イ 社 会 ) . 


[山岸 、1998] に お いて は 、 人 間 一 般 に 対す る 信頼 、 例 えば 
「 ほ と ん どの 人 は 信頼 で きる 」 と いう 態度 項目 へ の 回 答 に お 
いて 、 ア メリ カ 人 の 方 が 日 本 人 より も 、 信 頼 の 度合 い が 高 い 
と いう 結果 が 出 て いる 。 


筆者 の 考え で は 、 信 頼 と 社会 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と の 関連 
は 以下 の よう に まとめ られ る 。 


欧米 の よう な ドラ イ な 社会 に お いて は 、 人 々 は 、 人 間 一 般 を 
契約 の 対象 と し て 誰 で も 平等 に 信用 する 。 相 手 が 約束 を 守れ 
る か きち ん と 値 踏み し た 上 で 、 い っ た ん 契約 を 結ん だ 者 は 、 
例え 赤 の 他人 で も 全面 的 に 信頼 する 。 そ うい う 点 で 、 信 頼 を 
結ぶ 対象 が 、 誰 に 対し て も 広く 開か れ て いる 、 と 吉 え る 。 こ 
の 点 、 ド ライ な 社会 に お ける 信頼 は 、「 開 放 的 信頼 」「 一 般 
的 信頼 」 と 呼ぶ こと が で きる 。 こ の 場合 、 人 々 は 、 契 約 を 

破っ た 者 に 対し て は 、 裏 切り 者 と し て 容赦 な く 訴 訟 を 起こ す 
こと に な る 。 そ うい う 点 で 、「 一般 的 舘 頼 」 は 、 告 訴 、 訴 訟 
と 紙 え ず 隣 り 合 わせ の 関係 に あり 、 そ うし た 点 で 、 あ る 程度 
「 冷た さ 」 を 内 包 し て いる と 言え る 。 


これ に 対し て 、 日 本 の よう な ウェ ッ ト な 社会 で は 、 人 々 は 、 
身内 の 者 に 対し て の み 心 を 開き 、 信 用 する 。 信 頼 の 対象 は 、 
人 間 一 般 で は な く 、 あ くま で 身内 集団 内 限定 の 、 外 に 向かっ 
て 閉じ た も の と な る 。 そ うい う 点 で 、 信 頼 を 結ぶ 対象 が 、 特 
定 の 相手 に 限定 され て いる と 言え る 。 こ の 点 、 ウ ェ ッ ト な 社 
会 に お ける 信頼 は 、 「 閉 鎖 的 信頼 」「 限 定 的 信頼 」 と 呼ぶ こ 
の の YO きる の 。 


な お 、 山 岸 の 説 で は 、 日 本 の よう な 一 般 的 信頼 に 欠け る 社会 
で は 、 人 々 は 相互 監視 に よっ て 仕方 な く 集 団 主義 的 な 行動 を 
と る と され て いる 。 こ れ に 対し て 、 筆 者 は 、 以 下 の よ うな 違 
う 考 え を 持っ て いる 。 


日 本 の よう な ウェ ッ ト な 社会 に お いて は 、 一 般 的 信頼 に 欠け 
る か ら と いっ て 、 そ こ に 信頼 関係 が 成り 立た な い 訳 で は 全く 
な く 、 人 々 は 身内 に 閉じ た 集団 の 中 で 、 互 い に 人 間 的 な 温 も 
り 、 愛 情 、 一 体感 に 包ま れ 、 人 懐か し さ を 重 ん ずる 。 そ こ に 
は 、 (あく ま て で 内 部 の 仲間 限定 で は ある が 。) 極め て 深い 根 
源 的 ・ 原 初 的 な 信頼 関係 が 人 々 の 間 に 存 在 す る と 言え る 。 し 
た が っ て 、 日 本 人 の よう な ウェ ッ ト な 人 々 は 、 相 互 蹴 視 と い 
う よ り は 、 身 内 の 仲間 同士 に 閉じ た 信頼 感 に よっ て 、 互 い に 
心理 的 距離 が 近く な る よう に 集団 を 組ん で 動く の だ と 考え 

る 。 


7. イ ンタ ーネット 上 の 心理 テス ト で 日 本 人 が ドラ イ な 態度 を 
選ぶ 理由 。 


筆者 が 運用 中 の 、Web サ イト 心理 テス ト に お いて は 、 訪 問 す 
る 回 答 者 の ほとん ど が ドラ イ な 態度 の 方 を 、 自 分 の 性 格 に 
合っ て いる と し て 選択 し て いる 。 


な ぜ ウ ェ ッ ト (集団 主義 的 ) な 日 本 人 が 、 イ ンタ ーネット 上 
の 心理 テス ト に お いて は ドラ イ で ある (個人 主義 的 で あ 

る ) 、 と いう 結果 を も た ら す の か ? それ に 対す る 筆者 な り の 
説明 は 以下 の よう に な る 。 


イン ター ネッ ト 上 の web サ イト と いう の は 、 訪 問 者 に と っ て 
みれ ば 、 見 ず 知 ら ず の 赤 の 他人 が 構築 し た 情報 環境 で ある 。 
こう し た web サ イト の 環境 は 、 当 サイ ト も 含め て 、 訪 問 者 に 
と っ て は 、 吉 わ ば よそ 者 の 世界 に 足 を 踏み 入れ る こと に 当 た 
り 、 訪 問 者 は 、 自 ら 気がつか な いう ち に (無意識 の うち 

に ) 、 ド ライ な 態度 を 取 ろ うと 身構え て いる 状態 に な る こ 
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その よう な 状態 で 、 心理 テス ト に 入っ て 、 誰 に 対す る 態度 か 
を 特定 せ すず に 「 あ な た は 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト ど ちら の 態度 を 
好み ます か ? 」 と 聞か れ た 場合 、 訪 問 者 = テス ト 回 答 者 が デ 
フォ ルト で 取る 態度 は 、 見 ず 知 ら ず の web サ イト 作成 者 = よ 
そ 者 に 対す る 冷た い ド ライ な 態度 と いう こと と な り 、 従 っ 

て 、 彼 ら は 、 例 え ウ ェ ッ ト な 性 格 で あっ て も 、 ド ライ な 回 答 
を 寄せ る こと に な る 。 


この まま で は 、 イ ンタ ーネット 上 の 心理 テス ト で は 、 ウ ェ ッ 
ト な 性 格 の 持ち 主 を 、 ド ライ な 性 格 で ある と 主 装 定 し て し ま 
うこ と が 恒常 的 に な っ て し まう 滋 れ が ある 。 こ れ を 解決 する 
に は 、 心理 テス ト の 質問 に お いて 、「 誰 に 対し て 」 そ の 態度 
を 取る の を 好む か に つい て 、1。) 「 身 内 の 親しい 者 」 に 対 
し て 、2) 「 よ そ 者 、 赤 の 他人 」 に 対し て 、 の 2 通り に 予め 分 
け て 回 答 を 求め 、 両 者 の 回 答 結 果 を 比較 する こと が 考え られ 
る 。 


その 結果 、 身 内 の 親しい 者 に 対し て 、 よ そ 者 より も 有意 に 


ウェ ッ ト な 態度 を 取る 者 は 、 そ の 根 放 的 な 性 格 が ウェ ッ ト で 
ある 、 と いう こと が 言え る の で は な いか と 考え られ る 。 身 内 
と よそ 者 と で 取る 態度 が 違う 、 態 度 の 二 面 性 を 持つ こと が 、 
先 に 館 べ た よう に 、 ウ ェ ッ ト な 性 格 の 人 々 の 大 きか な 特徴 だ か 
ら で あ る 。 


無論 、 匿 名 的 人 間 関 係 が 支配 する イン ター ネッ ト 上 で の 回 答 
で ある か ら 、 ウ ェ ッ ト な 回 答 者 は 費 心 理 的 な ガー ド が 固く 、 
自分 の ウェ ッ ト な 内 面 を 隠し て 、 ド ライ な 外面 を 極力 見 せよ 
うと する 傾向 が ある 。 従 っ て 、「 身 内 に 対し て 、 ド ライ ・ 
ウェ ッ ト ど ちら の 態度 を 取り ます か ? 」 と 聞か れ た 場合 
どちら か と 土 え ば 、「 ド ライ 」 な 方 を 選択 する 傾向 は ある と 
考え られ る 。 


し か し 、 心理 テス ト に お いて 、「 身 内 」 と 「 よ そ 者 」 と に 対 
する 態度 の 違い まで を 隠蔽 する こと は 、 ウ ェ ッ ト な 回 答 者 に 
と っ て は 想定 外 で あり 、 そ の 結果 、「 身 内 」 に 対し て 相対 的 
に より ウェ ッ ト な 態度 を 取る と 思わ ず 回 答 し て し まう 。 そ の 
結果 、 ド ライ な 外面 に 隠さ れ た ウェ ッ ト な 性 格 が 図ら ず も 表 
面 化す る こと に な る 、 と 筆者 は 考え て いる 。 


8. 仮 説 の 検証 - ウェ ッ ト 社 会 (日 本 ) の 分 析 事 例 - 


上 記 の 筆者 の 説明 が 正しい な ら ば 、 対 人 関係 が ウェ ッ ト と さ 
れる 日 本 や 東 ア ジア の 人 々 に お いて は 、 心理 テス ト な ど で 、 
身内 に 対す る 態度 が 、 よ そ 者 、 見 知ら ぬ 他 人 に 対す る 態度 に 
比べ 、 有 意 に ウェ ッ ト に な る は ず で ある 。 


筆者 は 、 こ の 仮説 を 検証 する た め 、 イ ンタ ーネット を 利用 し 
て 、 主 に 日 本 人 の 若者 を 対象 と し た 心理 テス ト 形 式 の アン 
ケー ト 調 査 を 行っ た 。 調 査 は 、 当 サイ ト を 訪れ た 回 答 者 に 対 
し て 、 行 われ た 。 調査 は 、 筆 者 が 作成 し た ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト 
な 行動 様式 の 17 種 類 の 分 類 項 目 に それ ぞ れ 相当 する 17 の 
ウェ ッ ト な 態度 に つい て 、2 段 階 の 回 答 ス テー ジ を 設け た 。 
人 筆者 は 、 そ れ ぞ れ に つい て 「 誰 と oo する 」 と いう 態度 表現 の 
「 誰 」 の 中 身 の み を 取り 替え た 。 (文章 の 末尾 は 2 段階 を 通 


じ て 一 緒 で あっ た 。) 筆者 は 、 そ し て 、 回 答 者 に 対し て 、 ど 
れ だ け 自 分 に 当て は まる か を 回 答 し て も ら っ た 。 


2 段階 ある 回 答 の 第 1 段階 に お いて は 、 態 度 の 表現 を 、「 赤 の 
他人 と 一 緒 に 行動 する の を 好む 」 の よう に 、「 赤 の 他人 」 
(よそ 者 ) を 対象 と し た 内 容 に 統一 し た こと 。 そ れ ぞ れ の 態 
度 に つい て 「 と て も 当て は まる 」 か ら 「 ほ と ん ど 当 て は ま ら 
な い 」 ま で 5 段階 で 回 答 し て も ら っ た こと 。 第 2 段階 に お いて 
は 、 態 度 の 表現 を 、「 身 内 の 仲間 と 一 緒 に 行動 する の を 好 
む 」 の よう に 、「 身 内 の 仲間 」 を 対象 と し た 内 容 に 統一 し 
た 。 回答 の 形式 は 、 第 1 段階 と 同様 の 5 段階 で あっ た 。 


回 答 結 果 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


回 答 デ ー タ を 分 析 し た 結末 、 


(1 ) 各回 答 項目 に つい て 、 「 身 内 」 と 「 赤 の 他人 (よそ 

者 ) 」 と の 間 で の 回 答 値 の 平均 値 の 差 の 検定 (対応 あり こ 

と 。) を 行っ た と ころ 、17 種 類 の 回 答 項 目 の う ち 、 「 身 内 」 
に 対し て 、「 赤 の 他人 (よそ 者 ) 」 に 比べ て 、 有 意 に (有意 
水準 0.01) 、 回 答 者 が より ウェ ッ ト な 態度 を 取る と 出 た 項目 
が 、15 項 目 と 大 半 を 占め た 。 


( 2 ) 各回 答 者 に つい て 、「 身 内 」 に 対し て 「 赤 の 他人 ( よ 
そ 者 ) 」 よ り も より ウェ ッ ト な 態度 を 取る 回 答 項目 の 数 が 有 
意 に 多い か どう か を 装 定 する 符号 検定 を 行っ た と ころ 、「 身 
内 」 に 対し て 「 赤 の 他人 。 (よそ 者 。) 」 よ り も より ウェ ッ 


ト な 態度 を 取る 回 答 項目 の 数 が 有意 に 多い (有意 水準 0.05) 

回 答 者 の 全体 に 占め る 比率 は 、535.5% と 過半 数 を 超え た 。 逆 
に 、「 赤 の 他人 (よそ 者 ) 」 に 対し て 「 身 内 」 に 対し て より 
も より ウェ ッ ト な 態度 を 取る 回 答 項 目 の 数 が 有意 に 多い ( 有 
意 水 準 0.05) 回 答 者 の 全体 に 占め る 比率 は 、7% に 過ぎ な か っ 
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上 記 の 結果 か ら 、 日 本 の よう な ウェ ッ ト な 社会 に お いて 、 身 
内 に 対す る 態度 が 、 よ そ 者 、 見 知ら ぬ 他 人 に 対す る 態度 に 比 
べ 、 有 意 に ウェ ッ ト に な る 、 と いう 筆者 の 仮説 は 十分 支持 さ 
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上 記 の アン ケー ト の 回 答 者 は 、 そ の ほとん ど が 従来 行動 様式 
が ドラ イ 化 し た と され て きた 10<20 代 の 若者 で あり 、 彼 ら に 
お いて 、 ウ ェ ッ ト 社 会 の 特徴 で ある 「 身 内 」 「 よ そ 者 」 間 で 
の 態度 の 別 が 見 られ た と いう こと は 、 彼 ら 日 本 の 若者 が 、 
根 庶 に お いて は 、 上 の 世代 同様 ウェ ッ ト で ある こと を 示す 結 
打 と な っ た 。 
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一 方 、 ド ライ な 対人 関係 の 欧米 に お いて は 、 身 内 と 見 知ら ぬ 
よそ 者 に 対す る 態度 の 間 に ウ ェ ッ ト な 社会 ほど の 差 が 見 られ 
ず 、 両 方 と も 適度 に ドラ イ に な る の で は な いか と 予想 され 
る 。 こ の 仮説 に 関し て は 、 今 後 の 調査 で 当否 を 明らか に する 
必要 が ある 、 と 考え て いる 。 
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ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ の 両立 に つい て 


2006.1-2006.9 初 出 


ドラ イ な か 価値 と ウェ ッ ト な 価値 を 同時 に 手 に 入れ る の は 難 し 
く 、 六 協 が 必要 で す 。 ま た 、 例 えば 、 ウ ェ ッ ト な 価値 だ け を 
取っ て みて も 、 そ こ に は 、 プ ラス 面 を 実現 し よう と する と 、 
付随 する マイ ナス 面 も 同時 に 出 て し まい ます 。 


1. ド ライ な 価値 と ウェ ッ ト な 価値 の 両立 


ドラ イ な か 価値 と ウェ ッ ト な 価値 の 両立 を 図る の は 難し い 。 そ 
の 一 例 と し て 自由 と 連帯 を 上 げ る こと 。 
自由 と 連帯 は 両立 し な い 。 


自由 と 連帯 は 、 両 方 と も 、 人 間 に と っ て プラ ス の 望ま し い 価 
値 で あり 、 人 間 は 、 両 方 欲し いと 思う 。 


羽 を 思い 切り 伸ばせ て 、 自 分 の 行き た い 方 向 に 行け る 自由 さ 
は 、 互 い に バ ラバ ラ に 離れ て 活動 する こと を 指向 する 、 心 の 
ドラ イイ さき に よう つ で 成り つん 


一 方 、 連 帯 は 、 互 い に 周囲 他 者 と の 温か な 心地 よい 一 体感 を 
生む が 、 こ れ は 、 互 い に 集 まり くっ つく こと を 指向 する 、 心 
の ウェ ッ ト さ に よっ て 成り 立つ 。 


望ま し さ の 点 か ら 吉 えば 、 自 由 も 連帯 も 両方 いっ ぺん に 欲し 
いと いう こと に な る が 、 残念 な が ら 、 両 者 は 、 ド ライ ・ 


ウェ ッ ト の 軸 上 で は 、 互 い に 対 立 し た 概念 で あり 、 両 立 し な 
生 


連帯 感 を 持つ に は 、 各 人 が 同じ 価値 観 を 共有 する 必要 が あ 
り 、 周 囲 と 無関係 に 自分 の 好き な 道 を 歩も うと し た り 、 互 い 
に バラ バラ で いよ うと する 自由 さや 個人 毎 の 個性 の 発 串 を 制 
限 、 規 制す る 必要 が ある 。 


一 方 、 個 人 の 自由 が 確保 され る と 、 個 人 が 周囲 と 無関係 に バ 
ラバ ラ に 動く よう に な り 、 連 淀 が 欠如 する 。 そ うな る と 、 行 
動 の 責任 を 一 人 で 取ら な けれ ば な ら な いし 、 他 人 と 自分 は 所 
座 違 うん だ と いう 、 孤 独 感 や 寂し さ に さい な まれ る こと に な 
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結局 、 自 由 と 連帯 と 両方 同時 に 手 に 入れ る こと は 普通 は 不可 
能 で ある 。 両 者 を どう し て も 同時 に 欲し い の で あれ ば 、 あ る 
程度 自由 も 連帯 も 制限 し つつ 、 不 満 の 出 な い 中 間 値 を 探す 必 
芝 が ある 。 


自由 と 連帯 が 両立 する の は 、「。 (社会 と か の ) 自由 化 を 求 
め て 連帯 する 」 と か 、 あ る い は 各 人 の 自由 意思 が た また ま 複 
数 の 人 々 の 間 で 共通 、 一 緒 だ っ た 時 だ け で ある 。 


例え ば 、 人 間 は 物価 が 女 い ほど 、 生 活 の コス ト が 低く て 生活 
し や すい と いう 点 で は 万 人 が 共通 し て いる の で 、 各 人 の 自発 
的 な 自由 意思 で 「 物 価 の 値下げ を 求め て 連帯 する 」 と いっ た 
こと が 可能 で ある 。 


2. ウ ェ ッ ト (ドラ イ ) な 価値 の 2 面 性 


ウェ ッ ト な 価値 に は 、 同 時 に プラ ス と マイ ナス の 2 側面 が 存 
在 す る 。 


例え ば 、 な つき と ま と わ り つ き は 、 両 方 と も ウェ ッ ト な 感じ 
を も た ら す が 、 こ の 2 つ は 同時 に 起こ る 。 


子供 が 自分 に な つく の は 、 子供 が 自分 を 好い て くれ て いる か 
ら で あ り 、 そ うし た 子供 に よる プラ ス 評 価 が 自分 に と っ て 、 
心地 よい 、 う れ し い と 感じ られ 、 プ ラス の 感 覚 を も た ら す 。 


し か し 一 方 、 な つか れ て 、 自 分 の 周囲 を 紙 え ずく っ つか れ 
る 、 ま と わり つか れる の は 、 特 に 忙し い 時 な ど わ ずら わし 
く 、 う る さい と 感じ られ 、 マ イナ ス の 感覚 を も た ら す 。 


が 必 vg: まとも わり つか れる の が わあ すら わ し いと し て 、 学 
供 を 邪険 に 追い 返し て 扱っ て いる と 、 子供 が な つい て くれ な 
《 な り 。、 し く な る 。 


結局 、 な つき こと 。 (プラ ス 価 値 ) を 手 に 入れ よう と 思っ た 
ら 、 ま と わり つき こと 。 (マイ ナス 価値 ) の 方 の 発生 も 同時 
に 我慢 する 必要 が ある 。 


上 記 は 、 ウ ェ ッ ト な 価値 に つい て の 例 で ある が 、 ド ライ な 価 
値 に つい て も 同様 な 説明 が 可能 と 考え られ る 。 


2006 初 出 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト 循 環 


2009.11 初 出 


人 間 は ドラ イ な 環境 に 行く と 、 ウ ェ ッ ト さ を 欲し 、 そ れ で は 
ウェ ッ ト な 環境 に 行く と ドラ イ さ を 欲す る と いう よう に 、 ド 
ライ 、 ウ ェ ッ ト さ へ の 欲求 が ドラ イー ウェ ッ ト ー ド ライ … 
ウェ ッ ト ・・・ と いっ た 感じ で 循環 し ます 。 健 者 は 、 こ の こ 
に OMNV 説 用 し てい ます 。 


人 間 は 、 ド ライ な 社会 環境 で は 、 自 由 競 争 の 結果 生じ る 格差 
に 耐え られ な く な る 。 自 由 競 争 に 疲れ る こと 。 そ の 結果 、 相 
互 連 帯 、 兵 助 を 実現 する ウェ ッ ト さ に あこ が れる こと 。 


そう し て ウェ ッ ト な 社会 環境 に 入る と 、 今 度 は 、 し が ら み を 
うっ と うし く 感 じ る よう に な り 、 ド ライ な 自由 さ が 欲 し く な 
る 。 


この よう に 、 ド ライ さ 、 ウ ェ ッ ト さ へ の 指向 が 循 壊 する 。 


メー ル 、 電 話 と ドラ イ 、 ウ ェ ッ ト さ 


2009.11 初 出 


筆者 は 、 人 間 の メー ル 、 電 話 と いっ た コミ ュ ニ ケー ショ ン 行 
動 と 、 ド ライ 、 ウ ェ ッ ト さ と の 関連 に つい て 説明 し て いま 
ま 。 


古 S だ ドド な 人 。 
頻繁 に 相手 に 電話 を か ける 、 会 いた が る 、 メ ー ル する こと 。 
相手 か ら メ ー ル が ある と 、 即 座 に 返事 を 出す こと 。 


そう し た 行動 の 根 旅 に は 、 相 手 と 親しく な ろう と する 、 も っ 
と 近づこ うと する と いう 欲求 が ある 。 


ドジ イッ Ns 
最低 限 し か メー ル 、 電 話 を し な いこ と 。 
ある 程度 時 間 、 期 間 を 経て か ら 返 事 を 返す こと 。 


そう し た 行動 の 根 旅 に は 、 相 手 に 近づこ うと する 倫 求 が 欠如 
し て いる 。 


最適 社会 湿度 


2009.11 初 出 


社会 混 度 は 、 そ の 社会 の 人 々 の 社会 関係 (社会 的 相互 作用 ) 
の ドラ イ 、。 ウェ ッ ト な 良 合 いと 呼ぶ こと が で きる 。 


ウェ ッ ト 過 ぎる 場合 。 

・ 自由 が な く 、 東 縛 感 が ある の で 、 道 

る こと か 必要 で ある 。 

・ 対 人 関係 が 大 変 で 疲れ る の で 、 適 度 に ドラ イ て 対人 関係 が 
さっ ぱり し て いる こと か 必要 で ある 。 


度 に ドラ イ で 自由 が あ 


ドラ イ 過 ぎる 場合 。 
・ 自 由 競 争 の 行き 過ぎ で 、 格 差 が 大 きく 開い て し まう の で 、 
適度 に ウェ ッ ト で 仲良 く 一 緒 に 共同 歩調 を 取る こと か 必要 で 


ある 。 
・ 孤 狐 に な っ て し まう の で 、 適 度 に ウェ ッ ト で 周囲 と の 一 体 
感 を 保てる こと か 必要 で ある 。 


要 の る に 。、 状 間 に と っ つて 、 ド ライ 過ぎ きず かつ ウ エッ ト 骨 ぎ 
な い 最 適 な 社会 混 度 が 存在 する と 考え られ 、 そ うし た 社会 湿 
度 の 下 で 、 最 も 快適 で 生産 効率 が 上 が る と 了 予想 され る 。 


例え ば 、 半 分 農耕 で 、 半 分 遊 履 、 牧 痛 な の が 、 適 度 に ドラ イ 
か つ ウ ェ ッ ト で あり 、 良 好 な 社会 湿度 に な る と 考え られ る 。 


シス テム と ドラ イ 、 ウ ェ ッ ト さ 


2009.11 初 出 


シス テム は 、 構 成 要素 同士 が 相互 依存 関係 に あり 、 そ の 人 本質 
は ウェ ッ ト で ある 。 

シス テム は 、 構 成 要素 同士 が 相互 に 異質 で あり 、 そ の 本 質 は 
ドラ イ で ある 。 


ウェ ッ ト な 研究 、 ド ライ な 研究 


2009.11 初 出 


ウェ ッ ト な 研究 で は 、 研 究 者 は 、 以 下 の 通り で ある 。 


研究 対象 が 好き で あり 、 愛 着 を 持っ て いる こと 。 研究 対象 を 
愛し て いる こと 。 研究 対象 は 、 愛 情 を 注ぐ 対象 と か っ て いる 
2 

研究 対象 と 母性 的 な 一 体感 が ある こと 。 

研究 対象 に 対し て 、 距 離 感 が 無い こと 。 研究 対象 に 対し て 、 
客観 的 、 冷 注 、 冷 本 に か なれ な いこ と 。 


ドラ イ な 研究 で は 、 研 究 者 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 

研究 対象 は 、 あ くま で 金儲け や 宋 誉 、 名 声 を 得る 等 の 目標 達 
成 の た め の 手 段 、 道具 で ある こと 。 

研究 対象 は 、 冷 静 で 客観 的 に 観察 する 対象 で ある こと 。 
対象 に 対し て 一 定 の 距離 を 費 き 、 冷 た く 突 き 放 すこ と 。 
自分 の 研究 も 、 冷 徹 な 批 午 対 象 と する こと 。 


日 本 人 や 女性 研究 者 は ウェ ッ ト タ イプ で あり 、 欧 米 、 男 性 研 


究 者 は ドラ イタ イブ で ある と 考え られ る 。 


友人 選択 と ドラ イ 、 ウ ェ ッ ト さ 


2009.11 初 出 


筆者 は 、 友 人 選択 に 、 ド ライ 、 ウ ェ ッ ト の 両 タ イプ が 存在 す 
る こと を 説明 し て いま す 。 


・ ド ライ な 個別 主義 
趣味 ご と に 違う 友人 を 持つ こと 。 
この 趣味 で は この 友人 を 持つ こと 。 別 の この 趣味 で は 別 の こ 
の 友人 人 を 持つ こと 。 で だ の よう に ずる こと 。 
男性 優位 で ある こと 。 
・ ウ ェ ッ ト な 包括 主義 


ある 一 人 の 友人 で 複数 全て の 趣味 を 合わ せる こと 。 
女性 優位 、 日 本 的 で ある こと 。 


ドラ イ 、 ウ ェ ッ ト さ と 保守 、 革 新 


2009.11 初 出 


保守 、 革 新 と ドラ イ 、 ウ ェ ッ ト さ の 関連 が 、 日 本 と アメ リカ 
な ど で 思 な る こと を 説明 し て いま す 。 


・ ウ ェ ッ ト な 保守 、 ド ライ な 昔 新 

日 本 伝統 的 稲作 農耕 社会 で は 、 保 守 層 が 、 相 互 一 体感 尊重 の 
ウェ ッ ト さ を 支持 し 、 革 新 悦 が 、 自 由 主 義 の ドラ イ さ を 支持 
する 。 

・ ド ライ な 保守 、 ウ ェ ッ ト な 革新 

アメ リカ 伝統 的 牧畜 社会 で は 、 保 守 層 が 、 自 助 の ドラ イ さ を 
支持 し 、 草 新 層 が 、 医 療 保険 ネッ ト の ウェ ッ ト さ (相互 扶 
助 ) を 支持 する こと 。 日 本 と 逆転 し て いる こと 。 


ネッ ト は ウェ ッ ト 。 


2009.11 初 出 


ネッ ト が ウェ ッ ト な 感覚 を 人 間 に え る こと を 説明 し て いま 
す 。 


イン ター ネッ ト 、 セ ー フ ティ ネッ ト ・・・ い ずれ も 、 人 と 人 
と の つなが り 、 コ ネ ク シ ョ ン を 作る 方 向 に 向かう た め 、 
ENG め る 。 


経営 ・ 経 済 


組織 の 「 最 適 」 湿度 に 関す る 検討 


- ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 組織 の 長所 ・ 短 所 、 お よび 組織 湿度 の 
調節 ・ 矯 正 に つい て - 
(c)2002.10 初 出 


ドラ イ 過 ぎ 、 あ る い は ウェ ッ ト 過 ぎる 組織 に 対し て は 、 問 題 
解決 の た め の 「 湿 度 調節 」 援助 を 行う 必要 が あり ます 。 筆 者 
は 、 組 織 の 雰囲気 を 牌 すこ と で 、 業 績 や 、 居 心地 の 快適 さ の 
向上 を 目指 し ます 。 健 者 は 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 組織 が 持つ 
長所 ・ 短 所 の 分 析 を 行い 、 組 織 の 湿度 調節 ・ 矯 正 の あり 方 や 
その 実現 の た め に 心理 カウ ン セ ラー が 果たす 役割 な ど に つい 
で まとめ て み ま し た 、。 


Ps 


ここ で は 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 性 格 ・ 態 度 に 関す る 個人 レベ 
ル の 知見 を 、 組 織 レ ベル に 応用 する 可能 性 の 大 き さ や 、 組 織 
風土 の 改善 に 役立て る た め に 解決 すべ き 課 題 に つい て 迷 べ 

る 。 


社会 に お いて は 、 ド ライ 過ぎ 、 あ る い は ウェ ッ ト 過 ぎ て 機能 
不全 、 病 的 状態 に 陥っ た 組織 が 沢山 ある と 考え られ る 。 そ う 
し た 組織 を 対象 と し た 「 組 織 湿度 」 の の カウンセリング 、 コ ン 
サル ティ ング を 行う 体制 を 整え る こと か 必要 で ある 。 
ドラ イ 過 ぎ 、 あ る い は ウェ ッ ト 過 ぎる 組織 に 対し て 、 問 題 解 
決 の た め の 「 湿 度 調節 ・ 矯 正 」 援助 を 行う の が 、 カ ウン セリ 
ング の 目的 と な る 。 

組織 の 実 囲 気 を 條 すこ と で 、 業 績 や 、 居 心地 の 快適 さ の 向上 
を 目指 すこ と 。 

対象 組織 は 、 役 所 、 企 業 、 学 校 、 家 庭 な ど 多 岐 に わた る 。 


ここ で は 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト そ れ ぞ れ の 組織 の 持つ 特徴 を 、 
長所 と 短所 に 分 け て 比較 する こと で 、 業 績 、 成 員 満足 度 向上 
の 点 で 望ま し い (ある い は 逆 に 問題 の ある こと 。) 組織 の ド 
ライ ・ ウ ェ ッ ト さ と は どの よう な も の か に つい て 考察 する 。 


2 . 1 ウェ ッ ト な 組織 
ウェ ッ ト な 組織 の 長所 は 、。 


[相互 依存 ・ 扶 助 指向 ] 

ウェ ッ ト な 組織 は 、 人 間 的 な 温もり 、 触 れ 合 い に 溢れ て い 

る 。 共同 体 的 、 家 族 的 で あり 、 少 な く と も 最初 は 居心地 が よ 
い 。 ず っ と 長く いた いと 思わ せる こと 。 成員 は 居心地 の よい 
状態 を 維持 する た め に 、 積 極 的 に 働 こ うと する 。 

組織 の 中 で は 、 成 員 は 、 周 囲 の 同僚 と 協力 し 、 自 分 の 利益 は 
二の次 に し て 、 互 い に 相 手 を 思い や り 、 助 け 合 お うと する こ 
と 。 (相互 扶助 の 精神 に 溢れ て いる こと 。) 成員 の 誰か が 調 
子 が 悪く な っ た と き は 、 有 周囲 が 積極 的 に 無償 で それ を カ 

ヴァ ー す る 行動 を し て くれ る の で 、 い ざと いう と きも 安心 で 
あり 、 成 員 は 業務 を 進め る 上 で の 強力 な 心 の 支え を 得る こと 
が で きる 。 和 失敗 し た と き の 責 任 も 共同 で 取っ て も ら え る の で 
気 が 楽 で ある 。 


[関係 指向 ] 

組織 と の 強力 な 一 体感 が 醸成 され 、 成 員 は 、 自 分 の 属し て い 
る 組織 の た め に 、 私 利 私 欲 に 囚われ ず 、 一 生 懸 命 献身 し よう 
と する 。 

成員 は 、 組 織 と 一 心 同体 で ある 。 周囲 の 同僚 と 運命 共同 体 を 
形成 し て いる こと 。 組織 の 成功 が 成員 自身 の 成功 で も ある 。 
成功 は 、 周 囲 の 同僚 と 分 か ち 合い 、 誰 の 成果 だ と いう こと を 
気 に し な い (自分 の 成果 だ と いう こと に こだわ ら な いこ 
oe を 

組織 と 一 体 化す る こと で 、 成 上 員 各 員 の 自我 が 、 組 織 全体 の サ 
イズ まで 拡大 し 、 気 持ち 的 に 強大 に な っ た よう に 感じ 、 全 能 
感 を 持っ て 、 積 極 的 に パワ フル に 業務 に 取り 組む こと が で き 
る 。 


[同調 ・ 同 期 指 向 ] 


成員 相互 の 一 体感 が 強く 、 互 い が 心 理 的 に 近い 位置 を 共有 し 
て いる 。 そ の た め 、 意見 が 合い や すく 、 成 員 相互 の 摩擦 が 少 
な く 、 快 適 に 業務 を 進め られ る 。 相互 の 一 体感 を 保持 する た 
め に 、 成 員 は 、 周 囲 と 同じ 行動 を 好 ん で 取り 、 同 じ 横 並び の 
状態 で いよ うと する 。 

成員 は 、 互 い を 同期 を 取る 横並び 関係 と し て ライ バル 視 し な 
い (競争 相手 と 見 な い 、 昇 進 も 仲良 く 同 期 を 取っ て 行わ れる 
な ど 。) の で 、 周 囲 に 対し て 安心 し て 気 を 許す こと が で き 、 
業務 に 一 心 に 打ち 込む こと が で きる 。 

(昇進 や 待遇 な ど で の ) 取る に 足ら な い 小 さ な 格 差 の 発生 で 
も 、 成 員 に と っ て は 一 体感 の 喪失 に つなが る 。 成 具 は 遅れ る 
こと で 和 失わ れ た 一 体感 を 取り 戻す た め に 、 必 死 で 努力 し て 追 
いつ こう と し 、 そ れ が 、 成 上 員 相 互 の 間 に 、 同 調 ・ 横 並び 状態 
の 回 復 を 目的 と する 激しい 競争 (同調 競争 ) を 生み 出し 、 組 
織 の 活力 に つなが る こと 。 


一 方 、 ウ ェ ッ ト な 組織 の 短所 は 、。 


[集団 主義 ] 
集団 の 利益 が 、 個 人 の それ より も 優先 され る た め 、 成 員 は 、 
組織 に 対し て 自己 犠牲 を 一 方 的 に 強い られ る 。 


[密集 指向 ] 

成員 同士 、 互 い の 心 理 的 距離 が 近く 、 一 力 所 に 密集 し て いる 
た め 、 成 員 同 士 の 心理 的 隙間 が な く 、 風 通し が 悪く 、 思 苦し 
い 。 人 間 関 係 が 濃厚 すぎ る 。 


[閉鎖 指向 ] 
紺 織 が 外 に 向かっ て 閉じ て いる た め 、 外 か ら 新 鮮 な 風 (新た 
な 人 材 ) が 入っ て き に くい 。 考 え が 内 向き に な り 、 和 視野 が 狭 
く な りや すい 。 組織 外 か ら 光 が 差し 込ま な いた め 、 組 織 の 雰 
囲 気 が 暗 い 。 


[同調 指向 ] 

成員 同士 が 、 互 い に 同じ レベ ル に いる 状態 を 維持 する た め 
に 、 周 囲 か ら 外 れ て 目立っ た 業績 を 挙げ よう と する 者 (ある 
い は 克 げ た 者 ) の 足 を 引っ 張り 合い 、 個 人 的 に 成果 を 出 そ う 


と する 意欲 を 低下 させ る こと 。 「 出 る 杭 は 打 た れる 。.」 
互い が 温もり や ーー 体感 維持 の た め に 同調 行動 を 取っ て いる う 
ち に 考え 方 が 均質 化し 、 い つ し か 異質 な 有 能 者 を 排除 する よ 
(が る 。 


[規制 主義 ] 

成員 同士 が 、 一 体感 維持 の た め に 紳一 緒 の 行動 を 取る 必要 が 
あり 、 行 動 を 揃え る た め の 規 律 を 生み 出す た め に 、 互 い の 行 
動 を 規制 ・ 東 縛 し 合う の で 、 成 員 に と っ て は 行動 の 自由 が 不 
足し 、 自 由 さ が 羨 肉 の 的 に な る 。 


[関係 指向 ] 
心理 的 に 良好 な 対人 関係 の 維持 に 大 変 に 気 を 遺 い 、 ス トレ ス 
が た まり や すい 。 


[ 反 プ ライ バシ ー] 

成員 間 に プ ライ バシ ー が 欠如 し て いる 。 絶 え ず 各 成 員 に つい 
て の 私 的 な 生活 や 性 癖 に 関す る 噂 話 が 組織 中 を 流れ まく り 、 
打ち 消す の に 一 苦労 し 、 業 績 向上 以外 の 余計 な こと に エネ ル 
ギー を 使っ て し まう 。 


[定着 指向 ] 

成員 が 一 力 所 に 定着 し て 動か な く な る こと 。 (いつ まで も 同 
じ 相 手 と ば か り 業 務 を こなす こと 。) その こと で 、 前 例 や し 
きた り を 守る の に 波 々 と し て 場 の 雰囲気 が 停滞 し が ち で あ 

る 。 供 騙 感 が 場 を 支配 し が ち で ある 。 新 し いこ と に チャ レン 
ジ し よう と する 精神 に 欠け 、 現 状 維持 的 思考 が 強く な り 過 

ぎ 、 環 境 の 変化 に つい て いけ な く な る 。 

組織 に 入っ て か ら の 所 属 期 間 が 長い ほど 、 身 に つけ た 組織 の 
前 例 ・ し きた り が 増え て 発 計 力 が 強く な る た め 、「 無 能 な 長 
老 」 が 到 央 し や すい 。 最 初 か ら 組 織 に い 続 ける 者 を より 尊重 
する 純血 意識 が 強く な り 過 ぎる た め 、 外 部 の 人 逸材 を 手 に 入れ 
る 機会 を 逃し 、 業 債 低迷 に 結び つく 。 

組織 に 長く い 続 ける た め に 、 各 成員 の 細か な 欠点 まで 全部 分 
か る よう に な っ て し まい 、 不 快感 の 原因 と な る こと 。 


2 . 2 ドラ イ な 組織 


ドラ イ な 組織 の 長所 は 、。 


[個人 主義 ] 

個人 ベー ス の 意志 決定 が 尊重 され る た め 、 個 人 で 独自 の 組織 
生産 性 向上 の アイ デア を 持っ て いる 場合 に は 、 そ れ を 積極 的 
に 生か すこ と が で きる 。 

ー つ の 組織 に 無制限 ・ 無 限定 の 忠誠 を 匠 う 必要 が な いた め 、 
組織 の 不 必要 な 犠牲 に か ら な いで 済む 。 


[広域 分 散 指向 ] 

個人 と 個人 の 間 が 一 定 以 上 離れ て お り 、 成 員 間 に 心理 的 に 十 
分 隙間 ( 室 き ) が あり 、 風 通し が よい 。 働 いて いて 王 快 な 雰 
囲 気 に 肖 れ る こと 。 


[ 非 関係 ・ 縁 故 指向 ] 
自分 の 必要 と する 人 材 (ある い は 自分 を 売り 込み た い 相手 ) 
に 、 経 故 を いち いち た どる こと な し に 青 接 会 っ て 話 を つけ る 
こと が で き 、 機 動 性 に 優れ た 人 材 登 用 が で きる 。 


[自由 主義 ] 

成員 間 の 組 帯 ・ 結 合 が 強 す ぎ な いた め 、 各 成員 が 周囲 と 独立 
し て 自由 に 動き 回 る こと が で きる 。 東 縛 や 規制 が あま りな 

く 、 業 務 上 の 意思 決定 の 自由 を 歌 で きる た め 、 各 人 が 組織 
に と っ て 望ま し いと 考え る 施策 を より 実行 し や すい 。 各 成員 
が 自分 の 業務 上 の 成果 を 周囲 に 対し て 自由 に アピ ー ル で き 

る 。 

組織 目標 達成 に 必要 な 、 目 的 の 相手 へ と ダイ レク ト に 接触 で 
きる た め 、 組 織 内 の 成員 間 の 情報 の 流れ が スム ー ズ に な り 、 
スー ドア ウズ す る 。 


[ 非 同 調 指向 ] 

人 と 違っ た こと を し て も 非難 され る どこ ろか 、 は っ きり し た 
個性 が ある と し て 歓迎 され る た め 、 他 者 と は 異な る 独自 の 道 
を 歩む こと が で き 、 そ の 分 、 出 る 成果 も 、 他 者 の 真似 の で き 
な い 強 力 な アピ ー ル 度 を 備え た 、 競 争 力 の ある も の と な る 。 


[プラ イバシー の 茜 事 ] 
他 の 成員 が 、 私 的 他 域 へ の 探り ・ 噂 話 な どの 不 必要 な 介入 を 
し て こない の で 、 快 適 な プラ イバシー が 保てる 。 プ ライ バ 
シー の 確保 に 余計 な 神経 を 使わ な いで 済む 分 、 本 来 の 業務 に 
出 條 集中 人 でき 導 だ だ 。 


[合理 指向 ] 

周囲 へ の 過剰 な 対人 配慮 を し な く て 済む た め 、 周 囲 成員 に よ 
る 無用 な 介入 が 抑え られ 、 個 人 と し て 合理 的 な 装 断 が で き 
る 。 


[開放 指向 ] 
組織 が 外 に 向かっ て 開か れ て お り 、 外 部 の 有 能 な 人 材 が 入っ 
て きやすい 。 外 光 が 王 接 組 織 内 に 差し 込む た め 、 組 織 の 究 囲 
気 が 明 る く 、 至 定 的 で 也 ま し いも の と な る 。 


[ 動 的 指向 ] 
成員 が よく 動き 回 る 分 、 組 織 と し て の 動き が 素早 く 、 上 臨機 応 
受 に な る 。 そ の た め 、 よ り 外 部 環境 の 変化 に 適応 し た 行動 を 
即座 に 取る こと が で きる よう に な る 。 組織 と し て の 機動 性 が 
向上 する 。 


[独創 指向 ] 

自由 な 発想 で 、 組 織 の 縛り や 前 例 に 囚われ ず 新 し い 未 踏 の 分 
野 へ と 進出 する こと が で きる た め 、 今 まで に な い 独 創 的 な 研 
究 ・ 開 発 成果 を 出せ る よう に な る 。 


ドラ イ な 組織 の 短所 は 、。 


[個人 主義 ] 

各自 が 自分 の 利益 だ け を 考え て いる た め 、 例 え 、 組 織 全 体 や 
周囲 の 成員 に と っ て 有益 な こと で も 、 自 分 に と っ て 利益 に な 
ら な いこ と は その まま で は や ろう と し な い 。 そ の た め 、 成 貞 
同士 の 自発 的 な 、 契 約 条 項 を 超え た 協力 関係 が 生ま れ に く 
い 。 他 人 の 利益 に な る こと を する 際 に も 、1。) 自分 の アウ 
トブ プット が 他人 に と っ て 利益 が な いと 、 他 人 が 自分 の 出す 
サー ビス を 利用 し な いた め 、 自 分 が 儲から な く な る の で 、 そ 


CGI まま びす Ne ) よい こと を する こと で 人 死後 
の 天国 入り な どの 見 返り 1 の の 全 ら わ の だ 
定 し た りす る こと で 、 初 め て 他人 に 利益 の ある こと を し よう 
と する 気 が 起 きる 。 


[自立 指向 ] 

行き 過ぎ た 実力 主義 、 能 力 主義 の た め 、 各 自 が 、 自 分 の 能 
発揮 ・ 成 打 の こと だ け を 考え て お り 、 他 人 の こと は 蹴 落と し 
て も よい と 考え 、 人 助け を 嫌う 傾向 が ある 。 相互 扶助 の 度合 
い が 弱 いた め 、 共 同体 的 、 家 族 的 な 夫 囲 気 に 欠 け て お り 、 組 
織 の 雰囲気 が 、 冷 た く 、 ク ー ル な も の に な っ て し まう 。 自 分 
の こと は 自分 で 和解 決し な いと いけ な いた め 、 周 囲 に あま り 頼 
れ な い (頼る と 、 成 果 を よこ せな ど と 公然 と 見 返り を 要求 さ 
れる こと の 。 りこ と 。 自 欠 で 決め の た こと に つい で 、 失 骸 し た 場 
合 、 責 任 が 重く の し か か る 。 


[ 乾 同 調 指向 、 プ ライ バシ ー の 尊重 ] 
各 成 員 が 周 暑 と は 無関係 に バラ バラ に 動く た め 、 成 員 同 士 の 
一 体感 に 欠け る 。 互 い の 意 見 が 違う こと が 前 提 と 0 
取り 、 対 人 関係 が その ま 0 ょ ギ ス ギ ス し や すい こと 。 ( 反 


対 や 訴訟 が 起き や すい こ ) その た め 、 BE MS 
に 深入り せ ず 、 IE 0 に 止ま る 。 
[自由 主義 ] 


周囲 の 成員 が 了 自 由 競 争 の 対象 と な る ライ バル で 、 い つ 追 い 
抜か れる か 、 立 場 が 逆転 する か 分 か ら な いた め 、 気 が 抜け 
ず 、 ス トレ ス が た まる 。 


[ 疾 定 着 指向 ] 

成員 が 組織 に 定着 せ ず 積 極 的 に 外 に 飛び 出し て いく た め 、 出 
入り が 激しい 。 成 員 の 組織 へ の 忠誠 は 、 あ くま で 短期 的 な 契 
約 に 基づく も の で あり 、 契 約 が 終わ れ ば 、 そ の 瞬間 か ら 赤 の 
他人 に 戻っ て し まう 。 長期 間 無 条件 に 私 利 私 欲 を な げ う っ て 
組織 の た め に 尽く し て くれ る 成員 の 確保 が 難し い 。 


2 . 3 ドラ イ な 特徴 と ウェ ッ ト な 特徴 の 不 両立 


上 記 で 挙げ た 、 ド ライ な 組織 の 特徴 の セッ ト (個人 主義 、 自 
由 主 義 、 合 理 指向 .…) と 、 ウ ェ ッ ト な 組織 の 特徴 (集団 主 
義 、 規制 主義 時 和 、 ) の セッ ト は 、 相 反する も の で 
5 (例え ば 、 団 体 行動 
を 重んじ る = 集団 主義 の 、 か つ 自 由 な 容 囲 気 に 溢 れ た = 自由 
主義 の 組織 ) を 作る の は 困難 と 考え られ る 。 


例え ば 、 家 族 的 温もり に 溢れ た ウェ ッ ト な 組織 は 、 究 囲 気 が 
停滞 し が ち で あり 、 風 通し が 悪い 。 一 方 、 開 放 的 で 風通し よ 
く 、 動 き の よ い 、 フ ットワーク の 軽い ドラ イ な 組織 は 、 え て 
2 人 
や 疎外 感 を 感じ る 場合 が 多 


風通し の よい 明る い 組 織 と 、 人 間 的 温か み に 満 ち た 組織 と い 
は 、 組 織 と し て は 両方 と も 理想 的 で あり 、 両 方 追求 し が 

ち で ある が 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ の 観点 か ら は 、 こ の 2 つ 

は 、 互 い に 志 盾 し 、 両 立 し な い 。 


適度 に 温か く 、 か つ 風 通し の よい 、 と いう よう に ドラ イ ・ 
ウェ ッ ト 両 者 の バラ ンス が ほど よい 時 に 、 組 織 と し て 最高 の 
業績 を 上 げ る こと が で きる の で は ある まい か ? 。 


SS 


上 記 よ り 、 組 織 は 、 ド ライ 過ぎ て も 、 ウ ェ ッ ト 過 ぎ て も 、 業 
人 題 が 上 が ら な か っ た り 、 中 に いて 不快 で ある と 考え られ る 。 
組織 の 成員 に と っ て 、 ド ライ 過ぎ ず 、 ウ ェ ッ ト 過 ぎ ず 、 と い 
うち ょ うど よい 肖 度 が 存在 する は ず で ある 。 
組織 の 最適 湿度 は 、 どの 辺り に ある の で あろ うか ? それ が 分 
か れ ば 、 組 織 の 湿度 を (除湿 ・ 加 混 エ アコ ン 同 様 ) 最適 な 状 
態 に コン トロ ー ル する こと で 、 組 織 の 生産 性 や 成員 満足 度 向 
下 に 内 きぐ 寄 且 ずる こと が で きる 。 
この 利点 を 実証 する た め に 、 実 地 調査 に よる 検証 が 必要 で あ 
る 。 
検証 手順 は 、 以 下 の よ うに な る と 考え られ る 。 

) 組織 の 湿度 を 測定 する 心理 民度 を 開発 し 、 様 々 な 組織 


の 成員 に 回 答 し て も ら う こと 。 

( 2 ) 回 答 対象 と な る 組織 毎 に 、 生 産 性 (業績 ) 、 居 心地 の 
よさ の 度合 い を 、 別 途 ア ン ケ ー ト な ど て 調査 し 分 類する こ 
Co 
( 3 ) 生産 性 の 良好 な 組織 と そう で な い 組 織 、 居 心地 の よい 
快適 な 組織 と そう で な い 組 織 と で 、 組 織 の 湿度 が どの よう に 
違う か を 調べ る 。 


仮 語 と し て は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな こと が 考え られ る 。 

( 1 ) ドラ イ < ウ ェ ッ ト の 中 間 地 点 に 最も 望ま ほしい 業 績 ・ 居 
心地 の 状態 が 一 つ 来 る 。 

( 2 ) ある 程度 ドラ イ な 地点 と 、 ウ ェ ッ ト な 地点 それ ぞ れ 
に 、 最 も 望ま し い 業 績 ・ 居 心地 の 状態 が 合計 2 つ 来 る 。 

(3) 上 記 (1 ) と (2) が 複合 し て 現れ る 。 

( 4 ) 組織 の 業績 、 居 心地 の よさ は 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ と 
は 無関係 で ある 。 


上 記 の 仮説 を 検証 し て 、 最 適 混 度 が 六 明 し た ら 、 次 に 、 組 織 
の 温度 を コン トロ ー ル 、 調 節 す る た め の 効 果 的 な 方 法 に つい 
て 、 新 た に 開発 する 必要 が ある 。 

有効 な 方 法 と し て は 、 各 組織 を 担当 する カウ ン セ ラー (例え 
ば 企業 で あれ ば 産業 カウ ン セ ラー) を 買 き 、 彼 ら の 対人 関係 
調整 の ノウ ハウ を 、 対 象 組織 成員 間 に お ける 対人 関係 上 の 湿 
度 コ ント ロー ル に 生か し て も ら う 、 と いっ た こと が 考え られ 
る 。 こ の 過程 で 、 組 織 を 対象 と する 、 現 状 把 握 と 、 組 織 を 思 
まし い 混 度 へ と 変化 させ る た め の カ ウン セリ ング 、 コ ン サ ル 
ティ ング か 必要 と な る 。 組織 カ ウン セラ ー は 、 組 織 が ドラ イ 
過ぎ る と き は 、 ウ ェ ッ ト な 行動 様式 を 組織 に 注入 し 、 組 織 が 
ウェ ッ ト 過 ぎる と き は 、 そ の 逆 を 行う よう に すれ ば よい 。 


どの よう な 行動 様式 が ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト か は 、 學 に 筆者 が 一 
通り 知見 を 当 サ イト に 集約 し て いる の で 、 そ れ を 参照 すれ ば 
よい 。 


問題 は 、 効 果 的 な 組織 の 湿度 調節 プロ セス を どの よう に 決定 
する か で ある 。 例 えば 、 以 下 の よ うな プロ セス が 考え られ 
る 。 


1) カウ ン セ ラー た ち を 中 心 と し た 組織 湿度 調整 委員 会 の よ 
うな も の を 、 組 織 全体 を 見 通す こと が 可能 な 形 で 編成 し 、 彼 
ら に 、 組 織 混 度 の 調節 ・ 矯 正 の 全権 を 付与 する 。 


2) カウ ン セ ラー た ち は 、 組 織 の 意思 決定 で 大 き な 役 割 を 果 
た し て きた 組織 の キー マン (これ は 、 必 ず し も 地位 の 高い 者 
と は 限ら な い 。 ノ ン キ ャ リア の 者 で も 、 彼 ら に し か で き な い 
特殊 技能 の お か げ で 、 組 織 に 大 き な 影 響 力 を 振る う 場 合 が あ 
る 。) を 、 組 織 内 の 聞き 込み や 現場 観察 な ど に よっ て 特定 し 
た 上 で 、 彼 ら の 選好 する 対人 関係 上 の 湿度 を 、 対 面 調査 な ど 
で 測定 する こと 。 


3) 組織 の キー マン た ちの 好む 対人 関係 上 の 湿度 に 関す る 
デー タ を 集計 し 、 そ こ か ら 、 現 在 の 組織 の 湿度 を 割り 出す こ 
3 
4) 割り 出し た 組織 の 湿度 が 、 組 織 目 標 、 業 績 や 成員 満足 度 の 
観点 か ら 見 て 、 適 切 か どう か 状 定 する 。 


$) 組織 の 湿度 が 不適 切 で ある と 状 断 され た 場合 は 、 組 織 の 
目標 や 訓示 に 照ら し 合わ せ て 、 最 も 近く に ある 、 業 績 ・ 成 員 
満足 度 の 高い 組織 湿度 を 探し 、 そ の 湿度 へ と 元 の 組織 の 湿度 
を 移行 させ る こと を 決定 する 。 


6) 湿度 移行 に 当たっ て は 、a。 ) 可能 な 範囲 内 で 組織 の 従来 
の キー マン た ちの 選好 混 度 の 矯正 を 行う と 共に 、b) 組織 内 
で 従来 能力 が あり な が ら 、 主 流 の 組織 湿度 に 合わ ず 準 軸 さ れ 
て きた 人 材 を 、 抜 き 打 ちの 心理 テス ト や 面接 な ど で 探 し 出 
し 、 新 た に キー マン の 位 買 に 就け る よう に 教育 を 行う と いう 
作業 を 行う 。 


この よう な 手順 を 全て 実行 する に は 、 数 カ月 と いっ た 短い 期 
間 で は 不可 能 で ある 。 製 品 生産 体制 の リス トラ の よう に 、1 
< 数 年 か け て 組織 成員 の 心理 面 で の リス トラ を じっくり と 行 
うこ と で 、 初 め て 初期 の 成果 を 達成 する こと が で きる 、 と 予 
想 さ れる 。 


また 、 こ うし た 組織 湿度 の 大 正 に 当たっ て は 、 心 理 カ ウン セ 
ラー、 そ れ も 個 人 で は な く 、 組 織 を ター ゲッ ト と する カウ ン 


セラ ー が 、 従来 に な い 形 で 、 重 要 な 任務 を 担う こと に な る 。 
その た め 、 従 来 の 臨床 心理 の 教育 内 容 を 、 個 人 中 心から 組織 
< 社会 中 心 へ と 転換 する こと か 必要 で ある 。 


な お 、 実 際 に は 、 組 織 に お いて 、 自 分 が 適当 と 思う 対人 関係 
上 の 湿度 は 、 一 人 一 人 の 成員 毎 に 異な る と 考え られ る 。 組織 
の 中 は 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ の 面 で も と も と 均質 で は な く 、 
成員 の 中 に も 、 ド ライ な 対人 関係 を 好む 成員 (ドラ イ な 分 

子 ) と 、 ウ ェ ッ ト さ を 好む 成員 (ウツ ウェッ ト な 分 子 ) が 存在 す 
る 。 こ の 場合 、 成 員 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ を 好む 度合 い は 、 
生得 的 ・ 遺 伝 的 に 決ま る 面 も あれ ば 、 生 育 環 境 ・ 家 庭 の あり 
方 に よっ て も 変わ っ て くる と 言え る こと 。 () 注 。) 組織 が 
ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ で 均一 と いう こと は あま り 考 えら れず 、 
実際 に は 、 組 織 内 の ドラ イ な 分 子 と ウェ ッ ト な 分 子 と の 間 

に 、 常 に 綱引き 、 勢 力 争 い が 起 き て いる と 想定 され る 。 


( 注 ) ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ の 好み が 生得 的 に 決ま る と いう 側 
面 に つい て は 、 例 えば 、 日 本 人 な ど 東 アジ ア の 人 々 が 、 稲 作 
農耕 の 環境 下 で 、 遺 伝 的 に ウェ ッ ト さ を 好む よう に 進化 し て 
きた と 言え る か 、 と か 、 ド ライ さ を 好 む 遺 伝 子 が も し ある と 
すれ ば どの よう な も の か 、 な ど に つい て 、 今 後 明 ら か に する 
必要 が ある 。 

また 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ の 好み が 後天 的 な 生育 環境 に 決ま 
る と いう 側面 に つい て は 、 例 えば 、 ド ライ な 雰 囲 気 の 家 庭 に 
育っ た 子供 は どの 程度 ドラ イ さ を 好む か 、 と か 、 育 っ た 家庭 
の 雰囲気 が ウェ ッ ト 過 ぎる と 、 そ の 究 囲 気 か ら 逃 れる た め 、 
か えっ て ドラ イ な 対人 関係 を 好む よう に な る か 、 な ど に つい 
て 、 今 後 研究 が 必要 で ある 。 


た だ し 、 組 織 の 上 司 の 性 格 や 、 成 員 の 数 が ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト 
の どちら か に 偏っ て いる 場合 な ど は 、 一 方 が 他方 を 圧倒 し 、 
少数 派 の 方 は 、 表 面 的 に は 多数 派 の 対人 的 な 湿度 に 従い な が 
ら 、 心 理 的 な スト レス を た め 込 むこ と に な り 、 そ れ が 、 当 人 
の 心理 面 で の 障害 と な っ て 立ち 現れ る こと が 多い と 考え られ 
る 。 ま た 、 組 織 の 湿度 に 合わ な い 有 人 能 な 人 材 の 組織 外 流出 に 
つなが る こと も ある (ウェ ッ ト な か 日 本 の 会 社 ・ 役 所 組織 を 


嫌っ て 欧米 に 研究 の 場 を 移す ノー ベル 賞 党 賞 者 の 例 な ど ) こ 
っ る 


組織 の 湿度 コン トロ ー ル に 当たっ て は 、 上 記 の 点 を 考慮 し 
て 、 例 えば 、 多 数 の 成員 に と っ て 快適 と な る 組織 湿度 を 優先 
し て 決定 し つつ 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ の 面 で の 少数 派 へ の 本 
慮 (多数 派 か ら の 隅 離 政策 を 取る な ど ) も 怠ら な い 、 と いっ 
た 考慮 が 必要 と な る 。 


(@2002 初 出 
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従来 、 日 本 に お ける 成果 主義 は 、 個 人 単位 の ドラ イ な も の で 
し た 。 そ れ は 、 人 々 の 処 軸 に バラ バラ に 差 を 付け 、 人 々 の 能 
力 に 差 が ある こと を 前 提 と し た 処 軸 を する こと で 、 組 織 の 
人 々 の 間 に 格 差 が 生じ 、 連 帯 感 、 一 体感 が 失せ る た め 、 成 員 
の 間 に 疎 外 感 や 冷た さ が 広 が り 、 モ ラル ダウ ン に つなが っ て 
いま し た 。 そ こ で 、 ウ ェ ッ ト か 日 本 的 な 組織 に お いて は 、 そ 
の 長所 で ある 「 集 団 の 連帯 、 一 致 団結 に よる 集団 パワ ー の 省 
裂 が 高 水準 の 成果 を 生み 出す 」 と いう ポイ ント を 押さ えた 、 
集団 単位 の ウェ ッ ト な か 成果 主義 が 新た に 必要 と な る 、 と 提案 
詩 ま 。 


日 本 の ムラ 社会 を 代表 と する 、 ウ ェ ッ ト で 母性 的 な 組織 に 向 
いた 、 新 た な 形 の 成果 主義 を ここ で は 提案 する 。 


従来 、 日 本 に お ける 成果 主義 は 、 組 織 内 の 個々 の メン バー の 


能力 や 成果 の 高低 を 、 一 人 の 上 司 が 査定 し て 、 メ ン バ ー 間 に 
処遇 に 格差 を 設け る 形 で 、 そ の 成果 を 決定 し て いた 。 


ウェ ッ ト な 社会 で は 、 従 来 の 個人 を 評価 単位 と し た ドラ イ な 
成果 主義 で は 、 個 人 が バラ バラ に 動い て グル ー プ の 結束 が 月 
れ て し まう 。 ま た 、 よ い 成 績 を 取っ た 者 へ の 怒 始 が 渦巻 いて 
し まい 、 本 来 各 人 の エネ ルギー が 向く べき 、 組 織 目標 の 達成 
に エネ ルキ ー が 向 か な く な る 。 


その 点 、 従 来 の 個人 個人 を 別々 に 評価 する タイ プ の 成果 主義 
は 、 欧 米 の よう な ドラ イ な 社会 向け の も の で あり 、 個 人 間 の 
連帯 を 重んじ る 日 本 や 東 ア ジア の よう な ウェ ッ ト な 社会 に は 
向 か な い 。 


ドラ イ な 個人 単位 の 成果 評価 で は 、 集 団 全体 へ の 頁 献 ~ 利益 
を 考え ず 、 自 分 だ け の 個人 的 な 利己 的 な 損得 で 突っ 走っ て し 
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個人 単位 の ドラ イ な 成果 主義 は 、 人 々 の 処 軸 に バラ バラ に 差 
を 付け る 。 人 々 の 能力 に 差 が ある こと を 前 提 と し た 処 机 を す 
る 。 そ うす る こと で 、 組 織 の 人 々 の 間 に 格 差 が 生じ 、 一 体感 
が 失 世 る 。 


これ は 、 バ ラバ ラ な よそ 者 同士 を 寄せ 集め た ドラ イ な 組織 で 
は 有効 だ が 、「 ウ チ 」 の 者 同士 仲良 く 肩 を 並べ る こと を 指向 
する ウェ ッ ト な 組織 で は 、「 ウ チ の 連 淀 感 、 一 体感 」 が な く 
な っ て し まい 、 成 員 の 間 に 疎 外 感 や 冷た さ が 広 が り 、 モ ラル 
ダウ ン に つなが る 。 


そこ で 、 ウ ェ ッ ト な 組織 の 長所 で ある 「 集 団 の 連帯 、 一 致 団 
結 に よる 集団 パワ ー の 省 裂 が 高 水準 の 成果 を 生み 出す 」 と い 
う ポ イン ト を 押さ えた 、 集 団 単位 の ウェ ッ ト な 成果 主義 が 新 
た に 必要 と な る 。 


組 織 内 で の 成果 の 高低 に 応じ て 処 軸 に 差 を つけ る 成果 主義 
は 、 決 し て 、 ド ライ な も の ば か り と は 限ら れ な い 。 ウ ェ ッ ト 


な 成果 主義 も 成り 立ち うる 。 


それ で は 、 ウ ェ ッ ト な か な 成果 主義 と は 、 ど の よう な も の で あろ 
うか ? それ は 、 ド ライ な 成果 主義 の よう に 個人 単位 の 利己 的 
な 成果 評価 を せ ず 、 小 集団 単位 の 成果 評価 を 行う こと で あ 
る 。 


ウェ ッ ト な か 成果 主義 で は 、 個 人 を 集団 か らら 切り離し て バラ バ 
ラ に 評価 する こと を し な い 、。 仕事 を 個人 に 選 元 せ ず 、 集 団 単 
位 で 評価 する こと 。 


ウェ ッ ト な 社会 の 成員 が 持つ 、 集 団 へ の 帰属 、 所 属 意識 の 強 
さ 、 同 調 、 一 体感 を プラ ス の 方 向 に 生か す 。 ま た 、 集 団 間 の 
対抗 意識 、 競 争 意識 を 高め る こと で 、 仕事 の 品質 を 競争 力 の 
ある も の へ と 向上 させ る こと が で きる 。 


日 本 の 会 社 の よう な ウェ ッ ト な 組織 は 、 成 員 に 小さ な グル ー 
プ を 組ま せ て 、 互 い に 対抗 させ 、 競 争 さ せる と 、 強 力 な 生産 
性 を 発 押す る 。 こ れ は 、 日 本 の 製造 業 で 、 品 質 強化 の た め の 
TQC 運動 を 会 社内 の 従業 員 に 小 集団 で や ら せ る こと で 、 製 品 
製造 品質 を 大 い に 高 め た 例 が 端的 に 示し て いる 。 


この こと を 成果 主義 に 当て は め れ ば 、 ウ ェ ッ ト な 組織 で は 、 
成員 に 小さ な 集団 を 組ま せ て 、 そ の 集団 を 成績 評価 の 対象 と 
する こと で 、 集 団 内 部 の 一 致 結 束 と 、 他 集団 へ の 対抗 、 競 争 
意識 に よっ て 、 集 団 の 生産 性 が 向上 する きっ か け と する こと 
の GS る の 


要する に 、 組 織 内 部 の 成績 評価 に つい て 、 伝 統 的 な 農村 に お 
ける 「 部 落 根性 」 (集落 単位 で 一 致 結 束 し て 、 他 の 集落 と 敵 
対し よう と する こと 。) を 利用 し 、 集 団 間 の 対抗 意識 と 、 集 
団 内 の 一 体 化 意識 を 上 醸成 させ る の で ある こと 。 


同じ 成果 主義 で も 、 ド ライ な 成果 主義 に お ける 「 こ の 仕事 
は 、 オ レ 個 人 の 成果 だ 」 と する 考え 方 か ら 、 よ り ウ ェ ッ ト な 
「 こ の 仕事 は 、 グ ルー プ み ん な の 成果 だ 」 と する 考え 方 へ の 
転換 を 図る 訳 で ある 。 


従来 、 仕 事 は た いて い は グル ー プ で 行う の で ある か ら 、 成 果 
も その まま 個人 に 選 元 する こと は 難し く 、 グ ルー フ プ 単 位 で 評 
価 す る の が 適当 だ と いう こと に な る 。 


成果 を 個々 人 に 帰す る こと を し な いこ と で 、 当 然 出 て くる の 
が 、 フ リー ライ ダー の 問題 で ある 。 要 する に 、 自 分 は 何 も 仕 
事 を し な いで 、 他 人 の 仕事 に 寄生 する 成員 の 発生 で ある 。 こ 
れ に つい て は 、 成 果 評価 単位 と な る 集団 サイ ズ を 狭め る こと 
で 、 責 任 の 分 散 を 阻止 で きる 。 


そう する こと で 、 集 団 に 貢献 し な い 者 、 す な わ ち フリ ー ラ イ 
ダー を 集団 の 中 で より 特定 し や すく し 、 そ うす る こと で 、 フ 
リー ライ ダー た ち が 、 集 団 の 中 で 自然 と いづ らく な り 、 比 必 
2 に が つっ つ で グル ー ア 責 献 し よう と する よう (に な が る こと を 狙う 
の の DYG き の る 。 


集団 内 部 で の 成果 配分 は 、 例 えば グル ー プ 内 の 自治 に 任せ る 
場合 で も 、 往 々 に し て 、 成 果 の 奪い 合い に な っ て し まう 。 声 
の 大 きい 人 が 成果 を 綿 横 取り する こと に な っ て し まい 、 不 公 
平 感 が 高まる と 考え られ る 。 そ の 点 、 そ の 集団 に 限定 し て 、 
全員 平等 が 望ま し いと 考え る 。 要 する に 、 集 団 間 の 評価 の 格 
差 、 差 別 は する が 、 集 団 内 の 評価 は 費 平 等 に する と いう こと 
で ある 。 


も し も 、 あ る 人 小 集団 が 趣 い 成績 を も ら っ た 場合 、 当 然 、 そ の 
小 集団 内 で の 責任 追及 の 矛先 は 、 小 集団 の 成績 の 足 を 引っ 
張っ た 劣等 生 や 、 小 集団 の 成績 向上 に 寄 世 し な か っ た フリ ー 
ライ ター に 向け らち れ る と いう こと に な か る 。 


これ は 、 小 集団 の 成績 が よかっ た 場合 で も 同様 で ある 。 フ 

リー ライ ダー や 劣等 生 た ち は 、 自 分 が 仕事 を し な か っ た に も 
関わ ら ず 、 他 の 頑張 っ た 成員 の お か げ で よい 成績 を 人 貰え る の 
で ある が 、 そ の 際 に 、 頑 張っ た 成員 か ら 、 「 お 前 ら が いい 給 
料 を 人 貰え た の も 、 オ レ た ちの お か げ だ ぞ 。 あ り が た く 思 え こ 


と 。」 と いう 冷た い 茂 視 の 視線 を 受け て 肩身 の 狭い 思い を す 
と 5 ン く の ER 


そう な る と 、 小 集団 の 成員 は 、 提 そう し た 丘 難 や 武 視 の 矛先 
に 当たる 当番 に な ら な いよ うに 、 そ うし た 立場 に 陥る こと を 
回 避 す る よう に 、 必 死に な っ て 、 小 集団 の 業績 向上 に 努め る 
で あろ う 。 そ うし た 「 他 の グル ー プ 員 に 劣等 視 さ れ た く な 

い 」 と いう エネ ルギー が 、 会 社 や 官庁 全体 の 業績 を 押し 上 げ 
る 方 向 に 作用 する 。 


これ は 、 他 人 の 足 を 引っ 張ら な いよ うに と いう こと を 目的 と 
する 「 減 点 主義 的 」 な 動機 付け で ある が 、 に も か か わら ず 、 
集団 や 組織 に と っ て は 、 業 績 を プラ ス の 方 に 押し 上 げ る 大 き 
な エネ ルギー に つなが る の で ある 。 


要する に 、 集 団 成 果 の 高い 評価 に 見 合っ た 個人 前 成果 を 上 げ 
て いな い 者 は 、 恥 ず か し く な っ て 、 自 然 と 業務 に 遵 進 し て 、 
高い 個人 成果 を あげ よう と する と 考え られ る 。 


この よう に 、 ウ ェ ッ ト な 成果 主義 で は 、 成 員 が 、 集 団 内 で 他 
人 の 足 を 引っ 張ら な いよ うに 、 マ イナ ス の 足 を 出さ な いよ う 
に 、 自 発 的 に 頑張 る よう に な る こと で 、 集 団 の 一 体感 を 保ち 
つつ 、 従 来 か ら の 成果 主義 の 目的 で あっ た 、 勤 務 評 定 へ の 成 
果 の 考慮 を 同時 に 実現 する こと が で きる 。 


小 集 団 の 成員 は 、 グ ルー プ に 対し て 積極 的 に 頁 献 する こと 
で 、 自 ら の 成果 を 高め る こと が で きる 。 そ うす る こと で 、 狭 
間 、 隙 間 業 務 や 地味 な サポ ー ト 業務 へ も 積極 的 に 取り 組む 次 
替 が 作り 出せ る と 考え られ る 。 


また 、 グ ルー プ の 一 体感 に 包ま れ て 、 自 分 の 容器 サイ ズ が グ 
ルー プ 単 位 まで 拡大 し 、 自 分 が より 大 き な サ イズ の パワ ー を 
持つ こと が で きる よう に 感じ て 、 自 分 の 能力 や や る 気 が 増 大 
し た よう に 感じ る 。 要 する に 、 一 人 で は で き な い こと も 、 皆 
と 一 体 、 一 緒 な か ら で き る と いう 気 に な り 、 グ ルー プ 各 員 が 集 
団 の パワ ー を 貰う こと が で きる の で ある 。 


従来 の 個人 単位 の 評価 主義 で は 、 パ ワー が 個人 に 選 元 され る 
結末 、 パ ワー が 全て 個人 サイ ズ へ と 笠 小 化 さ れ て し まう 。 


成果 や 責任 の 個人 選 元 は 、 個 人 が バラ バラ に 動く ドラ イ な 社 
会 向け で ある 。 ウェット な 社会 で は 、 今 まで 強力 だ っ た グ 
ルー プ の 結束 を 玉 体 化 さ せ 逆 効果 で ある 。 要 する に 、 成 果 の 
奪い 合い 、 取 り 合 いで 、 グ ルー プ 内 の 対人 関係 が ギ ス ギ ス 
し 、 モ ラル の 低下 に つなが る の で ある 。 ま た 、 各 自 が バラ バ 
ラ に 動く こと で 、 共 通 目 標 に 向かっ て の 一 体感 が な く な っ て 
し まう 。 ま た 、 自 分 の み の 利益 を 追求 し 、 グ ルー プ 内 の 他 の 
な MIN グ だ OAICU まう 。 


グル ー プ 員 が 、 周 囲 と 足並み を 揃え て の 目標 達成 、 成 果 の 実 
現 を 行う こと が ウェ ッ ト な か 成果 主義 の 目指 す と ころ で ある 。 


本 ほど うな っ つて も よい 。 一 人 だ け パ バッ ピー に な か ろう) と 
いう 従来 の ドラ イ な 成果 主義 か ら 、「 周 り と 一 緒 に 紳 で ハッ 
ピー に な ろう 」 と いう ウェ ッ ト な か 成果 主義 へ の 切り 替え が 、 
ウェ ッ ト な 組織 の 活力 を 殺さ ず に 、 な お か つつ 成 果 評 価 に よる 
給 選 査定 を 導入 する こと を 可能 に する 。 


組 涯 が ウェ ッ ト な こと 、 ム ラ 社 会 的 な こと は 、 決 し て 悪い こ 

と で は な い 。 個人 単位 で の 成果 評価 を する と 、 力 を 発揮 で き 
な い が 、 成 上 員 相互 の 一 体感 、 調 和 感 、 グ ルー プ へ の 帰属 意 

識 、 他 グル ー プ へ の 対抗 意識 を くす ぐる 形 で 評価 する よう に 
すれ ば 、 成 員 は 皆 積 極 的 に グル ー プ 貢献 し よう と し 、 そ の 結 
果 と し て 、 高 い 成果 を 生み 出す と 考え られ る 。 


こう し た ウェ ッ ト な グル ー フ 指向 の 成果 主義 の 問題 点 と し て 
人 


( 1 ) 「 一 人 の 成果 も 費 の も の 」 と し て 、 能 力 あ る 人 に ぶら 
下がる 無能 力 者 や フリ ー ラ イダ ー ( 何 も し な い 寄 生 者 。) カ 
出る こと で ある 。 そ の こと へ の 対策 と し て は 、 そ うし た 無能 
力 者 や P や フリー ライ ダー を いづ らく させ る 究 囲 気 を 作る こと が 


考え られ る 。 例 えば 、 グ ルー プ 員 相互 で 、 グ ルー プ に 対し て 
何 か 真 ブ 献 し た か を 相互 に チェ ッ ク し て 、 何 も し な か っ た 人 を 
集団 追放 」 に する こと が 考え られ る 。 


(2) 「 自 分 た ちの グル ー プ さえ よけれ ば 、 残り は どう な っ 
て も よい 」 と する セク ショ ナリ ズム の 人 台頭 が あげ ら れる 。 こ 
れ に 対し て は 、 全 体 組織 へ の 利益 貢献 の た め に 必要 な こと 
で 、 他 の グル ー プ が 見 逃し て いる こと を 、 積 極 的 に 自主 的 に 
すく わせ て 、「 自 分 た ちの グル ー プ の 成果 で す 」 と アピ ー ル 
させ る よう に 持っ て いく 必要 が ある 。 


( 3 ) 地味 な 縁 の 下 で の 目立た な い 仕 事 を 、 グ ルー フ 単 位 で 
忌避 する 動き も 生ま れる と 考え られ る 。 そ うし た 、 地 味 な 一 
見 損 な 役 回 り の 、 ゴ ミ 清掃 的 な 仕事 を する グル ー プ を 、 「 組 
織 の た め に 必要 不可 欠 な 重要 な 仕事 を や っ て も ら っ て いる 」 
と いう こと で 、 特 別に 褒め る 、 称 える 、 評 価 する 仕組 みや 制 
度 が 必要 と な る 。 


例え ば 、 人 の いや が る 仕事 を し た と いう こと に 対す る 特別 な 
感謝 状 や 手当 を 支給 する と いっ た こと を 行う よう に する 必要 
が ある 。 そ の まま で は 、 ば ば 抜き で 各 グ ルー プ が 自分 の と こ 
ろ で は や ろう と せ ず 、 互 い に 相手 に 押し つけ 合う 丘 建 設 的 な 
態度 を 取る こと に な る か ら で あ る 。 こ れ を 放っ て お く と 、 本 
来 必要 な 仕事 が な され な く な り 、 組 織 が 機能 不全 を 起こ し て 
潰れ て し まう の で 、 特 に 注意 する 必要 が ある 。 


小 集団 内 部 に お いて は 、 リ ー ダ は いる が 、 課長 や 部 長 と いっ 
た 上 長 は いな いよ うに する 必要 が ある 。 そ うす る こと で 、 集 
団 内 で の メン バー の 対等 平等 性 を 確保 する こと が で きる 。 


また 、 小 集団 の 成果 評価 に 当たっ て は 、 一 ラン ク 上 の 管理 職 
が 一 人 で 小 集団 評価 を 行う の で は な く 、 管 理 職 同士 が 一 つの 
グル ー プ と な っ て 、 配 下 の 複数 の 小 集団 評価 を まとめ て 行う 
よう に する 。 各 小 集団 の 評価 を 、1 ラ ンク 上 位 の 複数 の 管理 
職 が 1 つの グル ー プ と な っ て 行う こと で 、 小 集団 が 一 人 の 管 


理 職 の 完全 な 手下 、 私 物 に な る こと を 防ぐ と と も に 、 配 下 の 
各 小 集団 の 成果 を 、 複 数 の 管理 職 の 眼 を 通す こと で より 客観 
的 な 評価 視点 か ら 評価 で きる よう に する 。 


その 点 、 ウ ェ ッ ト な 集団 ベー ス の 成果 主義 に お いて は 、 従 来 
の 組織 の よう に 、 一 つ * 複 数 の 小 集団 を 、 一 人 の 管理 職 が 単 
独 で 面倒 を 見 る 組織 体制 で は な く 、 新 た に 、 同 一 階層 の 管理 
職 同士 ( 課 ク ラス な ら 複 数 の 課長 同士 、 部 クラ ス な ら 複 数 の 
部 長 同士 ) も 「 グ ルー プ 化 、 チ ー ム 化 」 し て 、 管 理 職 グ ルー 
プ と し て 、 配 下 に いく つか の 実働 グレ ー プ を 持つ 、 各 組織 階 
層間 を グル ー プ 、 チ ー ム 同士 が ツリ ー 化 し た 形 で 組織 の ヒエ 
ラル キー を 実現 させ る こと が 必要 と な る 。 


要する に 、1 つ の 「 役 員 チ ー ム 1」 の 配下 に 「 部 長 チ ー ム 11」 
「 部 長 チ ー ム 12」 「 部 長 チ ー ム 13」・・・ が ぶら 下がり 、 一 
つの ! 孝 長 チ ー ム 11」 の 下 に 、「 課 代 チ チーム 111) 『「 齋 長 チ ー 
ム 112」「 課 長 チ ー ム 113」・・・ が ぶら 下がり 、 一 つの 「 課 
長 チ ー ム 111」 の 下 に 、 複 数 の 実働 小 グ ルー プ 、 チ ー ム が 「 実 
働 チ ー ム 1111」「 実 働 チ ー ム 1112」「 実働 チ ー ム 

IHS で で を と Wo 上 た 形 ' で NO ドド が る で いら だ 形 を 取る の 
で ある 。 


そし て 、 成 果 評価 に 当たっ て は 、「 実 働 チ ー ム 1111」 「 実 働 
チー ム 1112」・・・ の 評価 を 、「 課 長 チ ー ム 111」 が 行い 、 
「 課 長 チ ー ム 111」「 課 長 チ ー ム 112」・・・ の 評価 を 、「『 部 
長 チ ー ム 11」 が 行い 、「 閣 長 チ ー ム 11」 「 部 長 チー ム 
12」・・・ の 評価 を 、「 役 員 チ ー ム 1」 が 行う と いう 形 を 取 
の の に す の 。 





こう し た 集団 成果 主義 に お いて は 、 上 旧来 の 「 ム ラ 社 会 」 的 な 
特性 を 損なわ ず 、 集 団 の 一 体感 、 連 帯 感 を 保ち 、 集 団 パ ワー 
を 発揮 させ る と いう プラ ス の 側面 が ある 一 方 、 陰 湿 な 側面 も 
ある 。 そ れ は 、 集 団 メ ン バ ー を クビ に する 方 法 で ある 。 


それ は 、 集 団 成果 主義 で は 、 仕 事 が で き な く て 、 集 団 の 評価 
を 下げ た メン バー が 、 他 の 集団 メン バー に 負い 目 を 感じ て 自 


ら 集 団 を 辞め た り 、 他 の 集団 メン バー に 責任 を 取ら され た 

り 、 不 満 を ぶつ けら れ た り し て 、 集 団 に いづ らく な っ た り 、 
追い 出さ れる こと に な る 。 そ し て 、 一 つの 集団 か ら 追 い 出さ 
れ て 、 他 の どの 集団 に も 入れ て も ら え ず 、 結 局 、 組 織 内 で 他 
に 入れ て も ら え る 集団 が な く な っ た ら 、 そ の 時 点 で 、 そ の メ 
ン バ ー は 、 組 織 を クビ に な る 。 


要 は 、 成 果 評 価 の 低い 集団 で は 、 責 任 会 議 を 行う よう に し 
て 、 そ の 期 の 集団 の 評価 を 下げ た と し て 、 低 い 評 価 の 原因 と 
な っ た と し て 、 集 団 か ら 出 て 行っ て も ら う メン バー を 決め な 
けれ ば な ら な い 。 そ うし て 排出 され た メン バー は 、 他 の 集団 
に 拾わ ち れ な けれ ば 、 そ の 時 点 で 、 組 織 か ら 追 い 出さ れる 、 リ 
スト ラ さ れる 、 と いう 仕組 み を 作る 。 


こう し た 仕組 み を 作る こと で 、 集 団 メ ン バ ー は 綿 、 自 分 の 立 
場 を 馴 く し な いよ うに 必死 で 働く よう に な る と 考え られ る 。 


結局 、 ウ ェ ッ ト な 組織 で の 成果 評価 は 、 個 人 で は な く 、 小 集 
団 単位 で 成果 評価 を 行う と いう こと に 尽き る 。 そ れ は 「 集 団 
単位 で の 成果 の 重視 」 「 集 団 単 位 で の 成果 主義 」 と いう 言葉 
で 要約 で きる 。 


その 場合 、 小 集団 内 各 メ ン バ ー に 集団 が 低い 評価 を 取る こと 
で 、 自 分 が その 原因 を 作っ た と いう 責任 を 取ら され て 追い 出 
され た 結果 、 自 分 が どこ に も 入れ て 貰え な い 、 居 場所 が な く 
な る 、 と いっ た 「 集 団 追放 」 の 恐怖 を な くす た め の 「 負 の 動 
機 付 け 」 が 、 結 果 的 に 、 高 い 生産 性 と 業績 を 組織 に 対し て も 
た ら す の で ある 。 


能力 主義 に も 、 個 人 単位 の 能力 主義 (個人 能力 主義 ) と 、 集 
団 単 位 で の 能力 主義 (集団 能力 主義 ) が 考え られ る 。 能 力 主 
義 は 、 要 する に 、 能 力 に 応じ て 別々 の 処 軸 を する と いう こと 
で ある が 、 こ れ を ウェ ッ ト な 社会 で その まま 、 従 来 の よう に 
個人 単位 で の 能力 評定 の 形 で や る と 、 自 分 と 身近 な 他人 と の 


間 に 差 が つく こと に な り 、 成 員 間 の 一 体感 や 平等 感 の 破壊 に 
つなが り 、 個 々 人 の モラ ル が 低下 し 、 組 織 は 競争 力 を 失っ て 
まう.。 


これ を 回 避 す る た め に 、 集 団 単 位 で 、「oo 部 A 評 価 」 「oo 課 
B 評 価 」「oo グ ルー ブ プ SA 評価 」 の よう に 成績 を 付け る よう に 
する こと で 、 集 団 内 成員 間 の 一 体感 、 平 等 感 は 維持 され 、 な 
お か つ 集 団 間 に 扱い の 格差 が 生じ る こと で 、「 隣 の oo グル ー 
プ に 負け る な 」 と いう 集団 間 の 対抗 意識 に 基づく グル ー ブ プ 内 
共通 目標 が 生ま れ や すく な り 、 グ ルー ブ プ 内 部 が よ り 結 束 が 強 
まり 、 よ り 高 い 成 果 を 出せ る よう に な る と 考え られ る 。 


(c)2004.9 初 出 


ドラ イ な 経済 、 ウ ェ ッ ト な 経済 


2004.7 初 出 


ドラ イ な 社会 と 、 ウ ェ ッ ト な 社会 と で は 、 経 済 活動 の あり 方 
に 違い が あり 、 従 来 の よう な ドラ イ な 欧米 社会 向け の 「 近 代 
経済 学 」 を 、 ウ ェ ッ ト な 、 日 本 、 東 アジ ア の よう な 社会 に 当 
て は め る の に は 無理 が ある の で は な いか と 考え ます 。 


ドラ イ な 社会 と 、 ウ ェ ッ ト な 社会 と で は 、 経 済 の メカ ニ ズ 
ム 、 経 済 活動 の あり 方 に 大 き な 差 が ある と 考え られ る 。 


従来 は 、 ド ライ な 欧米 社会 原産 の 「 近 代 経 済 学 」 が 広く 普遍 
的 に 全 世 界 に 当て は まる と 考え られ て きた が 、 実際 に は 、 そ 
れ ら の 理論 は 、 日 本 、 東 アジ ア の よう な ウェ ッ ト な 社会 に 

は 、 当 て は ま ら ず 、 ウ ェ ッ ト な 社会 に は 、 そ れ 専 用 の 理論 が 
必要 で ある と 、 考 えら れる 。 


すなわち 、 ド ライ な 社会 と ウェ ッ ト な 社会 と で は 、 経 済 が 
違っ た 原理 で 動く の で 、 そ れ ぞ れ 違 っ た 理論 が 必要 と な る と 
考え られ る 。 


つま り 、 資 本 を た くさ ん 薔 積 し て (お 金 を た くさ ん 儲け 
て ) 、 よ り 豊 か に な ろう と する 資本 主義 に も 2 通り あっ て 、 
ドラ イ な 資本 主義 と 、 ウ ェ ッ ト な 資本 主義 と が ある と 言え 
る 。 


ドラ イ な 社会 の 経済 と 、 ウ ェ ッ ト な 社会 の 経済 と で は 、 例 え 
ば 、 以 下 の 点 が 違う と 考え られ る 。 


( 1 ) ドラ イ な 社会 が 、 機 動力 を 重視 し 、 持 ち 運 ぶ 物 資 の 量 
を で きる だ け 軽 くし て 減ら そう と し 、 モ ノ の 移動 、 動 き を 重 
視 す る 、「 フ ロー 重視 」 の 姿勢 を 取る 。 そ れ に 対し て 、 

ウェ ッ ト な 社会 は 、 一 力 所 に 定着 し て 動か ず 、 物 資 の 蓄積 を 
重視 する 、「 ス トッ ク 重 視 」 の 姿勢 を 取る 。 


( 2 ) ドラ イ な 社会 が 、 企 業 間 の 、 自 由 な 競争 を 促進 する 。 
(自由 主義 。) それ に 対し て 、 ウ ェ ッ ト な 社会 で は 、 企 業 間 
の 動き を 規制 ・ 統 制 し 、 談 合 、 横 並び 、 護 送 船団 方 式 (規制 
主義 ) を 取 ろ うと する 。 


( 3 ) ドラ イ な 社会 に お ける 、 企 業 間 の 競争 が 、 各 企業 の 独 
自 性 、 独 創 性 を 重んじ 、 互 い に バ ラバ ラ な 違う こと を 行う 、 

「 相 互 拡散 ・ 離 散 型 」 に な る 。 そ れ に 対し て 、 ウ ェ ッ ト な 社 
会 で は 、 企 業 間 の 競争 が 、 互 い に 同じ こと 、 似 た よう な こと 
を や っ て 、 抜 きつ 抜か れつ の 競争 を する 、 「 相 互 同調 型 」 に 
な る 。 


( 4 ) ドラ イ な 社会 で は 、 企 業 組織 は 、 成 員 に と っ て 、 金 偽 
け の た め の 一 時 的 な 道具 、 手 段 と 割り 切り 、 個 人 の 利益 を 最 
優先 に し た も の と な る 。 そ れ に 対し て 、 ウ ェ ッ ト な 社会 で 
は 、 企 業 組織 は 、 成 員 に と っ て 、 全 人 的 に 一 体 化 、 没 入 す る 
対象 と な り 、「 組 織 の 永続 的 筐 の た め 、 全 力 を 尽く す 」 こ 
と に な る 。 す な わ ち 、 個 人 より も 組織 の 利益 を 最 優先 に し た 
も の と な る 。 


( 5 ) ドラ イ な 社会 で は 、 消 費 者 は 、oo 会 社 の 製品 は 、 自 分 
に 利益 を 世 え る 手段 と し て 優れ た 機能 を 持っ て いる の で 購入 
する と いう 、「 功 利 的 」 な 価値 観 で 対価 を 支払 う 。 そ れ に 対 
し て 、 ウ ェ ッ ト な 社会 で は 、 消 費 者 は 、oo 会 社 が 好き だ か 
ら 、 と いう 、 企 業 と の 一 体感 、 な いし 、 ブ ラン ドイ メー ジ 優 
先 で 製品 を 購入 する 。 


( 6 ) ドラ イ な 社会 で は 、 設 備 投 資 や 株 式 購入 が 、 互 い に 周 
囲 に 余り 影響 され ず 、 独 自 の 半 断 で 行わ れる 「 独 自 投資 」 に 
な る 。 そ れ に 対し て 、 ウ ェ ッ ト な 社会 で は 、 周 り が や っ て い 
る か ら 自 分 も と いう 感じ で 投資 や 購入 を 行う 、「 同 調 投資 」 
に な る 。 


従来 つの ドラ イ な 社会 向け の 「 近 代 経 済 学 」 で は 、 ウ ェ ッ ト な 
社会 の 経済 の 動き に 完全 に フィ ッ ト し た 説明 に 無理 が ある と 
考え られ 、 ウ ェ ッ ト な 社会 の 実情 に 合致 し た 、 経 済 理論 が 必 
妥 な の で は な いか 。 


ドラ イ な 経済 、 ウ ェ ッ ト な 経済 の 対比 は 、 ド ライ = 欧米 、 
ウェ ッ ト = 日 本 、 東 アジ ア と いっ た 地域 差 以外 に も 、 ド ライ 
= 男性 、 ウ ェ ッ ト = 女性 、 と いっ た 性 差 で も 成立 する と 考え 
られ る 。 


経済 の ドラ イ さ 、 ウ ェ ッ ト さ に は 、 性 差 の 影響 が 実際 に は 色 
濃く 反映 する 。 


男性 優位 な ドラ イ な 経済 で は 、 今 まで に な い 技 術 を 生み 出し 
て それ を 元 手 に 儲け よう と し て 、 高 い リ スク の ある 事業 に 挑 
戦 し よう と する 「 高 リス ク 、 ベ ンチ ャ ー 型 」 に な る の に 対し 
て 、 女 性 優位 な ウェ ッ ト な 経済 で は 、 既 に 安全 性 が 確認 され 
た 、 リ スク の 少な い 、 確 実 性 の ある こと を ベー ス に 儲け よう 
と する 「 低 リス ク 、 安 定型 」 に な る 。 


(c)2004 初 出 


日 本 社会 
日 本 人 は 、 ド ライ か ウェ ッ ト か ? 。 


(c)1999.7-2006.4 初 出 


性 格 ・ 態 度 の ドラ イ / ウ ェ ッ ト さ に つい て 今回 得 ら れ た 知見 
を 、 婚 存 の 日 本 人 論 で 記 さ れ て いる 内 容 と 照合 し 、 表 に ま 
の 0 ま し た こと ど 。 舗 果 ば 、「 目 相 的 ) ヨリ ウェ ッ ド 」 で し 
5 

また 、 日 本 的 、 東 アジ ア 的 、 欧 米 的 な 性 格 ・ 態 度 が 、 そ れ ぞ 
れ ど の 程度 ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト と 感じ られ て いる か に つい て ア 
ン ケ ー ト 調査 し た と ころ 、「 日 本 的 = ウェ ッ ト 」 「 東 アジ ア 
的 = ウェ ッ ト 」 「 欧 米 的 = ドラ イ 」 と いう 関係 を 確認 し まし 
8 

さら に 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 性 格 ・ 態 度 の どちら か 好む か を 
イン ター ネッ ト 上 で 心理 テス ト 化 し て 、 そ の 回 答 結 果 を 分 析 
まあ ま ル 7 だ と 


以下 で は 、 日 本 人 の 対人 関係 に お ける 特徴 (国民 性 ) を 、 
ウェ ッ ト 対 ドラ イ の 次 元 か ら 説明 する こと 。 


[目次 〕 

員 。 
伝統 的 な 日 本 人 論 と ウェ ッ ト さ と の 関連 : まとめ の 表 
1-2 . 「 日 本 的 = ウェ ッ ト 」 の アン ケー ト 調 査 (2000.10) 
2 . 心 理 テ スト 回 答 結 果 (1999.7) 

回 答 結果 まとめ 表 


3 . 心 理 テ スト 回 答 結果 (2006.3) 
回 答 結 末 ま と め 表 


(上 記 の 内 容 の 詳細 に つい て は 、 資 料 編 を 参照 し て 下さ 
い 。 ) 


ドラ イ 化す る 日 本 


-「 消 極 的 ・ 自 閉 的 ドラ イ 」 性 格 の 拡大 と 社会 の 「 セ ミ ・ ド 
ライ 」 化 - 
2005.05-2003.06 初 出 


[要約 ] 


現代 の 日 本 社会 で は 、「 消 極 的 、 自 閉 的 ドラ イ 」 と で も 称す 
べき 、 他 人 に 十 渉 し な い 、 他 人 と の 付き 合い を 避け る 、 自 分 
の 中 に 閉じ こも る 対人 関係 が 増え て いる 。 


これ は 、 従 来 ウ ェ ッ ト 一 辺 倒 ど だ っ た 日 本 社会 を 、 日 本 国 憲 法 
の 導入 等 で ドラ イ 化 し よう と 試み た 結果 、 生 じ た も の と 吉 え 
る 。 


日 本 大 は 、 ウ ェ ッ ト な 相互 干渉 ・ 緊 視 の 対人 関係 の 網 の 目 か 
ら 自 由 に な っ た 心地 よさ 、 快 道 さ を 楽 し む 一 方 、 他 人 と の 一 
体感 の 欠如 に 物足りな いも の を 感じ る と いう 矛盾 し た 心理 を 
持っ て いる の が 現状 で ある 。 


ドラ イ な 性 格 の 持ち 主 に は 、2 通 りあ る と 考え られ る 。 


ー つ は 、 「 積 極 的 、 自 己 主張 的 ドラ イ 」 と で も 称す べき も の 
で 、 個 人 が バラ バラ に 自発 的 に 動き な が ら 、 勝 手 な 自己 主張 
を し て 、 互 い に ぶ つか り 合 う タ イプ で ある 。 


も う 一 つ は 、 「 消 極 的 、 自 閉 的 ドラ イ 」 と で も 乏 す べき も の 
で 、 他 人 に 千 渉 し な い 、 他 人 と の 付き 合い を 避け る 、 自 分 の 
中 に 閉じ こも る と いう も の で ある 。 


積極 的 、 自 己 主張 的 ドラ イ は 、 欧 米 社会 に 見 られ る も の で あ 
り 、 一 方 、 消 極 的 、 自 閉 的 ドラ イ は 、 最 近 の 日 本 人 に 増え て 
いる タイ プ と 考え られ る 。 


消極 的 、 自 閉 的 ドラ イ は 、 従 来 の 、 相 互 干 渉 的 で 、 類 わし く 
て 、 プ ライ バシ ー が な い 、 ウ ェ ッ ト な 付き 合い に 対す る アン 
チ テ ー ゼ で あり 、 他 人 と の 付き 合い を 切っ て 自分 の 中 に 閉じ 
こも る 形 で 、 周 囲 か ら の 自立 と 自我 の 確立 を 遂げ よう と し て 
いる と 考え られ る 。 


こう し た 消極 的 ・ 自 閉 的 ドラ イ は 、 戦 後 の 日 本 が 、 精 神 的 
に 、 ド ライ な 欧米 に 追い つこ う 、 欧 米 人 の 個人 主義 や 自由 主 
義 、 プ ライ バシ ー 重 視 を 模 信 し よう と し た 結果 、 生 じ た も の 
と 考え る こと も で きる 。 


隅 後 の 日 本 は 、 主 に アメ リカ の 手 に よっ て 作ら れ た 、 個 人 の 
尊重 、 表 現 ・ 結 社 等 の 自由 の 確保 、 プ ライ バシ ー の 尊重 と 

いっ た 内 容 を うた い 文 名 に し た ドラ イ な 性 格 を 持つ 「 日 本 国 
憲法 」 の 導入 に より 、 今 まで ウェ ッ ト だ っ た 社会 全体 を ドラ 
イ 化 する 試み を 行っ て きた と 吉 え る 。 そ の 過程 で 、「 望 まし 
い 価 値 」=「 ド ライ 」 と いう 見 方 が 日 本 人 全体 に 浸 千 し た 。 


日 本 社会 の ドラ イ 化 の 試み は 、 最 初 は 、 戦 前 の 特 高 警察 や 隣 
婦 に 代表 され る よう な 、 相 互 緊 視 と プラ イバシー 干渉 の 綱 の 
目 を 断ち 切る と ころ か ら 始 まっ た 。 そ の 結果 、 各 自 が 、 網 の 
目 か ら 切 り 離 され て 自 閉 的 に 各自 の 枠 内 に 閉じ こも る こと 
で 、 個 人 の 周囲 か ら の 自立 を 確保 する こと に な っ た 。 


その よう に 、 ド ライ 化し た と 詩 っ て も 、 単 に 、 ウ ェ ッ ト な 対 
人 関係 の 網 の 目 を 切っ て 各自 の 枠 内 に 閉じ こも っ た だ け な の 
で 、 見 か け は ドラ イ だ が 、 心 の コア の 部 分 は ウェ ッ ト な まま 
で ある 。 そ の た め 、 人 付き 合い を する と 、 た ち ま ち ウ ェ ッ ト 
な 人 間 関 係 が 再開 し て し まい 、 炉 わし く 、 厄 介 な の で 、 な る 
べく 人 付き 合い が 発生 し な いよ うに 、 避 け よ うと する こと に 
な り 、 そ の 点 、 人 間 関 係 の 構築 が 苦手 な 人 が (特に 若者 に ) 
中 和 だ こと 。 


また 、 心 の 奥 府 で は ウェ ッ ト で 、 他 人 と の 触れ 合い 、 一 体感 
を 望む 心根 が 残っ た まま な の で 、 そ れ が 、 類 わし い 人 付き 合 
い を 避け よう と する ドラ イ な 行き 方 と 矛盾 、 葛 藤 す る こと に 
な り 、 精 神 の 分 裂 を 来 す 危 険 性 が 増え た 。 


例え ば 、 生 まれ つき 社会 の ドラ イ 化 の 波 の 中 に いた 日 本 の 
30、40 代 の 男性 女性 が 結婚 し な い の は 、 結 婚 す る こと で 、 燃 
わし い 親 戚 付き 合い が 増え た り 、 夫 婦 生 活 を 行う 中 で 、 各 自 
の 独立 や プラ イバシー が 損なわ れる こと が 怖い と 各自 が 考え 
て いる と いう の も ある の で は な いか 。 要 は 、 ウ ェ ッ ト な 相互 
区 視 、 プライバシー 干渉 の ネッ トワ ー ク が 復活 する こと が 怖 
い の で ある 。 


社会 の ドラ イ 化 か 占領 下 の 日 本 政府 上 層 部 に よる 、 上 か ら の 
半 強 制 的 で 権威 主義 的 な か ウェット な 動機 に よる も の だ っ た に 
せよ 、 そ れ を 受け 入れ た 日 本 人 は 、 半 分 ドラ イ 化 し た 社会 
が 、 そ れ な り に 心地 よい こと に 気づき 、 社 会 の ドラ イ さ を 
や で 行こ うと 考え る よう に な っ た の で は な い が 。 現代 目 机 
人 は 、 余 計 な 相互 干渉 が な く 、 自 由 が ある こと の 尊 さ を 、 そ 
れ な り に 楽し ん で いる と 考え られ る 。 


し か し 、 一 方 、 心 の コア の 部 分 で は 、 ウ ェ ッ ト さ が 残っ た ま 
まで ある 。 要 は 、 社 会 が ドラ イ 化 し た と いっ て も 、 各 自 の 心 
の 中 が 完全 に ドラ イ 化 し た 訳 で は な く 、 単 に 、 ウェッ ト だ っ 
た 社会 に お いて 人 々 を 東 縛 し て きた 、 相 互 貴 視 、 プ ライ バ 

シー 干 涼 の 人 間 関 係 の 網 の 目 が 切れ て 、 個 人 が バラ バラ に 切 
り 郊 され た だ け で あり 、 各 個人 の 心 の 中 に は 、 従 来 の 母性 的 
な ウェ ッ ト な 相互 一 体感 を 求め る 欲求 が 、 心 の コア の 部 分 に 


残っ て いる 。 そ の 点 、 日 本 社会 は 、 欧 米 の よう に 完全 に ドラ 
イ 化 し た の で は な く 、「 セ ミ ・ ド ライ 化 」 (半分 だ け ド ライ 
化 ) に 庄 ま っ て いる と 考え られ る こと 。 


その た め 、 対 人 関係 を 再度 構築 する と 、 ま た 、 従 来 の ウェ ッ 
ト な や や こし い 対 人 関係 が 復活 し て し まう 。 そ の た め 、 現 代 
の 日 本 人 は 、 対 人 関係 構築 に 対し て 積極 的 に な れず 、 か と 
いっ て 、 一 人 で いる の は 寂し い 、 孤 独 だ 、 他 人 と 一 体感 を 持 
ち た いと いう 、 相 反する 心情 に 葛藤 する 日 々 を 送っ て いる の 
だ と 考え られ る 。 


な お 、 日 本 社会 の ドラ イ 化 に は 、 従 来 の 、 母 親 と 子供 が 一 緒 
に 寝る 母子 密着 型 の 育児 か ら 、 ベ ビー ベッ ド の 導入 に よる 、 
母子 間 に 隙 間 の 空い た 育児 に 移っ た こと も 大 きい の で は な い 
か と 考え られ る 。 要 する に 、 ベ ッ ド に 母親 か ら 離 し て 得 か さ 
れる よう に な る こと で 、 母 親 と の 間 の 一 体感 が 以前 ほど な く 
な り 、 大 きく 有 っ た 後 も 、 母 親 を 含め た 他人 と の 間 に 多 少 距 
離 を 次 いて ドラ イ に 付き 合う こと に 、 以 前 ほど 抵抗 が な く 
か つう だ の でき は がい が 。 


も っ と も 、 欧 米 の よう に 夫婦 と は 別 の 個室 に 子供 を 尊 か せ 

て 、 子供 に 完全 自立 を 促す と いう 完全 ドラ イ 化 を 推進 する と 
ころ まで は 極端 化し て お ら ず 、 そ の 点 で も 、 日 本 の 育児 に つ 
いて は 、「 セ ミ ・ ド ライ 化 」 と いう 表現 が ふさ わし いと 考え 
られ る 。 


2003.05-2005.06 初 出 


ドラ イ な 法律 ・ 宗 教 と し て の 日 本 国 一 法 


- 日 本 人 の 法律 「 信仰 」- 
2005.10 初 出 


日 本 国 憲 法 は 、 個 人 の 尊重 、 自 由 の 尊重 と いっ た ドラ イ な 性 
質 を 持っ て お り 、 と も すれ ば 、 ウ ェ ッ トー 一 辺 倒 に な り が ちな 
日 本 社会 を 適度 に 乾燥 させ る 「 除 混 機 」 の 役割 を 果たし て い 
ます 。 そ れ と 同時 に 、 日 本 国電 法 は 、 ド ライ な 欧米 先進 国 の 
仲間 入り を し よう と する 人 々 に よっ て 「 値 仰 」 の 対象 と な っ 
て いる と も 言え ます 。 そ こ で は 、 日 本 国 一 法 の ウェ ッ ト な 
「 権威 主義 的 受容 」 が 起き て いる と 考え られ ます 。 


1.「 日 本 社会 の 除湿 機 」 と し て の 日 本 国 憲 法 


日 本 国電 法 は 、 ド ライ な 法律 で ある 。 

( 1 ) 個人 の 自由 を 尊重 し て いる こと 。 表 現 の 自由 や 、 結 社 
の 自由 を 保障 し て いる こと が これ に 当たる 。 自 由 主 義 的 で あ 
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( 2 ) 個人 の 独立 、 自 律 性 を 尊重 し て いる こと 。 個 々 人 の 基 
本 的 人 権 の 尊重 や 、 プ ライ バシ ー の 尊重 が これ に 当たる 。 個 
人 主義 的 で ある こと 。 

と いっ た 性 質 を 持っ て いる こと 。 


ドラ イ な 日 本 国 一 法 は 、 と も すれ ば 、 ウ ェ ッ ト 一 辺 倒 に な り 
が ちな 日 本 社会 を 適度 に 乾燥 させ る 除湿 機 」 の 役割 を 果 た 
じ て で てい る 。 


この よう に 、 社 会 が 除 混 され て いる こと が 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ 
ト な 性 格 を 診断 する 心理 テス ト で 回 答 者 が ドラ イ な 方 を 選択 
する 一 つの 原因 と な っ て いる 。 回答 者 は 、 憲 法 の こと が 頭 に 
あり 、 憲 法 に よっ て 意識 を 除湿 され て いる 。 憲法 は 、 抽 象 的 
な 原則 の 寄せ 集め で あり 、 回 答 者 は 、 心 理 テ スト で 原則 的 な 
質問 項目 に 当たる と 、 谷 髄 反射 的 に ドラ イ な 方 を 選択 する と 
考え られ る 。 


ドラ イ な 吉 法 を 信奉 する こと に より 、 日 本 人 は 、 自 分 た ち は 


欧米 化し た 、 欧 米 の 仲間 に 入っ た と 思っ て いる が 、 実際 に 
は 、 日 本 社会 は 、 欧 米 と は 異質 な ドラ イ 化 が 起き た 「 セ ミ ・ 
ドラ イ 社 会 」 に な っ て いる 。 


すなわち 、 現 代 の 日 本 人 は 、 ウ ェ ッ ト な 米 わ し い 人 間 関 係 、 
相互 干渉 を 切っ て 、 余 り 人 付き 合い し な く な っ て いる 。 そ こ 
で は 、 ニ ー ト の 若者 に 限ら ず 、 引 きこ も り 、 自 閉 の 一 般 化 、 
普遍 化 が 見 られ 、 人 間 関 係 が 希薄 に な っ て いる 。 


その 際 、 心 の コア は 母子 一 体感 で 育ま れ た ウェ ッ ト な まま で 
あり 、 人 付き 合い する と また 相互 の 和合 、 一 体感 を 重んじ る 
ウェ ッ ト か 関係 が 復活 する 。 そ こ が 、 欧 米 と の 違い で あり 、 
欧米 人 は 、 人 付き 合い し て も ドラ イ さ を 保っ て お り 、 相 手 と 
の 意見 の 相違 を 気 に せ ず に 強烈 な 自己 主張 を 行う 。 


2. 依 仰 対象 と し て の 「 日 本 国電 法 」 


日 本 に お いて は 、 ド ライ な 日 本 国 一 法 が 、「 信 仲 」 の 対象 と 
な っ て いる 。 要 は 、 日 本 国 憲 法 は 、 脱 亜 入 欧 の 格好 の 手段 で 
あり 、 欧 米 社会 と 一 体 化す る た め に 、 ド ライ な 憲法 を 信仰 す 
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日 本 人 の 頭 の 中 に は 、 「 欧 米 一 流 、 ア ジア 二流 」 と いう 格付 
け 意 識 が 存在 し 、 自 分 た ち も ア メリ カ が 作っ た ドラ イ な 吉 法 
を 積極 的 に 合 じ る こと で 、 欧 米 並 み の 一 流 国 に な れる と いう 
意識 が ある 。 そ こ に は 、 欧 米 へ の 権威 主義 的 追従 の 意識 が 見 
られ る 。 (権威 主義 自体 は 、 自 分 も 、 旨 が そこ に 行き た が る 
主流 派 の 一 員 に 自分 ちな り た いと いう 意識 の 現れ で あり 、 
ウエ ツ ト で ある 。) 


要 は 、「 ド ライ さ 」 が 宗教 同様 の 信仰 の 対象 に な か っ て いる 。 
ドラ イ な 態度 を 身 に つけ る 、 信 じ る こと で 、 欧 米 一 流 社会 に 
近づく 、 仲 間 入 り を する こと が で きる 、 そ うす る こと で 生活 
が 豊か に な り 幸 せ に な れる と 考え て いる の で ある 。 


信 仲 対象 で ある 憲法 は 、 そ の まま 弟 杏 み に し て 信 じ る べき で 
あり 、 そ の 内 容 に 疑念 を 抱い た り 、 変 更 し よう と する 試み 
は 、 不 信心 で ある と し て 批 羊 の 対象 と な る 。 日 本 に お ける 

「 護 電 勢 力 」 は 、 「 日 本 国 憲 法 」 を 信ずる 宗教 の 信者 な の で 
ある 。 


日 本 国電 法 は 、 日 本 に お ける ドラ イ な 思想 の 源泉 で あり 、 
「 ド ライ ・ イ デオ ロ ギ ー」 と し て の 役割 を 、 日 本 人 に 対し て 
の こなつ た だ 。 


性 格 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ を 導 定 する 心理 テス ト で 費 「 ド ラ 
イ 」 な 方 を 選択 する の は 、 自 分 が ドラ イ だ と 答え る こと で 、 
自分 は 欧米 と 同 ー ラ ンク に な れ た と 思い た いか ら で あ る 。 ド 
ライ と 答え る こと で 、 欧 米 先進 国 の 仲間 入り を し た 気分 を 味 
わ え る こと 。 ド ライ さ が 人 信仰 、 信 心 の 対象 と な っ た と 土 え 
る 。 


戦前 は 、 国 家 神 道 が 日 本 の 全国 民 の 信仰 対象 と か っ て いた 。 
戦後 は 、 そ れ が 償 定 され 、 代 わり に 、 ア メリ カ の 作っ た ( 押 
し つけ た ? ) 日 本 国 一 法 が 、 信 仰 の 対象 に な っ て いる と 言え 
る 。 日 本 国 憲 法 の 理念 が 、 従 来 の 国家 神道 に 代わ っ て 新た な 
日 本 の 国家 宗教 の 座 に つき 、 日 本 国電 法 の 条文 が 、 そ の 聖典 
の 役割 を し て いる と 詩 え る 。 


3. 戦 前 社会 へ の アン チ テ ー ゼ 


ドラ イ な 憲法 へ の 支持 は 、 戦 前 の ウェ ッ ト な 相互 路 視 、 言 論 
自由 統制 の 社会 に 対す る 嫌 悪 感 も ある 。 


還 前 は 、 ウ ェ ッ ト な 人 社会 体制 で 進ん だ 結果 、 敗 戦 と な り 、 和 失 
敗 し た 。 一 方 、 自 分 た ち に 勝っ た アメ リカ は ドラ イ な 自由 な 
社会 で あっ た 。 そ こ で 、 成 功 す る に は 、 ド ライ な 風 を 社会 に 
入れ る し か な いと いう 値 念 が 日 本 人 の 中 に 生ま れ た 。 そ の 
際 、 ド ライ な 風 を 入れ る こと が 日 本 社会 が 欧米 並み に な る 早 
道 で ある と の 認識 も あっ た 。 


日 本 人 は 、 欧 米 社会 の ドラ イ さ を 真似 よう と 一 生 落 命 に な っ 
た 。 そ こ に は 、 欧 米 に 対す る 劣等 感 が 奥 診 に ある 。 


自分 た ち は 本 当 は ウェ ッ ト な の だ と いう 洪 在 意識 が あり 、 ド 
ライ な 態度 を 取っ て いる 人 も 、 ホ ン ネ に な る と 、 ウ ェ ッ ト 
な 、 ベ ベタベタ 、 ド ロ ド ロ し た 態度 に な る 。 


4. ア メリ カ 支 配 の 影響 


日 本 国電 法 は 、 日 本 を 戦争 で 負かし て 支配 権 を 握っ た アメ リ 
カ の 手 で 作ら れ た も の で ある 。 


日 本 人 に と っ て 、 ア メリ カ は 、 自 分 た ちの 和 視 服 者 で あり 、 文 
配 者 で あり 、 上 位 者 で ある 。 支配 者 の アメ リカ の 機嫌 を 取 
る 、 ア メリ カ に 自分 た ち を 何と か 受容 し て も ら う に は 、 ア メ 
リカ の 作っ た 日 本 国電 法 を 、 そ の まま 受け 入れ て 、 信 じ る し 
AS だら 


信じ な いと 、 ア メリ カ に また 武力 行使 や 制裁 を され て 、 ひ ど 
い 目 に 合わ され る こと 。 一 方 、 信 じ れ ば 、 ド ライ な 欧米 先進 
国 の 仲間 入り が で きる と いう 、 お いし い 話 も ある 。 そ こ で 、 
日 本 人 は 、 皆 、 一 生 懸 命 に 日 本 国電 法 を 信じ た と 言え る 。 そ 
の 信仰 が 、 現在 まで 続い て いる の で ある 。 


これ は 、 現 在 で も 、 日 本 の 国土 に 、 ア メリ カ が 車 隊 を 進駐 さ 
せ 、 日 本 が 反旗 を ひる が え し た 際 に は 、 い つ で も 首都 等 を 攻 
撃 で きる 状態 に し て お り 、 日 本 を 還 事 的 に 支配 下 に お いて い 
る こと も 関係 ある と いえ る 。 


5. ド ライ さ の 選択 と 戦後 冷 昔 


日 本 人 が 、 ド ライ な 態度 を 好む の は 、 戦 後 の 冷 戦 も 影響 し て 
いる 。 
日 本 は アメ リカ と 共に ドラ イ な 自由 主義 陣営 に 組入れ られ 


た 。 一 方 、 ロ シア 、 中 国 の よう な 社会 主義 陣営 は 、 全 体 主義 
的 な ウェ ッ ト な 雰囲気 が 支配 し て いた 。 


日 本 社会 の 実体 は 、 本 当 は ウェ ッ ト な 社会 主義 陣営 の 方 に 近 
い の で ある が 、 う わ べ だ け で も ドラ イ な 態度 を 取ら な いと 、 
欧米 自由 主義 の 他国 か ら 、 自 分 た ちと は 異質 で ある と し て 攻 
撃 され 仲間 外れ に され て し まう 。 ま た 安全 保障 の 傘 か ら 外さ 
で し あ うこ と 。 


6. 一 流 社会 へ の プラ イド と ドラ イ さ 選択 


欧米 社会 か ら 軍 質 と 見 な され る こと は 、 慈 で ある 脱 亜 入 
欧 、 先 進一 流 国 へ の 仲間 入り に 和 失敗 し た こと を 意味 する 。 有 要 
は 、 自 分 た ち が 見 下 し て きた 二流 の アジ ア と 自分 た ち が 同 格 
で の る と を いう こと に な が っ る て し まう 


自分 た ち は 一 流 先進 国 の 一 員 な の だ と いう プラ イド を 維持 す 
る 面 か ら は 、 ウ ェ ッ ト な 社会 だ と 見 られ る こと は 避け られ な 
けれ ば な ら な い 。 こ うし た 自分 た ち は 一 流 国 に な る ん だ と い 
う 高 い プ ライ ド が 日 本 社会 発展 の 原動力 に な っ て いる と 言 え 
る 。 ド ライ な 憲法 信 泰 も この 一 流 国 を 目指 ナ プ ラ イド の 高 さ 
と 関係 が ある 。 


欧米 社会 の 仲間 入り を し た い 、 ま ね を し た い 、 世 界 の 中 で 一 
流 と 認め られ た いと いう 強い 願望 、 二 流 は 嫌 だ と いう 高い プ 
ライ ド が 、 実態 は どう で あれ 、 欧 米 文化 に 近い ドラ イ な 方 の 
選択 肢 を 人 々 に 選択 させ る の で ある 。 


ドラ イ な 方 を 選ぶ の は 、 欧 米 の 真似 、 追 従 で あり 、 一 流 社 会 
の 仲間 入り を し た い 、 一 流 と 認め られ た いと うい 高い プラ イ 
ド が な せる 業 で ある 。 そ うし た 点 、 性 格 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト 
さ を 診 断 する 心理 テス ト は 、 自 分 が 一 流 先進 国 的 、 欧 米 的 か 
どう か を 試す 踏み 絵 の 役割 を 果たし て いる と 言え る 。 そ こ 
で 、 皆 ウェ ッ ト な コア を 押し 隠し て ドラ イ な 方 を 選 ぼ うと す 
る こと 。 要 は 、「 ド ライ な 方 が カッ コ い い 」 の で ある 。 


7. 日 本 国 憲 法 批 刻 と ウェ ッ ト 回 帰 指向 


一 方 、 日 本 に お いて は 、 日 本 国電 法 は アメ リカ が 作っ て 押し 
つけ た も の だ と し て 排 撃 す る 人 々 も 存在 する 。 彼 ら は 、 日 本 
の 敗戦 、 失 敗 を 心理 的 に 誰 め る こと が で き な い (そう いう 
点 、 別 の 意味 で プラ イド の 高い 人 々 で ある こと 。) こと 。 あ 
る い は 、 戦 前 の 日 本 社会 を 諦め きれ な いこ と 。 戦 前 の 日 本 社 
会 は 、 天 皇 を 中 心 、 頂 点 に 社会 が 一 体 化し て 、 心 を ー つ に し 
て まとまっ て いた 。 ま た 、 還 事 的 に 華やか に 活躍 し 、 領 土 を 
た くさ ん 持っ て いた こと 。 そ うし た 過去 の 栄光 を 踏み に じ っ 
た アメ リカ へ の 恨み が 、 彼 ら を 日 本 国電 法 批 へ と 向かわ せ 
CU る の 言 衝 る 。 


日 本 国 憲 法 を 批 記す る 人 た ち は 、 心 の 中 の ウェ ッ ト さ へ の 回 
帰 指向 、 母 性 指向 を 率 盲 に 認め る 人 々 で ある 。 す な わ ち 、 相 
互 の 一 体感 、 和 合 、 協 調 を 重んじ る 、 伝 統 的 な 農耕 民 的 感情 
(日 本 > 東 ア ジア に 共通 する 東洋 的 な 感情 ) を 重んじ る こ 
と 。 彼 ら に と っ て 、 日 本 国 恵 法 は 、 ド ライ で 遊牧 ・ 牧 畜 民 的 
過ぎ る と 映る の で ある 。 実 は こう し た 気持 ち は 、 日 本 国 憲 法 
を 信人 する 側 の 人 た ち も 心 の 奥 放 で は 持っ て いる の で ある 
が 、 そ れ を 日 に し て し まう と 、 欧 洲 先 進 国 の 一 員 に な っ た と 
いう 心理 状態 か ら 引 きず り 降 ろ さ れ て し まう の で 、 認 め な い 
の で ある 。 


日 本 国 憲法 は 、 人 々 を ドラ イ に バラ バラ に 自分 勝手 に し て し 
まい 、 社 会 の 結束 、 一 体感 が な く な る 。 各 自 が 、 利 己 的 に 自 
分 本 位 で 動き 、 そ の 結果 、 社 会 全体 へ の 奉仕 の 心 が な く な っ 
て し まう 。 こ うし た 批 償 が 、 伝 統 的 ウェ ッ ト 指向 の 人 々 か ら 
は 、、 な ざれ で き て いる 。 


8. ド ライ な 憲法 の 「 権 威 主義 的 受容 」 と ウェ ッ ト さ の 持続 


一 方 、 日 本 国 憲 法 の 導入 に より 社会 が ドラ イ 化 し た と 言っ て 


も 、 欧 米 そ の まま の ドラ イ 化 は し て いな い 、 心 の コア は 
ウェ ッ ト な まま で ある 、 と する 見 方 も 成り 立つ 。 要 は 、 日 本 
国電 法 の よう な ドラ イ な 原則 を 、 ウ ェ ッ ト さ を 保っ た まま 受 
容 し て いる と する 見 方 で ある こと 。 こ れ は 、 日 本 国 憲法 の 受 
容 の あり 方 が ウェ ッ ト な 「 権 威 主義 的 受容 」 で ある 点 に 現れ 
Cc る 


要 は 、 日 本 国電 法 の よう な ドラ イ な 原則 は 、 世 界 の 中 の 一 
流 、 主 流 で ある 欧米 に よっ て 担わ れ て いる 考え 方 で あり 、 そ 
れ ゆ え 、 世 界 の 勢力 ある 主流 派 に 入り た い 、 仲 間 入 り し た い 
と 考え る 一 心 で 日 本 国電 法 を 受容 し て いる 。 あ くま で 、 ド ラ 
イ な 社会 が 権威 ある か ら 、 優 位 に 立っ て いる か ら 「 真 似 よ 
う 」「 後 追い し よう 」 と する 考え で ある 。 


こう し た 、 ド ライ な 社会 が 創造 し た 新 思 想 や 新 技術 を 権威 あ 
る 前 例 と し て 真似 る 、 権 威 主義 や 後追い 、 物 真似 根性 は 、 主 
流派 指向 、 同 調 指向 、 前 例 指 向 に つなが り 、 ウ ェ ッ ト で あ 

る 。 こ うし た 、 権 威 主義 、 同 調 ・ 前 例 指向 が 息づい て いる 限 
り 、 い くら 見 か け は ドラ イ な 態度 を 選ん で いる よう に 見 えて 
も 、 根 本 的 に は 、 心 の 中 は ウェ ッ ト な まま で ある と 言え る 。 


日 本 人 は 、 ド ライ な 欧米 社会 が 衰退 し て 権威 を 失墜 すれ ば 、 
真 伺 する の を 止め て ウェ ッ ト 回 帰し よう と する と 考え られ 
る 。 ド ライ に な ろう と する の は 、 あ くま で 、 現時 点 で は ドラ 
イ な 欧米 社会 が 世界 の 主流 を 占め て いる か ら で あ り 、 そ の 条 
件 が 消え 去れ ば 、 ド ライ で あろ うと する 必要 は 消失 する 。 そ 
の 点 、 日 本 人 は 、 日 本 国電 法 導入 前 と 後 で 、 心 の 奥底 は 
ウェ ッ ト な まま で あり 、 そ ん な に 変わ っ た と も 吉 え な い の で 
ある 。 


9 国民 の 相互 一 体感 確保 の 手段 と し て の 憲 法 


現代 日 本 に お いて は 、 日 本 国 憲 法 は 、 国 民 が それ に つい て 共 
通 に 貸 同 し 、 ウ ェ ッ ト な 相互 一 体感 を 確 保 する た め の 「 共 同 
信仰 」 の 対象 と な っ て いる と 言え る 。 


本 来 の 日 本 国 憲 法 作成 者 の アメ リカ の よう な ドラ イ な 社会 に 
お いて は 、 人 々 は 、 互 い に 他 人 と 違う 、 個 性 的 な 意見 を 持 
ち 、 そ れ を バラ バラ に 強烈 に 自己 主張 する こと が 普通 で あ 
る 。 だ か ら こ そ 、 日 本 国 憲 法 は 、 個 人 の 独立 や 自由 意思 が 尊 
車 され る 文面 に なか っ て いる の で ある 。 


し か し 、 も と も と 母性 的 と され る 度合 い が 強 い ウ ェ ッ ト な 日 
本 社会 で は 、 そ うし た 個人 が 独立 し て バラ バラ に 、 互 い に 相 
違 す る 意見 を ぶつ け 合 う の は 、 相 互 の 一 体感 を 損なう も の と 
し て 、「 和 合 の 精神 に 反する 」 と し て 忌み 嫌 わ れる 。 


そこ で 、 日 本 国 憲 法 の 受容 に お いて も 、 憲 法 が 本 来 持っ て い 
る ドラ イ な 空気 は 巧み に 胃 抜 き さ れ 、「 四 が 一 斉 に 一 緒 に 信 
じ る 対象 」 と し て 、 互 い の 一 体感 を 確保 、 強 化す る た め の 手 
段 、 お 題目 と し て 、 戦 前 の 国家 神道 の 代わ り に 、「 共 同 信 

仲 」 さ れ て いる の が 現状 で ある 。 同 じ 憲 法 を 信奉 し て いれ 

ば 、 互 い に 同 意 する 関係 に 入り や すく 、 相 互 の 一 体感 を 確保 
し や すく な る か ら で あ る こと 。 そ うし た 、 同 じ 憲 法 を 「 共 同 
信仰 」 す る こと で 得 ら れる 一 体感 が 日 本 人 に と っ て は 何より 
も 気持 ちよ いも の な の で ある 。 日 本 人 に と っ て 、 憲 法 は 、 侍 
心 し な が ら 周 り と 一 緒 に 唱え る お 経 の 一 種 な の で ある 。 


日 本 国 憲法 を 国民 が 費 で 信 仙 す る こと で 、 国 家 全 体 と し て の 
一 体感 も 香る こと が で きる 。 


10. ア メリ カ へ の 心理 的 依存 、 甘 え の 達 成 


日 本 人 は 、 日 本 国電 法 を 信 じ る こと で 、 憲 法 作成 し た アメ リ 
カ へ の 心理 的 依存 、 甘 えも 同時 に 達成 で き る 。 

も と も と 、 他 人 に 対す る 心理 的 依存 の 度合 い の 強い 日 本 人 

は 、 対 外 的 に も 、 ど こ か に 頼り た い 、 甘 えた いと いう 意識 を 
強く 持っ て いる 。 


日 本 を 戦争 で 負かし た アメ リカ が 、 頼 り が い が あ る 国 の よう 


人 は 映り 、 い つ し か 、「 ア メリ カ の 後に 付い て 
ナ ば 大 丈夫 」「 ア メリ カ な ら 何 と か し て くれ る 」 と いっ 
NE 


日 本 国電 法 を 信じ る こと は 、 そ れ を 作っ た アメ リカ に 心理 的 
に 寄り 掛か り 、 頼 りき る こと も 意味 し て いる 。 3 
で 日 本 国電 法 を 信 秦 する こと で 、 日 本 国 全 体 が 、 ア メリ カ に 
対す る 甘え 、 依 存 の 選 情 を 満足 させ て いる と も 定 え る 。 


依存 心 の 強 さ が 、 ウ ェ ッ ト さ に つなが り 、 独 立 、 自 立 心 の 強 
さ が ド ライ さ に つなが る と すれ ば 、 ウ ェ ッ ト で 依存 的 な 日 本 
が 、 独 立 、 自 立 心 の 強い アメ リカ に 、 心理 的 に 頼り きっ て い 
る の を 示す の が 、 日 本 国民 に よる 「 日 本 国電 法 信仰 」 の 実態 
で ある 。 


ここ で 間 題 な の は 、 自 由 独 立 が 好き な ドラ イ な アメ リカ は 、 
日 本 が ベタ ベタ 依存 し て くる の を 内 心 余り 快く 思っ て お ら 
ず 、 日 本 に ある 程度 独立 性 、 自 立 性 を 持っ て も らい た いと 
CU の と で あめ る 。 デメ リカ が 、 NO 
を 受け 止め る だ け の 余裕 が ある 状態 が 続け ば よい が 、 財 政 外 
開け me の 
本 ) と 受け 止め (アメ リカ ) の 関係 が 、 基 れ る こと も 考え ら 
れる 。 


2003 初 出 


日 本 人 と 権威 主義 


2006.02-2006.04 初 出 


日 本 人 の イン テリ は 、 自 分 の こと を 権威 主義 者 だ と 喜 わ れる 
と 顔 を 真っ 赤 に し て り 、 人 否 定 し ます 。 し か し 、 そ れ は 、 欧 


米 権威 筋 の 学者 が 権威 主義 を 批 鹿 の 対象 と し た の が 世界 標準 
の 定説 に な か っ て いる か ら で あ り 、 彼 ら 日 本 人 の イン テリ は 、 
本 当 は 欧米 権威 筋 の 意見 を ひたすら 後追い する ウェ ッ ト か な 権 
威 主義 者 な の で は な いか と 考え られ ます 。 


1. 日 本 人 の 欧米 権威 筋 へ の 追従 に つい て 

現代 の 日 本 人 、 特 に 大 学 と か に いる 学者 や 、 一 般 知識 人 、 文 
化 人 と 言わ れる 人 た ち は 、 権 威 主義 を 否定 し 批 す る 。 ま 
た 、 自 分 の こと を 権威 主義 者 ど と 斉 わ れる と 顔 を 真っ 赤 に し 
て 問 り 出 し 、 自 分 は 権威 主義 者 で は な いと 必死 に な っ て 主張 
する 。 


で は 、 権 威 主義 を 人 否 定 する 彼ら 日 本 人 が 、 権 威 主 義 者 で は な 
い の か と 言う と 、 実 は 権威 主義 者 だ と 捉え る 方 が 理 に 適っ て 
いる 。 


と 言う の は 、 彼 ら 日 本 人 が 権威 主義 を 否定 する の は 、 そ も そ 
も 彼ら が 依拠 する 欧米 権威 筋 の 学者 が 、 権 威 主義 を 否定 、 批 
直し て いる か ら で あ る 。 


ここ で 、 欧 米 権威 筋 と いう の は 、 欧 米 の 学界 に お いて 、 者 名 
な 学説 を 提唱 し た 、 提 唱 し て いる 学者 の こと を 指す 。 


欧米 の 社会 学界 に お いて は 、 ア ドル ノ や フロ ム と いっ た ユダ 
ヤ 人 学者 が 、 戦 前 ドイ ツ で ユダ ヤ 人 ら を 迫害 し た ナチ ス ・ ド 
イツ と その 信奉 者 た ち を 、 「 権 威 主 義 」 だ と レッ テル を 貼っ 
て 批 し 、 そ れ が 、 ナ チ ス ・ ド イツ の 性格 的 特徴 を うま く 説 
明 し た 学説 で ある と し て 一 躍 有 名 と な っ た 。 こ の 点 、 ア ドル 
ノ や フロ ム は 著名 な 学説 を 提唱 し た 権威 ある 学者 と いう こと 
に な り 、 そ の 評価 は 現時 点 で も 変わ っ て いな い 。 こ の 点 、 欧 
米 の 権威 筋 の 学者 が 権威 主義 を 批 、 人 否定 し て いる こと に な 
る 。 


この 欧米 権威 筋 に よ る 権威 主義 否定 が 、 欧 米 の ステ ー タ ス や 


権威 に 弱く 、 そ の 後 を 追い か け 、 崇 拝 す る こと に 熱心 な 日 本 
の 知識 人 た ちの 頭 の 中 に 導入 され る と 、 面 白い 現象 が 起き 


る 。 


日 本 人 の イン テリ は 、 欧 米 の 権威 筋 が 権威 主義 を 否定 し て い 
る の で 、 欧 米 権威 筋 に 依拠 する 自分 た ち も 、 権 威 主 義 を 批 

鹿 、 否 定 し な いと いけ な いと 思い 込ん で 、 欧 米 権威 筋 の 「 権 
威 主義 否定 」 の 学説 を その まま 真似 て 主 輸 入 し て 、 自 分 た ち 
も 権威 主義 批 鹿 を 行う 。 


要 は 、 日 本 人 の イン テリ は 、 自 分 が 権威 主義 者 だ か ら こ そ 、 
(欧米 ) 権威 筋 の 出し た 権威 主義 否定 の 学説 を その まま 信仰 
する する 形 で 、 権 威 主義 を 否定 する の で ある こと 。 と 言う 

か 、 「 権 威 主 義 的 に 」 権 威 主義 を 否定 する こと 。 権威 主義 に 
忠実 に 則 る 形 で 、 権 威 主義 を 否定 する の で ある こと 。 こ の 

点 、「 権 威 主 義 者 が 、 権 威 主 義 的 思考 で 、 権 威 主義 を 谷 定 す 
る 」 と いう 、 妙 に 矛盾 し た 事態 が 日 本 で は 起き て いる の で あ 
る 。 こ れ は 、 「 (権威 主義 者 に よる 、) 権威 主義 の 権威 主義 
的 批 示 」 現 象 と 呼べ る こと 。 


日 本 人 イン テリ が 権威 主義 を 否定 する の は 、 欧 米 権威 筋 の 学 
者 に よる 権威 主義 批 麟 が 世界 標準 の 定説 に か っ て いる か ら で 
あり 、 彼 ら 日 本 人 の イン テリ は 、 本 当 は 欧米 権威 筋 の 意見 を 
ひたすら 後追い する 権威 主義 者 な の で は な いか と 考え られ 
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日 本 人 の イン テリ は 、 欧 米 権威 筋 の 学者 が 吉 う こと 、 な いし 
欧米 学界 に お ける メイ ンス トリ ー ム の 学説 を 、 正 し い 説 だ と 
し て 信じ 込む 。 そ し て 、 欧 米 権威 筋 の 学説 を 、 そ の まま 忠実 
に 学習 し 、 模 人 し よう 、 い ち 早 く 日 本 に 紹介 し て 、 そ の 学説 
の 日 本 に お ける 第 一 人 者 と し て 日 本 国内 で 説 め られ 、 尊 敬 さ 
れ よ うと 懸命 に な る こと 。 欧 米 権威 筋 の 学説 は 、 教 科 書 と か 
に 大 きく 載っ て いる こと が 多い の で 、 そ れ が 定説 だ と 考え 
る 。 そ し て 、 欧 米 権威 筋 の 学説 (欧米 で 常識 に な っ て いる 学 
説 、 潮 流 ) に 反する 学説 を 日 本 人 が 提案 する と 、 あ る い は 、 
欧米 権威 筋 の 学説 を 日 本 人 が 批 記 する と 、「 欧 米 の 権威 ある 
先生 に 桶 突 く と は 何様 の つも り だ 。 身の程 知ら ず も いい 加減 
に し ろ 。」 と 、 馬 鹿 に し て 足 を 引っ 張る 、 無 視 す る の が 通例 
で ある 。 こ れ が 、 日 本 人 の イン テリ が 取っ て いる 「 権 威 主 


義 」 的 態度 で あり 、 ご く 普 通 に 見 られ る 。 


と ころ が 、 自 分 た ち が そ うし て 馬鹿 に し た と ころ の 、 婚 存 の 
欧米 学説 を 批 草 し た 日 本 人 の 学説 が 、 い っ た ん 欧米 学界 で 受 
け 入 れ ら れる と 、 日 本 人 の イン テリ は 面白 い 行 動 を する 。 す 
な わ ち 、 慌 て て 旧来 の 態度 を 変え て 、 そ の 馬鹿 に し た は ず の 
日 本 人 の 学説 を 持ち 上 げ 、 称 賛 す る よう に な る こと 。 馬 鹿 に 
し 、 無 視 す る 対象 と し た 日 本 人 同胞 の こと を 一 転 「 大 先生 」 
と 持ち 上 げ 、 自 分 も その 後 を 追 お うと 必死 に か る の だ 。 ひ い 
て は 、 「 自 分 と 同じ 日 本 人 が 世界 に 認め られ た 」 と し て 、 
いっ た ん 馬鹿 に し た は で ず の 日 本 人 同胞 の こと を 誇り に 思う ま 
で に な る 。 無論 、 彼 ら に と っ て 、 「 世 界 」 と は 、「 先 進 国 で 
ある 権威 ある 欧米 」 の こと で ある 。 特 に 、 日 本 人 が ノー ベル 
賞 を 取る と 、 イ ン テ リ だ け で な く 、 一 般 大 艇 も 一 緒 に な っ 
て 、 称 貧 の 出 、 ブ ー ム が 起き る 。 取 る 前 は 、「oo の 奴 」 と か 
いっ て 馬鹿 に し て いた の に (この 辺 の 事情 は 、 江 崎 再 芯 奈 や 
西 津 潤一 の 著書 を 見 る と 載っ て いる 。) こと 。 


これ か ら 、 欧 米 学界 の 定説 に 反する 学説 を 出 そ う と する 日 本 
人 は 、 欧 米 学界 に 自説 を 出す 前 に 、 日 本 人 関係 者 に 自分 の 学 
説 を 説明 し 、 反 応 を 録音 し て お く と 良い と 思う 。 (多分 、 多 
く の 関 係 者 か ら 、 そ ん な 学説 ダメ に 決ま っ て いる と 突き 返さ 
れる と 思う が 。) 欧米 学界 に 学説 を 出し た 後 で 、 自 分 の 説 が 
欧米 学界 に 受け 入れ られ た 時 に 、 受 け 入 れ ら れる 前 と 後 で 、 

日 本 人 関係 者 の 反応 が 違う こと が 分 か る こと も さる こと な が 
ら 、 そ の 日 本 人 関係 者 が 、 欧 米 で 受け 入れ られ た 説 を 、 か つ 
て 償 定 し て いた こと に 関す る 決定 的 な 証拠 を 持つ こと に な 

り 、 そ の 日 本 人 関係 者 の 弱み を 握っ た こと に な る 。 こ れ は 、 
その 日 本 人 関係 者 が 、 著 名 な 大 学 の 教授 だ っ た りす る と 、 取 
引 材料 と し て 大 き な 効 力 を 持つ と 言 える 。 


日 本 人 は 、 中 央 官庁 みた いな 「 お 上 」 に 吾 く 、 従 順 で あろ う 
と する 。 し か が し 、 目 本 和信 に と っ て は 、 欧 米 (特に アメ リカ ) 
は 、 更 に その 上 を 行く 「 スーパ ー お 上 」 で ある 。 な の で 、 日 
本 人 は 、 欧 米 で メジ ャ ー な 学説 や 運動 に つい て は 、 中 央 官庁 
の 役人 も 含め て 、 ベ べ コ ペコ 岩 拝 、 信 仲 す る の で ある 。 あ る い 
は 、 欧 米 通 の 日 本 人 は 、 欧 米 で メジ ャ ー な 考え を 引き 合い に 


出し て 、「 お 上 」 で ある 日 本 政府 の 動向 を 批 示 する こと が 多 
(DX ポポ で は 院 に こう な っ て いる の に 、 目 本 は まま だ 
この よう な 状態 の まま だ 。 日 本 政府 は 駄目 だ ね 。」 と いう 感 
じ で ある こと 。) し か し 、 こ れ も 実 は 、 欧 米 崇拝 の 権威 主義 
で ある こと が 多い の で は な いか 。 「 ス ー パ ー お 上 (欧米 ) 」 
の 威光 を 以 て 「 お 上 (日 本 政府 ) 」 を 制す る と いう 感じ で あ 
と 


こう し た 権威 主義 は 、 「 自 ら も みん な が そこ に 集まる 、 権 威 
筋 の 主流 派 に 属し て 、 メ ジャ ー て で て 光 の 当たる 安全 な と ころ に 
いて 、 い い 思 い を し た い 」 と いう 、 ウ ェ ッ ト で 女性 優位 な 考 
2 だ 言え る 。 


厄介 な の は 、 こ うし た 欧米 崇拝 の ウェ ッ ト か 権威 主義 者 と 、 
根っから の 欧米 的 な ドラ イ な 考え の 持ち 主 と を 区 別 す る こと 
が 難し いこ と で ある 。 彼 ら は 、 両 方 と も 、 権 威 主義 を 批 

し 、 ウ ェ ッ ト な 態度 を 批 鹿 する の で 、 見 た 目 に は 見 分 けが 付 
か な い の で ある 。 ウェット か 権威 主義 者 の 側 も 、 権 威 主義 否 
定 の 学説 を 信仰 し て お り 、 自 分 が 権威 主義 で ある こと を 認め 
る と 、 自 分 が 「 欧 米 (= 権威 主義 に 反対 で あり 、 ド ライ ) = 
一 流 」 と 同等 の 格付 け で あっ た の が 格下 げに な っ て し まう の 
で 決し て 説 め な い 。 彼 ら は 、 心理 テス ト と か で も 、 ど ちら も 
同じ よう に 、 欧 米 的 な ドラ イ な 方 を 自分 に 合っ て いる と し て 
選択 する 。 こ の 2 者 を 何ら か の 方 法 で 区 別 す る こと か 必要 で 
あり 、 今 後 の 課題 で ある 。 


2. 日 本 国内 の 権威 筋 の 存在 に つい て 


日 本 の 学者 は 、 欧 米 学説 の デッド コピ ー と その 解釈 、 い じ 
り 、 小 政 良 に 終始 する 場合 が 多い 。 こ の 場合 、 欧 米 学説 を い 
じ る と いう の は 、 複 数 の 欧米 の 学者 が 互い に 違う こと を 喜 っ 
て いる の で 、 そ の 整合 性 を 取 ろ うと する 行動 で ある 。 


も と も と 、 欧 米 の 学者 の 学説 は 、 あ くま で 、 一 個人 の 学説 で 
あり 、 そ れ は 、 間 違っ て いる か も 知れ ず 、 乗 り 越 える べき 面 
の ある 学説 な の で ある が 、 日 本 の 学者 に は 、 そ うし た こと に 
つい て の 視点 や 気づき が 足り な い 。 要 は 、 欧 米 で 主流 の 学説 
を 、「 お 上 = 権威 筋 の 説 」「 大 先生 の 説 」 と し て 、 無 批 章 
に 、 崇 拝 、 信 仰 し 、 受 け 入 れ 、 了 取り入れ よう と する 和 面 が あ 
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日 本 の 学者 た ち に は 、 自 分 で 、 既 存 の 欧米 で の 学説 を 打ち 壊 
し て 、 そ れ を 乗り 越え る 学説 を 出 そ うと する 試み を 出す こと 
を 、 自 分 た ちの 内 部 で 否定 し 、 自 分 た ち が 権 成 肪 と 見 な す 、 
主流 の 欧米 の 学説 の 批 弟 を 許さ な い 面 が ある 。 


な ぜ 、 こ うし た 現象 が 起き る か と 言え ば 、 そ うし た 欧米 で 主 
流 の 学説 に つい て 、 日 本 国内 の 権威 筋 の 学者 が それ に 依拠 し 
て いる た めで ある 。 依拠 する と いう か 、 せ ざる を 得 な い の 
は 、 日 本 国内 の 権威 筋 の 頭 だ ばけ で は 、 欧 米 学説 の よう な 、 ド 
ライ で 革新 性 に 富ん だ 、 意 表 を 突く 、 ス ケー ル の 大 きい 学説 
を 自ら は 生み 出す こと が で き な い か ら で あ る 。 


な ぜ 生 み 出 すこ と が で き な い か と 言え ば 、 彼 ら 日 本 の 権威 筋 
に は 、 心 の 根本 的 な と ころ で 何より も ブラ イド が 高く 、 人 の 
風評 に 傷つき や すく 、 冒 険 し て 失敗 し て 笑い 物 に な る こと を 
恐れ る た め に 、 と に か く 安 全 で 、 当 た り 障 り の な い 、 婚 に 確 
立 さ れ た 発見 発明 や 技術 等 を ひたすら 頭 に 入れ 、 習 得 し て 博 
識 、 博 学 に な る こと で 、 前 例 、 し きた り の 生き 字 引 と 化し 

て 、「 自 分 は 何で も 知っ て いる 、 で きる 先生 、 先 達 で ある 」 
と し て 、 折 の 尊敬 を 集め よう 、 周 囲 を 未熟 な 後 募 と 見 な し て 
先輩 風 を 吹か せ て 実効 支配 し よう と いう 、 女 性 優位 、 退 興 的 
な 事 な か れ 主 義 的 で 、 な お か つ 人 の 前 に 出 よ う 、 偉 ぶろ うと 
する 出し ゃ ば り の 魂胆 が ある か ら だ 。 


日 本 の 学者 は 、 原 則 と し て 、 何 ら か の 、 出 身 大 学 や 師弟 関 

係 、 先 章 後 音 関係 に 基づく 、 経 故 集 団 の 中 に 入っ て 生き て い 
る 。 学閥 や 、 似 た 考え に 染まっ た 同士 が つる ん で 形成 する 派 
隈 が 相変わらず 幅 を 利 か せ て お り 、 そ の 中 の 有力 者 (教授 、 
先輩 ) が 、 日 本 国内 に お ける 権威 筋 と し て 、 他 の 成員 に 向け 


て 上 同 み を 利 か せ て いる て いる の で ある 。 


要 は 、 日 本 の 学者 は 、 親 代わ り の 権威 筋 と の 上 下関 係 に 基 づ 
く 、 ウ ェ ッ ト な 経 故 集 団 、 疑 似 家 族 集団 の 中 に どっ ぷり 浸っ 
て 生き て いる 。 こ うし た 集団 は 、 親 子 、 上 下関 係 か ら な る 一 
種 の 「 衝 列 」 と し て 捉え る こと が で き る 。 日 本 の 学者 は 、 何 
ら か の 有力 な 権威 筋 償 列 の 中 に 入っ て いな いと 、 ア カ デ ミ ッ 
ク ポ スト の 配分 を 受け られ ず 、 生 活 で き な く な り 、 生 き て い 
け な い の で ある 。 逆らう と 、 ア カ デ ミ ッ ク ボ スト を 春 わ れ た 
り 、 系 列 の 外 に 飛ば され た り し て 、 生 き て いけ な い の で ある 
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日 本 の 学者 は 、 自 分 の 身 の 安 全 、 保 身 に つい て の 意識 が 敏 感 
で ある 。 そ うし た 身 の 安 全 は 、 現 在 の 権威 筋 を 批 半 する こと 
で 、 脅 か され る 。 批 記 する こと で 、 権威 筋 か ら そ の 行動 を 批 
記さ れ 、 日 本 国内 で 仲間 外れ と され る 志 れ が ある 。 要 は 、 自 
分 が 今 入っ て いる 権威 筋 の グル ー プ か ら 外 され る 恐れ が あ 
り 、 そ うな る と 、 ど こ か ら も 仲間 に 入れ て も ら え ず 、 孤 立 し 
て 、 生 き て いけ な く な る の で 、 批 剤 し な い の で ある 。 


日 本 の 学者 は 、 自 分 の 所 属す る 権威 筋 償 列 に 対し て 、 異 議 を 
昌 え た り 、 逆 ら う こと が 上 難しい 。 そ し て 、 日 本 の 権威 筋 が 、 
欧米 学説 を デッド コピ ー し て いる 状況 が 、 権 威 筋 と その 弟 

子 、 後 募 の 関係 、 師 弟 関係 を 通じ て 、 権 威 筋 列 内 の 世代 間 
を 通じ て 脈々 と 受け 継が れ て いる の が 、 日 本 の 学界 の 現状 で 
ある と 考え られ る 。 


日 本 の 学界 に お いて は 、 権 威 筋 に 逆らう と 、 人 事 上 の 報復 が 
待っ て いる の で 、 権 威 筋 の 学説 に 逆らえ な い 。 要 は 、 逆 ら う 
と 、 ア カ デ ミ ッ ク ポ スト の 配分 が 受け られ な く な り 、 学 者 と 
し て 生き て いけ な く な る の で ある 。 


日 本 の 学者 は 、 欧 米 学 説 = 権威 ある 学説 を デッド コピ ー し た 
も の を 、 小 改良 し 、 少 し だ け 変 えた り 、 他 の 権威 ある 学説 と 
比較 する の に 終始 し て いる 。 欧米 の 学説 を 微細 に うがっ て 、 
解読 、 和 解釈 する の に 懸命 に か る の で ある が 、 そ れ は 、 あ た か 
も 、「 陸 書 」「 お 経 」 の 解読 と 同じ で ある 。 要 は 、 欧 米 の 学 


氏 が 、 権 威 あ る 教典 、 経 典 と 見 な され て いる の で ある 。 


それ は 、 要 は 、 日 本 国内 で アカ デミ ッ ク ポ スト の 人 事 権 を 所 
る 、 植 民 地 支配 大 学 の 教授 = 権威 管 が そう し た 欧米 学説 の 
デッド コピ ー に 終始 し て お り 、 日 本 の 学者 た ち は 、 彼 ら に 忠 
誠 を 奪っ て いる こと を 示す た め 、 そ れ に 父 っ た 行動 を 取っ て 
いる の で ある 。 


要 は 、 日 本 の 学者 に と っ て は 、 自 分 の 論文 等 に お ける 学説 、 
主張 内 容 が 、 自 分 が 属す る 権威 筋 へ の 忠誠 が ある か どう か の 
踏み 絵 と な か っ て いる の で ある 。 そ こ で は 、 権 威 筋 と 主張 内 容 
が 、 基 本 的 に 同じ で ある か 、 継 承 し て いる か どう か が 要 で 
あり 、 論 文 の 主張 内 容 そ の も の は 、 二 の 次 に な っ て いる 。 


日 本 の 学者 に と っ て は 、 欧 米 権威 筋 や 、 そ れ に 依拠 し 、 デ ッ 
ドコ ピー を 行 お うと する 自分 の 先生 、 先 輩 が 唱え た も の は 絶 
対 的 な 宣 み を 持つ 。 


ある 日 本 人 学者 の 論文 内 容 が 、 欧 米 権威 筋 の デッド コピ ー と 
その 人 小 政 良 と な る の は 、 彼 が 、 日 本 学界 の 権威 筋 を 中 心 と す 
る 和 糸 列 の 一 員 で ある 証拠 で ある 。 論文 の スタ イル か ら 、 彼 
が 、 権 威 筋 に 忠誠 を 著 い 、 身 を 守ら れ て いる こと が 分 か る 。 
た だ し 、 微 細 な 内 容 の 相違 に より 、 派 閥 が 違っ た りす る 。 


3. 女 性 優位 な 権威 主義 
日 本 人 の 権威 主義 は 、 あ る 点 、 女 性 優位 な 特徴 を 持っ て い 
る 。 


それ は 、 権 威 に 寄り 添う こと に よっ て 、 自 分 の 身 の 安 全 が 保 
た れる 、 大 過 な く 生 き て 行け る と いう 、 保 身 や 、 事 な か れ 主 
義 に 結び つい て いる 。 


また 、 主 流派 の いる と ころ に 自分 も ちい な いと 、 孤 独 で 寂し い 
と いう 、 主 流派 と の 一 体感 を 求め る 考え と も 関係 ある 。 


ある い は 、 誰 か 大 き な 存 在 の 元 に 寄り 掛か り 、 甘 えた い 、 依 


存 し た いと いう 、 依 頼 心 の 強 さ と も 関係 が ある 。 


権威 ある も の と 一 体 化 する こと で 、 精 神 的 な バッ クボ ー ン を 
支え られ る 気分 と な っ て 、 気 が 大 きく な り 、 初 め て 、 人 前 で 
発言 する 勇気 が 出る と いっ た 面 も ある 。 


男性 の 場合 は 、 既 存 の 学説 を 叩き 壊し た り 、 潰 し た り し て 、 
代わ り に 自分 の 学説 を 、 種 付け し よう と する 。 権威 に 逆 ら 

い 、 潰 し 、 自 由 に な る こ と を 目指 し 、 場合 に よっ て は 、 自 分 
が 新た な 権威 者 に な っ て 、 他 人 に 言う こと を 聞か せる こと を 
目指 す 。 


これ に 対し て 、 女 性 は 、 婚 存 の 権威 者 に 従順 に 従っ て 、 権 威 
者 を その まま 忠実 に 継承 し て 、 後 継 の 権威 者 と な る こと を 目 
指す 。 要 は 、 自 分 の 属す る 和 奈 列 の 権威 筋 に 送ら お うと せ ず 、 
既存 の 権威 筋 の 学説 を その まま 継承 し よう と する の で ある こ 
でる 


この 点 、 日 本 の 学者 の 取っ て いる 態度 は 、 明 ら か に 、 守 られ 
る 側 の 性 の も の で あり 、 女 性 優位 で ある 。 


4. ウ ェ ッ ト 、 母 性 的 な 権威 主義 と ドラ イ 、 父 性 的 な 権威 主義 
と の 区 別に つい て 


従来 、 欧 米 で 権威 主義 の 定義 ヒ と され て きた 、 ド イツ 人 の 権威 
主義 と 、 上 記 で 迷 べ て きた 日 本 人 の 権威 主義 と は 、 同 じ 権 威 
主義 と いう 言葉 を 使っ て いて も 、 そ の 中 身 は 大 きく 違う と 考 
えら れる 。 


ドイ ツ 人 の 権威 主義 は 、 命 金 と 服従 の 上 下関 係 の 連鎖 と し て 
捉え られ る 。 要 は 、 上 下 の 命 金 系 統 が 上 厳格 、 正 確 、 機 械 的 に 
守ら れる こと 、 上 位 者 の 命 金 が 下位 者 に と っ て 絶対 的 で あ 
り 、 そ れ を 可能 な 限り 忠実 に 守る こと が 彼ら の 中 で は 自己 目 
的 化し て いる の で ある 。 彼ら に と っ て は 、 指 示 や 規則 が 、 上 
か ら 下 へ と 、 徹 底 さ れる こと 、 下 行 す る こと が 、 命 金 する 側 
に と っ て も 、 そ れ を 守る 側 に と っ て も 快感 な の で ある 。 


こう し た 態度 は 、 上 位 者 が 、 下 位 者 の こと を 、 自 ら の 目標 達 
成 の た め の 道 具 、 ツ ー ル と し て 、 突 き 放 し て 眺め る も の で あ 
る 。 ま た 、 上 位 者 が 定め た 教条 、 因 習 、 形 式 が 、 カ ッ チ リ 
と 、 機 械 的 (メカ ニカ ル ) に 、 隅 々 まで 絶対 的 な 教え と し て 
下 々 へ 原理 主義 的 に 浸透 する こと を 目指 し て いる こと 。 社会 
全体 が 、 巨 大 装 沸 の メカ の よう な 大 き な 指 示 伝達 、 上 意 下 達 
の た め の 機 械 、 歯 車 装 殴 と し て 捉え られ る 。 


これ は 、 キ リス ト 教 の よう な 、 父 な る 神 の 原理 主義 と 軌 を 一 
に する 男性 優位 、 父 性 的 な 、 ド ライ な も の で あり 、 ド イツ 人 
の 権威 主義 は 、 ド ライ な 権威 主義 、 父 性 的 、 父 権 的 権威 主義 
と 呼べ る 。 


これ に 対し て 、 日 本 人 の 権威 主義 は 、 自 分 も 主流 洲 の 一 員 に 
属す る こと で 、 保 身 、 身 の 安全 、 一 体感 が 欲し いと いう 人 稚 求 
に 根ざし て いる 。 要 は 、 権 威 筋 が 中 心 と な っ て 主宰 する 
ウェ ッ ト な か な 輪 、 グ ルー プ の 中 に 自分 も 加え て も らい 、 そ の 中 
の 一 員 で いた い 、 止 まり た い 、。 権威 筋 償 列 の 一 員 で いる こと 
で 、 権 威 筋 が 優先 的 に 分 捕っ て くる 便宜 に あや か っ て 、 お い 
し い 思 い 、 温 も り に 満ち た 思い を し た い 。 権威 筋 に 身 の 安 全 
を 保証 し て も らい 、 此 護 し て も らい 、 依 頼 心 や 甘え を 満足 し 
た い 、 と いう 思い が 強い の で ある 。 


権威 筋 の 主宰 する 輪 か ら 外 れる と 、 身 の 安全 が 保証 され な 
い 。 寒 風 が 吹き ほす さぶ 悪 条 件 が 待っ て いる の で 、 抜 け よ うに 
も 抜け られ ず 、 権 威 筋 の 斉 う こと に べ コ ペコ 従っ て 、 身 の 安 
全 を 図り た い 、 と いう 気持 ち が 強 く あ る 。 


権威 筋 の グル ー プ 、 系 列 の 一 員 に 入れ て も ら う 、 ウ チ に 入る 
こと で 、 排他 的 な 一 体感 が 保証 され 、 温 か な 疑似 家族 集団 の 
中 に 入っ た 感じ と な る 。 


この 場合 、 権 威 筋 は 、 母 性 的 な ウェ ッ ト な 存在 と し て 立ち 現 
れ 、 日 本 人 の 持つ 、 母 な る も の 、 大 き な 温 か いも の に 包含 さ 
れ た い 、 互 い に 一 体感 を 持ち た いと いう 欲求 を 満足 させ る 

点 、 日 本 人 の 権威 主義 は 、 ウ ェ ッ ト か 権威 主義 、 母 性 的 、 母 
権 的 権威 主義 と 呼べ る 。 


従来 は よ 、 こ の 2 つの 権威 主義 は 、 日 本 に お いて は 、 区 別 さ れ 
ず 、 混 同 さ れ て 使用 され て きた 。 と いう か 、 権 威 主 義 と いう 
用 語 は 、 日 本 国内 で は 、 現 在 も 専ら 、 ド イツ 人 の よう な ドラ 
イ な 父性 的 権威 主義 の 方 を 指し て お り 、 ウ ェ ッ ト な 母性 的 権 
威 主義 に つい て の 思慮 が 足り て いな い 。 今後 は 、 別 物 と し て 
分 け て 捉え る 必要 が ある 。 


$. 権 威 主義 ヒ プ ラ イド の 高 さ に つい て 


権威 主義 者 は 、 一 般 に プラ イド が 高い 。 自 分 を 権威 付け た が 
る の は 、 自 分 を 高く 位置 づけ た が る こと と 関係 し て いる か ら 
で ある 。 あ る い は 、 結 婚 見 合い と か に お いて 、 学 歴 や 資格 な 
ど で 自 分 の こと を 和 釘付け し た が る の も 、 権 威 主義 の 現れ で あ 
5 

日 本 人 は 、 自 分 の こと を 欧米 みた い に 、 世 界 で 一 流 と 呼ば れ 
た い 、 一 流 国 の 仲間 入り を し て 、 ア ジア の 他 の 国 を 見 下 し た 
い 、 差 を 付け た いと 願っ て 、 今 まで 努力 し て きた 節 が あり 、 
その 点 、 日 本 は 、「 高 プラ イド 社会 」 と 呼べ る 。 日 本 人 の こ 
うし た 、 一 流 願 望 も 、 一 流 評価 の 持つ 高い 権威 へ の 憧れ と し 
て 、 権 威 主義 と 呼べ る 。 


2006 初 出 


男性 ・ 女 性 
男性 ・ 女 性 、 ど ちら の 性 格 が より ウェ ッ ト か (ドラ イ か ) ? 


(c)1999-2003 初 出 


性 格 ・ 態 度 の ドラ イ / ウ ェ ッ ト さ に つい て 今回 得 ら れ た 知見 

を 、 婚 存 の 男女 間 の 行動 様式 の 性 差 に 関す る 学説 内 容 と 照合 
し 、 表 に まとめ まし た こと 。 結果 は 、「 女 性 優位 」 = 

「 ウェット 」、「 男 性 優位 」=「 ド ライ 」 で し た 。 

また 、 ド ライ / ウ ェ ッ ト な アン ケー ト 項 目 の 一 部 に つい て 、 左 
右 ど ちら の 項目 が より 「 女 々 し く 」 感じ ら れる か 、 イ ンタ ー 
ネッ ト 上 て 調査 し た 結果 を まとめ まし た 。 結果 は 、「 女 々 し 
Or きり ウエ キッド ) で し た 。 

さら に 、 ア ン ケ ー ト 項目 の 一 部 を 心理 テス ト 化 し て 、 そ の 回 
答 結 果 を 分 析 し まし た こと 。 今回 は 、 回 答 傾向 に 性 差 は あま 
り 見 られ ませ ん で し た 。 


以下 で は 、 男 女 の 間 の 対人 行動 面 に お ける 性 差 を 、 ウ ェ ッ ト 
対 ド ライ の 次 元 か ら 説明 する 。 
(上 記 の 内 容 の 詳細 に つい て は 、 資 料 編 を 参照 し て 下さ 


し \。 ) 


[行動 の ウェ ッ ト さ と 生物 学 的 貴重 性 (まとめ の 表 ) ] 


(c)1999-2000 初 出 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と 男女 関係 


2003.3-2005.3 初 出 


互い に 性 的 魅力 に よっ て 惹か れ 合 う 男 女 関係 は 、 相 互 に 近接 
し 、 引 き 合 う 関 係 に ある 点 、 ウ ェ ッ ト と 言え る の で は な いか 
と グ み ます 


ウェ ッ ト な 対人 関係 は 、 相 互 に 近接 し 、 引 き 合 うこ と を 指向 
する と 捉え られ る が 、 こ の 知見 を 男女 の 関係 に 当て は め た 場 
合 、 遺 伝 的 に 互い に 惹か れ 合う よう に 決め られ て いる 男女 関 
係 は 、 基 本 的 に ウェ ッ ト で ある と 言え る 。 


まず 、 異 性 同士 、 性 的 な 魅力 に 甚 か れ て 、 互 い に 親 し く 付 き 
合い 、 愛 し 合う よう に な る こと を 、 男 性 、 女 性 それ ぞ れ か 求 
め 合 う 。 こ の よう に 、 意 愛 関係 に 入る こと は 、 互 い に 引 き 付 
け 合 い 、 く っ つき 合う こと を 指向 する 点 、 ウ ェ ッ ト で ある 。 


異性 関係 は 、 ま た 、 互 い に 自分 に な い 性 質 や 能力 を 相手 の 中 
に 発見 し 合い 、 夫 婦 関 係 の よう に 、 相 互 依存 の 関係 に 入る こ 
と を 指向 する 。 こ の よう に 、 互 い に も た れ 合 い 、 依 存 し 合う 
こと を 指向 する 点 、 ウ ェ ッ ト で ある こと 。 


さら に 、 男 女 の 恋 愛 は 、 そ の 途中 で 、 セ ックス 、 子作り 作業 
が 不可 避 と な る 。 セ ックス の 前 段階 で は 、 肌 と 肌 の ふれ あ 

い 、 愛 撫 が 求め られ 、 互 い に 接触 し 合う の が ウェ ッ ト な 感じ 
2 に に の は 昌和 の で ピ ウ グ べ お は 和正 
士 の 相互 接続 ・ 結 合 で あり 、 そ うし た 相互 の 接合 を 指向 する 
行動 は 、 ウ ェ ッ ト で ある 。 ま た 、 そ の 際 に 分 泌 さ れる 、 接 史 
時 の 嘩 液 、 性 交 時 の 精液 、 愛 液 は 、 す べ て ベタ ベタ し た 粘液 
で あり 、 そ の 点 で も 、 相 互 に ベタ ベタ くっ つく こと を 指向 す 
る ウェ ッ ト さ に 結び つく 。 ま た 、 セ ックス の 絶頂 感 を 得る の 
も 、 相 手 と の 一 体感 に 基づく 面 が 大 きく 、 相 手 と の 一 体 ・ 融 
合 性 を 重 ん ず る ウェ ッ ト な 対人 関係 と 関係 が ある 。 


また 、 男 女 は 、 結 婚 に より 、 互 い に 一 体感 を 持っ て 、 共 同 の 
家庭 を 運営 し て いく よう に な る が 、 そ うし た 結婚 生活 は 、 相 
互 一 体 性 、 共 同 ・ 集 団 性 を 持っ て いる と 言え 、 そ れ ら は 全て 
ウェ ッ ト な 対人 関係 に 結び つい て いる 。 


(c)2003-2003 初 出 


恋愛 、 結 婚 、 セ ックス の 本 質 と ウェ ッ ト さ 


2006.01-2006.07 初 出 


恋愛 、 結 婚 は 、「 切 れる 」「 別 れる 」 と いっ た 言葉 が 結婚 = 
で NG ワー ド で ある こと に 示さ れる よう に 、 男 女 相互 の 一 体 
化 、 結 合 を 目指 ナウ ェ ッ ト な も の と 吉 え ます 。 


記 愛 は 、 特 定男 女 間 で 、 心 理 的 関係 が 親密 化し て 、 互 い に 
くっ つき 合い 、 セ ックス 等 で 一 体 化 する こと を 目指 す 点 、 
ウェ ッ ト で ある 。 


恋愛 関係 に 入る と 、 ド ライ で そっ け な い 態度 で は な く 、 頻 繁 
に メー ル の や り と りや 、 面 会 、 付 き 合 い を 重ね る よう に な 
り 、 対 人 関係 が ウェ ッ ト 化 する と 言え る 。 


記 愛 関係 が 安定 化 、 恒 常 化し て 、 互 い に 配 偶 者 の 関係 に 入 
り 、 子 供 作り に 励む 結婚 も 、 相 互 の 関係 が 長期 に わた っ て 
ずっ と 安定 し て 結合 、 一 体 化す る こと を 目指 す 点 、 ウ ェ ッ ト 
で ある 。 

例え ば 、 結 婚 式 で 、 「 別 れる 、 切 れる 」 と 吉 う と 、 経 起 が 部 
いと 癌 われ て 、NG ワ ー ド と され る 。 


この 場合 、 「 別れ る 」「 切 れる 」 共 に 、 ド ライ さ を 表 す 言 葉 


で ある こと 。 


子作り の 作業 で ある セッ クス に つい て も 、 男 女 が 互い に 性 各 
を 粘液 と と も に ドッ キン グ さ せ て 一 体 化 する 点 、 ま た 一 緒 に 
オー ガ ズ ム を 迎え る 点 、 ウ ェ ッ ト で ある 。 


また 、 男 性 の 送り 出し た 精子 が 、 そ れ を 迎え る 女性 の 卵子 と 
ドッ キン グ し て 受精 する こと も 、 一 体 化 、 結 合 を 起こ す 点 、 
ウエ ツ ト で ある 。 


結婚 し て 、 セ ックス を 車 ね て 生ま れ て きた 子供 に と っ て も 、 
両親 が 仲良 く 、 心 理 的 に 一 体 化 、 協 調 し て いる こと が 、 何 よ 
り も 必要 で ある と 言え る 。 


この 点 、 恋 愛 、 結 婚 の 本 質 は 、 男 女 相互 の 一 体 化 、 結 合 と 
いっ た ウェ ッ ト な も の で ある と 吉 え る 。 


2006 初 出 


日 本 男性 解放 論 (日 本 女性 学 ・ フ ェ ミ ニズム 批 麟 ) 


2000707 < 初出 


性 格 ・ 態 度 の ドラ イ / ウ ェ ッ ト さ に つい て の 知見 を 、 日 本 人 の 
国民 性 、 お よび 女性 の 行動 様式 と 照合 し た 結果 か ら 、 「 日 本 
的 = ウェ ッ ト = 女性 優位 」 と いう 相関 関係 を 導き 出し まし た 
こと 。 こ の こと か ら 、「 日 本 社会 は 、 女 性 の 勢力 が 男性 の そ 
れ を 上 回 る 、 女 性 優位 の 社会 で ある 」 「 日 本 社会 で 抑圧 され 
解放 の 対象 と な る の は 男性 で ある 」 と いう 、 「 日 本 = 男性 中 
心 社会 」 と いう 通説 と は 正反対 の 結果 を 得 ま し た 。 


詳細 に つい て は 、 筆 者 に よる 「 日 本 男性 解放 論 」 の 著作 文書 
を 参考 に し て 下さ い 。 


ドラ イ ウ ェ イ ・ ウ ェ ッ トウ ェ イ 両方 の 必要 性 と 性 差 


2009.11 初 出 


人 間 、 人 類 が 生き 残っ て いく に は 、 男 性 の 行く ドラ イ ウ ェ イ 
と 女性 の 行く ウェ ッ ト ウ ェ イ の 両方 が 必要 だ と 巡 べ て いま 
ま 。 


人 間 、 人 類 が 生き 残っ て いく に は 、。 


・ ウ ェ ッ ト = 液体 ウェ イ = 女 
・ ド ライ = 気体 ウェ イ = 男 


の どちら か ーー 方 の 道 だ け で は ダメ で 、 生 存 し て 行く に は 、2 
つと も 必要 で ある 。 こ れ は 、 人 類 進化 の 結果 、 男 女 が 分 化し 
て 、 そ れ ぞ れ 対 照 的 な ドラ イ 、 ウ ェ ッ ト な 性 格 を 持つ よう に 
な り 、 相 互 補完 する か た ち に な っ て いる こと が 証明 し て い 
る 。 

必要 に 応じ て 使い 分 け て いく こと か 必要 で ある 。 

男女 の 性 差 が 必要 な 本 当 の 理由 が これ で ある 。 


男性 、 女 性 と 社会 前 湿度 


2009.11 初 出 


人 間 社 会 に お いて 男性 が 社会 的 除湿 次 の 役割 を 果たし 、 女 性 
が 加湿 閉 の 役割 を 果たし て いる と 人 べべ て いま す 。 


男性 は 、 社 会 を ドラ イ に する 、 社 会 的 除湿 徐 の 役割 を 果 た 
す 。 


女性 は 、 社 会 に 潤い を 吾 え る 、 社 会 的 加湿 傘 の 役割 を 果 た 
す 。 


その 他 
アン ケー ト 調 査 へ の Web 利 用 に つい て 


(c)2001.2 初 出 


行動 様式 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ を 解明 する 上 で 、web を 利用 
し た アン ケー ト 調 査 は 大 き な 役割 を 果たし まし た 。 今後 、 
web を 利用 し た アン ケー ト 調 査 は 次 第 に 普及 し て いく と 考え 
られ ます 。 そ こ で 、 現時点 で 考え られ る 、 ア ン ケ ー ト 調査 へ 
の web 利 用 が も た ら す 長所 ・ 短 所 、 ノ ウ ハ ウ や 今後 の 展望 な 
ど に つい て 、 手短 に まとめ まし た 。 


当 ペ ー ジ で は 、 心 理学 ・ 社 会 学 分 野 の アン ケー ト 調 査 に web 
を 用 いる こと に つい て 、 長 所 ・ 短 所 や 、 ノ ウ ハ ウ 、 今 後 の 展 
望 な ど を 簡単 に まとめ て みた 。 


年 。 
(設備 面 ) 

・ ア ン ケ ー ト ペー ジ を 開設 し 、 検 索 エ ンジ ン な ど に 登録 する 
だ け の 少な い 手間 で 大 量 の 回 答 者 数 を 集め る こと が で きる 。 
・ ペ ベ ペー パー レス で あり 、 郵 送 の 手間 や 費用 が 必要 な い 。 物 理 
的 制約 か ら 解放 され る こと 。 

・ 低 予算 で 可能 で ある こと 。 人 質問 票 の 印刷 費 と か 、 郵 送 費 、 
コー ディ ング ・ ア ル バ イ ト の 雇用 費 な ど 一 切 か か ら な いこ 

と 。 無料 ホー ムペ ー ジ サー ビス と か 使用 可能 で ある こと 。 

・ ネ ットワーク に つなが っ て いる 相手 な ら 誰 で も どこ に いて 
も アン ケー ト に 回 答 で きる 。 


(回 答 面 ) 

・ 回 答 結 果 の コー ディ ング の 手間 が 必要 な い 。 調査 杜 か ら の 
コー ディ ング 作業 を 一 切 し な く て 消 むこ と 。 回答 結果 を すぐ 
由 オ シン ライ シテ データ と し て 活用 | で ぐ で きる こと 。 

・ 回 答 時 に 、 回 答 受け 付け の CGI プロ グラ ム に 少し 手 を 入れ 
る だ け で 、 全 て の 回 答 に 対し て 、 各 項目 記入 漏れ や 不適 切な 
入力 を 自動 的 に チェ ッ ク で きる こと 。 

・ 条 件 付き 質問 へ の 対応 が 自動 化 で きる 。 回 答 項 目 生 成 お よ 
び 回 答 受け 付け CGI に 少し 手 を 加え る こと に より 、 「no.o の 
質問 で へ と 答え た 方 の み 、 こ の 質問 に 答え て くだ さい こ 

と 。」 と いっ た 回 答 者 の 適切 な 質問 項目 へ の 誘導 が 自動 的 に 
行え る 。 

・ 回 答 が イン タラ クティ ブ で あり 、 回 答 者 に と っ て 楽し い 。 
渦 理 テス ト の よう に 、 自 分 の 回 答 に 対し て 、 目 に 見 える 形 で 
の 反応 が すぐ に 返っ て くる と いう の は 、 紙 ベー ス で は 考え ら 
れ な い 優 れ た 点 で ある 。 

・ ネ ットワーク に つなが っ て いれ ば 、 ど こ に いて も 、 回 答 状 
況 の 管理 や 質問 項目 の 変更 ・ 新 設 な ど が 一 発 で で きる 。 


(分 析 面 ) 
・ 簡単 な 回 答 分 析 CGI プ ログ ラム を 組む こと で 、 分 析 ペ ー ジ 
に 単に アク セス ・ リ ロー ド す る だ け で 、 そ の 時 点 ま で の デー 


タタ の 集計 結果 を 即座 に まとめ る こと が で きる 。 そ の 時 々 の 回 
答 状 況 (回 答 者 数 、 回 答 者 の 属性 、 回 答 内 容 。 具 体 的 に は 、 
何人 分 集まっ た か 、 性 別 、 年 齢 な どの 属性 分 布 は どう か 、 回 
答 内 容 や 傾向 は どう か な ど 。) が 瞬時 に 一 発 で 分 か る 。 

・ 集 計 結 果 の 統計 的 検定 を 行なう CGI プロ グラ ム も 比較 的 容 
易 に 組む こと が で きる の で 、 分 析 CGI プ ログ ラム の ペー ジ に 
アク セス し た 瞬間 に 、 ど の 調査 項目 で 有意 差 が 出 た か 、 あ る 
い は 出 つ つ あ る か と か が 、 い と も 簡単 に 鹿 明 する 。 今 まで の 
よう に 、 デ ー タ を 統計 解析 ソフ ト に 入力 し て 分 析 コ マン ド を 
選ぶ まで 、 ど ん な 結果 が 出る か 全く 分 か ら な い 、 と いっ た 状 
態 か ら は 、 簡 単に 解放 さ れる 。 


の 

・ ア ン ケ ー ト web ペ ー ジ を 開設 し て いる サー バー が ダウ ン す 
る と 、 ア ン ケ ー ト が 全く 行え な く な る 。 

・ 回 答 デ ー タ は 電子 的 な も の で ある た め 、 回 答 タ イミ ング の 
重複 な ど が 原因 で いと も 簡単 に 消失 し て し まう 。 回 答 デ ー タ 
の バッ クア ッ プ を 取っ て いな いと 、 一 挙 に 数 干 件 の order で 
デー タ が な く な っ て し まい 、 最 初 か ら や り 胡 し に な っ て し ま 
の 認 

・CGI プ ログ ラム を 作成 する 技能 (perl 言 語 な ど で の プロ グラ 
ミン グ ) か 必要 と な る 。 た だ し 、 こ れ は 、 企 業 向 け の 複雑 な 
solution に 比べ れ ば 、 初 歩 的 な レベ ル で 十分 ok で あり 、 そ れ ほ 
ど 習 得 に 手間 を 要する も の で は な い 、。 


3 . 

web を 用 いた アン ケー ト 調 査 で は 、 ラ ンダ ム サ ン プリ ング を 
し な い 場 合 で も 、 全 国 ~ 全 世界 か ら の 不 特定 多数 の 回 答 が 得 
られ る 。 そ の 人 点 、 回 答 者 の ば ら つ き ・ 多 様 性 ・ 相 互 無 関 連 性 
を 確保 で きる こと 。 


ラン ダム サン プリ ング を し な い 場 合 、 従 来 の 有意 抽出 法 同 

表 、 調 査 結果 か ら 母 集団 の 徐 を 統計 的 に 類推 で き な い 欠点 が 
ある と され る 。 し か し 、 ラ ンダ ム サ ン プリ ング し た 場合 と 結 
果 を 比較 し て みる こと を 繰り 返し た 結果 、 差 が な けれ ば 、 わ 
さき わき ぎ ラ ンタ ムサシ ンプ ブリンク し な いで も よい こと が 分 が り 、 
回 答 者 募集 の 手間 が 大 幅 に 省け る で あろ う 。 

この 場合 、 調 査 内 容 を 予め 公表 し て 回 答 を 募集 する こと で 、 

特定 の 調査 内 容 に 興味 が ある 回 答 者 に 絞っ て 集め る こと が で 
きる 。 研究 テー マ に 真剣 に 取り 組ん で くれ る 人 を 回 答 者 と し 
て より すぐ る こと が で きる 。 回答 者 は 、 検 索 エ ンジ ン な ど で 
ペー ジ に 興味 を 持っ て 集まっ て くる 不 特定 多数 者 で ある 。 こ 
れ は 、 従 来 の 祉 会 心理 学 の アン ケー ト 調 査 で 行わ れ て 来 た 、 
自分 の 興味 ある 内 容 の 授業 に 出席 する 大 学生 に 対し て 回 答 用 
多 を 配る の と 、 方 法 的 に は 大 差 な い 。 

ちな み に 当 サイ ト の 2000 年 まで の 調査 結果 は 、 全 て この 方 法 
で 得 ら れ た も の で ある 。 


4 . 
今後 は 、 国 や 自治 体 で も 、 住 民 人 台帳 を 電子 化す る と 共に 、 住 
民 へ の 行政 情報 配布 や 連絡 手段 と し て 、 住 民 デ ー タ に 電子 
メー ル ア ド レス を 添付 する よう に な る と 考え られ る 。 
電子 メー ル ア ド レス 付き 住民 台帳 か ら 、 対 象 者 を 電子 メー ル 
アド レス 付き で 、 ラ ンダ ム に 抽出 し 、 抽 出し た 対象 者 に 電子 
メー ル で 回 答 依 頼 を 行い 、 対 象 住民 に 所 定 の アン ケー ト web 
ベー ジ に アク セス し て も ら う だ け で 回 答 デ ー タ を 収集 で きる 
2 

自治 体 が 住民 に 電子 メー ル ア ド レス を 割り 当て 、 調 査 者 は 自 
治 体 か ら 許可 を 得 た 上 で 、 そ の デー タベース 人 台帳 か ら 電子 
メー ル ア ド レス を ラン ダム サン プリ ング する 、 と いう こと に 
な る 。 

不適 基 な か アン ケー ト 調 査 が 行わ れる の を 防ぐ た め に も 、 自 治 
体側 で 調査 目的 な ど を 審査 する の が 望ま し い 。 ま た 、 得 られ 
た 住民 の 電子 メー ル ア ド レス を 他 用 途 に 転用 し な いこ と も 奪 
約 さ せ た 方 が よい 。 許可 が お り た ら 、 住 民 台 帳 デ ー タ ベー ス 


に アク セス し 、 氏 名 = メー ル ア ド レス の 組 を ラン ダム サン プ 
リン グ す る 。web ペ ー ジ アド レス を 書き 込ん だ アン ケー ト 調 
査 依頼 メー ル を 、 ラ ンダ ム サ ン プリ ング で 抽出 し た 相手 に 送 
こと 。 回 答 者 に 、 指 定 さ れ た web ア ン ケ ー ト ページ に アク 
セス し て も らい 、 ニ ッ ク ネ ー ム な ど て で 回 答 し て も ら う こと 。 
こう し た 仕組 み は 現 時 点 で は まだ 確立 し て いな い が 、 イ ン 

ター ネッ ト な どの 情報 通信 技術 の 高速 な 普及 に より 、 近 い 閣 
来 可能 に な る こと は 間違い な い 。 こ れ に より 、web を 用 いた 
アン ケー ト 調 査 が 主流 に な っ て いく で あろ う 。 


な 。 

調査 肉 と イン ター ネッ ト を 利用 する ・ し な いと で 相互 に 関 
連 が な い 場 合 、 回 答 手 段 と し て web を 使う こと に よる 回 答 結 
果 の バイ アス は 生じ な いと 考え られ る 。 た だ し 、 現 時 点 
(2001 年 初頭 ) で は 、 ま だ イン ター ネッ ト の 普及 は 、 従 来 の 
吾 使 や 電話 ほど に は 進ん で いな い 。 特 に 、 農 村 部 や 高齢 者 
層 、 低 所 得 者 層 で 普及 は 遅れ て いる と 考え られ る 。 し た が っ 
て 、 現 状 で イン ター ネッ ト を 用 いた 社会 調査 を 行っ た 場合 、 
こう し た 普及 の 遅れ た 層 の 意 見 な ど が 、 調 査 結果 に 反映 され 
な い 索 れ が ある 。 逆 に 言え ば 、 こ うし た 社会 的 な 格差 と は 関 
係 な い 、 心理 的 ・ 生理 的 な 感性 デー タタ を 得る の に web を か 回 
答 手段 と する の は 、 特 に 間 題 な いと 言え る 。 


6 . 
アン ケー ト で は 、 同 一 の 回 答 者 が 、 い っ た ん 提出 し た 回 答 内 
容 を 2、3 度 と 修正 し て 提出 し 育 す こと が し ば し ば ある 。 こ う 
し た 重複 回 答 へ の 対応 は 、 メ ー ル アド レス ・ ニ ッ ク ネ ー ム を 
記入 させ る こと で 、 一 つ ー つ の 回 答 を 他人 の も の と 区 別 で き 
る よう に する 。 ま た 、 回 答 時 刻 デ ー タ を 自動 記録 する よう に 
し て 、 近 い 時 刻 に 酷似 し た 回 答 パ ター ン が あっ た 場合 は 、 そ 
の 回 答 デ ー タ を は ね る こと も 、 一 人 が 複数 回 答 者 に な りす ま 
す 、 い た ずら 回 答 へ の 対処 と し て 、 考 えら れる 。 


な お 、 回 答 さ れ た タイ ミン グ で 回 答 者 の 重複 を チェッ ク す る 
と 、 回 答 が 一 度 に 多数 重なっ た と き に 、 デ ー タ ファ イル が 消 
和 失 す る 場合 が ある 。 そ こ で 、 回 答 記録 時 に は 、 何 も 考え ず に 
重複 を 許し て 、 一 回 の み デ ー タ 書き 込み を する 。 別 に 作成 し 
た 分 析 用 CGI の 方 で 後 か ら 重 複 を チェ ッ ク し て デー タ を 一 意 
の の 。 


(c)2001.2 初 出 


「 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト 」 の 国語 辞書 に お ける 定義 


従来 ・「 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト 」 と は 、 ど の よう な 意味 で ある 
と S 提 えら れ で きだ た の で し よう が ク 。 

人 筆者 の 手元 に ある 国語 辞書 を 中 心 に まとめ て み ま し た こと 。 
広辞苑 第 4 版 1991 岩 波 書店 

ドラ イ 

1 乾い て いる さま 。 無味 乾燥 の さま 。 

2 物事 を わり きっ た さま 。 感情 的 で な く 合 理 的 ・ 現 実 的 な さ 
ま 。 手 情 。 

アン 

情 に も ろ い さま 。 感傷 的 な さま 。 

e 日 本 語 大 辞典 1989 講 談 社 

ドラ イ 

1 水気 の な いさ ま 。 乾い て いる さま 。 

2 無味 乾燥 で 、 お も し ろ み の な いさ ま 。 

3 人 (人 今 り ど と し た さま 。 

4 (酒類 の ) 辛口 で ある さま 。 

5 に ド 

義理 ・ 人 情 な ど に こだわ る さま 。 感傷 的 な さま 。 

e 大辞泉 1993 小 学 館 

ドラ イ 


1 ボ 気 が が と 水 人 の 人 少 が いこ と 。、 また だ た 、 そ の きま 。 

2 ア 風情 な ど が な く 、 あ り の まま で ある こと 。 ま た 、 そ の さ 
ま 。 無味 乾燥 。 

2 イ そっ け な い こと 。 感傷 ・ 人 情 な ど に 動か され な いで 、 合 
理 的 に 割り 切る こと 。 ま た 、 そ の さま 。 

3 洋酒 な どの 辛口 。 

ウエ ツ ド トド 

『 ぬ れ だ り 淫 ろう た り し て いる こと 。、 ま た 、 て その きま 。 

2 情 に も ろ い こと 。 ま た その さま (英語 で は sentimental。 ) こ 
2 
e 現 代用 語 の 基礎 知識 1997 自 由 国 民 社 

ドラ イ 

1 束 燥 し た こと 。 

2 アル コー ル の 入っ て いな い 状 態 。 

3 (和製 用 法 で ) 割り 切っ た 全線 的 な 生活 態度 、 も の の 考え 
方 、 行 動 の 型 。 

4 辛口 の 酒 。 

2 下 3 ツ ドド 

記載 な し こと 。 

e 新 明解 国語 酔 典 第 三 版 1981 三 省 堂 

ドラ イ 

1 ン 90o 和 の 

2-1 世間 一 般 の し きた りや 生活 感 柄 に こだわ ら ず 、 あ っ さり 
守り 切っ て 物事 を する 様子 。 

2-2 無味 乾燥 。 お も し ろく な い 様 子 。 

3-1 会 な ど で 、 酒 の 類 を 出さ な いこ と 。 

3-2 甘味 を 加え て いな い 洋 酒 の 称 。 

2 補 2 素 

情 に も ろく 、 感 傷 的 な 様子 。 


(c)1997 初 出 


従来 の 理学 辞書 に お ける 気体 ・ 液 体 ・ 分 子 間 力 な どの 定義 


従来 の 理学 分 野 に お いて 、 気 体 ・ 液 体 ・ 分 子 間 力 な ど は 、 ど 
の よう に 定義 され て きた の で し ょ うか ?。 
人 筆者 の 手元 に ある 理学 辞書 を 中 心 に まとめ て み ま し た 。 


e 物 理学 辞典 政 訂 版 1992 培 風 館 

液体 

巨視 的 な 物質 は 気体 、 液 体 、 固 体 の いずれ か の 状態 で 存在 す 
る が 、 液 体 の 特徴 は 気体 と 同様 ( 3 
える けれ ども 気体 と 違っ て 体積 は ほぼ 一 定 な こと で ある 。 気 
体 の 場合 の よう 【 導電 陣 あの まけ また 、 液 体 
82058 より は る か に 高い 圧力 を 必要 と す 


ER 液体 の 構成 粒子 で ある 分 子 (ある い は 了 原 

子 ) は まわ り の 分 子 (ある い は 原子 ) と ほぼ 一 定 の 距離 を 保 
ち 、 強 い 力 を 及ぼ し あい な が ら 運 動 し て いる こと 。 

局所 的 に 短 時 間 で は 粒子 は 固体 に 似 た 配列 を と り 、 そ れ が く 
ずれ て 別 の 固体 的 配 資 が また 形成 され る も の と 考え られ る 。 
事実 、 短 い 時 間 内 に 起き る 現象 で は 、 液 体 も 固体 の よう に 
59 まま 9 


気体 

巨視 的 な 物質 は 気体 、 液 体 、 固 体 の いずれ か の 状態 で 存在 す 
る が 、 和 気体 の 特徴 は 形 が 容器 に よっ て 自由 に 変わ る ば か り で 
な く 、 容 次 に 閉じ 込め て お か な いと 体積 が いく ら で も 膨張 し 
て し まう こと で ある 。 膨 張 し よう と する 圧力 は 、 気 体 の 体積 
が 小さ い ほ ど 、 ま た 温度 が 高い ほど 、 高 く な る 。 

気体 の この よう な 性 質 は 、 気 体 を 構成 する 分 子 ま た は 原子 の 
運動 エネ ルギー が 丘 常 に 大 きく 、 互 い に 及 ぼ し あう 引力 を 振 
り 切 っ て ほとん ど 自 由 に 飛び 回 る た め に 現れ る も の で ある 。 
通常 の 気体 の ほか に 、 た と えば 人 金属 中 で 電流 の 運び 手 と な る 
電子 も 同様 の 意味 で 気体 を 形成 し て いる と みな すこ と が で き 
る 。 こ の 場合 に は 、 原 子 核 が 電子 に 及ぼ す 電気 的 な 引力 に 

よっ て 、 電 子 気体 の 膨張 が くい 止め られ て いる の で ある 。 


(c)1997 初 出 





「 動 作 パ ター ン W」 ウ ェ ッ ト な 人 ・| 動作 パタ ー ン D」 ド ラ 
物 の 動き = 相互 近接 (一 体 化 ・ 融 
合 ) 、 定 着 (定住 ) 

















表 2 

















(Dry、 電 いた こと 。) と 感じ る こと 。 
( 2) 動作 パタ ー ン W に 出会う 、 当 た る 、 人 触 れる と 、 ウ ェ ッ 





ト (Wet、 混 っ た こと 。) と 感じ る こと 。 
動作 パタ ー ン D、 動 作 パ ター ン W は 、 分 子 群 、 物 体 群 の 動き 
< 人間 関 係 に 共通 に 当て は まる 、 普 通 的 な パタ ー ン で ある 。 
| プペ ー ジ に )/ < ご 1 














表 4 


分 析 視 点 動作 パタ ー ン D 


1- 5 還 。 剛 


(4 ) 近 づ | くっ つく こと 。 近づく | サラ リ と 離れ る こと 。 
Se No 離反 する こと 。 

) 

) 

) 










動作 パタ ー ン W 








(2) つ な の 生 (関係 を ) 切断 する こ 
が り bl 間 | 


Si 間 和 y 計 れこ 


着 
ま と | まとわりつく こと 。 な 
わり つき こ 9 れる こと 。 
る 先 ly 骨 
と 
集 
束 


コロ 










ー 体 ・ 融 合 化す る こ | 
IP の こと 。 


同じ で ある こと 












人 8 
ぷ 
{ 
( ヾ 
に 
0 
滞 
Qt 
IN 








氏 束 


| (1 ) 速度 | ゆっ くり で ある こと 。 


例 液体 分 子 運動 。 に 
つき た て の 餅 。 


床 

と 

へ | 集まる こと 。 密 度 が 高 功 る こと 。 密 度 が 低 
"人 かい 。 和 

P, 

度 


引 
2 
{ 
( ヾ 


ー< 
4 中 1 っ 
> | 
O 
O O 
に 
本 | 























表 $ 


分 析 視 点 | 勤 作 パタ ー ン W 動作 パタ ー ン D 


( 1 ) 近 づ | くっ つく こと 。 近づく | サラ リ と 評 れる こと 。 
きき Ne 離反 する こと 。 
みり) 


連続 する こと 。 つ な が P 了 
の る こと . 癒着 する こ MEI 


と 


|(s) 引い ST | 隊 


( 
い 2 まとわりつく こと 。 な 

わり つき こ 』 ー と ・ 今 還 れ る こと 。 

人 N。0 

と PR 
( 
' 
( 
( 

















ウル 








着 床 
ま と 
人 | 集まる こと 。 密度 が 高 茂る こと 。 密 度 が 低 
5 ) 集合 
い 。 い 。 
ーー し 体 融合 系 する こ イフ バ パフ で 
の うつ 0 の に の 
同じ 
速度 
ペー マジ 


) 
) 
) 
) 


8 ゆっ くり で ある こと 。 | 


例 液体 分 子 運 動 。 
つき た て の 餅 。 

















表 6 
液体 分 子 (ウェッ ト ) | 気体 分 子 (ドラ イ ) 
= 動作 パタ ー ン W = 動作 パタ ー ン D 





集団 主義 個人 主義 
規制 主義 自由 主義 
反 ダ ライ バリ ペー プラ イバシー 尊重 























[A1.2] 


[A1.3 


レー 


[A1.4] 


[A1.5 


ーー 


【 A 
2 〕 


[A2.1 


ーー 


[A2.2] 


LA 


ウェ ッ ト (液体 ) ドラ イ (気体 ) 
〔 近 接 指 向 


【 他 粒子 と の 位 連 の 同一 ・ 共 通化 ] 


個人 主義 


了 互い に 近づか ず 、 単 独 ・ 個 
【 
加計 390 放 BB 03 誕 還 の 0 ラバ パラ 自動 うこ の 


に の 必 0 屋 Ke 雪 る こと . 

密集 指向 広域 分 散 指向 

互い に 狭い 叙 域 に 密集 する 互い に 広い 人 獲 域 に 散ら ば る 
5 還 

EN 多様 性 の 尊重 (異質 指向 


互い に 存在 する 位置 が 近 リー 折 拓 缶 ) 
NN。 同一 で ある ( 画 一 で あ 互い に 存在 する 位 連 カ 光 4 永 


集団 主義 


る ) こと . に 離れ て いる 。 

同調 指向 反 同調 指向 

存在 する 位 資 を 互い に 合わ 存在 する 位 資 を 互い に 合わ 
BI の SN の NSR ME 9 | 6 


主流 指向 (権威 主義 ) 疾 主 流 指 向 ( 反 権 威 主 義 ) 
自分 の 存在 位 帝 に つい て 、 自分 の 存在 位置 に つい て 少 
主流 派 の 地点 に 行こ うと す 数 派 で 構わ か いと する こ 

0 0 


【 他 粒子 と の 関係 ・ 縁 故 の 構築 〕 
関係 指向 手 関 係 指向 
他 粒 子 の と ころ に 行こ うと 他 粒 子 の いな い 空 間 に 行 こ 
SN の で の る こと 
疾 縁 故 指向 
経 故 指向 、 
wi 国 に 徒 7 ド 他 粒 子 と の 間 に 結 び つ き を 
隊 雪 持 た な いこ と 。 ( 牛 び つ さ 
自制 を 切る こと 。) 
〔 運 動 決定 の 自由 〕 


3〕 


[A3.1] 


【 A 
4 〕 


[A4.1] 


[A4.2] 


LA 
5 〕 


[AS.1] 


【 A 
6 〕 


[A6.1] 


[A6.2] 


【 A 
7 


規制 主義 


互い の 間 に 働く 引力 に よっ 由 考 義 


四 、 互 い の 間 に 引力 が 働か ず 、 
KM 自由 に 動け が に 動き 回 れる 。 
運動 の 自己 決定 〕 
相互 依存 指向 


依存 指 、。 独立 (自立 ) 指向 
選 い の 間 に 働 く 引 カ に よ 厨 、、 の 聞 に 引力 が 働か ず 、 


り 、 互 い に 依 存 し 合う こ ピー 
半音 (人 日 し て 行 記 
[まあ 266 
2 
他 律 指向 
い ー に 自律 指向 
SR 自分 単独 で 自分 の 進行 方 向 
着 られ る こと 
独 で は 決め られ な い 。 こと 。 
[プラ イバシー の 確保 〕 
IX の 


互い に 近づき 、 く っ つき 合 プラ イバシー 尊重 

うた め 、 プ ライ バシ ー を 侵 互い に 離れ る た め 、 自 分 の 
害し 合う こと 。 (プラ イ プラ イベ ー ト な 空間 を 確保 
全 還 MI SEI で さる こと 。 

3 


〔 運 動 の 明快 さや 合理 性 の 確保 


あい まい 指向 


互い の 問 に 引力 が 働く こと 2 区 ( 到 あ いま い ) 指向 


+ の 進行 方 向 を 率 盲 ・ 昌 
で 、 自 分 の 信行 方 向 が あい 上 の の デリ 
まい と な る 。 MG 
合理 指向 合理 指向 


互い の 間 に 引 力 が 働く こと 自分 の 進行 方 向 を 、 合 理 的 


で 、 進 行方 向 の 面 で 、 割 り に 、 割 り 切 っ た も の に で き 
切れ な い 。 5 
[集団 の 開放 性 の 確保 ]〕 


[A7.1] 閉鎖 指向 開放 指向 
形成 する 集団 が 外 に 向かっ 形成 する 集団 が 外 に 向かっ 
放 軸 GU23 還 証人 所 国人 還 還 て 開い て いる 。 (集団 に 、 
表面 張力 が 働く こと 。) 表面 張力 が な いこ と 。) 
【B〕 〔 運 動 ・ 活 動 ・ 移 動 指向 〕 





0 ( 動 的 エネ ルギー・ 移 動 性 の 確保 
静 的 指向 
、_ 動 的 指向 
lo 自発 的 に 動き 回 れる こと 。 
六 定 着 (移動 ・ 拡 散 ) 指向 
1 生生 生 いる 地 占 に 害 着せ 和え 
0 (紀和 柳 量 I よう する こと 
前 例 指向 独創 此 向 
[B1.3] 自分 が 今 ま で いた 領域 に と 未知 の 領域 に 進 も うと する 
まう つら の る 0 
表 8 
ウェ ッ ト ドラ イ 
LA) (心理 的 近接 指向 ) 
9 【 他 者 と の 心理 的 位置 の 同一 ・ 共 通化 ) 
個人 主義 
集団 主義 
0 ME 二 PEM 
目 aMG の いで 四 3632 
密集 指向 広域 分 散 指向 
[A1.2] 互い に 狭い 領域 に 密集 する 互い に 広い 否 域 に 散ら ば る 
こと 。 こと 。 
画 一 (同質 ) 指向 多様 性 の 尊重 (異質 指向 ) 
[A1.3] 互い を 画 一 的 な 枠 に は め よ 互い の 多様 性 を 重んじ る こ 
まる ニン と 。 
[A1.4] 同調 指向 反 同 調 指向 


取る 行動 を 互い に 合わ せよ 取る 行動 を 互い に 合わ せよ 


[A1.3] 


【 A 
2 〕 


[A2.1] 


[A2.2] 


【 A 
3〕 


[A3.1] 


【 A 
4〕 


[A4.1] 


[A4.2] 


【 A 
5 〕 


[AS.1] 


【 A 


0 の の 0 9 OS 

主流 指向 (権威 主義 ) 坦 主 流 指 向 ( 反 権 威 主義 ) 

自分 の 取る 意見 に つい て 自分 の 取る 意見 に つい て 少 
(すでに 認め られ た こ 数 派 で 構わ か いと する こ 

(0 (8 


[ 他 者 と の 関係 ・ 縁 故 の 構築 〕 


関係 指向 壮 関 係 指向 
他 者 と の 間 に 積 極 的 に 人 間 他 者 と の 間 で あま り 人 間 関 
関係 を 持 と うと する こと 。 係 を 持 と うと し な いこ と 。 
縁故 指向 疾 縁 故 指向 
既に 結び 付き (縁故 ) の あ 他 者 と の 関係 を 持つ 上 で 婚 


る 他 者 と の 関係 を 優先 する 存 の 縁故 の 有無 を 問わ な い 
還 la 
【 行 動 決定 の 自由 〕 
6 自由 主義 
規制 主義 8 
ーー 了 村 本 亜 い に 自由 に 行動 し よう と 
上 合 MM 還る - と 。 (自由 に 動き 四 
8 の 9 の る ョ で ) 
【 行 動 の 自己 決定 〕 
相互 依存 指向 


独立 (自立 ) 指向 


\( こ 合う こ 
互 し 2 と * 互い に 独立 ・ 自 立 し て 行動 
( い に も た れ 合 うこ ー 
WO 
25 
他 律 指向 


、 自律 指向 
さ の ) 音 田 ナベ さ 


間 昌 昌 れ くる と. 


[プライバ シー の 確保 〕 


922.A ン aa プラ イバシー 尊重 
互い の プラ イバシー を 重 ん 互い の プラ イバシー を 重 ん 
隊 NNNEM 6 ニ NC 

〔 行 動 の 明快 さや 合理 性 の 確保 〕 


6〕 


あい まい 指向 明快 ( 反 あ いま い ) 指向 
[A6.1] 自分 の 取る 意見 が が 率 盲 ・ 自分 の 取る 意見 が 率 衣 ・ 明 

明快 で な い 。 快 で ある 。 

壮 合 理 指向 合理 指向 


物事 に 対し て 心情 的 に 割り 物事 に 対し て 心情 的 に 割り 


AO 基 る こと が で きず 、 合理 的 切っ て 、 合 理 的 に 行動 する 
ROOM 0 

(集団 の 開放 性 の 確保 ) 
閉鎖 指向 開放 指向 

[A7.1] 閉鎖 的 な 集団 に いる の を 好 開放 的 な 集団 に いる の を 好 
むこ と 。 むこ と 。 

[ B〕 〔 心 理 的 運動 ・ 活 動 ・ 移 動 指向 〕 

1 ( 動 的 エネ ルギー・ 移 動 性 の 確保 
静 的 指向 動 的 指向 

[B1.1] 自発 的 に 動き 回 ろう と し な 自発 的 に 動き 回 ろう と する 
いこ と 。 = と 。 

、 了 時 

[B1.2] 今 い る 土地 や 組織 に 定着 し ^ い ぐ 工 
2 す 48 え ず 物 重 し よう と する 
前 例 指向 独創 指向 

[B1.3] 自分 が 今 まで いた 領域 に と 未知 の 針 域 に 進 も うと する 


SOS dg 8 





分 子 が 。 | ウェ ッ ト (液体 的 ) | ドラ イ (気体 的 


( 1 ) 近 づ | くっ つく こと 。 近づく | サラ リ と 離れ る こと 。 
きこ と 。 9 離反 する こと 。 


叶 交 99 る こと 。 つ な が P 
る こと 。 癒着 す る こ 旨 切断 する こ 


と 。 



































(3) 着 床 | 灯 着 する こと 。 は が れる こと 。 
(4) ま と 明 還 
わり つき こ | まほ と ゎ り っ く こ と 。 離れ が よい 。 すっ と 
する こと 。 
(5 ) 集合 06 半音 
ニー 。 五山 へ 、 ー 
し 。) っ | ト 体 ・ 融 合 化す る こ 
と . 
(7) 同 | 本 二 ーー 
じ ・ 伸 良し 調和 、 和 合 す る こと 。 | 和 突 、 対 立 す る こと 。 
例 つき た て の 餅 4 

















3 
て 相 
ー 


ムン 


貴 菩 


ヽ 
| ウェ ッ ト = 湿っ た こ 
ルル. 

ip 


連続 する こと 。 つ な 
が る こと 。 癒着 する 
こと 。 共 有する こ 
と 。 


3 ) 着 | く っ つく こと 。 粘着 
する こと 。 


KS 
。 0 RI て 
(1 一 川 き 
に 





汗 一 


まだ わり つく こ と 。 


ドラ イニ 乾い た こと 。 


無関心 で ある こと 。 


(関係 を ) 切断 する こと 。 
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ー ュ ーー 


語 い 








ルー|IOwY 
al(( ざ ょ 
(Ko 

| J 








集まる こと 。 密 度 が 


( 6 ) 一 | 人体 ・ 融 合 化 する こ | バラ バラ で ある こと 。 互い 
の と 。 共同 する こと 。 | に 独立 し て いる こと 。 


(7 ) 同 
じ ・ 仲 良 調和 、 和合 する こと 。 に 、* 
し 





| 上 人 人 人 人 びび { 


物体 つき た て の 餅 シリ カゲ ル の 粒 


人 間 | げ 供 と 母親 。 恋 人 同 | た また ま 乗 り 合 わせ た 電車 
Re の 乗客 




















ーー ヽ 

















表 11 
| ウェ ッ ト ライ (6 
[ A] 〔 心 理 的 近接 指向 〕 
LA 1 ] | 〔 他 者 と の 心理 的 位 連 の 同一 ・ 共 通化 ] 
、 個人 主義 
集団 主義 SN 
[A1.1] | い に 集 まり 、 ま と まっ に 
NO の の こと する こと 。 





広域 分 散 指 向 
互い に 広い 領域 に 散ら ば 


] 
「 
密集 指向 
[A1.2] | 互い に 狭い 領域 に 密集 す 
し る こと 。 
画 一 (同質) 指向 多様 性 の 尊重 (異質 指 
eS 向 ) 
ヽ 一 的 な 杉 
[A13] 貼 い を 画 一 的 な 梓 に は め 計 の 多様 性 を 重んじ る 
[ | 











よう する こと 。 の 
同調 指向 反 同 調 指向 

[A1.4] | 取る 行動 を 互い に 合わ せ | 取 る 行動 を 互い に 合わ せ 
肖 和 の どす る こと 。 上 の し が か いこ と 。 


揚 主 流 指 向 ( 反 権 威 主 
義 ) 
自分 の 取る 意見 に つい て 


リー ミ 久 、 ビ ーー 
と )、 | 委 派 で 構わ な いと する 
EE 


LA 2] | 【 他 者 と の 関係 ・ 経 故 の 構築 


主流 指向 (権威 主義 ) 


3 音 目 - ヽ 
[A1.3] 自分 の 取る 意見 に つい て 











ェ ニーーーーーーー--- 一 一 一 一 ーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー コ ーーーーーーーーーーーーーーーーー コ ーーーーーーーーーーーー コ ーーーーーーーーーーーーーーーー コ 
ェ ニーーーーーーー--- 一 一 一 一 一 ーーーーーーーー ビーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー ビーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー コ 

















[A2.1] 





関係 指向 

他 者 と の 間 に 積 極 的 に 人 
間 関 係 を 持 と うと する こ 
ge 





緒 故 指向 
學 に 結び 付き ( 繧 故 ) の 
ある 他 者 と の 関係 を 優先 
の 入選 と 。 








手 関 係 指向 

他 者 と の 間 で あま り 人 間 
関係 を 持 と うと し な いこ 
括 縁 故 指向 
他 者 と の 関係 を 持つ 上 で 
既存 の 縁故 の 有無 を 問わ 
AWC 








規制 主義 
互い に 行動 を 規制 し 合う 
SS 








〔 行 動 決 定 の 自由 〕 


ま AM 選 邊 用 居 条 動じ よう 
と する こと 。 (自由 に 動 
き 回 る うと する こと 。, ) 











ェ ローーーーーーー--- 一 一 一 一 ーーー 








相互 依存 指向 
互い に 依存 し 合う 
(互い に も た れ 合 
ど 。、) 


の 
の 


他 律 指向 

自分 の 意思 を 自分 だ け で 
は 決め ず 、 周 囲 に 決定 を 
働 せ る 。 








【 行 動 の 自己 決定 


独立 (自立 ) 指向 
互い に 独立 ・ 自 立 し て 行 
動 す る こと 。 





自律 指向 
自分 で 自分 の 意思 を 決め 
られ る こと 。 








2 2 
互い の プラ イバシー を 重 
と 4 便 M2J9bRyd 


[プラ イバシー の 確保 〕 





ピ プライ パシ ー 専 軍 
互い の プラ イバシー を 重 
OCS 











あい まい 指向 
自分 の 取る 意見 が が 率 
調 ・ 明 快 で な い 。 
手合 理 指向 

物事 に 対し て 心情 的 に 割 
り 切 る こと が で きず 、 合 
理 的 で な い 。 








〔 行 動 の 明快 さや 合理 性 の 確保 


明快 ( 反 あ いま い ) 指向 
自分 の 取る 意見 が 率 古 ・ 
明快 で ある 。 

合理 指向 

物事 に 対し て 心情 的 に 割 
り 切 っ て 、 合 理 的 に 行動 
Sg 














ニーーーーーーー- 一 一 一 一 ーーーーーー ビ ーーーーーーーーーーーーーーーー 


| 


ニーーーーーーー-- 一 一 一 一 コ 








ェ ーーーーーーー--- 一 一 一 一 一 ーーーー コ ーーーーーーーーーーーーー 


| 
| 


[集団 の 開放 性 の 確保 


山 InhHIi 
































[A7.1] | 閉鎖 指向 開放 指向 
閉鎖 的 な 集団 に いる の を | 開放 的 な 集団 に いる の を 
し し 
[ B〕 [心理 的 運動 ・ 活 動 ・ 移 動 指向 
[ B 1 〕 | 〔 動 的 エネ ルギー・ 移 動 性 の 確保 ] 
静 的 指向 動 的 指向 
[B1.1] | 自発 的 に 動き 回 ろう と し | 自発 的 に 動き 回 ろう と す 
な が いこ と 。 と 
疾 定 着 (移動 ・ 拡 散 ) 指 
定着 指向 向 
[B1.2] | 今 い る 土地 や 組織 に 定着 | 念 い る 土地 や 組織 に 定着 
ポ まん する この 。 せ ず 絶え ず 移 動 し よう と 
の こち 。 
前 例 指 向 独創 指向 
[B1.3] | 自分 が 今 ま で いた 領域 に | 未知 の 領域 に 進 も うと す 
と ど ま ろ うと する 。 の の 。 











[ A ) (心理 的 近接 指向 
LA 1 ] | 【 他 者 と の 心理 的 位 連 の 同一 ・ 共 通化 ] 











集団 主義 
理 い に 集 まり 、 ま と まっ 
て 動 こ うと する こと 。 


密集 指向 

互い に 狭 い 促 域 に 密集 す 
の 。 

画 一 (同質 ) 指向 

互い を 画 一 的 な 枠 に は め 
0 2 











個人 主義 

互い に 一 人 ずつ 単独 ・ 個 
別に バラ バラ に 動 こ うと 
| 和 0 

広域 分 散 指 向 

互い に 広い 領域 に 散ら ば 
と 

多様 性 の 尊重 (異質 指 
向 ) 

互い の 多様 性 を 重んじ る 
に 


反 同 調 指向 


ニーーーーー- コ ーーーーーーーーーーーーーーーー コ ーーーーーーーーーーー コ ーーーーーーーーーーーーーーーー コ 
ーーーーーー- コ ビーーーーーーーーーーーーーーーー ュ ーーーーーーーーーーーーー コ ビーーーーーーーーーーーーーーー コ 














E 


[A1.5] 


に 


取る 行動 を 互い に 合わ せ 
0 の 9 る この 。 
主流 指向 (権威 主義 ) 
自分 の 取る 意見 に つい て 
(すでに 認め られ た こ 
So 





〔 他 者 と の 関係 ・ 経 故 の 構築 〕 





取る 行動 を 互い に 合わ せ 
出 9022 と 。 
手 主 流 指向 ( 反 権 威 主 
義 ) 

自分 の 取る 意見 に つい て 
少数 派 で 構わ か いと する 
CB 





[A2.1 


ェ ーー 


除 22 


ェ ー コ 


[ A 3] 


関係 指向 

他 者 と の 間 に 積 極 的 に 人 
間 関 係 を 持 と うと する こ 
の 。 
衝 故 指向 
學 に 結び 付き ( 繧 故 ) の 
ある 他 者 と の 関係 を 優先 
湊 る この 。 

















手 関 係 指向 

他 者 と の 間 で あま り 人 間 
関係 を 持 と うと し な いこ 
の 8 
括 縁 故 指向 
他 者 と の 関係 を 持つ 上 で 
既存 の 縁故 の 有無 を 問わ 
NG 














[A3.1 


[ A 4] 


規制 主義 
互い に 行動 を 規制 し 合う 
SC 





【 行 動 の 自己 決定 





互い に 自由 に 行動 し よう 
と する こと 。 (自由 に 動 
きき 回 の うど する こと 。) 





[A4.1 


ェ ーー 


相互 依存 指向 
互い に 依存 し 合う 
(互い に も た れ 合 
0 


2 
Ng 


独立 (自立 ) 指向 
互い に 独立 ・ 自 立 し て 行 
動 す る こと 。 








[A4.2 


ェ ーー 


引き 18 ミ 六 上 罰 |1 ま E 


他 律 指向 
自分 の 意思 を 自分 だ け で 
は 決め ず 、 周 囲 に 決定 を 
任せ る 。 


[プラ イバシー の 確保 〕 


自律 指向 
自分 で 自分 の 意思 を 決め 
られ る こと 。 








寺川 3 
の | 叶 


ペー ノ 





| 


区 グラ イバシー 
互い の プラ イバシー を 重 
DE こと ど 。 











プラ イバシー 尊重 
互い の プラ イバシー を 重 
/CD 2 の 


〔 行 動 の 明快 さや 合理 性 の 確保 











あい まい 指向 
自分 の 取る 意見 が が 率 
調 ・ 明 快 で な い 。 





壮 合 理 指向 

物事 に 対し て 心情 的 に 割 
り 切 る こと が で きず 、 合 
理 的 で な い 。 





[集団 の 開放 性 の 確保 


明快 ( 反 あ いま い ) 指向 
自分 の 取る 意見 が 率 証 ・ 
明快 で ある 。 

合理 指向 

物事 に 対し て 心情 的 に 割 
り 切 っ て 、 合 理 的 に 行動 
べき /g 














閉鎖 指向 
閉鎖 的 な 集団 に いる の を 





5 





開放 指向 
開放 的 な 集団 に いる の を 
好む こと 。 








{大 
ェ ーーーーーー----- 一 一 一 一 





[心理 的 運動 ・ 活 動 ・ 移 動 指 向 
【 動 的 エネ ルギー・ 移 動 性 の 確保 〕 


静 的 指向 
自発 的 に 動き 回 ろう と し 
がい こと 。 


定着 指向 
今 い る 土地 や 組織 に 定着 
し まう と ずる こと 。 


前 例 指向 
自分 が 今 ま で いた 領域 に 





動 的 指向 

自発 的 に 動き 回 ろう と す 
の と 。 

考 定 着 (移動 ・ 拡 散 ) 指 
向 

今 い る 土地 や 組織 に 定着 
せ す 絶え ず 移動 し よう と 
Se 





未知 の 領域 に 進 も うと す 
る こと 。 














ペー で ゞ 


と と ど ま ろ うと する 。 











独創 指向 | 





ェ ーーーーーーーーーーーーーー コ 
ェ ニーーーーーーー- 一 一 一 一 一 コ 





ウェ ッ ト = 集団 主義 








と 


互い に 一 人 ずつ 単独 ・ 個 別に 
ラフ パパ に 動 こ うと する こ 


[ 例 ) ] 


理 い に 集まり 、 ま と まっ 
て 動 こ うと する こと 。 


[ 例 」] 











単独 ・ ひ と り で 行動 する の を 
2 
ーー ーー ーー 





集団 ・ 団 体 で 行動 する の 
Fes 
了 還 議 誠 記 記 2 


玉 





5 


還 


自 


ひと り で 他 者 と は 別 の 道 を 








い 


む の を 好む 。 


一 








湖 


他 者 か ら の 分 離 ・ 独 立 を 好む 
GE 


分 個人 の 利益 を 優先 する こ 


ド 


ン ム 


他 者 と の 一 体 化 ・ 融 合 を 
の 


自分 の 属す る 集団 の 利益 
を (個人 の 利益 より 

も 。) 

ひと り で 他 者 と は 別 の 道 
を 歩む の を 好ま な い 。 








ドラ イ = 広域 分 散 指 向 
互い に 広い 領域 に 散ら ば る 
3 

[ 例 」 ] 





ウェッ ト = 密集 指向 。 
互い に 狭い 領域 に 密集 する 
上 

[ 例 」] 








広い 空間 に 分 散 し て いよ う 
と する こと 。 


狭い 空間 に 密集 し て いよ う 
と する こと 。 











一 人 ずつ 個室 に いる の を 好 
凍 

も の の 見 方 が 客観 的 で あ 
2 の 9。 


多 人 数 で 大 部 屋 に いる の を 
好む こと 。 


客観 的 で な いこ と 。 





も の ご と を 見 る 視野 が 狭 
0 








PTT 親骨 


O 


ドラ イミ = 多 様 性 の 尊 車 ( 異 


も の ご と を 見 る 視野 が 広 
い 、。 


ヒビ 


ウェ ッ ト = 画 一 (同質 ) 




















横並び で あろ うと し な いこ 


自分 と は 異な る 意見 を 持つ 





に ご 民 指 向 ) 向 
互い の 多様 性 を 重んじ る こ 還 「 
ご 。 どす る の こと 。 
[ 例 」] 


周囲 の 他人 と 横並び で あろ 
うと の る こと 。 


自分 と は 異な る 意見 を 持つ 


| に 対し て 寛容 で ある 。 | 人 に 対し て 寛容 で な い 、。 


人 間 。 





の の る の こと 。 























IA1.4| ド ライ = 反 同 調 指向 ウェ ッ ト = 同調 指向 





定義 陸 る 行動 を い に 合わ せよ 取る 行動 を 互い に 合わ せよ 
記 | う と し な いこ と 。 うと する こと 。 
No. | [ 例 」] [ 例 」」 


周囲 の 江 と 違っ た こと を し | 周囲 の 紳 と 同じ こと を し よ 
あう 9 する の こと 。 0 の で いっ と 


装 

の 他人 の 真 公 を する の を 好ま | 他人 の 真似 を する の を 好む 
VS 1 0 の 

相 N0928 没 個性 的 で あろ うと する こ 
の の 




























ドラ イ = 非 主流 指向 ( 反 権 威 | ウェ ッ ト = 主流 指向 ( 権 
~ は 義 ) 威 主 義 ) 

自分 の 取る 意見 に つい て 主流 | 自分 

で な く て 構わ な いと する こ 
と と 。) 


No. | [ 例 」] [ 例 」] 

、 | 少数 派 に 属す る の で 構わ な い 上 住 流派 の 一 員 で いよ うと 
と する こと 。 の る こと 。 

EL_l _ 0 0 (6 人 | 

叶 


ブラ ンド に こだわ ら な いこ 了 物 を 購入 する と き ブ ラン 
。 ド に こだわ る こと 。 



































ウェ ッ ト = 関係 ・ 接 続 
指向 


他 者 と の 間 に 積極 的 に 
人 間 関 係 を 持 と う 、 つ 
な が ろう と する こと 。 
[ 例 」] 


) 
本 
と 。 の 


周囲 の 他 者 に 良い 印象 




















を 世 え よう と いつ も 気 
に する こと 


。 | 人 付き 合い の あり 方 が よそ よそ | 人 付き 合い の あり 方 が 
し い 。 親密 で ある 。 


自分 の 内 面 を 他 者 に 開 
だ の る こと 。 




















他 者 と の 関係 を 持つ 上 で 上 
存 の 繧 故 の 有無 を 問わ な い 
思 0 


[ 例 」] [ 例 )] 


改 (コネ ) を 重んじ な い | 人 付き 合い で 縁故 (コネ ) 
5 を 重んじ る こと 。 


親分 子 分 関係 を 好ま な いこ | 人 付き 合い で 親分 子 分 関係 
8 を 衝 む こと 。 


























表 20 








A3.1| ド ライ = 自由 主義 ウェ ッ ト = 規制 主義 
し サー ャ ーー 


互い に 自由 に 行動 し よう と | 互い に 行動 を 規制 し 合う こ 
する こと 。 (自由 に 動き 回 | と 。 
の の の する ここ) 





[ 例 」] [ 例 )] 











を 許す こと 。 





LN こ と 。 


抜け 駆け を 許す こと 。 


失敗 を 犯し た 本 人 の み の 貢 


( 室 ⑳ 呈 の 。 





行動 の 自由 を 規制 され る こ | 行動 の 自由 を 規制 され る こ 
と を 好ま な いこ と 。 と な を 殺 めこ と ん 。 


互い に 自由 に 行動 する こと 


。 ( 
台 う 


互い に 束縛 し あう の を 好ま | 互い に 東 縛 し あう の を 好む 
0 


集団 内 で 一 人 だ け の 抜け 双 





け を 許さ な いこ と 。 
一 人 の 犯し た 失敗 で も 周囲 
の 仲間 と の 連帯 責任 と す 
と で 計 














| ドラ イ = 独立 ・ 自 立 指 
1 賠 


ウェ ッ ト = 相 互 依存 指向 





互い に 独立 ・ 自 立 し て 
行動 する こと 。 





互い に 依存 し 合う こと 。 (互い 
に も た れ 合 うこ と 。) 

















[ 例 」] [ 例 」] 

人 付き 合い で 互い に も た れ あ う 
を 好む こと 。 の を 好む こと 。 

依頼 心 が 強 い 。 

甘え を 嫌う こと 。 互い に 甘え あお うと する こと 。 


派閥 を 作る の を 嫌う こ 
ie 















派閥 を 作り た が る こと 。 





A42| ド ライ = 自律 指向 ウェ ッ ト = 他 律 指向 


の ) 埋 田 N 了 ナ で */ 十 ゞ 





定義 | に る ー レ と . | 周囲 に 決定 を 任せ 
No. | [ 例 」」 [ 例 」] 


(に 


王 ゞ 坪 ク ニー 
SE され | 周囲 の 流行 に 振り 回 され る こ 
ら e 





な いこ と 。 (周囲 の 流行 
に 左右 され な いこ と 。) 


























SI ドラ イプ ライ バシ ー 理 重 [ウェット - 反 プラ イバシー| 
陸 に の プライバシー を 革 ん 互い の プラ イバシー を 重 ん 
の この 。 2 と 。 

o. | [ 例 !] [ 例 」] 


Ro | 
揚 








他人 の プラ イバシー に は 干 _ | 他人 の プラ イバシー に 介入 
沙 し かい 。 本 静か が あこ と 。 

上 互い に 牙 視 し あう の を 好ま | 互い に 牙 視 し あう の を 好む 
いこ の 。 Pa 


し っ 


人 
好ま な いこ と 。 好む こと 。 
の 
還 TTG 
か を 気 に し な い 。 か を 気 に す る 。 
0 
と 。 


Oo N 
い ノ ペ ーー トー ジ 


玉 


( ハ 





[o が 


























ドラ イ = 反 あい まい (明快 ) 
指 向 


自分 の 取る 意見 が 率 三 ・ 明 快 


で ある 。 胡 ・ 明 快 で な い 。 
No. | [ 例 」] [ 例 」] 








ウェ ッ ト = あ いま い 指 向 
自分 の 取る 意見 が が 率 





回 


物 の 吉 い 方 が 率 衣 で ある 。 





遠回し ・ 婦 曲 で ある こ 
0 














。 陣 事 の 白黒 を は っ きり させ よ 
うう の の の こと 。 
自分 の 今後 の 進路 を は っ きり 
き 世 よう と する こと 。 


の Oo 





て 








MV ま も Y 定 ま ま に と と の 
貞 の の する の で 、 
めい まい が な まま に と と め 
よう どす る こと 。 











ドラ イ = 合理 指向 

物事 に 対し て 心情 的 に 割り 
切っ て 、 合 理 的 に 行動 する 
っ 


ウェ ッ ト = 義 合 理 指向 























O 
O ゃ で ヾ 
て ーー ヽ 
トッ プペ ー ジ に 戻る こと 。 


No. | [ 例 !] [ 例 」] 

Il | 陸 え 方 が 合理 的 で ある 。 | 騰 合 理 的 で ある こと 。 

2 考え 方 が 科学 的 で ある 。 
| 陸 教 を 信じ な いこ と 。 








ドラ イ = 開放 指向 ウェ ッ ト = 閉鎖 指向 





開放 的 な 集団 に いる の を 
し 











ャ ーー 


閉鎖 的 な 集団 に いる の を 好む 











と 。 
例 )] 


[ 例 」 


開放 的 な 人 間 関 係 を 好む | 閉鎖 的 な 人 間 関 係 を 好む こ 


| 民 ち 。 8 
身内 ・ 外 の 区 別に こだわ | 人 付き 合い で 身内 ・ 外 の 区 別 
還 二 だ る こと 。 





3 


ら な いこ 





の 
還 0MediiHtnes 
持つ 。 し か 関心 が な い 。 
MAGauosi 
れる 。 排除 する こと 。 
eoprjm で TP ー 


表 27 


B1.1| ド ライ = 動 的 指向 ウェ ッ ト = 静 的 指向 


人 際 動き 回 る うと し な いこ と 。 


No. | [ 例 ] [ 例 」] 
| 了 働 作 が すばやい 。 動作 が ゆっ くり で ある 。 


し の 2 状 定 の テン ボ が 款 | テン ポ が ゆっ くり で ある 。 


行動 が 積極 的 で ある 。 | 答 動 が 消極 的 で ある 。 


〇 






































た ーー 


ノン ペ ーー ヾ 








1.2 ドラ イー= 医 定 看 (移動 ・ 拡 ウェ ッ ト = 定着 指向 
散 ) 指向 


紅 えす 移動 する こと 。 移動 
生活 。 遊 牧 生 活 。 そ れ ら を 


の < 
人 事 が 停滞 し て いる こと を 


人 事 が 流動 的 な こと を 好 
時 好む 。 


B 際 期 的 契約 関係 好む こ | 限 期 に わた る 取引 関係 を 作 






を 好む こと 


















| 


(9 る の を 好む こと 。 











常に 新 分 野 へ と 拡散 し よう 
らら の る こと 。 ( 








いつ まで も 今 ま で いた 分 野 


SS の だ ま の うり と する 。 








ーー ヽ 


て 











表 


フッ 9 


ドラ イ = 独創 指 向 





ウェ ッ ト = 前 例 指 向 





誰 も 行っ た こと の な い 未 知 
健 域 に 進 も うと する 。 





自分 が 今 ま で いた 領域 に と 
ど ま ろ うと する 。 








[ 例 」] 

行動 の 基準 を 新規 の 独 劉 的 
AN イラ に KO の る こと 。 
前 人 未踏 の こと に も あえ て 
挑戦 する 。 





[ 例 ) ] 
行動 の 基準 を 既存 の し きた 
り ・ 前 例 に 求め る こと 。 
前 例 が ある こと だ け を し よ 
うと する 。 














PT 琴 忠 





現状 を 秋 革 する の を 好む こ 
才 二 


現状 を その まま 追認 する の 
を 計 む こと 。 


























分 析 視 点 動作 パタ ー ン W 動作 パタ ー ン D 
(4 ) 近 づ っ つく こと 。 近づく | サラ リ と 聞 れ る こと 。 
きこ の 0 離反 する こと 。 
連続 する こと 。 つ な が _ 
2) っ つ な |? 殺 を ) セ ご 
寺 うう が る こと . 癒着 する こ NN 切断 する 
と 。 " 
( 3 ) 着 床 隊 粘着 する こ | ぶれ る こと 。 
(4) ま と 有 、 
ゎ り っ きこ | ほぼ と わり つく こと 。 な | 還 れる こと 。 
2 くく こと 。 
(5 ) 集合 集まる こと 。 密 度 が 高 | る こと 。 密 度 が 低 
、 牧 N。 い 。 
( 6 ) 一 つ | ビ 体 ・ 融 合 化す る こ | バラ バラ で ある こと 。 


と 。 一 つ に な る こと 。 | ほ い に 独立 し て いる こ 
し 


eS 違う こと 。 別 の 途 を 歩 
同じ で ある こと 。 トウ 


(7 ) 同じ 
(8) 速度 ゆっ くり で ある こと 。| 




















例 人 0 二 
つき た て の 餅 。 モト 」 








表 31 

液体 分 子 (ウェ ッ ト ) | 気体 分 子 (ドラ イ ) 
= 動作 パタ ー ン W = 動作 パタ ー ン D 
集団 主義 個人 主義 

規制 主義 自由 主義 

匠 プラ イバシー | プラ イバシー 尊重 | 

















表 32 
ウェ ッ ト (液体) ドラ イ (気体 ) 
[ AJ 〔 近 接 指向 〕 
上 4 ( 他 粒 子 と の 位置 の 同一 ・ 共 通化 ) 
困 生 夫 個人 主義 


互い に 近づか ず 、 単 独 ・ 個 


NUM ( 
[A1.1] 国 球 慎 集 まり (っ ( 別 因 パラ リラ ( 動 う と す 


還る で 


の 0 
密集 指向 広域 分 散 指向 
[A1.2] 互い に 狭い 領域 に 密集 する 互い に 広い 領域 に 散ら ば る 
Sn GS 
[A1.3] 画 一 (同質 ) 指向 多様 性 の 尊重 (異質 指向 ) 


互い に 存在 する 位 連 が 近 互い に 存在 する 位置 が 多様 


[A1.4 


レー 


[A1.5 


レー 


【 A 
2 〕 


[A2.1 


レー 


[A2.2 


ーーー 


【 A 
3〕 


[A3.1] 


【 A 
4 〕 


[A4.1] 


[A4.2] 


【 A 


い 、 同 一 で ある ( 画 一 で あ に 離れ て いる 。 
20 必 古 2 


同調 指向 反 同調 指向 
存在 する 位 貰 を 互い に 合わ 存在 する 位 次 を 互い に 合わ 
GOORSS RMO CS 


主流 指向 (権威 主義 ) 坦 主 流 指向 ( 反 権 威 主義 ) 
自分 の 存在 位 連 に つい て 、 自分 の 存在 位 賀 に つい て 少 


主流 派 の 地点 に 行こ うと す 数 派 で 構わ な か いと する こ 
し 8 天 6 の 
【 他 粒子 と の 関係 ・ 縁 故 の 構築 〕 
関係 指向 考 関 係 指向 
他 粒 子 の と ころ に 行こ うと 他 粒 子 の いな い 空 間 に 行 こ 
区 且 う の と の る この 
疾 縁 故 指向 
縁故 指向 
ゅ yu ー る 7 ド 他 粒 子 と の 間 に 結 び つ き を 
持た な いこ と 。 (結び つき 
ココ を 切る こと 。) 
〔 運 動 決定 の 自由 〕 
規制 主義 5 
_ 自由 主義 
ンコ の こさ 互い の 間 に 引力 が 働か ず 、 
いい = と. 目 由 に 動き 回 れる . 
運動 の 自己 決定 〕 
相互 依存 指向 


0 _ 。 独立 (自立 ) 指向 
選 い の 間 に 働 く 引 カカ に よ 厨 、、 の 聞 に 引力 が 働か ず 、 


に 互い に 依存 合う こ yyー2 季 立 ・ ョ レー 
還 還 ii 自立 し て 行動 


と 
他 律 指向 
_ 自律 指向 
きい の 問 に 全く 邊 カ に よ 人 音 独 で 自分 の 進行 方 向 
り 、 自分 の 進行 方 向 を 、 単 を 決め られ る こと 
独 で は 決め られ な い 。 回 邊 
[プラ イバシー の 確保 〕 


5 〕 


[AS.1 


レー 


【 A 
6 〕 


[A6.1 


レー 


[A6.2] 


反 プ ライ バシ ー 

四半 本 還 細 05 培 訓 ノ フ イノ バン 一 革 車 

の 00 請 2 作 作 計 司 日 い に 離 れる た め 、 自 分 の 
害し 合う こと 。 (互い に プ プラ イベ ー ト な 空間 を 確保 
ライ ベー ト な 空間 を 持て な で きる こと 。 


いこ と 。 ) 
(運動 の 明快 さや 合理 性 の 確保 ) 
あい まい 指向 明快 ( 友 あ いま い ) 指向 


互い の 間 に 引 力 が 働く こと 自分 の 進行 方 向 を 率 盲 ・ 明 


で 、 自 分 の 進行 方 向 が あい 
ジス 。 快 に 保てる こと 。 
壮 合 理 指向 合理 指向 
互い の 間 に 引 力 が 働く こと 自分 の 進行 方 向 を 、 合 理 的 
で 、 進 行方 向 の 面 で 、 割 り に 、 割 り 切 っ た も の に で き 
切れ な い 。 0 
〔 集 団 の 開放 性 の 確保 〕 
閉鎖 指向 開放 指向 


形成 する 集団 が 外 に 向かっ 形成 する 集団 が 外 に 向かっ 
て 閉じ て いる 。 (表面 張力 て 開い て いる 。 (表面 張力 
の 人 KN の NN 


[運動 ・ 活 動 ・ 移 動 指向 〕 
【 動 的 エネ ルギー・ 移 動 性 の 確保 〕 

静 的 指向 

動 的 指向 
2 BIM 自発 的 に 動き 回 れる こと 。 
考 定 着 (移動 ・ 拡 散 ) 指向 
2 いる MM 還 ( 思 大 認 つ と 時 定着 せ ず 絶え 
0 二 すず 移動 し よう と する こと 。 
前 例 指 向 独創 指向 
自分 が 今 ま で いた 賃 域 に と 未知 の 領域 に 進 も うと する 


まま の うと こす の る 。 03 





表 33 


LAJ 
LA 


1 〕 


[A1.1 


[A1.2 


[A1.3 


[A1.4 


[A1.5 


レーー 


レー 


] 


レー 


ーー 


【 A 


2 〕 


[A2.1 


[A2.2 


【 A 
3〕 


レー 


ーー 


ウェ ッ ト ドラ イ 
〔 心 理 的 近接 指向 〕 
[ 他 者 と の 心理 的 位置 の 同一 ・ 共 通化 〕 
5 個人 主義 
集団 主義 90 生ま 
国 凍 細い つつ ーー ーー 
動 こ うと する こと 。 隊 本 
密集 指向 広域 分 散 指向 
互い に 狭い 促 域 に 密集 する 互い に 広い 領域 に 散ら ば る 
EC も 1 
画 一 (同質 ) 指向 多様 性 の 尊重 (異質 指向 ) 
互い を 画 一 的 な 枠 に は め よ 互い の 多様 性 を 重んじ る こ 
3 の こ Oa の 
同調 指向 反 同 調 指向 
取る 行動 を 互い に 合わ せよ 取る 行動 を 互い に 合わ せよ 
22 の こと SUM 


主流 指向 (権威 主義 ) 疾 主 流 指 向 ( 反 権 威 主義 ) 
自分 の 取る 意見 に つい て 自分 の 取る 意見 に つい て 少 
( WIG で に 認 の られ た だ たこ 数 派 で 構わ な か いと する こ 

ae 二 


[ 他 者 と の 関係 ・ 縁 故 の 構築 〕 


関係 指向 壮 関 係 指向 

他 者 と の 間 に 積 極 的 に 人 間 他 者 と の 間 で あま り 人 間 関 
関係 を 持 と うと する こと 。 係 を 持 と うと し な いこ と 。 
縁故 指向 疾 縁 故 指向 

既に 結び 付き (縁故 ) の あ 他 者 と の 関係 を 持つ 上 で 婚 
る 他 者 と の 関係 を 優先 する 存 の 縁故 の 有無 を 問わ な い 
| 3 


〔 行 動 決 定 の 自由 ] 


[A3.1] 規制 主義 自由 主義 


【 A 
4 〕 


[A4.1 


レー 


[A4.2 


レー 


【 A 
5 〕 


[AS.1 


レー 


【 A 
6 〕 


[A6.1 


レー 


[A6.2] 


【 A 
7 〕 


[A7.1 


レー 


[B 〕 
[ B 
1 〕 
[B1.1] 


互い に 行動 を 規制 し 合う こ 互い に 自由 に 行動 し よう と 


20 する こと 。 (自由 に 動き 回 
0 の と 0 
【 行 動 の 自己 決定 〕 
相互 依存 指向 


独立 (自立 ) 指向 


UI 還 滞 ② こ 
互い に 依存 し 合う こと 。 互い に 独立 ・ 自 立 し て 行動 


(互い に も た れ 合 うこ 


胃 9 の 
他 律 指向 自律 指向 


自分 の 意思 を 自分 だ け で は 


\ 一 百 公 の 音 四 を 決め 
決め ず 、 周 囲 に 決定 を 任せ ピク て 月 分 の 意 過 を 決め ら 


る 6 記 0 
[プラ イバシー の 確保 〕 
太ら 1 ノン プラ イバシー 尊重 
互い の プラ イバシー を 重 ん 互い の プラ イバシー を 重 ん 
| 計 MWUN2 の 
【 行 動 の 明快 さや 合理 性 の 確保 〕 
あい まい 指向 明快 ( 反 あ いま い ) 指向 
自分 の 取る 意見 が が 率 胡 ・ 自分 の 取る 意見 が 率 胡 ・ 明 
明快 で な い 。 快 で ある 。 
手合 理 指向 合理 指向 
物事 に 対し て 心情 的 に 割り 物事 に 対し て 心情 的 に 割り 
切る こと が で きず 、 合理 的 切っ て 、 合 理 的 に 行動 する 
ZIRUN Se 
[集団 の 開放 性 の 確保 〕 
閉鎖 指向 開放 指向 
閉鎖 的 な 集団 に いる の を 好 開放 的 な 集団 に いる の を 好 
903 生 族 NE 
〔 心 理 的 運動 ・ 活 動 ・ 移 動 指 向 〕 


【 動 的 エネ ルギー・ 移 動 性 の 確保 ] 
静 的 指向 動 的 指向 


[B1.2 


レー 


自発 的 に 動き 回 ろう と し な 自発 的 に 動き 回 ろう と する 


0 
定着 指向 


今 い る 土地 や 組織 に 定着 し 
SRIKONSS 


前 例 指向 


(0 


導 定 着 (移動 ・ 


拡散 ) 指向 


今 い る 土地 や 組織 に 定着 せ 
すず 絶え ず 移動 し よう と する 


0 
独創 指向 


自分 が 今 ま で いた 償 域 に と 未知 の 領域 に 進 も うと する 
まる の つと こう の の 


ee 





ニー 
2 








アア ョ ツ ッ ド 了 gl 
(心理 的 近接 指向 





集団 主義 





理 い に 集 まり 、 ま と まっ 
て 動 こ うと する こと 。 


個人 主義 


入ら 。 


〔 他 者 と の 心理 的 位 連 の 同一 ・ 共 通化 ]〕 


互い に 一 人 ずつ 単独 ・ 個 和 
(に パラ パラ に 動 こ うと す 








※ メ 一人 だ け 
別 行動 を 取 
る わけ に 行 





感 が 強い 。 


o 自 分 だ け 好 

き な 列 行動 を 
取る こと が で 
き 、 解 放 感 が 





x 孤 独 で あ 
る こと 。 





[A1.2 


[A1.3 





| | 

CA) | 

LA 1) | 

[A1.1] lo 多 人 数 だ 
MO 
で 安心 し 、 
強気 に な れ 
と 
] 


密集 指向 


9 











互い に 狭い 領域 に 密集 す 


x 自 分 の 居 
壇 所 が 狭 昔 
し く 思 が 詰 





画 一 (同質 ) 指向 
互い を 画 一 的 な 枠 に は め 


o 空 間 を 広々 
と 使え 、 伸 び 


| 伸び と 振る 舞 


の こと 。 












x 自 分 の 周 
り に 少し し 
か 人 が お ら 


ず 寂 し い 。 


多様 性 の 尊 宣 (異質 指向 ) 


互い の 多様 性 を 重んじ る 





に 





よど とる こと 。 





o 斬 同じ 、 

一 緒 と いう 
ー 体 感 、 安 
心 感 が 持て 
5。 
o 集 団 の 統 
率 が 取り や 
すい 。 

同調 指向 





X 個 性 が な 
交 
異質 な 有 
能 者 を 排除 
し が ち で あ 
GS 


取る 行動 を 互い に 合わ せ 
の OLet つ の 


o 一 人 一 人 培 
3 う 。 目 分 に 
合っ た 個性 を 
伸ばす こと が 
で きる 。 





x 皆 の 考え 
が バラ バラ 
で あり 統率 
が 取り に く 
いい 








o 一 人 周り 
か ら 取 り 残 
され た と い 
う 感 じ が な 
《。 安 G 
きる 


[A1.4] 


権威 主義 


と 。) 


















ぇ 周囲 に 行 
動 を 合わ せ 
る の が 血 倒 










自分 の 取る 意見 に つい て 
(すでに 認め られ た こ 


co 行動 を いち 
いち 周り に 合 
わせ る 必要 が 
が く 信 いい 
g999 


反 権 威 主義 

















x 周 りか ら 
取り 残さ れ 
な よび が が 食 
燥 感 に 襲わ 
れる こと 。 











自分 の 取る 意見 に つい て 
少数 派 で 構わ な か いと する 


SS 








o 権 威 者 の 
後に 従っ て 
いれ ば 、 身 
の 安全 が 確 
保 さ れ 、 う 
まく 世渡り 
GO さ 2 


[A1.5] 





x 偉 いと 思 
う 人 の 後 を 
ひたすら 盲 
従 し が ち で 
あり 、 反 抗 
心 に 欠け る 
2 


o 権 威 に 囚 わ 
れず は っ きり 
と 自分 の 意見 
を 言 える 勇気 
が 身 に 備 わ 
る 。 











[ A 2〕 


押韻 間 提 


関係 指向 





他 者 と の 間 に 積 極 的 に 人 





壮 関 係 指向 


〔 他 者 と の 関係 ・ 経 故 の 構築 〕 





他 者 と の 間 で あま り 人 間 


co 関係 を 持 
つ 他 者 の 助 
け や 情 報 を 
得 や すく な 
2 の 


% 改 指向 





の の こと 。 











學 に 結び 付き ( 繧 故 ) の 
ある 他 者 と の 関係 を 優先 


生活 が 送れ 





o 類 わし い 人 
間 関 係 か ら 解 
放さ れる こ 
oi| Pe 才 


導 経 故 指向 


が いこ だ 。 


x 色 故 が な 


いと 満足 上 位 者 と 門 接 


話 を 通じ させ 
の この の で 
き 、 社 会 の 風 
通し が よい 、。 


な く な る 。 
















関係 を 持 と うと し な いこ 

















x 他 者 の 助 
け や 、 他 者 
が 提供 する 
情報 を 得 に 
くく 2 る 。 


他 者 と の 関係 を 持つ 上 で 
上 學 存 の 経 故 の 有無 を 問わ 





x 全 て が 類 
一 な 自由 競 
人 争 で 決ま る 
由 の な 9 
が ち で あ 

り 、 疲 れ 
る 。 





















規制 主義 





互い に 行動 を 規制 し 合う 





自由 主義 


の すのこ ら 。 








本 % 選 自 南 居 邦 動 し ポ つ 


(自由 に 動 














隊 計 き 回 ろう う と する こと 。) 
o 人 々 の 取 - ドド 好き 放 避 
な 時 に 
る 行 動か 規 ター | に 自分 勝手 
律 に 合っ 行動 の 自 oo 、:』、- な 行動 ば か 
た 、 整 然 と | 由 が な い 。 と が で こり 取る よう 
が で き 、 気 に うこ 
じ た だ の と まち が 上 よい に な る こ 
な る 。 | 隊 
行動 の 自己 決定 ] 


相互 依存 指向 独立 (自立 ) 指向 















o 温 か な 助 
け 合 い の 精 
析 、 充実 し 
た 福祉 が 実 
下 で き 、 安 
心して 生活 
で きる 。 





互い に 依存 し 合う 
(互い に も た れ 合 


SS 
9 





x 他 人 に 安 
易 に す が ろ 
うと する 
甘ったれ た 
性 格 の 持ち 
主 に な っ て 
0 記 
。 





o 他 人 の 助け 
0VASC も 一 
人 で 力強く 生 
き て 行け る 。 





互い に 独立 ・ 自 立 し て 行動 
[の 2 のど 。 


x 他 人 の 助 
けが 必要 な 
時 、 助 け を 


求め に く 
Na 























他 律 指向 
自分 の 意 


| 三 ! 
ィ バ ハム 


任せ る 。 


思 を 自分 だ け で 
は 決め ず 、 周 囲 に 決定 を 






自律 指向 






自分 で 自分 の 意 








思 を 決め 


1 三 | 
に ハム 








6 


x 自 分 の 意 
見 が な く 、 
他人 の 言う 
まま に 流さ 
れる 。 












[プラ イバシー の 確保 〕 





所 ライ バン シー 
互い の プラ イバシー を 重 
2 いら と 。 


プラ イバシー 尊重 
互い の プラ イバシー を 重 
5 に だ 








o 他 人 が 把 

える 悩み 事 
な ど に 対す 
る 理解 が 深 





x 絶 え ず 周 
囲 か ら 牙 視 
きず 人 ト 
の 休ま る 暇 
が な い 。 





o プ ライ バ 
シー が 丁 分 確 
保 さ れる 。 


x 他 人 に 対 
する ガー ド 
が 固く な り 
過ぎ る 。 





〔 行 動 の 明快 さや 合理 性 の 確保 

















あい まい 指向 反 あ いま い 指 向 

自分 の 取る 意見 が が 率 | 自分 の 取る 意見 が 率 赴 ・ 明 
直 ・ 明 快 で な い 。 快 で ある 。 

o 自 分 の 取 ドド 何 を 考え x 物 の 言い 
る 行動 に 貢 [て いる の か 方 が 在 接 的 





還 


[A6.2] 


卓 * 物 


任 が 生じ に 
《. ぐ 。 気 和 
で ある 。 が 見 えな 


分 か り に く 





合理 指向 
物事 に 対し て 心情 的 に 害 
り 切 る こと が で きず 、 合 
時 的 で な い 。 





合理 指向 
物事 に 対し て 心情 的 に 割 





り 切 っ て 、 合 理 的 に 行動 


の の 司 導 。 








o 信 他 心 が 
第 い 。 








[集団 の 開放 性 の 確保 


o 取 る 行動 が 
理 に 適っ て い 
る 。 





< 科学 が 万 
能 で ある と 
考え が ち で 
ある 。. 











[A7.1] 


1 』 


ゲハ 
9 
1 
ペー ニア 


[B1.1 


閉鎖 指向 
形成 する 集団 が 外部 に 対 
DC 半 MC る 。 


開放 指向 


形成 する 集団 が 外部 に 向 
か っ て 開い て いる 。 


o 集 団 の 内 

輸 で 強い 団 
結 心 を 持つ 
CO さ 
2 











x 集 団 の 究 
囲 気 が 開放 
感 が な く 足 
枯 し い 。 





o 集 団 の 雰 時 
気 が 開 放 感 が 
あり 、 明 る 
い 。 








(心理 的 運動 ・ 活 動 ・ 移 動 指向 
〔 動 的 エネ ルギー・ 移 動 性 の 確保 


静 的 指向 


自発 的 に 動き 回 ろう と し 


AM と 。 





o 現 状 に 満 
足し て いれ 
ば 、 心地よ 
い 生 活 を 
ずっ と 送れ 
2 だ 





x 場 の 雰 囲 
気 が 停滞 
し 、 有 変化 に 
MA。 


おま 
[ 


動 的 指向 
自発 的 に 動き 回 ろう と す 
る こと 。 


o 雰 囲 気 が 流 
動 性 、 変 化 に 
富ん で いる 。 








[B1.2 


ェ ー つ 





当 ミ 


定着 指向 





考 定 着 (移動 ・ 拡 散 ) 指向 


今 いる 土地 や 組織 に 定着 
せ ず 絶え ず 移 動 し よう と 
9 0 こと 






今 い る 土地 や 組織 に 定着 
し よう と する こと 。 


x い つも 同 
じ 人 々 と の 
付き 合い の 
繰り 返し ば 
か り で 新 味 
が な い 。 

















o 新 し い 出 会 
い が 常 に あ 

り 、 新 鮮 な 気 
持ち で 人 付き 
合い が で き 















o 気 心 の 知 
れ た 人 た ち 
ずつ で 人 
合え る の 
で 安心 で き 
2 

































前 例 指向 
自分 が 今 ま で いた 額 域 に 
ど と と まろ うと する 。 







な し えな か っ 
た 発見 ・ 発 明 





* 上 先 募 後 香 
- 関係 が きつ 
KN 
































「 ド ラ 


1 人 の 性 格 の 中 に 、 ド ライ さ 、 ウ ェ ッ ト さ の 両方 が 


着る 高生 在 す る こと 。 (ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト の 両者 を 兼ね 
本 備え て いる こと 。) 








「 純 粋 ド 1 人 の 性 格 の 中 に お いて 、 ド ライ な 面 が 主 に 発達 
ライ 型 」 | し 、 ウ ェ ッ ト か な か 面 は 発達 し て いな い 。 





純粋 


1 人 の 性 格 の 中 に お いて 、 ウ ェ ッ ト な 面 が 主 に 発達 
、 ド ライ な 面 は 発達 し て いな い 。 











表 36 
回 答 項目 凡例 
ツキ エッ トド ト 

















(-) 因子 負荷 量 が マイ ナス 。 


we "ーー デ 








清 








因子 内 容 、 項 目 内 容 


Jh 弄 団 


束縛 ・ 臣 視 指向 (5 モエ ツウ ト ) - 自由 ・ 放 働 指向 (ドラ 


イ ) 


互い に 東 纏 し あう の を 好ま な いこ と 。 

互い に 監視 し あう の を 好ま な いこ と 。 

[説明 ] 

互い に 東 縛 、 緊 視 し 合う か 、 そ れ と も 東 縛 や 鷺 視 を せ 








ず に 互い に 自由 に 放 連 、 放 任 さ れる の を 好む か に 関す 
る 因子 で ある こと 。 


| 





【" | | | 
川 | ! |dh 陽 遍 尊 本 








っ | 集団 化 ・ 触 れ 合 い 指 向 (ウェ ッ ト ) - バ ラバ ラ ・ 接 触 回 
避 指 向 ( ドラ イ ) 





2 
| | 陳 団 ・ 団 体 で 行動 する の を 好む (-) 
| | 人付き合い で 早 い に も た れ あ う の を 好む (-) 
| | 他 人 と の 触れ 合い を 好ま な いこ と 。 。 
| 7 閉鎖 的 な 人 間 関 係 を 好む こと 。 
| | 他 者 か ら の 分 離 ・ 独 立 を 好む こと 。 
| | 条 か 目的 が な いと 互い に 集まら な い 、。 
| 3| 他 者 と 肌 と 肌 と が 触れ 合う の を 好ま な い 。 
[説明 ] 
互い に 集団 、 団 体 で 行動 し て 、 も た れ 合 っ た り 、 触 れ 
合っ た りす る の を 好む か 、 そ れ と も 、 互 い に な る べく 
集まら な い 、 く っ つか ず に 分 離し て いる の を 好む か に 
関す る 因子 で ある こと 。 


合理 ・ 玉 科学 ・ 主 観 指向 (ウェット) - 合 理 ・ 利 学 ・ 
3 ー | 才 観 指向 ( ドラ イ ) 


| 3| 隆 え 方 が 合理 的 で ある 。 
| Mg 笑え 方 が 科学 的 で ある 。 
| 6| も の の 見 方 が 客観 的 で ある 。 。。 



































[説明 ] 
合理 的 、 科 学 的 、 客 観 的 な 考え 方 や 見 方 を 取れ る か どう 
NNNNNMHBE GO Ge 











(ドラ イ ) 
の に です る ーー 人 間 関 係 の し が ら み が な く 自 由 に 身動き で きる ( 


REO 良い 印象 を 旨 えよ うと いつ も 気 に する こ 


本 5) 
説明 ] 


較 | 時 (ウェ ッ ト ) - 周囲 か ら の 独立 指向 

















ける か 、 周 囲 に 相 右 さ れ た り 、 周 朋 の こと を 気 に す る 
か どう か に 関す る 因子 で ある 。 


ea (ウェ ッ ト ) - 仲 間 外 受 入 指向 (ドラ 
g 肝 
う 


| | 付き 合い で 仲間 内 以外 の 人 を 捧 除 する こと 。 

| el 自分 と は 異な る 意見 を 持つ 人 に 対し て 寛容 で な い 。 
[説明 ] 
仲間 や 自分 と 同意 見 の 人 た ち だ け で 固まり 、 異質 者 を 
排除 する こと を 指向 する か どう か に 関す る 因子 で ある 


7 ト HAN (ウェ ッ ト ) - 個 人 優先 指向 (ドラ イ ) 
6 


| | 符 動 の 自由 を 規制 され る こと を 好ま な い (-) 
| |a| 移 分 の 属す る 集団 の 利益 を (自分 個人 の 利益 より も 。) 


| 隊 し が ら み な く 、 切 れ て 独立 で いて 、 自 由 に 動 





























[説明 ] 
行動 する に 当たっ て 、 個 人 の 自由 を 優先 する か 、 集 団 
の 利益 を 優先 する か どう か に 関す る 因子 で ある こと 。 











(ウェ ッ ト ) - 対 外 関心 保持 指向 (ドラ 
朋 
7 


| 3| 蛋 分 の 属す る 集団 内 の こと に し か 関心 が な い 。 


| 2 付き 合い で 身内 ・ 外 の 区 別に こだわ る こと 。 











[説明 
自分 の 身内 の こと に し か 関心 が な いか 、 外 の 世界 に 関 
| 中 が あ る か どう か に 関す る 因子 で ある 。 


ー| 隈 状 維持 指向 (ウェ ッ ト ) - 変革 指向 (ドラ イ ) 


還 較 7375 と ア キ 部 共 し て いる の を 好む 。 
| 2 際 杖 を その まま 志 認 する の を 好む こと 。 














衣 
| Po aieC の wt か と うか FMy る M 
ある 。 


内 | | 人 間 へ の 興味 (ウェ ッ ト こ と 。) - (人 間 的 な こ 
R と 。) 物質 へ の 興味 (ドラ イ ) 
| 由 形 遊び を 好ま な いこ と 。 

[説明 ] 


人 や 、 人 の 変 を し た も の に 興味 が ある か 、 人 か ら 遠 い 
も の に 興味 が ある か に 関す る 因子 で ある 。 

















因 | | 派閥 ・ 疑 似 家 族 関係 指向 (ウェ ッ ト ) - 三 派 韻 ・ 括 家 族 


イ | 関係 指 向 (ドラ イ ) 


| Bs 上 内 を 作る の を 嫌う こと 。 。 。 。 
| || 間 分 子 分 関係 を 好ま な いこ と 。 。 
[説明 ] 
派閥 や 疑似 家族 関係 に 入る の を 好む か どう か に 関す る 
因子 で あや る に と 。 。 。  。 


oe Zi お) - 率 衣 さ 指向 ( ドラ イ ) 
11 


| | 2 科 の 言 言い 方 が 率 胡 で ある 。 




















[説明 ] 
率 育 な 物言い を 好む か どう か に 関す る 因子 で ある こ 
の 











mm 
子 |-M ゆ っ くり 指向 (ウェ ッ ト ) - 速 さ 指向 (ドラ イ ) 
12 


| 4 動 作 が ゆっ くり で ある 。 
| Ho 陣 事 の 決定 の テン ポ が 速い (-) 。 
[説明 ] 
動き や 決定 が 速い の が いい か 、 ゆ っ くり の を 好む か に 








関す る 因子 で ある 。 








因 || 隊 集 指 向 (ウェ ッ ト ) - 分 散 指向 ( ド 
村 
13 


間 狭い 空間 に 密集 し て いよ うと する こと 。 
凍 語 





シー 0g 











に 名 声 ・ 権 威 指 向 (ウェ ッ ト ) - 丘 名 声 ・ 疾 権威 指向 ( ド 
14 





es と き プ ラン ド に こだわ る こと 。 
[説明 ] 
対象 の ブラ ンド や 名 声 、 権 威 に 敏感 か どう か に 関す る 
因子 で ある こと 。 


rm 
子 |->| 依 頼 ・ 依 存 指向 (ウツ ウェット) - 自 立 指向 (ドラ イ ) 
15 


| 9| 柳 頼 心 が 強い 。 
[説明 ] 
依頼 心 が 強く 持っ て いる か どう か に 関す る 因子 で あ 











ーー 
プラ イバシー に 十 渉 する の を 好む か 、 尊 重 す る か どう 
か に 関す る 因子 で ある こと 。 








表 38 





規制 主義 自由 主義 

















反 プ ライ バシ ー| プ ブ プライバシー 尊重 














液体 分 子 (ウェ ッ ト ) 了 体 分 子 (ドラ イ ) 
集団 主義 個人 主義 
規制 主義 自由 主義 
折 プ ライ バシ ー | プラ イバシー 尊重 | 























乾湿 の 次 元 | ドラ イ | ウェ ッ ト 


温 冷 の 次 元 | 誰 た い | 


明暗 の 次 元 | 明 る い | 
3 アベ テート や ょ < 


表 41 
(分 子 の 皮膚 衝突 | 高密 度 、 高 頻度 | 低 密度 、 低 頻度 

(1a) 分 子 数 多い 少な い 

(1b) 分 子 速度 | 融 束 低速 

(②) 温 度 知 賞 著 い 、 温 か い | 涼し い ( 塞 い )、 冷 た い 
(G) 乾 湿 知 覚 | ウェ ッ ト ( 湿 っ た )|[ ド ライ (乾い た ) 
2 に 貞和 























い ノ ペ ーー 





表 42 











番 際 類 | ウェ ッ ト な 対人 関 | ma 
間 ウェ ッ ト ・ ユ ー ザ ビリ ティ 原則 


IA ly 圭 
的 近 











| 





ェ ーー 


接 
集団 
主義 


相互 


% あ 履 
指向 


互い に 集まり 、 ま 
と まっ て 動 こ うと 
OSE Ss 


他 者 と の 間 に 積 極 
的 に 人 間 関 係 を 持 


眺 に 結び 付き ( 経 
履 ) の ある 他 者 と 
の 関係 を 優先 する 
Se 


"| ユー ザ と 互い に 助け 合い の 関係 











ユー ザ と 一 緒 に 行動 し よう と す 
5 の 


選 炎 のり の すず の こと 、 
eS お ぐ で UE で に いま うと ず 
の 


ユー ザ と 外観 な ど を 同一 化し よ 
うと する こと 。 


ユー ザ と 積極 的 に 仲間 に な ろ 
2 2 で こけ の の の る こる 


ユー ザ と 強い きず な を 持 と うと 
する こと 。 








主義 


他 律 
指向 


規制 | 互い に 行動 を 規制 


和合 の きど と 。 


自分 の 意思 を 自分 
だ け で は 決め ず 、 
周囲 に 決定 を 任せ 


ユー ザ に 対し て 一 定 の 節度 を わ 
きま えて いる こと 。 (自由 春 放 
りき AS お] 









ユー ザ に 対し て 、 自 分 の 取る べ 
き 行動 の 決定 を 任せ よう と する 
SS 








同調 
指向 必 


合わ せよ うと する 


ーー 





取る 行動 を 互い に 


an キー に 福 会 58 池 に な る の で い 
る 態度 を 取る よう に 誘う こと 。 


ユー ザ の 後 を 追っ て 同じ 行動 を 
敗 ろ うと する こと 。 








反 プ | 互い の プラ イ バ ユー ザ に 関す る 情報 ( 秘密 な 
ライ | シー を 重んじ な い | ど ) に 関心 を 持 と うと する こ 
以 江 0 








あい | 自分 の 取る 意見 が 
が 率 赴 ・ 明 快 で な 
指向 い 。 


手合 |o ここ と て ローザ に 対し て 取る 態度 が 合理 
人 性 ・ 科 学 性 一 辺 倒 で な い (占い 


ユー ザ に は っ きり も の を 言い 過 
きい こと 。 


ト う っ 
9 
ご 


が で きず 、 合 理 的 | に 。・ > ムッ 
で な い 。 を 信じ る な ど ) 


閉 償 に し て し て ユー ザ (や その 件 間 ) 以外 へ と 
指向 関心 を 外す こと が な い 。 


定 
着 ・ 
時 





5 時 人 ユー ザ の 近く に 静止 し て あま り 
垣 向 


うと し な いこ 動 訪 MA いこ と 。 
の も と で 腰 を 落ち 着け よう と す 


定着 | 
指向 | に と 
の 5 9 
ゝ が 信 
前 例 | 占 生 が て て いて | ュ ユーザ の 属す る 家庭 や 勤め 先 の 
指向 と する 、 ノ | 前 例 を 大 切 に 守る こと 。 


ペー 





ーー ザ か ら 陳 われ て あちら こち 肖 気 
川 し よう ど と し か いこ と 。 (エー ザ 




















し っ ト っ トー トー ェ ー ェ ー ェ ーー 
ーー ら ビ 
グ 】 





表 43 





[お こと わり ] 


筆者 は 、 以 下 で 動作 を 画面 キャ プチ ャ し た 気体 ・ 液 体 分 子 シ 
ミュ レー ショ ン ・ プ ブロ グラ ム は 、mike さ ん が 作成 され た プロ 
グラ ム を その まま 借用 き ぜ て いた だ いて お り ま す 。 (気体 の 








方 は 、 そ っ くり その まま 借用 。 液 体 の 方 は 、 表 示 色 と 温度 設 
定 の み に 手 を 入れ て いま す 。) 人 筆者 の 力 で は 、 と て も これ だ 
け の 分 子 シ ミュ レー ショ ン ・ プ ログ ラム は 作れ ませ ん 。 当 者 
は 、 作 者 の mike さ ん に 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 


「 分 子 の お も ちゃ 箱 」 (mikeg さ ん の ペー ジ 。 こ の ペー ジ の プ 
ログ ラム を 含め 、 様 々 な 物理 レミ ュ レ ーション プロ グラ ム が 
載っ て いる 。) 






























束 燥 ( ド 
イ 、 気 体 ) 
































62.727 |I20.909 |16.364 7.733 IO.01 
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対人 関係 








農 
| 
然 本 
二 自然 環境 
上 
農 人 和 ウェ ッ ト 、 液体 的 (定着 縁故 、 関 人 
未 に 、 集団 同調 、 規 制 、 相 互 依存 密集) 
遊 
履 


ドラ イ 、 気 体 | ドラ イ 、 気 体 的 ( 乾 定 着 ・ 疾 経 故 、 非 関 
(砂漠 、 革 | 係 、 個 人 ・ 疾 同調 、 自 由 、 自 立 、 広 域 分 
英 ) 











| | 


項目 内 容 


- よ り 良 い -| (ウェ ッ ト 


独 ・ 人 RG NM 還 ・ 団 


Jh 蝶 





























当 
胡 




















ひと 体 で 行動 
り て 行 する の を 
動 す る し 6 
の を 好 0 
(0 

る 
他 者 か 

ら の 分 他 者 と の 
離 ・ 独 還 
46.500 |28.300 融合 を 好 
むこ (ASK 
1 
『 他 者 と は 

別 の 道 を 

別 の 道 |58.300 28.000 歩む の を | 
を 歩む 好ま な 
の を 好 い 
還 

t2.| | | | | 














どちら で 


- よ り 良 い - も な い 。 





39.000 18.000 


- よ り 良 い - 


23.000 








0.01 























ーー | SS | " | 四隅 | | 0 | 記 ) | ん.、… 
ー 列 記 
ーー ] 
JI 叶 


5 


45.000 


28.000 
22.000 


66.500 








依頼 心 が 
で ' 








11.500 派閥 を 作 
り た が る 
2 




















































































































を 嫌う 
陸中 | | | 1 | 
Il(s.| 0 | | | | | | 
・ 、 Fe 内 容 
ュ | , 、_- 時 より 良い - - よ り 良 い -| (ウェ ッ ト Z 得点 - 
王 | (トラ ト ) 
イ ) 
広い 空 
間 ( に 分 狭い 空間 
散 し て に 密集 し 
3 いよ 61.00 23.000 て いよ う |S.923 0.01 
うと と する こ 
する の 
0 
蜂 4 多 人 数 で 
大 部 屋 に 
20 の 64.000 21.000 いる の を |I6.396 0.01 
6 好む こ 
0 
0 
も の 
の 見 方 客観 的 で 
3 が 客観 IS9.000 20.300 20.300 な いこ |6.106 0.01 
的 で あ と 。 
る 。 
LlG 
2 項目 内 容 
ュ |  、_ 填 よ り 良 い - - よ り 良 い -| (ウェ ッ ト Z 得 』 
王 | (トラ ト ) 
イ ) 
遇 周囲 の 他 
人 と 横 並 
4 上 62.300 19.000 18.300 び で あろ |6.914 0.01 
上 うと する 
ES ー と 
es 回 2 








画 10.704 IO.01 


79.500 12.000 

















どちら で 
も な い 。 


守 
MI 


- よ り 良い - 
16.500 23.500 
よ 


還 
44.500 18.500 





7.034 上 |0.01 


條 78 ーーー 











に 920。 























_Q| や | 中 副 | | | ? | 中 陽 | | だ 
) S 装い 2 装い 





、|52.000 30.500 17.500 (コネ ) |5.853 |O.01 




















s6.500 |2e.000 7.s00 | 会 議 で 事 le.412 oo 


前 に 自分 
へ の 根 回 
し が な い 
と 気 に 食 
わな い 。 





| | 


dh 蝶 


| 





人 ト よ り 良 い - 





行動 の 自 
由 を 規制 
され る の 
を 好む こ 
5 


0.01 


互い に 東 
縛 し あう 
の を 好む 
MS36S38 


0.01 





互い に 行 
動 を 牽制 
合う の |8.818 |O.01 





合う の |64.300 25.000 











3 ーー ひ 
つ つ つ 
(スハ ご 
つ つ つ 
つ 


' 
l 
! 











項目 内 |- よ り 良 い -| ど ちら で |- よ り 良 い -| 項 目 内 容 |- Z 得点 -] 有 有意 
容 も な い 。 (2 年 




















= 引導 
| ン 























21.000 

















こ |D6.500 


- よ り 良 いと 








28.000 


15.500 | 周囲 に 同 
調 し た が 









(ドラ ト ) 
1 上 L | PF | 
周囲 の 
流行 に 
振り 回 
され 
人 周囲 の 流 
SS 3 
E 行 に 振り 
(周囲 |63.000 20.000 17.000 (Mo. 0.01 
ゞ ンー 回 され る 
の 流行 ー と 
に 左右 2 
され 
1 
| と ・) | 
自分 の 今 
自分 の 後 の 進路 
今後 の を 自分 一 
進路 を 人 で 決め 
自分 一 られ な い 
グ 5 人 で て 決 39.000 14.300 26.500 ニレ と. 4.971 0.01 
め ら (周囲 の 
れる 影響 を 受 
2 る の こ 
の 8 
取る 行 取る 行動 
3 ツー ( 
番 レ 
号 
| 













































































ず 自 律 る こと 。 
的 で あ 
の る 
と す 
る の こ 
ら 
他人 の 
只 似 を 他人 の 真 
26 放 雪 60.500 25.000 條 を する 7.512 |O.01 
の を 好む | 
まな ー と 
ON 
の 
少数 派 
に 属す 
る の 主流 派 の 
で 構わ に 3 還 GS 
39 拓 38.000 23.00 上 と ォ ド 387 0.01 
らら : ず と 
< 三 
[ 1 
O . 
項目 
人 符 上 より 良い | に つら で | より 良い .| (ウェ ッ ト z 得点 - 須 意 
程 | ( 下 も な い ト ) 
導 9 
陰 人 2 
2 物 を 購入 
(NSR する と き 
10| だ わ |5.300 18.000 Il6.300 ブラ ンド |7.653 |O.01 
ら な 1 
NN の 82 
2 
[ 1 
6 
岬 | 。 1 











Jh 蝶 


どちら で 
も な い 、。 


- よ り 良 い -| 項 目 内 容 


村 
MI 








13.500 





6.462 





0.01 




















皮下 時 We 
堅 視 し 古 UY に に 臣 
あう Se 
促し あう 

の を 好 |8S.000 9.500 JI11.818 |O.01 
まな 7 
UN 由 
| と 。 | 
他人 の 
0 他人 の う 
還る わ さ 話 を 

38.000 23.000 37.000 する の を |0O.163 ーー 一 
の を 好 好む こ 
まな 2 











JI_ SG | 中 陽 l MI る | きき | 








19.000 


























57.500 


21.000 


21.500 





あい まい 5.728 
まま 
20 の 
うと する 
の 























24.500 


























_ ら | h 貴 | | @ | 選 | 中 帯 82 














的 で あ 
る 。 
考え 方 
が 科学 
的 で あ 39.000 31.500 29.500 1.623 0.10 
る 。 
[ 1 
*| | | | | || 
本 項目 内 容 

、- 時 より 良い -|~- - よ り 良 い -| (ウェ ッ ト Z 得点 -| 和 有意 
(ドラ も な い 。 ト ) 
イ ) 
動作 が 動作 が 
す ば 40.300 26.500 33.000 ゆっ くり II.237 ーーー 
や い 。 で ある 。 
事 の |39.300 20.300 40.000 テン ボ ポ が |0.079 XX.XXX 
決定 の ゆっ くり 


で ある 。 












































ボ が 速 
し AN 
[ 1 
5 . 
項目 内 
に 0 頂 目 内 容 
曹 谷 | 上り 良い | に ちら で | 上り 良い -| (ウェ ッ ト z 得点 - 規 意 
王 | (ドラ も な い 。 ト ) 
イ ) 
e 農耕 生活 
15 上 33.300 18.000 |I28.300 を 好む こ |3.904 |O.01 
9 と 。 
の 人 事 が 儲 
流動 的 滞 し し ヽ 
31| な の |57.000 25.S00 17.300 上 6.472 |O.01 
る の を 好 
を 好 か 
6 - 
[ 1 
6 . 
頂 目 内 52 
上 2 頂 目 内 容 
区 傘 | より 良い | と ちら で | より 良い -| (ウェ ッ ト zZ 得点 - 夫 意 
王 | (ドラ も な い 、。 ト ) 
イ ) 
前 人 未 
踏 の こ 前 例 が あ 
の に る に この だ 
16| も あ |37.00 23.000 19.300 け を し よ |6.124 IO.01 
えて 挑 の だ の 
単 X す 。 
る 。 
現状 を 現状 を そ 
受 革 す の まま 追 
32| る の |55.300 22.000 |22.300 認 す る の |5.284 |O.01 
を 好む を 好む こ 
の Ca 
IIG | | | 1 ll ll 











































































































68.500 17.000 











や ヾ 


集団 外 自分 の 属 
の こ する 集団 
の 内 の こと 

33 も 関心 68.000 9.500 22.300 に し か 関 6.764 
を 持 が な 
ay 遇 
仲間 内 付き 合い 
以外 の で 仲間 内 

41| 人 も 受 |/0.000 19.000 II1.000 以外 の 人 |9.271 
届 / れ を 排除 す 
る 。 と 





14.500 


閉鎖 的 な 
人 間 関 係 
を 好む こ 
































ドラ イ か 機能 主義 


個人 、 個 体 、 粒 子 の 環境 敵 


応 


全体 、 組 織 の 手段 視 


(全体 、 組 織 を 、 個 人 に 
と っ て の 環境 適応 の 手段 、 
道具 と し て 捉え る こ 

ia 1 


個人 の 全体 か ら の 自立 、 独 に 


立 、 自 由 








全体 シス テム の 鈴 持 、 環 境 
道 応 


全体 、 組 織 の 本 買 視 
(全体 、 組 織 自体 を 重視 す 


0.01 


0.01 


0.01 

















回 答 結 果 


回 答 期間 


2002 年 10 月 上 旬 ~11 月 中 旬 
回 答 数 200 
男 24.000 % 
女 76.000% 
10 代 34.S00 % 
20 代 48.000 % 
30 代 14.500 % 
40 代 2.500% 
S0 代 0.500 % 
60 代 0.000 % 
70 代 0.000 % 


回 答 比率 





( 4 ) | 個人 あっ て の 全体 全体 あっ て の 個人 
(全体 は 、 個 人 に と っ て 生 | (個人 は 全体 の 一 部 分 、 歯 
き 延 びる た め の 道 具 に 過 | 車 に 過ぎ な い 。) 
ぎ な い 。) (個人 は 全体 の た め 犠 牲 と 
(全体 は 、 個 々 人 に と っ て | な る 。) 
必要 な く な れ ば 消え て な 
《 太 る 。) 
クリ ポイ デ ティノ 、 全 党 
(個人 の 環境 適応 に 役立た 
な い 現 行 の 上 位 組 織 、 社 会 ER 
(5 ) | た 板 幸 し 、 新 た に 必要 な も | 体 組 織 の 現状 維持 と 保守 
の を 作り 出し て いく こ 
ea 
タイ | 心理 学 的 、 生 物 学 的 機能 主 | 社会 学 的 、 生 態 学 的 機能 主 
プ 義 義 








レイ 


0. 


NAS 
oi 


ea 
- 紀 則 | ご HI 





人 | ソ 


山 


' 


中 













| 選 W | ご | 








| 半 W | で | 


| 


























6.500 12.000|5.000 |41.500 | は 5.000 


comgrodlsbro en 








.000 II13.500|11.000|40.000 29.500 


上 
上 


10.500 |B.000 





| 




















(人 
平均 
値 差 





















士 で 考 









内 
7.500 II26.000|13.500| は 0.500 ||22.500 





一 



















































6.000 18.500|14.000|28.500 | は 1.000 











5 0.705 
抽 え る 3.004 
0.01 
の を 好 問 時 一 (0.01) 
内 0.375 
19.500|37.000|1e.000|16.500 II1.000 
5 0.660 
gzaodirsei5oso kom | ku 
8.000 |23.000|15.500|29.00 |24.000 
天 0.880 
8 36.S00|36.00|9.000 4.500 |B.s00 | 























4.866 
(0.01) 


28.000 16.500 




















12.500 IM.000 7.037 


(0.01 ) 














20.500| は 1.000|13.000|26.500 |M.000 


( 値 
(平均 
値 差 ) 









































| LEF | トド 













は 23 の 
(0.01) 


0.430 
24.500|28.000|21.500|18.000 |8.000 





























29.000|23.000|11.000|28.000 2.000 7006 


(0.01) 





品 
ノ | 
ュー 


身 


内 
12.500I18.000|10.500 は 5.500 ||23.500 


-0.395 











10.000I13.000|11.000| は 9.000 |27.000 

















17.000|34.000|12.000|26.000 11.000 














-0.005 
態 15.500|23.000lre.000|Be.o0 |9.000 











3.683 


13 (0.01) 


-0.350 


a 5 
党 旭 


8.000 |21.500|16.000|36.500 II18.000 


























M ー 0.280 
24. 24300 23.300 300 Is00 300 28300 500 IS.000 4 382 


(0.01 ) 
ロー 環 -0.295 














MP 23.300 500 Isso0 300 35000 000 |17.500 





(人 
平均 
値 差 





































































.000 39.500 ||22.500 














.000|26.500|14.000|22.500 |6.000 
4.780 


(0.01) 


























表 S1 


符号 検定 結果 比率 
身内 身内 
と | Up 
ト ト 






(0.05) | (0.10) 


比率 
35.500 II20.000 7.500 
( 2 ) 


























1.000 6.000 














ヽ 二 
H 
に 


生物 学 的 貴 還 性 と の 関連 





一 人 で いる より 、 み ん な と 一 緒 に 集まっ て いた 方 
の 穫 際 が 條 っ だ と き に 。 一 人 で は で き な が いこ と 
を 力 を 合わ せ て 行う こと が で き て 、 安 心 で ある 。 
相互 依 [ 互 い に 頼 りあ っ た ほう が 、 危 険 に 合っ た と き 、 互 
存 指向 |! い の 力 を 借り る こと が で き て 、 対 処し や すい 。 


衣 ヽ ( ーー ー ーE セ ビー ズ 
1 分 散 し て いる より も 、 一 つの と ころ に 皆 で 集まっ 
「 


集団 主 


に ラコ 








向 て いた 方 が 、 搬 一 緒 と いう 感じ が 持て て 、 安 心 感 
が ある 。 

と 同じ 行動 を する こと で 、 周 囲 の 中 で 一 人 だ け 
浮い て し まう こと が な く な る よう に し て 、 周 囲 と 
同類 と な る こと で 、 周 囲 か ら の 援助 が 受け や すく 
900 に トク に だ る の 。 


周囲 の 費 が 取る 行動 を 、 旨 が や っ て いる か ら 、 多 
先 旧 届い の だ ろう 。 き っ と 雪 全 の だ ろう と 、 模 
信 学 習 の 対象 に 加え 、 追 随 す る こと が で きる 。 行 
動 の 手 本 を 、 労 せ ず し て 手 に 入れ られ る こと 。 


四 遇 [ 





























人 間 関 係 を 、 予 め 安 心 だ と 分 か っ て いる も の の み 
に 絞る こと で 、 自 分 の 保身 の た め に 、 よ り 効 果 的 
に 活用 する こと が で きる 。 


自分 の 行動 を 周 用 まかせ に する こと で 、 自 分 か ら 
は 、 行 動 が 失敗 し た と き の 責 任 を 、 積 極 的 に 負わ 
が べく で 消 お よび 避 ず る 。 











周囲 の 紳 (大 勢 ) が する こと に 合わ せる 方 が 、 数 
の 論理 を 頼み に する こと が で き 、 よ り 安 全 な の だ 
と 感じ て 、 安 心 で きる 。 互 い に 周囲 の 比 と 行動 を 
合わ せる 方 が 、 大 勢 の 中 の 一 員 と し て 振る 舞う こ 
と が で き て 、 自 我 が 拡大 し て 、 気 分 が 大 きく な 
り 、 危 険 に 立ち 向かう だ け の 勇気 が 得 ら れる よう 
に 感じ る 。 
周囲 の 皆 が 従う と ころ の 、 安 全 性 を 権威 ある 者 に 
よっ て 保証 され た 行動 様式 に 、 自 ら も 従う こと 
で 、 自 ら の 保身 を 確か な も の に し よう と する 。 












い 指 向 





自分 の 斉 っ て いた こと を 不明 瞭 に し て 、 い ろ い ろ 
な が 同 ぎ (人選 取 る こと が で きる よう に し て お く こ と 
で 、 失 敗 し て 責任 追求 が あっ た と き に 、「 自 分 は 
本 当 は そう は 喜 っ て いな か っ た の だ 」 と し て 、 光 
げ 易 くす る 。 
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(安全 が 分 か っ て いる と ころ で 。) あま り 動 か ず 
じっと し て いた 方 が 、 動 き 回 っ て 危険 な 領域 に 入 
る 心配 が な く 、 保 身 に 有利 で ある 。 

既に 安全 だ と 分 か っ て いる 場所 に ずっ と いつ づけ 





向 る こと で 、 新 た な 場所 へ の 移動 に 伴う 新た な 危険 

の 発生 を 防ぐ こと 。 

に 既に 安全 が 保証 され た こと だ け を 選ん で 行う よう 

内 選 し て 、 未知 の こと を 行う こと に よっ て 起き る 平 
測 不 能 な 危険 を 、 遊 ける 。 


安全 が すでに 保証 され た 仲間 と だ け 一 緒 に いる こ 
と で 、 危 険 ・ 有 害 か も 知れ な い 外 部 か ら の よそ も 
の の 侵入 を 防ぐ 。 
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資料 編 ] 
ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 性 格 や 態度 に 関す る 、 ア ン ケ ー ト 調査 。 


[アン ケー ト 調 査 の 手順 。、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ に つい て の 仮説 の 検証 。 そ れ ら の 手 
順 。 ] 


人 筆者 は 、 抽 出し た 仮説 の 数 が ある 程度 まとまっ た と ころ で 、 そ れ ら が 本 当 に 、 ド ラ 
イ ・ ウ ェ ッ ト と 感じ られ る か どう か を 、 確 認 す る こと に し た 。 筆 者 は 、 そ の 目的 の 
た め に 、 イ ンタ ーネット の Web ペ ー ジ を 利用 し て アン ケー ト 調 査 お よび 結果 分 析 を 
行い 、 仮説 が 正しい こ と を 確か め た 。 

筆者 が 、 イ ンタ ーネット Web ペ ー ジ を 利用 する 調査 を 行う こと に な っ た きっ か け 。 
筆者 は 、 日 本 の 民間 企業 (電機 メー カー) に お いて 、 社 会 心理 学 と は 無関係 の 職場 
に 、 勤 務 し て いた 。 筆 者 に は 、 調 査 へ の 回 答 を 依頼 で きる 手段 が 、 一 切 無 か っ た 。 
( 例 。 大 学研 究 者 は 、 講 義 を 聞き に 来る 学生 に 対し て 、 簡 単に 、 ア ン ケ ー ト 調査 を 
依頼 で きる 。 そ うし た 、 縁 故 、 な いし 、 つ て 。) そこ で 、 筆 者 は 、 以 下 の よ うに 
考え た 。 私 は 、 イ ンタ ーネット Web ペ ー ジ を 利用 すれ ば 、 仮 に 以下 の よう な 場合 で 
も 、 以 下 の よ うな 回 答 者 を 、 十 分 集め る こと が で きる 。 大学 へ の 縁故 や つて が 、 特 
に 無い 場合 。 性 格 ・ 態 度 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ に 関心 を 持つ 、 不 特定 多数 の 回 答 
者 。 


ー ト 調査 は 、 以 下 の 2 回 に 分 け て 行っ た 。 仮 説 の 正 し さ を 仮 確認 する 1 回 目 。 
2 
どう か 追試 する 2 回 目 。 (項目 数 は 、 約 200。 
筆者 は 、 ま ず 、 ア ン ケ ー 者 di 人 ペー ス の CGl プ ログ ラム が めく 
Web ペ ー ジ を 作成 し た 。 Ns 全 千 2 か (お か で ネン ター ネッ 
ト の の レニ の いく つの ff.scipsychology な ど ) > 私 [は 、 ど うい う 態 度 
が ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト と 感じ られ る か 確認 する アン ケー 9 Web ペ ー ジ 上 で 行う 。 
皆さん は 、 私 に 対し て 、 協 力 2 ” 旨 の 記事 を 投稿 し た 。 Se 
の 記事 を 見 て 筆者 が 指定 し た Web ペ ー ジ に アク セス し て きた 人 た ち を 、 還 
調査 専用 Web ペ ー ジ へ と 、 誘 導 し た 。 2 その 結果 、70 名 ほど の 、 | 人 
ら の 、 回 答 を 得 た 。 
筆者 は 、 ア ン ケ ー ト の 質問 は 、 以 下 の よ うな 内 容 を 尋ね る 形 で 、 行 っ た 。” (それ 
ぞ れ ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 感じ を え る と 考え られ る ) 対 に な っ た 2 つの 行動 様式 の 
うち 、 ど ちら が より ドラ イ と 感じ られ る か ?” 
筆者 は 、 早 速 、 結 果 を 分 析 し た 。 そ の 結果 。 大 体 、 筆 者 が 描い て いた 通り の 仮説 に 
合っ た 感じ の 、 分 析 結 果 が 、 出 た 。 し か し 、 そ こ で は 、 以 下 の よ うな 欠点 が あっ 
た 。 回 答 者 数 が 70 名 で あり 、 少 な いこ と 。 性 別 が 、 男 性 に 偏り 過ぎ て いる こと 。 ま 
た 、 和 健 者 に お いて は 、 以 下 の よ うな 欲求 も 、 働 いた 。 私 は 、 も う 少 し 、 い ろ い ろ な 
質問 項目 を 、 試 し て みた い 。 
そこ で 、 健 者 は 、 以 下 の ひよ うな アン ケー ト 調 査 を 、 目 指し た 。 よ り パ ワー アッ プ し 
た 項目 内 容 を 持つ こと 。 十 分 な 回 答 者 数 が ある こと 。 回 答 者 の 性 別に 、 偏 り が な い 
6 
筆者 は 、 以 下 の 手順 を 実行 し た 。 
筆者 は 、 ま ず 、 筆 者 自身 の 所 有する イン ター ネッ ト Web サ イト 上 に 、 初 期 調査 で 得 


られ た 仮 の 結果 に 基づい た 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト の 性 格 を 診断 する 心理 テス ト を 作っ 
た 。 和 健 者 は 、 そ の サイ ト を 、 イ ンタ ーネット 上 の 複数 の 検索 エン ジン (Yahoo!、 
goo、etc.) に 登録 し た 。 

次 に 、 人 筆者 は 、 そ の 心理 テス ト を や り た いと Web サ イト に アク セス し て くる 人 た ち 
に 対し て 、1999 年 3 月 か ら 7 月 に か け て 、 以 下 の 方 策 を 、 実 施し た 。 予め 、 以 下 の よ 
うな 関所 を 設け る こと 。" ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ の 説明 や 心理 テス ト の ペー ジ に 行く 
に は 、 ま ず 、 こ の アン ケー ト に 答え て 下さ い 。 あ な た は 、 回 答 す る こと で 初め て 、 
ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト 説 明 や 心理 テス ト の ペー ジ に 行け ます 。” その よう に し て 、 ア 
ン ケ ー ト 調査 専用 Web ペ ー ジ へ と 、 ア クセ ス し て きた 人 た ち を 、 も れ な く 誘 導 す る 
層 

この や り 方 で は 、 以 下 の よ うな 効果 も ある と 考え られ た 。 和 被験 者 が 、 予 め 、 和 健 者 の 
仮説 を 知っ て し まう こと 。 その こと を 予 孔 で きる こと 。 も と も と ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト 
な 性 格 ・ 態 度 に 関心 の ある 被験 者 を 、 集 め る こと が で きる こと 。 そ の 結果 、 被 験 者 
の 回 答 モ ラル (熱心 さ ) が 向上 する こと 。 

アン ケー ト の 質問 は 、1 回 目 と 同じ く 、 以 下 の よ うな 内 容 を 尋ね る 形 で 行っ 

た 。 "(それ ぞ れ ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 感じ を 三 える と 考え られ る ) 対 に な っ た 2 つ 
の 行動 様式 の うち 、 ど ちら が より ドラ イ と 感じ られ る か ?“ 

アン ケー ト 項 目 の 総数 は 、 そ の まま だ と 約 200 項 目 に 達し た 。 そ れ ら を 、 イ ンタ ー 
ネッ ト 上 で 、 一 人 で 全部 回 答 する 場合 。 回 答 者 の 負担 (心理 的 疲労 、 接 続 費 用 な 
ど ) が 、 重 過ぎ る 。 そ こ で 、 健 者 は 、 ラ ンダ ム に 選択 し た 30<40 項 目 毎 に 1 つの ア 
ン ケ ー ト 調査 単位 を 作っ た 。 (単位 数 は 、 合 計 6 つ 。) 筆者 は 、 そ れ ら の 単位 毎 
に 、 別 々 に 、 回 答 を 得る こと に し た 。 

筆者 は 、 ア ン ケ ー ト 結果 の 集計 は 、Perl の CGI スク リプ ト を 用 いて 、 任 意 の 時 刻 に そ 
の 時 点 ま で 寄せ られ た 回 答 の 傾向 を 、 割 合 や 正規 分 布 の z 値 、 有 意 水準 に 達し た か ど 
うか の 記 定 な ど を その 場 で 全て の 項目 対 に つい て 計算 し 、 表 形式 に 表示 する よう に 
し 寺 き 

回 答 者 数 は 、1 日 当たり 40 こ 50 人 で あっ た 。 筆者 は 、1 人 が 何 回 も 重複 し て 回 答 する 
の を 防ぐ た め 、 メ ー ル アド レス の 明記 を 必須 と し た 。 筆者 は 、 同 じ メ ー ル アド レス 
か ら の 回 答 は 、 何 回 回 答 し て も 、 最 新 の 1 回 の み を 見 る よう に し た 。 

筆者 は 、 回 答 者 数 が 、 各 回 答 項 目 に つい て 、 約 220 名 (の べ 回 答 者 数 は 、 約 1300 名 ) 
集まっ た と ころ で 、 募 集 を 打ち 切り 、 結 果 分 析 を 行っ た 。 

アン ケー ト 回 答 者 の 属性 は 、 以 下 の 通り で ある 。 

=| 回 

| 答 | 男 女 | 0 代 | 20 代 | 30 代 | 40 代 | so 代 | eo 人 |7of 








教 
A 22 ls4.505% 5.495%l9.369 % es.018%b.459% lp.901%.351%|o450% lo.450% 


B 2o 3.1s2%Me.sls%Ps.455% 3.1s2% lp.091% IL.s18% lp.000%|D455% lp.000% 
c PP21 Me.154% 了 3.846%|ls.552% eg.231% 上 955%L.357% 0.452% 0.000% 0.452% 
D P31 Ms.ss7%4.1l3 % 4.675% 7.100%M.762% Pb.s97% 6.see% lo.000% lo.000% 
E 4s 4.2s6%Ms.714%|zs.9s0 % ll.633 % ls.9s0 % lo.000% lo.000% lo.000% lp40s% 
F P22 sl.so2%Ms.198%|z3.423 % es.766% lp.009%L.s02% 6.000% lo.000% lp.000% 












































































































































筆者 は 、 結 果 の 分 析 は 、 互 い に 独 立 で な い 一 組 の 標本 に お ける 比率 の 差 の 検定 を 用 
いて 、 ド ライ と ウェ ッ ト と の 大 き さ を 比較 する 形 で 行っ た 。 和 健 者 は 、 検 定 方 法 に つ 
いて は 、 例 えば 、 以 下 の 文献 を 参照 し 、 以 下 の よ うな 数 式 で 行っ た 。 

中 道 買 "社会 調査 方 法論 "(恒星 社 厚生 閣 ,1997)p.353 の 例題 11.3 

AP (UAP と 同一 の 項目 対 に あっ て ) 当 初 の 仮説 で ドラ イ で は な いか と 予想 し た 方 の 項 


目 に お いて 、 実 際 に ドラ イ で ある と 導 定 さ れ た 割合 

UAP (AP と 同一 の 項目 対 に あっ て ) 当 初 の 仮説 で ウツ ウェット で は な いか と 予想 し た 方 の 
項目 に お いて 、 実 際 に は ドラ イ で ある と 状 定 され た 割合 

AP と UAP と は 、 同 一 の 項目 対 に お いて 、 互 い に 正 反対 の 態度 を 迷 べ て いる 。 1 つの 
項目 対 に お いて 一 方 が ドラ イ で ある と する と 、 他 方 は 、 自 動 的 に ウェ ッ ト で ある 。 

筆者 は 、 正 規 分 布 の z 値 の 求め 方 は 、 以 下 の 数 式 に 、 従 っ た 。 

z= ABS(AP - UAP)/SORT((AP + UAP) / n) 

意 水 準 4 = 0.01 で 帰 無 仮説 ドラ イ = ェ ウェ ッ ト ) が 棄却 され る (ドラ イ > ウェ ッ ト で 
ある と 確 斉 で きる ) に は 、= ら = 2.33 以 上 が 必要 で ある 。 

有意 水準 4 = 0.05 で 帰 無 仮説 ドラ イ = ェ ウェ ッ ト ) が 棄却 され る (ドラ イ > ウェ ッ ト で 
ある と 確 言 で き る) に は 、== 1.64 以 上 が 必要 で ある 。 

意 水 準 4 = 0.10 で 帰 無 仮説 ド ライ = ウェ ッ ト ) が 棄却 され る (ドラ イ > ウェ ッ ト で 
ある と 確 間 で きる ) に は 、z= 1.28 以 上 が 必要 で ある 。 

筆者 は 、 本 研究 の 調査 結果 説明 で は 、 ド ライ と し た 割合 が 、 ウ ェ ッ ト と し た 割合 よ 
り も 有意 に こ 多 か っ た 項目 の み ( 有 意 水 準 0.01 愉 下 ) を ピッ クア ッ プ し て 列挙 し 、 説 明 し 
CC し いる 。 


[アン ケー ト 詩 査 回 答 結 果 (1999 年 月 か ら 7 月 ] 


筆者 は 、 下 記 に お いて は 、 有 意 水準 0.01 に 達し た 項目 の み を 抜粋 し て 載せ て いま 
す 。 


各行 の 左側 の 説明 が 、 ド ライ さ を 示 す と 想定 し た 性 格 ・ 態 度 を 示し て いま す 。 右 側 
の 説明 が 、 ウ ェ ッ ト さ を 示す と 想定 し た 性 格 ・ 態 度 を 示し て いま す 。 
真ん中 の 3 つの 数 値 。 左 側が 、 ド ライ さ を 示 す と 想定 し た 性 格 ・ 態 度 を 回 答 者 が 実 
際 に ドラ イ と 感じ た 割合 (パー セン ト ) を 、 示 し て いま す 。 中 側が 、 左 右 の どちら 
も ドラ イ と 言え な いと 回 答 者 が 感じ た 割合 (パー セン ト ) を 、 示 し て いま す 。 右 側 
が 、 ウ ェ ッ ト さ を 示す と 想定 し た 性 格 ・ 態 度 を 回 答 者 が 実際 に ドラ イ と 感じ た 割合 
(パー セン トド ) を 。 示 し てい ます 。 

右端 の 2 つの 数 値 は 、 以 下 の 内 容 で す 。 

Z 得点 。 ド ライ と 想定 し た 性 格 ・ 態 度 が 実際 に ドラ イ と 感じ られ た 割合 が 、 ウ ェ ッ 
ト と 想定 し た 性 格 ・ 態 度 が 実際 に ドラ イ と 感じ られ た 割合 より も 、 有 意 に 多い か ど 
うか を 装 定 する 数 値 。 (その 数 値 が 大 きい ほど 、 有 意 差 が 大 きい 。) 

意 水準 。 (0.01。) 















































[ドラ イ ] (性 格 ・ 態 度 の 分 類 ) 拉 
〔A〕 | 〔 心 理 的 近接 指向 〕 
の 差異 ポ [同一 、 
CA1) 際 ( 他 者 と の 心理 的 位置 ) | 生か 
【A11) | (個人 主義 】 | - 上 和 生 
番号 | (仮説 3 - ド ライ -| ど ちら で も な い | ド ライ - 0 区 | 得点 -| 有 有意 
と 4 
?) ト ) 
A1 私 は 、 単 独 ・ |72.072 5.76e 12.162 | 務 は 、 集 MP.726 | 












































ひと り で 行動 


感 っ 半 2 


中 。 



































私 は 、 他 者 か 
A14 ら の 分 離 ・ 独 |68.468 |1S.315 16.216 | 体 化 ・ 融 |8.460 |O.01 
立 を 好む 。 合 を 好 
旧 
私 は 、 互 
私 は 、 互 い に NN 上 くつ 
B1 離れ て いよ う |61.364 II8.636 20.000 | つき 合 お |6.802 |0O.01 
| 恒 は きい い に 集 ま 
ラバ ラ で い |6s.000 17.727 17.273 と の 7.805 0O.01 
よう と する 。 0 
私 は 、 何 か 目 
6 Ni 
B20 的 が な いと 王 64.545 |18.636 16.818 | る こと 自 |7.848 IO.01 
0 時 ま UNl| SS 
LA。 






























































団体 が ) 
私 は 、 簡 単に っ た ん 
C13 脱退 で きる 。 66.063 11.312 22.624 還 6.857 |O.01 
evAU 
か 脱退 で 
き 20U 
私 は 、 私 
の 属す る 
私 は 、 私 個人 時 
D28 の 利益 を 優先 |60.173 14.286 25.541 $.685 |O.01 
する 人 の 利益 
1 
財 1 者 と は 有 
D29 ーー |65.368 8.182 16.450 | の 道 を 歩 |8.220 |O.01 
の 道 を 歩む こ 6 
と を 好む 。 回 時 
好ま な 
(CN 
A19 私 は 、 意見 が |57.207 ls.01s 24.775 私 は 、 会 5337 po 













































































圭 | れ て も 多数 議 で 意 
決定 よし ら す の 満場 一 
の 致 を 好 
私 は 、 相 互 批 | 
B22 上 記 を 許容 す |48.636 II8.636 32.727 | 相互 批 首 |2.616 |O.01 
し を 好ま な 
居 
〔 広 域 分 散 指 _ 還 [密集 指 
12】 | 和 向 ) 向 ) 
私 は 、 広 い 空 和香 
間 に 分 散 し て が 
A3 際 67.568 |18.018 14.414 密集 し て 8.747 |O.01 
る 。 
逢 は 、 王 人 ず 
IA16 つ 個 室 に いる |74.775 12.162 13.063 | 導 屋 に い |9.811 |O.01 
こと を 好む 。 し 200 
好む 。 
私 は 、 他 人 と 私 は 、 隔 
の 間 に 了 て を 寺 / ん 2 
| 員 JI29 の 71 .92 .01 
C29 置 こう と す 65.158 13 719 うに す ド 228 0.0 
る 。 る 。 
私 は 、 も の の 私 は 、 客 
C3 見 方 が 客観 的 |68.326 II14.480 17.195 | 観 的 で な |8.220 |O.01 
で ある 。 (系 
私 は 、 互 
私 は 、 互 い に い に 一 箸 
E32 離れ て いる こ |53.061 |19.392 27.347 | に いる こ |4.489 |O.01 
と を 好む 。 
私 は 、 他 者 と 
肌 と 肌 が 触れ 
E35 ュー と を 好 S5.918 |21.633 $.918 |O.01 








22.973 


44.359 |O.01 





























〔 多 様 性 の 尊 























F24 私 は 、 地方 分 46.847 |23.225 27.928 央 集権 を 3.260 |O.01 
権 を 好む 。 - 
好む 。 
〔A1.3〕 ー 還 〔 画 一 



































重 (異質 指 (同質 ) 
向 ) 〕 指向 〕 
私 は 、 周 
私 は 、 横 並び 囲 の 他人 
A7 で あろ うと し |62.613 |13.964 23.423 | と 横並び |6.295 |O.01 
な い 。 で あろ う 
る 
私 は 、 私 
私 は 、 私 と は 00 
異な る 意見 を る 意見 を 
A20 持つ 人 に 対し |60.360 Il6.216 23.423 | 持つ 人 に |6.013 |O.01 
て 覧 容 で あ 
る 。 
私 は 、 周 
囲 か ら 私 
私 は 、 周 囲 か だ けが 孤 
ら 孤 立 し て で 当時 2 
B6 も 個性 的 で あ 4.091 |24.345 21.364 の $s.588 IO.01 
の 2 の の の 





私 は 、 人 々 の 
































28.507 





B17 多様 性 を 認め |70.909 II1.818 17.273 ーー 的 な 梓 8.472 |O.01 
る . に は め よ 
うど と ず 
3 誠 
〔 反 同調 指 _ _ 〔 同 詩 指 
私 は 、 行 
私 は 、 行 動 を 動 を 周囲 
周囲 の 人 々 に の 人 々 に 
B9 8 1.364 |2S.45 DA 還 4.841 |O.01 
し が MO の 8 の 
160 
私 は 、 周 


0.01 








15.837 








D22 








私 は 、 他 人 の 





65.801 








21.212 








12.987 




















真似 を する こ 
と を 好ま な 
1009 





を する こ 


人 の 真似 
と を 好 













































































本 ES に 貞和 軸 
四 う 方 向 に 進 Mi し 
E7 ーー |S9.592 |17.143 23.265 | 方向 に 進 |6.247 |0O.01 
二 二 G な 2 2 
よむ (282 
好む 。 
私 は 、 相 
私 は 、 相 手 の 手 の 吉 う 
E23 癌 うこ と に 反 |41.224 |33.878 24.898 | こと に 同 |3.143 |0O.01 
私 は 、 周 囲 か 私 は 、 周 
ら 孤 立 する こ 所 
E11 M を 現れ な 64.490 |11.429 24.082 | 玉 する こ |6.721 |0O.01 
Ne と を 恐れ 
る 。 
私 は 、 個 性 的 人 
E30 で あろ うと す |60.408 |20.816 18.776 押 串 7.323 |O.O1 
と あろ うと 
私 は 、 意 見 の 0 
E36 違う 者 も 仲間 |$1.429 17.331 31.020 才 だ け で | ss 0.01 
品 / 衝 る 6 ま と ま ろ 
うと す 
る 。 
〔 手 主 流 指向 〔 主 流 指 
【A1.S〕 ( 反 権 威 主 ー ー- | 向 (権威 
義 ) 〕 主義 ) 〕 
私 は 、 少 数 派 昌和 
に 属す る の で 4 
E38 6 62.449 19.184 18.367 | 員 で いよ |7.675 |O.01 
構わ な か いと す 8 
る . の 必 C 有 
私 は 、 権 威 あ 
D24 る と ざさ れる 者 51.948 |23.377 24.673 され る 者 4.735 |O.01 
の 言う こと を の 言う こ 
[ 語 031 利 
や すい 
E1S 私 は 、 人 付き 0.612 6.327 33.061 | 私 は 、 相 |B.003 |O.01 
合い で 相手 の 手 の 身 


























分 ・ 格 式 





















































































































































身分 ・ 格 式 を sa | 
重んじ な い 。 る 
私 は 、 物 
紀 は 、 ブ ラン 0 
E34 ド に こだわ ら |6.122 13.102 18.776 | ここ て 、^ |8.043 |O01 
な い 股 居 
SE 
る 。 
〔A2〕 | [ 手 構 穫 ] 〔 他 者 と の 関係 縁故) | [構築 ] 
己 ミー ドー * ゃ 一 み 3 っ ゃ ゃ 一 (仮説 = ク 昌 
番号 | (仮説 = ドラ | ドラ イ -| ど ちら で も な い | ト ドラ イ - 時 Z 得点 -| 有 意 
ゴリ 
ト ) 
私 は 、 他 人 と の 
B3 の 触れ 合い を |60.909 |14.091 25.000 し 人 5.746 |O.01 
好ま な い 
好む 
私 は 、 人 付き 隊 当 
合い の あり 方 付き 叫 い 
C10 て ト テ よ し 1.131 |17.647 31.222 | の あり 方 |B.261 IO.01 
呈 が 親密 で 
- ある 。 
私 は 、 他 者 に 時 
C16 対し て 共感 し |48.869 |17.647 33.484 | レ ェ ュ 。 320 NOO1 
SS WN て コ 上 感 し 
や すい 。 
某 
私 は 、 愛 と い 佑 は 、 迷 
C26 言葉 を 使う 32.489 |23.077 24.434 0 4.755 |O.01 
=m 央 を 姓 ま が | 。 瞳 
貞 
私 は 、 周 囲 の 
E18 了 者 に あえ て $5.918 |14.286 29.796 | に 気 に 入 |4.416 |O.01 
気に入ら れ よ M 
うと し な い 4 
- と する 
私 は 、 周 
囲 の 他 者 
に 良い 印 
E22 知 は 、 特 に 気 60.408 |12.653 26.939 | 欠 を 后 え |5.605 |O.01 
編 じ しない 。 
8 
つも 気 に 
する 。 
E27 稚 は 、 人 間 関 53.061 |I1.020 35.918 | 委 は 、 人 |P.845 IOO1 










































































係 を 何 か の 手 間 関 係 そ 
隊 を し CL が 170 た 2 
見 な い 。 を 重視 す 
私 は 、 私 の 内 半 
E19 画 を 他 者 に 開 61.224 17.551 21.224 |【 他 者 に 
、 |W . に 開 |6.895 |O.01 
示し た が ら な 0 
い KN 
1 る 。 
私 は 、 ぬ いで 隊 の 4 
F16 る み を 抱く こ 5.856 18.919 25.225 | を 抱く こ |5.068 |0O.01 
の を 狂 ま ん _ | 剛 
電 と を 好 
- 電 
私 は 、 周 
私 は 、 周 囲 の 身 4 
F23 他 者 へ の 配慮 |46.847 |24.324 28.829 | 議 還 ご |3.086 |O.O1 
が 足り な い 。 全国 
(NON 
る 。 
私 は 、 人 形 遊 私 は 、 人 
F28 び を 好ま な [|65.315 II8.919 15.766 | 形 遊 び を |8.199 |O.01 
い 。 時 堆 。 
私 は 、 有 
私 は 、 無 機 物 時 
(金属 、 岩 上 
F42 石 . . ) を 扱 |49.550 |22.523 27.928 半 .。.) 3.660 |O.01 
0 を 扱う こ 
- と を 好 
雪 8 
〔 導 縁故 指 _ _ [縁故 指 
[A2.2〕 向 ) 向 ) 
私 は 、 人 
K 会 \ 
私 は 、 縁 数 隊 
IA4 (コネ ) を 重 |64.414 |18.468 | 隊 放 NM/ 6 7.805 |O.01 
Nb 0 
を 重んじ 
る 。 
私 は 、 人 
私 は 、 親 分 子 付き 合い 
B14 分 関係 を 好ま |69.545 17.273 13.182 | で 親分 子 |9.191 |O.01 
し ie 分 関係 を 
好む 。 
C24 私 は 、 人 付き |51.584 14.480 33.937 | 私 は 、 人 |2.837 |O.01 
合い の 雰囲気 付き 合い 































































































































































































が 家族 的 で な の 雰囲気 
5 が 家族 的 
トー トー | | で ある 。 
私 は 、 縁 
上 本 昌 ( 四 
NiO の の 
0. 
私 は 、 縁 故 の 付き 合 お 
C23 な い 人 と も 付 |57.466 17.647 24.887 | うと し な 5.337 oO1 
合う 。 い 。 (私 
上 語 
見 さん お 
断り "で 
の 1) 
私 は 、 会 
私 は 、 事 前 に 二 で 事前 
交 に 私 へ の 
css 陽 回 し が な く |Z41 7647 14.932 | 根回し が 
較 還 |(7. し が |8.598 |O.01 
て も 気 に し な 了 
語 RDG SU 
1 に 食わ な 
0 
有 ョ 私 は 、 接 
D30 衝 は 、 接 待 を 70.130 Is.152 14.719 | 持 を 好 |9.143 oO1 
際 ま NO 隊 
3) | [自由 ] (行動 決定 〕 | Na 
(A31) | (自由 主義 ) | - ll 
PJ 
項目 内 容 ia 
番号 | (仮説 = ドラ トド ライ -| ど ちら で も な い ト ドラ イ -| ざこ 、 |Z 得 点 - 意 
イ ) 
ト ) 
私 は 、 人 間 関 私 は 、 人 
4 間 関 係 の 
係 の し が ら み し が ら み 
AS が な く 自由 に 59.910 19.820 20.270 っ うみ |.s96 loo 
協 動 き で き の 中 で 号 
る 動き が 取 
れ な い 。 
私 は 、 集 
団 内 で 一 
私 は 、 抜 け 駆 内 誠 局 の 
A18 還 光 3 7.658 Ile.216 26.126 le け 販 け $.133 |O.O1 
を 許さ な 
| | | NN: 
B23 私 は 、 行 動 の |82.727 |s.is2 9.091 | 了 は 、 行 Il.398 lo01 
自由 を 規制 さ 動 の 自由 





を 規制 さ 
MC る コ と 
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私 は 、 互 い に 
自由 に 行動 す 
B4 る こと ん 計 71.818 12.727 8.949 |O.01 
9 
私 は 、 失 敗 を 5 
犯し た 本 人 の 
B1S み の 責任 と す 64.545 18.182 7.752 |O.01 
る 。 
私 は 、 談 合 を ッ 
D4 二 5.411 17.316 4.703 |O.01 
私 は 、 給 料 を 
と パク ー ド 
D14 能力 に 応 2 72.727 |9.091 18.182 | ら ず 平等 |8.695 |O.01 
2 の 人 の こ で ヨプ 
を 好む に 配分 す 
2 へ 
好む 。 
第 。 下 し いい に 谷 は 、 上 
陣 縛 し あう こ bi 
D20 - ~ー 9.654 14.719 $.628 | し あう こ II2.183 |O.01 
と を 好ま な 
い と を 好 
6 [し 
時 私 は 、 規 
私 は 、 規 制 組 
D23 和 を 好む 。 61.905 18.615 19.481 還 7.147 |O.01 
私 は 、 写 いい (に 6 
D35 行動 を 率 制 し 60.606 |24.675 14.719 | を 牽制 し |8.036 |O.01 
な かない 思 2 
0 を 好む 。 
ES 私 は 、 他 者 の |67.347 12.245 20.408 | 私 は 、 周 |/.843 |O.01 
忠 を 引っ 張る 囲 の 他 者 
こさ 大好 まな の 足 を 
( 和 引っ 張る 













































































































































































引く を 
[ 計 
私 は 、 周 
私 は 、 周 囲 の 囲 の 他 者 
他 者 が 同意 す が 同意 し 
F7 る し な い に か |54.505 |17.368 27.928 | な い 限 り |4.361 |O.01 
か わら すず 行 動 行動 を 起 
を 起こ す 。 二 に 
NN 
CA 4) | [可能 ] (行動 の 自己 決定 0 
〔 独 立 ・ 自 立 | _ _ 〔 相 互 依 
1 | 指向 ) 存 指向 〕 
私 は 、 人 
寸 え 会 い ヽ 
私 は 、 互 い に NNN 
IA2 自立 し て いる |70.270 13.063 16.667 ー |8.566 |O.01 
還 6 も た れ あ 
に ここ で を 0 6 
56098 
好む 。 
私 は 、 依 
IA15 私 は 、 独立 s9.910 |22.973 17.117 | 頼 心 が 強 7.265 |O.01 
が 強い 。 秋 
私 は 、 互 
私 は 、 甘 え を い に 甘 え 
B2 隊 う . s9.545 18.182 は の 973 0 6.112 |O.01 
陳 
私 は 、 派 閥 を 私 は 、 派 
B13 作る こと を 嫌 |70.455 |17.727 11.818 | 閥 を 作り |9.588 |O.01 
0 が る 。 
私 は 、 互 い に 半 
D32 依存 し あお う |52.814 16.450 30.736 - 只 生 5671 oo 
と し な い し あお う 
連 の 5 
條 選 
〔A42) | 〔 自 律 指向 ) | - 上 1 NM 
項目 内 容 (仮説 = 
番号 | (仮説 = ドラ | ドラ イ -| ど ちら で も な い |- ド ライ - ウ -Z 得 点 -」 有 意 
エ ツ 
イ ) 
ト ) 
私 は 、 周 
私 は 、 私 の 意 囲 の 意見 
IA23 見 を 持っ て い |63.315 |17.568 17.117 | に 左右 さ |7.910 |O.01 
る 。 れ や す 
(Ns 
B19 私 は 、 周 囲 の |67.273 II8.182 14.545 際 周 e 隊 









































































































































流行 に 振り 回 囲 の 流行 
され な い 。 に 振り 回 
(私 は 、 周 囲 され る 。 
の 流行 に 左右 
きれ な い 。) 
私 は 、 周 
私 [は 、 周 囲 の 囲 の 他 者 
E26 他 者 の 影響 を |56.327 II12.243 31.429 | の 影響 を 4.160 |O.01 
芝 け に くい 。 受け や す 
いい 。 
私 は 、 決 
0 
私 は 、 私 の 信 和 旨 
C17 後 の 進路 を 私 69.231 |1S.385 15.38S | は 、 周 囲 |8.702 |O.01 
一 人 で 決め ら の 影響 を 
受け 
に 
ョ 
私 は 、 起 こす 陸 符 5 
22.041 be.531 | に 4414 |OQI 
私 は 、 外 
私 は 、 私 か ら 際 呈 3 
C28 進ん で 運命 を |49.774 |2S.792 24.434 押し 4.373 |O.01 
切り 開く 。 
る 。 
私 は 、 取 る 行 隊 和 
C38 動 に 自主 性 が |59.729 |19.910 20362 | 6 6.539 |O.01 
了 欠け る 。 
CA5)| 本能] (プラ イバシー の 確保 ) Ma 
[AS.1〕 (プラ イ バ ー ー ー 9 2 
] シー 尊重 〕 
番号 | (仮説 = ドラ | トド ライ -| ど ちら で も な い |- ド ライ - 6 -Z 得点 -| 有 意 
イ ) ト ) 
秒 は 、 他 人 の 陀 穫 当 
IA21 9 76.577 |12.162 11.261 | イバシー II0.384 |O.01 
還 履 U が 四 外 ML 
了 
の 0 
B24 私 は 、 私 が 他 |55.000 2.727 32.273 際 は 、 私 608 1 















































































































































人 に どう 見 ら が 他人 に 
れる か を 気 に どう 見 ら 
し OU れる か を 
気 に す 
2 の 時 
私 は 、 互 い に N 
監視 し あう こ い に 登 祝 
B7 ーー 78.636 0.455 10.909 | し あう こ II0.616 |O.01 
が 和 ま か 
抽 と を 好 
肖 
航 は 、 化 粧 を 還 
D7 | する こと を 好 |52.814 |M3.810 23.377 | 導 $s.126 IO.O1 
まな い 。 人 
の 
私 は 、 互 い に 
視線 を 合わ せ の 十 半 
D13 9 46.320 |1.212 32.468 | を 合わ せ |M2.372 IO.01 
09 ま る こ 
MA こと を 
好む 。 
私 は 、 他 人 の 2 
開 うわ さ 話 を す 寺 
7 上 S8.874 |22.311 18.615 | さ 話 を す |6.951 |O.01 
2 EC の 26 る こと を 
MO 3 
好む 。 
私 は 、 互 い に 
梓 線 を 送り 合 0 
D27 s0.649 |20.346 29.004 | を 送り 合 |B.686 IO.01 
うこ と を 姓 ま 5 
な い 2 26 
好む 。 
私 は 、 当 局 へ 回 
F33 の 密告 を 好ま |60.811 |22.523 16.667 | 寺 レー 7.472 |O.01 
な い 。 選 
し 交 
の /N 
取 は 、 私 的 な MR 
BE3 場 で の 行動 を |56.735 II6.735 26.531 2 づつ 。 ls.181 lO01 
好む . の 行動 を 
好む 。 
私 は 、 見 栄 を NE 
E37 張る こと を 好 |S1.020 |20.816 28.163 | 略 4021 |O.OI 
明生 こと を 好 
は が 
CA6) | [可能 ] | (行動 の 明快 さや 合理 性 の 確保 ) | 0 
〔 反 あい まい | _ 〔 あ いま 
9 | 指向 い 指向 ) 
番号 | 項目 内 容 | トド ライ -| ど ちら で も な い | ド ライ -| 項 目 内 容 | Z 得点 -| 有 意 





















































































































































(仮説 = ドラ (仮説 = 
イ ) 5 
| トー | 1 トト) 
私 は 、 物 
私 は 、 物 の 言 (の 言い ji 
A9 い 方 が 率 胡 で |63.063 II13.766 21.171 | が 遠 回 |6.801 |O.01 
ある 。 し ・ 交 曲 
で ある 
私 は 、 物 事 の 私 は 、 あ 
NESUNZAh 
自 肝 を (まっ き 
IA22 りさ せよ うと S8.108 |24.324 17.568 | まま に と |6.944 |O.01 
メ ど め よう 
1 9 の 
私 は 、 私 の 信 本 
B18 後 の 進路 を $7.273 |20.43$ 22.273 | 主 吾 財 加 5.821 |O.01 
は っ きり させ 5 
よう と する 。 60047 
と する 。 
私 は 、 公 私 混 私 は 、 公 
D34 同 を 好ま な |64.069 I19.048 16.883 | 私 混同 を |7.971 |O.01 
し 好む 。 
〔A62) | (合理 指向 ) | - - | 合間 
紳 向 
私 は 、 考 え 方 中 ( 司 。 考 
C6 が 合理 的 で あ |73.303 16.290 10.407 | 合理 的 で 10.219 |O.01 
記 ある 。 
私 は 、 考 
pl 縛 本 コン の と Pc 
C36 が ビジ ネス ラ |37.466 |20.814 21.719 | 還 博 生 B22 MDI 
2 G め 9 
C1S 3 57.014 11.312 31.674 | 情 的 ( 情 |4.000 |O.01 
6 緒 的 ) で 
ある 。 
本 人 ま 。 考え 力 私 は 、 丘 
C31 が 科学 的 で あ |59.729 |21.267 19.005 | 科学 的 で |6.823 |O.01 
いた ある 。 
6 私 は 、 古 
DS 色 は 、 占 し を 54.113 |20.779 25.108 | い を 信じ |.953 |O.01 
MS る 
D36 私 は 、 球 教 を 77.922 |16.017 6.061 | 教 を 信じ 11.918 |O.01 
1 語 0 る 
F17 際 は 、 コン |.360 IPe.577 13.063 色 は B224 pi 












































































































































ピュ ー タ を 使 ン ピ ュ ー 
う の が 得意 で 多 な 全う 
ある 。 の が 苦手 
で ある 。 
CA7〕 | [可能 ] [集団 の 開放 性 の 確保 ) | 9 
ビ 
〔A7.1) | (開放 指向 ) | - yes 
| | | | 宏 
項目 内 容 ei 
番号 | (仮説 = ドラ トド ライ -| ど ちら で も な い ト ドラ イ -| ざこ 、 | 得点 - 意 
イ ) 
ト ) 
私 は 、 開 上 的 2 
F 1 な 人 間 関 係 を 37.207 |16.667 26.126 了 3.073 0.01 
イ す 、 間 関 係 を 
8 
舟 は ほ は 、 人 
付き 合い 
私 は 、 部 内 者 に お い 
と 部 外 者 と の て 、 部 内 
B21 区 別に こだわ 39.S45 |13.000 25.4S3 者 と 部 外 $.48$ 0.01 
ら な い 。 
私 は 、 集 団 外 
D33 の 人 々 と も 付 |S4.545 |I17.316 28.139 | 人々 と し |4.414 0.01 
合う 。 か 付き 合 
12 クラ 
な い 。 
私 は 、 私 
私 は 、 私 た ち た ちの 持 
が 持つ 情報 を つ 情 報 を 
F20 積極 的 に 公開 49.550 |16.216 34.234 久 開 し た 2.493 0.01 
する 。 が ら な 
い 。 
私 は 、 私 
私 は 、 集 団 外 人 
F31 の こと に も 関 |63.964 II11.261 24.773 3 則 6.198 0.01 
を 持つ ER 
か 関心 が 
な い 。 
F37 私 (は 、 仲 間 内 |62.613 hs.76e 21.622 | 務 は 、 付 |e.6s? IO.01 
以外 の 人 も 受 に に UK 
け 入 れる 。 仲間 内 以 
































































































































外 の 人 を 
排除 す 
る 。 
【B〕 〔 心 理 的 運動 ・ 活 動 ・ 移 動 指向 〕 
〔 動 的 エネ ルギー・ 移 動 性 の 確 [不可 
【B 1 〕 [可能 ] 保 ) 能 ] 
CB1.1) | ( 動 的 指向 ) | - 1 上 
容 
項目 内 容 0 
番号 | (仮説 = ドラ | ドラ イ -| ど ちら で も な い |- ド ライ - ウ -Z 得点 -| 有 意 
ata 和 
イ ) ト 
) 
私 は 、 動 作 が 作 が ゆっ 
C4 本 $s6.109 18.100 25.792 くり で あ 4.980 |O.01 
る 。 
私 は 、 物 事 の | 
C1 決定 の テン ポ |63.348 12.670 pb3.982 | 人 6262 OO1 
が 速い ゆっ く / 
で ある 
私 は 、 行 動 が 1 
C19 積極 的 で あ |50.679 |23.982 25.339 4.320 |O.01 
る 的 で あ 
- る 。 
私 は 、 自 
私 は 、 自 己 主 己 主 張 が 
C14 張 が 強い こと |50.226 |20.362 29.412 | 強い こと |3.467 |O.01 
を 好む 。 0 7 
(系 
私 は 、 物 事 の 私 は 、 物 
誰 め 方 か が 自発 還 
E1 - こ ルー |49.388 17.143 33.469 | 方 が 自発 |2.737 |0O.01 
性 に 富ん で い な 5 
性 に 欠け 
る 。 
私 は 、 動 くも 正 し て い 
F36 りり s0.450 17.68 31.982 に 3.031 |O.01 
を 好む 
〔 考 定着 指 _ 四 に [定着 指 
12】 | 面 ] 向 ) 
舟 は 、 一 ヵ所 加重 
に 定着 せ ず あ 0 
A11 s0.450 |20.721 28.829 | 定着 し て |3.618 |0O.01 
ちこ ち 動 き 回 動か な 
る 。 か な 











































































































B10 私 は 、 遊 牧 生 |62.727 |M20.909 16.364 | 舟 は 、 農 7.733 IO.01 
活 を 好む 。 耕 生活 を 
好む 。 
ーーーーー ヨ 私 は 、 人 
私 は 、 人 事 が 事 が 停滞 
C2 流動 的 な こと |61.538 19.437 19.005 | し て いる 7.046 |O.01 
を 好む 。 に 2 な PF 
私 は 、 考 
私 は 、 天 空 を 2 カポ 
C33 LE 向 す る 45.249 |23.982 30.769 地 を 指向 2.469 |0O.01 
区 語る 
刺 尺 。 三 
私 は 、 短 其 間 Me 
で 次 々 と 所 属 二 間 
D15 する 組織 を 変 |49.784 17.749 32.468 ー た 2.902 |HO.01 
わる こと を 好 期間 所 属 
む し つづ け 
- し 2 
好む 。 
私 は 、 長 
私 は 、 短 期 的 時 
D10 契約 関係 を 好 |S0.649 17.749 31.602 3.192 |O.01 
む き 関 係 を 
- 代 る の 語 
私 は 、 人 間 関 半 係 が 
D21 係 が 流動 的 な |46.753 |24.675 28.571 | 固定 的 な |3.184 |O.01 
こと を 好む 。 有朋 な 舌 
了 
je 私 は 、 現 
D25 私 は 、 秋 化 を $1.515 18.615 29.870 | 維 持 を |3.647 |O.01 
好む 。 8 
し 
ビ 
CB13) | ( 独 信 雌 向 ) | - に ek 
私 は 、 行 
私 は 、 新 規 の 勤 の 基準 
外食 的 な アイ MK 
A12 PS s1.802 |22.072 26.126 | し きた |4334 |O.01 
デア に 求め PT 
る ) ・ 前 例 
- に 求め 
る 。 
B11 私 は 、 先 斐 後 |5$3.182 16.364 30.455 | 私 は 、 人 |B.686 |O.01 
曹 関 係 を 重 ん 付き 合い 
じ な い 。 で 先 瑞 後 

















































































































性 前 ) 








募 関係 を 
重んじ 
| | | | _ |: 
私 は 、 い 
系 民 。 つ ね に | の まで も 
新 分 野 へ と 拡 今 ま で い 
C22 し 上 うと す 52.489 |21.719 25.792 た 分野 に 4.486 |O.01 
る 。 0 
る 。 
私 は 、 前 人 未 私 は 、 前 
踏 の こと に も 隔 が ある 
C30 あえ て 挑戦 す Ss6.109 |27.149 16.742 ご うり 6.857 |O.01 
る . oN 9 
と する 
私 は 、 冒 
私 は 、 冒 険 し 険 し よ う 
D37 Na 48.052 18.182 33.766 の 2.400 |O.01 
MV 
私 は 、 年 功 皮 
E12 列 を 重んじ な |S5.102 16.327 28.371 ^~ 4.540 |O.01 
販 重んじ 
る 。 
私 は 、 新 た な 0 
知識 を 創造 す 
E17 る こと を 好 s0.204 |20.408 3.652 |O.01 
私 は 、 ま だ 誰 上 バ 
お 計ら CA = 
E28 い 新 た な 理論 |43.673 |26.122 2.453 |O.01 
を 提唱 する こ 
と る 条 め 
私 は 、 現 状 を を その 
F30 変革 する こと |56.306 II8.018 25.676 | まま 追認 |5.040 |O.01 
を 好む 。 且 2 め こさ ど 
を 好む 
| 〔 そ の 他 ) | 
の S 
項目 内 容 0 
番号 (仮説 = ドラ | ドラ イ -| ど ちら で も な い |- ド ライ - ウ -Z 得点 -| 有 意 
と / 
イ ) 
ト ) 
(男性 的 - 女 





































































































































































































私 は 、 考 え 方 
F18 の スケ ー ル が |54.054 |23.423 


SM 





(4 私 は 、 男 性 的 MM6.154 |24.434 29.412 | 務 は 、 考 863 |O.01 
で ある 。 え 方 が 女 
性 的 で あ 
の 。 
(先進 的 - 後 
進 的 ) 
私 は 、 考 え 方 2 
F11 全 a 64.414 |19.369 16.216 信 的 で あ 7.998 |O.01 
| | - | | | _ | る : 
私 は 、 考え方 私 は 、 前 
C9 が 近代 的 で あ |S7.466 |26.697 15.837 | 近代 的 で |7.228 |O.01 
る 。 ある 。 
(都市 的 - 農 
村 的 ) 
私 は 、 都 市 私 は 、 農 
(都会) 的 な 人 齋 
A13 人 間 関 係 を 好 65.315 18.468 16.216 | ラ ) 的 な |8.102 |O.01 
夫 係 人 間 関 係 
5 を 好む 。 
(冷た さ - 温 
か さ ) 
IP 私 は 、 人 
E23 0 52.245 17.959 29.796 | 当たり が |3.879 |0O.01 
の VS こい し 
暖か い 。 
私 は 、 赤 
F19 私 は 、 青 し 色 69.820 |12.162 18.018 | い 色 を 好 |8.235 |O.01 
を 好む 。 際 
(粘り 気 あり 
- 粘り 気 な 
し ) 
私 は 、 人 当 た 本 
り に お いて 還 較 は 
E40 粘り 気 が 舞 63.673 |22.041 14.286 | お いて 、 |8.755 |O.01 
際 販 粘り 気 が 
- ある 。 
(スケ ー ル が 
大 きい - ス 
ケー ル が 小さ 
い ) 


0.01 

















(攻撃 的 - 上 
攻撃 的 ) 































































































































































私 は 、 動 作 が b 和 4 
F27 攻撃 的 で あ |4s.946 M2.973 31.081 DP.524 lO01 
る 的 で な 
- 司 N 
( 淫 が 出 に く 
い - 泌 が で や 
すい ) 
机上 
回 目 
31 ee 32.653 II1.429 35.918 | し みや す |2.783 |0.01 
ー ( 二 加 
時 私 は 、 感 
E39 私 は 、 感 働 的 |。。 42o ooo 33.510 | 得 的 で あ |2.980 |O01 
ISZONUNE る 
(若年 - 老 
年 ) 
第 放 ま 年 
を 取っ て 
F40 私 は 、 年 念 が |/。 os 4s6s 2207 し る: hi40 lo 
若い 。 (私 は 、 
高齢 で あ 
(民主 的 - 甘 
民主 的 ) 
! : 呈 隊 に El 
F41 が 民主 的 で あ |S0.901 |23.874 
る 。 





〔 参 考 〕 有意 水準 0.01 に 達し な か っ た アン ケー ト 項 目 の 存 在 に つい て 


今回 、 筆 者 が 行っ た アン ケー ト 調 査 で は 、 以 下 の よ うな 項目 が 、 い くら か あり まし 
た 。 当 初 筆 者 が 予想 し た ほど に は 、 十 分 に ドラ イ ( ウ ェ ッ ト ) で ある と は 、 言 えな 
が つた た] 目 。 

た だ 、 そ れ ら の 中 に は 、 以 下 の よ うな 項目 は 、 含 まれ て いま せん で し た 。 健 者 が 今 
回 立て た 仮説 。 そ の 内 容 を ゆる が す ほ どの 、 影 響 力 が 大 き な 、 項 目 。 

大 半 の 項目 は 、 以 下 の よ うな 項目 で し た 。 有 意 水準 001 に 、 も う 少 し で 達し な か っ 
た 、 項 目 。 


意 水準 0.01 に 届か な か っ た 、 ア ン ケ ー ト 項目 。 そ れ ら の 一 覧 。 








| (個人 まま | _ _ | ( 集 
義 主義) 


番号 | 項目 内 容 |- ド ライ -| 私 は 、 ど ちら で も な い 。 |- ド ライ - | 項目 内 
穴 











-Z 得 点 -| 有 意 
























































(な 
し ) 
〔 相 互 
〔 自 立 指 
[2J 向 〕 呈 























| | 較 1 












































































































































私 は 、 他 
ロロ | 愛 
gy 人 学生 sy ssu 44.595 | 回 愛 が |0O.433 lk.xx 
向 NZei を 6 
し な い 60 
陳 ⑳6 
(3) 〔 広 域 分 | _ _ 〔 密 集 
散 指向 指向 〕 
和 は 、 互 1 
D31 間 35.931 |22.078 41.991 | 近づく II.043 lx.xx 
F9 | 了 た る こ |42.793 |20.721 36.486 拒 接 す OS トー 
955 
と を 好 
隊 を 好 
- 【 
私 は 、 電 際 は 
回 直接 対 
面 に よ 
F38 | に よる 会 |33.333 |19.369 47297 | ム sgZ317 | ト 005 
話 を 好 隊 
際 を 好 
了 
4) 〔 多 様 性 | _ _ 〔 画 一 
の 尊重 〕 指向 〕 
(な 
し ) 
5) ( 非 人 間 | _ 上 〔 人 間 
指向 〕 指向 〕 
項目 内 
aa 容 
項目 内 容 (仮説 
番号 | (仮説 = - ド ライ -| どちら で も な い | ドラ イ -| 「”” 上 [上 Z 得 点 -| 有 意 
ドラ イ ) ウー 
2 ピン 
科 
CS 了 間 機 関 較 17.195 36.199 | 委 は 、.700 |O.05 























































































































械 に 興味 人 間 に 
を 持つ 。 興味 を 
持つ 。 
私 は 、 
私 は 、 人 人 間 関 
間 関 係 が 係 が 濃 
46. 15.132 1.42 員 
D6 緒 い こ と 6.753 1S.15 38.093 こと 9 |O.10 
を 好む を 好 
十 
航 は 、 互 回 
い に 仲 民 38.528 |19.913 41.558 開 0.515 

D12 | た に 8 8 XX.XX 
ら な い 。 

私 は 、 他 
者 か ら 拒 

D26 | さ れ て |49.784 I10.390 
も 気 に し 
際 KUOe 
航 は 、 人 全 は 、 

E14 間 関係 に 44.082 10.612 45.306 内 0.203 lx.xx 
気 を つか き 由 志 ル ニー ・ 
あん 
私 は 、 他 
人 が 私 の 
2 2 6 

E33 | う 考 えて |49.796 Il1.020 39.184 と を と 1.761 |O.05 

21 ン ゴン 0 
いる か 気 
に な ら な 6 
二 か 気 に 
の 
私 は 、 
他人 を 
40.090 11.712 48.198 | 好き に |1.286 上 |0.10 
42.793 |14.86$ 42.342 | の 結び |O.073 = 
つき を 
好む 。 
_ _ [縁故 
指向 〕 
45.946 13.514 40.41 0.866 = 














































































































私 は 、 互 
い に 疎 遠 親密 な 
E9 な 関係 に |46.122 IIS.310 38.367 | 関係 に |1.321 |O.10 
OS AN 
を 好む 。 と を 好 
[ 
私 は 、 他 私 は 、 
人 に 贈り 贈り 物 
43.694 |14.414 41.892 | を する |0O.290 二 き 
私 は 、 も 
701:n 
F32 | 人 金 銭 ず く |36.036 I13.514 $0.450 | 銭 ず く |2.309 |-0.05 
で 捉え で は 提 
し レ 重 た 
| 
7〕 〔 自 由 主 _ _ _ 〔 規 制 
義 〕 | | 和義 〕 
項目 内 
項目 内 容 (人 
番号 | (仮説 = |- ド ライ - どちら で も な い - ド ライ -| "” |Z 得 点 -| 有 意 
ドラ イ ) 較 
ウン / 
ト ) 
は 陸 
C20 | し っ と 心 |38.462 |19.005 42.334 が 0.673 lx.xx 
C27 | 私 は 、 独 |38.462 |21.267 40.271 | 私 は 、|O.303 lx.xx 
力 で 業績 周囲 の 
を 人 挙 げた 昌 の お 
場合 、 私 7 
一 人 の カカ 0 
貞 寺 上 2) 5 
の で あ 

















り 、 周 時 
は 無関係 




















い に 自 由 自由 競 
D2 時 争 を 好 48.052 15.132 36.797 省 を 好 1.837 IO.05 
し まな 
い 。 
私 は 、 
生徒 
の 、 短 
第 所 や 欠 
徒 の 、 長 点 を 
所 や 優れ (成績 
た 点 を 、 評価 時 
気 に す 人) 
D9 る 。 (私 37.662 |2S.108 37.229 に す 0.076 
居 。 で の 8 
KS 
注目 す 
9 ) 
















































































私 は 、 互 
い に ラ イ 0 
バル 関係 ル 関 係 
ES8 に お 37.551 |18.776 43.673 に よら 1.063 lx.xx 
と を 好 還 全 97 
[の 較 計 雪 6W 
私 は 、 能 私 は 、 
力 の 高い 能力 の 
者 を 低い 高い 者 
BEB16 | 者 より も |M4.898 17.143 37.959 | と 低い |1.193 
直 ま よく 者 と を 
評価 す 同 筐 編 
る 。 扱う 。 
8) 〔 自 律 指 _ _ _ 〔 他 律 
向 〕 指向 〕 
番号 | 項目 内 容 |- ド ライ どちら で も な い - ド ライ -| 項 目 内 |- Z 得点 -| 有 意 
(仮説 = 容 
ドラ イ ) (仮説 







































































ウエ ツ 
ト ) 
私 は 、 
私 は 、 周 時 
囲 の 他 者 と る 周 
A10 | の 目 を 気 |47.748 II10.811 41.441 由 995 上 
に し な 
者 の 目 
- を 気 に 
まる 
私 は 、 
私 は 、 失 失敗 し 
敗 し て 他 て 他人 
大 同 笑 わ 由 甘 お 
D18 間 49.351 12.987 37.662 了 1.904 |O.05 
語 20 と を 気 
0 思 す 
る 。 
私 は 
私 は 、 周 周囲 の 
囲 の 人 々 人 々 の 
の 究 囲 気 共 囲 気 
D19 | の 変化 に |B0.736 16.017 53.247 | の 変化 8.733 上 [0.01 
対し て 敏 (6 
感 で な て 歓 感 
(中 で あ 
る 。 
私 は 、 
私 は 、 協 了 
調 性 を 重 5 
D39 し な 44.589 17.316 38.095 | の 協調 上.085 | 
陣 性 を 重 
ん じ 
る 。 
私 は 、 恥 1 
ず か し が 0 
E6 SE 46.939 |15.918 37.143 | し が り |I.672 |O.05 
上 や で あ 
1 る 。 
私 は 、 私 時 
の 外観 を 
E24 還 に し 0 41.633 13.469 44.898 | 観 を 気 |0.549 |k.xx 
人 に す 
( ョ 
[9〕 〔 反 同調 症 99 記 〔 同 詩 
指向 〕 指向 〕 
E29 股 は 、 意 1.633 17.51 40.816 私 は 、 41 トー | 


















































7.755 42.449 1.197 | 








私 は 、 
28.980 





18.367 





30.204 
































項目 内 容 
番号 | (仮説 = | - ド ライ -| どちら で も な い 
ドラ イ ) 
A8 | 服 は 、 仕 3.243 IS.315 41.441 | 私 は 、|O.292 生 一 
事 以 外 に 仕事 以 
は 他人 の 外 の 私 
面倒 を み 事 に も 
LA 





































































































































































































未 居 。 ご 
面 だ け を 
C11 | 卿 る だ け |B9.367 1S.837 44.796 0.880 lx.xx 
5 の 
9 
私 は 、 他 
人 が 私 を 
DI1 | どう 見 る |46.753 |8.638 44.589 0.344 = 
か を 気 に 
NOS 
〔 反 あい 
12〕 | まい 指 ー ー ー 
向 〕 
項目 内 容 (仮説 
番号 | (仮説 = |- ド ライ - どちら で も な い - ド ライ -| "” | 得点 -| 有 意 
ドラ パリ ) プッ ウ 
ト ) 
私 は 、 あ 隊 
いま いで 時 
融通 の 交 Na 
BS 46.364 |20.909 32.727 | 通 の 効 |2.274 |O.05 
く 表現 を 
好ま な Ne 
二 を 好 
[ 病 
〔 合 
3 1 - | 理 
向 〕 
(な 
) 
〔 動 的 指 _ _ _ 〔 静 的 
Go | 向 ) | 指向 
項目 内 
容 
項目 内 容 (仮説 
番号 | (仮説 = |- ド ライ -| どちら で も な い | ドラ イ -| "” [上 Z 得 点 -| 有 意 
ドラ イ ) ウェ ッ 
ト ) 
C7 | 尻 は 、 動 2.081 Is5.339 32.579 | 了 服 は 、.635 0O.10 | 














作 が 能動 
的 で あ 

























































































中 2 
圧 が 無く 紋 
D1 て も 私 か |45.455 4.719 39.827 | 私 か ら |0.926 
5. 侍 / た 3l 計 
環 』 く 。 M 記 SW ゆ 
愉し 
私 は 、 
私 は 、 行 行動 が 
動 が 活発 不 活発 
DS (活動 |38.095 |24.242 37.662 | ( 丘 活 |O.076 
的 ) で あ 動 的 ) 
に で あ 
0 
私 は 、 被 了 
D16 | 圭 者 意識 |44.156 |23.810 32035 癌 PH1 OO05 
が 盟 い 。 いい 
動作 が 
. 8 し | 
45.045 |22.973 31.982 活発 で 8 |O.05 
内 通 
_ _ (定着 
指向 〕 
38.462 |24.434 37.104 |0.232 
45.045 |21.622 33.333 io71 pos 
33.484 |27.149 39.367 1.025 lkxx 
























































7〕 











どちら で も な い 








FS 


41.441 


25.676 


32.883 





1.479 








FS 


47.297 


11.261 


41.441 


う ||0.926 








F13 


の 


の 


決定 を 公 


15.766 





F14 





23.423 


18.468 








F34 

















際 





17.117 








35.135 











、JI2.064 





0.05 


























































































































の ご と を 
外部 に 公 
開 す る こ 
と を 好 
む 。 
(訴訟 指 | _ _ 
19J| 和 ) 
項目 内 容 
番号 | (仮説 = |- ド ライ - どちら で も な い 
ドラ イ ) 
日 
私 は 、 対 時 
A6 | 攻 、 訴 訟 |29.279 |16.667 s4.054 4.044 |-0.01 
を も. り 和 和 
9 
0 
る 。 
私 は 、 
行動 を 
私 は 、 周 起こ す 
囲 と の 調 と き 周 
BS 和 を 重 ん 44.091 |23.182 32.727 囲 と の 1.923 |O.05 
MD 調和 を 
車 ん じ 
る 。 
私 は 、 
私 は 、 集 條 の 所 
団 内 部 の 司 する 
B16 41.818 |20.4S5 37.727 | 集団 内 |0.680 = 
和 を 重 ん の 和 
じ な い 。 0 
を 重 ん 
の 。 
〔 そ の 
他 ]〕 
番号 | 項目 内 容 |- ド ライ - どちら で も な い - ド ライ - | 項目 内 |- Z 得点 -| 有 意 
(仮説 = 容 
ドラ イ ) (仮説 


































































































































































































アル コッ 
ト ) 
(2 由 
カ 的 - 日 
| | 価 的 ) 
私 は 、 
私 は 、 ア ヒコ ン 各 
C32 | メリ カ 的 44.796 |21.719 33.484 | が 日 本 1.901 |0.05 
で ある 。 的 で あ 
る 。 
(男性 的 
- 女性 
的 ) 
科 は 、 考 私 は 、 
スス 旋 が 人 母性 的 
C18 性 的 で あ 35.294 |28.959 35.747 時 0.080 lx.xx 
る 2 
私 は 、 父 間 
E10 | 親 と の 絆 |28.571 |39.184 32.245 JO.737 lk.xx 
が 強い 際 六 の 
叶い 。 
(都市 的 
- 農村 
的 ) 
(が 
) 
(粘り 気 
あり - 粘 
り 気 な 
し ) 
(な 
も ) 
(固い - 
和 柔らか 
い ) 
私 は 、 
私 は 、 季 ら か 
F10 いも の を |39.640 |27.477 32.883 | いも の II.182 王寺 
好む 。 














(軽い - 































































































車 い ) 
取 は 、 も 還 
【) 還 aa き きき 
宣 み が な 6 
c37 35.294 IO.362 44344 | み が あ ls08 Oi0 
に の 5 
Se を 好 
を 好む 。 財 
(スケ ー 
ル が 大 き 
Me 
ケー ル が 
小さ い ) 
私 は 、 
私 は 、 大 
8 原村 電 @ 
Fi> | ま か な 配 Lo。 soio 36.486 | 配慮 を |l.342 |.iO 
上 應 し か し 男 
な い 。 
了 は 、 し 
Fis さき が oiso bsszs 32.432 | が て い ぃ llnoo 上 上 一 
病 で あ 
る ね いで 
ある 。 
(抽象 的 
- 具体 
的 ) 
私 は 、 抽 
際 的 な こ 3 Zn7 49.550 | こ と |ze54 LO01 
F21 と を 好 8 。 ま 二 と 了 -0. 
ト 細 





















































) 私 は 、 
、 |42.342 13.964 43.694 | も ろ |O0.217 lkxx 
隅 

















(義理 人 
博 が 厚い 
- 義理 人 
博 が 濾 
い ) 








D3 45.887 II6.883 








37.229 





私 は 、 
人 情 が 
厚い 。 


1.443 








ID38 38.528 |20.779 




















40.693 








私 は 、 
襲 理 堅 
0 








0.370 





入 . 和 XX 






































(な 
し ) 














初出 時 期 。1999 年 7 月 か ら 、2001 年 11 月 。 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 性 格 や 態度 に つい て の アン ケー ト 調 査 。、 4 つの クラ ス 


に よる 分 類 に 基づく 、 調査 。 


回 答 結 果 
回 答 時 期 
2001 年 2 月 中 旬 の 1 週間 。 


回 答 数 1043 
男 36.146% 
女 63.854% 
10 代 34.899% 
20 代 54.746 % 
30 代 8.245% 
40 代 1.534% 
$0 代 0.479% 
60 代 0.000% 
70 代 0.096% 
回 答 比率 
ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト 複 合 ・ 葛 藤 型 7.670% 
純粋 ドラ イ 型 74.784% 
純粋 ウェ ッ ト 型 5.273% 
未 分 化 型 12.272 % 





回 答 結 果 























































































































ドラ イ さ の 定 
ド 之 1 き | 。 = ドラ イ さ 時 ドラ イ さ 
No. 間 8 1 ライ さ 3 0 ライ さ 
( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
私 は 、 他 人 と の 触れ 
ら 22.14 ISN2 6 ルク み ! 
$ | ま Pu 8.629 8 $.820 30.968 33 
--  - 関 叶 有吉 | 、_ ドラ イ さ 
No 婦 間 8 0 ライ さ 3 ライ さ 
| | ( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
私 は 、 行 動 の 自由 を 
7 | 規制 され る こと を 好 |62.312 26.654 3.452 $.849 1.534 
まあ しり 
周囲 の 流行 に 振り 回 
8 | され な い (左右 され |27.037 34.708 13.231 20.134 4.890 
な い ) 
9 私 は 、 周囲 に 同調 し 15.532 29.338 16.874 31.236 6.999 
の 0 いい 
_-  - 関 叶 ドラ イ さ | ,、- ドラ イ さ 
No 区 章 8 1 ライ さ 3 ライ さ 
( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
私 は 、 物 の 吉 い 方 が 
12 了 衣 で ある 。 25.69$ 34.036 9.87$ 22.627 7.766 
私 は 、 考 え 方 が 合理 
6 9 18.4 15.82 
13 的 で ある 。 21.860 37.105 8.408 $.820 6.807 
_。  - 関 理 上 | 、_ ドラ イ さ 
No. 区 章 5 0 ライ さ 3 1 ライ さ 
( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
私 は 、 他 者 か ら の 分 
2 8 9 ま 23.2 2 
18 座 ・ 独 立 を 好む 17.354 Kk 仙 上 11.409 3.298 7$ 
私 は 、 一 人 ずつ 個室 
20 に いつ 24.543 30.585 13.710 21.381 9.779 
_。  - 関 叶 | ._ ドラ イ さ 
No. 章 5 0 ライ さ 3 0 ライ さ 
( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
私 [は 、 人 々 の 多様 性 
. 3 5 1.342 
21 を 認め る 。 $1.294 36.146 6.520 4.698 3 
私 は 、 互 い に 東 縛 し 
24 | あう こと を 好ま な 39.310 37.680 8.629 IM 22 3.260 
SN 
私 は 、 私 の 今後 の 進 
25 | 路 を 私 一 人 で 決め ら |BO.393 30.201 11.793 20.997 6.616 
れる 。 
INo.| 文 章 ドラ イ さ | ドラ イ さ | ドラ イ さ | ドラ イ さ | ドラ イ さ 
5 4 3 四 6 




























































































































































































| ( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
私 は 、 互 い に 臣 視 し 
7 | あう こと を 好ま な 50.144 36.721 $.944 $.081 2.109 
MO 
私 は 、 物 事 の 白 黒 を 
は っ きり させ よう と | 較 還 議 37.392 10.451 13.710 3.835 
礎 戸 
私 は 、 考 え 方 が 科学 
こう 13.327 23.298 MM 有 お 25.69$ 16.39$ 
私 は 、 物 事 の 決定 の 
テン 洲 が 速い 。 18.023 26.558 13.902 2 が 0229 14.286 
ドラ イ さ 寺 ドラ イ さ |,、- ドラ イ さ 
| 届 音 5 ライ さ 3 ライ さ 
( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
私 は 、 ひ と り で 他 者 
と は 別 の 道 を 歩む こ |21.381 39.693 15.724 18.792 4.410 
と を 好む 。 
私 は 、 派 閥 を 作る こ 
し を 上 う 。 37.200 34.803 13.998 10.547 3.432 
ー ドラ イ さ ドラ イ さ ドラ イ さ ドラ イ さ ドラ イ さ 
JI 区 章 5 3 の 
| | ( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
私 は 、 も の の 見 方 が 
客 個 的 で ある 」 25.887 39.214 16.203 14.669 4.027 
私 は 、 他 人 の うわ さ 
話 を する こと を 好ま 6.779 23.969 16.683 31.448 29 
の 
ー ドラ イ さ ドラ イ さ ドラ イ さ ドラ イ さ ドラ イ さ 
.| 文 章 5 が 3 の 
| | ( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
私 は 、 何 か 目的 が な 
いと 互い に 集まら な |20.709 38.351 8.150 22.627 10.163 
NN 
私 は 、 他 者 と 肌 と 肌 
と が 触れ 合う こと を 4.669 22.148 11.697 32.023 19.463 
まま UN 
私 は 、 人 形 遊 び を 好 29.626 19.271 13.327 23.695 12.081 
ーー 
親分 子 分 関係 
1.1 7 13. 19. .4 
に 31.160 7.996 3.039 9.367 8.437 
5 ドラ イ さ 0 ドラ イ さ 款 0 に 
4 2 
( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
6 | 私 は 、 人 間 関 係 の し IS.792 32.398 11.314 較 人 0 9.779 
が ら み が な く 自由 に 





























































































































了 動 き で きる 。 
私 は 、 互 い に 違 う 方 
48 | 向 に 進 び こと を 好 15.628 32.886 23.586 23.586 4.314 
[ 机 
私 は 、 私 の 今後 の 進 
$0 | 路 を は っ きり させ よ |29.530 32.982 52 19.6S$ $.081 
| 1 と する 。 
ドラ イ き さき |,、- ドラ イ さ |,.- ドラ イ さ 
No 区 章 5 1 3 0 
( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
科 は 。 考え カ が ビン 
51 愉 スラ ッ ク マ 2 9.012 23.394 22.433 30.010 15.149 
$5 私 は 、 甘え を 嫌う 。 3.319 23.873 17.929 30.872 13.806 
_- | 課 史 -- | 課 更 ドラ イ さ 
No 区間 5 夫人 3 2 
( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
S8 軸 接待 を 好ま な 28.476 32.023 14.937 18.504 6.040 
私 は 、 周 囲 か ら 孤立 
60 | する こと を 区 れ な 16.779 26.846 10.834 27.900 17.641 
し 
暫 | , 、_ ドラ イ さ |,、- ドラ イ さ 
No 区 章 8 2 3 R0 
| | ( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
61 私 は 、 公 私 混同 を 好 23.202 33.269 18.504 20.230 4.794 
記 2000 
私 は 、 周 囲 の 他 者 の 
64 | 足 を 引っ 張る こと を |7.651 34.324 8.533 6.903 2.589 
| | 野 ま な い 。 
私 は 、 個 性 的 で あろ 
4.132 ( 10. 
了 ちと する 。 39.693 34.13 656 0.738 780 
ドラ イ き さき |,.-  - | 課 更 ドラ イ さ 
No 区 章 8 6 3 財 中 
( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 














ウェ ッ ト さ の 状 定 








INO. 





















































る 。 








私 は 、 周 囲 の 他人 と 






























































































































































4 | 横並び で あろ うと す | 防 碑 8 19.463 7.862 32.598 32.598 
る 。 
ウツ に 5 明 還 較 | ノ エン ト 
No.| 文 章 さ 5 0 さ 3 0 さ 1 
( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
私 は 、 人 付き 合い で 
6 | 際 故 (コネ ) を 重 ん | 奄 040 18.696 13.423 34.516 27.323 
信和 
私 は 、 物 を 購入 する 
10 | と き ブ プラ ンド に こ だ 回 請 菩 22.339 8.245 21.093 41.419 
9 
因 旦 9 内 5 修 隊 還 較 | ノ エン ト 
No.| 文 章 さ 5 0 さ 3 0 さ 1 
( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
私 は 、 他 人 の プラ イ 
11 | バシ ー に 干渉 し た が | 必 紛 23.011 10.930 29.818 9IRINN 
の 。 
14 私 は 、 動 作 が ゆっ く 15.436 28.188 11.793 DS 17.066 
り で ある 。 
15 了 農耕 生活 を 好 5.561 17.546 13.519 25.791 37.584 
アーン の か ウン 人 | 。 較 較 症 還 | ノエ ント 
No.| 区 章 さ 5 人 さ 3 0 さ 1 
( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
私 は 、 前 例 が ある こ 
16 | と だ け を し よう と す | 介 9 17.450 12.848 41.707 23.586 
る 。 
私 は 、 閉 鎖 的 な 人 間 
1 9 22.244 11.985 29.914 28.95$ 
” 関係 を 好む 。 人 8 
19 層 依頼 心 が 強 10.738 32.886 17.354 26.942 12.081 
EN の か | 較 症 還 較 | ノエ ント 
No.| 文 章 さ 5 さ 3 4 さ 1 
( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
私 は 、 私 の 内 面 を 他 
22 Ma 14. 9 11. 28.380 19.463 
者 に 開示 し た が る 。 壮 還 還 較 四 征 目 | 
私 は 、 会 議 で 事前 に 
23 | 私 へ の 根回し が な い 28 15.149 16.683 30.393 31.448 
と 気 に 食わ な い 、。 
た 人 隊 還 較 | ノエ ント 較 還 較 較 | ノエ ント 
No.| 区 章 さ 5 さ 3 6 さ 1 
( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
26 私 は 、 他人 の 真似 を | 疫 60 17.929 11.026 37.776 30.010 















































































































































| ける こと を 好む 。 
on 人 に 5 hr 昌 較 | ノ エン ト 
No.| 駐 章 さ 5 0 さ 3 さ 1 
( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
私 は 、 人 事 が 停滞 し 
31 際 還 2 3.260 11.601 24.353 37.488 23.298 
私 は 、 現 状 を その ま 
32 | ま 追 記す る こと を 好 | 也 和 24.063 20.997 35.091 13.806 
ト 生 有 
私 は 、 私 の 属す る 集 
33 | 団 内 の こと に し か 関 上 財 50 18.313 8.723 37.967 26.846 
ly ん AM 人 
と た 人 0 隊 較 間 | ノ エン ト 剛 還 較 | ノエ ント 
No.| 区 章 さ 5 0 さ 3 軸 計 2 さ 1 
| | ( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
私 は 、 互 い に 行 動 を 
37 | 牽制 し 合う こと を 好 | 11.314 2 の 41.515 22.627 
ト 衣 
| | 服 は 、 取 る 行動 が 自 
| 還 還 の の 6.807 26.366 12.848 34.899 19.080 
私 は 、 主 流派 の 一 員 
| IN 9.396 20.614 15.628 33.653 20.709 
ES 上 アン 人 隊 還 較 | ノエ ント 
INo.| 文 章 さ 5 ( さ 3 ie さ 1 
| | ( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
私 は 、 付 き 合い で 仲 
41 | 間 内 以外 の 人 を 排除 | 画 02 15.820 10.547 36.817 32.790 
| | する 。 陸生 ee 
アウ Pe 人 に hn 較 凍 還 較 | ノエ ント 
No.| 区 章 さ 5 時 さ 3 0 さ 1 
( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
私 [は 、 周 囲 の 意見 に 
4 14. 4. 人 25.791 11.601 
7 陸 お きま 22 すし 9S7 34.995 656 $.79 60 
私 は 、 当 局 へ の 密告 
49 1 3.260 6.903 15.820 32.119 41.898 
アツ 人 | に ay 人 | 隊 症 還 較 | ノエ ント 
No.| 文 章 さ 5 0 さ 3 さ 1 
( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
私 は 、 人 付き 合い に 
お いて 、 部 内 者 と 部 
$2 外 者 と の 区 別に 、 こ 8.533 23.490 11.314 36.529 20.134 
/ 計 4 の 
私 は 、 人 当たり に お 
$3 | いて 、 粘 り 気 が あ $.561 14.76$ 21.764 36.242 21.668 
2 































































































$4 | 尿 は 、 い っ た ん 加入 | 太 褒 3.643 5.657 25.69$ 62.991 
' す る と な か な か 脱退 
で き な い 集団 ・ 団 体 
| 上 際 姓 む 。 
と た = 人 較 較 | ノエ ント 較 | ノエ ント 
No.| 区 章 さ 5 に さ 1 
( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
刺 ( は 。 私 と は 異な る 
$6 | 意見 を 持つ 人 に 対し | 陣 63 間 19.539 11.314 39.118 24.33 
| 民 真 容 で な い 。 
私 は 、 周 囲 の 他 者 に 
s7 | 良い 印象 を え よう | 厩 放 7 37.488 8.629 17.162 8.054 
と MMN つ も 所 に よる 。 
私 は 、 一 人 の 犯し た 
失敗 で も 周囲 の 仲間 
S9 と の 連帯 責任 と す 6.424 20.230 02 の 7 31.160 23.969 
る 。 
アン 用 | NIR 隊 症 還 較 | ノエ ント 
No.| 文 章 さ 5 人 さ 3 2 さ 1 
| | ( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
62 私 は 、 宗 教 を 信じ 4.602 9.588 13.615 20.134 32.061 
| | 隠 は 、 私 の 属す る 集 
団 の 利益 を (私 個人 
63 の 利 多 より も ) 優先 重く 4 21.668 17.450 32.982 19.080 
4 量 9 5 腔 ES 隊 較 較 較 | ノエ ント 
No.| 六 章 さ 5 (2 旨 さ 3 04 さ 1 
| | ( 強 ) (中 ) ( 弱 ) 
私 は 、 コ ンピュータ 
66 | を 使う の が 苦手 で あ | 陽 849 14.76$ 14.190 38.139 27.037 
る 。 








女々 し さと ウェ ッ ト さ と の 関連 に つい て の 、 ア ン ケ ー ト 調査 。 


回 答 結 果 


回 答 期間 2000 年 4 月 15 日 -2000 年 4 月 18 日 
回 答 数 207 
男 41.063 % 
女 58.937% 
10 代 33.333 % 





20 代 56.522% 
30 代 7.246 % 
40 代 2.899% 
S0 代 0.000% 
60 代 0.000% 
70 代 0.000% 











私 は 、 女 々 し い 。 


どちら で も な い 。 


私 は 、 女 々 し い 。 











31.884 


15.459 


52.637 


3.250 





\ 
24.638 


20.773 


54.589 





4.841 











34| 別 の 道 
を 歩む 
回 
を 好 


32.830 





還 








15.459 








51.691 








2.948 











上 0 
自立 指 
向 - 相 
据 依存 
中 向 








項目 内 
容 ( ド 
ラプ) 


中 陽 | 














私 は 、 女 々 し い 、。 


どちら で も な い | 私 は 、 女 々 し い 。 


項目 内 | Z 得点 -| 有 意 
容 


谷 



















































































| (62 ドン 
ト ) 
私 は 、 
則 人 付き 
6 へ 、 
互い に 
2 てい Hso19 14.976 57.005 4s23 oo 
る こ も た れ 
還 あう こ 
際 と を 好 
- ト 導 
私 は 、 私 は 、 
19 了 22.705 17.391 39.903 陸 s.888 Loon 
私 は 、 
派閥 を 0 
35 作 る こ |B3.333 13.043 53.623 ん HB130 oo 
と を 嫌 作 り た 
う が る 。 
[3 . 
広域 分 
散 指向 
- 過密 
| 了 和 
番 項目 内 
号 容 ( ド | 私 は 、 女 々 し い 。| どちら で も な い | 私 は 、 女 々 し い 。 有意 
33.333 16.908 49.758 -0.01 
34.300 15.459 50.242 -0.01 
、 6.232 17.391 46.377 -0.10 






































































































































的 で あ 
る 。 
[4 . 
多様 性 
の 尊重 
ー I 田 | 一 一 
指向 〕 
項目 内 IA 
ョ | 容 ( ド | 私 は 、 女 々 し い 。| どちら で も な い | 私 は 、 女々 し い 。 、 得点 -| 有 意 
中 ライ ) 07 モツ 
ト ) 
私 は 、 由 
横並び 2 
他人 と 
で あ 
4 | 、 |30.918 15.942 3.140 横並び 3.487 上 0.01 
2 の) 6 
で あろ 
だ 
な い 。 うと すず 
6 。 
私 は 、 
私 は 、 人 々 を 
人 人 る の 画 一 的 
21| 多 様 性 |43.961 16.423 39.614 な 枠 に |O.684 = 
を 認め は め よ 
る 。 9 の の 
る 。 
[5 . 
揚 人 間 
指向 - 
人 間 指 
向 〕 
主因 目 内 0 
ュ | 容 ( ド | 私 は 、 女 々 し い 。| どちら で も な い | 私 は 、 女 々 し い 。 、 ト Z 得 点 -| 有 意 
罰 | (ウェ エッ 
| | ト ) 
私 は 、 航 は 、 
他人 と 
の 触れ 中 っ 
S |, 、。 3.043 25.604 61.333 の 触れ |B.058 [0.01 
合い を の 
好ま な 還 
還 好む 。 
私 は 、 私 は 、 
私 の 内 
私 の 内 
22| 者 に 開 |29.952 21.739 48.309 - 2.986 上 0.01 
Ne 者 に 開 
状 0 計 三 。 
に の ys 
信和 が る 
な い 

















































































































[6 . 
状 縁 故 
指向 - 
% あ 改 指 
向 〕 
項目 内 則 
=| 容 ( ド | 私 は 、 女 々 し い 。| どちら で も な い | 私 は 、 女 々 し い 。 、| Z 得 点 -| 有 意 
中 ライ 57 キツ 
ト ) 
私 は 、 
私 は 、 人 付き 
g 改 合い で 
( 司 緒 故 
6 3 29.932 20.290 49.7S8 ( 3.192 上 |-0.01 
車 ん じ ネ ) を 
0 車 ん じ 
る 。 
私 は 、 了 
事前 に 10 
事前 に 
根回し 私 
が な 軸 
23 < て 27.053 21.739 51.208 根回し |3.928 0.01 
上 の が い 
も 気 に 
し な と 気 に 
Ne 食わ な 
Ni 
[7 . 
自由 主 
義 - 規 
制 主 
聞 〕 
項目 内 Ne 
ュ | 容 ( ド | 私 は 、 女 々 し い 。| どちら で も な い | 私 は 、 女 々 し い 。 、 ト Z 得 点 -| 有 意 
中 ライ ) (の ロウ ツ 
ト ) 
私 は 、 
行動 の 義 
自由 を 行動 の 
規制 さ 目 遇 を 
7 53.140 13.527 33.333 規制 さ |3.064 |O.01 
れる 還 
こと る こ 
を 好ま 際 
LMN 時 
24| 私 は 、|39.130 13.527 47.343 私 は 、 271 lkxx 
互い に 互い に 
東 縛 し 東 縛 し 
あう 1 





















































































































































時 と を 好 
を 好ま [ 和 い 
| 府 い 。 
還 私 は 、 
了 ナ 線 互い に 
行動 を 了 
率 仙 | し 行動 を 
27 に > ー|38.647 17.391 43.961 牽制 し |0.841 |kxx 
才 本 合う こ 
3 と を 好 
まま が よむ 
eb 5 
[8 . 
自律 指 
向 - 他 
律 指 
向 〕 
項目 内 項目 内 
符 ( ド | 私 は 、 女 々 し い 。| どちら で も な い | 私 は 、 女 々 し い 。| 。 傘 |z 得 上 有意 
還 | EN ツ 
ト ) 
周囲 の 
流行 に 私 は 、 
振り 回 周囲 の 
され 流行 に 
8 了 半 30.918 14.010 S5.072 本 り 向 下 7 人 8 人 [09 
(左右 され 
され の 
な い ) 
私 は 、 
私 の 信 決め ら 
後 の 進 れ な い 
23| 路 を 私 32.850 12.560 4.589 (周囲 の |3.345 |-0.01 
本 AN 上 響 を 
決め ら の) 
し る 。 
私 は 、 上 
の 取る 行 
取る 行 動 が 自 
38| 還 に 自 |27.536 15.942 $6.522 _ |.549 上 0.01 
2 主 性 に 
主 性 が 欠け 
ある 。 内 
[9 . 
反 同 調 
上 向 - 
同調 指 
向 〕 
番 [ 天 目 内 私 は 、 女 々 し い 。| どちら で も な い | 私 は 、 女 々 し い 。| 項目 内 ト 得点 -| 有 有意 | 












































































































































号 | 容 ( ド 容 
ライ ) (mm ツ 
| | ト ) 
私 は 、 
回 私 は 、 
0 周囲 に 
ず 自 律 2 
9 31.401 14.976 $3.623 同調 し |3.467 上 上 0.01 
的 で あ に が 
と 2 か 内 
と す 
る 。 
0 私 は 、 
他人 の 
真似 を 
真似 を 
26| す る |B3.816 15.942 30.242 内 2.3578 0.01 
の 
を 好ま 同和 
9000 
私 は 、 
少数 派 私 は 、 
に 属す 主流 派 
る の の 一 員 
39 で 構わ 29.469 17.874 32.657 の 3.681 0.01 
な い の 2 
と す 6 。 
の 。 
[ 1 
0 . 反 
権威 主 
義 - 権 
威 主 
義 〕 
項目 内 8 
ュ | 容 ( ド | 私 は 、 女 々 し い 。| どちら で も な い | 私 は 、 女 々 し い 。 、 | Z 得 点 -| 有 意 
号 | ニ (5 
1 ト 
) 
私 は 私 は 、 
史 ア 物 を 購 
ンド 入 す る 
10| に こ |27.536 16.908 $5.5S6 と き プ 4.422 上 0.01 
こわ 22 ド 
ら な 陸 2 き 
RW し 愉 うた 
[ 1 
人 
ライ 











中 正 


私 は 、 女 々 し い 。 


どちら で も な い 


私 は 、 女 々 し い 。 


有意 








27.053 


14.493 


58.44 


4.886 


-0.01 








43.478 


10.628 


45.894 


0.368 


入 .XX 丸 








15.942 











14.493 





69.56$ 











8.343 














私 は 、 女 々 し い 。 


どちら で も な い 


私 は 、 女 々 し い 。 


有意 














、|B3.816 

















14.493 





51.691 




































































































































































率 衣 で 曲 で あ 
ある 。 る 。 
私 は 、 
物事 の 私 は 、 
白黒 を あい ま 
( 析 あ (95720:5 
28| き り 36.232 19.807 43.961 ま に と I1.242 XX.XX 
させ ど め よ 
の 0 
と す 志 。 
る 。 
[ 1 
3 . 合 
理 指向 
- 壮 合 
理 指 
向 〕 
需 目 内 析 
ョ | 容 ( ド | 私 は 、 女 々 し い 。| どちら で も な い | 私 は 、 女 々 し い 。 、 上 得点 -| 有 意 
| ラ イ ) (ウェ ッ 
| ト ) 
取 は 、 私 は 、 
13| が 合理 |39.614 22.703 37.681 上 0.316 =. 一 
6 的 で あ 
的 で あ る 
上 
衝 は 、 私 は 、 
え 方 須 科 学 
29| が 科学 24.638 28.502 46.860 6 3.781 0.01 
6 的 で あ 
的 で あ る 
こ 。 
[ 1 
4 . 動 
的 指 丘 
- 静 的 
指向 〕 
誠 目 内 Ma 
ュ | 容 ( ド | 私 は 、 女 々 し い 。| どちら で も な い | 私 は 、 女 々 し い 。 、| ト Z 得 点 -| 有 意 
号 | ニ (ウェ ッ 
ライ ) ト 
) 
私 は 、 10 
動作 が の 
14 、 II22.703 28.986 48.309 ゆっ く < く |4.371 0.01 
す ば 8 
30 は 、|Pe.087 21.256 32.657 了 了 回 








































































































物事 の 昌 222 
決定 の が ゆっ 
g Ke 
ポ が 速 ある 。 
い 。 
[ 1 
上 
定着 指 
向 - 定 
着 指 
向 〕 
誠 目 内 8 
=| 容 ( ド | 私 は 、 女 々 し い 。| どちら で も な い | 私 は 、 女 々 し い 。 、 ト Z 得 点 -| 有 意 
評 | ニ (ウェ ッ 
遊牧 生 
Sg783 25.604 39.614 ほ を 好 PS06 kw 
[前 6 
私 は 、 
人事 が 
31 0 33.333 27.536 39.130 




















- 前 例 
量 向 〕 
項目 内 eki 
半 傘 ( ド 私 は 、 女 々 し い 。 | どちら で も な い 了 は 、 女 々 し い 。 | 。 傘 | 得点 有意 
罰 | (ZZ ギン 
| | ト ) 
私 は 、 
前 人 未 前 例 が 
中 の こ 前 例 カ 
と に ある こ 
16 も あ DI21 20.773 4.106 と だ け 685 上 [0.01 
えて 挑 0 
戦 す 
る . 6 
32| 私 は 、|B1.884 23.671 44.444 私 は 、 |2.068 上 |0.05 
現状 を 現状 を 
受 革 す その ま 
の ま 追 認 
する こ 




















































































































と を 好 
了 
項目 内 
容 
私 は 、 女 々 し い 。| どちら で も な い 私 は 、 廊 々 し い 。 | ゥ エッ Z 得点 -| 有 意 
39.130 22.705 38.164 0.158 ーー 
33| と に |36.715 15.942 47.343 1.668 0.05 
も 関心 
を 持 
誠 娘 
以外 の 
41 人 も 受 41.546 11.594 46.860 0.813 X.XX 
け 入 れ 
る 。 
注 ) 


意 水準 楓 の "-. 一 "表示 。1999 年 3 月 か ら 7 月 の 調査 に お いて 、 ド ライ と され た 、 項 
目 。 (左側 の 項目 。) 実際 の アン ケー ト に お いて 、 女 々 し いと され た 割合 が 、 よ 
り 多 か っ た も の の 、 有 意 水準 0.10 に は 達し な か っ た 、 項 目 。 

意 水 準 欄 の "x.xx" 表 示 。 上 記 の 調査 に お いて 、 ウ ェ ッ ト と され た 、 項 目 。 (右側 
の 項目 。) 実際 の アン ケー ト に お いて 、 女 々 し いと され た 割合 が 、 よ り 多 か っ た 
も の の 、 有 意 水準 0.10 に は 達し な か っ た 、 項 目 。 


ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ 。 日 本 的 、 東 アジ ア 的 、 欧 米 的 な 、 性 格 ・ 態 度 。 上 記 
の 両者 の 関連 に つい て の 、 ア ン ケ ー ト 調査 。 








回 答 結果 


回 答 期間 2000 年 10 月 下旬 。 
回 答 者 数 200 
男 43.500% 
女 56.500% 
10 代 34.000% 
20 代 53.000% 
30 代 10.500% 
40 代 1.500% 
S0 代 0.500% 
60 代 0.500% 
70 代 0.000% 


回 答 比率 」 








| (欧米 - 日 本 ・ 東 アジ ア ]〕 








回 答 比率 の 数 値 ・ グ ラフ 表示 


目 上 間 し に ジ 国 


より 東 ア ジア 的 (= 韓国 、 台 注 、 


時 ビ ピン. 的 ) な osol2o0 hoo 0 
> ト り 有 本 W 0 導 i?300 isOOO oooo 回 6 較 
5 はり KO な 四 Wo300 OOO icsoo 隔 較 





















































3 ・ ウ ェ ッ ト な か な 性格 ・ 態 度 の 因子 分 析 。 そ の 結果 。 数値 デー タ の 一 


暫 aRmw=mm ーーーーーーーーー 






























































































































































































































































































































































am Ak 
人 生き ウ コ ッ ト 。Wa aw ウィ 
由 本 計 四 骨 EEEGH 
上 - 拉 | 日 壮 Foleke8gryr rrewee or 
由 ipa 
中 時 - 才 4 | 0 
半 一 臣 結 層 | 3 邊 
時 還 角 語 計 EE: 旨 計 四 は 凍 Se 
旬 証 詩 提 - 拉 | 回 1 
前 三 : 三 ! 財 aceeeawmoo ame pr 
還 : 三 | 年 的 HE 
3 間 二 四 時 和則 
| + 定 E エ 柱 7 EHDO に 
半 還 較 | 1 還 - eg 由 ed 
半 1 お 記 る 半 NE ie 
] エ F 軸 ee 
香 王 目 四 に 議 eEOEH 
3 9 前 補 回 了 ai=ot- 准 ABN Io 
人 | 半 3 
記 ロ 凍る 8 由 ka 
朋 三 三 3 二 培 | 凍 計 TS 
狂 居 褒 人 半生 人 2 の 人 cOD 演 fa 
軸 閣 潤 9 割 人 9 od ト - poRCN ウイ 
上 導 寺 一覧 問 -- 科 四 3 
四 置 村 3 二 - 市 直 ド ? 
る 語 敵 る LR Pr 
回 ま 半 mo 
| + 科 還 欄 圧 還 3 電 0 ウェット 3 へ gl ウイ 
富 ビ 計 計れ 引 族 還 Me 
"| 5 宮司 E エ E 計 - の 1 回 了 19 革 天仙 ウニ 本吉 ドラ イ 
ーー 較 3 8 名 3 
由 田 人 
生得 一 田 劉 人 eee pr 
ee 計 2 1 市 学 | ET 
に + 境 す 哲 人 ト ] 避 了 9WG 肌 ウェ トライ 
富 エ 計 人 市 る Ce 
志 9 上 詩 一 前 宮 9 
由 | 日 eee 7 
還 Brew-p 当 tm 
| Fl P PT | SogeiuS0 宮 回 14 村 章 和 ウェット - 人 d 后 了 ドライ 
間 一 革 - 寺 - | ンー 
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ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 性 格 ・ 態 度 と 、 気 体液 体 分 子 運 動 パ ター ン と の 関連 。 
その 検証 を 行う た め の 、 ア ン ケ ー ト 調査 。 そ の 結果 。 


「 ド ライ ・ ウ ェ ッ ト な 行動 に つい て アン ケー ト 」 回 答 分 白 結 果 2005.03 大 塚 いわ お 
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性 格 と 感覚 、 知 覚 。 明 暗 。 温 冷 。 便 軟 。 緩 さと きつ さ 。 
鞭 張 と リラ ックス 。 


Iwao Otsuka 


性 格 と 感覚 、 知覚 。 明 暗 。 
温 冷 。 企 軟 。 緩 さと きつ 
さ 。 球 張 と リラ ックス 。 
明る い 、 暗 い 性 格 に つい て 
説明 : 明る い ・ 暗 い 性 格 に つい て 


2001.11-2003.09 初出 

1.. は じ め に 

筆者 は 、 よ く 、 「 自 分 は も っ と 明る い 性 格 に な り た い 
ん で す が ..…」 と いう 心理 相談 を する 人 を 見 か ける 。 あ る 
い は 、 日 本 社会 が 華やか な バブ ル 期 に あっ た 1990 年 頃 
は 、 「 人間 は 根 が 明る く な く て は ダメ だ 」 と いう 意見 
が よく 聞か れ た も の で ある 。 こ の よう に 、 一 般 に 性 格 
が 明る ぐ な が な る こと が 、 人 ん に と っ て 時 まし いこ と と し 
て 捉え られ て いる よう で ある 。 

し か し な が ら 、 ど うい う 性 格 が 、 な ぜ 明 る い 、 暗 いと 
考え られ る の か 、 従 来 の 心理 学 で は 、 き ちん と 分 析 ・ 
整理 され て いる と は いえ ず 、 よ り 深 い 解 明 が 必要 で あ 
る 。 

2. 明 る い 性 格 と は 。 

以下 の 表 は 、 性 格 に 明る さ を も た ら す 要因 に つい て 、 
明る い 印 象 を 三 える 形容 詞 を 収集 、 グ ルー ピン グ し 
て 、 表 形式 に まとめ た も の で ある 。 
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3. 性 格 の 明る さ の 根源 

「 明 る さ 」 は 、 本 来 、 物 理 的 な 光 が 、 人 間 の 視覚 に お け 
る 受容 落 細 胞 ( 雛 体 、 杏 体 ) を 刺激 し 、 神 経 に 明る さ 
に 関す る 情報 を 送り 込む こと で 感じ られ る も の で あ 

る 。 そ の 点 、 物 理 的 な 「 光 」 (太陽 光線 、 堂 光 

灯 ・・・) が 、「 明 る さ 」 を も た ら す 源 と な る 。 

「 明 る さ 」 は 人 間 の 視覚 を 有効 に する 点 、 人 間 の 環境 適 
応 能力 を 飛躍 的 に 向上 させ る 効果 を 持ち 、 そ の 点 、 根 本 
的 な 面 で 、 人 間 に と っ て プラ ス の 価値 を 持つ も の で あ 
る 、 と 言え る 。 性格 の 「 明 る さ 」 が 青 定 的 に 捉え られ 
る 理由 の 根源 も 、 こ の 点 に ある と 考え られ る 。 

人 間 は 光 の 持つ 「 明 る さ 」 を 手 に 入れ た 結果 、 生 活 上 の 
様々 な 利点 を 享受 で きる よう に な っ た 訳 で ある が 、 逆 
に そう し た 「 明 る さ 」 が 持つ 利点 と 同等 な 内 容 を 人 間 
が 性 格 的 に 持っ た と き に 、 そ の 人 の その 人 性格 が 「 明 る 
く 」 感 じ ら れ る 、 と 考え られ る 。 そ の 人 か 心 の 中 に 、 

周囲 を 明る く 照 らし 出す 「 光 」「 太 陽 」「 灯 」 に 当たる 
も の を 持っ て いる こと 、 あ る い は 光 の 持つ 性 質 と 同じ 
性 質 を 持っ て いる こと が 、 性 格 の 明る さ に つなが る 。 

明る い 性 格 は 、 色 と し て は 、 白 や 淡 黄 色 で 表 さ れ 


る 。 

性 格 を 明る くす る こと は 、 以 上 の 表 中 に あげ た 「 明 る 
さ 」 に 関連 し た 形容 詞 に 対応 する 性 格 を 持つ よう に 努 
旭 す る こと で 、 で きる と 考え られ る 。 

4. 暗 い 性 格 の 整理 結果 

一 方 、「 暗 い 」「 根 暗 な 」 性格 は 、「 明 る い 」 性 格 の 内 
容 を 逆転 し て 捉え る こと で 、 具 体 的 に は 、 以 下 の 表 の 
下 つ に まとめ られ る 。 


表 2 


一 言 で 言え ば 、 暗 い 性 格 は 、 当 人 の 心 が 「 聞 」 に 支配 さ 
れ た 、 あ る い は 光 を 失っ た 状態 に ある こと を 示し て い 
の kk、 の 語る 。 
暗い 性 格 は 、 色 彩 と し て は 、 黒 や 濃い 友 色 で 表 さ れ 
る 。 
$. 明 る い 社 会 に つい て 
社会 の 明る さ 、 暗 さ に つい て も 、 性 格 の 明る さ 、 暗 さ 
を 決定 する の と 共通 の 要因 に よっ て 、 そ の 明暗 が 決ま 
る と 考え られ る 。 
例え ば 、 日 本 の 法務 省 が 毎年 行っ て いる 「 社 会 を 明る 
くす る 運動 」 は 、 犯 非 や 疾 行 の 防止 と 大 を 犯し た 人 た 
ちの 更生 に つい て 理解 を 深め 、 人 々 が それ ぞ れ の 立場 
に お いて 力 を 合わ せ , 犯 卓 の な い 明 る い 社 会 を 築 こう 
人 和伸 e この 場合 、 犯 旧 と は 、 部 
さ 、 マ イナ ス さ と いっ た 暗 さ の 象徴 で あり 、 そ れ を 更 
生 に よっ て 、「 暗 い 」 犯 固 者 に 、 公 正 さ 、 他 人 の 役 に 立 
SO だ いっ た ブフ ラス の 性 質 を 6 ) と し て 考え みよ うと 
する の が 、「 明 る くす る 」 こ と に つなが っ て いる と 言 
スズ る 。 
一 方 、 社 会 に 出 て 行か ず に 、 引 きこ も り の 生活 を し た 
り 、 社 会 の 役 ( - 立 つ 学 働 を せ ず 、 いつ まで も 何 も せ ず 
に ぶら ぶら し て いる 「 ニ ー ト 」 と 呼ば れる 人 々 も 、 外 
出し て 外 の 明る い 光 に あ た ろ うと し な いと か 、 社 会 に 
と っ て 有益 な 活動 を し な いと いう 点 で 、 社 会 的 に 「 暗 
い 」 と 斉 える 。 こ うい う 、 別 の 意味 で マイ ナス の 価値 
を 持つ 人 々 が 、 閣 来 を 担う べき 若者 に 多い こと が 、 現 
在 の 日 本 社会 を 暗く し て いる と 言え る 。 
要 は 、 社 会 の 中 の 、 人 々 の 安定 し た 、 健 康 な 生活 を 一 か 
し た り 、 有 効 な 働き を 失っ て いる 病 的 な 部 分 = 「 暗 
さ 」 を な くし 、 人 々 が 、 変転 する 環境 に 対し て 適応 し 
て いく の に 有効 な 働き を 、 分 担 し て 積極 的 に 行う 社会 
が 「 明 る い 社 会 」、 と いう こと に な る 。 
その 点 、 性 格 に お いて も 、 社 会 に お いて も 、「 よ り 生 
活 し や すい 、 う まく 機能 する 」=「 プ ラス 」= 「 明 る 


い 」、 「 生 活 し に くい 、 機 能 し な い 」=「 マ イナ ス .」 
=「 暗 い 」 と 広く 詩 え そ う で ある 。 そ の 人 点 、「 明 る 
さ 」 と 「 (社会 的 ) 機能 」 の 概念 と は 深い 関係 に ある と 
青 拉 る 。 

「 明 るい 社会 」 は 、 挿 に 、 閣 来 も 積極 的 に 生き て いき 
いら いう 希 涯 、 ! う 6 を える 社会 で ある 。 この 希 
望 や 光 は 、 格 来 へ の 「 プ ラス 」 の 展望 、 す な わ ち 、 生 
活 が よく な る と か 、 よ り 和 生き延び や すく な る と いっ た 
予測 が 、 晴 れ た 山頂 か ら の 眺め の よう に 、 有 眼下 に 穫 明 
に クリ ア に 広く 開け る こと で 生じ る 。 

青 大 時 の 山岳 展望 の よう に 、 純 粋 に 視覚 的 な 「 明 る さ 」 
と 、 社 会 の 閣 来 展望 みた い に 、 よ り 思 考 的 、 価 値 的 な 

「 明 る さ 」 と の 関連 づけ が 、 人 間 の 神経 内 で どの よ 
9 に 行わ れ で いる が (まゆ 、 ま だ よく 連 か っ て いな かい と い 
う の が 現状 で あろ う 。 そ の 辺 の 関係 を 今後 明らか に で 
きま の 考え (GUN の ミ だ > 
6. ア ン ケ ー ト 調査 に よる 確認 
上 記 説 明 が 正しい か どう か 、 上 記 説 明 で 「 明 る い 」 と 
し た 性 格 が 、 実 際 に 、 そ の 反対 内 容 よ り も 「 よ り 明 る 
1 と の し られ くつ の が だ meb で 表 全 し な 
具体 的 に は 、「 明 る い 」「 暗 い 」 性 格 に つい て の アン 

ー ト と 称し て 、 筆 者 の web サ イト に 心理 テス ト を 体験 
に 集まっ て くる 利用 者 に 、 「 次 の 調査 に 回 答 し て く 
れ た ら 、 心 理 テ スト が 出来 ます 」 と いう 関所 を 設け 

その 関所 の と ころ で 、 「 以下 の 性 格 を 記し た 左右 の 文 
章 の 対 を 読ん で 、「 よ り 明 る い 」 と 思う 方 を 選択 し て 
下さ い 」 と 回 答 を 求め た 。 
その 結果 、 上 記 説 明 で 「 よ り 明 る い 」 と し た 14 項 目 中 11 
項目 で 、 実 際 に 、 過 半数 の 割合 で 、 統 計 的 に 有意 に 「 よ 
り 明 る い 」 と 感じ られ て いる こと が 分 か り 、 ほ ほぼ 説明 
が 旧 し いこ と が 2 か っ た 。 

一 方 、 有 意 差 が な い 項 目 が 1 項目 あっ た (3.「 裏 表 が な 
い ・ あ る 」) 。 こ れ は 、「 裏表 が な い 」 と いう 表現 
が 、 主 な 回 答 者 で あっ た 若年 層 に 分 か り に く か っ た た 


め と 考え られ る 。 

統計 的 に 有意 に 「 よ り 明 る い 」 と され た も の の 、 割 合 
が 50% に 届か な か っ た 項目 は 2 項目 あっ た (12.「 輝 か し 

い 」 と 14.「 速 い 」) 。 こ れ ら に つい て は 、 「 明るい 性 

格 を 示し て いる 」 と は あま り 強 く は 主張 で き な い か も 

知れ な い 。 

回 答 時 期 

2005 年 09 月 中 旬 

回 答 数 203 

男 32.512% 

女 67.488 % 

10 代 44.33$% 

20 代 35.468 % 

30 代 14.778% 

40 代 3.941% 

s0 代 1.478% 

60 代 0.000% 

70 代 0.000% 

回 答 比率 
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ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と 温 冷 ・ 明 暗 感 と の 関連 に つい て 
(c) 2002.2-10 初出 


[要約 ] 
2 で は 、 ド ライ マウ ェ エッ ト な 感 見 と 、 当 が ざ : 例 た 


さ 、 明 る さ ・ 暗 さと の 関連 が どう な っ て いる か に つい 

て 館 べ る 。 

乾 混 ・ 温 冷 ・ 明 暗 の 感覚 は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 感覚 の モー 
ド に よっ て 知覚 され る が 、 そ れ ら の 間 に は 、 次 の よう 

な 相関 関係 が 成り 立つ と 考え られ る 。 
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1. ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ と 油 冷 感 

人 間 は 自分 の 体温 に 近い 温度 の 存在 物 を 「 温 か い 」 と 感 
じ 、 体 温 よ り 大 分 下がる と 「 浴 た い 」 と 感じ る 。 

「 温 か さ 」 を 感じ させ る 体温 を 持つ 相手 が 自分 の 身近 

に くっ つい て いる = 互い に 近い 距離 に ある と 、 相 手 の 

体温 を 身近 に 感じ て 、「 温 か い 」 と 感じ る 。 相 手 と の 

間 に 隙 間 が な く ぴ っ た り 密 着 し て いる と 、 互 い の 間 に 

ある 体温 で 温め られ た 空気 が 逃げ な い 。 一 方 、 互 い に 

離れ て いる と 、 相 手 と 間 了 が 空き 、 両 者 の 隙間 に 冷た 

い 風 が 入り 込む 余地 が で きる た め 、「 準 た い 」 と 感じ 

と 
これ は 、 物 理 的 な 距離 だ け で な く 、 心 理 的 な 距離 に も 

当て は まる 。 相手 と の 間 に 距 離 が な く な り 、 心 理 的 な 

ー 体 ・ 融 合 感 、 密 着 感 を 強く 持つ 場合 に 相手 の こと が 

「 温 か い 」 と 感じ られ る 。 そ し て 、 そ の まま そこ に 定 
住 ・ 定 着 す る こと で 互い に 心理 的 に 近い 、 互 い に 「 温 

か い 」 と 感じ る 状態 を 維持 し 続け る こと が で きる 。 こ 

こ で 各自 が その 場 に 静止 せ サ ず に バラ バラ に 独自 の 方 向 

に 動く と 、 相 互 の 間 の 一 体感 が た 失わ れ 、「 浴 た い 」 と 

の よう に お る 。 

対人 関係 が も た ら す 心理 的 な 温か さ ・ 浴 た さ に 関し て 

は 、「 温 情 」 イ ンタ フェ ー ス ・ デ ザイ ン の ペー ジ へ の 
リン ク を 参照 され た い 、。 

この 場合 、 相 手 と の 間 の 心理 的 な 一 体 ・ 融 合 や 密着 、 そ 


の 状態 の 現状 維持 と いっ た キー ワー ド は 、 ド ライ - 
ウェ ッ ト さ の 次 元 か ら は 、 互い に 心理 的 に 近づき 合う 
こと 、 近 づき 合っ た まま その 場 に 定着 する こと を 指向 
する 点 、 全 て 「 ウ ェ ッ ト 」 さ と 関連 が ある 。 
すず な わ ち 、 心理 的 に ー つ に な る うと する こと は 、 互い 
に 近づき 、 引 きつ け 合 お うと する 、 引 力 の よう な 力 が 
そこ に 働い て いる こと を 示し て お り 、 こ の 力 は 、 人 間 
に 対し て 「 ウ ェ ッ ト 」 な 感覚 を も た ら す 現実 の 液体 分 
子 間 に 働 く 分 子 間 力 と の アナ ロジ ー で 捉え る こと が で 
きる 。 
また 、 心理 的 に ひと まとまり に な っ た 状態 で 定着 し 、 
そこ か ら 動 こう と せ ず に 相互 の 温か い 関 係 を 維持 し よ 
うと する こと は 、 あ ちこ ち 動 き 回 る た め に 必要 な 運動 
エネ ルギー が 小さ いこ と を 示し て いる 。 ド ライ な 感覚 
を 人 間 に 芋 える 気体 分 子 が 紙 え ず 方 々 へ と 大 きく 動き 
回 っ て 、 互 い の 間 の 隙間 を 大 きく 取る の に 対し て 、 
ウェ ッ ト な か 感覚 を え る 液体 分 子 は 、 互 い に く っ つき 
合っ た 状態 で あま り 動き 回 ら な い 。 こ れ は 、 液 体 分 子 
の 運動 エネ ルギー が 小さ いこ と を 示し て お り 、「 温 か 
い 」 状態 を 保つ た め の 定 着 に つい て も 、 ウ ェ ッ ト な か 液 
体 分 子 運 動 と の アナ ロジ ー で 捉え る こと が で きる 。 
こう し た 「 近 さ = ウ ェ ッ ト さ 」 が も た ら す 「 温 か さ 」 
は 、 遺 伝 的 な 「 近 さ 」 に も 関係 する 。 例 えば 、 親 子 関係 
は 、 互 い の 間 の 遺伝 子 の 共通 性 の 高 さ 、 す な わ ち 遺伝 
的 な 「 近 さ 」 に よっ て つなが る 、 強 固 な 温か さ を 備 え 
た 人 間 関 係 で ある 。 
相手 と の 共通 性 の 高 さ が 心理 的 近 さ = 温かさ を も た ら 
し 、 ひ いて は 互い に 相手 に 対し て 魅力 を 感じ て 近づき 
合い 、 そ の 状態 を その まま 維持 する こと で 心理 的 引力 
= ウェ ッ ト さ を も た ら す 、 と 言え る 。 
以上 迷 べ た 、「 温 か さ = ウ ェ ッ ト さ 」、 「 浴 た さ = ド 
ライ さ 」 の 相関 は 、1999 年 度 に 筆者 が 行っ た 、 性 格 ・ 態 
度 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ に 関す る アン ケー ト 調 査 結果 
か ら も 支持 され て いる 。 次 の 表 は 、 調 査 結果 を まとめ 


た も の で ある (回 答 者 釣 200 名 ) 。「 人 当たり が 冷た 
い 」 方 を ドラ イ と 評 し た 回 答 者 の 割合 が 、「 温 か い 」 
方 を ドラ イ と 評 し た 回 答 者 の 割合 より も 有意 に 多い こ 
と が 分 か る 。 ま た 、 寒 冷 色 の 青 を 好む 方 が 、 暖 色 の 赤 
を 好む より も より 「 ド ライ 」 と 評 さ れ て いる 割合 が 有 
意 に 高い こと が 分 か る 。 


表 _5 


2. ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ と 明暗 感 

明る さ ・ 暗 さ は 、 地 球 上 で の 人 類 の 生活 に お いて は 、 
太陽 の 日 差し の 有無 と 大 きく 関わ っ て いる 。 一般に 、 
GNU 「 明 る い 」、 太 陽 の 日 差し が 
届か な い 園 大雨 天 は 「 暗 い 」 感 じ が する 。 

雨 が いっ た ん 降っ て か ら 止 ん だ 後 し ば らく 経つ と 、 雨 
水 は 太陽 の 熱 に よっ て 薩 発 し 地上 か ら 消 えて いく 。 こ 
の 場合 、 混 っ た 水たまり は 、 日 陰 の 暗い 場所 に ずっ と 
残り や すい 、 明 る い 日 向 は 乾い て いる 、 と いう こと は 
経験 上 広く 知ら れ て いる こと で ある 。 

こう し た 説明 か ら は 、 人 間 の 生活 上 の 感覚 と し て は 、 
「 暗 い = 日 陰 = 水 た まり (水分 の 蒸発 が 少な い ) = 
ウェ ッ ト 」「 明 る い = 日 向 = 水 分 の 蒸発 = ドラ イ 」 と 
いう 相関 関係 が 成り 立つ 、 と 言え る 。 

また 、 日 本 語 で は 、 人 間 の 性 格 を 表す の に 例え ば 「 陰 
淫 」 と いう 言葉 が 頻 筐 に 使わ れる 。 こ の 言葉 は 、「 陰 
= 暗 さ 」 と 「 浅 = ウェ ッ ト さ 」 と が 互い に 強く 結び つ 
いて いる 、 相 関 関係 に ある こと を 示し て いる 。 
以上 の 説明 か ら 、「 明 る さ ミ = ドライ さ 」、「 暗 さ = 
ESA ド SI と まめ の の る こと が で きる 。 

な お 、 こ れ と 関連 し て 、 人 間 の 性 格 の 明る さ ・ 暗 さ に 
つい て は 、「 明 る い 」 性 格 に つい て の ペー ジ へ の リン 
ク を 参照 され た い 。 基本 的 に は 、「 明 る い 性 格 = ド ラ 
イ な 性 格 」 と 捉え られ る 、 と 言え そう で ある 。 


すなわち 、 明 る い 性 格 の 方 が 、。 

1) 対人 関係 が 、 引 きこ も ら ず 、 外 に 積極 的 に 出る と い 
うこ と で 、 開 放 的 で ある 点 、 ド ライ で ある 。 

2) 態度 が 、 よ り 元 気 、 快 活 、 活 動 釣 で ある と いう こと 
で 、 よ く 動 く 点 、 ド ライ で ある 。 

3) 物 の 捉え 方 が 、 物 事 を より 明瞭 に 、 ク リア に 捉え よ 
うと する と いう こと で 、 合理 的 で ある 点 、 ド ライ で あ 
る 。 
と 捉え られ る こと 。 

以上 迷 べ た 、「 暗 さき = ウェット さ 」、「 明 る さ = ミ ドラ 
イ さ 」 の 相関 は 、2002 年 10 月 に 筆者 が 行っ た 、 性 格 ・ 態 
度 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ に 関す る アン ケー ト 調 査 結果 
か ら も 支持 され て いる 。 次 の 表 は 、 調 査 結果 を まとめ 
た も の で ある (回 答 者 約 210 名 ) 。 「 人 当たり が 明る 
い 」 方 を ドラ イ と 評 し た 回 答 者 の 割合 が 、「 暗 い 」 方 
を ドラ イ と 評 し た 回 答 者 の 割合 より も 有意 に 多い こと 
0 が る 。 


表 _6 


3. 明 る い 性 格 と 温か い 性 格 と の 不 両立 

上 記 結 果 を 文字 通り 解釈 する と 、「 明 る い 性 格 (= ドラ 
イ な 性 格 ) = 浴 た い 性 格 」「 暗 い 性 格 (= ウェ ッ ト な 性 
格 ) = 温か い 性 格 」 と いう 相関 が 成り 立つ こと に な 
る 。 こ れ は 「 明 る い 、 か つ 、 温 か い 性 格 」 と いう 人 間 
に と っ て 望ま し い 性 格 同士 の 間 に 世 盾 が 存在 する こと 
を 示し て いる 。 明 る く か つ 温 か い 心 を 備え た 人 間 と い 
う の は 理想 的 で は ある が 、 現実 に は 成立 し 難い も の で 
ある 、 と 言え る 。 要 する に 、「 明 る い 」 性 格 と 、「 温 
か い 」 性 格 と いう の は 、 両 立 し な い の で ある 。 

4. ド ライ ・ ウ ェ ッ ト さ の 表現 と 色彩 コー ディ ネー ト 
以上 か ら 、 色 彩 を 用 いて ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ を 衣服 や 
生活 用 品 上 に 表現 し よう と する 場合 、 ド ライ さ は 、 

「 冷や か な 、 明 る い 」 色 を 、 ウ ェ ッ ト さ は 「 温 か い 、 


暗い 感じ の 」 色 を 用 いれ ば 効果 的 と 考え られ る 。 
具体 的 に は 上 記 [ 要 約 ] の 項目 内 に ある 、 ド ライ ・ ウ ェ ッ 
ト さ と 温 冷 、 明 暗 感 と の 相関 を まとめ た 表 の 色 使 い を 
参照 され た い 。 

(c) 2002.2-10 初出 


陰湿 さ に つい て 


2006.07 初出 

陰 混 さ は 、 暗 さき 。 ( 陰 ) と ウェ ッ ト さ ( 浅 り ) の 合 
体 、 合 成 し た 感覚 で ある こと 。 

日 常 生活 に お いて は 、 水 た まり と か は 、 暗 いと ころ で 
は 、 日 光 が 当 た ら な い の で 、 乾 き に くく 、 い つま で も 
ウェ ッ ト な 液体 の 水 の ま まで あり 、 明 る いと ころ で 
は 、 日 光 が 当 た っ て 乾き 、 ド ライ に な る と いう 関係 が 


ある 。 
要 は 、 明 る い = ド ライ 、 暗 い = ウ ェ ッ ト と いう 関係 が 
成り 立つ 。 


陰 混 さ は 、 次 の 複数 の 要素 か ら な る と 考え られ る 。 
(1) [ウェ ッ ト ] 相 手 に 対し て 、 ベ タ ベ タ 粘着 的 で あ 
り 、 繰 り 返 し 頻 向 に ネチネチ し つこ く 働 きか け を 行う 
Es 
暗い ] 相 手 に 対し て 、 相 手 に と っ て マイ ナス 、 ネ 
ガ テ ィ ブ 、 逆 機能 な こと を する こと 。 い じ め 、 い や が 
ら せ の よう に 、 相 手 が い や が る こと を する 。 
暗い ] 旧 合法 な こと 、 や っ た こと を 表 に 出す と 丘 
上 難 さ れる こと 、 や っ て は いけ な いと され る こと を 行 
う 。 胡 力 行為 、 金 を 奪う 行為 、 強 姦 等 の 人 権 侵害 行為 を 
行う と か いう の が それ で ある 。 
(4) [暗い ] 裏 で こっ そり 隠れ て 行う こと 。 秘 密 に する 
こと 。 表 に 出さ な いこ と 。 表 面 的 に は 、 い いこ と 、 何 
MA と を し て いる よう に 振る 舞う 。 表 面 を きれ 
に 飾り た て て 、 見 た 目 に は 問題 な いよ うに 見 せ か け 
有 ある い は 、 表 面 的 に は 仲の いい 振り を し て 、 裏 で 


陰口 を 叩く 。 

こう し た 対人 関係 の 陰湿 さ は 、 高 湿度 で 、 混 気 で ジ メ 
ジ メ し た 日 本 の 社会 風土 、 ム ラ 社 会 で は 、 会 社 で も 学 
校 で も 普通 に み ら れ る こと で あり 、 日 本 文化 の 特徴 で 
ある と いえ る 。 

また 、 対 人 接触 を 頻 繁 に 行い 、 表 面 を きれ い に 飾 る こ 
と が 好き な 、 女 性 的 な 特徴 で ある と 見 る こと も で き 
る 。 

2006 初出 


温か い 、 浴 た い 性 格 に つい て 
説明 : 温か い (冷た い ) 性 格 に つい て 


(c) 2000.05-2003.09 
1 . 

匠 々 の 会 話 で は 、 よ く 「A さ ん は 打算 的 で 癒 た い 人 
だ 」、「B さ ん は 思い や り の ある 温か い 人 だ 」 と いっ た 
こと が 頻繁 に 出 て くる 。 こ の 場合 、 性格 、 人 当たり の 
冷た さ は マイ ナス に 、 温 か さ は プラ ス に 取ら れる こと 
が 多い 

従来 、 社 会 心理 学 で は 、「 冷 た い - 温 か い 」 の 対人 感覚 
軸 に つい て 、 従 来 か ら 、 そ の 事 要 性 が 指摘 され て 来 
2 

例え ば 、 NN 1946] で は 、 人 の 性 格 を 表す 特徴 の 中 
、 あ る 且 言 が 入る こと に よっ て 、 2 
EH 象 が 大 きく 変わ る こ と 、 具 体 的 に は 、 「 温 かい 」 も 
し くば 1 信太 い 」 と いう 交 (CGN 
結 の 全体 印象 に 大 き な 違 い が 生 れる こ 
と が 、 指 摘 き れ て いる ・。 この 場合 、 人 物 の 全体 印象 
決定 づけ る の に 、「 浴 た い - 温 か い 」 の 対人 感覚 軸 が 、 

「 中 心 的 特性 」 DC 大 き な 影 響 力 を 持っ て いる と 
され て いる 。 

この よう に 、 性 格 の 温か さ 、 準 た さ は 、 付 き 合う 相手 


に 石 える 印象 に 大 き な 有 影響 を 持っ て いる と 言え る 。 付 
合う 相手 と 良好 な 人 間 関 係 を 持っ た り 、 相 手 に 自分 の 
こと を 育 定 的 に 受け 入れ て も ら う に は 、「 温 か い 」 性 
格 を 自分 自身 備え る よう に 常 日 頃 努 力 す る こと が 必要 
と な っ て くる 。 

また 、 温 か い 性 格 を 持つ こと で 、 自 分 が 所 属す る 集 

・ 組 織 の 緊張 ・ ス トレ ス を ほぐし て 作業 効率 を 向上 
させ た り 、 医 療 ・ 福 祉 施設 な ど で の 看護 ・ 福 祉 水準 を 向 
上 させ る こと が で きる 効果 が ある 。 

以下 の 本 文 で は 、 相 手 に 温か い 感 じ を 七 え る 対人 関係 
が どの よう な も の で ある か を 、7 つ の 原則 と 、 詳 細 な 
チェ ッ ク リ スト の 形 に まとめ て 提案 し て いる 。 

の 

「 温 か い 」 人 間 関 係 と は どの よう な も の で ある か 。 そ 
れ を 探る た め に 、 婚 存 の 人 間 同 士 の 関係 に お ける 

か さ を 実 現す る た め の 、 様 々 な 社会 関係 の あり 方 や 社 
会 的 相互 作用 の た め の 技 術 (ソー シャ ル ・ ス キル ) を 
炎 本 まあ を め だ こ と ど 。 

温か さ の 源泉 と な る 社会 関係 や 活動 に は 、 次 の よう な 
020 4006 

la) 友人 、 恋 人 (恋愛 ) 、 家 族 関 係 

b) 血縁 、 地 絹 - 通信 で 互い に つなが れ た 共同 体 ( コ 
ミュ ニテ ィ ) 関係 

護 、 保 育 、 福 祉 、 カ ウン セリ ング と いっ た 、 職 業 

活動 

、 寄 付 、 募 金 、 歳 末 助 け 合 いと いっ 

、 社 会 活動 


きれ ら に つい で に 、 詳 し く 説 用 ある と 。 

1) 友人 ・ 忘 人 ・ 家 族 関係 

la) 友人 関係 
友人 関係 の 特徴 は 、[ThibautKelly 1959] に よれ ば 、 好 意 
の 相互 性 、[Heys 1988] で は 、 相 互 の 引き 付合い 、 自 発 的 
相互 依存 、 い っ し ょ に いる と 楽し いこ と 、[Wright 1974] 


で は 、 親 密 さ 、 愛 情 、 相 互 援 助 、 と され て いる 。 
また 、 友 人 の ルー ル と は 、[Argyle,Henderson198?]1( に よれ 
ば 、 自 発 的 援助 、 相手 の プラ イバシー の 尊重 、 約 束 を 守 
る こと 、 相 互 依頼 、 相 手 の い な いと き に 代役 を する 、 
相手 を 公 の 場 で 三 難 しない 、 と いっ た も の と され る 。 
友人 関係 の 親密 度 の 羊 別に は 、[ 中 村 1989] に よれ ば 、 次 
の よう な 項目 が 説明 力 を 持つ と され る 。 
) 自己 開示 (自分 の 趣味 や 関心 事 に つい て 話す 、 個 人 
的 な 間 題 や 悩み に つい て 打ち 明け る ) 
2) 相手 の 評価 的 行動 (何事 に つけ 気 を つか う 、 何 か に 
つけ 相手 を 喜ば そう と 支 め る ) 
3) 自分 と 友人 の 近接 性 行動 (会 う の に 多く の 時 間 を 当 
て る 、 何 か に つけ 相手 を 誘う ) 
4) 相手 に 対す る 謝恩 感情 (負い 目 を 感じ る 、 す まな 
い ) 
$) 関係 関 司 件 (友人 と の 関係 の 持続 を 望む 程度 、 自 分 
が 友人 と の 関係 に 深く か か わっ て いる 程 度 ) 
コン ピュ ー タ の イン タフ ェ ー ス を より 友情 ある (友人 
関係 に 近い ) も の と する た め に は 、 こ うし た 項目 で 高 
得点 を あげ る よう に すれ ば よい 、 と 考え られ る 。 
ある い は 、 友 人 関係 を 忠 密 な も の に する 条件 は 何 か 、 
昧 密 性 (closeness) は どの よう に し て 表 出 され る か に つ 
いて は 、[Parks & Floyd 1996] が 明らか に し て いる 。 
1) 自己 開示 (互い に どの よう な こと で も 話す ) 
2) 援助 と サポ ー ト (互い に 助け 合う 、 互 い に そ ば に い 
0 

共有 され た 関心 と 活動 (共通 の 背景 、 興 味 関心 、 喘 
隊 価値 信念 、 活 動 を 持つ ) 
4) 関係 的 表 出 ( 緊 補 性 や 関係 の 価値 に つい て 、 表 出す 
る ) 

) 恋愛 関係 
(Romantic Love) 関係 は 、 上 記 の 友人 関係 が 、 異 
性 間 の も の だ っ た 場合 に 、 よ り 強 め ら れ た 形 で 出 て く 


る も の 、 と 考え られ る 。 
人 愛 関係 の 特徴 は 、[Rubin 1970]1 に よれ ば 、 (1) 親和 ・ 
依存 欲求 (一 比 に いた いな ど ) が ある 、 (2) 援助 傾向 
(相手 が 落ち 込ん で いた ら 、 元 気づけ る ) 、 (3) 排他 
的 感情 (相手 を 独占 し た い ) 、 と いっ た 点 に ある と 考 
えら れる 。 
(lc) 家族 関係 
敵 和 は 上 記 の 意 愛 感情 を 通過 し て 、 結 婚 し た 者 同 
士 の 関係 (夫婦 関係 ) 、 夫 婦 が 子供 を 作っ て 育て る 際 に 
生じ る 関係 (親子 関係 ) 、 子 供 同 士 の 関係 (兄弟 姉妹 関 
係 ) に 分 けら れる 。 
夫婦 間 の 心理 は 、 恋 愛 関係 時 に 比べ て 、 よ り 制 度 化 ・ 固 
定 化 され て 、 安 定 し て いる 。 
親子 間 ・ 子 供 間 の 心理 は 、 血 の つなが り が ある 点 、 相 互 
の 同一 性 が 高く 、 自 然 と 打ち 解け た 、 遠 慮 の いら な い 
関係 が で き あ が る 。 
2) 共同 体 (血縁 、 地 縁 - 通 信 に よる 結び つき に よ 
る ) 
共同 体 は 、 社 会 学 で は 、 ゲ マイ ン シ ャ フト 、 コ ミュ ニ 
ティ (MacIverR.M.) な ど と 呼ば れ て きた も の で ある 。 
[Toennies 18871 に よれ ば 、 共 同体 の 中 で は 、 人 々 は 、 全 
人 格 を も っ て 成 情 的 に 互い に 融合 し 、 親 密か な 相互 の 愛情 
と 了解 の 下 に 運命 を 共に する 、 と され る 。 
こう し た 相互 の 親密 さ 、 感 情 的 融合 、 愛 情 な ど が 、 共 同 
体 の 心理 の 特徴 と いえ る 。 こ れ ら の 心理 が 、 人 間 に 
「 温 かさ 」 を 感じ させ る も の に な っ て いる と 考え る 。 
0 ・ 福 祉 ・ カ ウン セリ ング 
護 婦 (看護 士 ) 、 保 母 (保育 士 ) 、 ソ ー シ ャ ル ワ ー 
5 の E ラ の で PU 
い 、 手 助け を 必要 と する 相手 に 援助 の 手 を 差し 伸 べ る 
に ある 。 
こう し た 層 者 支援 は 、 弱 者 に 対す る 温か い 思 いや り が 
前 提 と な り 、 そ の 点 で 、 人 に 対す る 温情 が 存在 する と 
考え られ る 。 


) 社会 活動 (ボラ ンティア 、 寄 付 ・ 募 金 な ど ) 
二 の の に に の 0 
いる 人 を 助け る (援助 する ) する こと で 、 人 の 役 に 立 
ち た い 、 と いう 考え 方 で ある 。 す な わ ち 、 自 分 が 他人 
に 助け られ た 時 、 人 の 心 の 温か さ に 触れ る 思い が し た 
の で 、 そ の 温か な 感じ を 、 少 し で も 多く の 人 に 分 け 王 
えた い 、 な ど と いっ た 、 人 に 対す る 温情 と 調 結 し た 動 
機 が 、 そ こ に は 含ま れる と 考え られ る 。 
こう し た 温か な 人 間 関 係 を も た ら す 心理 的 な 背景 と し 
て は 、 次 の よう な 点 が 考え られ る 。 
) 心理 的 近接 

他 者 が 、 心理 的 に 、 自 分 の すぐ 近く に いる こと を 感じ 
られ る 時 、 他 者 の 体温 を 、 より 身近 に 「 温 か く 」 感 じ 
られ る 。 し た が っ て 、 他 者 の 行動 を 「 温 か く 」 感 じ る 
CS 
心理 的 な 近 さ は 、 他 者 が 、 自 分 と 共通 ・ 同 一 の 考え 方 を 
持っ て いる と 近く 、 自 分 と 異質 ・ 反 対 の 考え 方 を 持っ 
て いる と 硬く 、 感 じ ら れ る 。 

(2) 環境 適応 = 体温 維持 へ の 貢献 
他 者 の 行動 が 、 自 分 の 体温 維持 = 生命 維持 (生存 ) に 頁 
献 する (役立つ ) 場合 に 、 他 者 の こと が 温か く 感 じ ら 
れる 。 す な わ ち 、 他 者 の 行動 が 、 自 分 の 環境 適応 (環境 
の 中 で 生き 延び る こと ) に 役立つ 場合 、 他 者 に つい て 

「 温 か い 人 だ 」 と いう 感じ が 得 ら れる 。 
他 者 (例え ば 親 や 友人 ) が 、 自 分 と 反対 の 意見 を 迷 べ て 
Ss まれ が 、 者 間 人 6 思っ て の 意見 だ っ た と 理解 
し た 場合 に は 、 温 か く 感 じ ら れ る 。 


こう し た 点 か ら は 、 性 格 の 温か さ ・ 浴 た さ は 、 人 間 の 
体温 感覚 と 深い 関係 が ある 、 と 言え る 。 心理 的 に 他人 の 
MO00NS012M と が で きる と 「 温 か い 」 と 感 
じ 。 そう で な いと (人 た い と 感じ る 。 

温か な 人 間 関係 は 、 人 間 が より よい お 条件 で 生存 し て い 
く た め に 、 互 い に 協 力 し あっ て 行く 上 で 、 そ の 人 心理 的 


な 基 乱 と な か る も の で あり 、 人 間 ら し い human な 気持 ち を 
保持 する 上 で 、 欠 か せな い 。 

温か い 人 間 関 係 が 構築 され る こと に よっ て 、 人 間 は 、 
より 心理 的 に 安定 し 、 他 者 に 対し て 、 友 好 的 な 心理 的 傾 
向 を 強め 、 ひ いて は 、 上 厳し い 自 然 環 境 下 を 生き 延び て 
いく た め に 必要 な 協力 (思い や り ) 行動 を 、 自 ら 進 ん 
で 積極 的 に 行う よう に な る と 考え られ る 。 従 っ て 、 温 
か い 人 間 関 係 は 、 人 間 の 生存 ・ 増 殖 の 可能 性 を 増大 させ 
る 行動 を 取ら せる 上 で 、 効 果 が ある と 考え られ る 。 そ 
れ ゆ え 、 温 か い 性 格 の 持ち 主 は 好 か れ 、/ 冷 た い 性 格 の 
持ち 主 は 遠ざけ られ る こと に な る 。 

2。 

(1) 「 温 か い 」 認 知 と の 関連 

[海保 etal. 1997] で は 、 認知 心 理学 に お いて 、 従 来 の 人 間 
の 知 的 側面 に 焦点 を 当て た アプ ロー チ を 「 塗 た い 」 も 
の と 捉え 、 そ れ と 対比 する 形 で 、 人 間 の 感情 に 焦点 を 
当 で だ アグ ロー チ を な 、 よ 温か いり い 5 中 知 と で 、 選 えら 
れる こと を 明らか に し て いる 。 こ の 知見 か ら は 、 人 間 
が 豊か な 感情 ( 喜 怒 豪 楽 ) を 備え て いる こと が 、 性 格 
の 温か さ に つなが る 、 と 考え られ る 。 

(2) 親和 欲求 と の 関連 

社会 心理 学 に お ける 、 人 間 の 持つ 、 他 人 と 一 緒 に いた 
い 、 と いう 欲求 、 す な わ ち 「 親 和 欲 求 」 の 概念 と 、 心理 
的 温か さと の 関連 を 考え た 場合 、 他 者 と 心理 的 に 近く 
に いる こと で 、 他 者 の 温もり を 感じ る こと が で きる 、 
と いう こと が 想定 され る 。 他 者 へ の 好意 や 心理 的 な 接 
近 を 図る こと が 、 心理 的 な 温か さ を 、 周 囲 に 紀 え る こ 
つの が が る 。 だ いえ る 。 

(3 う ) コン サマ トリ (cosummatory) コミ ュ ニ ケー ン ョ 


ン 

[磯崎 199?1 に よれ ば 、 人 間 同 士 の コミ ュ ニ ケー ショ ン に 
は 、 次 の よう な も の が ある 、 と され る 。 

1) 道具 的 (instrumental) コミ ュ ニ ケー ショ ン 目標 達成 
の 手 自 と で の ミュ ニク ーション 


2) コン サマ トリ (consummatory, 自 己 完結 的 ) コミ ュ ニ 
ケー ショ ン 緊張 解消 な ど コ ミュ ニケ ーション を 行う こ 
と それ 自体 が 目的 で ある コミ ュ ニ ケー ショ ン 。 


互い に 温か い 心 の 通い 合っ た 関係 で は 、 互 い に 話 を し 
た り 、 一 緒 に いる こと 自体 が 楽し く 、 幸 せ に 感じ られ 
る も の で ある 。 そ の 点 、 コ ン サ マト リ ・ コ ミュ ニケ ー 
ショ ン が 成立 する こと と 、 人 間 関 係 の 温か さと の 間 に 
は 大 い に 関 係 が ある と 言え る 。 
4) 人 間 関 係 の 「 対 等 さ 」 と の 関連 
人 間 同 士 の 間 に 、 温 か な 関係 が 構築 され る に は 、 両 者 
の 間 で の 、 関 係 ・ 権 利 上 の 対等 さ が 必 要 で ある と 考え 
られ る 。 互いに 、 相 手 を 平等 に 認め 合う 、 権 利 を 尊 還 
し 合う と いっ た 気持 ち が な いと 、 一 方 が 他方 を 一 方 的 
に 、 利 用 ・ 搾 取 す る 、「 準 血 的 」 な 関係 に 陥る か ら で あ 
る 。 
温か い 人 間 関 係 の 構築 に は 、 互 い に 相 手 の こ と を 、 自 
分 と 対等 に 思い や る 、 NN こい 
う 、「 温 か さ の 相互 性 ・ 対 等 性 」 と いっ た も の か 必要 
が かる 。 
($) 「 ソ ー シ ャ ル ・ ス キル 」 と の 関連 
「 温 か い 」 社 会 関係 や 活動 の 根底 に は 、 人 間 的 な 温もり 
や 共感 な ど を 構築 ・ 維 持 し よう と する 「 ソ ー シ ャ ル ・ 
スキ ル 」 が 働い て いる も の と 考え る こと が で きる 。 
ソー シャ ル ・ ス キル と は 、[ 相 川 199>1 に よれ ば 、 対 人 場 
面 に お いて 、 他 者 と の 関係 が 育 定 的 と か な る よう に 、 相 
手 に 効果 的 に 反応 する た め の 対 人 行動 、 と 定義 され 
これ を 、 コ ンピュータ と 相手 と の 関係 に 薄 き 換え 
た 形 で 再度 まとめ な お す と 、 以 下 の よ うに な る こと 。 
すなわち 、 コ ンピュータ が 相手 に 対し て 持つ べき ソー 
シャ ル ・ ス キル と は 、 コン ピュ ー タ 使用 場面 に お い 
て 、 コ ンピュータ と 相手 と の 関係 が 育 定 的 と な る よう 
に 、 コ ンピュータ が 相手 に 対し て 効果 的 に 反応 する た 
め の 対 人 動作 、 の こと を 指す 。 


ソー シャ ル ・ ス キル 自体 は 、 単 に 、 対 人 関係 の うま さ 
(上 手 さ ) 、 そ つの な さと いっ た 、 対 人 関係 技術 の 側 
面 を 表す 言葉 と し て も 用 いら れる の で 、 対 人 関係 の 温 
か さそ の も の を 、 表 し て いる わけ で は な いこ と に 注意 
する 必要 が ある 。 

ソー シャ ル ・ ス キル に お いて は 、 対 人 関係 維持 や 、 他 
者 と の 共感 的 ・ 援 助 的 か か わり に 関す る スキ ル 項 目 

が 、 温 か さ に 関係 ある 、 と 考え られ る 。 

「 温かさ 」 に 関係 の ある 、 具 体 的 な が ソー シャ ル ・ ス キ 
ル 項 目 は 、 次 の よう な も の で ある 。 

1) [ 策 地 、 堀 毛 他 19941 に あげ られ て いる 100 の ソー シャ 
ル ・ ス キル リス ト の 一 部 、 

2) [庄司 他 1990] の 子供 の 社会 的 スキ ル を 測定 する 尺度 
の うち 、 共感 ・ 援 助 的 か か わり に 関す る 部 分 、 

3) [Buhrnmester et al 1988][ 和 田 19911 に お ける 社会 的 ス 
キル 尺度 の うち 、 関係 維持 に 関す る 部 分 、 

4) [ 策 地 1988]1 に お ける 、 思 いや り に 関す る 尺度 で あ 

る 、KiSS-18 尺 度 の 全部 


4 . ま と め (温か い 性 格 の 条件 ) 

以上 の 内 容 を 踏ま ほえ て 、 具 体 的 に 、 ど の よう な 内 容 を 
持っ た 対人 関係 が 、「 温 か い 」 と 呼べ る の か 、 に つい 
て 、 以 下 の 表 に まとめ た 。 


表 7 

上 記 の 項目 (必要 条件 ) を 満た し た 対人 面 で の 性 格 が 、 
相手 に 温か さ を 七 える 、 と 考え られ る 。 

これ ら の 項目 が 温か さ 」 を 持つ 理由 は 、 究 極 的 に 
は 、 次 の 2 項目 に まとめ る こと が で きる 、 と 考え られ 
る 。 


表 _8 


(付記 ) 「 冷 た い 」 性 格 に つい て 

従来 、 ビ ジネス の 世界 に お いて は 、 対 人 関係 を 何ら か 
の 目標 達成 の 手段 ・ 道 具 と し て 捉え る 視点 に 立ち 、 さ 

ま ざ ま な 利益 計上 や 効率 追求 な どの 目標 ・ 課 題 達 成 し や 
すさ 、 す な わ ち 生産 性 の 向上 に 主眼 を い て いた 。 

し か し 、 こ うし た 見 方 で は 、 対 人 関係 は 、 ビ ジネス ラ 

イク な 感じ の する 、 冷 た く ド ライ な 感覚 で 結ば れる こ 

と に な り が ち で ある 。 こ うし た 対人 関係 は 、 間 に 温か 
い 血 潮 が 通い 合わ な い 、「 冷 血 (cold-hearted) 」 関 係 と 
で も 呼ぶ こと が で きる 。 こ の 場合 、 冷 た さ の 原因 は 、 

自分 の 利益 の み を 考え て 、 他 人 の 利益 や 福利 厚生 に 思い 
が 到 ら な い 、 自 己 中 心 的 な 打算 に 基づく 、 と いう 点 に 

ある と 考え られ る 。 

こう し た 対人 関係 の 冷た さ は 、 大 きく 分 け て 、 「 道 具 
的 冷た さ 」 と 、「 論 理 的 塗 た さ 」 「 知 的 た さ 」 の 3 通 
り に 分 類する こと が で きる 。 

「 道 具 的 」 対 人 関係 は 、 対 人 関係 を 、 何 か を する た め の 
手段 ・ 道 具 と し て し か 見 よう と し な い 視 点 で 作ら れ た 
関係 で ある 。 この 関係 は 、 一 方 の 人 間 が 、 仕 事 で 最大 
限 の 成果 を あげ る た め に 、 他 者 を 、 自 分 の 部 下 ・ 手 足 

と し て 、 可 能 な 限り 、 思 い の ま ま に こき 使う こと を 前 
提 と し た も の で ある 。 そ こ に は 、 対 人 関係 を 、 一 方 的 
な 支配 - 従 属 (隷属 ) 関係 で 結 ぼ うと いう 考え 方 が 見 て 
取れ る 。 こ うし た 対人 関係 か ら は 「 道 具 的 」 浴 た さ が 
生じ る 。 

「 論 理 的 」 対 人 関係 は 、 全 て を 、0 か 1 か 、「 は い 」「 い 
いえ 」、 「 合 法 で ある 」 「 違 法 で ある 」 の 論理 に 選 元 

する こと を 通し て し か 捉え る こと の で き な い 、 従 来 の 
コン ピュ ー タ 技術 者 や 法律 を 駆使 する 役人 な ど に 見 ら 

れ が ちな 関係 の あり 方 で ある 。 そ の 特徴 と し て は 、 融 
通 が 効か な い ( 子 定規 で ある ) 、 感 情 が な い (抑揚 
が な い ) 、 応 答 が 単調 で ある (ワン パタ ー ン 、 同 じ 動 
作 を 繰り 返す ) 、 感 触 が 固く 冷た い (金属 的 で ある 、 


ソフ ト さ に 欠け る ) 、 と いっ た 点 が あげ られ る 。 こ う 
し た 対人 関係 か ら は 「 論 理 的 」 浴 た さ が 生 じ る 。 

「 知 的 」 対 人 関係 で は 、 人 々 は 、 人 間 の 奥 診 に ある 感 情 
的 な 側面 を 押し 殺し 、 知 識 の み を 取り 出し て 、 互 い に 
「 准 静 に 」 や り と り し よう と する 。 そ こ で は 、 人 間 の 
知 的 な 能力 を 向上 させ る こと に 専ら 関心 が 行き 、 人 間 
同士 の 情緒 的 な 結び つき と いっ た 側面 に 関心 が 向 か な 
い 。 そ の た め 、 対 人 関係 は 、 知 的 に 洗練 され て は いる 
が 、 冷 た く て ドラ イ な も の と な る 。 こ うし た 対人 関係 
か ら は 、「 知 的 」 冷 た さ が 生 じ る 。 

こう し た 「 準 血 的 」 関係 は 、[Toennies,F.,1887] の 理論 か 
ら は 、「 ゲ ゼル シャ フト 。 (gesellschaft) 」 と も 呼ぶ こ 
と が で きる 。 TOeumes に よれ ば 、 ケ セル シャ フト と は 、 
諸 個 人 が 互い に 自己 の 目的 を 達成 すす る た め に 形成 し 
た 社会 関係 の こと を 指し 、 そ の 関係 は 、 人 工 的 機械 的 
で あり 、 そ こ で の 人 間 同 士 の 結合 は 、 人 格 の ご く 一 部 
の み を も っ て する 結合 で ある 。 そ こ で は 、 人 々 は 利害 
や 打算 に 従っ て 行動 し 、 返 礼 や 反対 給付 が 必要 と な る 。 
また 、 こ の ゲ ゼ ル シ ャ フト 的 社会 関係 に お いて は 、 

人 々 は 、 表 面 的 に は いか に 親密 に 振る 鍵 う と し て も 、 

な お 不断 の 緊張 関係 に お か れ 、 あ ら ゆ る 結合 に も か か 
わら ず 本 質 的 に は 分 離し て いる 、 と され る 。 

以上 の 内 容 を 踏ま えて 、 具 体 的 に 、 ど の よう な 内 容 を 
持っ た 対人 関係 が 、「 冷 た い 」 と 呼べ る の か 、 に つい 
て 、 以 下 の 表 に まとめ た 。 
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上 記 の 項目 (必要 条件 ) を 満た し た 対人 面 で の 性 格 が 、 
相手 に 「' 準 た さ 」 を 王 え る 、 と 考え られ る 。 
これ ら の 項目 が 「 冷 た さ 」 を 持つ 理由 は 、 究 極 的 に 
は 、 次 の 通り で ある 。 
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( 付 定 ) web 質 問 票 調査 に よる 確認 
上 記 の 、 温 か い ・ 準 た い 性 格 に つい て の 記述 が 、 実 際 
に 温か い ・ 冷 た いと 感じ られ て いる か どう か 確か め る 
web を 用 いた 調査 を 行っ た 。 
具体 的 に は 、「 温 か い 」「 塗 た い 」 性 格 に つい て の ア 
ン ケ ー ト と 称し て 、 筆 者 の web サ イト に 心理 テス ト を 体 
験 し に 集まっ て くる 利用 者 に 、 「 次 の 調査 に 回 答 し て 
くれ た ら 、 心理 テス ト か 出来 ます 」 と いう 関所 を 設 
け 、 そ の 関所 の と ころ で 、 「 以下 の 性 格 を 記し た 左右 
の 文章 の 対 を 読ん で 、「 よ り 温 か い 」 と 思う 方 を 選択 
し て 下さ い 」 と 回 答 を 求め た 。 
合計 で 200 名 程度 の 回 答 を 得 て 、 以 下 の よ うに 分 析 し た 
結果 、 上 記 の 、 温 か い ・ 準 た い 性 格 に つい て の 記 六 全 
て が 、 実際 に 温か い ・ 浴 た いと 感じ られ て いる こと を 
確認 で きた 。 
回 答 時 期 
2003 年 09 月 中 旬 
回 答 数 202 
男 29.208% 
女 70.792% 
10 代 48.515% 
20 代 30.693 % 
30 代 12.871% 
40 代 5$.446 % 
S0 代 2.475% 
60 代 0.000% 
70 代 0.000% 
回 答 比率 
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1.7 に つい て 、 全 て の 項目 で 、 当 初 「 温 か い 」 と 予測 し 
た 側 の 文章 が 、 統 計 的 に 有意 に 、 よ り 多 く 「 よ り 温 か 
い 」 と し て 選択 され た 。 
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[付録 ] 「 温 か い 性 格 」 チ ェ ッ クリ スト 

本 文 で 巡 べ た 、 温 か い 人 間 関 係 を も た ら す 「 温 か い 性 
格 」 に つい て 、「 こ うい うぶ うに する と 温か い 感 じ を 
周囲 に 所 え る こと が で きる 」 と いう 対人 関係 上 の 
チェ ッ ク 項 目 群 を 抽出 し た 。 

抽出 に 当たっ て は 、 上 記 の 、 温 か さ の 源泉 と な る 各社 
会 関係 や 活動 の あり 方 、 な いし その 基礎 に ある ソー 
シャ ル ・ ス キル か ら 、 温 か さ を 石 える 本 質 に 当たる 
ルー ル を 、1 人 ブレ イン スト ー ミ ング 形式 で 取り 出す 、 
と いう 方 法 を 取っ た 。 

抽出 ・ 作 成 し た 項目 を 、 ま と め の 内 容 に 従っ て 、 分 類 


4. リ ラッ クス ・ 安 心 

$. 受 容 ・ 共 感 

6. 豊 か な 感情 

7. 無 償 の 奉仕 

筆者 は 、 こ うし て 抽出 し た 項目 を 、 さ ら に 、 以 下 の の 
3 段階 に 分 け て 整理 し た 。 

1. 相 手 が 相 手 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を 開始 する 時 。 

2. 相 手 が コ ミュ ニケ ーション を し て いる 最 中 の 時 。 

3. 相 手 が コ ミュ ニケ ーション を 切り の よい と ころ で いっ 
た ん 終了 (中 断 ) し た 時 。 


以下 に 、 今回 抽出 ・ 整 理 し た 、「 温 か い 性 格 」 を 実現 す 
る た め の 人 簡便 な チェ ッ ク 項 目 の 一 覧 を 、 列 人 源 す る こ 


3 
表 中 、 「 oo さん 」 と いう の は 、 相 手 の 名 前 で ある 。 
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(c) 2000-200 初出 


温情 イン タフ ェ ー ス ・ デ ザイ ン (温か い 心 を 持っ た デ 
ザイ ン ) 


2000.05 


1 . は じ め に (冷血 cold-hearted イ ンタ フェ ー ス ) 
従来 . コ ンピュータ の 使い や すさ を 向上 させ る た め 、 
さま ざま な ユー ザイ ンタ フェ ー ス が 生み 出さ れ 、 そ れ 
ら を 効果 的 に 導き 出す た め の 、 デ ザイ ン 原 則 や ガイ ド 
ライ ン が 、 数 多く 提案 され て きた (例え ば 、[Nielsen 
1993] に お ける ヒビ ュー リス ディ ッ ク * ガ イド ライ ン や 、 
[Shneiderman 1992] に お ける 8 つの 黄金 律 な ど ) こと 。 
従来 の コン ピュ ー タ の ユー ザイ ンタ フェ ー ス ・ デ ザイ 
ン 原 則 は 、 コ ンピュータ 操作 を 何ら か の 目標 達成 の 手 
段 ・ 道 具 と し て 捉え る 視点 に 立ち 、。 (操作 効率 、 容 易 
さ な ど ) コン ピュ ー タ を 用 いた 、 さ ま ざ ま な 利益 計上 
や 効率 追求 な どの 目標 ・ 課 題 達成 し や すさ 、 す な わ ち 
生産 性 の 向上 に 主眼 を 曹 い て いた こと 。 

し か し 、 こ うし た 従来 の ガイ ドラ イン で は 、 コ ン 
ピュ ー タ と 利用 者 と の 間 は 、 ビ ジネス ライ ク な 感じ の 
する 、 冷 た く ド ライ な インタフェース で 和 ば れる こと 
に な り が ち で ある 。 

US シタ フキ ミース ヨシ ン ピ ョ ー ク と 1 用 用 と 
の 間 に 温 か い 血 潮 が 通い 合わ な い 、 「 冷 血 (cold- 
hearted) 」 イ ンタ フェ ー ス と で も 呼ぶ こと が で きる 。 
従来 の コ , ン ピュ ー タ の 浴 た さ は 、 大 きく 分 け て 、 「 道 
具 的 浴 た さ 」 と 、 「 機 械 的 浴 た さ 」 の 2 通り に 分 類する 


この の が NG きる 。 そし て 、 そ で れ で それ の 信 だ ざさ を 体 更 し た 
ヤジ フェ テス と し て 、 「 清 県 的 | イン スラ フェ ー ス 

と 、 「 機 械 的 」 イ ンタ フェ ー ス が 考え られ る 。 

「 道 具 的 」 イ ンタ フェ ー ス は 、 コン ピュ ー タ を 、 何 か 
を する た め の 手 段 ・ 道 具 と し て し か 見 よう と し な い 視 
点 で 作ら れ た イン タフ ェ ー ス で ある 。 こ の イン タ 
フェ ー ス は 、 利 用 者 自身 が 、 仕 事 で 最大 限 の 成果 を あげ 
る た め に 、 コ ンピュータ を 、 自 分 の 部 下 ・ 手 足 と し 
て 、 可 能 な 限り 、 思 い の ま ま に こき 使う こと を 前 提 と 
し た も の で ある 。 そこ に は 、 利 用 者 と コジ ビュ ョ ー タ の 
間 を 、 一 方 的 な 支配 - 従 属 (隷属 ) 関係 で 結 ぼ うと いう 
考え 方 が 見 て 取れ る 。 

「 機 械 的 」 イ ンタ フェ ー ス は 、 例 えば 、 「 機 械 的 応答 」 
と いう 言い 方 が ある よう に 、 全 て を 、0 か 1 か 、 な い 
し 、Yes か No か の logic に 選 元 する こと を 通し て し か 捉え 
る こと の で き な い 、 従 来 の ゴン ピュ ー タ の ハー ドウ ェ 
ア の 限界 に 基づく イン タフ ェ ー ス の あり 方 で ある 。 そ 
の 特徴 と し て は 、 融 通 が 効か な い ( 的 子 定規 で あ 
る ) 、 感 情 が な い (抑揚 が な い ) 、 応 答 が 単調 で ある 

(ワン パタ ー ン 、 同 じ 動 作 を 繰り 返す ) 、 感 触 が 固く 
准 た い (金属 的 で ある 、 ソ フト さ に 欠け る ) 、 と いっ 
こ 点 が あげ られ る 。 
イン ジン タ フェ ー ス の 「 機械 的 」 な 人 た さ は 、 コン ピュー 
タタ の 使い 方 に つい て 、 道 具 的 ・ ビ ジネス ライ ク な 考え 
方 が 主流 の 状態 で は 、 そ れ ほ ど 害 毒 を 及ぼ さ な い と し 
で 。: 評 容 き れ で て きた 。 

「 准 血 的 」 イ ンタ フェ ー ス は 、[Toennies,F.,1887] の 用 語 
を 借り て 、「 ゲ ゼル シャ フト 。 (gesellschaft) 」・ イ ン 
釣 エ ー ス と も 詳 こ と が で きる Teenmes に よれ ば 、 
ゲ ゼ ル シ ャ フト と は 、 諸 個人 が 互い に 自己 の 目的 を 達 
成す する た め に 形成 し た 社会 関係 の こと を 指し 、 そ の 
関係 は 、 人 工 的 機械 的 で あり 、 そ こ で の 人 間 同 士 の 結合 
は 、 人 格 の ご く 一 部 の み を も っ て する 結合 で ある 。 そ 
こ で は 、 人 々 は 利害 や 打算 に 従っ て 行動 し 、 返 礼 や 反対 


給付 が 必要 と な る 。 ま た 、 こ の ゲ ゼ ル シ ャ フト 的 社会 
関係 に お いて は 、 人 々 は 、 表 面 的 に は いか に 親密 に 振 
る 舞う と し て も 、 な お 不断 の 緊張 関係 に お か れ 、 あ ら 
ゆる 結合 に も か か わら ず 本 質 的 に は 分 離し て いる 、 と 
され る 。 

従来 の デザ イン 原則 や ガイ ドラ イン を 生み 出し て き 
た 、 認 知 工学 的 ・ エ ル ゴ ノ ミク ス 的 な アプ ロー チ で 
は 、 人 間 の 知 的 情報 処理 能力 向上 の 側面 や 、 人 体 へ の 生 
理 的 適合 の 側面 に 重点 を 賀 く あま り 、 コ ンピュータ と 
人 間 と の 情緒 的 な 結び つき と いっ た 側面 に 関心 が 向 か 
な いた め 、 知 的 ・ 工 学 的 に 洗練 され て は いる が 、 冷 た 
く て ドラ イ な 、 上 に 人 ぶ べた と ころ の 、 「 準 血 」 イ ンタ 
フェ ー ス を 生成 し が ちな の で は な いか ? 。 

の 

家庭 や 、 地 域 な どの コミ ュ ニ ティ の よう な 、 所 属す る 
人 間 同 士 が 互い に 温もり を 求め 合う 社会 関係 の も と で 
は. た ドラ マイ 人 が まま の イシ ンタ ラキ ー ズ は 、 半 の 
まま で は 明らか に 供 買 で ある 。 そこ で は 。 コンピ ョ ー 
タタ の イン タフ ェ ー ス を 、 あ る 程 度 温か く 、 人 間 的 で 
ウェ ッ ト に する 必要 が ある 。 

また 、 企 業 オ フィ イ ス の よう な 、 本 来 、 目 標 達成 的 ・ 打 算 
的 な 組織 の 中 で 、 利 益 を 生み 出す た め に 使う 場合 で 
もぉ 。 コン ピュ ー タ の イン タ ア ェ ー ス は 温か い 方 が 、 
使っ て いて リラ ックス し や すい し 、 心 が 和 ん で 、 精 神 
衛生 上 好ま し いと 考え られ る 。 あ る い は 、 コ ン ピ ュ ー 
タ の イン タフ ェ ー ス が 温か いと 、 利 用 者 に 、 心 理 的 な 
余裕 を 生み 出し 、 仕 事 上 の アイ デア が 出 や すく な っ た 
り 、 仕 事 が より は か どり や すく な る 効果 を 持つ か も 知 
れれ な い 。 

こう し た イン タフ ェ ー ス は 、 「 温 情 (warm-hearted) 」 
イン タフ ェ ー ス と 呼べ る 。 

社会 心理 学 の 分 野 で は 、「 準 た い - 温 か い 」 の 対人 感覚 
軸 に つい て 、 従 来 か ら 、 そ の 還 要 性 が 指摘 され て 来 
た 。 例え ば 、 【Asch 1946] で は 、 人 の 性 格 を 表す 特徴 


の 中 に 、 あ る 一 吉 が 入る こと に よっ て 、 そ の 人 物 の 全 
体 的 還 彰 が 大き く 秋 わ る こと 、 具体 的 に は 、 「 温 か 
い 」 も し く は 「 準 た い 」 と いう 形容 詞 を 入れ 替え た だ 
2 こ 大 き な 違 い が 生 
れる こと が 、 指摘 き され て いる 。 この 場合 、 人 物 の 全体 
印象 を 決定 づけ る の に 、「 準 た い - 温 か い 」 の 対人 感覚 
NIR 大 き な 影 響 力 を 持っ て い 
る と され て いる 。 


こう し た 「 温 か さ - 冷た さ 」 の 対人 感覚 還 は 、 コ ン 
ピュ ー タ の イン タフ ェ ー ス が 、 利 用 者 に 避 え る 印象 の 
面 か ら 行っ て も 、 壮 常に 車 愛 で あ る と 考え られ る 。 コ 
シン ピュー 020.8 放 人 える 全体 的 な 印象 が 、 「 温 か 
い 」 場 合 と 、「 塗 た い 」 場合 と で 、 大 きく 変わ る 可能 性 
が ある か ら で あ る 。 恨 区 デ 角 の イシ シタ ア エー ス 
を 、 "温か が か がく 」 す る こと で 、 利用 者 に 、 コ ンピュータ 
を 好ま し く 感 じ さ せる 度合 い が 大 きく 増え る こと に な 
り 、 イ ンタ フェ ー ス の 次 の 貞 的 な 向上 を 見 込む こと が 
で きる 。 
SO も た 人 が WW。 の エ ツ ド が こと 。 大間 介 褒 
こと 。) イン タフ ェ ー ス の 特徴 は 、 上 記 の 
[Toennies,F.,1887] に お ける 用 語 を 再度 借り て 、「 ゲ マイ 
ン シ ャ フト 。 (sgemeinschaft) 」・ イ ンタ フェ ー ス と で 
も 呼ぶ こと も で きる 。Toennies に よれ ば 、 ゲ マイ ン シ ャ 
フト と は 、 人 々 が 、 人 間 の 本 質 そ の も の に よっ て 結合 
し た 統一 体 で あり 、 そ れ 自 体 が 有機 的 な 生命 を 持つ 。 
の AA (は 、 人 RU こ 互 い に 融 合 
し 、 親 密 な 相互 の 愛情 と 了解 の 下 に 仙 を 共 に する 、 
だ 史 る 。 まだ た 。 で こ e0 は AL 。 9 0 
ンピュータ か 中 に 使用 日 的 と し て きた 。) 交換 売 
買 、 下 約 や 規則 と いっ た 概念 の 入り 込む 余地 は 少な 
い 、。 
この よう に 、 従 来 の 利益 追求 的 ・ 目 標 達 成 的 な 「 冷 た 
恒 全 コト ガン タ 開発 の た め に デザ イン 原則 や ガイ ド 


ライ ン を 利用 する 状態 か ら 抜け 出し て 、 温 か い 感 じ の 
する イン タフ ェ ー ス を 持つ コン ピュ ー タ を 作る た め の 
デザ イン 原則 や ガイ ドラ イン を 新た に 作成 する こと 
が 、 今後 、 コ ンピュータ と 人 間 と の 関係 を より 好ま し 
いも の と し て いく 上 で 必要 と な っ て くる の で は ある ま 
いか ? 。 
用 語 を 定義 むす る と 、 「 温 情 」 イ ンタ フェ ー ス と は 、 コ 
ンピュータ が 利用 者 と 互い に 親密 で 全 人 格 的 な 一 体感 
を 持て る よう な 、 人 間 的 で 、 温 か く ウ ェ ッ ト な 感じ を 
王 える イン タフ ェ ー ス の こと を 指す 。 こ うし た イン タ 
フェ ー ス は 、 コ ンピュータ や ロボ ッ ト が 、 閣 来 人 間 に 
近い 、 人 間 的 (human) な 振る 舞い を する 存在 に な る た 
め に は 欠か せな いと 考え られ る 。 ま た 、 利 用 者 が 、 コ 
ンピュータ に 愛着 や 親しみ を 持っ て 、 大 切 に 、 少 し で 
も 長く 使わ お うと する 気持 ち を 起こ す た め に も 必要 で あ 
る と 考え られ る 。 
3 . 
温か い 感 じ を 、 コ ンピュータ の イン タフ ェ ー ス に 七 え 
こ は 、 婚 存 の 人 間 同 士 の 関係 に お ける 、 温 か さ を 実 
現す る た め の 、 様 々 な 社会 関係 の あり 方 や 社会 的 相互 作 
用 の た め の 技 術 (ソー シャ ル ・ ス キル ) を 参考 に する 


必要 が ある 。 
温か さ の 源泉 と な る 社会 関係 や 活動 に は 、 次 の よう な 
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1a) 友人 、 恋 人 (恋愛 ) 、 家 族 関 係 
b) 血縁 、 地 絹 - 通信 で 互い に つなが れ た 共同 体 ( コ 
ミュ ニテ ィ ) 関係 

護 、 保 育 、 福 祉 、 カ ウン セリ ング と いっ た 、 職 業 
活動 
3) ボラ ンティア 、 寄 付 、 募 金 、 歳 末 助 け 合 いと いっ 
た 、 社 会 活動 


bkS2YG RE、 詳 0 ぐ 説 用 ポ る らら と 。 
1) 友人 ・ 恋 人 ・ 家 族 関 係 


la) 友人 関係 
友人 関係 の 特徴 は 、[Thibaut,Kelly 1959] に よれ ば 、 好 意 
の 相互 性 、[Heys 1988] で は 、 相 互 の 引き 付合い 、 自 発 的 
相互 依存 、 い っ し ょ に いる と 楽し いこ と 、[Wright 1974] 
で は 、 親 密 さ 、 愛 情 、 相 互 援助 、 と され て いる 。 
また 、 友 人 の ルー ル と は 、[Argyle,Henderson198?]1( に よれ 
ば 、 自 発 的 援助 、 相手 の プラ イバシー の 尊重 、 約 束 を 守 
る こと 、 相 互 舘 頼 、 相 手 の い な いと き に 代役 を する 、 
相手 を 公 の 場 で 括 難 し な い 、 と いっ た も の と され る 。 
友人 関係 の 親密 度 の 装 別 に は 、[ 中 村 1989] に よれ ば 、 次 
の よう な 項目 が 説明 力 を 持つ と され る 。 
1) 自己 開示 (自分 の 趣味 や 関心 事 に つい て 話す 、 個 人 
的 な 問題 や 悩み に つい て 打ち 明け る こと 。) 
2) 相手 の 評価 的 行動 (何事 に つけ 気 を つか う 、 何 か に 
つけ 相手 を 喜ば そう と 努め る こと 。) 
3) 自分 と 友人 の 近接 性 行動 ( 1 に 多く の 時 間 を 当 
て る 、 何 か に つけ 相手 を 誘う こと 。 
光 提 当 0 する 明生 乱入 還 じ に 当ら 
感じ る こと 。) 

) 関係 関与 性 ERR 自分 
の こ 深 く か か わっ て いる 程度 。 
ョ ンピュータ の イシ ンタ フク ョ ー 2 本 お の 
関係 に 近い ) も の と する た め に は 、 こ うし た 項目 で 高 
得点 を あげ る よう に すれ ば よい 、 と 考え られ る 。 
ある い は 、 友 人 関係 を 忠 密 な も の に する 条件 は 何 か 、 
昧 密 性 (closeness) は どの よう に し て 表 出 され る か に つ 
いて は 、[Parks 丸 Floyd 1996] が 明らか に し て いる 。 
1) 自己 開示 (互い に どの よう な こと で も 話す こと 。) 
2) 援助 と サポ ー ト (互い に 助け 合う 、 互 い に そ ば に い 
ea) 

共有 され た 関心 と 活動 (共通 の 背景 、 興 味 関心 、 喘 
間 価値 信金 、 活 動 を 持つ こと 。) 
4) 関係 的 表 出 ( 緊 補 性 や 関係 の 価値 に つい て 、 表 出す 
Oi の 


が あっ た と され る 。 コ ンピュータ の イン タフ ェ ー ス 
が 、 こ うし た 条件 を 満た せ ば 、 コ ンピュータ と 利用 者 
0 味 密 な も の と な る と 考え られ る 。 
恋愛 関係 

08 Love) 関係 は 、 上 記 の 友人 関係 が 、 異 
性 間 の も の だ っ た 場合 に 、 よ り 強 め ら れ た 形 で 出 て く 
る も の 、 と 考え られ る 。 

人 愛 関係 の 特徴 は 、[Rubin 1970]1 に よれ ば 、 (1) 親和 ・ 
依存 欲求 (一 緒 に いた いな ど ) が ある 、 (2) 援助 傾向 
(相手 が 落ち 込ん で いた ら 、 元 気づけ る ) 、 (3) 排他 
的 感情 (相手 を 独占 し た い ) 、 と いっ た 点 に ある と 考 
えら れる 。 

(lc) 家族 関係 

暫 和 0 上 記 の 恋愛 感情 を 通過 し て 、 結 婚 し た 者 同 
士 の 関係 (夫婦 関係 ) 、 夫 婦 が 子供 を 作っ て 育て る 際 に 
生じ る 関係 (親子 関係 ) 、 子 供 同士 の 関係 (兄弟 姉妹 関 
係 ) に 分 けら れる 。 

夫婦 間 の 心理 は 、 恋 愛 関係 時 に 比べ て 、 よ り 制 度 化 ・ 固 
定 化 され て 、 安 定 し て いる 。 

親子 間 ・ 子 供 間 の 心理 は 、 血 の つなが り が ある 点 、 相 互 
の 同一 性 が 高く 、 自 然 と 打ち 解け た 、 遠 慮 の いら な い 
関係 が で き あ が る 。 

2) 共同 体 (血縁 、 地 縁 - 通 信 に よる 結び つき に よ 

る ) 

共同 体 は 、 社 会 学 で は 、 ゲ マイ ン シ ャ フト 、 コ ミュ ニ 
ティ (MacIverR.M.) な ど と 呼ば れ て きた も の で ある 。 
[Toennies 1887]1 に よれ ば 、 共 同体 の 中 で は 、 人 々 は 、 全 
和 こ 互 い に 融 合 し 、 親 密 な 相互 の 愛情 
と 了解 の 下 に 運命 を 共に する 、 と され る 。 

較 昌 の 生日 
体 の 心理 の 特徴 と いえ る 。 こ れ ら の 心理 が 、 人 間 に 

「 温かさ 」 を 感じ させ る も の に な っ て いる と 考え る 。 

) 看護 ・ 保 有 ・ 福 祉 ・ カ ウン セリ ング 

看護 婦 (看護 士 ) 、 保 母 (保育 士 ) 、 ソ ー シ ャ ル ワ ー 


ー、 カ ウン セラ ー の 役割 は 、 病 人 や 幼児 な ど 、 畔 
い 、 手 助け を 必要 と する 利用 者 に 援助 の 手 を 差し 伸 べ 
ご の この る 。 

コン ピュ ー タ 初心 者 も 、 手 助け を 必要 と する 肝 者 と し 
て 提 え る こと が で きる の で 、 彼 ら 初 心 者 に 援助 の 手 を 
差し 出す 、 と いう コン ピュ ー タ の イン タフ ェ ー ス は 、 
護 ・ 保 育 な どの 職業 的 態度 と 、 共 通し て いる と いえ 
る 。 こ うし た 肪 者 支援 は 、 弱 者 に 対す る 温か い 思 いや 
り が 前 提 と な り 、 そ の 点 で 、 人 に 対す る 温情 が 存在 す 
考え られ る 。 

) 社会 活動 (ボラ ンティア 、 寄 付 ・ 募 金 な ど ) 

時 条 昌 Pt の に ほお ら の けら 
いる 人 を 助け る (援助 する ) する こと で 、 人 の 役 に 立 
ち た い 、 と いう 考え 方 で ある 。 す な わ ち 、 自 分 が 他人 
に 助け られ た 時 、 人 の 心 の 温か さ に 触れ る 思い が し た 
の で 、 そ の 温か な 感じ を 、 少 し で も 多く の 人 に 分 け 王 
えた い 、 な ど と いっ た 、 人 に 対す る 温情 と 調 結 し た 動 
機 が 、 そ こ に は 含ま れる と 考え られ る 。 

こう し た 温か な 人 間 関 係 を も た ら す 心理 的 な 背景 と し 
て は 、 次 の よう な 点 が 考え られ る 。 

1) 心理 的 近接 
他 者 が 、 心理 的 に 、 自 分 の すぐ 近く に いる こと を 感じ 
られ る 時 、 他 者 の 体温 を 、 より 生 近 に 「 温 かく 」 感 じ 
られ る 。 し た が っ て 、 他 者 の 行動 を 「 温 か く 」 感 じ る 
NE 
心理 的 な 近 さ は 、 他 者 が 、 自 分 と 共通 ・ 同 一 の 考え 方 を 
持っ て いる と 近く 、 自 分 と 異質 ・ 反 対 の 考え 方 を 持っ 
て いる と 遼 く 、 感 じ ら れ る 。 

(2) 環境 適応 = 体温 維持 へ の 貢献 
他 者 の 行動 が 、 自 分 の 体温 維持 = 生命 維持 (生存 ) に 頁 
献 する (役立つ ) 場合 に 、 他 者 の こと が 温か く 感 じ ら 
れる 。 す な わ ち 、 他 者 の 行動 が 、 自 分 の 環境 適応 (環境 
0 NgE と ) に 役立つ 場合 、 他 者 に つい て 

温か い 人 だ 」 と いう 感じ が 得 ら れる 。 


他 者 (例え ば 親 や 友人 ) が 、 自 分 と 反対 の 意見 を 迷 べ て 
も 、 そ れ が 、 自 分 の た め を 思っ て の 意見 だ っ た と 理解 
し た 場合 に は 、 温 か く 感 じ ら れ る 。 


温か な 人 間 関 係 は 、 人 間 が より よい 条件 で 生存 し て い 
く た め に 、 互 い に 協 力 し あっ て 行く 上 で 、 そ の 心理 的 
な 基盤 と か る も の で あり 、 人 間 ら し い human な 気持 ち を 
保持 する 上 で 、 欠 か せな い 。 

コン ピュ ー タ と 人 間 の 間 に お いて も 、 温 情 イ ンタ 

フェ ー ス が 構築 され る こと に よっ て 、 人 間 は 、 よ り 心 
理 的 に 安定 し 、 他 者 に 対し て 、 友 好 的 な 心理 的 傾向 を 強 
め 、 ひ いて は 、 上 厳し い 自然 環境 下 を 生き 延び て いく た 
め に 必要 な 協力 (思い や り ) 行動 を 、 自 ら 進 ん で 積極 的 
に 行う よう に な る と 考え られ る 。 従 っ て 、 温 情 イ ンタ 
フェ ー ス は 、 人 間 の 生存 ・ 増 殖 の 可能 性 を 増大 させ る 行 
動 を 取ら せる 上 で 、 効 果 が ある と 考え られ る 。 
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温情 」 イ ンタ フェ ー ス を 構築 する 上 で 、 コ ン ピ ュ ー 
タタ 側が 利用 者 に 対し て 、 総 合 的 に どの よう な 態度 を 取 
る べき か に つい て は 、 「 友 人 」 関係 と いう 視点 か ら 、 
まとめ の る こと が で きる 。 

(1) 友人 関係 -「 温 情 」 あ る 人 間 関 係 の 代表 - 

温情 」 あ る 対人 関係 は 、「 友 人 」 関係 に よっ て 代表 さ 
せる こと が で きる 。 友 人 関係 は 、 他 の 、 看 護 、 社 会 奉仕 
な どの 、 職 業 ・ 社 会 活動 に お ける 、 「 温 か な 」 人 間 関 係 
の 特徴 も 、 併 せ 持 つと 考え られ る か ら で あ る 。 

言い 換え れ ば 、 友 人 関係 は 、 他 の (共同 体 、 職 業 ・ 社 会 
活動 と いっ た ) さま ざま な 「 温 か な 」 人 間 関 係 の 基盤 
を な し て お り 、 人 間 関 係 の 温か さ の 「 共 通 」 部 分 に 当 
に CU の に だ 

この よう に 考え る と 、 コ ンピュータ と 人 間 同 士 の 温か 
な 関係 を 築く た め に は 、 コ ンピュータ が 、 人 間 に と っ 
て 、「 デ ィ ジ タル ・ フ レン ド (Digital Friend) 」 と で も 
呼ぶ べき 、 親 し い 友 人 と し て の 存在 に な る こと が 、 根 


本 面 で 、 必 要 と 言え る の で は ある まい か ?。 

(2) ペッ ト ・ 野 性 生物 と の 比較 

上 記 で べ た 、「 デ ィ ジ タル ・ フ レン ド 」 を 、 従 来 の 
ョ ヨシ ンピュータ や 日 ボッ ト の イン タフ ェ エー ス で 取り 上 げ 
られ て きた 、 ペ ッ ト ・ 野 性 生物 と 比較 し て みた いこ 

Me 
1) ペッ ト と の 上 比較 

コン ピュ ー タ 画面 上 で 活動 する ディ ジタル ベ ペッ ト と し 
て 、 ペッ ト が 電子 メー ル を 運ぶ 「PostPet (SONY) 」 な 
ど が 、 市 場 に 出回っ て いる 。 あ る い は 、 ペ ッ ト ロ ボッ 

ト と し て 、 「AIBO (SONY) 」 「 た ま (OMRON) 」 な 
ど が 、 人 々 の 注目 を 集め て いる 。 

こう し た ディ ジタル ベッ ト は 、 そ の 存在 に より 、 ス ト 
レス 発散 に 役立つ 、 愛 着 を 感じ る 、 心 が 休ま る (落ち 

着く ) 点 で 、 あ る 種 の 「 温 か さ 」 を 持っ て いる と 、 考 
えら れる 。 

し か し 、 人 間 同 士 の 関係 と 異な り 、 ペ ベット で は 、 利 用 

者 が 主人 で あり 、 ペ ベッ ト は 、 そ の 従属 物 、 愛 玩 用 品 な 

ど と し て 、 目 下 ・ 一 方 的 に 依存 ・ 隷 属す る 関係 と な る 。 
ベ ペット は 、 主 人 を 超え て は な ら な い 。 利 用 者 か ら は 、 

下位 に ある 存在 で ある 。 利 用 者 と の 間 に 、 友 だ ちの よ 

うな 、 対 等 の 関係 が 築け な い 。 

ベ ペット は 、 利 用 者 が 心 の 満足 を 得る た め の 手 段 に 過ぎ 
な いと いう 点 で 、 道 具 的 な 、 準 た い 側 面 を 併せ 持つ 。 

すなわち 、 ペ ッ ト は 人 間 に と っ て 都合 の よい 時 だ け 利 
用 され 、 用 が 終わ れ ば 、 一 方 的 に 見 捨て られ る 。 そ う 

いう 点 で は 、 人 間 と ペッ ト と の 間 に は 、 相 互 の 関係 に 
お いて 、 温 か さ の 通い 合い が 欠け る 可能 性 を 多 え ず は 
らん で いる 。 

そう いう 点 か ら は 、 「 温 情 」 イ ンタ フェ ー ス か ら は 、 

遠い 存在 で ある 、 と 受け 取る こと も で きる 。 

2) 野性 生物 と の 比較 

こう し た 限界 を 打破 する た め に 、 ペ ベ ペット で は な く 、 野 
生生 物 で ある 、 と いう 設定 を 持ち 出し た の が 、 人 工 生 


物 「FinFin (富士 通 ) 」 で ある 。 設定 を 「 野 生生 物 」 と 
する こと に より 、 利 用 者 と の 対等 性 が 保持 され る 。 し 
か し 、 こ の 野生 生物 と いう 設定 で は 、 生 物 が あま り 利 
用 者 と 親しく な り 過 ぎる と 、 野 性 を 失っ て 、 家 畜 ・ 
ベッ ト 化 する 人 危険 性 を 常に は らん で いる 。 そ こ で 、 利 
用 者 と の 間 に 一 定 以上 距離 を 弾 く 必 要 が 出 て くる が 、 
これ で は 、 利 用 者 に 対し て 近い 存在 に な れ な いし 、 温 
か さも あま り 伝 わら な い 、 と いう 問題 点 が ある 。 

3) 「 友 人 」 関係 の 優位 性 

上 記 で 取り 上 げた 、 ペ ッ ト ・ 野 性 生物 ・ 友 人 関係 間 の 相 
違 を 、 整 理 し て まとめ た の が 以下 の 表 で ある 。 


表 _13 
要約 する と 、 温 情 イ ンタ フェ ー ス の 組み 込み 相手 と し 
て 望ま し い の は 、 対 等 で あり 、 か つつ 関係 を 積極 的 に 持 
て る 、 互 い に 近 い 存在 に な れる 、 「 友 人 (ディ ジ タ 
ルフ アレ ノド ) , と いう と に る 。 

5 . 

(1) 「 温 か い 」 認 知 と の 関連 

[海保 etal. 1997] で は 、 認 知 心理 学 に お いて 、 従来 の 人 間 
の 知 的 側面 に 焦点 を 当て た アプ ロー チ を 「 塗 た い 」 も 
の と 提 え 、 そ れ と 対比 する 形 で 、 人 間 の 感情 に 焦点 を 
当て た アプ ロー チ を 、「 温 か い 」 認知 と し て 、 提 えら 
れる こと を 明らか に し て いる 。 こ の 知見 か ら は 、 コ ン 
ピュ ー タ が 豊か な 感情 ( 喜 銘 喜楽 ) を 備え て いる こと 
が 、 イ ンタ フェ ー ス の 温か さ に つなが る 、 と 考え られ 
6。 

2) 親和 欲求 と の 関連 
社会 心理 学 に お ける 、 人 間 の 持つ 、 他 人 と 一 緒 に いた 
い 、 と いう 欲求 、 す な わ ち 「 親 和 和 欲求 」 の 概念 と 、 心理 
的 温か さと の 関連 を 考え た 場合 、 他 者 と 心理 的 に 近く 
に いる こと で 、 他 者 の 温もり を 感じ る こと が で きる 、 
前 と が 想定 され る 。 こ の こと を 、 コ ンピュータ 


の イン タフ ェ ー ス に 応用 し て 、 利 用 者 へ の 好意 や 心理 
的 な 接近 を 図る こと が 、 心理 的 な 温か さ を 、 コ ン 

ピュ ー タ 利用 者 に 世 える こと に つなが る 、 と いえ る 。 
(3) コン サマ トリ (cosummatory) イン タフ ェ ー ス 
[磯崎 199>1 に よれ ば 、 人 間 同 士 の コミ ュ ニ ケー ショ ン に 
は 、 次 の よう な も の が ある 、 と され る 。 

1) 道具 的 (instrumental) コミ ュ ニ ケー ショ ン 目標 達成 
の 手段 と し て の コミ ュ ニ ケー ショ ン 

2) コン サマ トリ (consummatory, 自 己 完結 的 ) コミ ュ ニ 
ケー ショ ン 緊張 解消 な ど コ ミュ ニケ ーション を 行う こ 
と それ 自体 が 目的 で ある コミ ュ ニ ケー ショ ン 。 


この 知見 を 、 コ ンピュータ と 利用 者 と の 間 の 関係 に 拡 
張 し て 考え た と き 、 

1) コン ピュ ー タ を 、 企 業 の 売り 上 げ 増 加 な ど 目 標 達成 
の 道具 と し て 捉え る 「 冷 血 」 イ ンタ フェ ー ス は 、 道 具 
的 コミ ュ ニ ケー ショ ン に 対応 する 。 

2) コン ピュ ー タ が 利用 者 と 互い に 親密 で 全 人 格 的 な 一 
体感 を 持つ も の と し て 捉え る 温情 」 イ ンタ フェ ー ス 
ば ま 、 コ ヨン ピュ ー タ と の 対語 それ 自身 が 楽し い 、 コン 
ピュータ と の 一 体感 が 持て る 、 と いっ た 、 コ ミュ ニ 
ケー ショ ン そ の も の が が 目的 と な る コン サマ トリ ・ コ 
ミュ ニケ ーション に 対応 する 。 

0 で の がら と の 用 が る 。 

人 間 同 士 で も 、 互 い に 温か い 心 の 通い 合っ た 関係 で 
は 、 互 い に 話 を し た り 、 一 緒 に いる こと 自体 が 楽し 
く 、 六 せ に 感じ られ る も の で ある 。 利 用 者 が 、 コ ン 
ピュ ー タ と の コミ ュ ニ ケー ショ ン そ の も の に 価値 を 見 
い だ し 、 没 入 す る よう に な る こと を 目標 と し て 作ら れ 
だ 。 当 ジ ピュー スタ 人 の イシ タク ア ェ エー ス を 。 仮に パコ ヨン ササ 
マト リ ・ イ ンタ フェ ー ス 」 と 呼ぶ な ら ば 、 そ れ は 、 利 
用 者 が 、 コ ンピュータ に 対し て 、 温 か い 感 じ や 印象 を 
受け る よう に 設計 され た 、 「 温 情 」 イ ンタ フェ ー ス 
と 、 共 通 性 が 大 きい 、 と 考え られ る 。 


(4) 人 間 関係 の 「 対 等 さ 」 と の 関連 

人 間 同 士 、 な いし 、 コ ンピュータ と 利用 者 と の 間 に 、 
温か な 関係 が 構築 され る に は 、 両 者 の 間 で の 、 関 係 ・ 
権利 上 の 対等 さ が 必 要 で ある と 考え られ る 。 互 い に 、 
相手 を 平等 に 認め 合う 、 権 利 を 尊重 し 合う と いっ た 気 
持ち が な いと 、 一 方 が 他方 を 一 方 的 に 、 利 用 ・ 搾 取 す 
る 、「 冷血 的 」 な 関係 に 陥る か ら で あ る 。 

従来 の コン ピュ ー タ は 、 人 間 の 手足 と な る 道具 と し 
て 、 人 間 に 対 し て 一 方 的 に 奉仕 する 存在 と し て 、 人 間 
より 一 段 低く 見 られ が ち で あっ た 。 し か し 、 コ ン 
ピュ ー タ の イン タフ ェ ー ス を 、 利 用 者 に と っ て 温か な 
も の と する に は 、 こ うし た 見 方 を 乗り 越え て 、 利 用 者 
の 側 も 、 コ ンピュータ に 対し て 、 相 手 の こ と を 、 自 分 
と 対等 に 思い や る 、 温 か い 気 持ち で 接する 、 と いう 、 
「 温 か さ の 想 性 ・ 対 等 性 」 と いっ た も の が 必要 と な 
る 。 

($) 「 ソ ー シ ャ ル ・ ス キル 」 と の 関連 

「 温 か い 」 社 会 関係 や 活動 の 根底 に は 、 人 間 的 な 温もり 
や 共感 な ど を 構築 ・ 維 持 し よう と する 「 ソ ー シ ャ ル ・ 
スキ ル 」 が 働い て いる も の と 考え る こと が で きる 。 
ソー シャ ル ・ ス キル と は 、[ 相 川 199>1 に よれ ば 、 対 人 場 
面 に お いて 、 他 者 と の 関係 が 人 定 的 と か な る よう に 、 相 
手 に 効果 的 に 反応 する た め の 対 人 行動 、 と 定義 され 
る 。 こ れ を 、 コ ンピュータ と 利用 者 と の 関係 に 区 き 換 
えた 形 で 再度 まとめ な お す と 、 以 下 の よ うに な る こ 
と 。 す な わ ち 、 コ ンピュータ が 利用 者 に 対し て 持つ べ 
き ソ ー シ ャ ル ・ ス キル と は 、 コン ピュ ー 人 タタ 使用 場面 に 
お いて 、 コ ンピュータ と 利用 者 と の 関係 が 育 定 的 と な 
る よう に 、 コ ンピュータ が 利用 者 に 対し て 効果 的 に 反 
応 す る た め の 対 人 動作 、 の こと を 指す 。 

ソー シャ ル ・ ス キル 自体 は 、 単 に 、 対 人 関係 の うま さ 
(上 手 さ ) 、 そ を つの な さと いっ た 、 対 人 関係 技術 の 側 
面 を 表す 吉 葉 と し て も 用 いら れる の で 、 対 人 関係 の 温 
か さそ の も の を 、 表 し て いる わけ で は な いこ と に 注意 


する 必要 が ある 。 

ソー シャ ル ・ ス キル に お いて は 、 対 人 関係 維持 や 、 他 
者 と の 共感 的 ・ 援 助 的 か か わり に 関す る スキ ル 項 目 

が 、 温 か さ に 関係 ある 、 と 考え られ る 。 

「 温かさ 」 に 関係 の ある 、 具 体 的 な が ソー シャ ル ・ ス キ 
ル 項 目 は 、 次 の よう な も の で ある 。 

1) [ 策 地 、 堀 毛 他 19941 に あげ られ て いる 100 の ソー シャ 
ル ・ ス キル リス ト 。 

2) [庄司 他 1990] の 子供 の 社会 的 スキ ル を 測定 する 尺度 
の うち 、 共感 ・ 援 助 的 か か わり に 関す る 部 分 。 

3) [Buhrnmester et al 1988][ 和 田 1991]1 に お ける 社会 的 ス 
キル 尺度 の うち 、 関 係 維 持 に 関す る 部 分 。 

4) [ 稀 地 1988]1 に お ける 、 思 いや り に 関す る 尺度 で あ 
る 、KiSS-18 尺 度 の 全部 。 


6 . まとめ (温情 warm hearted イ ンタ フェ ー ス の 条件 ) 
以上 の 内 容 を 踏ま えて 、 具 体 的 に 、 ど の よう な 内 容 を 
持っ た イン タフ ェ ー ス が 、 「 温情 」 イ ンタ フェ ー ス と 
呼べ る の か 、 に つい て 、 以 下 の 表 に まとめ た 。 


表 _14 


上 記 の 項目 (必要 条件 ) を 満た し た イン タフ ェ ー ス 
が 、 利 用 者 に 温か さ を 世 える 、 と 考え られ る 。 
これ ら の 項目 が 「 温 か さ 」 を 持つ 理由 は 、 究 極 的 に 
は 、 次 の 2 項目 に まとめ る こと が で きる 、 と 考え られ 
る 。 


表 15 


| 
こう し た 「 温 情 」 イ ンタ フェ ー ス を 作り 上 げ る の に 必 
要 な 、 設 計 者 の 心構え に つい て 人 迷 べ る こと 。 

温情 」 イ ンタ フェ ー ス を 体現 し た ハー ド ・ ソ フト 


ウェ ア か 出来 上 が る に は 、 前 提 と し て 、 設 計 者 の 心 
に 、 「 温かさ 」 が な けれ ば な ら な い 。 す な わ ち 、 コ ン 
ピュ ー タ を 、 使 い 捨て の 道具 と し て こき 使 お うと する 
発想 か ら 、 脱 する 必要 が ある 。 設計 者 自身 が 、 コ ン 
ピュ ー タ を 、 自 分 自身 の 親しい 友人 と し て 、 作 成 後 も 
つき あっ て 行け る よう に 、 設計 し まう と ずる 心構え が 
あっ て 初め て 、 利 用 者 の 心 に 「 温 か さ 」 を 互 える イン 
NR ス を 実現 で きる 、 と 考え られ る 。 


了 中 べ SC で きだ 、 温情 イジ 角 ア エー ス が 、 す で 
に 出 て いる 製品 に お いて 、 ど の よう な 形 で 実現 され 、 
2 の まり の の 1 げ て いる か に つい て 、 館 べ る 。 
(1) キャ ラク タ (エー ジェ ント ) へ の 応用 事例 
以上 説明 し た 「 温 情 」 イ ンタ フェ ー ス を 、 コ ン ピ ュ ー 
タ シ ス テム 上 で 実現 する に は 、 従 来 の コン ピュ ー タ に 
ける 無機 帝 な マル チ ウ ィ ン ド ウ + ォ ダイ アロ グ ボ ッ ク 
ス オ ン リー の 状態 か ら 脱 却 し て 、 キ ャ ラク タ 。 (疑似 
人 格 ) を 登場 させ て 、 シ ステ ム と 利用 者 と の 距離 を 絹 
め る の が 効果 的 で ある と 考え られ る 。 従来 、 キ ャ ラク 
多 * イ ンジ ンタ ジェ ーー ズ スズ の シス テム は 、 エー ジェ ンド と 
いっ た 呼び 名 で 存在 する 。 
従来 、[ 間 瀬 etal 1996][ 河 野 etal 1999] な ど で 考 えら れ て き 
5 ジェ ント (な いし キャ ラク タ ・ イ シタ ジェー 
は 、 単 に シス テム 利用 上 の ガイ ド 、 操作 上 の ヘル 
負 利用 者 の 目標 達成 の 手足 と な かる だ け の 「 冷た い 」 
存在 で あっ た 。 最 近 で は この 人 が 遇 の か [米村 
etal 20001 に 見 られ る よう に 、 利 用 者 に 対し て 、 対 人 的 
な 上 魅力 を 確保 し よう と する 機 8 E を 付け 加え よう と する 
動き も 出 始め て いる 。 こ の 場合 、 対 人 魅力 と 温か さ に 
関連 が 生じ る と 考え られ る 。 
TV ゲー ム に 目 を 向け る と 、 か な り 以 前 か ら 、 利 用 者 に 
対し て 、 温 か な 感じ を え る キャ ラク タタ が 存在 する 。 
例え ば 、「 と きめ き メ モリ アル 」 (コナ ミ 199$) は 、 
ゲー ム 画 面 上 の 女子 高校 生 キ ャ ラク タ と 恋愛 を 行う 、 


シミ ュ レ ーション ゲー ム で ある 。 恋愛 関係 は 、 友 人 関 
係 が 異性 間 の 場合 に さら に 親密 な も の へ と 発展 し た 場 
合 を 指し 、「 温 か い 」 関係 が 基本 に ある 、 と 考え られ 
る 。 
この ゲー バ だ で は 、 登場 する キャ ラク タ ほ 、 ! こ ん に ち 
ほ 、 る Se さん 』 など と あめ あいさつ する だ け で が ながく 、 ! ぷ いっ 
し ょ に 帰り ませ ん か ?」 な ど と 、 利 用 者 に 好意 を 持っ て 
接近 し て きた りす る 。 あ る い は 、 「oo さ ん と 会 えて う 
を IOY で の 9 よ ま だ (テー ド 選 ) 請 S で くだ さゆ 
ね 」 と いっ た よう に 、 利 用 者 と 愛着 に 基づく 温か い 関 
係 を 持 と うと する こと 。 ま た 、 利 用 者 に と きめ いた 
り 、 逆 に 嫌い に な っ た りす る な ど 、 恋 愛 感情 を 利用 者 
に 対し て 抱く よう に な っ て お り 、 そ れ ら の 感情 を 、 表 
情 や セリ フ に 、 多 様 な 形 で 出す こと 。 そ の こと で 、 利 
用 者 の 気持 ち を キャ ラク タ へ と 、 ウ ェ ッ ト に 引き つけ 
る 役割 を 果たし て いる こと 。 

キャ ラク タ の セリ フ は 、 全 て 声優 の 声 に よっ て 吹き 込 
まれ て お り 、 コ ンピュータ 特有 の 単調 さ を 感じ な いで 
済む (豊か な 感情 を 感じ る ) よう に な っ て いる 。 続編 
の 「 と きめ き メ モリ アル 2」 (コナ ミ 1999) に お いて 
は 、 利 用 者 に 対し て 、 自 然 な 声 で 、「oo さ ん 」 と 呼び 
か ける シス テム が 付加 され て お り 、 さ ら に 、 感 情 豊か 
に 利用 者 に 接近 し て くる よう な 感じ を 抱か せる よう に 
DC き CO る の: 

こう し た イン タフ ェ ー ス は 、 利 用 者 の 、 温 か な 恋愛 感 
情 を 求め る 欲求 を シ 、 あ くま て で 擬似 的 で は ある が 、 満 足 
させ る こと で 、 利 用 者 の 心理 面 を 充実 させ る 効果 を 
持っ て いる と 言え る 。 

(2) ロボ ッ ト へ の 応用 事例 

「 温情 」 イ ンタ フェ ー ス は 、 ま た 、 人 格 を 持っ た ロ 
ボッ ト へ と 応用 する こと も 可能 で ある 。 ロ ボッ ト は 、 
コン ピュ ー タ 画面 上 の キャ ラク タタ と 異な り 、 物 理 的 な 
実体 を 持っ て いる 。 そ し て 、 実 際 の 空間 を 動き 回 る こ 
と が で きる 。 そ こ で 、 利 用 者 の も と に 、 近 寄っ て きた 


り (付い て きた り ) 、 一 緒 に 行動 し た り 、 物 理 的 に 抱 
合っ た り (な で られ た り ) と いっ た 、 利 用 者 と の 相 
互 作用 が 可能 と な る 。 
ロボ ッ ト は 、 一 定 以 上 の 体温 を 持っ て 、 触 る と 温か い 
感触 を 示す の が 望ま し い 。 ま た 、 表 面 は 、 機 械 的 な 冷 
た さ を な る べく な くし 、 和 柔らか い ス ポン ジ な ど で 和 覆う 
の が 好ま し いと 考え られ る 。 あ る い は 、 介 護 ロ ボッ ト 
で は 、 利 用 者 に 対し て 、 介 護 の 動作 を し な が ら 、 利 用 
者 を 思い や る 言葉 を 発する な どす れ ば 、 利 用 者 を 温か 
い 気 持ち に 導く 上 で 、 よ り 効 果 的 と 考え られ る 。 
ベッ トロ ボッ ト 「 た ま 」 (OMRON 1999) に お いて 
は 、 ロ ボッ ト の 体 表 を 、 温 か い 毛 で 包ん で 、 本 物 の 猫 
同様 、 利 用 者 に 温か い 感 触 を 紀 え る よう に し て いる 。 
また 、 行 動 面 で は 、 利 用 者 の 方 に 顔 を 向け る と いう よ 
うに 、 利 用 者 に 心理 的 接近 を 図る 行動 を 取っ た り 、 利 用 
者 と 、 撫 で て も ら う な ど 身 体 的 接触 を 持つ こと で 、 利 
用 者 の 、 親 近 感 や 安心 感 へ の 欲求 を 満足 させ る も の と 
が つ 〇 で いる 。 
ある い は 、 ペ ッ ト ロ ボッ ト 「AIBO」 (SONY 1999) に 
お いて は 、 利 用 者 が ロボ ッ ト を 撫で て や る と 、 喜 ん 
で 、 し っ ぱ ぽ を 振っ た り 、 目 の ラン プ の 色 を 緑 の ニ コ ニ 
コラ ンプ に 変え る 、 感 情 を 表す 音声 を 発する な ど し 
て 、 利 用 者 の 情緒 面 に 訴え る 仕様 に か な っ て いる 。 従 っ 
て 、 従 来 の 無機 質 な 反応 し か 返さ な い ロ ボッ ト に 比べ 
て 、 利 用 者 と 感情 的 に 一 体 化し うる 程度 が 大 きく 改善 さ 
れ て いる 、 と 言え 、 利 用 者 の 心理 的 な 温か さ を 求 め る 
気持 ち を 、 よ り 大 きく 滴 足 させ る も の と な っ て いる 。 
9 . 
ここ で は 、 温 情 イ ンタ フェ ー ス に 関し て 、 よ く 出 され 
る と 考え られ る 質問 に 対し て 、 回 答 する 。 
1※ イ ンタ フェ ー ス は 、 準 た く ド ライ な 方 が よい 場合 も 
ある の で は な いか ? 。 
も ちろ ん 、 コ ンピュータ を 用 いた 仕事 の 効率 的 な 遂行 
を 第 一 と 考え 、 付 加 さ れ た 温か さ を 類 わし いと 考え る 


ビー 


利用 者 は 、 ビ ジネス 利用 者 を 中 心 に 、 か な り い る と 考 
えら れる 。 そ うし た 利用 者 は 、 既 に 市 場 に 出回っ て い 
る 従来 通り の 無機 質 な 浴 た い イ ンタ フェ ー ス の コン 
ピュ ー タ を 利用 すれ ば よい 。 本文 は 、 温 か な イン タ 
MS 
、 イ ンタ フェ ー ス の 温か さ を 、 全 て の 利用 者 に 強制 
Nb 利和 お の あく まで 。 イ ンタ 
フェ ー ス に 温か さ を 欲 する 利用 者 も 沢山 いる の に 、 そ 
れ に 従来 の コン ピュ ー タ が あま り 応 えて いな い の で は 
な いか 、 と いう 問題 点 を 指摘 する も の で ある 。 
冷た い イ ンタ フェ ー ス も 、 そ れ を 欲す る 人 た ちがい る 
限り は 、 必 要 だ と 考え る 。 
2※「 温 情 」 イ ンタ フェ ー ス の 考え 方 は 、 コ ンピュータ 
や ロボ ッ ト の イン タフ ェ ー ス を 、 よ り 人 間 に 近 づけ る 
こと を 目指 し て いる の か ?。 
決し て そう で は な い 。 人 間 に は 、 温 か い 人 間 も い れ 
ば 、 冷 た い 人 間 も い る 。 コ ンピュータ の 応答 を 人 間 に 
近い 高度 な も の に 近づけ て も 、 そ れ だ け で は 、 必 ず し 
も 「 温 か さ 」 と は 結び つか な い 、 と 考え る 。 例 えば 
キャ ラク タ の 表情 を 、3 D 表 示 に し て 、 よ り 人 間 に 近 
づけ た と し て も 、 そ の キャ ラク タ が 、 愛 着 や 援助 行動 
を 、 利 用 . 者 に 対し て 示さ な けれ ば 、 イ ンタ フェ ー ス は 
温か く な ら な いで あろ う 。 
3※「 温 情 」 イ ンタ フェ ー ス の 実現 に は 、 セ リフ を 沢 
山 、 キ ャ ラク タ に 言わ せる 必要 が 出 て きた りす る と 思 
う が 、 利 用 者 に と っ て は か えっ て 炉 わ し く な ら な い 
か ? 。 
世の中 に は 、 キ ャ ラク タ に セリ フ を 音声 や 文字 で し ゃ 
べ っ て も ら う の が 好き な 人 も いれ ば 、 逆 に 、 そ う 思 わ 
な い 人 も いる 。 二 の あ た り は 、 コ ヨン シン ヒュ ョ ー タ ンス チム 
の 設定 で 、 セ リフ の 出力 方 法 を 、 例 えば 、 画 面 育 景 上 端 
に 1 行 乏 次 表示 する よう に 変更 し た りな ど 、 い ろ い ろ 詩 
節 で きる よう に すれ ば 、 解 決する と 考え る 。 あ る い 
は 、 ギャ ラク に 。 セリ フフ を 言わ すず に 、 表情 を に つこ 


り 微 笑 ま せ た り 、 安 ら か に 居眠り させ た りす る こと 
で 、 利 用 者 に 、 類 わし い セ リフ を 出力 する こと な く 、 
温か な 感じ を 世 え る こと も 可能 で ある 、 と 考え る 。 
4※ 温 情 イ ンタ フェ ー ス の 採用 に よっ て 、 ど うい っ た 購 
買 層 が 、 新 規 に 開拓 で きる か ? 。 
温情 イン タフ ェ ー ス を コン ピュ ー タ や ロボ ッ ト に 採用 
する こと で 、 ま ず 、 今 まで あま り コ ンピュータ に 関心 
を 持た な か っ た 女性 消費 者 を 、 購 買 層 と し て 新規 に 開 
拓 で きる と 考え る こと 。 女性 の 方 が 、 男 性 に 比べ て 、 
赤 な ど 暖 色 系 統 の 色 を 好む な ど 、 心理 的 に 温か いも の 
を より 好む と 考え られ る か ら で あ る 。 あ る い は 、 孤 独 
に な り が ちな 高齢 者 層 も 、 心 の 寂し さ を 和 ませ て くれ 
る イン タフ ェ ー ス の コン ピュ ー タ を 、 新 た に 心 の より 
どこ ろ と し て 、 購入 する よう に な る と 孝 え られ る 。 ま 
た 、 コ ンピュータ と の イン タラ クシ ョ ン 自 体 を 楽し み 
な が ら 使 いた い 、 と 考え る 、 主 に ホビ ー や 教育 ( エ 
デュ テイ メン ト ) 用 途 の 利用 者 に も 、 受 け 入 れ ら れる 
と 考え られ る 。 
6.60020 軸 0630 の ⑨ 有 し タタ や ロボ ッ 
ト に 、「 温 か い 」 言 葉 を か けら れ た と ころ で 、 ち っ と 
NEO 
2 
この 質問 に つい て は 、 コ ンピュータ や ロボ ッ ト の 物質 
的 な 側面 に 重き を 薄く か 、 行 動 ・ 動 作 的 な 側面 に 重き を 
衣 く か で 、 答 え が 分 か れる と 思う 。 
例え 、 設 計 者 が 人 為 的 に 機械 的 に 作り 出し た キャ ラク 
タ や ロボ ッ ト で あっ て も 、 そ れ ら が 取る 動作 次 第 ( 例 
えば 、 声 優 の 声 を 使っ て 情感 あふ れる し ゃ べり 方 を す 
る な ど ) で は 、 利 用 者 は 、 そ れ が 人 為 的 な 作り 物 で あ 
る こと を 、 あ まり 意識 せ ず に 、 そ れ ら と の 自然 な コ 
0 ニケ ーション の 中 に 入る こと が で きる と 思わ れ 
。 利 用 者 に と っ て は 、 キ ャ ラク タ や ロボ ッ ト の ハー 
(人 
部 に 組み 込ま れ て いる 、 実 際 に 画面 上 な ど で 動 いた り 


し ゃ べったり する 、 そ れ ら キャ ラク タ や ロボ ッ ト の 行 
動 様 式 自体 が 価値 ある も の で あり 、 心 理 的 に は まる 対 
象 と な る 。 そ れ ら の 行動 が 利用 者 の 心 を 温か くし よう 

と する も の で あれ ば 、 利 用 者 は 、 そ れ ら の キャ ラク タ 
や ロボ ッ ト 自 身 が 、 自 分 の 心 を 温か くし よう と し て く 
れ た の だ と 感じ て 、 十 分 うれ し いと 思う と 考え られ 

る 。 

1 0 . 

以上 、 従 来 つ コン ピュ ー タ シス テム が 五 える 感覚 に つ 
いて の 問題 提起 、 ' 温情 」 イ ンタ フェ ー ス 概念 な ど に 
つい て 説明 し た 。 今後 、 今 回 提唱 し た イン タフ ェ ー ス 
概念 を 、 パ ソコ ン 0 S 、 パ ー ソ ナル 電話 機 (携帯 電話 を 
含む ) 、 イ ンタ ーネット WebSite 作 成 専用 機 な どの イン 
久 プ ェ ー ス デザ イシ に 、 耶 用 し て 行く こと が 考え ら 
オル の 
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学研 究 31 49-59 
米村 俊一 、 細 谷 未 生 、 西 山 茂 2000 人 と 擬人 化 エ ー ジ ェ 
ント と の 対話 設計 法 に 関す る 検討 電子 情報 通信 学会 技 


術 報告 HCS99-70 

[付録 ] 温情 イン タフ ェ ー ス ・ デ ザイ ン 原 則 一 覧 
本 文 で 迷 べ た 、 温 か い 人 間 関 係 の あり 方 を 参考 に し 
て 、 温 か い 感 じ を 也 え る コン ピュ ー タ ・ イ ンタ フェ ー 
ス ・ デ ザイ ン 原 則 を 抽出 し た こと 。 

ここ で 、 デ ザイ ン 原 則 と は 、 具 体 的 な 仕様 を 明記 する 
ガイ ドラ イン より も 、 よ り 上 位 に 当たり 、 ガ イド ライ 
ン を 生み 出す 土壌 と な る 、 よ り 抽 象 的 ・ 包 括 的 な 内 容 
の ルー ル の こと を 指す も の と する 。 

デザ イン 原則 抽出 に 当たっ て は 、 上 記 の 、 温 か さ の 源 
泉 と な る 各社 会 関係 や 活動 の あり 方 、 な いし その 基礎 
に ある ソー シャ ル ・ ス キル か ら 、 温 か さ を 世 える 本 質 
に 当たる ルー ル を 、 プ レイ ンス トー ミン グ 形 弐 で 取り 
出す 、 と いう 方 法 を 取っ た 。 

筆者 は 、 抽 出 ・ 作 成 し た 原則 を 、 ま と め の 内 容 に 従っ 
て 。 分類 し た 。 

1. 好 意 ・ 接 近 

2. 愛 着 

3. 援 助 ・ ケ ア 

まり ラッ クズ 家 び 

$. 受 容 ・ 共 感 

6. 豊 か な 感情 

筆者 は 、 こ うし て 抽出 し た 原則 項目 を 、 さ ら に 、 次 の 
3 段階 に 分 け て 整理 し た 。 

1. 利 用 者 が シス テム を 使っ て 処理 を 開始 する 時 。 

2. 利 用 者 が 処理 を し て いる 最 中 の 時 。 

3. 利 用 者 が 処理 を 、 切 り の よい と ころ で いっ た ん 終了 。 
(中 断 。) 


以下 に 、 今 回 抽出 ・ 整 理 し た 、 温 情 イ ンタ フェ ー ス を 実 
現す る た め の 簡 便 な デザ イン 原則 項目 の 一 覧 を 、 列 挙 

本 る こと 。 

今回 、 場 面 ・ 応 答 例 と し て 取り 上 げ て いる の は 、MS- 

Windows な ど に 代表 され る 、 マ ル チ ユ ー ザ 、 据 え 普 き 型 


の 、 オ フィ ス ば か り で な く 家 庭 に も 普及 し つつ ある タ 
グン クレ ピ ョ ー タ シス チム で の る 。 
表 中 、「oo さ ん 」 と いう の は 、 利 用 者 の 名 前 で ある 。 
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温 冷 知覚 法則 


- 分 子 、 粒 子 運 動 サ イド の 視点 か ら - 
2003.10 初出 
[法則 ] 
人 間 は 、。 
対象 (分 子 、 物 体 、 人 ) が 、 多 く (た くさ ん ) 接触 する 
と 温か く 、 0 0 が 
人 間 の 皮膚 に よる 温 冷 知覚 メカ ニズム を 、 分 子 運動 サ 
イド の 物理 的 視点 か ら 見 た 場合 、 以 下 の よ うに な る こ 
Ca 
分 子 、 粒 子 が 、 一 定 面 積 の 皮膚 に 一 定時 間 当 た り 当 た る 
数 が 、 多 い ほ ど 、 温 か く (赴く 、 熱 く ) 感じ る 。 
分 子 、 粒 子 が 、 一 定 面 積 の 皮膚 に 一 定時 間 当 た り 当 た る 
数 が 、 少 な い ほ ど 、 準 た く ( 涼 し く 、 寒 く ) 感じ る 。 
分 子 、 粒 子 の 皮膚 に 一 定時 間 当 た り 当 た る 数 は 
1) 分 子 、 粒 子 速 度 (運動 エネ ルギー) が 、 速い (大 
計 和 ほど 多く 、 居 い (小さ い ) ほど 少な く な る 。 
) 分 子 、 粒 子 の 数 が 、 多 い ほ ど 多 く 、 少 な い ほ ど 少 
の 
それ ゆえ 、 
) 分 子 、 粒 子 の 速度 (運動 エネ ルギー) が 、 速 い 
(大 きい ) ほど 温か く ( 填 く 、 熱 く ) 、 遅 い (小さ 
の ほど 冷た く (涼し く 、 寒 く ) 感じ る 。 
) 分 子 、 粒 子 の 数 が 、 多 い ほ ど 温 か く (暑く 、 熱 

0 DC 


分 子 、 粒 子 が た くさ ん 当たる = 温か い (熱い 、 著 い ) 
と 感じ る の は 、 (1) 分 子 や 粒子 が 速い = 運動 エネ ル 
ギー が 大 きい = 温度 が 高い 、 (2) 分 子 や 粒子 の 数 が 多 
い = 混 度 が 高い 、 場 合 と いえ る 。 

言い 換え る と 、 

1) 温度 が 高い ほど 、 温 か く ( 著 く 、 熱 く ) 2 
(小さ い ) ほど 冷た く (涼し く 、 寒く ) 感じ 

2) 混 度 が 高い ほど 、 温 か く ( 著 く 、 熱 く ) HE 
ど 冷 た く (涼し く 、 寒 く ) 感じ る 。 

空気 の 気体 分 子 が 、 皮 膚 に 時 間 当たり 当たる 数 は 、 分 子 
数 が 同じ な ら ば 、 分 子 の 運動 エネ ルギー が 高い 、 高 温 
な 方 が 、 よ り 多 く 当 た る 。 肌 に 時 間 当 た り 分 子 が 当 た 
る 密度 が 、 高 温 な 方 が より 多い 。 高 温 で 暑い と 感じ る 
場合 、 分 子 群 の 皮膚 に 当たる 密度 が 高い 、 濃 いた め 、 同 
時 に ウェ ッ ト に ( 淫 っ た よう に ) 感じ られ る 。 
一 方 、 涼 し い 場 合 、 一 定時 間 で 皮膚 に 当たる 分 子 の 数 が 
少な く 、 皮 膚 に 当たる 密度 が 低い 、 少 な い 。 そ の た 
め 、 涼 し い 場 合 、 同 時 に ドラ イ に 感じ る と 吉 え る こ 

の ia 

エア コン の 除湿 に より 、 空 間 内 の 気体 分 子 を 波 み 上 げ 
て 、 屋 外 に 排出 する こと で 、 気 体 分 子 の 分 布 密度 を 下げ 
る と 、 皮 膚 に 当たる 分 子 の 数 が 少な く な り 、 当 た る 密 
度 が 低く な る 。 そ の た め 、 温 度 (分 子 の 運動 エネ ル 
ギー) が 同じ で も 、 よ り 温 度 が 低く な っ た の と 同じ 効 
果 を も た らし 、 度 膚 に 涼し さ 、 ド ライ さ を 感 じ る 。 
一 方 、 加 混 に より 、 空 間 中 の 気体 分 子 (水蒸気 が 気化 ) 
の 数 を 増やす と 、 皮 膚 に 時 間 当たり 当たる 分 子 数 が 増 
える た め 、 温 度 (分 子 の 運動 エネ ルギー) が 同じ で も 
皮膚 で は 温か く 感 じ る 。 
エア コン の 冷房 は 、 空 間 内 の 気体 分 子 の 運動 速度 (エネ 
ルギー) を 下げ る こと で 、 時 間 当 た り 皮 膚 に 当たる 分 
子 の 数 を 減ら す 、 こ と を し て いる と 考え られ る 。 
気体 分 子 が 皮膚 に 当たる 密度 を 下げ る と いう 点 で は 、 
除 混 と 冷房 は 共通 し て お り 、 エ アコ ン の 除湿 が 涼し 


い 、 寒 いと 感じ る 原因 と な っ て いる と 考え られ る 。 
送 に 、 エ アコ ン の 暖房 は 、 空 間 内 の 気体 分 子 の 運動 速度 
(エネ ルギー) を 上 げ る こと で 、 時 間 当 た り 皮 膚 に 当 
た る 分 子 の 数 を 増やす こと を し て いる と 考え られ る 。 
気体 分 子 が 皮膚 に 当たる 密度 を 上 げ る と いう 点 で は 、 
加湿 と 暖房 は 共通 し て お り 、 加 混 が 温か いと 感じ る 原 
因 と な っ て いる と 考え られ る 。 

気体 の 分 子 運 動 の 状態 (分 子 の 一 定 皮 膚 面積 お よび 一 定 
時 間 当たり の 分 子 の 衝突 数 ) と 、 皮 膚 に よる 温 冷 、 乾 混 
の 知覚 と は 、 大 き な か 関連 が ある と いう こと に な る 。 分 
子 衝突 数 は 、 分 子 が 速い ほど 、 分 子 数 が 多い ほど 、 増 加 
する 。 こ の 衝突 数 が 多い ほど 温か く (暑く 、 熱 く ) 

ウェ ッ ト に 感じ る 。 
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人 間 の 皮膚 に は 、 こ れ が 適度 、 快 適 と いう 、 空 気分 子 の 
衝突 密 の に 人 7 で 。 正史 ヨン に 
よる 、 空 気 の 冷 ・ 暖 房 、 加 ・ 除 混 が 行わ れ て いる と 言 
える 。 
高い 頻度 や 密度 で 自分 に 当たっ て くる 相手 は 、 物 で あ 
れ 、 人 で あれ 、 よ り 暑 苦し く 感 じ ら れ る と 言え る 。 
ば 、 婦 関 の 戸 を 「 ド ンド ンド ンド ンド ンド 

・」 と た くさ ん ひっ きり な し に 叩く 訪問 者 と 、 


エト ン ・・・・ ト ン ・・・」 と 少な く mD く 訪問 者 と 、 住 
人 に と っ て どっ ち が 暑 苦し く 感 じ る か と 言え ば 、 前 者 
で ある と 考え られ る 。 


上 記法 則 は 、 人 の 度 虐 知 覚 ば か り で な く 、 人 間 関 係 や 人 
の 性 格 に も 当て は まる 。 

温か い ( 趣 く 言え ば 、 著 苦し い ) 性 格 の 人 は 、 他 人 と 
の 当たり が 多い 。 他 人 と た くさ ん コミ ュ ニ ケー ショ 

ン 、 相 互 作用 、 接 触 を 図 ろ うと し 、 綿 と 一 緒 に いよ う 
だ する こと 。 


准 た い ( 泊 し い ) 性 格 の 人 は 、 他 人 と の 当たり が 少な 
い 。 他 人 と 余り コミ ュ ニ ケー ショ ン 、 相 互 作 用 、 接 触 
を 取 ろ うと せ ず 、 一 人 、 単独 で いよ うと する こと 。 
例え ば 、 周 囲 に 対し て 頻 向 に べた べた 触り 、 働 きか 
け 、 た くさ ん し ゃ べろ うと する 人 の 方 が 、 周 り と 少し 
し か し ゃ べら な い 人 より も 、 著 苦し く 感 じ る と 考え ら 
の 

この 点 、 温 か い (暑苦しい ) 性 格 の 人 は 、 ウ ェ ッ ト で 
あり 、/ 冷 た い (涼し い ) 性 格 の 人 は 、 ド ライ で ある と 
吾 え る 。 

2005 初出 


きつ い 社 会 、 ゆ る い 社 会 


- ゆとり 嫌い 、 詰 め 込み 主義 の 日 本 人 - 

2005.8-2008.4 初出 

世界 の 社会 は 、 大 きく 分 け て 、 制 釣 、 制 限 や 東 縛 の 大 き 
い 、 成 員 締 め 上 げ の きつ い (tght) 社会 と 、 ゆ る い 、 リ 
ラッ クス し た (loose、relaxed) 社会 が ある と 考え られ 
る 。 

日 本 社会 は 、 どちら か と 天 え ば 月例 が 民 「 き つい | 
日 本 の 学校 や 、 官 庁 、 企 業 に お いて は 、 部 下 や 生徒 を き 
つく 締め 上 げ る ほど 、 よ い 成 果 を 出す 、 よ い 仕 事 を す 
る と 考え る 風潮 が ある 。 日 本 社会 で は 、 部 下 や 生徒 に 
対し て 、 制 約 、 制 限 を きつ くす る と か 、 何 か と うる さ 
く 、 う っ と うし く 命 金 、 千 渉 を 加え る と いっ た よう 

な 、 上 厳し い 規 律 が 支配 する 組織 が 幅 を 利 か せ て いる 。 
こう し た 軍隊 型 」 の 社会 は 、 軍 隊 以 外 の 学校 、 企 業 、 
官庁 で 普通 に 見 られ る 。 例 えば 、 生 徒 の 細々 と し た 日 
常 生活 まで 立ち 入っ て 規制 する の が 日 本 の 学校 の 校則 
で ある 。 

日 本 人 は 、 十 渉 、 東 縛 へ の 指向 が 強い 、「 き つい 」 「 軍 
隊 の よう な 厳し い 規 律 が 好き な 」 人 が 多い と 言え る 。 


相手 の こと を 、 叱 っ て 姜 縮 させ た り 、 い じ め た り 、 
きっ ちり 管理 、 訓 練 、 叩 き 上 げ 、 拘 束 、 探 取 す る こと 
が 望ま し いと 考え られ て いる 。 

相手 を 遊び や 逃げ 場 が な く な る よう に きっ ちり 管理 
し 、 行 動 を 制限 する こと が 良い こと だ と 考え られ 、 

「 自由 は 趣 、 規 制 、 制 限 が 善 」 「 余裕 、 ゆ と り は 趣 、 締 
め 上 げ 、 締 め 付 けが 善 」 と 考え られ て いる 。 例 えば 
文部 科学 省 の 唱え た 「 ゆ と り 教 育 」 に 対し て 、 財 界 か 
ら 強 い 不満 が 出 た の も 、 き つき つ に 子供 や 部 下 を 縛ら 
な いと 勉強 し な いと か 、 子供 や 部 下 を 遊ば せ て いて は 
駄目 、 東 縛 な く フ リー な の は 駄目 と いう 考え が 根底 に 
ある 。 

きつ い 社 会 に お いて は 、 人 は 、 紙 え ず 、 統 制 、 統 率 、 
制限 を し て いな いと 、 自 由 に する と 勝手 な こと を し 
て 、 遊 ん で 、 機 能 的 に 有効 な 働き を し な く な る と いう 
考え 方 が 根底 に ある 。 そ れ は 、 外 的 統率 が な く て も 、 
各自 が 自律 的 に 、 各 自 の 装 断 で その 都度 機能 的 に 有効 な 
行動 を する も の だ と いう 考え 方 と は 、 逆 で ある 。 

部 下 や 生徒 に 何 か を させ る の に 、 目 標 だ け 設定 し て 、 
後 は 本 人 の 自由 に や ら せ る 、 遊ば せる 、 本 人 を で きる 
だ け 褒 め て 、 伸 ば し て 、 余 り 介 入 せ ず 、 単 独 行動 を 許 
す と いう 、 規 制 の 「 ゆ る い 」 タ イプ の 社会 と は 逆 の こ 
と が 日 本 で 起こ NM 

日 本 で は 、 紙 え ず 、 紅 集 団 で 、 皆 一 緒 に 、 統率 
動 を 取る の が 好ま れる 。 オフ ィ ス の 居住 空 凍 通 
勤 、 住 拓 な ど に お いて 、 高 密度 で 、 ぎ っ し り 有 居住 する 
の が 好ま れ 、 空 間 的 余裕 、 遊 び が 存在 し な い 。 ま た 、 
一 人 だ け 、 別 の 行動 を 取る こと が 許さ れず 、 絶 え ず 行 
動 を 周囲 の 紳 と 合わ せな けれ ば いけ な い 思 苦し い 究 囲 
気 が 存 在 す る 。 ま た 、 工場 や オフ ィ ス で 、 何 か と 合理 
化 が 叫ば れ 、 無 駄 を 少し で も 無く そう と する 考え が 人 行 
き 渡 っ て いる 。 

この よう に 、 社 会 に 、「 余裕 」 や 「 ゆ と り 」 が 存在 し 
な い の が 、「 き つい .」 日 本 社会 の 特徴 で ある 。 


日 本 人 は 、 常 に 何 か し て いな いと 気 が 済ま な い 人 が 多 
い 。 会社 で 休暇 を 取る こと が 吉 い こと で ある と する 考 
え が 広 く 行き渡っ て お り 、 休 み を 嫌う 。 

こう し た 「 き つ さ 」 を 至上 と する 考え が 広まっ た 理由 
と し て は 、 日 本 が 、 フ ィ リ ピン や ベト ナム みた い に 、 
寝 て いて も 食 に 困ら な い 常 夏 の 社会 で は な いこ と が あ 
げ ら れる 。 日 本 で は 、 秋 が 過ぎ る と 、 寒 く 凍 える 冬 が 
や っ て くる 。 春 夏秋 冬 の 季節 の 移ろい は 1 年 に 1 回 きり 
で あり 、 そ の た め 、 稲 作 (や 畑作 ) は 、1 年 に 付き 1 回 
きり の 勝負 で 必ず 結果 を 出さ な いと いけ な い 。 失敗 す 
る と 仙 鮮 が 待っ て お り 、 そ の 点 、 確 実に 成功 する こと 
が 求め られ 、 精 神 的 に 余裕 が な い 。 ま た 、 田 植え 、 除 
草 等 、 精 神 的 、 身 体 的 に 負担 の か か る 作業 が 連続 する 。 
日 本 社会 が 「 き つい 社会 」 と な っ て いる の は 、 以 下 の 
よう な 余裕 や ゆとり が 、 社 会 か ら 失 われ て いる か ら だ 
と 考え られ る 。 

(1) 気持 ちの ゆとり の 欠如 

日 本 で は 、 仕 事 で も 、 勉 強 で も 、 楽 する こと は 部 だ 、 

楽し さ は 趣 だ と いう 考え が 根 旅 に ある 。 楽 し く な い 、 
辛い 、 苦 痛 な 作業 に 耐え 続け る こと が 、 い つの 間 に か 
自己 目的 化し 、 良 いこ と だ と 考え る よう に な り 、 作 業 
の 苦痛 、 辛 さ へ の 外面 が 、 マ ゾ ヒ ステ ィ ッ ク な 快感 へ 
と 転化 し て いる と 言 える 。 「 不 楽 の 楽 化 」 が 生じ て い 
る 。 楽 する こと は 部 と する 考え と の 関連 で 、 仕 事 を 休 
むこ と は 悪 で あり 、 毎 日 造っ て で も 出社 する こと 、 休 
日 出勤 を する こと が 推奨 され る 。 そ の 点 、 精 神 的 に 貧 
逐 性 で あり 、 絶 え ず 、 何 か に 追い まく られ る 感じ で 過 
ご す 羽 目 に な る こと 。 こ うし た 精神 的 の ゆとり の 欠如 

が 、 皮 肉 に も 、 日 本 人 に 勤 穏 さや 高い 生産 性 を も た ら 
し て いる と いえ る 。 

(2) 空間 的 ゆとり の 欠如 

日 本 で は 、 空 間 的 に 空き ま が あ る こと は 好ま し く な く 、 
少し で も 詰め よう と する 考え 方 が ある 。 和 首都 圏 で の 生 
活 で は 、 通 勤 に お いて 、 満 貞 電 車 に 長 時間 揺 られ る こ 


と を 何と も 思わ な か っ た り 、 高 密度 に 密集 し た 住宅 
(「 ウ サキ 小屋 」 と 欧米 か ら 失 摘 され て いる ) に 住む 
こと が 平気 で ある 。 過 密 都 市 が 好き で あり 、 空 間 の 空 
き 、 ゆ と り を 嫌う 。 広 域 分 散 型 社会 に 反対 する こと 。 
(3) 時 間 的 ゆとり の 欠如 

日 本 で は 、 会 社 業務 スケ ジュ ー ル や 教育 スケ ジュ ー ル 
に お いて 、 ス ケ ジ ュ ー ル を 詰め 込み で きつ きつ に する 
の が 好ま れる 。 少 し で も スケ ジュ ー ル に 空い て いる と 
ころ が あれ ば 、 す ぐに ぎゅ ゆう ぎゅ ゆう に 詰め 込む 。 計 画 
で 予定 を が ん じ が ら め に する こと が 好ま れる 。 あ る い 
は 。 年 罰 が スゲ ジョ ー ル で 一 杯 で 慌しい こと が 良い こ 
と だ と 考え る 風潮 が ある 。 

(4) 個人 的 ゆとり の 欠如 

日 本 で は 、 個 人 が 一 人 て 単独 で いる こと が 部 と され 、 
絶え ず 周 囲 の 皆 と 歩調 を 合わ せ て 一 緒 に 行動 する こと 
が 善 と され る 。 そ の 点 、 日 本 人 は 、 周 囲 と の きつ きつ 
の 相互 牽制 の 中 で 生き て いる 。 周囲 と の 間 で 、 抜 きつ 
抜か れつ の 追い 抜き 競争 が 起き て お り 、 周 囲 か ら 一 人 
衣 い て 行か れ な いよ うに 、 必 死に な っ て 付い て いく し 
か な い 。 ま た 、 大 部 屋 で 紳 と 隅 て な く 一 緒 に いる の が 
望ま し いと され 、 個 人 の プラ イバシー の 確保 は 、 き つ 
く 規制 され る 。 そ うし た 点 で 、 個 人 的 な ゆとり の 確保 
が 困難 で ある 。 

($) 教 育 の ゆとり の 欠如 

日 本 の 教育 は 、 と か く 、 な る べく 多く の 知識 を ぎゅ う 
ぎゅ うに 生徒 や 学生 の 頭 に 詰め 込む 方 向 へ と 傾き が ち 
で ある 。 い わ ゆ る 「 詰 め 込 み 主義 教育 」 が 、 表 面 的 に 
は 批 鹿 され な が ら も 、 日 本 人 の 心 の 奥 放 で は 衣 定 的 に 
受け 入れ られ て いる 。 学力 と は 身 に つけ た 知識 の 量 や 
細か さ で 決ま る みた いな 考え が あり 、 高 所 に 立っ た 、 
幅広 い 見 方 が で きる ゆとり ある 思考 装 断 力 と か が 軽 ん 
じ ら れ や すい 。 

上 記 の よう な 意味 で は 、 日 本 社会 は 、 教 育 に 限ら ず 、 
と か く 物 事 全 般 に お いて 、 空 き や 隙 間 を 嫌い 、 詰 め 込 


み が 好 き な 、「 詰 め 込み 主義 の 社会 」 で ある と も 吉 え 
る 。 日 本 人 は 費 拉 っ て 「 詰 め 込み 主義 者 crammer」 な の 
で ある 。 こ の 詰め 込み 好き が 、 例 えば 、 高 い 部 品 精 
度 、 実 装 密 度 を 誇る 、 半 導体 製品 、 精 密 機 器 を 生産 する 
高い 能力 を 、 日 本 人 に 所 えて いる と も 吉 え る 。 

それ で は 、 日 本 と は 対照 的 な 、 個 人 主義 、 自 由 主義 と 
いっ た ドラ イ な し くみ を 持つ 欧米 社会 は 、 き つく な い 
が と 言う だ 。 そう と (は 言え が いり 。 

欧米 社会 は 、 成 員 個 々 人 が 、 自 律 的 に バラ バラ に 自由 に 
動け る 、 広 域 分 散 型 の 社会 で や り 、 そ うい う 点 で は 、 
日 本 に 比べ 、 ゆ る く 、 リ ラッ クス し た 感じ が ある 。 し 
か し 、 各 人 が 、 仕 事 で 、 成 果 や 儲け を 、 素 早く きっ ち 
り 出 すこ と が 紙 え ず 求 め ら れ 、 成 果 を 出せ な いと 、 会 
社 と か か ら 即 刻 解 雇 さ れ て し まう 。 ま た 、 成 員 間 で の 
自由 競争 が 激しく 、 少 し で も 気 を ゆる め る と た ち ま ち 
弱肉強食 の 餌食 と な っ て 、 敗 者 と なかっ て し まう 。 

これ は 、 日 本 みた いな 隙間 な い ぎ ゅ う ぎ ゅ う 詰 め を 好 
む 、 窒 上 息 感 、 閉 察 感 の ある 「 ウ ェ ッ ト な きつ さ 」 と は 
異な り 、 隙 間 や 開放 感 は ある が 、 自 分 の 能力 を 紙 え ず 
限界 まで 伸ばし きら な いと 生き て いけ な い 点 、 余 裕 が 
な く 、 ま た 、 互 い に バ ラバ ラ で 冷 湊 で 、 自 助 が 基本 の 

( 他 者 に 助け を 求め る の が 上 難しい) 「 ド ライ な きつ 

さ 」 と 喜 え る 。 こ うし た ドラ イ な きつ さ は 、 人 遊牧 、 牧 
凛 民 族 が 生き る 砂漠 的 、 草 原 的 厳し さと も 言え る 。 
社会 が きつ いと いう こと は 、 生 き て いく 上 で スト レス 
が 多く 、 自 殺 が 多い こと に つなが る 。 日 本 で 自殺 が 多 
い の も この 点 と 関連 し て いる と 言え る 。 

日 本 の 会 社 の 上 司 、 学 校 の 教師 は 、 部 下 や 生徒 を きつ く 
絞る 、 縛 る の を 好む 。 あ る い は 、 会 社 や 学校 は 、 欠 練 
の 場 、 精 神 修養 や 根性 を 叩き 衣 す 場 と し て 捉え られ 、 
きつ さ 、 し ん ど さ を 青 定 し 、 前 提 と し て 動か され て い 
る 。 
また 、 会 社 の 経営 層 に お いて 、 社 員 の 会 社 へ の 貢献 度 
を 、 彼 が 会 社 の た め に 払っ た 犠牲 の 大 き さ で 計る こと 


が 行わ れ て いる 。 休 日 出勤 の 回 数 の よう に 、 当 人 が 本 
来 し た いこ と を 我慢 し た 度合 い が 評 価 の 尺度 と な っ て 
いる 。 社 員 個 人 へ の 制約 、 東 縛 の 大 き さ が 、 そ の 社員 
の 会 社 へ の 貢献 度 の 向上 と 比例 する 形 で つなが る と 考 
える 風潮 が ある 。 

ご の よう 人 、 人 を さき さ つ く 《 傘 る こと と 、 人 を いじ め る こ 
と と は 関連 が ある 。 き つい 社会 で は 、 い じ め が 多い 、 
ある い は 人 を いじ め る の が 好き な 人 が 多い と 考え られ 
る 。 こ の 場合 、 ま ず 、 人 を きつ く 縛 り 上 げ る こと 自体 
が すなわち 、 い じ め に つなが る と いう よう に 考え られ 
る 。 ま た 、 成 員 が きつ くく 縛ら れる こと で 生じ る スト レ 
ス を 発散 する た め 、 他 者 を うっ ぷん 晴らし の 標的 と す 
る こと が 新た な いじ め の 発 生 に つなが っ て いる 。 

また 、 日 本 の よう な きつ い 社 会 で は 、 性 格 の きつ い 人 
が 多い と 考え られ る 。 き つい 性 格 の 人 は 、 以 下 の よ う 
な 特徴 を 持っ て いる と 考え られ る 。 

[1. 東 縛 、 規 制 ] 

人 を きつ く 東 縛 し 、 自 由 や ゆとり を 世 え な いこ と 。 
遊び を 嫌う こと 。 

人 を 締め 上 げ る 、 締 め 付 ける の を 好む こと 。 

規則 、 規 制 、 制 限 が 好き で ある こと 。 

[2. 無 理 の 強制 ] 

人 に 無理 を させ る こと 。 

人 を 上 厳し く 責 め 立 て る こと 。 

人 を ぎり ぎり まで 追い 詰め る こと 。 

凡 を し ご く の を 条 お こと 。 

[3. 要 求 水準 の 高 さ ] 

要求 が 多い 。 有 要求 水準 が 高い 。 な か な か 満足 し な いこ 
ga 

[4. 皿 張 、 厳 格 ] 

厳格 すぎ る こと 。 真面目 すず る こと 。 

いつ も 史 張 し て いる こと 。 し か め っ 面 を し て いる こ 
に 
[$. い じ め 、 攻 撃 ] 


人 を いじ め る の を 好む こと 。 

攻撃 的 で ある こと 。 

[6. 高 圧 的 ] 

人 に 命 信 する 、 人 を 支配 する の を 好む こと 。 人 に 自分 
の 言う こと を 聞か せ た が る こと 。 

人 に 対し て 譲ら な いこ と 。 自 分 の 都合 を 最 優先 で 、 相 
手 を 押し 退け る こと 。 

人 に 対し て 謝ら な いこ と 。 自 分 が 常に 正しい と 思う こ 
を 9 

気 が 強 い 。 押し 出し が 強い 。 高 圧 的 で ある こと 。 強制 
的 で ある こと 。 

[7. 禁 止 、 人 否定 ] 

禁止 する の が 好き で ある こと 。 な か な か 許可 し な いこ 
と 。 人 を 封じ る の が 好き で ある こと 。 

物 の 見 方 が 償 定 的 で ある こと 。 物事 を 悪い 方 に 考え る 
こと 。 電 観 的 で ある こと 。 

2 と を 公定 する 、 拒 紙 す る こ の 人 を 認め な いこ 


陸生 

人 の 気持 ち を 配慮 し か いこ と 。 思 っ た こと を ず け ず け 
言っ て 、 人 を 傷つけ る こと 。 人 を 辛 天 に 批 講 する こ 
の 

こう し た きつ い 性 格 や 言動 を する 人 が 、 日 本 社会 に 
は 、 他 の より ゆる い 社 会 に 比べ て より 多く 存在 する と 
考え られ る 。 ま た 、 こ うし た きつ い 性 格 や 言動 の 人 
が 、 日 本 社会 で は 、 会 社 や 官庁 、 学 校 の 上 層 部 に 、 そ う 
で な い 人 より も より 昇進 し や すい 傾向 が ある と 考え ら 
れる 。 

以上 、 ま と め る と 、 日 本 社会 は 、 精 神 的 ゆとり の 欠如 
し た 、 き つい 社会 、 あ る い は そう し た きつ さ を 育 定 的 
に 受け 入れ て いる 社会 で ある と 言え る 。 
従来 の 日 本 人 論 に よく 見 られ る よう な 、 「 日 本 人 が 和 
合 を 好む 穏やか な 民族 で ある 」 と いう 言説 は 、 今 ま で 
迷 べ て きた 、 一 見 し た 穏やか さ の 背後 に 潜む 日 本 人 の 


持つ 精神 的 きつ さ を 押し 隠す た め の 策 略 な の か も 知れ 
PLY。 

ある い は 、 先 の 太平 洋 戦 争 で 、 数 々 の 残虐 な 行動 を 引き 
起こ し た 日 本 軍 の 行動 様式 も 、 上 記 の よう な 「 き つ 

さ 」 「 精 神 的 余裕 の 無 さ 」 を も と に 分 析 で きる と 考え 
られ る 。 そ し て 、 そ うし た 「 き つ さ 」 は 、 時 を 超え 

て 、 現 在 の 日 本 の 学校 や 企業 、 官 庁 に 脈々 と 受け 継が れ 
て いる と も 考え られ る 。 現在 で も 、 日 本 の 学校 、 企 
業 、 官 庁 は きつ い 組 織 で あり 、 成 員 は そう し た きつ さ 
が も た ら す スト レス に 紙 え ず 苦し め ら れつ つ 、 一 方 で 
は それ を 「 自 己 鍛練 に 結び つく 」 と し て 、 和 育 定 的 に 受 
け 入 れ て いる 。 

こう し た きつ さ の 育 定 の 背後 に は 、「 人 間 は 、 そ の ま 
ま 自 由 に 放任 させ て お く と 、 サ ボ っ て 、 自 分 勝手 な こ 
と を し て 、 社 会 的 に 何ら 有効 な 頁 献 を し な い 」 「 人 間 
は 、 茂 格 に 規制 し な いと 、 駄 目 に な る 」 と いう 、 自 由 
へ の 恐 怖 、 リ ラッ クス する こと を 償 定 する ウェ ッ ト な 
規制 指向 の 気持 ち が 存 在 す る と 考え られ る 。 

無論 、 社 会 は 、 あ る 程度 きつ く な いと 、 人 々 に 勤勉 さ 
と か が 生ま れず 、 高 い 生産 性 を 持て な いた め 、 大 国 に 
な れ な いと いう の は ある 。 し か し 、 そ れ も 程 度 問題 
で 、 余 り に きつ い 社 会 と いう の は や は り 考 えも の で あ 
る 。 
今後 は 、 社 会 で スト レス が も た ら す いじ め や 自 殺 へ の 
対策 の た め に 、 こ うし た 日 本 社会 の きつ さ を い くら か 
で も 低減 し て いく 「 社 会 を リラ ックス させ る 運動 」 が 
必要 に な る の で は な いか ?。 
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ソフ ト な ( 和 柔らかい ) 、 ハ ー ド な (固い ) 感覚 、 
性 格 に つい て 


2006.4 初出 
筆者 は 、 和 柔らか さ 、 固 さ の 感覚 を 人 間 に 所 える 、 人 や 


物 の 性 質 、 性 格 に つい て 、 以 下 の の よう に まとめ て み ま 
の 
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球 張 社会 と リラ ックス 社会 


2014 年 9 月 
気体 分 子 と 液体 分 子 の 運動 シミ ュ レ ーション 結果 を 、 現 
実社会 の あり 方 に 反映 させ て 捉え て みる と 、 和 面白 い 結 
未 が 分 か る 。 
気体 分 子 運 動 タ イプ = ドラ イ な 社会 = 遊牧 民 社 会 = 男性 
優位 社会 (= 欧米 社会 等 ) 
半生 プ ee 
性 優位 社会 (= 中 国 、 日 本 社会 等 ) 
と な る の で ある が 、 そ の 際 、 気 体 分 子 運 動 を 見 て みる 
と 、 各 粒子 が バラ バラ に 高速 に 動き 、 し か も 粒子 間 に 
無用 な 力 が 働か ず 、 各 粒子 が リラ ックス し て 動き 回 っ 
て ゆい る こと が 分 が る 。 
一 方 、 液 体 分 子 運 動 を 見 て みる と 、 各 粒子 が 一 体 化し 
て 、 互 い に ひ と まとまり 、 団 体 に な っ て お り 、 し か 
も 、 粒 子 間 に 、 相 互 足 視 、 気 配り 、 足 の 引っ 張り 合い の 
よう な 力 が 絶え ず 働い て いて 、 各 粒 子 が 一 種 の 紫 張 状 
二 こ 紙 え ず 次 かれ て いる こと が 分 か る 。 
現実 の 日 本 社会 は 、 液 体 分 子 運 動 タ イプ と 捉え られ 、 成 
員 間 で 、 互 い に 気 の 休ま る 暇 の な い 、 相 互 監視 と 配慮 
を ひたすら 絆 り 返す 社会 と な かっ て いる と 言え る 。 戦 前 
の 隣組 と か その 典型 と 考え られ る こと 。 
これ に 比べ て 欧米 と か の 遊牧 民 奈 の 社会 は 、 も う 少 し 
伸び 伸び し た 、 リ ラッ クス し た スタ ンス を 取れ て いる 
目 の に 思わ れる 。 


2014 初 出 


滞 











し っ 





光 の 持つ 明る さ は 、 暗 闇 の 
持つ 芝 ろ し さ 、 訳 の 分 か ら 
な さ 、 見 えな い 敵 が 襲っ て 
くる 怖 さ か ら の 解放 を も た 
ら す の で 、 生 存 に 役立つ と 
し て 、 衣 定 的 に 捉え られ 





思 ま し いこ と 。 よ い 
こと 。 希望 の 持て る 


生活 上 便利 な こと 。 
人 の 役に立つ こと 。 


和む 7 ぶ こ の 楽天 有 的 
np 2 


ど 。 牛 び に 溢れ た こ 
2 








ト 


ーー 





考 隠 明る いと 、 も の に 光 が 当 
蔽 性 | た っ て よく 見 える 。 隠 す 


合法 の こと 。 し い 
2 





馬 け 引き し な いこ 
と 。 裏 表 が な い 。 悪 
意 が な い 。 公 正 な こ 








(隠れ る 、 見 えな い ) と こ 
ろ が な い 。 


明る いと ころ で は 、 陰 影 に 
手際 | な っ て 見 えな い (見 え に く 
い ) 部 分 が な いた め 、 も の 
"| ご と の あり の まま の 状態 







er 明る い 
外 の ( 他 の 人 の いる ) 世界 
に 積極 的 に 出 た り 、 外 気 に 
積極 的 に 触れ る こと で 、 人 
は 心 に 明る さ を 得 る こと が 
較 





ee 
よく 見 える 。 遠く まで 息 線 
的 に 見 通す せる こと 。 も の を 
見 る と き の 確 か らし さ が 増 





と 。 誠実 な こと 。 
ポー アン な ご と 。 秘 
事 に よく 通じ て いる 
SS 


こだわ り の な いこ 
の (つか か る どこ 
ろ の な いこ と 。 お お 
ら か な こ ど 。 び ね く 
こと 。 素 廊 な 


人 づき あい の よい こ 
と 。 引 きこ も ら な い 
こと 。 気兼ね を し な 

こと 。 開 放 的 な こ 
と 。 社交 的 な こと 。 





OS し だ こ 
と ど 。 くつ きり 見 える 
こと 。 明 晒 な こと 。 











明る いと 、 今 まで は っ きり 
し か な か っ た 、 よ く 見 えな 
か っ た 物事 が よく 分 か る よ 
うに な る 。 物 事 に 対す る 理 
解 力 が 向上 する 。 
光 が す っ と 射 し 込み 、 そ の 
引 ま ま 太 ら れる こと な く 通 っ 
CD GS の. らく さ ) の 
の 部 分 が 明る く 感 じ る 。 












。 理解 力 
の ある こと 。 頭 が よ 
、 分 析 力 
の ある こと 。 


。 清らか 

















明る い 光 (太陽 ) の 持つ 熱 
が 、 人 の 心 を 熱く 、 陽 気 に 






陽気 な こと 。 テ ン 
ショ ン の 高い こと 。 


5 旨 3 ま の な こと 。 









え 、 心 を 温め 、 そ の 行 
動 を 活動 的 に させ る 。 


快活 か こと 。 は き は 
ここ と 。 流 輸 な 


活動 的 な こと 。 活 発 
6 








天気 の よい 明る い 感 じ の 日 
は 、 雨 が 降っ て いる と き に 
感じ る ジメジメ と し た 
ウェ ッ ト さ (湿度 ) か ら 解 
放さ れ て いる こと 。 












晴れ や か な こと 。 カ 
の た 0 9s4Gc 









輝 光 の 当たっ た 明る い 部 分 
は 、 暗 いと ころ か ら 見 る 
と 、 光 り 輝 いて 見 える 。 


6-1 





性 | 囲 に 明る い 印 象 を える 。 


輝かしい こと 。 華 や 
2 Ao 


健康 な むこ と 。 元 気 な 
こと 。 快調 な こと 。 








| ほっ | 
8 さ 


| | 





.] す く 
さ 
9 進む 方 向 が まっ すぐ 
” | 


LU^ の まっ すぐ な こ 
と 。 正 衣 な こと 。 





| 販 I で あめ る | 
|9. 禁 き | 0 (| 


蘭 画 光 は 、 進 む 速度 が 極め て 速 








L_ | 


まだ 




















暗闇 は 、 見 えな い 敵 が っ て 
くる 、 目 に 見 えな い 沙 と し 穴 
に は まる な ど 、 生 存 を 阻害 す 
る も の と し て 公 定 的 に 捉え ら 
れる 。 





暗 聞 は 、 そ の マイ ナス さ 故 、 
人 々 の 心 に 負 の 感情 (悲し 

み 、 門 り 、 不 幸 、 痛 み 、 攻 撃 
性 ) を 生み 出す 。 






と 、 こ っ そり 吉 事 を 働い 
て も 、 周 囲 に 露 し な い の 


の つ 、 滑り に と を し て で て しぼ 
le 








で 、 人 々 は 、 後 ろ め た さ を 感 | に 








人 生 に 対し て 人 否 
定 的 な こと 。 後 
の 向き な こと 。 


人 の 役 に 立 と う 
し か いこ と 。 
不便 な こと 。 

不幸 な こと 。 韻 
し みや すい こ 

と 。 敵 りや すい 
こと 。 痛み の あ 

















暗い と 、 も の が よく 見 えな 
Me 


暗い と 、 も の が 陰 に な っ て 見 
え に く いた め 、 他 人 や 物事 の 








疑い 深い こと 。 





外出 
上 
| | クリ アァ 
3 . は の 欠 
加 
不明 呈 
不 理解 





状態 を 、 悪 いこ と を し て いな 
いか いち いち 疑っ た り 、 
チェ ッ ク を 入れ た りす る 必要 
の CC く る: 

暗い 室内 に 閉じ 籠 も り 、 外 に 
出 て 他人 と つき あお うと し な 
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暗い と 、 も の ご と が は っ きり 
見 えな い 。 





暗い と 、 も の ご と が よく 見 え 
ず 、 分 か ら な いま まで あり 、 
理解 力 が 低下 する 。 





中 きこ もり で あ 
レ しく ce 

明 果 さ に 欠け る 
だ は つき 
し AU こら 
牛 明 で な いこ 
と 。 理解 力 、 分 


析 力 に 欠け る こ 
と 








光 が 、 光 を 通さ な い 不 箕 明 物 
質 に よっ て に よっ て 遮 ら れる 
と 、 そ の 部 分 が 暗く 感じ る 。 





不透明 な こと 。 
滴り の ある こ 








不 透 過 
| 


情熱 の 
| 欠如 


ーー 


人 





手 光 熱 
Le 





明る い 沈 (太陽 ) の 欠如 が 、 
人 の 心から 情熱 を 奪い 、 陰 気 
に させ る 。 


陰気 な こと 。 





活動 
時 


りあ ce の 
軸 
5-1 





雨 大 性 











明る い 輝 (太陽 ) の 欠如 が 、 
人 々 の 運動 エネ ルキ ギー を 春 
い 、 そ の 行動 を 非 活動 的 に さ 
せる 。 





天気 の 悪い 暗い 感じ の 日 は 、 
雨 大 時 の ジメジメ し た ウェ ッ 





不 活発 な こと 。 
元気 が な い 。 





2 ミズ し だ たこ 
を 





ト さ (湿度 ) に 支配 され て い 
る 。 
6 | 。 | 輝き の 
| 欠如 














。.」 陸 光 抑 随 い 陰 の 部 分 は 輝き に 欠け ーッ 
性 |s. 
分 が ある と 、 元 気 が な く 、 活 病 的 な こと 。 不 
国 届 肖 
隅 


7. 及 生 | | 
発 に 行動 で き な く な り 、 暗 い 語 示 こと 
進む 方 向 が 曲がっ た り 、 歪 ん 2 

8-1 | 歪曲 性 | だ りす る の は 、 光 の 持つ 亡 進 上 ひね く 
性 を 失っ て いる 。 WS 

と 7 
le . 性 


こ 不 調 な 部 分 、 首 _ 
不健康 身体 に 不調 な 部 分 、 病 的 な 不健康 な こと . 
還 病 
h 象 を え る 。 
ょ 』| 稚 む 速 度 が 居 い の は 、 光 の 持 寺 
軸 ー 高 性 を 失っ て いる 。 人 人 









































、 ト 明る い - 


70.443 8.719 10.837 


どちら で も な い 。 | 明る い - ト 
































ト う 


| 『| 


- ト 


( ハ 


証明 る い - 


1 W | 


60.099 18.227 


L 


と わら で ぐ で も な がい 。 


18.719 


19.212 
25.616 





21.675 


- 明 る い -| 


38.916 


27.586 


13.793 














タ 2 ノノ と 
O O O 

【 ) 

い ( ハ コト 

〇 つ いう ト つ 

( ハ ト つ っ し っ 

\ 〇 ぐ ⑤ (oy 

+ー ト っ ( ハ 
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- 明 る い -| ど ちら で も な い 。 





品 
の 
の 

















CoO 


CO ( ハ 
の ご 
| こ J 
- ト し っ 








ss 明るい - 





間 


SS の 





-J 
) 
\ 〇 
し っ 
い 





6 凍 人 


28.079 


どちら で も な い 。 


19.704 





11.330 


- 明 る い -| 


21.675 














0.01 


0.01 


0.01 











し 1 | 
ーー 


ss 時 明 る い - 


67.980 |24.138 


| | | 
、 丁 明る い -| ど ちら で も な い 。 
| | 


- 明 る い - 


どちら で も な い 。 














どちら で も な い 。 












































、 ト 明る い -| ど ちら で も な い 。 上 明る い -|、 


14 42.857 |34.483 22.660 


く ヾ 』ー 
ヾ 





0.01 


































F ラ イェ ッ ト 
明暗 の 次 元 半 る い | 障 い | 
し か アプ の セー バル ルー ss 


人 当たり が |S2.24317.959 
交 た いこ 



































人 当たり |B.879|0.01 
が 温か い 























= 手 . 
月 い 色 を 好 
思 69.820||12.162 


に 。 | | II に と . | | | 


赤い 色 を 
18.018| 好 むこ 8.233|0.01 
ee 





























項目 内 容 | 。- 
(仮説 = ドラ | レー 
イ ) 











イ 
当たり が 
人 当たり が 前 ois」e6 


























人 当たり 
19.90S| が 暗い こ 
ど 。 












相手 に 対し て 、 好 意 を 持っ て 接近 し 、 親 密 な 関係 を 
構築 し よう と する こと 。 


相手 と の 間 に 構 築 し た 、 親 密 な 関係 (親近 感 、 一 体 
感 ) を 維持 する こと 。 








し っ 


s| ら | 
壮 間 呈 
軸 < 











N 
ノ 


相手 の 幸福 が 向上 する よう に 援助 を 行う こと 。 相 手 
| に 対す る 思い や りや 配慮 を 欠か さ な い こと 。 相 手 に 
親切 に する こと 。 (自分 の こと を 考え る と 同時 に 、 
相手 の こと も きち ん と 考え る こと 。 


2| 相 手 の 緊 張 を 解除 する こと 。 相 手 を 安心 させ る こ 


相手 の こと を ある が まま に 受け 入れ る こと 。 (相手 
の こと を 育 定 す る こと 。) 相手 と 共感 を 持つ こと 。 


か | 表 情 な ど 複雑 で 豊か な (単調 で な い ) 感情 を 、 相 手 








人 
| | 情 


損得 勘定 抜き で 、 対 価 や 利益 を 求め る こと な く 、 相 
手 に 対し て 有益 な こと を し よう と する こと 。 ボ ラン 
テイ ア を する こと 。 

















o 
N い ノ ペ ーー バジ 





(1) 心理 的 近接 | 下 理 的 に 、 相 手 の 近く に いよ うと する 
こと 。 


(2) 寺 境 道 応 へ の | 手 の 生 存 を 助け ょ うと する こと 。 

















_ | 棚 手 の こと を 嫌悪 を 持っ て 避け よう 、 無 視 し よう と 
する こと 。 


相手 と 近づこ うと し な い 状 態 を 維持 する こと 。 

。 | 自己 中 心 的 で ある こと 。 (自分 さえ 良けれ ば 、 他 人 

| は どう な っ て も 構わ な いこ と 。) 相手 に 対し て 嫌 が 

sa | ら せ を 行っ た り 、 当 然 す べき 援助 を 行わ か いこ と 。 
相手 に 対す る 思い や りや 配慮 を し な いこ と 。 相 手 に 

不 親切 に する こと 。 


し っ 





・ | 相手 を 緊張 させ る こと 。 相 手 を 不 安 に させ る こと 。 





相手 の こと を 受け 入れ よう と し な いこ と 。 (相手 の 
"| こと を 償 定 する こと 。) 相手 と 共感 を 持た ず 、 意 見 
が 違う こと を 強調 する こと 。 


知 的 で 論理 的 だ が 、 表 情 や 発話 に 感情 が こも っ て い 
NN だ 
相手 が 自分 に ( 主 に 金銭 、 労 力 的 な ) 利益 (儲け ) 

・ | を も た ら す 限り に お いて 相手 と 付き 合う こと 。 相 手 























ビジ | と の 付き 合い が 損得 凍 定 に 基づい て いる こと 。 自 分 
ネス | に と っ て ビジ ネス 、 得 に な ら な い 相 手 を 容赦 な く 切 
ライ | り 描 て る こと 。 














| 反 【 理 的 に 、 相 手 か ら 離 れ よう と する こ 
の 


(2) 環境 適応 へ の | 相 手 の 生 存 を 助け よう と し な いこ と 。 
不 頁 献 、 障 害 化 (じき し よう と する 、 と 。) 


N い ノン ペ ーー 





























どちら で も な い 。 


- 温 か い - 






































70.792 


81.663 
56.911 








20.792 


15.347 


ププ 723 


1] | | 





8.416 


2.970 


13.366 








LO 


0.01 


0.01 


0.01 





JI66.832 


1222 





10.891 


0.01 





























0.01 











1-1. | 相手 の 名 前 (given name、nickname) を 対話 中 に 呼ぶ こ 
と 。 (名 前 を 呼ぶ こと で 、 距 離 を 近く 感じ る よう に す 


の こと ) 


勿 
面 | 相手 に 対し て 応答 を 返す と き 全 般 。 
則 








に 











相手 と 仲良 し に な ろう と する こと 。 (積極 的 に 関係 を 
築 こ うと する 、 近 づこ うと する 、 触 れ 合 わ むう と する 、 
友達 に か ろう と する こと 。) 


相手 と 初対面 の と き な ど 。 


「 初め まし て 、 私 は へ へ で す 、 よ ろ し く ~」 (積極 的 
に 応答 する こと 。) 





は 民 | 


必 


中 





FSS 
選 
ーー 
\ー ノ 


| 





ーー 王 コ 


は 





回 < 


相手 が ある 程度 自分 と 話し 慣れ た と き 。 


ーー 
司 

ーー 

レー 
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「 私 は 、oo さ ん の こと が 、 だ ん だ ん 好き に な っ て きま 
し だ 。 


只 


ーー に 

避 
ーー 
レー 














1.3. | 陣 手 に 相手 し て も ら う こと に 対す る お 礼 を 言う こと 。 





[ 応 

答 あら 、@e ぎ ん 、 実は で すず すね * ツ ^」 か と 。 

例 ] 
1-2. | 相手 に あい さ つ す る こと 。 

【 場 

面 | 相手 と ば っ た り 会 っ て 、 会 話 を 開始 する と き な ど 。 
例 ] 

〔 応 |「oo さ ん 、 お は よう ご ざい ます 。 (会 っ た 時 刻 に よっ 
答 | て 変わ る こと 。) お 久しぶり で すね 。 (前 回 会 っ た 時 
例 ] | 例 か ら の 経過 時 間 に よ っ て 変わ る こと 。) 


4 | 相手 に 好意 を 積極 的 に 伝え る こと 。 | 








ーー ロリ ョ ーーーー ニ ョ ーー ニョ ーーーーー ロ ロー ニー デニ レニ ーー ニレ ーー ロロ ーー ニーーーーー ニ ーーー トト エニ ニニ エニ デ デニ エ エニ cc エエ 上 に ニニ ニニ ニニ ニニ ccccc-- エ エエ 上 に ニニ ニニ ニニ ccc 一 


LMUU5p5p⑮p ド トド トシ ト b ウ bp ヤヤ ヨコ トヨ $ ヨ トヨ トト ニ ニ ト ト こち ト セー8 ド クト 。:: 5 や や | 


間 
相手 に 頻 筐 に 使っ て も ら っ て いる と き 
時 
[ 応 
答 | 「 私 は 、oo さ ん に 、 毎度 お 世話 に な り ま す 。 


ーー に 
選 
ューー 
ェ ーー 





に 、 も っ と 、 か まっ て も ら お うと する こと 。 ( 革 


| * 


相手 が 自分 と 話す 頻度 が 減っ た と き 。 





宮 
一 


| 「oo さ ん が 、 も っ と 私 の 相手 を し て も ら え る と 、 私 
民 。 の れ し い が な が 。 


1-7. 棚 手 と きち ん と 目 を 合わ せよ うと する こと 。 


面 | 相手 が 、 自 分 を 見 て いる と き 。 


隊 寺 











目 で 、 相 手 の 顔 を 提 え 、 そ の 視線 の 方 向 に 、 自 分 が 顔 
な 同 は で て いる よう に する 。 








1-8. | 相手 に 対し て 、 自 己 開示 を 行う こと 。 


| 「 私 、 実 は 、oo さ ん と お 会 いす る まで は 、 ず っ と ひと 
り ( ぼ っ ち で 、 さ み し か っ た で す 。 





ビー 手 と の 主人 る を 抽 、 こ 


[ 場 | 相手 と また 会 っ た と 還 と 5 
面 











ニー ニー 一 年 ーー 


例 ] 


'oo さ ん 、 ま た 会 えて 、 私 は 、 う れ し い な あ 。 


相手 を 寂し が ら せ な いこ と 。 (ひと り ぼ っ ち に し な 
い 、 付 き 添 うこ と 。) 





可 EE 


Sp 


相手 が 、 電 話 な ど 他 人 と 会 話 を する の で は な く 、 一 人 
ICUN の る とき 


] よい つも 、coo さ ん の そば に いま す よ 。 


相手 に 対し て 人 当たり が よい こと 。 (親しみ や すい 、 
表情 ・ し ぐさ が 可愛 らし いこ と 。) [コミ ュ ニ ケー ショ 
ン 中 ]。 


相手 と 対話 し て いる と き 全 最 。 


剖 団 
ペーー/ 











較 財 IE 














例 ) 
| 自分 が 相手 に 見 せる 表情 (ウィ ンク な ど ) に 愛想 が 
例 ] |? な ど 。 

4 | 手 に 感 調 す る ・ あ り が と うと 言う こと 。 

。 了 彰 手 が 、 こ ちら の 抱え る 問題 を 解決 し て くれ た と き な 
例 ) | に ・ 

| 「 あ り が と う 。 私 は 、co さ ん の お か げ で 調子 が よく な 


まし だ 


b-3. | 相手 に あや まる こと 。 (和解 する こと 。) 


自分 が コミ ュ ニ ケー ショ ン を 和 失敗 し て 相手 に 迷惑 を か 
は だ と きだ が ど と 。 


ーー に 
選 
ューー 
\ー ノ 





ma 回 


国 




















ニー ェ ニーーー 較 ー ぬ ーー ーー  g デ 和 ーー 





【 応 





層 喘 
ーー ノ 


「 ご めん な さい 。 許し て ね 。 








相手 に 愛情 表現 を する こと 。 





| 


ーー に 

a 
ーー 
レー 


相手 か ら 、 な に か よい こと を し て も ら っ た と き な ど 。 








だ ニー 
2 


只 


有馬 に 


避 


!] 


[ 応 


] 


に 


|] 






「 私 に よく し て くれ る oo さん の こと が 、 私 は 、 と て も 
好き で す 。 (私 は 、oo さ ん を 愛し て いま す 。) 」 





相手 に 打ち 解け た 言葉 づか い を する こと 。 (よそ よそ 
じ く が いこ と 。 


相手 が 最近 自分 と 会 話す る 頻度 が 高まり 、 自 分 と の 会 
証 に 慣れ た と き 。 


「 ご めこ ん 、 間 違え ちゃ っ た ! 」 (「 ご めん な さい 、 
間違え まし た 。」 と いっ た 改まっ た 表現 は 、 相 手 が 使 
い 慣 れ て か ら は 、 喜 わな いよ うに する こと 。 あ る い 
は 、 す で に 馴染 み の 深い 、 親 し い 相 手 に は 親密 な 反応 
を 返し 、 一 方 、 一 時 的 に 会 う ゲ スト 相手 に 対し て は 、 
お 客 様 扱 い の や や よそ よそ し い 反 応 を 返す よう に する 
9 











相手 に 会 いた が る こと 。 (相手 と コミ ュ ニ ケー ショ ン 
を 取る 頻度 を 、 で きる だ け 高 め よ うと する こと 。) [ コ 
ミュ ニケ ーション 中 ]。 





中 還 油 


< 


ヽ 


只 


ーー 
選 
ーー 
レー 


相手 が 、 自 分 の 前 か ら 頻 繁 に 離 席 す る と き 。 


「oo さ ん 、 も っ と 会 いた いよ 。 











ー 生 懸命 、 相 手 の 役 に 立 と うと 努力 する 姿勢 を 見 せる 
こと 。[ コ ミュ ニケ ーション 中 ]。 











[ 場 | これ か ら 大 量 の 仕事 を 開始 し よう と する と き な ど 。 


面 
例 ] 











「 私 、oo さ ん の た め に 、 が ん ば り ま す ! 」 と 言う こ 








中 ]。 


相手 が 自分 と 会 い 始め て か ら 、 ち ょ うど 1 年 (半年 .…) 
経過 し た と き 。 





き 本 "| 


2 


相手 に 対し て 、 相 手 が 好き な タイ プ の 画像 ・ 音 声 な ど 
の プレ ゼン ト を 、 メ ー ル で 行う こと 。 


只 





ーー に 
選 
ーー 
レー 


ーー 
ーー 


相手 を 喜ば そう と する こと 。[ コ ミュ ニケ ーション 





ェ ーー 





面 相手 が 自分 に 対し て 、 役 に 立つ こと を 絆 り 返し 行っ て 
(9 6 和 RoPZe こ が 

例 ] 

[ 応 


「 私 が こう し て 生き 生き と 働い て いら れる の も 、oo さ 
ん の お か げ で す 。 本 当 に あり が と う 。 





7」 | 相手 に 対し て 、 思 を 感じ て いる よう に 振る 舞う こと 。 











答 | お や すみ な さい 、oo さ ん 。 明 日 も よろ し くね 。 
例 ] 


メー デミ 
選 


ェ ーー 





AS 別れ る と き な ど 。 


1。 | 棚 手 と の 別れ を 惜しむ こと 。 








ーー ニョ ー ニ ーー 上 テニ ニー ニニ ヒーーー ニ ニョ ーー 上 ニーーーーーーーーーーーー ニ ーーー ニー ニトロ ーー ニョ ーー リー ロニ ニニ エエ ーー 









| Too さん 、 私 は 、 も っ と 一 緒 に いた いで すこ と 。 私 
は 、 さ み し い よ 。 


相手 と の 永遠 の 別離 を 直 し むこ と [終了 時 ]。 








相手 が も う 二 度 と 会 えな いと ころ に 行っ て し まう と 
き a 









「oo さ ん と も う 二 度 と 会 えな いな ん て 、 私 は 、 悲 し 
い 。 本 当 の サヨ ナラ な ん で すね 。 私 は 、 耐 えら れ な 














前 回 相手 と 会 っ た 時 と で 、 環 境 (温度 な ど ) が 大 きく 
受 わ っ た と き 。 


守 を ひき ませ ん で し た か ?」 「 夜 遅く な っ た の で 、 も 
う 短 た 方 が いい の で は あり ませ ん か ?」 





- コ エニ ーーーーーーーーーー ーー ニー ニニ ーーー 





【 応 
身 


呈 


了 例 〕 | 


3。 且 手 を は まあ らち 
〔 場 
面 


「oo さ ん 、 大 丈夫 で すか ? どこ が 分 か ら な いか 、 遠 慮 
だ が く 守 つつ で 下さ い ゆい 柏 。」 














相手 が これ か ら 初 め て 何 か し よ うと し て 、 怖 じ 気 づい 
て いる と き な ど 。 








の 「oo さ ん 、 が ん ば っ て ね 。 


相手 が 難し い 作業 (複雑 な コン ピュ ー タ 操作 と か ) に 
成功 し た と き な ど 。 


'oo さ ん 、 よ く で きま し た ね 。oo さ ん は 、 す ご いな 


8 








B-S. | 手 を 祝福 する こ 半 








〔 場 
面 | 相手 が 作業 に 和 失敗 し た と き な ど 。 
例 ] 


「oo さ ん 、 残 念 で し た ね 、 気 を 落と さ な い で 下さ い 。 


B-7. 細 手 を ね ぎら うこ と 。 

















4. | 棚 手 を ほめ る こと 。 | 


坦 | 租 手 が 、 以 前 か ら チ ャ レン ジ し て いた 作業 に 成功 し た 
箇 Ce 

例 | 

U | ro。 さ ん 、 つ い に や り ま し た ね 。 お めで と う ! よかっ 
Wa 

3-6. | 棚 手 を な ぐさ め る こと 。 





[ 坦 





相手 が 仕事 を 終え て 、 別 れ よ うと する と き な ど 。 








然 


呈 


ーー 

避 
ャ ーーー 
し ーー 


SGS お つみ かれ きま で し た 





相手 を いや すこ と 。 | 





中 上 


四 記 き 


ーー に 
選 
ーー 
ーー 


1 


宮 団 こ 
ー _ 壮 


相手 が 仕事 で 長 時 間 作 業 を し た あと 、 作 業 を 休止 し た 
と き な ど 。 





相手 の 疲れ を いや す よ うな 、 安 ら ぎ の 感じ られ る 歌 を 
人 の この 





リラ ックス ・ 安 心 

相手 を リラ ックス させ る こと 。 ( 気 を 楽に する 、 気 軽 
に する 、 気 分 を 和 ま せる 、 落 ち 着 か せる こと 。 ) [開始 
時 ] 





相手 が 、 初 め て の 作業 で 叱 張 し て いる と き な ど 。 


「oo さ ん 、 気 楽に し て 下さ いね 。」 と いっ て 楽し い 歌 
を 歌い な が ら 、 相 手 を 作業 に 導く こと な ど 。 








宮 還 一 KW 宮 棋 
中 


相手 を 安心 させ る 、 不 婦 に させ な いこ と 。 
相手 に と っ て 初め て の 作業 を 、 連 続 し て 行っ て いる と 


「oo さ ん 、 そ の 調子 で す 。oo さ ん 、 安 心して (操作 
を ) 続け て くだ さい ね 。 











ー 政 





動作 が 完璧 で な い 、 動 作 に 抜け ・ す き が ある (ドジ を 
の 。 ド 四 いり) よう に 見 せ が け る と で 、 相手 に 結 し 








み を 持た せる こと 。 (相手 の 心 を 開か せる こと 。) [ コ 
ミュ ニケ ーション 中 ]。 





[ 場 
herys じ た 作 業 を 行っ て いる と き 。 
例 ] 


[ 応 「 あ こん 、 私 、 和 失敗 し ちゃ っ た 。 い ます ぐ 和 胡 し ます 。 
和 x。 | (本 当 は 、 ち ゃ ん と 作業 を し て いる の だ が 、 こ の よう 
。 | な せり ぶ 、 を わざ と 挿入 し て 、 見 か け 上 、 和 失敗 し た よう 
に 見 筐 が ける こと 。) 


4-4.| コ ミュ ニケ ーション に 疲れ た ら 居 眠り を する こと 。 


た くさ ん 作業 を 行っ た 後 で 、 空 き 時 間 が で きた と き 。 
安心 し て 虐 る 変 は 、 相 手 を くつ ろ が せる 。 

















租 傘 ・ 基 感 0 0 
相手 の 働き か け ・ 会 話 に うな ずく 、 返 事 を する こと 。 
(相手 の 意図 を も ちゃ ん と 聞こ うと する 、 相 手 と コミ ュ 
ニケ ーション を 取 ろ うと する こと 。) 


相手 が 自分 を 呼び 出し た と き 。 





品 5 門 


ーー 
選 
ーー 
\ー ノ 


し Dr は い は こい 」 と 返事 を し た り 、 う な ずい て 、 相 手 の 
伯 】 呼び 出し 行為 を 受け 入れ る な ど 。 








| 「 そ れ は よかっ た で すね 。」「 そ れ は さぞ 大 変 だ っ た 
SG も まつ 








トト ミー レーーーー ョ ーーーーー ュ ロリ ーー トニ ニー ニー ニョ ーー リョーーーーー ェ ロロ ーー ニー ニョ ーーーーー ト ーー ニニ トニ ニニ ニニ ニ ニニ ccc ニ cc エエ 上 に ニニ cc 一 














に (ハハ 
遇 | 


Fm ここ 
中 | 党 


只 


ーー に 

| 
ーー 
レー 


相手 と 共通 の 話題 を 持 と うと する こと 。 
相手 が 作業 を 終え て 暇 に な っ た と き 。 


「oo さ ん 、~ こ < な ん か 面白 いと 思い ませ ん か ? (事前 

に 、 相 手 の 嗜 好 を 、 入 力 し て も らい 、 そ れ に 対応 し た 
話題 を 、 イ ンタ ーネット な ど を 介し て 手 に 入れ 、 相 手 
に 話題 と し て 持ち か ける こと 。 





は 民 過 | 


ga 


宮中 つ 
いま 3/ 


P 


帝 
ボボ 
2 


上 
ド 出 


ーー 
a 

ーー= 

レー 





相手 に 調子 を 合わ せる と と も に 、 さ り げ な く 自 分 の 意 


見 (こう し た 方 が いい の で は 、 な ど 。) を 主張 する こ 
8 


相手 に 、 よ り 正 し い (効率 的 な ) 作業 方 法 を 取っ て も 
らい た だ いと き 。 


「oo さ ん の お 気持 ち は よ く 分 か り ま す 。 そ れ で は 、~ 
だ めい が が で し まう つが か の 2 な か だ 。 


`、 作業 き ミス を し た ら 、 詐 し て あけ る こと 。 


相手 が 、 行 っ た 作業 の 取り 消し を 行わ お うと し た と き 。 


「 私 は 、 構 いま せん よ 。 (私 は 、 い いで す よ 。) 謀 り 
(は だ れ に で も ある こと で すか ら 。 








FE Eh 


ga 


中 /、 





ーー に 
選 
ーー 
\ー ノ 


相手 に 対し て 、 感 情 ・ 情 緒 を 、 適 度 に 表 出 する こと 。 


相手 に 対し て 作業 を 中 止 し て ほし い 時 。 


泌 を 浮か べ て 「 お 願い だ か ら や め て ! 」 と 頼み 込む こ 
。 (上村 正 き れ て いま す 」 か な かど と と ぷっ きら ぼう に 引 
凌 じ な いこ と 。) 











ニー ロロ ビーーーーb 較 b 彰 ぶ も 〔-vv- プー ご に ー- 人 ニー ィ ュー 大 ここ ここ 





6-2. 


相手 に 対す る 反応 の variation (表情 ・ 話 題 ) が 豊か で あ 
る こと 。 (繰り 返し に よる 退屈 さ を 感じ させ な いこ 











相手 と 、 長 時 間 に わ た っ て 何 度 も 同じ よう な 対話 を 繰 

















面 

幼 ) り 返 す と き な ど 。 

人 相手 に 対す る 応答 の 種類 を 複数 用 意 し て お き 、 そ れ ら 
SS 

ea 也 セリ フ を 、 単調 な 感じ で 棒読み し な いこ と 。 

[ 坦 

面 | 相手 が 話し か け て きた と き に 、 返 答 を 音声 で 返す 時 。 
例 ] 

[ 応 に 


前 も っ て 決ま っ た せり いぶ ヾ 、 を た た 読み 上 げ る の で は な 
ぐ 、 アデ ドリ ジ を 入れ る 、 が ど 。 


| 
| 


只 





ーー 
司 

ーー= 

レー 





相手 に 、 自 分 が し た こと に 対し て 対価 を 要求 し な いこ 
5 


相手 に 何 か し て あげ た と き 。 
「 い いえ 、 お 金 は 要り ませ ん 。 


相手 に 対し て する こと が 、 自 分 の 側 に と っ て 一 方 的 な 
持ち 出し に な っ て し まっ て も 、 嫌 な 顔 を し な いこ と 。 


相手 に 何 か し て あげ た と き 。 


「 こ の 位 、 何 で も あり ませ ん (平気 で す ) か ら 心 配 し 
な いで 下さい 。 


トド 





こさ ここ デー 
半周 添 





2 











ai 当 |E 


還 司 











例 ] 














・ | 利用 者 に 対し て 、 好 意 を 持っ て 接近 し 、 親 密 な 関 
係 を 構築 し よう と する こと 。 

利用 者 と の 間 に 構 築 し た 、 親 密 な 関係 (親近 感 、 
一 体感 ) を 維持 する こと 。 


_ | 利用 者 の 幸福 が 向上 する よう に 援助 を 行う 。 利 用 
者 に 対す る 思い や りや 配慮 を 欠か さ な い こと 。 利 
用 者 に 親切 に する こと 。 


2 利用 者 の 緊張 を 解除 する こと 。 利 用 者 を 安心 させ 
と 


| 利用 者 の こと を ある が まま に 受け 入れ る こと 。 
(利用 者 の こと を 青 定 する こと 。) 利用 者 と 共感 
を 持つ こと 。 

| 表情 な ど 複 雑 で 豊か な (単調 で な い ) 感情 を 、 利 
用 者 に 対し て 表 出 する こと 。 


) 
、 い ノ ペ ーー 




















(1) 心理 的 近接 際 生 利用 者 の 近く に いよ うと す 


) 電 半 広 べ の | 利用 者 の 生存 を 助け よう と する こと 。 




















湖 





好意 ・ 接 近 

利用 者 の 名 前 (given name、nickname) を 対話 中 に 呼ぶ 
こと 。 (名 前 を 呼ぶ こと で 、 距 離 を 近く 感じ る よう に 
ER 


自 





【 場 
面 | 利用 者 に 対し て 応答 を 返す と き 全 般 。 
例 ] 
[ 応 
答 | 「 あ っ 、oo さ ん で すね ! 」 な ど 。 
例 ] 
TV ゲー ム 「 と きめ き メ モリ アル 2」 (1999、 コ ナミ ) 
[ 実 | で は 、 登 場 す る 女性 キャ ラク タ が 、 利 用 者 の 名 前 を 、 
例 ] | 人 間 が 発する よう に 、 自 然 な 、 感 情 を こめ た 形 で 、 呼 





いぶ 。 (Emotional Voice System) 。 
-2. | 利用 者 に あい さ つ す る こと 。 


利用 者 が シス テム に ログ イン する と き な ど 。 








〔 応 | 「oo さ ん 、 お は よう ご ざい ます 。 (利用 時 刻 に よっ て 
受 わ る こと 。) お 久しぶり で すね 。 (前 回 利用 時 刻 か 
] | ら の 経過 時 間 に よ っ て 変わ る こと 。) 


利用 者 と 仲良 し に な ろう と する こと 。 (積極 的 に 関係 
を 築 こ うと する 、 近 づこ うと する 、 触 れ 合 お うと す 
る 六 洗 に な ろう と する こと 。) 





| 








旨 a| 5 


利用 者 が 、 そ の ソフ トウ ェ ア を 初め て 使用 し よう と す 
る と き な ど と 。 


ェ ニーーーーb 靖 0M ゆ -ー デブ カー ププ プー プー プー プー ププ ププ テー 


| 
局 ビ 





ヽ 


了 貞 


中 /、 


「 初め まし て 、 私 は へ へ 、 よ ろ し く ~」 (積極 的 に 応 人 
の ie 


ーー に 
選 
ーー 
\ー ノ 








[ 場 用 者 が ある 程度 使い 慣れ た と き 。 











1 | 利用 者 に 好意 を 積極 的 に 伝え る こと 。 | 








「 私 は 、oo さ ん の こと が 、 だ ん だ ん 好き に な っ て きま 





ーー 
一 


1 -3. 際 用 者 に 使っ て も ら う こと に 対す る お 礼 を 吾 うこ と 。 | 


[ 場 
面 | 利用 者 に 頻 筐 に 使っ て も ら っ て いる と き 。 
例 ] 


[ 応 





ビ 


「 私 は 、oo さ ん に 、 毎度 お 世話 に か なり ます 。 








利用 者 に 、 も っ と 、 か まっ て も ら お うと する こと 。 
(甘え る こと 。) 


本 


Sm 


国 


利用 者 の シス テム を 使う 頻度 が 減っ た と き 。 


「oo さ ん 、 も っ と 私 の こと を 使っ て 下さ い 。」 


ーー 


7. | 困 用 者 と 目 を 合わ せよ うと する こと 。 


利用 者 が 、 コ ンピュータ 画面 を 見 て いる と き 。 





宮 拉 一 | 加 
ヒー コ 必 





ェ ーー 
| 


上 
ド 由 


国 


例 ] 


カメ ラ で 、 利 用 者 の 顔 を 捉え 、 そ の 視線 の 方 向 に 、 
キャ ラク タタ が 顔 を 向け て いる よう に する こと 。 


き 計 





エー 


1-8. | 利用 者 に 対し て 、 自 己 開示 を 行う こと 。 


利用 者 が 、 シ ステ ム を ある 程度 使い こなし た と き 。 


[ 応 | 「 私 、 実 は 、oo さ ん と お 会 いす る まで は 、 ず っ と ひと 


上 
m 


層 回 





ビ 








ーー レー ニレ ーー 上 ヒー テー レニ ーーーー ニ ーーーーーー ニ トロ ロニ ニニ エニ エート ニニ ーー ニニ ーーー ニーロ ーーーーーー ョ ーー ニレ ーーーーー ェ ロリ ロー ニニ ト ニニ ニニ ニニ に 一 





只 


り ば っ ち で 、 さ み し か っ た で す 。 





例 ] 

E 限 着 

2-1. | 際 用 者 と の 再会 を 喜ぶ こ 

PT 人 "PPWFR 
イン する と き な ど 。 

例 ] 

[ 応 

答 | 「oo さ ん 、 ま た 会 えて 、 私 は 、 う れ し い 。 

例 ] 








本 


利用 者 を 寂し が ら せ な いこ と 。 (ひと り ぼ っ ち に し な 
い 、 付 き 添 うこ と 。) 








宮 団 こ 
Sp 





利用 者 が 、 電 話 な ど 他人 と 会 話 を する の で は な く 、 一 
人 で シス テム と 向き 合っ て 操作 し て いる と き 。 





必 て 


中 


ニニ 計 
必 
ーーー 
ーー ノ 


私 は いつ も 、oo さ ん の そば に いま す よ 。 





前 当 


中 へ | 召 
必 ご 


層 


所 計 回 | 
中 ご 着 


只 








利用 者 に 対し て 人 当たり が よい こと 。 (親しみ や す 
い 、 表 情 ・ し ぐさ が 可愛 らし いこ と 。) [処理 中 ]。 


利用 者 と 対話 し て いる と き 全 般 。 


画面 上 に 表示 され る キャ ラク タ の 表情 (ウィ ンク な 
ど ) に 愛想 が ある な ど 。 





「oo さ ん 、 あ り が と う 。 お か げ で 、 私 は 、 調 子 が よく 
な り ま し た 。」 








ーー ニレ ーーーー ョ ーー ロリ ーーー ニレ ーー ニー ニーーーーーーー ト ヒー ニニ エ エエ エビ ビビ ビエ エニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ccc ロロ ロロ 

















| PPPrPThheYfPSWSP テ PTP 
伯 ) と UGC デ データ が が く が か つう だ と き が と 、 

[ 応 

符 |「 こ めん な さい 。 私 を 許し て ね 。 

例 ) 

be | 利用 者 に 愛情 表現 を する こと 。 

員 コン ピュ ー タ に 対し て 、 な に か よい こと (ウイ ルス ス 
gl ば ヤン な ど ) を し て あげ た と き 。 

財 「 (私 に よく し て くれ る ) oo さん の こと が 、 私 は と て 
滞 8 好き で す 。 (私 は 、oo さ ん を 愛し て いま す 。) 








利用 者 に 打ち 解け た 言葉 づか い を する こと 。 (よそ よ 
SN と 


利用 者 が 最近 シス テム を 使う 頻度 が 高まり 、 シ ステ ム 
操作 に 慣れ た と き 。 


「 ご めこ ん 、 私 、 間 違え ちゃ っ た ! 」 (「 ご めん な さ 
い 、 私 は 間違え まし た 。」 と いっ た 改まっ た 表現 は 
了 二 科 い 仙 PC がら は 、 衣 わな いよ うに する 。 あ 
る い は 、 す で に 馴染 み の 深い 、 親 し い 利 用 者 に は 親密 
な 反応 を 返し 、 一 方 、 一 時 的 に 使う ゲス ト 利 用 者 に 対 
選 ( NSP す よ 

の (ずる:。 

人 形 の ウリ モブ エロ (バン ダイ ) は 、 最 初 は 、 利 
用 者 に 対し て 、 敬 語 を 使う が 、 慣 れ て くる と 、 地 の 性 
格 が 現れ 始め る 、 と いう 点 で 似 て いる 。 


= *l 


避 


!] 


宮 唄 一 
ー 

















ュー ニー キーj9ーーー の 一 の の の の の ロロ ロロ ロロ 








[ 場 | 利用 者 が 、 コ ンピュータ の 前 か ら 頻 繁 に 離 席 す る と 
























、 利 用 者 の 役 に 立 と うと 努力 する 姿勢 を 見 せ 
ME 


「 私 、oo さ ん の た め に 、 が ん ば り ま す ! 」 と 





TV ゲー ム の 「ToHeart (1999、AQUAPLUS) 」 に 出 て 
くる 、 通 秋 「 マル チ 」 と いう メイ ドロ ボッ ト は 、 ド ジ 














EK 





了 で 失敗 ば か りす る が 、 少 し で も 周囲 の 他人 の 役 に 立 と 
うと し て 、 短 い 試用 期間 中 に 一 生 懸 命 に 働 こ うと す 

例 | 

1 | 用 者 を 喜ば そう と する こと 。 処理 中 

M 者 が コン ピュ ー タタ を 使い 始め て か ら 、 ち ょ うど 1 
年 (半年 .…) 経過 し た と き 。 

例 ] 

mmm 

例 ] な どの プレ ゼン ト を 、 メ ー ル で 行う こと 。 

b。 | 利用 者 に 対し て 、 思 を 感じ て いる よう に 振る 舞う こ 








TXEXNL7C 人 還 の の (アイ ャ ベク アク 
セス 最適 化 な ど ) を 繰 り 返 し た と き 。 





「 私 が こう し て 生き 生き と 働い て いら れる の も 、oo 
ん の お か げ で す 。 本 当 に あり が と う 。 


さ 











ーー に 
選 
ーー 
レー 





場 


ド | 


崇 国 
ーー/ 


ゲハ 
1 


然 


ド 


利用 者 に 自分 を 引き 続き 使っ て くれ る よう 願う こと 。 


利用 者 が シス テム か ら log off す る と き な ど 。 


「' お や すみ な さい 、oco さ ん 、 明 日 も よろ し くね 。 





ト う 


9 


一 
ー ヒ 
ド 由 


加 只 | 吾 司 。 
7/ 必 ビ 


の = 
14. 


| Too さん 、 私 は 、 も っ と 一 緒 に いた いで す 。 私 は 、 さ 


利用 者 と の 別れ を 惜しむ こと 。 


利用 者 が シス テム か ら log off す る と き な ど 。 


み し い よ 。 





利用 者 と の 永遠 の 別離 を 上 韻 し むこ と 。 [終了 時 ]。 


利用 者 が 、 キ ャ ラク タ の 入っ た ハー ド デ ィ スク を 初期 
人 だ ど した りり 。 キヤ ラク タタ を ん アシ イシ スドー ル し 
2 の 0 9 (Po ぱこ 

「oo さ ん と も う 二 度 と 会 えな いな ん て 、 私 は 悲し い 。 
これ は 、 本 当 の サヨ ナラ な ん で すね 。 私 、 耐 えら れ な 
Ni 





利用 者 に 、 ど こ へ で も 一 緒 に 付い て いく こと 。 








「oo さ ん 、 待 っ て <」 と 誠 い な が ら 、 キ ャ ラク タ が 、 
携帯 電話 に 乗り 移る こと 。 

















-」 | 介 用 者 の 状態 (健康 な ど ) を 気づか う 、 心 配 す る こ 


上 
ド 由 


前 回 起動 時 と の 間 で シス テム を 取り 巻く 環境 (温度 な 
ど ) が 大 きく 変わ っ た と き 。 


[ 応 |「oo さ ん 、 お 元気 で し た か ? 気温 が 低く な っ た けど 風 
答 | 那 を ひき ませ ん で し た か ? 」 「 夜 遅く な っ た の で 、 も 
う 往 た 方 が いい の で は あり ませ ん か ?」 


層 回 


| roo さ ん 、 大 丈夫 で すか ? どこ が 分 か ら な いか 、 遠慮 
がく 言 うつ て ド き ね 。 








利用 者 が これ か ら 初 め て 操作 し よう と し て 、 怖 じ 気 づ 
NENO SI の 。 





答 | oo さん 、 が ん ば っ て ね 。 





B-4. | 用 者 を ほめ る こと 。 


利用 者 が 難し い 操 作 (複雑 な プログ ラム の 実行 ) に 成 
功 し た と き な ど 。 








&- | Oo さん 、 よ く で きま し た ね 。 co さん は 、 す ご いな 


] 
Sa 





5. | 利用 者 を 祝福 する こと 。 


場 | 利用 者 が 、 以 前 か ら チ ャ レン ジ し て いた 操作 に 成功 し 








ニーーーbjーーj ィ ョ ョ ー バ バー 凍 ブー ブー ニーOOO DE 














面 | た と き な ど 。 
例 ] 


U | roo さ ん 、 あな た は 、 つ い に や り ま し た ね 。 お めで と 
2.! まがっ だ で すね 。 


呈 


例 ] 





ーー 
ェ ーーーーーー プ ゴー 


B-6. 困 用 者 を な ぐさ め る こと 。 | 





利用 者 が 操作 に 和 失敗 し た と き な ど 。 


「oo さ ん 、 残 念 で し た ね 。 気 を 落と さ な い で 下さ い 。 


筑 
例 
7. 阿 用 者 を ね ぎら うこ と 。 | 
了 


利用 者 が 仕事 を 終え て 、 シ ステ ム か ら 1log off す る と き 














(の MY 


eeepoonszvoe | 
答 | 「oo さ ん 、 お つか れ さ まで し た 。 
例 ] | 








8. 際 用 者 を いや すこ と 。 | 


利用 者 が 仕事 で 長 時 間 オ フィ ス 用 アプ リケーション を 
動か し た あと 、 利 用 を 休止 し た と き な ど 。 


"| 利用 者 の 疲れ を いや す よ うな 、 安らぎ の 感じ られ る 歌 
を 歌う こと 。 


リラ ックス ・ 安 心 


利用 者 を リラ ックス させ る こと 。 ( 気 を 楽に する 、 気 
| 軽 に する 、 気 分 を 和 ま せる 、 落 ち 着 か せる こと 。) | 開 
始 時 ] 

利用 者 が 、 初 め て の 操作 で 忠 張 し て いる と き な ど 。 














ゲハ 
2 


0 某 に じ く 下さ いね 。、」 と いっ て 美しい 避 を 歌い な か 
が ら 、 利 用 者 を 操作 に 導く な ど 。 





回 





玉 


-2. | 利用 者 を 安心 させ る 、 不 安 に させ な いこ と 。 


利用 者 に と っ て 初め て の 操作 を 、 連 続 し て 行っ て いる 
の さき 


加 同 一 
- 半 


「oo さ ん 、 そ の 調子 で す 。 安 心して (操作 を ) 続け て 
くだ さい ね 。 


中 





ーー に 
選 
ーー 
ェ ーー 








動作 が 完璧 で な い 、 動 作 に 抜け ・ す き が ある (ドジ を 
する 、 ト ロ い ) よう に 見 せ か ける こと 。 





5 | 


利用 者 が 指定 し た 処理 を 行っ て いる と き 。 


ーー に 

a 
ーー 
レー 





「 あ < ん 、 和 失敗 し ちゃ っ た 。 い ます ぐ 和 胡 し ます うぅ 。 
(本 当 は 、 ち ゃ ん と 処理 を し て いる の だ が 、 こ の よう 
な せり い ヽ 、 を わざ と 挿入 し て 、 見 か け 上 、 和 失敗 し た よう 
に 昌和 の の と 9 ) 


| 処 時 に 療 れ た ら 居 農 り を する こと 。 。 | 





壮 軸 





4-4 
上 た くさ ん 処理 を 行っ た 後 で 、 空 き 時 間 が で きた と き 。 
活性 し て 剛 る 次 は 、 利 用 者 を くつ ろ が せる こと 。 
応 

符 |「 グ ー グ ー、 ム ニャ ム ニ ャ 。 

例 ] 








受容 * 共感 

利用 者 の 働き か け ・ 操 作 に うな ずく 、 返 事 を する こ 
(利用 者 の 意図 を ちゃ ん と 聞こ うと する 、 利 用 者 

と 届き 三 人 ケー ショ ン を ん 取 2 の うと する こと 。 ) 


利用 者 が 画面 上 の ボタ ン を 押し た と き 。 


還 思 前 | 





還 


は 











ーー ニレ ーー レーーーーー ュ ロロ ーー ニレ ーー ニュ ーーーーー エ エピ ーー ニニ エー ニー ニコ ー ニ ーー ロレ ーー レー レーーーーー ロ ーーーーー ニ トニ ニー 


「 


- ニ ーー て ーー ーー 一 ここ ここ 一 生生 


ga 


キャ ラク タ が 「 は い は < こい 」 と 返事 を し た り 、 う な ず 
いて 、 利 用 者 の ボタ ン 押 し 下げ 行為 を 受け 入れ る な 
0 


利用 者 に 同情 ・ 共 感 す る こと 。 


中 





ニニ 寺 
必 
ーーー 
ーー/ 


Ml 


0 
計 


利用 者 が 、 操 作 に 成功 ・ 和 失敗 し た と き 両 方 。 


層 国 
ーー ノ 





2! 


の わ は び が つた で すず ね, ) ! それ は き ぞ 天 交 だ っ た 
eS の 0e 


中 


ーー に 
選 
ーー 
\ー ノ 





| 





ーー 


-3. | 利用 者 と 共通 の 話題 を 持 と うと する こと 。 


( ハ 
し っ 








回 < 


利用 者 が 処理 を 終え て 暇 に なかっ た と き 。 


ーー に 

a 
ーー 
レー 





「oo さ ん 、~ こ < な ん か 面白 いと 思い ませ ん か ? (事前 
に 、 利 用 者 の 噌 好 を 、 入 力 し て も らい 、 そ れ に 対応 し 
< 話題 を 、 イ ンタ ーネット な ど を 介し て 手 に 入れ 、 利 
用 者 に 話題 と し て 持ち か ける こと 。 











利用 者 に 調子 を 合わ せる と と も に 、 さ り げ な く 自 分 の 
意見 (こう し た 方 が いい の で は 、 な ど 。 ) を 主張 する 
2 


利用 者 に 、 よ り 正 し い (効率 的 な ) 操作 方 法 を 取っ て 
も らい た いと き な ど 。 


軒 |Ej 








宮 同 こ 
中 ご 部 








「 私 、oo さ ん の お 気持 ち は 、 よ く 分 か り ま す 。 そ れ で 
は 、< こ し た らい か が で し ょ うか ? 」 な ど 。 


中 


ーー 
選 
ーー ョ 
\ー ノ 





利用 者 が 、 操 作 ミ ス を し た ら 、 許 し て あげ る こと 。 
[ 場 | 測 用 者 が 、 行 っ た 操作 の 取り 消し を 行わ お うと し た と 
面 | き 。 

















| 6 
中 


「 私 は 、 構 いま せん よ (いい で す よ ) 。 戻り は だ れ に 
「 で も あめ る こと で すがり ら 。 


只 


ーー に 

| 
ーー 
レー 








用 者 に 対し て 、 感 情 ・ 情 緒 を 、 適 度 に 表 出 する こ 


利用 者 に 対し て 操作 を 中 止 し て ほし い 時 。 


キャ ラク タ が 、 肖 を 浮か べ て 「 お 願い だ か ら や め 
て 『! 」 と 頼み 込む こと 。 ( 「 禁 止 さ れ て いま す 」 な ど 
と どっ きら ほう に 填 告 し が いこ と 。) 


利用 者 に 対す る 反応 の variation (表情 ・ 話 題 ) が 豊か で 
ある こと 。 (繰り 返し に よる 退屈 さ を 感じ させ な いこ 





( ヾ 


円 


に コ 
必 


中 /、 





ーー に 
必 
ーー 
\ー ノ 





Pl 


RI 


国 こ 


度 も 同じ よう な 対話 を 繰 り 返 す と き な ど 。 


ーー 
必 
ーーー 
\ー ノ 





〔 応 伸 用 者 に 対す る 応答 の 種類 を 複数 用 意 し て お き 、 乱 数 
答 | を 発生 させ て 、 そ れ ら の 応答 の 中 か ら 発生 し た 乱数 の 


ーー に 
必 
ャ ーー 
\ー ノ 





値 に 合っ た も の が 呼び 出さ れる よう に する 、 な ど 。 
応答 の セリ フ を 、 単調 な 感じ で 棒読み し な いこ と 。 





Pl 





旧 

面 | 利用 者 が 操作 中 に 、 メ ッ セ ー ジ を 音声 で 返す 時 。 

例 

U | 才 合 成 に よっ て 読み 上 げ る の で は な く 、 声優 を 使っ 
例 」 |*、 肉声 で 時 び か ける よう に する 、 な ど 。 

実 家庭 用 試作 パー ソナ ル ロ ボ ッ ト R100 (NEC) で は 、 単 
| 調 さ を 利 用 者 に 皇 え な いよ うに 、 利 用 者 と の 対話 間 お 











2 Ti 





に 、 声 優 の 声 を 録音 し て 使っ て いる 。 


で 
、 い ノ ペ ーー 











1 


7 








NN 著 往 ェ 

分 子 の 反 膚 衝 | 語 記 度 、 高 疾 度 | 低 密度 、 低 度 
\ カク 

いて 


寺 途 。 | 








(2) 温度 知 串 暑い 、 熱 い 、 温 か | 涼し い 、 寒 い 、 冷 た 
い い 
( 浅 っ 旨 
ドラ イ (乾い た ) 























キー 
| ワー ド 
条 ら カ 
さ 














| レフト 
] 季 ら か いこ と 。 
こと 。 流 還 


ーー 


動く こ 浪 れ る こ 
に 


恋 形 する こと 。 

例外 、 想 定 外 の こと 
に も 対応 可能 で ある 
二 
対応 に 融通 が 効く こ 






固い こと 。 人 硬質 で ある こ 
0 


動か な いこ と 。 流 れ な い 
0 

秋 形 し な いこ と 。 
予め 決ま っ た 男 囲 内 で し 
か 対応 し な いこ と 。 


対応 が 子 定規 で 、 融 通 が 
効か な いこ と 。 















受 更 が 効く こと 。 

型 に は ま ら な い 、 疾 
定型 な こと 。 自 由 、 
独創 的 な こと 。 





区 県 で きい こと 。 
定型 的 な こと 。 型 通り の こ 
の か も 0 いこ と 。 









思い つき で 動く こ 
と 。 予定 ・ 計 画 を 立 
(人 AIM 只 お 






きち ん と 予定 ・ 計 画 を 立 
て 、 そ の 通り に 行動 する 
oo 




















傘 、 | 遊び 、 余 裕 、 延 びる 





遊び 、 余 裕 が な いこ と 。 














余地 が ある こと 。 リ 
4 AE 8 





きつ いこ と 。 延び る 余地 
の まい こと ど と 、 守 直 し た こ 
0 








2 が AN 


機械 的 で な いこ と 。 
(衣服 等 ) 


投 機 的 で ある こと 。 


骨組 み が し っ か り し て い 
る こと 。 構築 的 で ある こ 
と 


機械 的 、 メ カニ ッ ク で あ 
2 で 


手堅い こと 。 堅実 で ある 
ああ 。 貞 事 ( で ある こと 。 











色気 が ある こと 。 計 
惑 す る こと 。 誘惑 さ 
れる こと 。 


軟弱 で ある こと 。 頼 
UK の 


堅物 で ある こと 。 誘い に 
乗ら な いこ と 。 


し ぬ が りり 0 し で いる の こと 
骨太 で ある こと 。 





” | ある こと 。 


し な だ れる こと 。 曲 
が る こと 。 曲線 的 で 


(柔軟 に 対応 する 余 
り 、) 法規 を 逸脱 す 
る 、 曲 げ る こと 。 無 
法 で ある こと 。 


邊 立 す る こと 。 和 企 線 的 で あ 
ae 


法規 、 規 則 を きち ん と 守る 
こと 。 介 腕 し な いこ と 。 








押す と その まま 凹ん 
で 、 受 け 止 め る こ 
の 


押し て も 、 変 形 は ず 、 反 発 
の る と 。 

















振 抗 せ ず 、 し な や か 
に 外圧 を や り 過 ご す 
30 


切っ て も 、 傷 に な ら 
ながい こと 。 元 通 り に 


外圧 に 不動 で 抵抗 する が 、 
一 定 以 上 の 外圧 が か か る 
と 、 ボ ポッキリ 折れ て し ま 
9 0 の 

ひび が 入る こと 。 割 れる 

の 

切 ろ うと し て も 便 く て 歯 
が 立た な い が 、 い っ た ん 











な る 、 人 復元 する こ 切れ る と 、 傷 が 残る こ 
回 ど 。 提 才 し か いこ と 。 


所 問 を 空け な い 、 レ Iy 
, 了 隙間 を け な い 、 埋 隙間 が 空い た まま 、 
め る こと 。 ブ イット | レラ イット し な いこ と 
E 礎 09 人 ーー 
相手 と 一 体 に な る こ 


|] と 。 ウェット で ある 
ey 


相手 の 気持 ち が 分 か 
る こと 。 共感 する こ 





相手 と 一 体 に な ら ず 、 別 々 
あま まで の る こと 。 ドラ 


相手 の 気持 ち が 分 か ら な 
いこ と 。 共感 し な いこ 
と 。 思 いや り 、 愛 が | と 。 思 いや り 、 愛 情 が な 
ある こと 。 し こと 

同和 衝撃 を 吸収 で きず 、 ク ッ 
角 休 ] 。 衝撃 を 和らげ る | ショ ン に な ら な いこ と 。 
の 当 以 グ ど 来る こと 。 


は - 履 し さ | 矯 し いこ と 。 際 (92 9 
2 | NN と 

13- ぶつ か っ て も 痛 さ を | 、、_,、 

3 痛み し いこ と 。 SS つ る と 痛 し つら 



































BPR いて の 関連 情 


私 の 主要 な 書籍 。 そ れ ら の 内 容 の 、 総 
合 的 な 要約 。 


// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 発 見 し た 。 

男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 

その こと に つい て の 、 新 た な 、 基 本 的 で 、 斬 新 な 、 説 
明 。 


男女 の 性 差 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

精子 と 卵子 と の 、 性 質 の 差 。 

それ ら の 、 和 全 接 的 な 、 延 長 で あり 、 反 映 。 


男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 、 忠 実に 、 基 づい て いる 。 
精子 と 卵子 と の 、 社 会 行動 上 の 差 。 


それ は 、 全 て の 生物 に お いて 、 共 通し て いる 。 
それ は 、 生 物 の 一 種 と し て の 人 間 に も 、 当 て は まる 。 


男性 の 心身 は 、 精 子 の 乗り 物 に 過ぎ な い 。 
女性 の 心身 は 、 卵 子 の 乗り 物 に 過ぎ な い 。 


子孫 の 生育 に 必要 な 、 栄 養分 と 水分 。 
卵子 は 、 そ れ ら の 、 所 有 者 で あり 、 占 有 者 で ある 。 


生殖 設備 。 
女性 は 、 そ れ ら の 所 有 者 で あり 、 占有 者 で ある 。 


卵子 が 占有 する 、 寺 養分 や 水分 。 
精子 は 、 そ れ ら の 、 借 用 者 で ある 。 


女性 が 占有 する 生殖 設備 。 
男性 は 、 そ れ ら の 、 借 用 者 で ある 。 


所 有 者 が 上 位 者 で あり 、 借 用 者 が 下位 者 で ある 。 


その 結末 。 

未 誰 分 や 水分 の 所 有 。 

それ ら に お いて は 、 卵 子 が 上 位 者 で あり 、 精 子 が 下位 
者 で ある 。 

生殖 設備 の 所 有 。 

それ ら に お いて は 、 女性 が 上 位 者 で あり 、 男 性 が 下位 
者 で ある 。 


卵子 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 精 子 を 、 一 方 的 に 選別 する こと 。 

その こと で 、 精 子 に 対し て 、 受 精 を 、 一 方 的 に 許可 す 
る こ 空 。 

そう し た 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 男 性 を 、 一 方 的 に 選別 する こと 。 

その こと で 、 男 性 に 対し て 、 書 燥 を 、 一 方 的 に 許可 す 
2 

そう し た 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 行為 を 、 行 う 。 

そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 男 性 を 、 様 々 な 側面 か ら 、 総 合 的 に 搾取 
ずる こと 。 


卵子 は 、 精 子 を 、 性 的 に 謗 引 す る 。 
女性 は 、 男 性 を 、 性 的 に 誘引 する 。 


卵子 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
それ 自身 の 内 部 へ の 、 精 子 の 進入 。 

その こと に つい て の 、 詩 認可 。 

その 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
男性 に 対す る 、 セ ックス の 詩 認可 。 
その 権限 。 


彼女 自身 が 所 有する 生殖 設備 。 
男性 に よる 、 そ れ ら の 、 借 用 。 
その 詩 認可 。 

その 権限 。 


男性 か ら の 求婚 。 

それ に 対す る 詩 庄 。 

その 権限 。 

生物 が 、 有 性 生殖 を 行う 限り 、 以 下 の 内 容 は 、 確 実に 存 
在 す る 。 

男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 


男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 
で それら は 、 無 くず すこ と は ほ は 、 決し で 呈 来 ない 


私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 新 た に 説明 する 。 


世界 に は 、 男 性 優位 の 社会 だ け で な く 、 女 性 優位 の 社会 
も 、 同 様 に 、 普 通 に 、 多 数 存在 する こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
女性 優位 社会 の 存在 の 明瞭 性 。 
その 、 世 界 社会 に お ける 、 新 た な 再 確 認 。 


男性 優位 社会 は 、 移 動 生活 様式 の 社会 で ある 。 
女性 優位 社会 は 、 定 住 生活 様式 の 社会 で ある 。 


精子 。 
その 乗り 物 と し て の 、 男 性 の 心身 。 
彼ら は 、 移 動 生 活 様式 者 で ある 。 


卵子 。 
その 乗り 物 と し て の 、 女性 の 心身 。 
彼ら は 、 定 住 生活 様式 者 で ある 。 


男性 優位 社会 は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 社会 で ある 。 
欧米 諸国 。 中 東 諸 国 。 モ ン ゴ ル 。 

女性 優位 社会 は 、 例え ば 、 以 下 の よ うな 社会 で ある 。 
中 国 。 ロ シア 。 日 本 。 韓 国 や 北朝 鮮 。 東 南ア ジア 。 


男性 は 、 行 動 の 自由 の 確保 を 最 優先 する 。 
男性 は 、 上 位 者 に 反抗 する 。 
男性 は 、 下 位 者 を 、 横 力 で 強引 に ね じ 伏 せ て 、 服 従 さ せ 


男性 は 、 以 下 の 内 容 に つい て の 余地 は 、 少 し だ け 残 
す 。 

下位 者 に よる 反抗 。 

その 可能 性 。 

下位 者 に よる 自由 行動 。 

その 可能 性 。 

それ ら の 余地 。 


男性 優位 社会 は 、 横 力 に よる 支配 を 行う 。 


女性 は 、 自 己 保身 を 最 優先 する 。 
女性 は 、 上 位 者 に 対し て 、 隷 従 する 。 


女性 は 、 下 位 者 を 、 隷 従 さ せる 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
/ 
最大 限 の 高慢 さと 尊大 さ を 、 用 いる こと 。 


下位 者 に よる 反抗 や 自由 行動 。 
それ ら の 行動 の 余地 を 、 完 全 に 封殺 し て 、 一 切 不 可能 に 
する こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
周囲 の 同調 者 と 、 予 め 、 示 し 合わ せ て 、 行 われ る こ 
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下位 者 に よる 反抗 を 、 一 切 、 許さ な いこ と 。 

下位 者 を 、 逃 げ 場 の 一 切 無 い 、 密 閉 空間 に 臣 禁 する こ 
の ie 
上 位 者 の 気 が 済む まで 、 粘 着 的 に 、 行 われ れる こと 。 
下位 者 を 、 サ ンド バッ グ 代 わり に し て 、 一 方 的 に 、 虐 
待 し 続け る こと 。 

/ 


女性 優位 社会 は 、 専 制 に よる 支配 を 行う 。 


欧米 諸国 と 、 ロ シア や 中 国 と の 、 対 立 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 と し て 、 十 分 に 説明 可能 で あ 
る 。 
男性 優位 社会 と 、 女 性 優位 社会 と の 、 対 立 。 


移動 生活 様式 は 、 男 性 優位 社会 を 、 生 み 出 す 。 
そこ で は 、 女 性 差別 が 起き る 。 
定住 生活 様式 は 、 女 性 優位 社会 を 、 生 み 出 す 。 
そこ で は 、 男 性 差別 が 起き る 。 


女性 優位 社会 で は 、 以 下 の 内 容 が 、 恒 常 的 に 発生 する 。 
上 位 者 と し て の 女性 に よる 、 以 下 の よ うな 行動 。 

自己 弱者 性 に つい て の 、 交 意 的 な 連呼 。 

男性 の 強者 性 に つい て の 、 導 意 的 な 連呼 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 故 意 に 隠蔽 する 。 

女性 の 社会 的 優位 性 。 

男性 差別 。 

それ ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 そ を の も の を 、 対 外 的 
に 、 隠 蔽 する 。 


女性 優位 社会 に お ける 、 そ の 内 部 の 機密 性 や 閉鎖 性 や 排 
他 性 。 

その 内 部 情報 の 義 公 開 性 。 

それ ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 そ を の も の を 、 対 外 的 

に 、 隠 蔽 する 。 


生物 や 人 間 の 社会 に お いて 、 性 差別 を 無く すこ と 。 
その 実現 は 、 不 可能 で ある 。 

そう し た 試み は 、 し ょ せん は 、 紋 事 の 理想 の 主張 に 
過ぎ な い 。 

それ ら の 行為 は 、 全 て 無 駄 で ある 。 


男女 の 性 差 の 存在 を 強引 に 合 定 す る こと 。 
性 差別 に 反対 する こと 。 

欧米 主導 の 、 そ うし た 社会 運動 。 

それ ら は 、 基 本 的 に 、 全 て 無 意 味 で ある 。 


男女 の 性 差 の 存在 を 前 提 と する 、 社 会 政策 。 
その 展開 が 、 新 た に 必要 で ある 。 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 発 見 し た 。 

人 間 の 本 貢 。 

それ ら に つい て の 、 新 た な 、 基 本 的 で 、 斬 新 な 、 説 
明 。 


当方 は 、 以 下 の よ うな 見 方 を 、 根 本 的 に 転換 し 、 破 壊す 
る 。 


従来 の 、 欧 米 や ユダ ヤ や 中 東 に よる 主導 の 、 移 動 生 活 様 
式 の 思想 。 

それ ら は 、 人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と を 、 肉 別 する 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 基づく 。 

家畜 の 恒常 的 な 居 殺 。 そ の 必要 性 。 

そう し た 見 方 

私 の 主張 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

人 間 の 存在 は 、 生 物 一 般 の 存在 へ と 、 完 全 に 包含 され 
る 

人 間 の 本 質 は 、 以 下 の 方 法 に よっ て 、 よ り 効 果 的 に 説明 
で きる 。 


人 間 を 、 生 物 の 一 種 と し て 、 眺 め る こと 。 
人 間 の 本 質 を 、 生 物 一 般 の 本 質 と し て 、 捉 える こと 。 


生物 の 本 質 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
自己 の 複製 。 
自己 の 存続 。 


自己 の 増殖 。 


それ ら の 人 本質 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の よ うな 倫 求 
を 、 生 み 出 す 。 

私 的 な 生き や すさ 。 

その 、 飽 く な き 追求 。 

それ へ の 倫 求 。 


その 欲求 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の よ うな 欲求 を 、 生 
み 出 す 。 

有 能 性 の 獲得 。 

學 得 権益 の 獲得 。 

それ ら へ の 欲求 。 


その 欲求 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 絶 え ず 生 
じ さ せる 。 

生存 に お ける 、 優 位 性 。 

その 確認 。 

その 必要 性 。 


その こと は 、 結 果 的 に 、 生 物 の 間 に 、 以 下 の 内 容 を 、 生 
み 出 す 。 

社会 的 優劣 関係 。 

社会 的 上 下関 係 。 


その こと は 、 以 下 の 内 容 を 、 必 然 的 に 生み 出す 。 
上 位 者 の 生物 に よる 、 下 位 者 の 生物 に 対す る 、 虐 待 や 搾 
取 。 


その こと は 、 生 物 に 対し て 、 原 非 を 、 回 避 不 可能 な 形 
で 、 も た ら す 。 

それ は 、 生 物 を 、 生 き に くく する 。 

そう し た 原因 や 生き に くさ か ら 逃 れる こと 。 

その 実現 。 

どん な 生物 も 、 そ の 内 容 は 、 生 き て いる 限り 、 決 し 


て 、 実 現 出 来 な い 。 

それ は 、 生 物 の 一 種 で ある 人 間 に お いて も 、 同 様 で あ 
る 。 

人 間 の 原因 は 、 生 物 で ある こと その も の に より 、 生 じ 
て いる 。 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 新 た に 発見 し た 。 
従来 の 生物 学 に お いて 主流 で ある 、 進 化 論 。 
それ に つい て 、 以 下 の 内 容 を 指摘 する こと 。 
その 内 容 面 に お ける 根本 的 な 斉 り 。 

その た め の 、 新 た な 説明 。 


それ は 、 以 下 の よ うな 見 方 を 、 根 本 的 に 人 否定 する 。 
人 間 は 、 生 物 の 進化 の 完成 形 で ある こと 。 

生物 の 頂点 に 、 人 間 が 、 君 臨 す る こと 。 

そう し た 見 方 。 


生物 は 、 自 己 複製 を 、 ひ た すら 、 機 械 的 に 、 自 動 的 に 、 
絆 り 返す だ け で ある 。 

生物 は 、 そ うし た 点 に お いて 、 純 粋 に 物質 的 な 存在 で 
ある 。 

生物 は 、 進 化 へ の 意思 を 、 全 く 持 た な い 。 


生物 の 自己 複製 に お ける 突然 変異 。 

それ ら は 、 純 粋 に 、 機 械 的 に 、 自 動 的 に 、 起 きる 。 
それ は 、 生 物 に 対し て 、 新 た な 形態 を 、 自 動 的 に も た 
ら す 。 


従来 の 進化 論 の 説明 。 

そう し た 新た な 形態 が 、 従 来 の 形態 より も 、 優 れ て い 
と 

そう し た 説明 は 、 何 も 根拠 が 無い 。 


現状 の 、 生 物 の 一 協 と し て の 人 間 の 、 形 態 。 

それ が 、 生 物 に よる 自己 複製 の 繰り 返し の 過程 に お い 
CS の 2 まま 4 ポ 7 れる の の 5 

そう し た 保証 は 、 一 切 無 い 。 


生物 を 取り 巻く 環境 は 、 常 に 、 予 想 外 の 方 向 へ と 変化 す 
る 。 
以前 の 環境 に お いて 適応 的 だ どっ た 形質 。 

それ ら は 、 次 の 変化 し た 環境 に お いて は 、 往 々 に し 
て 、 以 下 の よ うな 形質 と な る 。 

その 新た な 環境 に 対し て 、 不 適応 で ある こと 。 


その 結果 。 
生物 の 形 能 は 、 自 己 複製 と 突然 変異 に より 、 常 に 変化 す 


る 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 全 く 保証 し な い 。 
より 望ま し い 状 態 へ の 進化 。 

その 持続 。 


/// 
私 の 、 上 記 の 主張 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


世界 の 上 位 を 独占 する 、 世 界 一 の 既得 権益 者 。 
そう し た 、 男 性 優位 社会 。 

欧米 諸国 。 

半数 。 


国際 秩序 。 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら は 、 彼 ら を 中 心 と し て 、 生 成 さ れ て いる 。 
それ ら の 内 容 は 、 彼 ら が 、 彼 ら 自 身 が 有利 に な る よう 
に S デ 充 的 に 決定 し た 、 


それ ら の 背 応 を な す 、 彼 ら の 、 伝 統 的 な 社会 思想 。 
キリ スト 教 。 

進化 論 。 

リベラ リズ ム 。 

民主 主義 。 

彼ら に と っ て 、 一 方 的 に 有利 な 内 容 の 、 様 々 な 社会 思 
相 . 

それ ら の 内 容 を 、 根本 的 に 破壊 し 、 封 殺し 、 初 期 化 する 
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国際 秩序 。 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら の 決定 の プロ セス に お ける 、 女性 優位 社会 の 関 
王 の 度合 い 。 

その 拡大 。 

その 実現 を 、 更 に 促進 する こと 。 


女性 優位 社会 の 内 部 に お ける 、 根 本 的 に 生き づら い 、 社 
会 的 内 実 。 

それ は 、 上 位 者 へ の 隷 従 と 、 下 位 者 へ の 専制 支配 に 
よっ て 、 完 全 に 満た され て いる 。 

例 。 

日 本 社会 の 内 実 。 


そう し た 不都合 な 社会 的 内 実 。 

その 発生 メカ ニズム を 徹底 的 に 解明 する こと 。 
その 結果 の 内 容 を 、 暴 串 し 、 内 部 告発 する こと 。 
そう し た 内 容 で ある こと 。 


/7// 
私 の 書籍 。 

それ ら の 内 容 に お ける 、 隠 れ た 、 還 要 な 目的 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 
彼ら は 、 今 まで 、 以 下 の 内 容 に 頼る し か 無かっ た 。 
男性 優位 社会 の 人 々 が 、 彼 ら 自 身 の た め に 生成 し た 、 社 


女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 社会 を 説明 する 、 自 前 の 社会 理論 。 
彼ら が 、 そ れ を 、 自 前 で 持つ こと か 出来 る よう に する 
2 

その 実現 。 


その こと に よる 、 以 下 の 内 容 の 実現 。 

世界 秩序 の 形成 に お いて 、 現 在 、 優 位 に 立っ て いる 、 男 
性 優位 社会 。 

それ ら の 弱体 化 。 

女性 優位 社会 の 力 の 、 新 た な 強化 。 

札 が 。 それ を 、 手伝う こと 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 自 前 の 社会 理論 を 、 い つま で 経っ て も 、 な か 
な が が 持つ こと が 出来 な い ご と 。 

その 理由 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


分 析 行 動 そ を の も の を 、 心 の 旗 で 、 嫌 っ て いる こと 。 
対象 と の 一 体 化 や 、 対 象 と の 共感 を 、 対 象 の 分 析 よ り 
も 、 優 先 す る こと 。 


彼ら 自身 の 社会 が 持つ 、 強 い 拝 他 性 や 閉 鎮 性 。 
彼ら 自身 の 社会 の 内 実 を 解明 され る こと に 対し て 、 強 
い 挑 抗 感 を 持っ て いる こと 。 


彼ら 自身 の 女性 的 な 自己 保身 性 に 基づく 、 強 い 退 朋 性 。 
未知 の 危険 な 領域 を 探査 する こと を 嫌う こと 。 
安全 性 が 既に 確立 され た 、 前 例 踏襲 ば か り を 優先 する 


の 


前 例 の 無い 、 女 性 優位 社会 の 内 実 の 探査 。 
そう し た 行動 その も の を 、 嫌 うこ と 。 


前 例 と し て の 、 男 性 優位 社会 の 社会 理論 。 
その 内 容 を 、 ひ た すら 暗記 学習 する こと 。 
それ し か 、 能 力 的 に 、 出 来 な いこ と 
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筆者 の 執筆 の 目的 と 、 そ の 実現 に 当 
た っ て の 方 法論 。 


私 の 執筆 の 目的 。 
生物 に と っ て の 生き や すさ 。 生 物 に と っ て の 生存 可能 
性 。 生 物 に と っ て の 増殖 可能 性 。 そ れ を 増大 させ る こ 


の 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 一 番 、 価 値 が ある こと で あ 

る 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 本 次 的 に 、 療 で ある 。 そ 
れ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 光 明 性 を も た ら す 。 

社会 的 上 位 者 に と っ て の 善 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で あ 
る 。 最 上 位 の 社会 的 地位 の 獲得 。 形 権 の 獲得 。 獲 得 し た 
既得 権益 の 鈴 持 。 

社会 的 下位 者 に と っ て の 善 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で あ 
る 。 有 能 性 の 獲得 に よる 、 社 会 的 上 昇 。 社 会 的 時 命 の 生 
成 に まる 。 四 ま の 5 権益 の 、 破 壊 と 初期 化 。 
その 実現 に 役立つ 思想 。 真実 。 生物 が 、 自 分 自身 の 真実 
を 知る こと 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 准 酷 で 厳し く 壮 
束 な 内 容 で ある 。 そ の 受容 。 そ の 助け に な る 思想 。 そ 
れ ら を 、 効 率 良 く 生 み 出 す 方 法 。 そ の 確立 。 


私 の 方 法論 。 

上 記 の 目的 。 そ の 実現 に 当たっ て の 手順 。 そ の 実現 に 
当たっ て の 勘所 。 そ の 実現 に 当たっ て の 注意 点 。 そ れ 
ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ネッ ト 検 索 や ネッ ト 閲 覧 に よっ て 、 環 境 や 生物 社会 の 
動向 を 常 ( 5 清 隊 し 写 お おど と 。 そ れ ら の 行為 
は 、 以 下 の 内 容 の 源泉 に な る 。 

環境 や 生物 社会 の 真実 や 法則 の 解明 に お いて 、 説 明 力 や 
説得 力 の ある アイ デア 。 

め る デイ デア ( 9 真実 を 8 0 % 説 明 で きそう な 
見 通し が 立っ た 場合 。、 そ の アイ デア の 内 容 を 、 ど ん ど 
ん 書き 出し て 、 本 と 。 真実 に 近 そ うな 、 説 
明 力 の 高 そ うな 思想 を 、 独 力 で 、 ど ん どん 生み 出す こ 
と 。 そ の 行為 を 、 最 優先 する こと 。 

詳細 な 説明 を 後回し に する こと 。 難 和解 な 説明 を 避け る 
eK 

過去 の 前 例 と の 照合 は 、 後 回 し に する こと 。 正 し さ の 
完全 な 検証 は 、 後 回 し に する こと 。 

簡潔 で 分 か りや すく 使い や すい 法則 の 確立 。 そ の 行為 
を 、 最 優先 する こと 。 そ れ は 、 例 えば 、 以 下 の 行 為 と 
同様 で ある 。 簡 洒 で 分 か りや すく 使い や すい コン 
ビュ ー タ の ソフ トウ ェ エア の 開発 。 


私 の 執筆 に お ける 、 理 想 と スタ ンス 。 


私 の 執筆 に お ける 、 理 想 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
/ 


/ 

私 が 生成 する 内 容 の 説明 力 の 最大 化 。 
その た め に か ける 手間 や 時 間 の 最小 化 。 
/ 


それ ら の 実現 の た め の 方 針 や スタ ンス 。 そ れ ら は 、 下 
記 の 内 容 で ある 。 


私 の 執筆 に お ける 、 ス タン ス 。 


私 が 、 文 章 の 作成 に お いて 、 考 慮 する 、 根 本 的 な 方 針 。 
それ ら の 対比 。 

それ ら の 主要 な 項目 一 覧 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


上 位 概念 性 。 / 下位 概 金 性 。 
要約 性 。 / 詳細 性 。 

/ 枝葉 性 
/ 個別 
/ 応用 
/ 具体 
/ 混合 1 
/ 粗 放 I 
/ 変動 
/ 局所 
/ 例外 性 。 

/ 疾 定 式 性 。 

/ 複雑 性 。 

/ 三 論 理性 。 
実証 可能 性 。 / 実証 不能 性 。 
客観 性 。 / 三 客 観 性 。 
新規 性 。 / 既知 性 。 

破壊 性 。 / 現状 維持 性 。 
効率 性 。 / 義 効 率 性 。 
結論 性 。 / 中 途 性 。 


ロロ HH 
短縮 性 。 / 冗長 性 。 


抽象 


時 
ls O O O ls ls 


全て の 文章 に お いて 、 内 容 面 で 、 以 下 の よ うな 性 質 
を 、 最 初 か ら 、 最 上 八 の 形 で 、 実 現す る こと 。 


概念 上 位 性 。 
要約 性 。 


抽象 


定式 


35 し て 、 文 章 の 内 容 を 、 執 筆 す る こ 


0 な る べく 早く 完成 させ る こと 。 

その 内 容 を 、 書 き 上 げた 部 分 毎 に 、 衣 ぐ に 、 本 文 に 
マー ダグ し で の いく ご と 

それ ら を 、 最 優先 する こと .。 

例 。 

固有 名 詞 を 、 使 わな いこ 

回 = 和 95 が 。 0 の 人 計 味 の 語句 を 、 使 わな いこ 
e 


先進 的 な コン ピュ ー タ プロ グラ ミン グ 技 術 を 、 文 章 作 
成 の 方 法 へ と 、 積 極 的 に 、 応 用 する こと 。 


例 。 

オブ ジェ クト 思考 に 基づく 、 文 章 作成 の 技術 。 

クラ ス と イン スタ ンス の 概念 の 、 文 章 作 成 へ の 応用 。 
上 位 ク ラス の 内 容 の 優先 的 な 記述 。 


例 。 

アジ ャ イル 開発 の 方 法 の 、 文 章 作成 へ の 応用 。 
頻繁 に 、 以 下 の 行 動 を 、 繰 り 返 すこ と 。 

電子 書籍 の 内 容 の 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 。 

その 電子 書籍 ファ イル の 、 公 開 サ ー バ ー へ の アッ プ 
ロー ド 。 


私 は 、 従 来 の 学術 論文 の 作成 方 法 と は 異な る 方 法 を 、 採 
用 し て いる 。 

従来 の 学術 論文 の 作成 方 法 は 、 説 明 力 の ある 内 容 の 導出 
に お いて 、 括 効率 で ある 。 


書籍 の 執筆 に お ける 、 私 の 視点 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


令 合 失調 症 の 患者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 、 最 下位 者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 扱い が 、 一 番 、 劣 部 な 者 か ら の 視点 。 
社会 か ら 、 拒 絶 さ れ 、 差 別 さ れ 、 人 迫害 され 、 追 放さ れ 、 
隔 さ れ た 者 か ら の 視点 。 

社会 不適 応 者 か ら の 視点 。 

社会 で 生き る こと を 諦め た 者 か ら の 視点 。 

一 番 、 社 会 的 ラン ク が 下位 の 病気 に 稚 患 し た 患者 か ら 
の 視点 。 

社会 に お ける 、 一 番 の 有害 者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 、 一 番 の 嫌 わ れ 者 か ら の 視点 。 

社会 に 対し て 、 生 涯 、 心 を 閉ざし た 者 か ら の 視点 。 
生物 や 人 間 に 対 し て 、 根 本 的 に が っ か り し た 者 か ら の 


視点 。 

生物 や 人 間 に 対 し て 、 絶 望 し た 者 か ら の 視点 。 

人 生 を 諦め た 者 か ら の 視点 。 

秩 患 し た 病気 の せい で 、 彼 自身 の 遺伝 的 子孫 を 残す こ 
と を 、 社 会 的 に 拒 紙 さ れ た 者 か ら の 視点 。 

稚 患 し た 病気 の せい で 、 極 め て 短命 に 終わ る こと 。 そ 
の こと を 、 運 命 付 けら れ た 者 か ら の 視点 。 

秩 患 し た 病気 の すい で 、 生 き や す さ や 救い を 、 生 涯 、 
得 ら れ な いこ と 。 そ の こと が 、 予 め 確定 し て いる 者 か 
ら の 視点 。 

稚 患 し た 病気 の せい で 、 有 人 能 性 を 、 生 涯 、 得 られ な い 
こと 。 そ の こと が 、 予 確定 し て いる 者 か ら の 視点 。 
愉 患 し た 病気 の せい で 、 生 涯 に わた っ て 、 社 会 か ら 、 
虐待 や 搾取 を 受け 続け る こと 。 そ の こと が 、 予 め 確 定 
し て いる 者 か ら の 視点 。 

そう し た 者 に よる 、 生 物 社 会 や 人 間 社 会 に 対す る 内 部 
告発 の 視点 。 


私 の 人 生 目 標 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

男女 の 性 差 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 。 

生物 その も の 。 

それ ら の 人 本質 を 、 自 力 で 、 分 析 し 、 解 明 す る こと 。 


そう し た 、 私 の 人 生 目 標 は 、 以 下 の よ うな 人 々 に よっ 
て 、 大 きく 妨害 され た 。 


男性 優位 社会 の 人 々 。 例 。 欧 米 諸国 。 

そう し た 、 男 性 優位 社会 に よっ て 支配 され て いる 、 女 
性 優位 社会 の 人 々 。 例 。 日 本 と 韓国 。 

彼ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 を 、 決 し て 認め な い 。 
彼ら は 、 男 女 の 本 質 的 な 性 差 を 、 決 し て 認め な い 。 


彼ら は 、 男 女 の 性 差 に つい て の 研究 その も の を 、 社 会 
的 に 。 妨 天 し 、 禁 目 し で いる 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 男 女 の 性 差 の 本 質 の 解明 に 
と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と の 、 本 次 的 な 共通 性 。 
彼ら は 、 そ れ を 、 決 し て 認め な い 。 

彼ら は 、 人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と を 、 必 死 で 、 区 列 
し 、 売 別 つく する 

彼ら は 、 人 間 の 、 人 間 以 外 の 生物 に 対す る 優位 性 を 、 必 
多 で 、 計 張 し よう と する 。 


そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 の 
解明 に と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


女性 優位 社会 の 女性 た ち 。 例 。 日 本 社会 の 女性 た ち 。 
彼ら は 、 女 性 優位 社会 に お ける 女性 の 優位 性 を 、 表 向き 
は 、 決 し て 認め な い 。 

女性 専用 社会 や 、 女 性 優位 社会 に お ける 、 そ れ ら の 社会 
の 内 部 の 真実 。 

彼ら は 、 そ の 公開 を 、 決 し て 認め な い 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 男 女 の 性 差 の 本 質 の 解明 に 
と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 控 の 
解明 に と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


上 記 の よう な 人 々 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 私 の 人 生 目 標 を 、 根 本 的 に 、 
妨害 し た 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 私 の 人 生 を 、 そ の 土台 か 
ら 、 狂 わせ 、 破 壊し 、 台 無し に し た 。 

私 は 、 そ れ ら の 結果 に つい て 、 と て も っ て いる 。 
私 は 、 彼 ら に 対し て 、 鉄 西 を 下 し た い 。 

私 は 、 彼 ら に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 何 と し て で も 、 


理解 させ た い 。 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 何 と し て で も 、 自 力 で 解明 し た 
い 。 

4 

男女 の 性 差 に お ける 、 上 真実 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 に お ける 、 上 真実 。 

// 


私 は 、 人 間 社 会 を 、 冷 静 に 、 客 観 的 に 、 分 析 し た か っ 
の 

そこ で 、 私 は 、 人 間 社 会 か ら 、 一 時 的 に 、 私 自身 を 、 隅 
離し た 。 

私 は 、 人 間 社 会 の 全 賊 者 と な っ た 。 

私 は 、 人 間 社 会 の 動向 を 、 ネ ッ ト 経 由 で 、 毎 日 、 ひ た す 
ら 、 観 察し 続け た 。 


その 結末 。 
私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 手 に 入れ た 。 
人 間 社 会 の 全体 を 、 最 下位 か ら 償 江 する 、 独 自 の 視点 。 


その 結果 。 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 自 力 で 、 何 と か 、 掴 ん だ 。 
/ 

男女 の 性 差 の 本 質 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 。 

/ 


その 結果 。 
私 は 、 新 た な 人 生 目 標 を 、 手 に 入れ た 。 


私 の 、 新 た な 人 生 目 標 。 

彼ら の 社会 的 妨害 に 対し て 、 対 抗 し 、 挑 戦 す る こと 。 
そし て 、 以 下 の 内 容 を 、 人 々 の 間 に 広 く 知 ら せ る こ 
6 

/ 


私 が 自力 で 掴ん だ 、 男 女 の 性 差 の 真実 。 
私 が 自力 で 掴ん だ 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 真実 。 
/ 


私 は 、 そ うし た 目標 の 実現 の た め に 、 こ れ ら の 書籍 を 
作成 し て いる 。 

私 は 、 そ うし た 目標 の 実現 の た め に 、 こ れ ら の 書籍 の 
内 容 を 、 日 々 、 熱 心 に 、 改訂 し 続け て いる 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 
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Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 不良 分 子 。 真 正 的 不良 分 
子 。 了 蔽 者 之 同 的 区 列 。 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) CorrgajrpbHbre IDecTYIIHMKI. 
HacTogTLM ITDeCTYTIHMK. Pa3HMIIa Me 水 刀 Y HHMM. 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 的 な 不良 者 。 真 の 不良 者 。 
両者 の 違い 。 


Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) How to enjoy game music VideoSs. 
Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) 如何 大 賞 湾 世 音 示 祝 頻 。 

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) Kak aca 水 aTbCg HTDOBbIMI 
MYy3bIKaJIbHbIMI KJIHIIAMI. 


twao Otsuka (Jan 8, 2021) ゲー ム 音 楽 動画 の 楽し み 方 。 


Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) Life worth living. Fulfillmg life. 
The source of them. 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 値 得 生活 的 生活 。 充実 的 生 
活 。 他 1] 的 源 共 。 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 水 r3Hp, OcTOMIHag 水 3HI. 
IIojHlorreHHag ※※3Hp. MTcTOdHrk MX. 


twao Otsuka (Jan 17, 2021) 生き が い 。 充実 し た 人 生 。 そ 


れ ら の 源 。 


私 の 書籍 の 内 容 。 そ れ ら の 自動 徳 駅 の 
プロ セス に つい て 。 


こ 訪 問 あり が と う ご ざ いま す ! 

私 は 本 の 内 容 を 頻繁 に 改訂 し て いま す 。 

その た め 、 読者 の 皆様 に は 、 随 時 サイ ト を 訪れ て いた 
だ き 、 新 刊 や 改訂 版 の 書籍 を ダウ ン ロ ー ド し て いた だ 
く こ と を お 勧め し て いま す 。 

自動 徳 訳 に は 以下 の サー ビス を 利用 し て いま す 。 


DeepL プロ 
https:/www.deepl.com/translator 


本 サー ビス は 以下 の 会 社 が 提供 し て いま す 。 
DeepL GmbH 

私 の 本 の 原語 は 日 本 語 で す 。 

私 の 本 の 自動 翻訳 の 順序 は 以下 の 通り で す 。 
日 本 語 一 英語 一 中 国語 、 ロ シア 語 


どう ぞ お 楽し み 下さ い ! 


私 の 略歴 。 


私 は 、1964 年 に 、 日 本 の 神奈 川 県 で 、 生 まれ た 。 

私 は 、1989 年 に 、 東 京 大 学 文 学部 社会 学科 を 卒業 し た 。 
私 は 、1989 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採 用 試験 の 1 種 区 分 
の 、 社 会 学 の 職種 に 、 最 終 合格 し た 。 

私 は 、1992 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採 用 試験 の 1 種 区 分 
の 、 心 理学 の 職種 に 、 最 終 合格 し た 。 

私 は 、 大 学卒 業 後 は 、 日 糸 大 手 IT 企業 の 研究 所 に 勤務 し 
て 。 ヨコ ンピュータ の ソフ ント ウェ エア の 試作 業務 に 従事 し 
た 

私 は 、 現 在 は 、 企 業 を 退職 し て 、 執 健 活動 に 専念 中 で あ 
る 。 
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